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ァ イン シ ュ タインの 敎育ー 


近頃 巴 里に 居る 知人から、 ァ レキサ ンダ I . 乇スコ フス キ， -著 「了 イン シ ュ タイ ン. 一 とい ふ圭曰 

物 を 送って くれた。 一 停車場な どで 賣 つて 居る 俗書 だが、 退屈し のぎに …… 」 と斷 つてよ こして 

くれたの である。  . 

歐 米に 於け る 昨今の アイ ンシュ タインの 盛名 は 非常な もので、 彼の 名 や  一 I 相對 原理」 とい ふ 言 

葉な どが 色々 な 第二次 的な 意味の 流行語に なって 居る らしい。 n ン ドンからの 更り では、 新聞 や 

通俗 雜誌 位し か賣っ て 居な い 店先に も、 チ ャ ンとァ イン シュ タイ ン の 著書 (英譯 ) だけが 並べ て 

ある さう である。 新聞の 漫畫を 見て 居る と、 野良 むすこが 親爺の 金 を 誤魔化し ておいて、 七れ が 

レラチ ヰ ティ だな ど \濟 まして 居る のが ある。 かうな つて は 流石の アイ ン シ ュ タイ ンも 苦い 顏を 

して 居る 事で あらう。 
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我 邦で は 未だ それ 程で もない が、 それでも 彼の 名前 は 理學者 以外の 方面に も 近頃 大分 擴 まって 

來 たやう である。 そして 彼の 仕事の 內容は 分らない 迄 も、 其れが 非常に 重要な ものであって、 其 

れを 仕遂げた 彼が 非常な 優れた 頭腦の 所有者で ある 事 を 認め 信じて 居る 人 は 可也に 多數 である。 

さう して 彼の 仕事の みならす、 彼の 一人」 に 就いて 特別な 興味 を 抱いて 居て、 其の 面影 を 知り 度 

がって 居る 入 も 可也に 多い。 さう いふ 人々 に 取って 此の モ ス コ フ スキ ー の 著書 は： InT た 興味の ある 

もので あらう。 

モス コフ スキ ー と はどうい ふ 人 か 私 は 知らな い。 或 人の 話で はジャ ー ナ リス ト らし い。 自身の 

序文に もさう らしく 見える 事が 書いて ある。 いづれ にしても 著述家と して 多少 認められ、 相當な 

舉識も あり、 科 學に對 しても かなりな 理解 を 有って 居る 人で ある 事 は、 此 書の 內容 から も 了解す 

る 事が 出来る。 

此人 の アイ ンシュ タイン に對す る關係 は、 一 見ボ スゥ エルの ジョン ソン、 乃至 H ッカ I マンの 

ゲ ー テ に對 する やうな も の かも 知れな い。 彼 自身 も 後者の 類例 を 或る 程度まで 承認して 居る。 

「號 ぬの 中の 蠅」. など、 自分で 云って 居る が、 單 なる ボス ゥ 二 リズ ム でない 事 は 明に 認められる- 

寺々 アイ ンシ， ユタ インに 會 つて 雜談を する 機會が あるので、 其の 時々 の 談片を 題：！ とし、 其れ 
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の 註釋ゃ 祖述、 或は 其れ に關 する 評論 を 書 いた ものが 纏まつ た 書物 になった とい ふ體 裁で ある。 

無論 記事の 全責任 は 記者 卽 著者に ある ことが 特に 斷 つて ある。 

一 體 人の 談話 を 聞いて 正當 にこれ を 傅へ ると いふ 事 は、 其れが 精密な 科擧 上の 定理 や 方 則で な 

い 限り、 嚴密に 云へば 殆んど 不可能な 程 困難な 事で ある。 假令 言葉 だけ は 精密に 書き留めても、 

其 時の 顔の 表情 ゃ聲の 二 ュ ァ ンスは 全然 失 はれて しま ふ。 それ だから 或 人の 云った 事 を、 其の 外 

形 だけ 正しく 傳 へる ことによって、 話した 本人 を 他人の 前に 陷し いれる こと も 投げる こと も 勝手 

に 出来る。 此れ は 無責任 乃至 惡意 ある ゴ シップに よって 日常 行 はれて 居る 現象で ある。 

それで この 書物の 內容も 結局 はモ スコ フス キ ー の アイ ンシュ タイ ン觀 であって、 それ を 私が 傳 

へる の だから、 更に 一層 アイ ンシ ユタ インから は 遠くな つてし まふ、 甚だ 心細い 譯 である。 併し 

結局 「人」 の眞相 も相對 性の もの かも 知れない から、 若し さう だとす ると、 此の ー篇の 記事 も 矢 

張り 一 つの 「眞」 の 相 かも 知れない。 さう でない 場合で も、 何 かしら 考 へる 事の 種子 位に はなら 

な い 事 は ある ま い。 

餘談 は扭て 措き、 此の 書物の 一章に アイ ンシ ユタ イン の敎 育に 關 する 意見 を 紹介 論評した もの 

が ある。 これ は 多くの 人に 色々 な 意味で 色々 な 向きの 興味が あると 思 はれる から、 其 中から 若干 
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の要點 だけ を兹に 紹介した いと 思 ふ。 アイ ン シ ュ タイ ン 自身の 一一 百 葉と して 出て 居る 部分 はなる ベ 

く忠 實に譯 する 積り である。 此れに 對 する 著者の 論議 はわ ざと 大部分 を 省略す るが、 阱し 彼の 面 

目 を 傅へ る 種類の 記事 は 保存す る ことにする。  . 

アイ ンシュ タイン はへ ルム ホルツな ど、 反對で 講義のう まい 型の 畢者 である。 のみなら す 講義 

講演に よって 人に 敎へ ると いふ 事に 興味と 熱心 を もって 居る さう である。 それで 學 生や 畢 者に 對 

しての みならす、 一般人の 知識 慾 を 滿 足させる 事 を 煩 はしく 思 はない。 例へば 勞働 者の 集 團に對 

しても、 分り 易い 講演 を やって 聞かせる と ある。 そんな 風で あるから 鬼 も 角 も 彼が 敎 育と いふ 事 

に無關 心な 仙人 肌で ない 事 は 想像され る。 

アイ ンシュ タインの 考 では、 若い 人の 自然現象に 關 する 洞察の 眼 を 開ける とい ふ 事が 最も 大切 

な 事で あるから 從 つて 實科敎 育 を 十分に 與 へる 爲に、 古典的な 語學 のみなら す 「遠慮なく 云へ 

ば」 語 學の敎 育な ど は 幾分 犠牲に しても 惜しくな いと い ふ考 らし い。 此れに 就いて 持 出された 

So  viok-  f.^  一  miclien  einer  versteht,  so  viele  Msile  ist  er  Ivk>I.lsch とい ふ 力 ー ル 五世の 言葉に 對 

して は 彼 は、. 一語 學 競技者」 は必 しも 「人間」 の 先頭に 立つ もので はない、 強い 性格 者で あり 認 

識の 促進 者た るべ き 人の 多面性 は語學 知識の 廣ぃ 事ではなくて、 寧ろ そんな もの、 記憶の 爲に偏 
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頗に頭 腦を使 はないで、 頭の 中 を 開放して 置く 事に ある、 と 云って 居る。 

「人間 は 『鋭敏に 反應 する』 (subtil /ョ r(-;l.ii.h>1.2-) やうに 敎 育され なければ ならない。 云 は 

ば 『精神的の 筋肉』 (g.eistis.e  Muskehl) を 得て これ を 養成し なければ ならない。 それが 爲には 

.語學 の 訓練 は餘り 適しない。 それより は 自分で 物を考 へる やうな 修練に 重き を 置いた 一 般的敎 育 

が有效 である。」 

「尤も 生徒の 個性的 傾向 は 無 論考へ なければ ならない。 通例 その やうな 傾向 は、 可也に 早く か 

ら現 はれる ものである。 それ だから 自分の 案で は、 中等 學 校の 三年 頃から それ/? の 方面に 分派 

させる がい、 と 思 ふ。 其 前に 敎 へる 事 は 極めて 基礎的な 處 だけ を、 偏し ない 骨の 折れない 程度に 

止めた 方が い、。 それでもし 生徒が 文學 的の 傾向が あるなら、 それに はラ チン、 グリ ー キも 十分 

にやら せて、 其の 代り 性に 合 はな ぃ學 科で いぢめ るの は 止した 方が い 、 ::: 」 

これ は 明に 數學 など を 指した ものである。 數學嫌 ひの 生徒 は 日本に 限らない と 見えて、 モス コ 

フス キ ー の 云 ふ 所に 據 ると、 可也 はしつ こい 頭で ありながら、 數學 にかけ て は 丸で 低能で、 學校 

生活 中に 襲 はれた 數 學の惡 夢に 生涯 取り付かれて うなされる 人が 多い らし い。 この 所謂 數學的 低 

能 者に つ いて アイ ンシュ タイ ンは 次の やうな 事 を 云って 居る。 
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r 數學嫌 ひの 原因が 果して 生徒の 無能に のみよ るか どう だか 私に はま だよ く 分らない。 寧ろ 私 

は 多くの場合に 其の 責任が 敎師の 無能に ある やうな 氣 がする。 大概の 敎師は いろんな 下らない 問 

題 を 生徒に しかけて 時間 を 穴 工費して 居る。 生徒が 知らない 事 を 無理に 聞いて 居る。 本當の 疑問の 

しかけ 方 は、 相手が 知って 居る か、 或は 知り 得る 事 を 聞き出す 事で なければ ならない。 それで、 

かう いふ 罪過の 行 はれる 處 では 大概 敎師の 方が 主な， を 蒙らなければ ならない。 學 級の 出 來榮は 

敎師の 能力の 尺度になる。 ー體學 級の 出 來榮に は 自ら 一 定の 平均値が あって 其の上 下に 若. 卜の 出 

入が ある。 其の 平均が 得られ、 ば、 それで 可也 結構な 譯 である。 併し もし 或る 學 級の 進歩が 平均 

以下で あると いふ 場合に は、 惡ぃ學 年 だとい ふより、 寧ろ 先生が 惡 いと 云った 方が い、。 大抵の 

場合に 敎師は 必要な 事項 はよ く 理解 もし、 叉敎材 として 自由に こなす だけの 力 は ある。 併し それ 

を 面白く する 力がない。 これが 殆んど 何時でも 禍の 源になる ので ある。 先生が 返 屈の 呼吸 を 吹き 

かけた 日に は 生徒 は 窒息して しま ふ。 敎 へる 能力と いふの は 面白く 敎 へる 事で ある。 どんな 抽象 

的な 敎村 でも、 それが 生徒の 心の琴線に 共鳴 を 起させる やうに し、 好奇心 をい つも 活かして 5 はか 

ねばならない。」 

これ は 多数の 人に とって 耳の 痛い 話で ある。 
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この 理想が 實 現せられ ると して、 敎案を 立てる 際に 材料と 分布 を どうす るかと 云 ふ 問に 對 して 

は、 具體 的の 話 は 後日に 讓 ると 云って、 話頭 を試驗 制度の 問題に 轉 じて 居る。 

「要は 時間の 經濟 にある。 それに は 無駄な 生徒 いぢめ の 訓練 的な 事 は 一切 廢 する がい、。 今日 

でも 一 切の 練習の 最後の 目的 は 卒業 試驗 にある やうな 事に なって 居る。 この 試 驗を廢 しなければ 

いけない cj 「それ は修學 期の 最後に 於け る 恐ろしい 比武 競技の やうに、 遙 かの 手前 迄 も 其の 暗影 

を 投げる。 生徒 も 先生 も 不斷に この 強制的に 定められた 晴れの日の 準備に あくせくして 居な けれ 

ばなら ない。 又 其の 試驗 とい ふの が 人工的に 無闇に 程度 を 高く 拾ぢり 上げた もので、 それに 手の 

屆 くやう に 鞭撻され た 受驗者 はやつ と數 時間 だけ は 持ち こたへ て 居ても、 後で はすつ かり 忘れて 

再び取り かへ す 事 はない。 それ を 忘れて 仕舞へば 厄介な 記憶の 訓練の 效果は 消えて しま ふ。 試驗 

さへ すめば 數 ヶ月 後に は 大丈夫 綺麗に 忘れて しま ふやうな、 又 忘れて 然るべき やうな 事 を、 何年 

も か、 つて 詰め込む 必耍 はない。 吾々 は 自然に 歸る がい、。 そして 最小の 仕事 を 費して 最大の 效 

果を 得る とい ふ 原則に 從 つた 方が い、。 卒業 試驗は 正に この 原則に 反する ものである。」 

それで は大學 入學の 資格 はどうして きめる かとの 問に 對 して、 

「偶然に 支配され る やうな 火の 試 凍で なく、 ー體の 成績に よればい、。 これ は 敎師に はよ く 分 7 


る もので、 若し 分らなければ 罪 は 矢張り 敎師 にある。 敎 案が 生徒 を壓 迫す る 度が 少なければ 少な 8 

い 程、 生徒 は 卒業の 資格 を 得 易いだら う。 一日 六 時間、 其內 四時 間は學 校、 二 時間 は 宅で 練習す 

れば澤 山で、 それすら 最大限で ある。 もし これで 少な 過ぎる と 思 ふなら、 まあ 考 へて 見る がい. -。 

若い もの は 暇な時 間で も 强ぃ興 奪 努力 を經驗 して 居る。 何故と 云へば、 彼等 は 全世界 を 知 覺し認 

識し吞 み 込まなければ ならな いから。」 

「時間 を 減らして、 其の 代り 餘り 必須で ない 科目 を 削る がい-。 『世界 歷史』 と稱 する ものな 

どが それで ある。 これ は 通例 乾燥無味な 表に 詰め込んだ だら しのない ものである。 此れな ど は 思 

ひ 切って 切り詰め、 年代 いぢり など は拔 きにして 綱領 だけに 止めたい。 特に 古い 時代の 歴史な ど 

は 隨分拔 かしてし まっても 吾人の 生活に 大した 影響 はない。 私は學 生が ァレ キサ ンダ— 火 土 共 外 

何ダ I ス かの 征服者の 事 を 少しも 知らなくても、 大した 不幸 だと は 思 はない。 かう いふ 人物が 殘 

した 古文 IA 曰 的の 遣產 は、 無駄な バラスト として 記憶の 重荷になる ばかりで ある。 どうしても 古代 

に 遡り 度いなら、 せめて サイ ラス や アルタ セル キセス など は 節約して、 文化に 貢獻 した アル キヌ 

1 デ ス 、ブト レモ イス、 ヘロン、 了。 ホロ  二 ウス の 事で も 少し 話し て 貰 ひ 度 い。 全 課程 を U 險者ゃ 

流血 者の 行列に しない 爲に發 明 家 や 發見家 を 入れて 貰 ひ 度い。」  +  _ 
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歷史の 時間の 一部 を 割いて、 實 際の 國家 組織に 關 する 事項、 社 會學ゃ 法律な ども 授けて はどう 

かとい ふ 問に 對 して は 寧ろ 不贊成 だと 答へ て 居る。 彼 自身 個人と して は 公生活の 組織に 關 して 可 

也な 興味 を もって 居る が、 擧 校で 政治的 素養 を 作る 事 は 面白くな いと 云って 居る。 其の 理由 は 第 

一 かう いふ 敎育は 官邊の 影響の 爲に 本質的に 出来に くいし、 叉 頭の 成熟し ない ものが 政治 上の 事 

に たづ さはる の は 一 體早 過ぎる とい ふので ある。 其の 代り 生徒に 何 かしら 實 用になる 手工 を 必修 

させ、 指 物な り 製本な り 錠前な り 鬼に 角 物になる だけに 仕込んで やり 度い とい ふ考 である。 これ 

に對 して モス コ フス キ ー が、 ー體 それ は 腕 を 仕込む のが 主意 か、 それとも 民衆 一般との 社 會的連 

帶の 感じ を 持たせる 爲 かと 聞く と、 

「兩方 共 私に は 重要に 思 はれる。 其 上に 私の この 希望 を 正 當と思 はせ るもう 一 つの 見地が ある „ 

手工 は 勿論 高等 敎育を 受ける ための 下地に はならないでも、 人間 (sittllche  r-ersynlichkcit) とし 

て 立つべき 地盤 を擴げ 堅める 爲に 役に立つ。 普通 學 校で 第一 に 仕立てるべき もの は 未来の 官吏、 

學者、 敎員、 著述家でなくて 「人」 である。 唯の 「腦」 ではない。 プ ロメ ト イスが 最初に 人間に 

敎 へたの は 天文 學 ではなくて 火で あり、 工作であった …… 」 

此れに 和して モス コ フス キ ー は、 同時に 立派な 锻 冶で ブリキ 職で そして 靴屋であった 昔の 名 
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歌 手 を 引合に 出して、 畢竟 は 科學も 自由 藝 術の 一 つ であると 云つ て 居る。 しかし ァ ィ ン シ ュ タイ 

ンが、 科學 それ 自身 は實 用と は無關 係な もの だと 言明しながら、 手工の 必修 を 主張して 實用を 尊 

重す るの が 妙 だと 云 ふの^ 答へ て 次の やうな 事 を 云って 居る。  - 

「私が 實 用に 無 關 係と 云った の は、 純粹な 研究の 翁 極 目的に ついて にある。 共の：：： 的 は 唯 極め 

て 少數の 人に のみ 認め 得られる ものである。 それで 精々 科學の 準備 位な 處迄 この 考を 持つ て 行く 

の は 見當違 ひで ある。 寧ろ 反對に 私は學 校で 敎へ る 理科 は 今日 やって 居る よりす つと 實用 的に 出 

來 ると 思 ふ。 今の は餘 りに 非 實際的 過ぎる。 例へば 數學 の敎へ 方で も、 もっと 實用的 興味の ある 

やうに、 もっと ぢ かに まれる やうに、 もっと 眼に 見える やうに やるべき の を、 さう しないから 

失敗し 勝ちで ある。 子供の 頭に 考へ 浮べ 得られる 事 を 授けないで 其の 代りに 六 かしい 「定義」 な 

ど を あてが ふ。 具體 的から 抽象的に 移る 道 を 明けて やらないで、 いきなり 純粹な 抽象的 觀 念の 理 

解を强 ひるの は 無理で ある。 それよりも かう すれば うまく 行ける。 先づ 一番の 基礎的な 事柄 は敎 

場で やらないで 戶 外で 授ける 方が い、。 例へば 或る 牧場の 面積 を 測る 事、 他所のと 比較す る 事な 

ど を 示す。 寺 塔 を 指して 其の 高さ、 其の 影の 長さ、 太陽の 高度に 注意 を 促が す。 かう すれば、 言 

葉と 白 s の 線と によって、 大きさ や 角度 や 三 角 函數な ど の 概念 を 注ぎ込む よ りも遙 かに 早く 確實 
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に、 おまけに 面白く 此 等の 數 學的關 係 を吞み 込ませる 事が 出来る。 ー體 かう いふ 學 問の 實 際の 起 

原 はさう いふ 實用 問題であった ではな いか。 例へば タレ ー ス は 始めて 金字塔の 高さ を 測る 爲に、 

塔の 影の 終 點の邊 へ 小さな 棒 を 一 本立てた。 それで 子供に ス テツ キを 持たせて 遊戯の やうな 實驗 

を やらせれば、 よくく 子供の 頭が 釘付けで ない 限り、 問題 は ひとりでに 解けて 行く。 塔に 攀ぢ 

上らないで 其の 高さ を 測り 得た とい ふ 事 は 子供心に 嬉しから う。 其の 喜びの 中には 相似 三角形に 

關 する 測量 的 認識の 歡 喜が 籠つ て 居る。」 

「物理 學の 初歩と して は、 實驗 的な もの、 眼に 見えて 面白い 事の 外 は 授けて はいけ ない。 ー囘 

の 見事な 實驗は それだけ でもう 頭の 蒸餾 瓶の 中で 出来た 公式の 一 一十 位より はもつ と 有益な 場合が 

多い。 やっと 現象の I 界に 眼の あき かけた 若い もの 、頭に 公式な ど は 一 切 容赦して やらねば いけ 

ない。 公式 は、 丁度 世界 展史の 年代の 數 字と 同様に、 彼等の 物理 學の 中に 潜む 氣 味の 惡ぃ 怖ろ し 

ぃ幽靈 である。 よく 譯の わかった 巧者な 實驗 家の 教師が 得られるならば 中頃の 學 級から やり 始め 

てい、。 さう して 羅甸 文法の 練習な どで はめった に 出逢 はな いやうな 印象と 理解 を 期待す る 事が 

出来る だら う。」 

「序ながら 近頃 やっと 試験的に 拳 校で 行 はれ 出した 敎授の 手段で、 もっと 擴張 を獎勵 したいの H 


が ある。 それ は敎育 用の 活動 フィルム である。 活動 寫眞の 勝利の 進軍 は敎 育の 繩張りに も 蹈み込 

んで くる。 そして 其處で 始めて、 多数の 公開 觀覽 所が 卑猥な もの や あくどい 際物で 墮 落し 切って 

居る のに 對 して、 道德 的な もの を もって 對抗 させる 機會を 得る だら う。 敎授用 フィルムに 簡單な 

幻燈で も 併用 すれば、 從來は 唯一 百 葉の 記載で 長たら しく やって 居る 地理 學 などの 教授 は、 世界 漫 

遊の 生きた 體驗 にも 似た 活氣を 以て 充 たされる だら う。 そして 地圖 上の 唯の 線で も、 其處 の實景 

を 眼の <。 田り に經驗 すれば、 其れ 迄と は 丸で 違った ものに 見えて 来る。 又 特に フィルムの 繰 出し 方 

を 早 • め 或は 緩めて 見せる 事に よって 色々 の 知識 を 授ける 事が 出来る。 例 へ ば 植物の 生長の 模様、 

動物の 心^の鼓動、 昆蟲の 羽の 運動の 仕方な どが さう である。 それよりも 一層 重耍 だと 思 ふの は、 

萬 人の 知って 居るべき 害の 主要な 工業 經營 の狀 況をフ イルム で 紹介す る 事で ある。 動力 工場の 成 

り 立ち、 機關 車、 新聞紙、 書籍、 色 刷插畫 はどうして 作られる か、 發電 所、 硝子 工場、 瓦斯 製造 

所に は どんな ものが あるか。 こんな 事 は 僅かの 時間で 印象 深く 觀 せる 事が 出来る。 更に 自然 科學 

の 方面で、 普通の 學校 などで は 到底 やって 見せられな いやうな 困難な 實驗 でも、 フィルムなら 

ば 容易に しかも 實 際と 同じ 位 明瞭に 示す ことが 出来る。 要するに 教育 事業 を 救 ふの 道 は 唯 一 語で 

「もっと 眼に 字ぶ やうに する  一 (die  erh き to  Al.lscll;lll.lichl< (二 t) と いふ 事で ある。 出来る限り は 知 
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識 (Krlcmls) が體驗 (Krlebeu) にならねば ならない。 此の 根本 方針 は 未来の 學校 改革に 徹底 さ 

るべき ものである c_ 一 

大學 あたりの 高等教育 につ いて は 餘り立 人った 話はなかった さう である。 併し アイ ンシュ タイ 

ンは 就學の 自由 を 極端 迄 主張す る 方で、 聽講 資格の せ、 こまし い 制定 を 撒廢し 度い とい ふ 意見ら 

しい。 演習な り實 習な りで 或る 講義 を 理解す る 下地の 出來 たもの は 自由に 人れ て やって、 普通 學 

の 素養な どは强 要しない。 殊に 彼の 經驗 では 有爲な 徹底的な 人間 は往々 一方に 偏す る 傾向が ある 

とい ふので ある。 從 つて 中等 學校 では 生徒が ある 特殊な 專 門に 人る だけの 素養が 出来次第 その 學 

科に 對 する だけの 免狀を やる 事に すれば い、。 前に 中舉 卒業 試驗全 慶を唱 へたの は、 つまり かう 

して 高等教育の 關門を 打破す る 意味と 思 はれる。 尤も 彼 も 全然 あらゆる 能力 驗定を やめる とい ふ 

ので はない。 醫科舉 生になる 爲の豫 備試驗 など は 止めた 方が い、 が、 併し 將來 敎師 になら うとい 

ふ 人で、 見込の ないやう なの は 早く 驗出 してやめ させる 方が い、 と 云って 居る。 これ は 生徒に 寛 

で敎師 に嚴な 彼と して さも あるべき こと だ と 著者が 評 して 居る。 

此處で 著者 はしば らく アイ ンシュ タイン を はなれて、， 此 等の 問題に 對 する この 理學 者の 權 威の 

如何につ いて 論じて 居る。 理論 物理の やうな 常識に 遠い 六 かしい 事 を 講義して、 そして 聽 衆を醉 
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はせ 得る の は、 彼 自身の 內 部に 燃える 熱烈な ものが 流れ出る ためだと 云って 居る。 彼の 講義に は 

他の 抽象 學 者に 稀に 見られる 二つの 要素、 情調と 愛 II が i 船って 居る、 とこの 著者 は 云って 居る。 

講義の あとで 質問者が 押し かけて 来ても、 厭な 顏を しないで 樂 しさう に敎へ て 居る さう である。 

彼の 聽講者 は 千 二百 入と いふ レ コ I ド 破りの 多數に 達した。 彼の 講義 窒は 聞く 迄 もな くすぐ 分る _ 

みんなの 行く 方へ ついて 行けば い、、 と 云 はれる 位 ださう である。 この人氣に對して 一 種の不-：^^ 

の 色が 彼の 眉目の 間に 讀 まれる。 のみなら す 「はやり もの だな」 とい ふ 言葉が 彼の 口から れた „ 

しこれ は惡く 取って はいけ な い、 無理の ない 處も あると 著者が 辯 護して 居る。 

それから 古典 敎 育に 關 する 著者の 長い 議論が あるが、 日本人た る 吾々 に は 興味が薄いから 略す 

る 事に して、 次に 女子 敎育 問題に 移る。 

婦人 の 修學は 可 S 迄 自由 にやら せる 事に 異議 はな いやう だが、 ^し餘 り 主唱し 獎勸す る 方で も 

な いらし い。 

「他の 擧 科と 同様に 科 學の方 も、 なるべく 道 を あけて やらねば なるまい。 しかし 其の 效 * につ 

いて は 多少の 疑 を 抱いて 居る。 私の 考 では 婦人と いふ ものに 天賦の 或る 障害が あって、 男子と 同 

じ 期待の 尺度 を當 てる 譯に はいかな いと 思 ふ。」 
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キ ュ リ ー 夫人な どが 居る ではな いかと いふ 抗議に 對 して 

一 さう いふ 立派な 除外例 はま だ 外に も あらう が、 それかと いつ て性的に^CIら定まっ て居る標準 

は 動かされない。」 

モス コ フス キ ー は、 四十 年 前の 婦人と 今の 婦人との 著しい 相 逮を考 へる と、 知識の 普及に 從っ 

て 追々 は 婦人の 天才 も 輩出す る やうに なり はしな いか、 と 云 ふと 

【，贵 方は豫 言が 御 好きの やう だが、 併し 其の 期待 は 少し 根據が 薄弱 だと 思 ふ。 單に 素養が 增し 

智能が 增 すと いふ 『量的』 の 前提から、 天才が 增す とい ふやうな 『赏 的』 の 向上 を 結論す るの は 

少し 無理で はな いか。」 かう 云った 時に アイ ン シ ュ タイ ン の 顏が稻 妻の やうに 一 寸 ひきつつ たの 

で、 何 か 皮肉が 出るな と 思って 居る と、 して 「自然が 腦味嗜 のない 『性』 を 創造した とい ふ 事 

も 存外 無い と は 限らない」 と 云った。 これ は 無論 笑談 であるが 彼の 眞意は 男女の 特長の 差異 を認 

める にある らしい。 モス コ フス キ ー はこれ を 敷衍して 「婦人 は 微分 學を創 成す る 事 は出來 なかつ 

たが、 ライブ 一一 ッ ッを 創造した。 純粹 理性 批判 は產 めない が、 カント を產む 事が 出来る」 と 云つ 

て 居る。 

話頭 は轉 じて、 所謂 「天才 敎 育」 の 問題に は ひる。 特训の 天賦 ある もの を 選んで 特^に 敎 育す 
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ると いふ 事 は、 原理と して は 多數の 承認す る 所で 問题は 程度 如何に ある。 これ は 元來ダ ー ウィン 

の 自然淘汰 說に緣 を ひいて 居て、 自然の 選擇を 人工的に 助長す るに ある。 尤も この 考は オリ ンピ 

ァの 昔から、 あらゆる 試驗 制度に 通じて 現 はれて 居る ので、 それ 自身 別に 新しい ことで はない が、 

問題 は 制度の 力で 接 極 的に 何處 まで 進める かに ある、 と 著者 は 云って 居る。 これに 對 する アイ ン 

シュ タインの 考は 試驗嫌 ひの 彼に 相當 した ものである。 「競技 かなん ぞの やうに やる 天才 養成」 

(quaslsj:5】.tm^lsslg-g.eh~audhal:-te  wes-rtljtcmziichtu.pg.) はいけ ない と 云って 居る。 おお は. S かもの 

か 失敗 かで ある。 しかし この 選擇も 適度に やれば 好 結 を 得られない 事 は あるまい。 此れ迄の 經 

驗 では まだ 具體 的な 案 は 得られな いが、 適當 にやれば、 從來 なら 日影で いぢけ てし まふ やうな 天 

才を 日向へ 出して 發 達させる 事 も 出来ようと いふので ある。 

著者 はこれ につ いて、 天才 を 見付ける 事の 困難 を 論じ、 又 補助 獎勵と 天才 出現と は必 しも 並 

行し ない 事な どを實 例に 就いて 論じて 居る。 そして ー體 天才の 出現 を 無制限に 望む のがい、 か惡 

いかと いふ 根本 問題に 觸 れた處 で、 アイ ンシュ タイ ン の 獨特な 社 會觀を ほのめかして 居る。 併し 

此 等の 點の 紹介 は 他の 機 會に讓 る ことにしたい。 (大正 十 年 七：^、 科 知識) 
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アイ ンシュ タイン 


一 

此間 日本へ 立 寄った バ ー トラ ンド • ラッ セルが、 一， 今世界 中で 一 番 えらい 人間 はァ ィ ン シ ュ タ 

インと レ 一一 ンだ J とい ふやうな 意味の 事 を 誰かに 話した さう である。 此の 「えらい」 とい ふの が 

どうい ふ 意味の えら い ので あるか 聞きたい の であった が遣憾 ながら ラ ッ セル の 使った 原語 を 聞 

き； ^らした。 

成程 二人共に 革へ 叩 家で ある。 唯レ 一一 ンの 仕事 は何處 迄が 成效 であるか 失敗で あるか、 恐らく は 

此れ は 誰に もよ く 分らない だら うが、 アイ ンシュ タインの 仕事 は少 くも 大部分た しかに 成效 であ 

る。 此れに 就いては 世界中の 信用の ある 學 者の 最大 多數が 裏書 をして 居る。 仕事が 科學 上の 事で 

ある だけに 其 成 菜 は 極めて 鮮明で あり、 從っ て 其れ を 仕遂げた 人の 科學 者と して. の えら さも 亦 其 
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れ だけ はっきりして 居る。 

レ 一一 ンの 仕事 は科學 でない だけに、 共 人の 其 仕事の 遂行 者と しての えら さは 必 しも： ！前 の 成 

のみで 計量す る 事が 出来ない。 其れに も拘 らすレ 一一 ンの えら さは 一般の 世人に 分り： ：；^- い 種類の も 

ので ある。 取扱って 居る ものが 人間の 社會 で、 使って 居る ものが 兵隊 や 金で ある。 いづれ も科學 

的に は譯の 分らない ものであるが、 唯 世人の 生活に 直接な ものである だけに、 事柄が 誰に も 分り 

=^ いやう に 思 はれる。 

此れに 反して アイ ンシュ タインの 取扱った 對象は 抽象され た 時と. 空間であって、 使った 道具 は 

數學 である。 凡てが 論理的に 明瞭な ものであるに 拘ら す、 使って 居る 「國語 」 がま 人に 親しくな 

ぃ爲 に、 其國 語に 熟しない 人に は 容易に 食 ひ 付けない。 それで 彼の 仕事 を 正當に 理解し、 彼のえ 

らさ を如實 に估價 する に は、 一 通りの 數擧的 素養の ある 人で も 一 寸 3：；： が 折れる。 

到底 分らない やうな 複雜な 事 は 世人に 分り：： く、 比較的 簡單 明瞭な 事の 方が 却つ て 分りに くい 

とい ふ を かしな 結論になる 譯 であるが、 此れ は 「分る」 とい ふ 言葉の 意味の 使 ひ 分けで ある 事 は 

勿論で ある。 

アイ ンシュ タインの 仕事の 偉大な もので あり、 彼の 頭腦が 飛び離れ てえ らいと いふ 事 は 早く か 
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ら 一 部の 學 者の 間に は 認められて 居た。 しかし 一 般 世間に 持て 嚇 される やうに なった の は 昨今の 

事で ある。 遠い 恆 星の 光が 太陽の 近く を 通過す る 際に、 其れが 重力の 場の 影響の 爲に 極めて 僅か 

曲る だら うと 云 ふ、 誰も 思 ひも かけなかった 事實 を、 彼の 理論の 必然の 結 * として. 鉛舉 のさき で 

割り出し、 それ を豫 言した。 其れが云はi^敵國の英國の學者の日蝕觀測の結*から或程度迄確め 

られ たので、 事柄 は 世人の 眼に 一種の ロマン チッ クな 色彩 を帶 びる やうに なつ て來 た。 そして 人 

人は恰 かも 急に 天から 異人が 降つ て來 たかの やうに 驚異の 眼 を 彼の 身邊に 集注した。 

彼の 理論、 殊に 重力に 關 する 新しい 理論の 實驗 的證左 は、 それが いづれ も 極めて 機微な もので 

ある だけに 未だ 極度 迄 完全に 確定され たと は 云 はれない かも 知れない。 併し 萬 一 將 來の實 驗ゃ觀 

測の 結 rai- が、 彼の 現在の 理論に 多少で も 不利な やうな 事が あつたと しても、 彼の 物理 學者 として 

の えら さに は 其爲に 少しの 疵 もっかない だら うとい ふ 事 は、 彼の 仕事の 筋道 を 一 通りで も 見て 通 

つた 人の 等しく 承認し なければ ならない 事で あらう。 

物理 學の 基礎に なつ て 居る カ學の 根本に 或る 弱點の あると 云 ふ 事 は 早くから 認められて 居た。 

しかし 彼 以前の 多くの 學 者に は それ を どうした らい 、か i< 刀らなかった。 或は 大多數 の 人 は 因襲 

的の I ダ 協に 馴れて 別に どうしょう とも 思はなかった。 力 學の敎 科 書 は 此の 急所に 觸れ ないやう に 
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知らん顔 をして すまして 居 た。 其れ で も 實用上 の 多くの 問 題に は 實際差 まがな か つたので ある。 

處が 近代に なって 電子な ど & いふ ものが 發 見され、 あらゆる 電磁 氣ゃ 光熱の 現象 は 此の 不思議な 

物の 作用に 歸納 される やうに なった。 そして 此 物が 特別な 條 件の 下に 驚く ベ き 快速 度で 運動す る 

事 も 分って 來た。 かう いふ 物の 運動に 關 係した 問題に 觸れ 初める と 同時に、 今迄 そっとして 置い 

たカ學 の 急所が そろ 痛み を感 する やうに なって 來た。 a レ ン. ツ の 如き 優れた 老大家 は 疾くか 

ら 此の 問題に 手を附 けて、 色々 な 矛盾の 痛み を 局部 的の 手術で 治療しょう として 骨折つ て 居る 間 

に、 此の 若い 無名の 學 者は瑞 西の 特許 局の 一隅に かくれて、 もっと/ \ 根本的な 大手 術を考 へて 

居た。 病の 根 は 電磁 氣ゃ 光よりも つと 根本的な 時と 空間の 概念の 中に 潜伏して 居る 事に 眼 をつ け 

た。 さう して その 腐り か、 つた、 間に合せの 時と 空間 を 取って 捨て、、 新しい 健全な もの を 共 代 

りに 植ゑ 込んだ。 その 手術で 物理 學は 一夜に 若返った。 そして 電磁 氣ゃ 光に 關 する 理論の 多くの 

病 竈 は ひとりで に 綺麗に 消滅し た。 

病 源 を 見付けた のが 第一 の えら さで、 其れ を 手術した 手際 は 第二の えら さで なければ ならない。 

し 病氣は それだけではなかった。 第一 の 手術で 一 速度の 相對 性」 を 片付ける と、 必然の 成 行 

として 「重力と 加速度の 問題， 一 が 起って 來た。 此の 急所の 痛み は、 他の 急所の 痛みが 消えた 爲に 
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一 層 鋭く 感ぜられて 來た。 しかし 此の方の 手術 は 一 層 面倒な ものであった。 第 一 に 手術に 使った 

在来の 道具 はもう 役に立たなかった。 吾等の 祖先から 一 一千 年来 使 ひ 馴れた ュ ー ク リツ ド 幾何 學で 

は 始末が 付かなかった。 其 代りにな るべき 新し い 利器 を 求めて 居る 彼の 手に 觸れ たの は 前世紀の 

中頃に 數 學者リ ー マ ンが、 その やうな 應 用と は 何の 關係 もな しに 純粹 な數學 上の 理論的の 仕事と 

して 续 して 置いた 遣 物であった。 此れ を 練へ 直して 造った 新しい 鋭利な メスで、 數 千年 來 人間の 

腦の 中に へ ばり 付いて 居た 所謂 常識的な 時空の 觀念を 悉皆 削り取った。 そして 其れ を 切り刻んで 

新しく 組立て た 「時空の 世界 像」 を 其處に 安置した。 それで 東 力の 秘密 は 自明 的に 解釋 される と 

同時に 古い カ學 の暗碟 であった 水星 運動の 不思議 は 無理な し < 説明され、 光と 重力の 關 係に 對す 

る 驚くべき 豫言は 的中した。 もう 一 つの 豫言 はどうな るか 分らない が、 兎も角も 今迄 片側 だけし 

か 見る 事の 出来なかった 世界 は、 此れ を 掌 上に 置いて 意の 傣に 任意の 側から 觀る 事が 出来る やう 

になった。 觀 者に 關 する あらゆる 絕對性 を 打破す る 事に よって 現出され た 客 觀的實 在 は、 或 意味 

で 却つ て 絕對な ものに なった と 云つ て もよ い。 

此の 仕事 を 仕遂げる 爲に 必要であった 彼の 徹底的な 自信 は あらゆる 困難 を 凌駕 させた やうに 見 

える。 此れ も 一 つの えら さで ある。 あらゆる 直接 經驗 から 來る 常識の 幻影に 惑 はされ すに 純理の 
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道筋 を 踏んだ の は、 數學 とい ふ 器械の 御藤で あると しても、 全く 抽象的な 數學の 枠に 萬 象の 實世 

界を 寸分の-似 間もなく 切り はめた かな 手際 は 物理 學者 として その 非凡な えら さに よる ものと 考 

へ なければ ならない。 

かう いふ 飛び 拔 けた 頭 腦を 持って 居て、 そして 比較的 短い 年月の 間に 此れ だけの 仕事 を 仕遂げ 

るだけの^^^カを持っ て居る人間の、「人」としての生立ちゃ、 n 常 生活 や、 環境 は 多くの 人の 知り 

度い と 思 ふところ であらう。 

それで 私 は 有り合せの 手近な 材料から 知り 得られる だけの 事 を玆に 書き並べて 此の 學 者の 面影 

を朧氣 にで も 紹介して 見 度い と 思 ふので ある。 主な 材料 はモ スコフ スキ ー の 著書に 據る外 はな か 

つた。 要するに 素人 畫 家の スケッ チの やうな もの だと 思つ て 讀んで 貰 ひ 度い ので ある。 

アル ベルト. アイ ンシ ユタ イン は 一 八 七 九 年 三月の 出生で ある。 n 本なら ば 明治 十一 ー年卯^^の 

生れで 數へ年 四十 一二  (大正 十 年) になる 譯 である。 生れた 場所 は南獨 逸で ド ナウの 流に！^. E うた 小 

都市 ゥ ル ム である。 今の 獨 逸で 一 番 高い ゴチッ ク の 寺 塔の あると いふ 外に は 格训^ 界に 誇るべき 
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何物 を も 有たない らし い 此の 市 名 は 偶然に 此の 科學 者の 出現と 結び付けられる 事に なった。 此の 

土地に 於け る 彼の 幼年時代に 就いて 知り 得られる 事實 は遣憾 ながら 極めて 少ない。 唯一 つの 逸話 

として 傳 へられて 居る の は、 彼が 五 歳の 時に、 父から 一 つの 羅針盤 を 見せられた 事が ある、 其 時 

に、 何等 直接に 接觸 する もの \ ない 磁針が、 見えざる 力の 作用で 動く の を 見て 非常に 强ぃ 印象 を 

受けた とい ふ 事で ある。 其 時の 印象が 彼の 後年の 仕事に 或る 影響 を與 へたと いふ 事が 彼 自身の 口 

から 傳 はって 罟る。 

丁度 此頃、 彼の 父 は 家族 を擧げ てミュ ンへ ン に移轉 した。 な 「度の 家 は 前の せまくるしい 住居と 

ちがって 廣ぃ庭 圜に圍 まれて 居た ので、 其處で 初めて 自由に 接する ことの 出來た 自然界の 印象 も 

彼の 生涯に 決して 無意味 ではなかった に 相違ない。 

彼の 家族に 猶太 人種の 血が 流れて 居る とい ふ 事 は 注目すべき 事で ある。 後年の 彼の 仕事 や、 社 

會 人生 觀に は、 此の 事 實と思 ひ 合せて 初めて 了解され る 點が少 くない やうに 思 ふ。 其れ は 兎に角 

彼が ミュ ンへ ンの 小學で 受けた 羅 馬力 トリックの 敎義と 家庭に 於け る 猶太 敎の 教義との 相對 的な 

矛盾 — 因襲 的な 獨斷 と獨斷 との 背馳が 彼の 幼ない 心に どの やうな 反應を 起させた か、 此れ も 本 

人に 聞いて 見 度い 問題で ある。 
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此 時代の 彼の 外 觀には 何等の 鋭い 天才の 閃き は 見えなかった。 もの を 云 ふ 事を覺 える のが 並 n 通 -4 

より 遲く、 その 爲に兩 親が 心配した 位で、 大きくな つても 矢張り 口重であった。 八 九 歳 頃の 彼 は 

寧ろ 控へ 目で、 あまり 人好きの しない、 獨り ぼつち の 仲間外れの 觀 があった。 唯 其 頃から 眞と正 

義に對 する 極端な 偏執が E に 立った。 それで 人々 は 「馬鹿正直」 とい ふ 渾名 を 彼に 與 へた。 此の 

「馬鹿正直」 を 徹底 させた ものが 今日の 彼の 仕事に ならう と は、 誰も 夢にも 考 へなかった 事で あ 

らう C 

音 樂に對 する 嗜好 は 早くから 眼覺 めて 居た。 獨 りで 讚美歌の やうな もの を 作って、 獨 りで こつ 

そり 歌って 居た が、 恥 かしがって 雨 親に も それ は隱 して 聞かせなかった さう である。 腕白な 遊戯 

などから 遠ざかった 獨り ぼつち の 子供の 內省 的な 傾向が 此處 にも 認められる。 

後年 迄 彼に つきまとった 祸太 人に 對 する シ ョ ー ヰ 二 ズ ム の：？」 害 は、 もう 此顷 から 彼の 幼ない 心 

に 小さな 波風 を 立て 初めたら し い。 そして 其の 不 正義に 對 する 反抗 心が 彼の 性格に 何 かの 痕跡 を 

殘 さない 譯には 行かなかった らうと 思 はれる。 「猶太 人 は 其の 職業 上の 環境 や 民族の 過去の 爲に、 

人から 信用され ると いふ 經驗に 乏しい。 此 點に關 して 猶太 人の 擧 者に 注目して 見る がい、。 彼等 

は 論理と いふ ものに 力瘤を入れる。 卽ち 理法に よって 他の 承諾 を强耍 する。 民族的 反感から は 信 
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用したくない 人で も、 論理の 前に は 屈伏し なければ ならない 事 を 知って 居る から。」 かう 云った 

二 ー チ H のにが にがし い 言葉が 今更に 强く 吾々 の 耳に 響く やうに 思 はれる。 

彼の 學校 成績 は餘 りょくなかった。 特に 言語な ど を 機械的に 暗記す る 事の 下手な 彼に は當 時の 

軍隊式な 詰め込み 教育 は 工合が 惡 かった。 此れに 反して 數學的 推理の 能力 は 早くから 芽 を 出し 初 

めた。 計算 は 上手で なくても 考へ 方が 非常に 巧妙であった。 或 時 彼の 伯父に 當る 人で、 工業 技師 

をして 居る ャ ー コブ. アイ ンシュ タイ ン に、 代 數學と は 一 體 どんな もの かと 質問した 事が あつた- 

其 時に 伯父さんが 一代 數と いふの は、 あれ は 不精 もの \ する い 計算 術で ある。 知らない 答 を 五と 

名け て、 そして 其れ を 知って 居る やうな 顔 をして 取扱って、 それと 知って 居る ものとの 關係式 を 

書く。 其處 から 此の X を 定める とい ふ 方法 だ」 と 云って 聞かせた。 此の 剽輕 な、 しかし 耍を 得た 

說明は 子供の 頭に 眠つ て 居る 未知の 代 數學を 呼び 覺 すに は 充分であった。 それから 色々 の 代數の 

問題 は ひとりで 樂に 解ける やうに なった。 始めて、 幾何 學の ピクゴ ラスの 定理に 打つ かった 時に 

は それでも 三 週間 頭 を ひねった が、 おしま ひに は 遂に 其の 證 明に 成效 した。 論理的に 確 實な或 ゆ 

を 捕へ る 喜び は、 もう 此 頃から 彼の うら 若い 頭に 渗み 渡って 居た。 數 理に關 する 彼の 所得 は學校 

の敎 程な ど& は無關 係に 驚くべき 速度で 增 大した。 十五 歳の 時にはもう 大學に 入れる だけの 實カ 
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が あると いふ 事 を 係りの 教師が 宣ー 百した。 

a; し 中等 學校を 卒業し ない 內に學 校 生活が 一 時中斷 する やうに なった とい ふの は、 彼の 家族 一 

同が 伊太利へ 移住す る 事に なった ので ある。 彼等 は ミラ ン に 落着いた。. そこでし ばらく 自由の 身 

になった 少年 はよ く 旅行 をした。 或 時は單 身で アベ 二 ンを 越えて 漂浪した りした。 間もなく 彼 は 

チュ— リヒの ボリ テキ 一一 クムへ 入學 して 數學と 物理 學を 修める 目的で 瑞 西へ やって来た。 ^し國 

語 や 記載 科學の 素養が 足りなかった ので、 しばらく ァ ー ラウの 實科中 學には ひって 居た。 ^に 十 

六 歳の 少年 は 旣に此 時分から 「運動 體の 光學」 に 眼 を 付け 初めて 居た とい ふ 事で ある。 後年 此界 

を 驚かした 仕事 はもう 此 時から 雙葉を 出し 初めて 居た ので ある。 

彼の 公人と しての 生涯の 望は敎 員になる 事であった。 それで チ ュ ー リヒの ボリ テキ 一一 クムの 師 

範 科の やうな 部門へ 人學 して 十七 歳から 廿 一 歳 迄 勉強した。 卒業後 彼 を何處 かの 大學の 助手に で 

も M 話しよう とする 者 もあった が、 阔籍ゃ 人種の 問題が 邪魔に なって 思 はし い 口が 5：! られ なかつ 

た。 胖し 家庭の 經 濟は樂 でなかった から、 鬼 も 角 も 自分で 働いて 食 はなければ ならない ので、 シ 

ャ フ ハウゼ ン やべ ル ンで私 敎師を 勤めながら 靜に 深く 物理 學を 勉強した。 可也に 食し ぃ暮し をし 

て 居たら しい。 其 時分の 研學の 仲間に 南 露西亞 から 來て 居る 女學 生が あって、 其 後一 九 〇 三年に 
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此 人と 結婚した が數 年後に 離婚した。 すっと 後に 従妹の H ルゼ . ァ イン シ ュ タイ ンを迎 へ て 幸 願 

な 家庭 を 作って 居る とい ふ 事で ある。 

一九 〇 一年、 瑞西滯 在 五 年の 後に チ ュ I リヒの 公民 權を 得て やっと 公職に 就く 資格が 出来た。 

同窓の 友グ D ス マ ンの 周旋で 特許 局の 技師と なって、 其處に 一 九 〇 一 一年から 一 九 〇 九 年 迄 勤めて 

居た。 彼の やうな 抽象に 長 じた 理論家が 極めて 卑近な 發 明の 審杏を やって 居た とい ふ 事 は 面白い 

事で ある。 彼 自身の 言葉に よると 此の 職務に も 相當な 興味 を もつ て 働いて 居た やうで ある。 

一 九 〇 五 年に なって 彼 は 永い 間の 研究の 結 茶を發 表し 始めた。 頭の 中に 一 杯に たまって ゐ たも 

のが 大河の 堤 を 決した やうな 勢で 3»れ 出した。 「物理 年鑑」 に 出した 論文 だけで も 四つで 其 外に 

學位 論文 を も 書いた。 いづれ も 立派な ものであるが、 其 中の 一 つが 相對 論の 元祖と 稱 せられる 

「運動せ る物體 の電氣 カ學」 であった。 獨 逸の 大家 ブラ ンクは 此の 論文 を 見て 驚いて 此の 無名の 

靑 年に 手紙 を 寄せ、 其の 非凡な 着想の 成效を 祝福した。 

ベ ルンの 大學は 彼 を 招かん として 躊路 して 居た。 やっと 彼の 椅子が 出來 ると 間もなく、 チュ I 

リヒの 大學の 方で 理論 物理 學の 助敎授 として 招聘した。 此れが 一 九 〇 九 年、 彼が 三十 一 歳の 時で 

ある。 特許 局に 隠れて 居た 足掛八 年の 地味な 平和の 生活 は、 恐らく 彼に 取って は 意義の 深い もの 
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であった に 相違ない が、 鬼 も 角 も 三十 一にして 彼 は 立って 始めて 本 舞 臺に乘 り 出した 譯 である。 お 

一九 一 一年に は ブラ I グの 正教授に 招聘され、 一九二 一年に 再び チュ ー リヒの ボリ テキ 二 クムの 

教授と なった。 大戰の 始まった 一 九 一 四 年の 春 伯林に 移って 其處で 仕事 を 大成した. ので ある。 

伯林 大學に 於け る 彼の 聽講 生の 數は從 來のレ コ ー ドを 破って 居る。 一 昨年来 急に 世界的に 有名 

になって から 新聞 雜誌 記者 は 勿論、 畫家 彫刻家 までが 彼の 鬥に 押しよ せて、 肖像 を 描かせろ 胸像 

を 作らして くれと せがむ。 講義 をす まして 廊下へ 出る と 畢生が 押し かけて 質問 をす る。 宅へ 歸る 

と 世界中の 學者ゃ 素人から 色々 の 質問 や 註文の 手紙が 來て 居る。 其れに 對 して 一 々何とか 返事 を 

出さなければ ならない ので ある。 外國 から は 講演 をし に來て くれと 賴 まれる。 此の やうな 要求 は 

研究に 熱心な 學者 としての 彼に は 迷惑な ものに 相違ない が、 彼 は 格別 厭な 顏を しないで 氣 永に 親 ， 

切に 誰に でも 滿足 を與へ て 居る やうで ある。 

彼の 名聲が 急に 揚る 一方で、 彼に 對 する 迫害の 火の手 も 高くな つた。 猶太 人種 排斥と いふ 日本 

人に は 一寸 分らない、 併し 多くの 獨 逸人に は 分り 易い 原理に、 幾分 は刖の 妙な 動機 も 加 はって、 

一圃の アイ ンシ ユタ イン 排斥 同盟の やうな ものが 出来た。 勿論 大多數 は 物理 學者 以外の 人で、 中 

に は隨分 如何 はしい 人 も 交って 居る やうで ある。 此れが 一 日伯 林の フ ィル ハル モー 一 ー で 公開の 彈 
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劾 演說を やって 無闇な 惡ロを 並べた。 中に 物理 學 者と 名のつ く 人 も 一人 居て、 此れ は 流石に 直接 

の 人身 攻擊 はやらないで 相對 原理の 批判の やうな 事 を 述べた が、 其れ は殆ん ど科學 的に は 無價値 

な ものであった。 要するに 此の 演說會 は 純 粹な惡 感情の 表現に 終って しまった。 氣の 永い アイ ン 

シュ タイン も 可也 不愉快 を 感じた と 見えて、 急に 伯林 を 去る と 云 ひ 出した。 すると 伯林 大學に 居 

る 屈指の 諸 大家 は、 一方 アイ ンシュ タイン をな だめる と 同時に、 連名で 新聞へ 辯 明 書 を 出し、 彼 

に對 する 攻撃の 不當な 事 を 正し、 彼の 科舉的 貢獻の 偉大な 事 を保證 した。 又 アイ ンシュ タイン は 

進まなかったら しいの を、 す、 めて 自身の 辯 明 書 を 書かせ、 此れ を 同じ 新聞に 揭 げた。 其の 短い 

文章 は 例の 通り キビ/ \> として 極めて 耍を 得て 居る は 勿論で あるが 其の 行文の 間に 卑怯な 迫害者 

に對 する 苦々 しさが 渗 透して 居る やうで ある。 彼に 對 する 同情者 は 遠方 か ら 電報 をよ こしたり し 

た。 其 中には マ タス ライン ハル トの名 も 交つ て 居た。 

其 後 ナウ ハイムで 科學 者大會 のあった 時、 特に 其 中の 一 日 を相對 論の 論評に あてがった。 其 時 

の 會場は 何となく 緊張して 居た が當 人の アイ ンシュ タイン は 極めて 吞 氣な顏 をして 居た。 レナ ー 

ドが 原理の 非難 を 述べ て 居る 間に、 曾て フィル ハル モー 一 .1 で 彼の 人身攻撃 を やった 男が 後ろの 方 

の 席から 拍手 をしたり した。 併し レナ I ドの 急き込んだ 質問 は、 冷靜 な、 しかも 鋭い 答 辯で 輕く 
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受け流された。  . 

レナ ー ド 「もし 實際 そんな 力の 『場』 があるなら、 何 かもつと 見^い Fllschaulieh) 現象 を 

生じさうな もので はない か c」 

アイ ンシ ユタ イン 「見；： 勿い とか 見：： 勿くない とかい ふ 事 は 時代と 共に 變る もので、 云 は 時の 函 

數 であります。 ガリ レ— の 時代の 人に は 彼の 力 學は餘 程 見；：， めくない ものだった でせ う。 所謂 見：：：^ 

ぃ觀念 など 、稱 する もの は、 例の 『常識』 『健全な 理知』 (s.esunder  MeusehtMlvel.stand) と稱 する 

ものと 同様に 隨分穴 だらけな もの かと 思 ひます。」 

此の 返答で 聽 衆が 笑 ひ 出した と傳 へられて 居る。 此の 討論 は 到底 相撲に ならないで 終結したら 

しい 0 

今年 は 米國へ 招かれて 講演に 行った。 其歸 りに 英國 でも 講演 を やった。 其當 時の 彼 地の 新 問 は 

彼の 風采と 講演ぶ り を 次の やうに 傳 へ て 居る。 

「 ••：： 。 一寸見た 處 では 別に 堂々 とした 樣子 など はない。 中；！^ で、 肥って 居て、 がっしりして 

居る。 四十 三に して はふけ て 見える。 皮膚 は 蒼白に 黄 味を帶 び、 髮は黑 に 灰色 交りの 梳ら ない 團 

塊で ある。 額に は 皺、 眼の ま はりに は疲勞 の 線條を 印して 居る。 併し 服 其れ 自身 は 磁石の やうに 
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牽き 付ける 眼で ある。 それ は 夢を見る 人の 眼であって、 冷い 打算的な アカデミックな 眼で ない、 

普通の 視覺の 奥に 隠れた 或る もの を 見 透す 詩人 創造者の 眼で ある。 服の 中には 異様な 光が ある。 

どうしても 自分の 心の 內 部に 生活して 居る 人の 眼で ある。」 

「彼が 壇上に 立つ と聽衆 はもう すぐに 彼の カを感 する。 獨逸 語が わかる 分らぬ は 問題で ない。 

兎も角も 力強く 人に 迫る 或 物を感 する。」 

「重大な 事柄 を 話さう とする 人に ふさ はしい やうに、 ゆっくり、 そして 一語 一句 を はっきり 句 

切って 話す。 併し 少しも 氣取づ たやうな 處 はない。 謙遍 で、 引きし まって 居て、 そして 敏感で あ 

る。 唯 話が 佳境に 入って 來 ると 多少の 身^り を 交へ る。 兩手を 組合したり、 耍點を 強める 爲に片 

腕 を つき出したり、 又 指の 端を脊 に觸れ たりす る。 併し 身體は 決して 動かさない。 折々 彼の 眼が 

妙な 表情 をして 瞬く 事 が ある。 すると 獨逸 語の 分らない 人で も ii:: 釣り 込ま れて笑 ひ 出す 。—一 

「不思議な、 人 を牽き 付ける 人柄で ある。 干からびた 所謂 プ 口 フェツ サ ー と は 大部 種類が ちが 

つて 居る。 音樂 家と でもい ふやうな 様子が あるが、 彼は實 際に さう である。 數學 が出來 ると 同じ 

程度に ヴ アイ オリ ン が 出来る。 充分な 情緒と 了解 を もって 乇 ザ ル ト、 シ ュ ー マン、 バ ッ ハ など を 

演奏す る …… 。」 


31 


私が 初めて 了 イン シュ タインの 寫眞を 見た の は K 君の 處で あった。 其 時に 私達 は 「此の 顏は 

夢を見る 藝術 家の 顏だ」 とい ふやうな 事 を 話し合った。 處が 此の 英國の 新聞記者 も 同じ やうな 事 

を 云って 居る の を 見る と、 此の 印象 はいくら か 共通な もの かも 知れない。 實際 彼の やうな 破天荒 

の 仕事 は、 「夢 J を 見な い 種類の 人に は 思 付き さう に 思 はれな い。 仰し 唯 夢を見る だけで は 物に な 

ら ない。 夢の 國に 論理の 橋 を 架けた のが 彼の 仕事であった。 

亞米利 加の ス & ッゾ ンと いふ 新聞記者 のかいた 書物の ロ繪 にある 寫眞は 一 寸 ちがった 感じ を與 

へる。 何處か 皮肉な、 今にも 例の 人 を 笑 はせ る顏 をし さうな 處が ある。 又 最近に タイ ムス 週刊の 

畫 報に 出た、 彼が キング ス - カレ ッヂで 講演 をして 居る 横顔 も 一寸 變 つて 居る。 顏 面に 對 して 可 

也 大きな 角度 をして 突出た 三角形の 大きな 鼻が 眼に 付く。 

アイ ン シ ュ タイン は 「藝 術から 受ける やうな 精 祌的幸 ， 幅 は 他の 方面から はとても 得られな いも 

の だ」 と 人に 話した さう である。 鬼 も 角 も 彼 は 藝術を 馬鹿にしない 種類の 科學 者で ある。 ァ イン 

シュ タインの 藝術 方面に 於け る 趣味の 中で 最も 顯 著な もの は音樂 である。 彼の 彈く ヴァイオリン 

が 一 人前の もの だとい ふ 事 は 定評で あるら しい。 可也 テヒ 二 ー ク の六ケ しい ブラ ー ムスの もので 

も鮮か に 彈き こなす さう である。 技術ば かりでなくて 相當な 理解 を もつ た藝術 的の が 出来る 
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らしい。 

それから、 子供の 時に 唱歌 を やった と 同じ やうに、 時 々ピアノの 鍵盤の 前に つて 卽興 的の フ 

ァ ンタジ ー を やる のが 人知れぬ 樂 しみの 一 つ ださう である。 此の 話 を 聞く と 私 は 何となく ボル ッ 

マ ン を 思 出す。 併し ボ ル ッ マ ン は 陰氣で ァ イン シ ュ タイ ン は 明るい。 

■ 昔樂の 中で は 古典的な もの を 好む さう である。 特に ゴチックの 建築に 譬 へられる バッハの もの 

を 彼が 好む の は 偶然で はない かも 知れない。 ベ —ト ー ヴ H ンの 作品で も 大きな シン フォ 1ー ー など 

より、 寧ろ カム マ ー ムジ ー ク の 類 を 好む と い ふ 事 や、 、ン ョ パン、 シ ュ I マ ン其他 浪漫派の 作者 や、 

又 ヮグナ I 其 他の 樂 劇に 餘り 同情し ない 事な ども、 何となく 彼の 面目 を 想像させる。 

繪畫に は 全く 無關心 ださう である。 四 元の 世界 を 眺めて 居る 彼に は 一 一元の 藝術は 或は 餘 りに 兒 

戲に 近い かも 知れない。 萬 象 を 時と 空間の 要素に 切りつ めた 彼に は 色彩の 美し さな どは餘 りに 空 

t 虚な 幻に 過ぎない かも 知れない。 

シ 三 元 的な 彫刻に は 多少の 同淸が ある。 特に 建築の 美に は 歎美 を 15 しまない さう である。 

パ さう 云へば 音樂は あらゆる 藝 術の 中で 唯一 の 四 (几 的の ものと も 云 はれない 事 はない。 此の 藝術 

に は 一種の 「運動」 が本赏 的な もので あ. る。 唯 其の 時と 共に 運動す る 一 もの」 と 空間と が 物^的 
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でない だけで ある。 

文學 にも 無關 心で はな いさう である。 唯 忙し い 彼に は澤山 色々 の もの を讀む 暇がない ので あら 

う。 シ H 1 クスピ ー ァを 尊敬して ゲ， -テを それ 程に 思 はない らしい。 ドスト H ソスキ ー、 セル.. ヮ 

ン テス、 ホ ー マ ー、 スト リンドべ ルヒ、 ゴッ トフ リ ー ドケラ ー 此んな 名前が 好きな 方の 側に、.、 ソ 

ラ や イブ セ ン などが 好かな い 方の 側に 擧 げられ て 居る。 此の 名簿 も 色々 の 意味で 吾々 に は 面白く 

感ぜられる。 

(註；) ゴッ 卜 フリ— ドケラ —と は どんな 人 かと 思つ て 小宮 君に 聞いて 見る と、 此人 (了へ 一. 九.— 一 八 九 〇) は 

瑞 西チュ —リヒ の 生れで 描寫の 細かい、 しかし 杼愔 詩的 氣 分に 富んだ 寫 K 小說家 ださう である。 

哲學 者の 仕事に 對 する 彼の 態度 は 想像す るに 難くない。 。ック ゃヒュ ー ムゃカ ントに は 多少の 

耳 を 借しても、 へ I ゲル や フィヒテ は 問題に ならない らしい。 此れ はさう ありさうな 事で ある。 

鬼に 角 將來の 哲學者 は 彼から 多く を學 ばねば なる ま い。 ショ ー ベン ハウ ァ ー と 二，' チェ は 文學者 

として 推賞す るの ださう である。 しかし 一一 ー チ H は あんまり ギラ. /\ して 居る (fditzenltHl) と 云 

つ て 居る。 

彼が 一 種の iil 霞 癖 を もって 居る 事 は 少年 時代の 伊太利 旅行から 芽 を 出して 居る やうに 見える G 
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しかし 彼の 旅行 は單に 月並な 名所 や 景色 だけ を 追うて、 汽車の 中で は 居眠りす る亞 類ので はなく 

て、 何の 目的 もな く 野に 山に 海濱に 彷徨す るの が 好きだと いふ 事で ある。 併し 彼が その 夢見る や 

うな 服 をして、 さう いふ 處を さまよ ひ 歩いて 居る 間に、 どんな 活動が 彼の 腦裡に 起って 居る かと 

いふ 事 は 誰に も 分らない。 

勝負事に は 一 切 見向かない。 一鬼 集 癖 も 皆無で ある。 學 者の 中で 彼程 書物の 所有に 冷淡な 人 も小ノ 

ない と 云 はれて 居る。 尤も 彼の やうな 根本的に 新し い 仕事に 參考 になる 文 獻の數 は 比較的 極めて 

少數 であ る 事 は當然 である。 所謂 ォ ー ソリ ティ は 彼 自身 の 頭蓋骨 以外 に は何處 に も 居な いので あ 

る 0 

彼の 日常生活 は 恐らく 質素な もので あらう。 學 者の 中に 折々 見受ける やうな 金錢 に無關 心な 人 

ではない らしい。 彼の 著書の 镧譯 者に は 印稅の 可也な 分 前 を 要求して 來る とい ふやうな 噂 も 聞い 

た。 多くの 日本人に は 多少 變な 感じ もす るが、 獨 逸人と いふ 者 を 知って 居る 人に は 別に さう 不思 

議とは 思 はれない。 特に 彼の 人種の 事 迄 も 取り立て 、考 へる 程の 事で はない と 思 はれる。 

夜 はよ く 眠る さう である。 神經の いら/ \ した 者が、 彼の やうな 仕事 をして、 そして それが 成 

效に 近づ いたと すれば 可也 興 在 3 する にち が ひない。 勝手に 仕事 を 途中で 中止して のんきに 安眠す 
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ると いふ 事 は 存外 六ケ しい 事で あるに 相 遠ない。 ^し 彼 は 適當な 時に さっさと 切り上げて」 につ 一 

く、 そして 仕事の 事 は 全く 忘れて 安眠が 出來 ると 彼 自身に 話して 居る。 唯 一番 最初の 相對 原理に 一 

取り付いた 時 だけ は 流石に さう は ゆかなかった らしい。 幾日も 喪心 者の やうに な \- て彷： したと 一 

云って 居る。 一つ は 年の 若かった せゐ でも あらう が、 其 時の 心 持 は 恐らく 唯 選ばれた 極く 少數の ； 

學者藝 術 家 或は 宗教家に して 始めて 味 ひ 得られる 種類の ものであった らう。 

三  一 

ァ イン シュ タイ ンの 人生 觀は 吾々 の 知りたい と 願ふ處 である。 併し 彼 自身の 筆に よらな い 限り 一 

其の 一 斑 を も 窺 ふ 事 は 恐らく 不可能な 事に 相逮 ない。 彼の 會 話の 斷片を 基に した ジャ ー ナ リスト 

の 評 il や、 又 それの 下手な 受賣 りに どれ だけの 信用が 措け るか は 疑問で ある。 唯 煙の 上る 處に火 

が あると いふ 餘り あてに ならない 非 科 學的方 則を賴 みに して、 少しば かりの 材料 を玆に 紹介す る。 

彼の 人間に 對 する 態度 は 博愛 的 人道的の ものである らしい。 彼の 犀利な 眼に は 恐らく 人間の あ 

ら ゆる 見や 痴愚が 眼に つき 過ぎて 困る だら うとい ふ 事 は 想像す るに 難くない。 ：t に 彼の 口から 一 

洩れる" 卢辣な 諧！！ は 明に 其れ を 語る ものである。 弱 點を昆 破る 眼力 は 一一 ー チ 二 と 同じ 程度 かも 知 
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れ ない。 併し 二 ー チ H を 評して ギラ， /\ して 居る と 云った 彼は此 等の 弱 點に對 して 可也 氣の 永い 

寛容 を 示して 居る。 迫害者に 對 して は 常に 受動的で あり、 敎を乞 ふ 者に は どんな 馬鹿な 質問に で 

も眞 面目に 親切に 答へ て 居る。 

智能の 世界に 於ての 貴族で ある 彼 は 社會の 一員と して は 生粹の デモ クラ 7 ト である。 國家 とい 

ふ もの は、 彼に 取って は 其 自身が 目的で も 何でもない。 金の 力 も 無論 何でもない。 さう かと 云つ 

て 彼 は 有り ふれの 社會 主義者で もなければ 共產黨 でもない。 彼の 說 だと 云 ふのに 據れ ば、 社會の 

祝福が 單に 制度 を どうして 見た 處で それで、 水久 的に 得られる もので はない。 唯銘々 の 我 慾の 節制 

と 相互の 人間愛に よっての み 理想の 社會に 到達す る 事が 出來 ると 云 ふので あるら し い。 

勿論 彼 は 世界平和の 渴望 者で ある。 併し 其の 平和 を 得る 爲に は必 十し も 異種の 民族の 特 徵を滅 

却し なくても い 、とい ふ考 ださう である。 猶太 民族 を 集合して 國土を 立てようと いふ ザィォ 二 ズ 

ム の 主張者と して さも ありさうな 事で ある。 桑 木理 學 博士が 嘗て 彼 をべ ル ンに 尋ねた 時に、 東洋 

は 東洋で 別種の 文化が 發 達して 居る の は 面白い と 云った やうな 事 を 話した さう である。 此點 でも 

彼 は 一 種の レラ チヸ ストで あると も 云 はれよう。 それにしても 彼が 幼年時代から 全盛時代の 今日 

迄に、 盲目的な 不正 當なシ ョ ー ヰ 1 ーズ ム から 受けた 迫害が 如何に 彼の 思想に 影響して 居る か は、 
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或は 彼 自身に も 判斷し 難い 機微な 問題で あらう。 

桑 木 博士と 對 話の 中に、 蒸氣機 關が發 明され なかったら 人間 はもう 少し 幸福だった らうと 云 ふ 

やうな 事が あった やうに 記憶して 居る。 又 他の 人と 石炭の ェ ネル ギ —の 問題 を 論じて 居る 中に、 

11 假 りに 同 一 量の 石炭から 得られる ェ ネル ギ ー がすつ と增 したと すれば、 現在より 多數の 人間が 

生存し 得られる かも 知れない が、 さうな つたと した 場合に、 其れが 爲に 人類の 幸福が 增す かどう 

かそれ は 疑問で ある」 と 云った と ある。 唯 此れ だけの 斷片 から 彼の 文化 觀を 演繹す るの は 早計で 

あらう が、 小ノ くも 彼が 「石炭 文明 一 の無條 件な 謳歌 者で ない 事 だけ は 想像され る。 少 くも 彼の 頭 

が鐵と 石炭ば かりで 詰まって 居な い 證據に はなる かと 思 ふ。 

彼 は 未だ 此れからが 働き盛り である。 彼が 重力の 理論で 手 を 廻さなかった 電磁 氣論 は、 ワイル 

によって 彼の 一般 相對性 原理の 圈內 に； W 合された やうで ある。 此れが 成效 であると しても、 未だ 

彼の 目前に は 大きな 問題が 淺 されて 居る。 其れ は 所謂 「素 量 一 の 問題で ある。 此の 問題に も 彼 は 

久しい 前から 手 を 付けて 居る。 今後 彼が 此れ を どう 取り 极 ふか V 何よりの 見 もので あらう。 エヂ 

ン トンの 云 ふ處を 聞く と、 一般 相對 原理 は 殆んど 凡ての ものから 絕對 性を剝 ^した。 凡て は觀^ 
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者の 尺度に よる。 唯一 つ 取り 殘 された ものが 「作用」 と稱 する ものである。 此れ だけが 絶 對不變 

な 「純粹 の數」 である。 素量說 なる もの は 取り も 直さす 此の 作用に 一 定の單 位が あると いふ 宣言 

プ a バビリ ティ 

に過ぎない。 此の 「純 數」 が 恐らく 或る 出来事の 一確 率」 と 結び付けられる もので あらう と 云 

つて 居る。 此れに 對 する アイ ンシュ タインの 考は 不幸に して 未だ 知る 機會を 得ない。 唯 彼が 昨年 

の 五月 ライ デ ン の 大學で 述べた 講演の 終の 方に、 一， 素量說 として 纏められた 事實が 或は 『力の場』 

の 理論に 越え 難い 限定 を與 へる 事になる かも 知れない. 一 と 云って 居る。 此の 謎の やうな 言葉の 解 

釋を彼 自身の 口から 聞く 事の 出来る 日が 来れば、 それ は 物理 學の 歷史で 恐らく 最も 記念す ベ き 日 

の 一つになる かも 知れない。 (大正 十 年 十 H  、改造) 


今の 住宅 を 建てる 時に、 どうか 天井に 鼠の 入 込まない やうに して 貰 ひ 度い とい ふ 事 を 特に 請負 

人に 頼んで 置いた。 充分に 注意し ますと は 云って 居た が、 なほ 工事中に も 時々 忘れない やうに 此 

點を 主張して 置いた。 大工に も 直接に 幾度 も 念 をお してお いたが、 自分で 天井裏 を點檢 する 程の 

勇氣は 流石に なかった。 

引 移って から 數 箇月 は 無事であった。 やかましく 云った 甲斐が あつたと 云って 喜んで 居た。 -水 

い 間 鼠との 共同生活に 馴れた ものが、 S の 音の しない 天井 を 頂いて 寢る 事になる と 何だか 少し 變 

な氣 もした。 物足りな いと 云 ふの は 云 ひ 過ぎで あらう が、 本當に 孤獨な 人間が 或 場合に は 同棲の 

鼠 に 不思議な 親しみ を感 する やうな 事 も 不可能で はない やうに 思 はれたり した。 


猫と 鼠 


其內 に何處 から ともなく、 水の：^ れる やうに 鼠の 侵 人が はじまった。 一度 通路が 出来て しまへ 

ばもう 其れ 切り である。 

夜遲く 仕事で もして 居る 時に 頭の 上に 忍びやかな 足音が したり、 何處 かで つ 、ましく 物 を かじ 

る 音が したりす るう ちはい、 が、 寢 人り 際 を 劇しい 物音に 驚かされたり、 買った ばかりの 書物の 

背 皮 を 無 慘に喰 ひむ しられた りする やうに なると 少し 腹が立つ て來 た。 

請負師 や 大工に 責を歸 して い 、のか、 在来の 建築 方式 そのものに 缺陷が あるの かどう か 分らな 

い。 考へ て 見る と 請負師 や 大工に 云った 位で 鼠が 防ぎ 切れる ものなら ば 大概の 家に は 鼠が 居な い 

害で ある。 併し 實際 鼠の 居ない 家 は 稀で あり、 鼠が 居なくなる と 何 か 其 家に 不祥事が 起る 前兆 だ 

と いふ 迷信が あったり する 位 だから、 少 くも 吾々 日本人 は 天井に 鼠の 居る 事 を 容認し なければ な 

ら ない 事に なって 居る かも 知れな い 。 其れ を 自分 だけ が 勝手に 括絕 しょ うと 思 ふの は餘り に 思 ひ 

あがった ハイカラ の考 かも 知れない。 或る人の 話で は 日々 僅な 一 定量の 食餌 を 鼠の 爲に 提供して 

さ へ おけば 決して 器具 や 衣服な ど を かじる もので はない とい ふ 事で ある。 或る 經濟學 者の 說 によ 

ると 如何なる 有害無益の 劣等の 人間で も 一様に 「生存の 權利」 とい ふ ものが ある さう である。 そ 

ん なら 鼠 だって 同じ 權利を 認めて やらな いのは わるい やうな 氣 がする。 併し さう いふ 權 利が 人間 
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にさ へ あるの かな い のか 自分に は 分らな い。 假り にある とした 處 で：. W 方の 權 利が 共立し な い 時に 

强ぃ 方の 動物が 弱い 方 を ひど い 目にあ はせ るの は 天然 自然の 事實 であって 如何なる 學 者の 抗議 も 

何の 役に も 立たない やうで ある。  - 

科 學の應 用が 尊重され る 今日に、 天井 や 押入の 內に 鼠の 這 入らない 位の 方法 はいくら でも 出來 

さうな もの だと 思 ふ。 或る 畢者は 天井裏に 年中 電燈 を點 して 居る さう であるが 此の方 法 は 如何に 

有效 でも 吾々 に は 少し 贅澤 すぎる やうな 氣 がする。 もう 少し 簡便な 方法が ありさうな ものである C 

誰か 忠實な 住宅 建築の 研究者が あって、 一 ニニ 日 天井裏に 坐り込む 積り で 鼠の 交通 を觀 察したら 適 

當な 方法 はすぐ に 考へ付 くだらう と 思 はれる。 その やうな 方法 は畢 者の 方で は疾の 昔に 分って 居 

るの を 吾々 が 知らない のか、 知っても それ を 信じて 實行 しないの かも 知れない。 住宅 建築の 敎程 

に 鼠に 關 する 一 章の ない il;.:: は ある ま いと 思 ふ。 

大工 を 呼んで 鼠の 穴の 吟味 をさせる の もお つくう であるの みならす 其效 2^ が 疑 はし い。 結局 矢 

張 最も 平凡な 方法で 驅除を 計る 外 はな か つ た。 

殺鼠劑 がー 番有效 だとい ふ 事 は 聞いて 居た が、 子供の 多い 我家で は 萬 一 の 過失 を 恐れて 從來用 

ゐた 事はなかった。 併し 子供 等 も 大分 大きくな つたから、 もう 大丈夫 だら うと 思って 試に 使って 
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見た。 すると 間もなく 玄關の 天井から 姐が 降り出した。 町內の 掃除人 夫 を 賴んで 天井裏へ 上って 

始末 をして 貰 ふ 迄に は 可也 不愉快な 思 ひ をし なければ ならなかった。 其れ 以来もう 猫 いらす の 使 

用 は 止めて しまった。 猫 入らす を 吞んだ 人 は 口から 白い 煙 を 吐く さう であるから 鼠で も 吐く かも 

知れない。 屋根裏 の 闇の 中で 口から 憐光 を發す る 煙 を 吐いて 居る の を 想像す る だけで も 餘り氣 持 

がよくない。 

木の 板の 上に 鐵の 彈條を 取り付けた 捕 鼠 器 も いくつか 買って 來て 仕掛けた。 はじめの うち はよ 

く 小さな 子 鼠が 捕れた。 指へ 方が 極めて ぞんざいで あるから 少し 使 ふとす ぐに 工合が 惡 くなる C 

それ を 念入りに 調節して 器械と しての 鋭敏 さ を 維持す る 事 はさう い ふ あたまの ない 女中な どに は 

到底 望み 難い 仕事で ある。 私 はこの やうな 間に合せの 器械 を 造る 人に も、 それ を 平氣で 使って 居 

る 人に も 不平 を 云 ひ 度くなる ので ある。 

金網で 造った 長方形の 箱 形の も sr 用ゐ たが、 あれ も 一度 捕れる と 臭みで も续 るの か、 あとが 

か、 りに くい。 稀に か、 つても 大抵 は 思慮の ない 子 鼠で、 老 猪な 親 鼠になる と 中々 どの 仕掛に も 

だまされない。 いくら 鼠で も 時代と 共に 智惠が 進んで 來 るの を、 いつ 迄 も 同じ 舊 式の 捕 鼠 器で と 

らうと する のが いけな いのでない かとい ふ氣 もす る。 


43 


其れよりも 困る の は、 家內 中で 自分の 外に は 鼠の 驅 除に 熱心な 人の 一 人 も 居ない 事で ある。 折 

角 仕 かけて ある 捕 鼠 器の 口が、 如何に 這 人りたい 鼠に でも 這 人れ ないやうな 位置に 押し やられて 

居たり、 蓋の 落ちた の を 其 儘に 幾日も 臺 所の 隅に 投り 出して あるの を發 見したり すると t„ ^だ 心細 

ぃ賴 りない やうな 氣 がする のであった。 其處に 行く とどう しても 矢 張 本能 的に 鼠 を 捕る やうに 出 

來て 居る 猫に 如く もの はな いと 思 はない 譯には ゆかなかった。 

鼠の 跳梁 は 段々 に 劇烈になる 計りであった。 晝間 でもち よろく 茶の間に 顏を 出したり した。 

或 日の 夕方 一 一階で 仕事 をして 居る と、 不意に 階下で はげしい 物音 や 人々 の 騒ぐ 聲が 聞え だした。 

行つ て 見る と、 玄關の 三疊の 間へ 鼠 を 一 一疋 追 ひ 込んで 一 一人の 下女が I 帝 を 振 廻して 居る 處 であった。 

やっと 其 一 疋を 箒で 抑へ 付けた の を 私が 火箸で 少し 引きす り 出して おいて、 首の あたり をぎ ゆう 

つと 麻絲で 縛った。 縛り 方が 强か つたので すぐに 死んで 了った。 其 最期の 苦悶 を 表 はす 週期 的の 

疲攣を 見て 居た 時に、 ふと 近. くに 讀んだ 或る 死刑囚の 最後の さまが 頭に 浮んで 來た。 

もう 一 つの 鼠が 何處へ かくれた か 姿を消して しまった。 何も iw- いてない 玄關の 事 だから 何處に 

も 逃れる やうな 穴 はない。 念の 爲に長 押の 裏 を 蠟燭で 照して 火箸で 突つ 、 いて 歩いた が 矢 張其處 

にも 居なかった。 唯一 ケ處 壁の こぼれた 隅の 方に 穴ら しい ものが 昆 えたが 光が よく IS かないので 
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はっきりし なか つ た。 其れが 穴 だとしても それ を拔 けて 何處 へ 出られる かと い ふ 事が 明瞭で なか 

つた。 若し や 誰かの 袂の 中へ でも 這 人って 居 やしな いかと 思つ て 調べさせ たが 勿論 そんな 處には 

居なかった。 なんだか 不可思議な 心 持 もした。 小さな 動物に 大きな 人間が 飜 弄された とい ふ 様な 

氣 もした。 此處 でもし 徹底した 科學 的の 方法で 明白な 論理 を 追跡して 行き さへ したら、 直に 此の 

何でもない ミステリ ー は 解けた であった らうが、 小 ノしは 馬鹿々々 し くもなって きたので、 此の 目 

前の、 明に 物理の 方 則と 矛盾した やうな 事實 を、 假定 的な 「長 押の 裏の 穴」 で 一 說明」 し、 誤 魔 

化！ てし まった。 尤も 科學の 方面で さへ も 此れに 似た やうな 例がない と は 云 はれない。 明るみの 

矛盾 を 暗い 穴へ 押し込んで 安心して 居る 事がない でもな い。 若し 之が 出來 なくなったら 多くの 學 

者 は 枕 を 高く して 眠られ さう もな い。 人生の 問題に 無頓着で 居られない 人々 の 間に は 猫 いらす の 

妙な 需要 は 益 -、 多くなる かも 知れない" 

此の 騷 ぎが 靜 まって やっと 十分 か 一 一十 分經 つたと 思 ふ 頃に、 今度 は臺 所で 第二の 騒ぎが 始まつ 

た C 人間の 悲鳴 だか 動物 の.^ える の だか 分らない や うな 氣 味の. 惡 い 叫聲が 子供 等の 騒ぎ 聲に交 つ 

て 聞え て來 た。 何事 かと 思って 昆 ると、 年の 行かない 下女が 茶の間の 眞 中に 立って 大きな 口 を あ 

けて 奇妙な 聲を 出しながら、 からだ を 色々 に 稳ぢら せて 吾る。 其れ を 四方から 遠卷 きに 取 園んで 
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口 々 に 何 か 云つ て 居る ので ある。 

聞いて a- ると、 北 H 中に 鼠が は ひって 居る とい ふので ある。 着物の 間 か 羽織の 下 かどの 港-かと 聞 

いて 見て も 無意味な 聲を 出す だけ で 要領 を 得な い。 鼠が 動 いたりす る 度に 妙な 叫聲を 出して はか 

らだを ゆさぶる ばかりで ある。 そっと 羽織の 裾 を 持って 靜か にか、 げて 見る と、 可愛らしい 子 鼠 

が 四歧を 仲して、 丁度 貼り付け でもした やうに 羽織の 妻に しがみついて 居る。 5:i しく 羽織 を 一 あ 

ふりす るとば たりと 疊に 落ちた。 逃げ出さ うとす るの を 手早く 座 蒲圑で 伏せて、 それから 後 は 第 

一 の 鼠と 同じ 方法で 始末 をつ けた。 此の 可愛らしい 生命の 最後の 波動 を 見て 居る 時には 矢 張餘り 

い 、氣持 はしなかった. - 4r 迄 ちゃんと そこにあった 一 生命」 がふうと 消えて しま ふ。 此の 極めて 

平凡で、 しかも 極めて 不可解な 死の 現象 を いくらか 純 粹に考 へ て 見る 事の 出來 るの は 却って 此れ 

位の 小 動物の 場合が 最も 適當な もので はな いかと いふ やうな 氣 もした。 人間の 死 や 家畜の 死に は 

餘 りに 多くの 前奏が ある。 本文な しの 跋 だけ は 考へ られ ないやうな ものである。 

子供 等 も 身動き 一 つし ないで 眞劍 になって 凝視め て 居た。 かう いふ 事柄 を 幼少な もの、 柔 かな 

頭に 燒き 付ける と い ふ 事の 利害 を 世の 敎育 家に 聞いて たら どんな もので あらう か。 多分 は餘り 

よくない とい ふか も 知れない。 それ は 固より 子供の 素^に もよ る だら うし、 前後の 事情に もよ る 
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だら うと 思 ふが、 實用 的に は 矢 張、 動物の 生命 を絕っ 行爲は 凡て 殘 酷で いけない 事で あると い 

事に 取 極めて 置く 方が 簡單で 安全 だら うと 思 ふ。 さう かと 云って 此の やうな 重大な 現象 を 無感覺 

に觀過 させな い 迄 も 其れ を 直視させる のを强 ひて 避ける の もどん な もので あらう か。 

鼠 を 縛り 殺して 居た 時の 私の 顏が餘 程 平生と ちがった 顏 になって 居た とい ふ 事 を 後で 聞かされ 

て 少し 意外な 氣 がした。 こんな 顔だった など 上 K つて 鉛筆で 描いて 見せる もの も 出て 來た。 

後で 聞いて 見る と、 玄關の 騒ぎが 終った 後に 女中が 部屋へ 歸 つて^って 居る うちに 妙に 脊 筋の 

處が ぼか/ \ -暖 になって 來 たさう である。 變 だと 思って 居る 內に、 其處に 重みの ある 或る ものが 

動く の を 感じた ので、 はじめて 氣が ついてい きなり 茶の間へ 飛び出し、 奇妙な 聲を 出し 始めた の 

ださう である。 

窮鳥 は懷に 入る 事が あり、 窮鼠 は 猫 を. 聰む 事が あるか も 知れない が、 追 はれた 鼠が 追 ふ 人の 羽 

織の 裏に へ ばりつ くと いふ 事 は あまり 此れ迄 聞いた 事がなかった。 併し 後に なって 考へ て 見る と- 

締め切った 三疊の 空間から 鼠が  一 ^^！消ぇ去る道理はなかった。 假定 的な 長 押の 穴 は それつ きり 確 

かめても 見ない が、 恐らく 本當の 穴でなかった らうし、 假令 穴で あっても 其 背面に は 通って 居な 

い 事が 少し 考 へれば 家の 構造の 上から すぐ 分る 譯 になって 居た。 それで 誰かの 着物に 隱れて 居る 
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とい ふ 事 は 始めから 自明 的に 分り切った 事であった ので ある。 

それにしても、 羽織の 裏にし がみつ いて 人間と 中 合せに ぶら 下った 儘で ト分 以ヒも 動かな い 

で 居た 鼠の 心 持が 分らない 事の 一 つで ある。 極度の 恐怖が 一部の 神經を 麻痺 させて 假 死の 狀 態に 

なって 居た のか、 それとも 本能 的の 智惠 でさう して 居た のか、 恐らく 後者と 前者が 一 つ 事柄 を 意 

味す るので は あるまい か。 

此の や うな 騒ぎが あった 後 にも 鼠族の 悪戲は 止ま なかった。 恐ろしい 程 大きな 茶色 を し た 親 鼠 

は、 恰も 智惠 の： 疋 りない 人間 を 敏-」 汁す る やうに 自由な 横暴な 擧動を 擅に して 居た。 

二 

春から 夏に 移る 頃であった かと 思 ふ。 或 日 座敷の 緣の 下で 野良猫が 子 を 産んで 居る とい ふ 事が』 

それ を a つけた 子供から 報吿 された。 近 邊の臺 所 を 脅かして 居た 大きな 黑 猫が、 緣の 下に 竹 や 木 

村 を 押し込ん である 奥 のんで 二 疋の子 を 育て、 居た。 一 つ は 三毛で もう 一 っは难 G であった。 

單 調な 我家の 子供 等の 生活の 內 では 此れ は 可也に 重大な 事件であった らしい" 猫の 母 の 動-敬 

に關 する 色々 の 報告が" &r 私の 耳に も傳 へられた。 
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私の 家で は 自分の 物心つ いて 以来 かって 猫 を 飼った 事はなかった" 第 一 私の 母が 猫と いふ 猫 を 

概念的に 憎んで 居た。 親類の 家に も、 犬 は 居ても 飼 猫 は 見られなかった。 猫 さへ 見れば 手當り 次 

第に もの を 投げ付けなければ ならな い 事の やうに 思って 居た C 或 時 居た 下男な ど は 丹念に 繩 切れ 

で わな を 作って 生垣の ぬけ 穴に 仕掛け、 何疋 かの 野 猫 を 絞殺した りした。 甥の 或る もの は 祖先 傳 

來の槍 を ふり 廻して 猫 を 突く と 云って 暗闇に しゃがんで 居た 事 もあった。 猫の 鳴聲を 聞く と 同時 

に 槍 を 放り出し ておいて 奥の間に 逃げ込む ので はあった が。 

そんな 様な 譯で 猫と いふ ものに 餘 りに 與 味の ない 私 はつ ぃ緣の 下を观 いて 見る 丈の 事 もしな い 

で 居た" 

其內に 子猫 は 段々 に 生長して 時々 庭の 芝生の 上に 姿 を 見せる やうに なった。 靑く芽 を 吹 いた 芝 

生の 上の 躑躅の 影な どに 足 を 延ばして 横にな つて 居る 親 猫に 一 一疋の 子猫が じゃれて 居る の を 見 か 

ける 事 もあった が、 廊下 を 傅って 近付く 人の 足音 を 聞く と 親 猫が 急いで 緣の 下に 驅け 込む、 する 

と 子猫 も 殆んど 同時に 姿を隱 してし まふ。 盜賊 猫の 子 は 矢 張盜賊 猫になる やうに 敎 育され るので 

あ つ た 一〕 

或 日 妻が どうして つかまへ たか 雜 毛の 子猫 を 捕へ て 座敷へ 連れて 來た。 白い 前掛 です つかり か 
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らだを 包んで 首 だけ 出した の を 膝の 上に のせて 顎の 下 を かいて やったり して 居た〕 猫 は あきらめ 

て餘 り藻擾 きもし なかった が、 前脚 だけ 出して やる と、 もう 逃げよう/ \ として 竹 をね ぢ 向ける 

のであった。 小さな 子供 等 は 此の 子猫 を 飼って 置き 度い と 望んで 居た が、 私 はい、 加減に して 逃 

がして やる やうに した。 我家に 猫 を 飼 ふと い ふ 事 はどうしても 有り得べ からざる 事の やうに しか 

其 時 は 思 はれなかった。 

それから 一 一三 日經っ て 妻 は 又 三毛の 方 をつ かま へ て 来た。 處が 此の方 は 前の 雉 毛に 比べ ると 恐 

ろしく 奚敢 できかぬ 氣の 子猫であった。 前垂に くるまりながら 烈しく 抵抗し、 一寸で も 脚 を 出せ 

ばす ぐ 引 擾き嚙 み 付かう とする ので ある。 庭で 遊んで 居る 時で も 此方が 雉^より すっと 敏捷で 活 

潑 だとい ふ 事であった。 猫の 子で もやつ ばり 兄弟の. 間で 色んな 侗 性の 相違が ある もの かと、 私に 

は 珍しく 面白く 感ぜられた。 猫な ど は 十 止が 十疋 毛色 はちがつても 性質の 相 遠な ど はな いもの 、 

やうに ぼんやり 思つ て 居た ので ある。 動物の 中での 猫の 地位が 少し 上がって 來 たやうな 氣 がした。 

子供の みならす、 今度 は 妻 迄 も 口を出して 此の 三毛 を 馴らして 飼 ふ 事 を 希望した が、 私 はやつ 

ばり さう い ふ氣に はなれなかった。 ^し 此のき かぬ 氣の 勇敢な 子猫に 對 して 何 かしら 今迄つ ひぞ 

覺 えなかった 輕ぃ 親しみ 或は 愛着の やうな 心 持 を 感じた。 猫と いふ ものが 極めて 僅かで あるが 人 
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格 化されて 私の 心に 映り 始めた やうで ある。 

其れ 以來 此の 猫の 母子 は 一 層 人の 影 を 恐れる やうに なった。 其れに 比例して 子供 等の 舆味 も增 

して 行った。 ダ 食の 後な どに は 庭の あちらこちらに 伏兵の やうに かくれて 居て、 うっかり 出て 來 

る 子猫 を 追 ひ 廻して つかまへ ようとして 居た が、 もう 大人に でもつ かまり さう でなかった。 餘り 

に 募る 迫害に 恐れた のか、 それとも 又 子猫が もう 一人前になった のか、 緣の 下の 產所も 永久に 見 

拾て 、何處 かへ 移つ て 行った C それでも 時々 隣の 離れの 庇の 上に 母子の 姿 を 見かける 事 はあった _ 

子猫 は 見る 度 毎に 大きくな つ て 居る やうであった。 そしてもう 立派な 一 かどの どろば う 猫ら し い 

用心深 さと 敏捷 さ を 示して 居た。 

鼠の 悪 戲は其 間に も 綾いて 居た。 とう/ \. 二階の 押入れの 襖 を 喰 ひ 破って、 來 客用に 備 へて あ 

る 一番い 上仪 具に 大きな 穴 を あけて 居る のを發 見したり した。 もう 子 鼠 さ へ も か 、ら なくなつ て 

しまった 捕 鼠 器 は、 蓋の 落ちた 儘臺 所の 戸棚の 上に はふり 上げられて、 钩に 吊した 薩摩揚げ は 十 

からびた せんべ いの やうに 反り か へ つて 居た。 

三 
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六月 中句の 事であった。 或 日 仕事 をして 居る と 子供が 呼びに 来た。 猫 を 貰って 來 たから 見に 來 

いとい ふので ある。 行って 見る ともう 可也 生長した 三毛猫で ある。 大勢が 車座に なって 此の 新し 

ぃ同捷 者の 一 擧 一 動 を 好奇心に 充 たされて 環視して 居る のであった。 猫に 關 する 常識の ない 私に 

は 凡て 唯 珍しい 事ば かりであった。 妻が 抱き上げて 顋の下 や 耳の 周り を搔 いて やる と、 胸の あた 

りで 物の 沸騰す る やうな 音を立てた。 猫が 咽啦を 鳴らす とか、 ゴ n /^いふと かいふ 事 は 書物 や 

人の 話で はいくら でも 知って 居た が、 實驗 する の は 四十 幾 歳の 今が 始めて  >  ある。 これが 喜び を 

表 はす 兆候で あると い ふ 事 は 始めての 私に はすぐ に はどう も腑に 落ちなかった。 「此の 猫 は 肺で 

も わるい んぢ やない か」 と 一一 a つたら ひどく 笑 はれて しまった。 實際 今でも 私に は Ei^ して 咽 啦が鳴 

つ て 居る のか^の 中が ま. - つて 居る のか 分らな いので ある。 音に 伴 ふ 一 種の 振動 は 胸腔 全部に 波及 

して 居る 事が 觸 つて 見る と 明に 感ぜられる。 腹腔の 方で はもう すっと 弱く 消されて 居た。 此れ は 

振動が 固い 肋骨に 傳 はつ て それが 外側 迄感 する ので はない かと 思 ふので ある。 それにしても 此の 

音の 發 する メ 力 一一 ズ ムゃ、 此 やうな 發 音の 生理的の 意義 やにつ いて 知り 度い と 思 ふ 事が 々考へ 

られ る。 中學 校で 動物 學を敎 はった けれども、 鳥 や 蟲の聲 について は 雜誌ゃ 書物で 讀ん だけれ 共、 

猫の ゴ 口/,, \ について は.^ た 知る 機會 がつ いなかつ たので ある。 此れ は 何も 現代の 敎 育の 缺陷で 
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はなくて 自分の 非常識に よるので あらう。 デモ クラ シ ー を神經 衰弱の 藥、 レ 一一 ンを 毒薬の 名と 思 

つて 居た 小學 校の 先生が あった さう であるが、 自分の は それより 一層 ひどい かも 知れない。 併し 

レ 二 ンゃ デモ クラシ I や 猫の ゴ 口/ \- の 本當に 分って 居る 人 も 存外に 少ない ので は あるまい か。 

鬼 も 角 も 此の ゴ 口-^ は 人間な どが 貪慾の 滿 足に 對 する 豫 想から 發 する 一 種の 咽喉の 雜音 など- - 

は 本質的に も異 つた ものら しく 思 はれる。 

此の 音 は 私に 色々 な 音 を 聯想させる。 海の 中に もぐった 時に 聞え る 波打 際の 砂利の 相 摩する 音 

や、 火山の 火口の 奥から 聞え て 來る签 のた ぎる やうな 音な ども 思 ひ 出す。 若し や 獅子 や 虎で も 同 

じ やうな 音を立てる もの だったら、 此の 音 は 一層 不思議な もので ありさう である。 夫れ が 聞いて 

見たい やうな 氣も する。 

疊の 上に おろして やる と、 もうす ぐ其處 にある 紙片な どに じゃれる のであった。 其擧動 はいか 

にも 輕 快で そして 優雅に 見えた。 人間の 子供な ど はとても、 自分の からだ を 此れ だけ 典雅に 取り 

扱 はれようと 思 はれな い。 英國 あたり の 貴族 はどう だか 知らないが。 

それで 居て 一 擧 一 動が 如何にも 子供々 々して 居る ので ある。 人間の 子供の 子供ら しさと、 何處 

と は 明に 名狀し 難い 處に 著し い 類似が ある。 
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野良猫の 子に 比べ て 何とい ふ 著し ぃ對照 だら う。 彼れ は 生れ 落ちる と 同時に 人類 を 敵と して 見 

なければ ならない 運命 を 授けられ るのに、 此れ は はじめから 人間の 好意に 絕對の 信頼 をお いて 居 

る。 見す 知らす の 家に 貰 はれて 來て、 そしてもう 其 處を吾 家と して 少しも 疑 はす 恐れても 居ない。 

どんなに ひどく 极 はれても、 それ は 凡て 好い 意味に しか 受取ら れ ないやう に 見える ので ある。 

それ はさう と、 私 はう ちで 猫 を 飼 ふとい ふ 事に 承認 を與 へた 覺 えはなかった やうで ある。 子猫 

を 貰 ふとい ふ 事に つ いて 相談 は屢 " 受けた やうで あるが 積極的に 同意 は 未だしなかった 害で あつ 

た。 しかし 今 眼前に 此の 美しい そして 子供々 々 した 小 動物 を 置いて 見て 居る 內に そんな 問題 は自 

然に 消えて しまった。 

子猫が ほしいと いふ 家族の 大多数の 希望が 女中の 口から 出入の 八百屋に 傳 へられる 間に それが 

積極的な 要求に 變 つてし まったら しい。 突然 八百屋が 飼主の 家の 女中と 一 緒に 連れて来 たさう で 

ある。 臺 所へ 來 たの を 奥の間へ 連れて行く とすぐ 又臺 所へ かけて 行って、 連れて来た 人の 後 を 追 

ふので、 暫時 粗で つないで おかう かと 云って 居た が、 連れて来た 人が 其れ は可哀 さう だから どう 

か 縛らないで くれと いふので よした さう である。 夜 は懷へ 人れ て寢 かして やって くれと いふ 事 も 

頼んで 行った さう である。 私が 見に 來た時 はもう 可也 時間が たって 餘程 馴れて 來た處 であったら 
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しい 0 

もとの 飼主の 家で は餘程 大事に して 育てられ たもの らしい。 食物な ども 中々 めったな もの は 食 

はなかった。 牛 孰 か 魚肉、 それ もい、 處 だけで 堅い 頭の 骨な ど は 貪 はう ともしなかった。 恐ろし 

い 贅澤な 猫 だとい ふ もの も あれば、 上品 だと 云って ほめる もの もあった。 膳の 上の もの をね らふ 

やうな 事 も 決して しないの である。 

子供 等の 猫に 對 する 愛着 は 日 增に强 くなる やうであった。 學 校から 歸 つて 來 ると 肩から カバ ン 

を 下す 前に 「猫 は」 「三毛 は」 と 聞く のであった。 私 は 何とな しに 淋しい 子供 等の 生活に 一 脈の 新 

しい 情味が 通 ひ 始めた やうに 思った。 幼い 二人の 姉妹の 間に は疆、 、猫の 爭 奪が 起った。 一 少し わ 

たしに 抱かせて もい、 ぢ やない の」 とか 「ちっとも わたしに 抱かせな いんだ もの」 とか 云 ひ爭っ 

て 居る のが 時々 離れた 私の 窒迄 聞え て來 た。 おしま ひに は どちら か 泣き出す ので ある。 私 は 子 

供 等が 此爲 に餘 りに 感傷的になる の を 恐れない 譯には 行かなかった。 

猫 も 可哀相であった。 樂寢 の出來 るの は 子供 等の 學 校へ 行って 居る 間 だけで ある。 間もなく 休 

暇になる ともう 少しの 暇 も なくなった。 大きい 子等 は 小さ い 子等が 三毛 を 玩具に して 居る の を 見 

ると、 可哀相 だから 放して やれ 杯と 云って 居ながら、 すぐもう 自分でから かって 居る ので ある。 5 


逃げて 緣の 下へ でも 隱れ たらい、 だら うと 思 ふが、 何處 まで も從 順に、 いやいやながら 無抵抗に 

自由に されて 居る のが どうも 小 ノし殘 酷な やうに 思 はれ 出した。 實際 段々 に瘦 せて 来た 時と は見途 

へる やうに 細長くなる やうであった。 歩く にもなん だか ひよ ろ/ \ する やう だし、 绝 つて 居る 時 

でもから だが ゆら/ \ して 居た。 そして 人間が する やうに 居 眠 をす るので あった。 猫が 居 眠 をす 

ると い ふ 事實が 私に は 珍しかった。 大きな 發見 でもした やうな 氣 がして 人に 話す と 知って ゐる入 

は みんな 笑った し、 適に 知らない 人が あっても 誰も 此の 事實を 面白がらない やうであった。 併し 

私 は 猫の 此の 舉 動に 映 じた 人間の 姿態 を 熟視して 居る と 滑稽 やら 悲哀 やらの 混合した 妙な 心 持に 

なる ので ある。 

此分 では 今に 子猫 は 死んで しま ひさうな 氣 がした。 時々 食った もの を もどして 敷物 を 汚す やう 

な 事 さへ あった。 夜 はもう 疲れ切って 他愛 もな く 深い 眠に 陷 ちて、 物音に 眼 を さます やうに は 見 

えなかった。 それでも 不思議な 事に は 鼠の 跳梁 は 何時の間にか 止んで 居た。 稀に 臺 所で 脏鉢 のか 

ち 合 ふ 音が 聞 えても 三毛 は 何も 知らす に寢て 居た。 恐らく 未だ 鼠と いふ もの を 見た 事の ない 彼女 

の 本能 は 未だ 眠って 居る の だら うと 思 はれた。 

あんまり いぢめ ると、 もう 何處 かへ やって しま ふと か、 もとの 家へ 返して しま ふと かいふ 威 か 
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しの 言葉が 子供 等の 前で 繰 返されて 居た。 とう/ f\ 飼主の 家に 相談して 一 兩日靜 養 させて やる 事 

にした。 

猫が 居なくなる とうち 中が 急に 淋しくなる やうな 氣 がした。 祈 柄 降りつ いた 雨に 庭へ 出る 事 

も 出来ない 子供 等 は 何時に なく ひっそりして 居た。  • 

いつも は 夜 子供 等が 寢 しづ まった 後に、 どうかす ると 足音 もしないで 蚩曰 齋 にやって 來て 机の下 

から そっと 私の 足に じゃれる の を、 抱き上げて 膝に のせて やる と、 すぐに 例の ゴ B/.\ いふ 音 を 

出す ので あつたが、 其 夜 はもと より 居ない の だから 來る 害はなかった。 仕事が すんで ゆっくり 煙 

草 を 吹 ひながら、 靜 かな 雨の 音 を 聞いて 居る 中に 妙な 想像が 浮んで 來た。 三毛が 本當 に何處 かへ 

捨てられて、 此の 雨の 中 を 濡れ そぼけ て さまよ ひ 歩いて 居る 姿が 心に 描かれた" 饑と 寒さに ふる 

へ ながら 何處 かの 塵芥 箱の ま はりで もうろ/ \ して 居る。 そして 知らない 人の 家の 雨戸 を；^ れる 

燈 光を戀 しがって 哀れな 聲を 出して 啼 いて 居さうな 氣 がした。 

翌日の 夕方 迎へ にやって 連れて来 たの を 見る とたった 一 一日の 間に 見 違へ る やうに ふとつ て 居た C 

尖った 顔が ふつく りして 眼が 急に 細くな つた やうに 見えた。 眼の 周りに あった ヒス テリ ッ クな皺 

は 消えて おっとり した 表情に 變 つて 居た。 どうい ふ 良い 待遇 を 受けて 來 たの だら うとい ふの が 問 
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題に なった。 親. の 乳で も吞 んだ爲 だら うとい ふ說 もあった。 

夏 も 盛りに なって、 タ 方になる と 皆が 庭へ 出た" 三 t も 屹度つ いて 來た。 嘗て 野良猫の 遊び場 

所であった 躑躅の 根元の 少し 窪んだ 處は、 何 かしら 矢 張 どの 猫に も氣に 入る と 見えて、 ボ ー ルを 

追つ かけたり して 驅け 廻る 途中で、 きまった やうに 其 處へ驅 け 込んだ- そして < 叫 をね らふ 猛獸の 

やうな 姿勢 をして 拔 足で 出て 來て、 いよ/ \> 飛び か、 る 前に は 腰 を 左右に り 立てる ので ある。 

どうかす ると 熊 if の 中に 隱れて 永い 間 じっとして 居る と 思 ふと、 急に 鯉の はね 上る やうに 高く と 

び 出して、 そして キヨ トンと してと ぼけた 顏 をして 居る 事 も ある。 どうかす ると 四 胶を兩 方に 開 

いて 腹 をび つたり 芝生に つけて、 丁度 も 、んが あの 翔つ て 居る やうな 恰^ をして 居る 事 もあった- 

多分 腹で も 冷して 居る ので はない かと 思 はれた G 

芝 を 刈って 居る と 何時の間にか 忍んで 來て 不意に 狭の さきに 飛び か 、るの が危險 でし やうが な 

かった。 注意しながら 刈って 居る と、 時々、 猫が ねらって 居る 事 を警吿 する 子供の 叫聲が 聞かれ 

た。 此の 芝 刈 鋏に 對 する 猫の 好奇心の やうな もの はすつ と 後 迄 も持續 した。 もう 靴 切れ ゃボ， -ル 

などに はじゃれ なくなった 後で も、 狭 を 持つ て 庭に 下りて 行く 私の 姿 を 見る とすぐ につ いて 來る 

のであった。 どうかす ると、 しゃがんで 居る 腰の 下から そっと 這 入って 來て 私の 兩 膝の 間に 顔 を 
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出したり した。 そして ちょっと 鉄に 觸れ ると それで 滿 足した やうに のそのそ 向 ふ へ 行つ て 楠 込の 

八つ手の 下で 蝶を徂 つたり、 蝦 募 をから かったり して 居た。 

蝦蟇で は 一 番 始めに 失敗した やうで ある。 多分 喰 ひ 付かう として どうかされ たものと 見えて 口 

から 白い 涎の やうな もの を だら/^ 垂らしながら 兩 方の 前脚で 自分の 口 を もぎ 取りで もす る やう 

な 事 をして 苦しんで 居た") 娃が 煙草 をな めた 時の 擧動 とよく 似た 事 を やって 居た" 其れ 以來 はも 

う 口を付けな いでたに 前脚で 蛙の 頭 を そっと 抑へ つけて 見たり、 横腹 を そっと 押して 見たり して 

は 首をかしげて 見て 居る だけであった。 愚直な 蝦 暮は觸 れられ る 度に しゃち こ 張つ て 膨れて 居た- 

土色の 醜い からだが 憤懣の 團塊 である やうに 思 はれた。 絕對に 自分の 優越 を 信じて 居る やうな 子 

猫 は、 時々 脇見な どしながら ちょ いちょ い 手 を 出してから かつ て 見る ので ある。 

困った 事に は 何時の間にか 蜥赐を 捕って 食 ふ 癖が 付いた" 始めの 內は、 捕へ たの は 必す疊 の 上 

に 持って 來て、 喰 ふ 前に 玩弄す るので ある。 時々 大きな 奴の 尻尾 だけ を 持って来た。 主體を 分離 

した 尾部 は獨 立の 生命 を 有つ もの & やうに 板 動す るので ある" 私 は 見付け 次第に 猫 を 引つ 捕へ て 

無理に 口から もぎ 取って、 再び 猫に 見付からない やうに 始末 をした。 折角の 獲物 を 取られた 猫 は 

暫く は 疊の上 を 嘆いで 歩いて 居た。 ^赐 をと つて 食 ふの がどうして いけない のか 猫に 分らう 害が 
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なかった。 私自身に も 何故い けない かは說 明す る 事が 出来ない ので ある。 それで 後に はわ ざ/ > - 

疊に 持ち上が るの は斷 念して、 捕へ た 現場です ぐに 食 ふ 事を發 明した やうで ある。 時々 舌な めす 

り をしながら 緣 側へ 上って 來る猫 を 見る と 何んだ か氣 持が 悪くな つた。 吾等の 食膳の ： 部 を 食つ 

て 居る、 我家 族の 一員で ある 害の 此の 猫が、 蜥赐 など を 食 ふの は 他の 家族の 食膳 全 體 を胃瀆 する 

やうな 氣 がする とい ふの かも 知れな い" 其れ程にまで 此の 四 足獸は 吾々 の 頭の 中で 人格化して 居 

るの だと 思 はれる。 

私 は 夜更けて 獨り id 事で もやって 居る 時に、 長い 緣側を 歩いて 來る輕 い 足音 を 聞く。 そして 椅 

子の 下へ は ひって 來て そっと 私の 足 を 撫でたり すると、 思 はす 「どうした」 とか 「何 だ い」 とか 

云 ふ 言葉が 口から 出る。 それ は 決して 獨り 語ではなくて、 立派に 私の 云 ふ 事 を 理解し 得る 二人 稱 

の 相手に さう いふ 心 持で 云 ふので ある。 相手 は 何とも： ふへ ないで 抱き上げて やれば すぐに あの 音 

を 立て はじめる ので ある。 子供の な い 淋し い 人 や 自分の 思 ふ 儘になる 愛撫の 對象を 人間界に 見.^、 

なった 老人な どが 只管に 猫 を 可愛がり、 所謂 猫可愛がりに 可愛がる 心 持が 段々 に 分つ て來る やう 

な氣 がした。 或る 西洋人が 鵜 を 飼って 耕作の 伴侶に して 居た 氣持も 少し わかって 來た" 孤 獨なィ 

1、、 コィ ストに 取つ て はこん な 動物の 方が なまじ ひな 人間よりも どの位 顿母 しい 生活の 女で あるか 
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もしれ ない の だら う。 

不思議な 事に は あれ 程 猫 嫌 ひであった 母が、 時々 膝に 這 上る 子猫 を 追 ひのけ もしない のみなら 

す、 隱居 部屋の 障子 を 破られた りしても 餘り 苦にならない やうであった。 

我家に 來 て以來 一 番 猫の 好奇心 を誘發 した もの は 恐らく 蚊帳であった らしい。 どうい ふ もの か 

蚊帳 を 見る と 奇態に 舆奮 する のであった。 殊に 內に 人が 居て 自分が 外に 居る 場合に それが 著し か 

つた。 背 を 高く， やかし 耳 を 伏せて 恐ろしい 相好 をす る。 そして 命 掛けの やうな 勢で 飛び か、 つ 

て來 る。 猫に とって は 恐らく 不可思議に 柔 かくて 强靱な 蚊帳の 抵抗に 全身 を 投げ かける。 蚊帳の 

裾 は 引き すられな がらに 袋に なって 猫のから だ を 包んで しま ふので ある。 此れが 猫に は 不思議で 

なければ ならない。 鬼 も 角 も 普通の じゃれ 方と はどう もちが ふ。 餘 りに 眞劍 なので 少し 妻い やう 

な氣 のす る 事 もあった。 從 順な 特性 は 消えて しまって、 野獣の 本性が 餘 りに 明白に 表 はれる ので 

ある。  、 

蚊帳 自身 か 或は 蚊帳 越しに 見える 人影が、 猫に は 何 か 恐ろしい ものに 見える のか も 知れな い。 
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或は 蚊帳の 中の 蒼 すんだ 光が、 森の H: 光に 瘦物を 索 めて 歩いた 遠い 祖先の 本能 を 呼び 覺 すので は 

あるまい か。 若し 色の 遠った 色々 の 蚊帳が あったら 試驗 して 見たい やうな 氣 もした。 

じゃれる 品物の 中で 面白 いのは 帶地 を卷 いてお く 桐の 棒で ある： 前脚で ころがす の は 何でもな 

いが 棒の 片端 を ひょいと 兩 方の 前脚で か、 へ て 後脚で 見事に 立ち上がる。 棒が 倒れる と 其れ を 飛 

び 越えて 見向き もしないで 知らん顔 をしての そくと 三 四 尺 も 歩いて 行つ てち よこん と 坐る。 さ 

う い ふ 事 を 何遍と なく 繰 返 へ す ので ある。 どうい ふ 心 持で あるの か 全く 見當が 付かな い。 

一 一階に 籐椅子が 一 つ 置いて ある" 其 四 本の 脚の 下部 を 筋逮に 連結す る 十字形の 眞 中が 一 寸 した 

棚の 様になって 居る。 此處が 三毛の 好む 遊び場 所の 一 つで ある" 何 か 紙片の やうな もの を 下に 落 

してお いて、 入り 亂れ た籐 のい ろ， の^ 間から 前脚 を 出して 其 紙片 を 捕へ ようとす る。 轉 がり 

落ちる と 仰向に なつ て 今度 は 下から 隙間に 脚 を 代り， C に 差し込んだ りする。 

此の やうな 遊 戲は何 を 意味す るか 吾々 に は 分らな い" 恐らく まだ 自覺 しな い 將來の 使命に 馴れ 

る爲の 練習 を 無意識に して 居る のか も 知れな い。 

鬼歸 りの 一 一日 間に 囘復 したから だはい つ の 間に か 又瘦ぜ こけて 肩の 骨が 高くな り、 横. 顔が 尖つ 

て 眼 玉が 大きくな つて 來た。 あまり 可哀相 だから、 もう 一 疋 別の を 1； つて 過重な 三毛の 負 擔を分 
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たせようと いふ 說が あつ て 此れに は贄 成が 多かった。 

或る日 暮 方に 庭 へ 出て 居る と臺 所が 賑 になった。 女 や 子供 等の 笑 ふ聲に 交じって 聞き なれな い 

男の 笑聲も 聞え た。 r ィ ー 猫 だね え」 とーィ 1J に 妙な 了クセ ントを 付けた 妻の 聲が 明に 聞え たつ 

それ は 出入の 牛^屋が 何處 かから 貰って、 小さな 虎 毛の 猫 を 持つ て來 たのであった" 

未だ 本當に 小さな、 掌に 入れられる 位の 子猫であった。 光澤の ない 長い 初 毛の やうな ものが 北 n 

中に そ、 け 立って 居た。 其 顔が 又餘程 妙な ものであった。 額が おでこで ー體に 押し ひしいだ やう 

に 短 かい 顔であった" そして 不相應 に 大きく 突立った 耳が 此の 顔に 一 層 特異な 表情 を與へ て 居る 

のであった" どうした のか 無氣 味に 大きく 膨 くれた 腹の 兩 側に 吾々 の 小指 位な 後脚が つ 、かひ 棒 

の やうに 突 張つ て 居た。 何とな しにす 、きの 穗で 造った 木 兎 を 想 ひ 出させる のであった。 

三毛 は 明かな 驚きと 疑 ひと 不安 を あら はして 此の 新參の 仲間 を 凝視して 居た" ちび 猫 は 三毛 を 

自分の 親と でも 思 ひち がへ たもの か、 なつかし さう にち よこ/ \ 近寄って 行って、 小さな 片方の 

前脚 を あげて 三毛に 觸 らうと する。 三毛 は毒蟲 にで も 觸られ たかの やうに、 驚いて 尻込みす る" 

其れ を 追 ひすが つて 行つ て は 义片脚 を 上げる。 此の様 子が 餘 りに 滑稽な ので 皆の 笑 ひこけ るのに 

釣り込まれて 自分 も 近頃に なく 腹の 屮 から 笑つ てし まった。 
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すこし 馴れて 來 ると 三毛の 方が 攻勢 をと つて 襲撃 を 始めた。 いきなり 飛びつ いて 竹 を^ 搔 /め 

にして 頭で も 脚 でも 嗨 みつ き 後脚 で 引つ 後く ので ある。 本當 に 瞻と 小崔と の やうな 爭 であった。 

ちび は 閉口して 逃げ出す かと 思 ふと 中々 さう でなかった" 時々 小 烏の やうな ビ ー ビ ー とい ふ泣聲 

を 出しながら も 負けす に f: み 付き 引搔 くので ある。 三毛が 放す と 同時に 向き 直つ てせ-つ たま \ 短 

か い 尻尾の 先で 空中に 8 の 字 を かきながら 三毛の か、 つて 來 るの を 恃 受けて 居た。 どうかす ると 

ちび は 簞笥と 襖の 間に 這 入って 行く、 三毛 は 自分で は ひれない から 氣 ffi の やうに なつ て 前脚 を さ 

し 込んで 騷ぐ。 其 間に 小猫 は 落ちつき 拂 つて 向 側へ 出て 來る。 さう して 相 變らす 短 かい 尻尾で、 

無器用な コ ンダ クタ— の やうに 色々 な 8 の 字 を 描いて 居た。 

名前 はちび にしようと いふ 說が あつたが、 さう いふ 家畜の 名 は 或る. デリカ シ j から 避けた ガが 

い、 とい ふ說 があって それ は 止めに なった。 い、 加減に たまと 呼ぶ 事に した。 雄猫に たま は を か 

しいと いふ もの もあった が、 それ ぢゃ玉 吉か玉 助に すれば い 、とい ふ 事に なった。 

二つの 猫の 性情の 著しい 相違が 日の たつ に從っ て 明に なつ て來 た。 三毛が 食物に 對 して 極めて 

寡慾で 上品で 貴族的で あるに 對 して、 たま は 紛れ もない プ レビア ンで ボル シ H ビキ で身體 不相應 

に 烈しい 貪慾 を もつ て 居た。 三毛の 見向き もしない 魚の 骨 や 頭で も ふる ひ 付く やうに して 貪った。 
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そして 誰か 一寸 觸り でもす ると、 背中の 毛 を 逆立て、、 さう して 恐ろしい 唸り 聲を 立てた。 ゥ ー 

ゥ ー とい ふ眞に 物凄い やうな、 とても 此の 小さな 子猫の 聲とは 思 はれない やうな 聲を 出す ので あ 

る。 そして 其處ら 中に ある 食物 を 出来るだけ 多く 占有す る やうに 兩の 前脚の 指 を 出来るだけ 開い 

てし つかりお さへ 付ける。 此點 では 彼 は キヤ ビタリ ストで ある。 押しの けられた 三毛 は 呆れた や 

うに 少し 離れて 眺めて 居た。 の 血 合の 一片で もやる とそれ をく はへ るが 早い か、 誰も 觸り もし 

ない のに 例の 吟 心り 聲を 出しながら すぐに 其處を 逃げ出さ うとす るので ある。 どうしても 泥棒 猫の 

げしゃ-つ 

性質と しか 思 はれない もの を もって 居る やうで ある。 其 上に 此の 猫 は 所謂 下 性が 悪かった。 毎夜 

の やうに 座 蒲團ゃ 夜具の 裾 を 汚す のであった。 其 始末 をし なければ ならない 臺 所の 人達の 間に は 

疾 くにた まに 對 する 排 \lt の聲が 高まった。 さう でない 人で も 物 を 貪 ふ 時の たまの 擧 動を淺 ましく 

不愉快に 感じない ものはなかった。 殊に 大人しい 三毛が 彼の 爲に 食物 を 奪 はれたり する の を 見れ 

ば猶更 であった。 

たま を 連れて来た 牛乳屋の 責任 問題 も 起って 居た。 たま は 牛乳屋に か へ して もっとい. -猫を 貰 

つ て來 ようと い ふ 事が 凡ての 人の 希望で ある やうであった。 のみなら すもう 候補者まで 見付けて 

來て 私に 贊同を 求める のであった。 
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併し 牛 孰 星が 正直に もとの 家へ 還した ところで、 又 誰か 新しい 飼主の 手に 渡る にしても 結局 は 

野良猫になる より 外の 運命 は考 へ られ ないやうな 此の 猫 をみ す//^ 出して しま ふの も 可哀相で あ 

つた" 下 性の 悪 いのは 少し 氣を つけて 習惯 をつ けて やれば 直る だら うと 思った。 それで 先 づボ— 

ル 箱に 古い ネルの 片 など を 人れ て 彼の 寢床を 作って やった こ それと、 土 を 人れ た 菓子 折と を 並べ 

て 浴室の 板 間に 置いた。 私が 寢 床に 人る 前に 其 處らの 蚊帳の 裾な どに 寢て 居る たま を 探して 捕へ 

て來て 浴室の 此の 寢 床に 入れて やった。 何も 知らない 子猫 はや はり 猫ら しく 咽 を 鳴らす ので ある。 

土の 香 を g< がせて やる と 一 一度に 一 度 は 用 を 便じた。 浴室の 戶を 締切つ て スヰッ チを 切った あとの 

闇の 中に 夜 明 迄の 長い 時間 を どうして 居る のか 分らない が、 ガラ ス 窓が 白ら む 頃が 來 ると 浴室の 

戶をバ サノ \ 鳴らし、 例の 小鳥の やうな 啼聲を 出して 早く 出して 貰 ひ 度い と訴 へ るの が 聞え た。 

行つ て 出して やる と 急いで 飛び出す かと 思 ふと 又もとの 處へ 走り込んだり、 さう して 丁度 犬の 子 

のす る やうに 人の 足の ま はり を かけめぐ るので ある。 十日 餘りも 此の やうな 事 を 繰返した 後に、 

試に 例の 寝床の ボ ー ル 箱と 便器と を 持 出して 三毛の 出 人す る 切 穴の 傍に 置いて 何遍と なく 其處へ 

連れて行って は 土の 香 を 嗅がし て やった。 翌朝 氣を つ け て 見た が 蒲 圑ゃ疊 の 汚れた 處はど こに も 

見付からなかった。 多分 三毛に 導かれて 切 穴から 出る. 事を覺 えたので あらう。 其 後 は 明け方に 穴 
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から 這 ひ 上る たまの 姿 や 見かける 事 もあった。 

異常に 發 達した たまの 食慾 は 幾分 か 減って 其れ程に がつ/.^ しなくな つて 来た。 氣 持の 悪い 程 

膨れて 居た 腹が そんなに 目立た なくなって 來 ると 瘦 せた 腰から 後脚が 妙に 見窄らしく 見える やう 

になり はした が、 それでも どうやら 當り 前の 猫ら しい 恰好 をして 來 るので あった。 そして 矢 張 何 

處か飼 猫ら しい 鷹揚 さと 禆 坊ちゃん らしい 品の ある 愛らし さが 見え 出して 來た。 

夏休みが 過ぎて 學 校が 始まる と 猫のから だは 漸く 少し 暇に なった。 午前中 は 風通しの い- -中敷 

などに 三毛と 玉が 四肢 を 思 ふさ ま 踏み 延 して 晝寢 をして 居る のであった。 片方が 眠つ て 居る の を 

他の 片方が しきりに 嘗めて やって 居る 事 もあった。 夕方が 來 ると 一 一疋で 庭に 出て 芝生の 上で よく 

相撲 を 取ったり した。 晝間 眠られる やうに なつてから 夜中に よく 緣 側で 騷ぎ 出した。 此れに は少 

し 迷惑した が、 腹 は 立たなかった。 臺 所で 陶器の 觸れ合 ふ 音が すると 思って 行って 見る と 戶を締 

め 忘れた 茶 簟笥の 上と 下の 棚から 一 一疋が とぼけた 顏を 出しての ぞいて 居たり した。 

鼠 は 未だつ ひぞ 捕った の を 見た 事がない が、 もう 鼠の 悪戯 は 止んで しまって、 天井 は 全く 靜か 

になった。 

緣の 下で 生れた 野良猫の 子の 一二 毛 は 今でも 時々 隣の 庇に 姿 を 見せる 事が ある。 美しい 猫で は あ び 


るが 氣 のせ ゐか 何となく 險 相に 見える。 臆病な うちの 一二 毛 は 野良猫 を 見る と 大急ぎで 家に 驅け込 

んで來 るが、 たまの 方 は 全く 平氣 である。 いっか 野良猫と 一緒に 遊んで 居る の を 見た とい ふ報吿 

さへ あった。 「不良少年になる んぢ やない よ」 など 土 K つて 頭 をた、 かれて 居た が、 何の 爲に叩 

かれる のか 猫に は 分らない だら う。 

我家の 猫の 歷史は 此れから はじまる ので ある。 私 は 出来るだけ 忠實に 此れからの 猫の 生活 を 記 

錄 してお き 度い と 思って 居る。  ， 

月が 冴えて 風の 靜 かな 此 頃の 秋の 夜に、 一 二 毛と 玉と は緣 側の 踏臺 になって 居る 木の 切株の 上に 

並んで 背中 を 丸く して 行儀よ く 坐って 居る。 そして ひっそりと 靜 まりか へ つ て 月光の 庭 を 眺めて 

居る。 それ を じっと見て 居る と 何とな しに 幽寂と いった やうな 感じが 胸に しみる。 そして ふだん 

の 猫と ちがって、 人間の 心で 測り 知られぬ 別の 世界から 來て 居る ものの やうな 氣の する 事が ある。 

此の やうな 心 持 は 恐らく 他の 家畜に 對 して は 起らない のか も 知れない 0  (大正 十 年 十一月、 思想) 
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或る日の 經驗 


上野の 近くに 人 を 尋ねた 序に、 帝國 美術 院の展 覽會を 見に 行った。 久し振りの 好い 秋日和で、 

澄み切った 日光の 中に 櫻の 葉が 散って 居た。 

會 場の 前の 道路の 眞 中に 大きな 天幕 張りが 出来 か. - つて 居る。 何 かの 式場になる らしい。 柱な 

どを卷 いた 布が 黒白の だんだら になって 居る 處を 見る と 何 かしら 厳かな儀式 でも ある やうに 思 は 

れる。 此の やうに して 人夫 等が 大勢 か、 つて、 やっと それが 出来 上った と 思 ふ 間もなく 式が 終つ 

て、 又す ぐに 取りく づ さなければ ならない であらう。 

f 見會の 工事 も 大分 進行して 居る やうで ある。 此れ も 矢張り ほんの 一時的の 建築 だら うが 使つ 

て 居る 材木 を 見る と 中々 五十 年 や 百年で 大きくな つたと は 思 はれない やうな 立派な ものが ある。 

なんだか 少し 勿體 ないやうな 氣 がする。 こんな もの を 使はなくて も、 何 か 鋸屑で も 固めた やうな 
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もので 建築 材料 を 作って それで 建てたら ぃ&だ らうと 思 ふ。 

美術展 覽會に 使 はれて 居る 建物 も 矢張り 間に合せ である。 此邊の もの は みんな 間に合せの もの 

ばかりな やうな 氣 がして、 どうも 氣 持が 悪い。 

さう いふ 心 持 をいだ いて 展覽會 場 へ 這 人 つ た。 

日本 畫が、 とても ゆる /\ 見る 事の 出來 ない 程澤 山に ある。 併し ゆる/ \ 見 度い と 思 ふ 鎗は容 

易に 見つかり さう もない。 どの：^ を 見ても どうい ふ もの か 私 は 興味が 起らない、 どうしても 我慢 

して 見て、 强 ひてい、 處を搜 してやら うとい ふ氣 になれ ない ので ある。 此 等の 搶全體 から 受ける 

感じ は、 丁度 近頃の 少年少女 向の 输雜 誌から 受ける と 全く 同じ やうな ものである。 帝展の 人氣の 

ある 所 S は 事によると 此處 にある かも 知れない が、 私に はどう も 工合が 悪く 氣 持が 悪い。 名高い 

畫家 達の もの を 見ても、 どうも 私に は 面白味が 分らない。 かう いふ 總を 見る よりも 私 はう ちで 複 

製の 廣重 か江戶 名所の 繪 でも 一 枚々 々見て 居る 方が 遙に 面白く 氣 持が 好い ので ある。 

洋畫の 方へ 行く と 少し 心 持が ちが ふ。 一寸 惡夢 からさめ たやうな 感じ もす る。 尤も 此頃 自分で 

油鎗の やうな もの を かいて 居る もの だから、 色々 の 人の 鎗を 見る と、 綺 のがら の 好き 嫌 ひとは 無 

關 係な 色々 の テクニカルな 興味が あるので ある- 實 際どれ を 見ても、 當り 前な 事 だが、 みんな 自 
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分より は 上手な 人ば かりで ある。 併し 其の上 手な 點を 「頭」 へ 矢つ ぎ 早に 受け， 込んで、 そして 一 

一 感服す る 方が 鬼 角 主にな つてし まって、 何 かしら しみじみと 「胸」 に渗み 込んで くる やうな 感 

じが 容易に は 起り にくい。 

どうも みんな 單 にうま ぃ綺を 描く 事ば かり 骨 を 折って 居る ので はな いかと い ふ 疑が 起つ て 来る。 

それならば 大概の は それぞれの 意味で うま ぃ處が あると いふ 事が 自分の やうな もので も 分る。 

一 體 自分の 求めて 居る やうな しみじみとした 繪 はかう いふ 處 では 始めから 得られな いに きまって 

居る のか も 知れない。  ， 

おしま ひの 方の 部屋の 隅に、 女の子の 小さな 像が 一 枚 か、 つて 居た。 童女 は黑 地に 赤い 縞の 洋 

服 を 着て、 右の 手に 花 を 一輪 もって 居る。 一目 見た だけで 妙な 氣 がした。 此れ は此會 場に はふ さ 

はしくない 程、 物靜 かな、 しんみりした 氣持 のい \繪 であると 思った。 

此 線に は 別に 是と 云って 手っ取り早く 感心し なければ ならない やうな、 一 口です ぐ 云って しま 

はれる やうな 趣向 ゃタ ツチが、 少 くも 私に は 目に 立たない。 それだけ 安易な 心 持で 自然に 額緣の 

中の 世界へ 這 人って 行ける やうに 思 ふ。 じっと見て 居る と、 何 かしら 嬉しい やうな 有難い やうな 

氣 がして 來る。 ほんた うに 描いた 人の 心 持が、 見て 居る 自分の 心に 渗み 込んで 來る やうに 思 ふ。 
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どう 云ふ譯 だか 分らない が、 あの 右の 手の 何とも 名狀の 出来ない 活 きた 優雅な 曲線と 鮮 かに 紅 

い 一輪の 花が 繪の 全體に 一種の 宗敎 的な 氣分 を與 へて 居る。 少し 短く つまった 顔の 特殊な ポ オズ 

も、 少しも 殊更ら しくなくて 唯だ氣 高い やうな 好い 心 持が する ばかりで ある。 何 かしら 人の子で 

はなくて 何 かの 菩薩の やうな 氣 がする。 

日本人と しての 自分に はべ ラス ケズの インファンタ、 マリア、 マル ゲ リタよりも 此方が い、。 

ギュ ラァ よりも ホルバイン よりも 此方が い 

專門 家に 云 はせ ると、 或は 右の 頰の 色が 落着かない とか、 手が 小さ 過ぎる とか、 色々 の 批評が 

あるか も 知れない が、 私に はそんな 事 は 問題に ならない。 何 かなしに 此れが 本 當の藝 術と いふ も 

の だら うとい ふ氣 がする 0 

會場を 出て、 再び 天幕 張りの 工事 を 仰ぎ見ながら 此んな 事を考 へた。 間に合せ ものば かりの 此 

の 竹の 臺に、 あの 童女 像ば かり はどう も 間に合せ でない。 時代 や 流行と は無關 係に 永遠に 傳 へら 

るべき 性質の もので はないだら うか。  . 

谷 中から 駒 込まで ぶらぶら 歩いて 歸る 道す がら、 八百屋の 店先の si^ 物 や 野菜な どの 美し い 色が 
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今日はい つもより は 特別に 眼に ついた。 骨董 星の 店先に ある 陶器の 光澤に もつ い 心 を ut> かれて 足 

をと めた。 

と ある 店の 棚の 上に 支那 製ら しい 壺の やうな ものが いくつか 並んで 居る の をし ばらく 立 止って 

眺めて 居た。 其內の 一 つ を 取り 下して 値段 をき いてみ ると 六圓 だとい ふ。 骨董品と いふ ほどで な 

くても、 三越 等の 陳列棚で 見る 新 出来の 品な どから 比較して 考 へて 見ても、 六圓 とい ふの は 恐ら 

く 多くの 宽集 者に とって は 安い かも 知れない。 併し 私 はなんだ か 自分な どの 手に 觸 るべ からざる 

贅澤な ものに 觸れ たやうな 氣 がした ので、 急いでも との 棚へ 返した。 

其 下の 棚に 青い 釉薬の か-. つた、 極めて 粗製ら しい 壺が 二つ 三つ 塵に 埋れ てころ がって 居る の 

を 合 ひ 上げて 見た。 實に 粗末な もので は あるが、 併し 釉の 色が 何となく 美しく 好 もしい ので 試に 

値 を 聞く と 五拾錢 だとい ふ。 それで は 一 つ 貰 ひませ うと 云って、 財布 を 取り出す ために 壺を 一度 

棚に 返さう とする 時に、 どうした 拍子 か 誤って 其壺を 取り 落した。 下に は 磁器の. 堅い ものが ゴタ 

ゴタ 並んで 居た ので、 元来 脆い 此壺の 口の 處が 少しば かり 缺け てし まった。 私 は 驚いて 「どうも 

とんだ 粗相 をし ました」 と 云 ふと、 主人 は、 「いや、 どう致しまして、 ー體 此の 置き所 も 悪い もの 

ですから 一 と 云った。 そして、 一 比の つれなら まだい くらで もあります から、 どうぞい 」 の を 御 持 
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ち 下さ い」 とい ふ。 

一 體 私が 此壺を 買 ふ 事に 決定して から 取り 落して こ はした の だから、 別に 私の 方で あやまる 必 

要 もなければ、 主人 も默 つて 破片 を 渡せば い、 のではなかった かと、 今にな つて 見る と考 へられ 

もす る。 此れ は どちらが 正當 だか 私に は 分らない、 鬼に 角 其 時 は 全く 恥ぢ 入って、 つい 無意識に 

あやまって しまった 譯 である。 

兎も角も 代 價の五 拾 錢を拂 はう とすると、 どうしても 主人が 受取ら うと 云 はない。 W り 入って 

どうした もの かと 考 へながら 其 解 釋を搜 す やうな 心 持で 棚の 上 を 見て 居る と、 そこに 一 つ 白釉の 

かふた、 少し 大きい 花瓶が 目についた。 此れ も 粗末で は あるが、 鼠色が、 つた 白釉の 肌合 も、 

鈍重な 下膨れの 輪郭 も、 何となく 落ちつい てい、 氣持 がする ので、 試に 代惯を 聞いて 見る と 七 拾 

錢 だとい ふ。 其れ を 買 ふ 事に して、 そして 前の 缺 けた 壺と 二つ を 持って 歸 らうと する が、 主人 は 

それでも 承知して くれない。 若し 其の 缺 けたの 、特別な 色 合で も 何 か 調べ る必耍 があるなら 持つ 

て 行っても い \ が、 もう 一 っ缺 けな いのも 是非 持って行け とい ふので ある。 

それで は 私が 困る からと 云つ て 見た が、 「いえ、 とんでもない 事です」 と 云つ て 中々 聞き入れて 

はくれ ない。 
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驗經の 日る 或 


結局 私 は 白い 花瓶と、 こ はれない 別の 靑ぃ壺 との 一 ー點を さげて おめお めと 歸っ て來 た。 

主人 は 二つの 品 を 丁寧に 新聞紙で 包んで くれて、 そして 其の 安全な 持ち 方 迄 ちゃんと 敎へ てく 

れた。 私 はすつ かり 弱って しまって、 丁度 悪戯 をして つかまった 子供の やうな 意氣 地の ない 心 持 

になって、 主人の 云 ふが 儘に なって 引き下がる 外はなかった ので ある。 

歸る 途中で 何だか 少し 落着かない 妙な 氣 がした。 輕ぃ 負債で も 背負 はされ たやうな 氣 がして 餘 

り 愉快でなかった。 ー體 此れ はどう すれば 善かった の だら う。 代 價を强 ひて 取らせて 破片 だけ を 、 

持って 歸 るの も餘り にぎ ごちない 窮屈な 氣 がする。 二 個 分の 代 價を拂 つて、. 破片と、 さう して 破 

れ ないもう 一 つ を さげて 來 るの も 何だか 殊更で、 そこに 說 明の 出 來 ない 無理が ある やうに 思 はれ 

る。 それ かと 云つ て 自分の した 事 はどうしても 正當 ではない。 

假 りに 此れが 五拾錢 でなくて 五 拾 圓か五 百 圓の壺 であったら、 ど うだらう とい ふ 事 を、 聊か 臆 

病な 心 持で 考 へて 見た。 理窟 は 同じで も、 實際は 少しち がふ やう がした。 此の方 だと 却って 

事柄が すっと 簡單に はこびさうな 氣 もした。 正當 不正 當の 問題が、 他の 利害の 問題の 爲に 蝕され 

て變 つて 來さ うに 思 はれた ので ある。 此の 現在の 場合 はどうで もい、 とした 處で、 逆に 吾々 が 何 

か 重大な 問題に ぶっかった 場合に、 それ を、 本質的に それと 同樣 な、 しかし 通例 些細な と考 へら „^ 


れる 問題に 一 飜譯」 して 考 へて 見なければ ならない 場合 も隨分 あり はしまい か、 さう して 見て 始 

めて 問題が 正當な 光に 照され る やうな 事が あり はし ま いか。 こんな 事 も 思つ て 見た ので ある。 

獨 逸の 下宿屋で、 窒に備 へ 付けの 洗面 鉢 を 過って こ はした 或る日 本人が、 主婦に 對 して 色々 詫 

言 を 云 ふの を、 主婦の 方で は 極めて 機嫌よ く 「いや 何でもありません、 ビッテ、 シ II ン」 を 繰 

返して 居た。 さう して 其 人が 永い 滯 在の 後に、 なつかしい 想 ひを殘 して 其 下宿 を 去る 日に なって、 

主婦の 方から 差 出した 勘定 蚩曰 を 見る と、 毀れ た 洗面 鉢の 代價 がちゃん とついて 居た とい ふ 話が あ 

る。 

叉 或る 留學 生の 仲間が 伯林の T とい ふ 料理屋で 食事 をした 時に、 いつもす る やうに 一 同で 連名 

の繪 葉書 を かいた。 其 時 誰かの 萬 年 筆の インキが ほんの 少しば かり 4? を 汚し たのに 對 して、 

ォ ー バ ー ケ ルナ ー が 五 マルクと かの 賠償金 を 請求した。 血氣な 連中のう ちの 一 人の 江戸っ子が、 

「それ ぢゃ インキが どれ だけ 多くつ いても 矢張り 同じ 事 か」 と 聞いた。 さう だとい ふ 返答 をた し 

かめてから 後に 悠々 と 4^ 1 杯に 散々 樂書 をし 散らして、 さう して 苦い 顏 をして 居る ォ ー バ ー を 

殘 して ゆるゆる 引上げた と い ふ 話 も ある。 

獨逸 だと 此れ程 簡單 に數學 的に 始末の 出来る 事が、 我 駒込邊 では さう 簡單 でない やうで ある。 
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験經の B る 或 


どちらが い \ か 悪い か、 それ は 分らない。 或る 解 釋に從 へば、 私の 偶然に 關 係した 店の 主人の 

仕 打 や、 其れに 對 する 私の した 事ゃ考 へた 事なん か は、 凡てが 唯 小さな 愚かな、 時代お くれの 

「虚榮 心 一 の變種 かも 知れない。 

併し 鬼 も 角 も 私 は 一 寸 意外な 事に 出逢った やうな 氣 がして ならなかった。 而 して かう 云った や 

うな 商人が 其 處らに 居る とい ふ 事が 何だか 一 寸 愉快な ことの やうに さへ 思 はれた ので ある。 

宅へ 歸 つて 晝飯を 食 ひながら、 今日の アド ヴ H ンチ ユア ー を 家人に 話した が、 誰も 一向 何とも 

云って くれなかった。 

庭に 下りて^ きおくれた 金 蓮 花と コ ス モ スを 摘んだ。 それ を さっき 買つ て來た 白釉の 瓶に 投げ 

込んで 眺めて 居る とい、 氣持 になった。 此れ を 眺めて 居る 中に も、 又展覽 食の 童女の 像 を 思 ひ 出 

した。 あれ は實に 美しい、 何とも 云 はれない しみじみと 美しい；^ である。 あれに 比べる と 外の 多 

くの 騷 がしい 搶は、 云 は V 腹の へ つて 居る のに 無闇に 大きな 聲を 出して 居る やうな 氣の する もの 

である。 眞に 美しい もの は 大人しく 默 つて 居る。 しかし それ はいつ 迄 も 見た 人の 心に 美しい 永遠 

の 響 を 留める。 そして その 餘韻 は、 其 人の 生活 を 幾分で も淨 化する だけの 力 を もって 居る。 かう 


いふ 美し いもの を 見た ときと 見なかった 時と で、 其 後に 來る 吾人の 經驗に は 何等の ちがった 反饗 

がない 譯には ゆかない。  - 

展覽會 で 童女 像 を 見た 事と 壺の アド ヴ ェ ンチ ユア ー と は 一 見 何の 關係 もない 事の やうで ある。 

しかし 此れ を經驗 した 私に とって は、 どうしても 此れ を 一 一つの 別々 の 經驗に 切り離して 考へ る 事 

が 困難に 思 はれる。 切り離す と、 もう 其れ は 自分の 活 きた 經驗で なくなって、 丸で 影の 薄い 抽象 

的な 「誰でも」 の 知識に なって しま ふ。 

吾々 は學 問と いふ もの、 方法に 馴れ 過ぎて、 餘 りに 何でも 切り離し 過ぎる 爲に、 あらゆる 體驗 

の 中に 含まれた 一番 大事な もの を いつでも 見失って 居る。 肉 は 肉、 骨 は 骨に 切り離されて、 せと 

肉の 間に 潜む 滋味 はもう 味 はれなくなる。 此れ は餘 りに 勿體な い 事で ある。 

(大正 十 年 十二月、 明： so 
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寫 生 紀 行 


去年の 春から 油畫の 稽古 を 始めた。 冬 初め 頃 迄に 小さな スケッチ 板へ 二三 十 枚、 六號 乃至 八號 

の畫 布へ 數枚を 描いた。 寒い 間 は 休んで 今年 若葉， の 出る 頃から 此の 秋 迄に 十五 六 枚 か、 事に よる 

と 二十 枚 程の 畫布を 塗り潰した。 此 等の もの \ 大部分 は みんなう ちの 庭 や 建物の 一部 を寫 生した 

ものである。 

靜物も 描かない 譯 ではなかった。 併し 花 を 活けて 寫 生しょう と 思 ふとす ぐに 萎れたり、 叉 此れ. 

に反して 勢の い、 の は 日毎の 變 化が 餘 りに はげしくて 未熟な もの、 手に 合はなかった。 壺ゃ 林檎 

も 面白くない 事 はない が、 折角 「生きた 自然」 の 草木が 美しく、 其れに 戶 外が 寒くなくて 好い 時 

候に、 窒內の 「死んだ 自然」 と 首 引 をす るの も勿體 ないやうな 氣 がした。 靜物 乃至 自畫 像な ど は 

寒 い 時の 爲に保 S 田す ると い ふやうな 氣も あつ て、 暖ぃ內 はなる ベ く 題 村を戶 外に 求める 事に 自然 
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となって しまった。 尤も 戶 外と 云っても 唯 庭 を あちらから 見たり 此方から 見たり、 或は 二階 か 近 

所の 屋根 や 樹の梢 を 見た 處 など、 もし これが 本 當の畫 家なら ば 始めから てんで 相手に しない やう 

な もの を、 無理に 拾 ひ 出し、 切り取って は畫 布に 塗り込む のであった。 それ だから、 どの 縉 にも 

どの 繪 にも 同じ 四つ目 一 m の何處 かの 部分が 顔 を 出して 居たり、 同じ 屋根が 何處 かに 出っ張ったり 

して 居る 事になる の は 免れ 難い。 

其れでも 私に 取って は 矢 張 面白くな い 事はなかった。 例へば 四つ目垣で も 屋根 で も 芙蓉で も雞 

頭で も、 未だ 嘗て 此れで 稍滿足 だと 思 ふやう に 描け た 事 は 一度 もない の だから、 いくら 描いて 

も それ はいつ でも 新しく、 いつでも ちがった 垣根 や 草木で ある。 恐らく 一生 描いて 居ても 此 等の 

「物」 に 飽きる やうな 事 は あるまい と 思 ふ。 描く 事に は 時々 飽き はしても。 

展覺會 などで 本職の 畫 家の 描いた 繪を 見る と、 美しい 草木 や 景色 や 建築物 やが 惜氣 もな く 村 料 

に 使 はれて 居る。 今の 自分から 見る と此 等の 畫家 は實に 羨ましい 有； i な 身分 だと 思 ふ。 世の中に 

何が 贅澤 だと 云って、 此の やうな 美しく 貴重な， 自然 を 勝手 自在に 我物 同様に 使用し 時には 濫費し 

て もい、 と 云 ふ、 此れ程の 螯澤は 少ない と 思 ふ。 此れに 匹敵す る 資澤は 恐らく 唯讀書 位の もの か 

も 知れない。 


80 


行 紀生窵 


そんな 繪を 見る度に、 屹度 自分 も 門から 外へ 出て 描いて 見た くなる ので ある。 一歩 門 を 出さへ 

すれば、 つい 其處の 路地に でも 川岸に でも 電車 停留 場に でも、 兎に角う ちの 庭と は 比較に ならな 

い 程い &題 甘が、 勿體 ないやう に無雜 作に、 顧みられす にころ がって 居る。 わざ/ \- 旅費 を 出し 

て 幾日も 汽車 を乘り 廻す 必耍 など はな いやう に 思 はれる。 しかし どうも 此の 東京の 街頭に 畫架を 

据 ゑて、 往来の 人 を 無視して ゆっくり 落着いて、 目 を 細く したり 首 を ひねった りする 勇氣は —— 

やって 見たら 存外 あるか も 知れない が、 考 へて 見た だけで はどう もな ささう に 思 はれる。 せめて 

郊外へ でも 行けば さう いふ 點で いくらか 工合の い 、場所が ある だら うと 思った が、 併し 一 方で 又 

餘り 長く 電車 や 汽車に 乘り、 叉 重い もの を さげて 長途 を 歩る くの は 今の 病氣に 障る とい ふ掛 念が 

あった。 

今年の 秋に なって 病氣の 工合が 大分よ くな つたし、 醫者も 許し 又す \ めて くれたので、 何處か 

へ 試しに 行って 見ようと 思 ふと、 生憎な もので 時候外れの 霖雨 がしば らくつ にいて、 中々 適當な 

日は來 なかった。 やっと 天氣 がよくな つて 小春の 日光の 誘惑 を感 する 頃に は、 子供が 病氣 になつ 

て 居て どうも さう い ふ 心 持に なれなかった。 

十月 十五 日。 朝餘り 天氣が 朗らかで あつたので 急に 思 ひ 立って 出掛ける 事に した。 此間 M 君と 
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會 つた 時、 いっか 一緒に 大宮 へで も 行って 見ようかと いふ 話 をした 事 を 思 ひ 出して、 鬼に 角大宮 

迄 行って 見る 事に した。 繪具 箱へ スケッチ 板 を 一 枚 入れて、 其れと 座蒲圑 代りの 古い 布切れと を 

風呂敷で 包み 隱 したの を 抱へ て市內 電車で 巢鸭迄 行った。 省線で 田 端 迄 行く 間に も、 田 端で 大宮 

行の 汽車 を 待って 居る 間に も、 眼に 觸れる 凡ての ものが 今日に 限って 異常な 美しい 色彩で 輝いて 

居る のに 驚かされた。 停車場の 燻ぶった 車庫 や、 ベ ンキの はげ か、 つた タンク や 轉轍臺 の やうな 

もの 迄 も、 小春の 日光と 空氣の 魔術に か. - つて 名 狀の 出来ない 美しい 色の 配合 を 見せて 居た。 其 

れ に比べて 見る と、 そこらに 立って 居る 婦人の 衣服の 人工的 色彩 は、 なんとな くこせ くした 不 

調和な 繼ぎ 合せ もの \ やうに 見えた。 こんな もので も 半年 も戶 外に 吊して 雨 曙し にして 自然の 手 

にかけ たら、 少し は 落着いたい- - 色調になる かも 知れない と 思ったり した。 實際洗 ひ 曝しの 幾 道 

工夫の 靑服 など は、 適當な 背景の 前に は獪 になる もの k 一  つで ある。 ヴ H 一一  スの 美し さも 半分 は 

自然の 爲 にょごれ 曝されて 居る おかげで ある。 

乘り 込んだ 汽車 は何處 かの 女學 校の 遠足で 滿 員であった。 汽車が 動き 出す と 一 圑の 生徒 等は唱 

歌 を唱ひ 出した。 それ は 何の 歌 だか 分らない が、 二部の 合唱で、 靜 かな fl:^ かな 淸ら かな 感じの す 

る ものであった。 汽車の ゴ K とい ふ單 調な 重々 しい 基音の 上に、 淸ら かに 澄み切った 二つの 
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昔の 流れが ゆるやかな 拍子で 合ったり 離れたり 人り 亂れて 流れて 行く。 窓の 外に は 更に 清く 澄み 

切った 空の 光の 下に、 武藏 野の 秋の色の 複雑な 旋律と ハ ー モ- 一， -が 流れて 行った。 

大宮驛 で 下りて 公園 迄ぶ らく 歩いた。 驛 前の 町に は 「螢 五家 寳」 とい ふ 御菓子 を賣る 店が 並 

んで 居る。 此の 一 五家 寶」 とい ふ 名前 を 見る と 私の 頭の 中へ は、 いつでも 埼玉縣 の 地 圖が擴 げら 

れる。 さう して あのねち/ \ した 豆の 香 を g< ぐ やうな 思 ひがす る。 

或る 町の 角 を まがって 左側に 蠟 細工の 皮膚病の 模型 を 並べた 店が 眼に ついた。 人間の 作った あ 

ら ゆる 美しくな いもの 、中で も此位 美しくな いもの も 稀で ある。 今日の やうな 日に 見る と 其の 醜 

くさが 更に 強められる、 此んな もの や 菊人形な ど、 いふ ものに 比べ ると 例へば 屠 牛 場の 內 部の 光 

景の 方が まだ いくらか 美し い 位 だと 思 ふ。 牛 や 豚の 淺骸は あれで も 自然の 斷片 である。 

悪い 醜い 病 を 治す 藥を 賣る爲 に、 病の 醜 さ を 世に 宣傳 する、 此の やり方が 今の 新聞 や 婦人 雜誌 

の やり方に よく 似て 居る。 其の 主旨 は 甚だめ で 度い。 併し さう いふ 方法で 果して 世の中の 醜い 病 

が 絶やされる もので あらう か。 藥は よく 賣れて も、 恐らく 病の 方 は 却って 益"、 擴 がり はしない だ 

らう か。 もう 少し 積極的な 或る もの、 力で さう いふ 病に か、 ら ない 根本的 素質 を 養 ふ 事 は 出来な 

いもの だら うか 0 
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公園の 人口 迄 行って 一寸 迷った。 公園の 中より は 反對の 並木道 を 行った 方が 私の 好きな 畫題は 

多い らしく 思 はれた。 併し 折角 此處 迄來 て、 名高い 此の 公園 を 一見 しないの も、 あまりに 世間と 

いふ ものに 申譯 がない と 思って 大きな 鳥居 をく  つて は ひって 行った。 

いつの 間に かせ 2 の 裏へ 拔け ると、 可也 廣ぃ 草原に 高く 錄 えた 松林が あって、 其處 にさつ きの 女 

學 生が 隊を 立て \ 集つ て 居た。 遠くで 見る と 草花が 唤 いて 居る やうで 美しかった。 

腹が 空った ので 旅亭の 一 つに は ひって 晝飯を 貪った。 時候 は づれで そして 休日で もない せゐか 

他に お 客 は 一人 もなかった。 わざ/, \ 一  人前の 食膳 を こしら へ させる のが 氣の 毒な 位で あつたが、 

し.^ し^かで 落着いて 大 變に氣 持が よかった。 小さな 座敷の 窓に は 柿の 葉の 黄ばんだ のが 蠟 石の 

やうな 光澤 を 見せ、 庭に は 赤い グ ー リアが 燃えて 居た。 一つと して 鎗 にならない もの はない やう 

に 見えた。 

飯 を 食 ひながら 女中の 話 を 聞く と、 先達って 何とかい ふ 博士が 此の 公園 を 見に 來て、 此れ は大 

變 にい、 處 だから 此の 形勝 を 保存し なければ いけない とい ふ 事に なり、 更に 裏手の 丘 迄 も 公園の 

地域 を擴 張す る 事に なった。 「さうな ると 私 ども は 此處を 立 退かなければ なりません」 と. いふ。 

非常に 結構な 事 だと 思った。 近年 急に 襲うて 来た 「改造」 の 嵐の 爲に、 我 邦の 人の 心に 自然な あ 
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ら ゆる ものが 根 こぎに されて、 其の 代りにべ ンキ 塗りの 思想 ゃ蠟 細工の イズムが、 新開地の 雜貨 

店 や 小 料理屋の やうに 雜 然と 無 恰好に 打 建てられて 居る 最中に、 それ 程と も 思 はれぬ 天然の 風景 

が 方々 で 保存 せられる 事になる の は、 せめても の 事で ある。 ならう 事なら 精神的の 方面で も何處 

かの 山 や 森に 若干の 形勝 を 保存して 貰 ひ 度い。 こんな 事を考 へながら 一 椀の 鯉 こく をす、 つてし 

まった 0 

「繪 をお かきに なるなら、 向 ふの 原つ ばへ 御 出になる とい \處 があります よ」 と敎 へられた 俸 

に 其の 方へ 行って 見る。 近頃の 新しい 畫學 生の 間に 熏寶 がられる セザ ンス 式の 切通し 道の 赤土の 

崖 も あれば、 その さきに は 又舊派 向きの 牛 飼 小屋 もあった。 所謂 原つ ばへ 出る と、 南 を 向いた 丘 

の 斜面の 草原に は 秋草 も あれば 櫻の 紅葉 もあった が、 どうも 丁度 工合の い \處 を此處 だと 思 ひ 切 

りに くいので、 とう/ \ 其の 原つ ば を 通り越して 往還 路へ 下りて しまった。 道端に は處々 に 赤く 

立 枯れに なった 黍の 畑が、 暗い 森 を 背景に して、 さまぐ の 手頃な 小品 を 見せて 居た。 ^しも. う 

少し 好い 處 をと 思って 歩いて 居る 中に、 とう/ \ ぐるりと 一 廻りして 元の 公園の 人口 へ 出て しま 

つた 0 

入口の 向 側に 妙な 細工 もの、 やうな 庭園が あった。 其の 中に. 建てた 妙な 屋臺 作りに 活 人形が 並 
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ベて あった。 鞍馬 山で 牛 若 丸が 天狗と 劍術を やって 居る のがあった。 其の 人形の 色彩から 何から 

が 何とも 云 へ な い 陰慘な ものである。 此の 小屋の 上に 錄 えた 美し い 老杉まで が 其爲に 物凄く 恐ろ 

しく 無氣 味な ものに 感ぜられた。 何の 爲に わざ こんな ものが 作つ て あるの か 全く 分らない。 

秋の 日が 段々 低く 落ちて 行った。 餘り ゆる./ \ して 居て は、 折角 此處 迄來 たのに 一枚 も 描かす 

に歸る 事に なり さうな ので、 行き 當り 次第に 並木道 を 左へ 切れて 行って、 そこの 甘 畑の 中の 小 

髙ぃ處 に 鬼 も 角 も 腰 を かけて 繪具箱 を あけた。 何とな しに 物 新しい 心の ときめきと 云った やうな 

もの を 感じた。 それ は 子供の 時分に 何 か 長く 欲しがって 居た 新しい 玩具 を 手に入れて 始めて 其れ 

を 試みよう とする 時、 或は 何 かの 研究に 手 を 付けて、 始めて 新しい 結 某の 曙光が 朧に 見え 始めた 

時に 感じる のと 同じ やうな ものであった。 天地の 間にある もの は 唯 向 ふの 森と 家と 芋 畑と そして 

一枚の スケッ チ板 ばかりであった。 

向 ふの 小道 を 稀に 百姓が 通った が、 わざ/ \ 自分の 處迄颯 きに 來る人 は 一 人 もなかった。 

どれ だけ 時間が 經 過した か 丸で 分らなかった。 唯 律儀な 太陽 は 私に かま はす 段々 に 低く 垂れ 下 

つ て 行つ て 景色の 變 化が 餘 りに 急激に なって 來 るので、 い \ 加減に 切り上げて しま はなければ な 

ら なかった。 輕 く興裔 して ほてる 顔 を 更に 强ぃ 西日が 照りつ けて、 丁度 酒に でも 微醉 したやうな 
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心 持で、 そしてから だが 珍しく 輕 快で 腹が い X 工合に 空つ て 居た。 

停車場 迄來 ると 汽車 はい ま 出た 許りで、 次の 田 端 停り 迄 は 一 時間 も 待たなければ ならなかった。 

構外の WC へ 行つ て 其處の 低い 柵 越しに 見る と、 丁度 其の 向 側に 一 臺の 荷物 車が あって 人夫が 一 一 

人 其の上に あがって 材木な ど を 積み込んで 居た。 右の 方の バ ックに は 構內の 倉庫の 屋根が 黑く聲 

えて、 近景に 積んだ 米 依に は 西日が 黄金の やうに 郇 いて 居り、 左の 方の 澄み 通った 秋 空に 赤 や 紫 

や 色々 の 煙が 渦 卷き掉 つて 居る のが 餘 りに 美しかった から、 いきなり 鎗具箱 を 柵の 上に 515- いて W 

C の 壁に もたせかけ 大急ぎの スケッチ をしょう とした。 板 は 唯一 枚し かなかった から、 さっきの 

繪の 裏へ 極めて 大まかに 描き 始めた。 

場所が 場所 だけに 見物が 段々 背後に 集まって 來た。 車夫 も 来れば 畢生 も來て 居る やうであった。 

しかし 大急ぎで 此の 隨 間の 光彩 を 攫 まう として^ 搔 いて 居る 私に は、 とても そんな 人達に かまつ 

て 居る だけの 餘裕 はなかった。 それでも 人々 の 言葉 は 時々 耳に は ひる。 私が 新しく ブラシ を 下す 

度に、 「烟 だよ， 一と か 「電柱 だよ」 とか 一 々說 明して くれる 人 もあって、 何だか 少し 背中 や 頸筋の 

邊 がくす ぐった いやうな 氣持 もした。 さう いふ 人の 同情に 酬いる 爲には 私の 鎗 がもう 少し 人の 目 

にうまく 見えなければ 氣の毒 だと 思 ふので あった。 
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ほんの 大體の 色と 調子の 見當 をつ けた 許りで 急いで 繪具箱 を 片付けて しまった。 さて ふり 返つ 

て 見る ともう 誰も 居なかった。 人々 の 好奇心の 目的物 はやつ ばり 此の 私ではなくて r 緣を 描いて 

る何處 かの 人」 であった ので ある。 此 分なら 東京の 町中で もどう やら 寫 生が 出来さうな 氣 もした。 

往 きに 一緒であった 女學 校の ー團と 再び 同じ 汽車に 乘り 合せた が、 生徒 達は往 きと は 丸で^ 入 

の やうに 活遗 になって 居た。 あの 物靜 かな 唱歌 はもう 聞かれ なくなって、 賑 かな 寧ろ 騷々 しい 談 

笑が 客車の 中に 沸き 上った。 小さな バ スケ ットゃ 信玄袋の 中から 取り出した 淺り もの 、獲 前； 餅 や 

サンド ウイ ツチ を 片付けて 居た 生徒 達の 一人が、 さう いふ もの、 包紙 を 細かく 引き裂いて は 窓 か 

ら 飛ばせ 始める と、 . 風下の 窓から 手 を 出して 其れ を 取らう とする ものが 幾人 も 出て 來た。 窓際に 

坐って 居た 若い 商人 風の 男 も 一 緒に なって 其の やうな 遊戯 を享樂 して 居た。 此の 暖ぃ 小春の 日光 

は 矢張り 若い 人達の 血の めぐり をよ くした ので あらう。 此の やうな 血の めぐりの い、 時に、 もし 

本 當の敎 育、 人の 心 を 高い 境地に 引き上げる やうな 積極的な 教育が 施されたら、 どんなに 有效な 

事で あらう。 

元氣 のい、 人達の 中には 少數の 沈んだ 顏 もあった。 喧嘩で もした のか ハ ンケチ を 顔に 押し あて 

て 泣いて 居る の もあった。 此れ も 小春の 日光の 效果の 一 面 かも 知れなかった。 
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途中から 乘 つた 學 生と も 職工と も 付かぬ 男が、 ベ ンチの 肱 掛けに 腰 を 下して 周 園の 女生徒に い 

ろん な 冗談 を 云って 笑 はして 居た。 一， 學校 は何處 …； 小石 川？、 〇〇？  AA? …… 」 など、 女 

學 校の 名前ら しい もの を 列擧 して 居た が 生徒の 方で は 誰も はっきりした 答を與 へないで 唯 笑って 

居た。 どうして 小石 川と いふ 見當 をつ けた か- V 私に は 不思議に 思 はれた。 それ ふ \ の エキス パ ー 

トが 品物の 產地を 云ひ當 てる やうに、 此の 男に は 矢張り 特別な 眼識が 具 はって 居る のかと 思 はれ 

た。 さう 云 はれる と 成程 何となく 小石 川ら しく も 思 はれな い 事はなかった。 

田 端へ 着く ともう いよ/ \ 日が 入り かけた。 夕陽に 染められた 構內は 朝見た 時と は 丸でち がつ 

た 更に/ \ 美しい 別の 總 になって 居た。 數 多い 展覽會 の繪の 中で 一 枚 も 此の 美しい 光景 を 描いた 

もの を 見ない のが 不思議に 思 はれた。 ^^しぃくら日本の鐵道省でも畫家の寫生を禁じて居るとは 

考へ 得られなかった。 

十月 十六 日、 日曜。 昨日の 漫歩が 身體 にも 精神に も豫想 以上に い K 效果 があった やうに 思 はれ 

たので、 今日 もつ ぐけ て 出かけて 見る 事に した。 昨日 汽車の 窓から 見て おいた 浦 和 附近の 森と 丘 

との 間 を 歩いて 見ようと 思った ので ある。 咋 日出る 時には 殆んど 何の あても なしであった のが、 お 


唯 一 度の 往復で 途中へ 數へ 切れない 程の 目當 てが 出来て しまった。 自分 等の 研究の 仕事で もよ く 

似た 事が ある。 唯 空で 考 へる だけで は 題目 は 中々 出て 来ない が、 何 か 一 つつ、 き 始める と 其の 途 

中に 無數 の目當 てが 出来過ぎて 困る 位で ある。 さう いふ 事で も、 輿 味が あるから やる とい ふより 

は、 やる から 興味が 出来る 場合が どうも 多い やうで ある。 

今日は 日曜で 汽車 は 不合理な 不正 當な滿 員であった。 殆んど 身動き も 出来ない 程で、 出る 時に 

出られる かどう かと 思 ふ 位であった。 網棚に 繪具箱 をのせ る さ 所 もなかった のでべ ンチ にの せか 

けて 持って 居る うちに、 誤って 取 落す と 隣に 立って 居た 老人の 足に 當 つた。 老人 は 一寸 怒った や 

うな 顔 を 見せた が、 驚いて あやまったら すぐに 心が 解けた やうで ある。 私 はこん な 時に いつでも 

思 ふ 事が ある。 自分 は 何故 平氣 です まして 居て、 もし 面と 向って 怒られたら、 そんな 處に足 を も 

つて 來て 居る 奴が あるか 氣を つけろ と 怒鳴りつ ける 丈け の勇氣 がない の だら う。 此の 勇氣 がな く 

て はとても 今の 世間 をのん びりした 氣持 では 渡つ て 行かれない らしい。 昔 は 命 を 的に しなければ、 

うっかり 誤って.. -も 人の 足 も 踏めす、 惑 口 も 無論 云 はれなかった。 私の 血緣の 一人 は 夜道で 誤つ 

て 衝き當 つた 人と 斬り 合って 相手 を 殺し 自分 は 切腹した。 それが 今では 法律に 觸れ ない 限り、 自 

分の 眼鏡で 見て 氣に 人らない 人間なら、 足 を 踏みつけ ておいて、 逆様に 罵し る 方が 男らしく てい 
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いので ある。 さう いふ 事 を 道樂の やうに して 歩いて 居る 人格者 も ある。 それで 私 は 自分の 子供 等 

の 行末 を 思 ふなら、 さう い ふ 風に 今から 敎育 しなければ さきで 困る ので はな いかと 思 ふ 事 も 屡 、、 

ある。 

「赤 羽で 今 電氣を 焚く ところ を こさへ て 居る が、 其れが 出來 ると はや …… J こんな 事 を 話して 

居る 男が あった。 電氣を 焚く とい ふ 言葉が 面白かった。 日本語 も かう いふ 工合に 活用させる 人ば 

かりだったら、 字 を 見なければ 分らな い 或は 字 を 見ても 讀 めな いやうな 生硬な 術語な ど を やめて 

しまって、 もう 少し 親しみの ある ものに 代へ る 事が 出來 さう である。 國 語調 茶會 とかい ふ もので 

かう いふい 上 百 葉 を 調べ 上げたら よさ さう に 思 はれた。 

浦 和の 停車場から すぐに 町外れへ 出て 甘藉ゃ 里芋 やい ろ/ \ の 畑の 中 を ぶら/, \ 歩いた。 と あ 

る雜木 林の 出つ 鼻の 落葉の 上に 風呂敷 をし いて 坐り込んで 向 ひの 丘 を寫し 始めた。 平生は 唯 美し 

いとば かりで 不注意に 見過して 居る 秋の 森の 複雜な 色の 諧調 は 全く 臆病な 素人 繪か きを 途方に く 

れ させる。 未だ 眼の 鋭くない 吾々 初學 者に 取って は 恐らく 此れ程い、 村 料 は あるまい。 しかし 黑 

人に なれば 多分 唯 一 面の ちゃぶ 臺、 一 握の 卓 布の 面の 上に でも 矢張り これ だけの 色彩の 錯綜が 認 

めら れ るので あらう。 それ 程になる の も考へ ものである とも 思 ふが、 併し 假令樂 しみ 事に しろ や 
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つばり 其處迄 行かなければ つまらな いと も 思 ふ。 

畑に 栽培され て 居る 植物の 色が 一切れ 1 母に それぐ 一 つも 同じ もの はない。 打 返されて 露出し 

て 居る 土で も 乾燥の 程度 や 遠近の 差で みんな それぐ に 違った 色の 二 ュ ァ ンスが ある。 それ 等の 

可也に 不規則な 平面 的 分布が、 透視 法と いふ 原理に 統一 されて、 其處に 美しい 幾何 學 的の 整合 を 

示して 居る。 此 等の 色 を 一 つ 取り か へ て も、 線 を 一 つ 引き 違へ て も、 もう 駄目 だとい ふ氣 がする。 

十歲 位の 男の子が 二人 來て 後の方で 見て 居た。 「い、 ねえ」 一 い、 色 だね え， 一な ど、 云って 居る 

のが 矢張り 子供ら しい 世辭の やうに 聞こえた。 遠慮深 い 小さな 聲で 云って 居る ので あつたが 流石 

に 昨日の 大宮の 車夫と はちがつて、 畫の 中の 物體を 指摘したり しないで 一色 一 を 云ったり する 處 

がそれ だけ 新しい 時代の 子供で あるの かも 知れない。 

此處 はい. - 加減に 切上げて 丘の 上の 畑の 中 を 歩いた。 黍 を 主題に したの が 一 枚 描き 度かった が 

どうも 工合の い \背景 が 見付からなかった。 同じ 畑の 中 を 何遍も 往復して 居る の を 少し 離れた 畑 

で 働いて 居た 農夫が 怪しんで 居る やうで 少し 氣が 引けた。 自分が 農夫に なつ て 見た 時に 此の 繪具 

箱 を ぶら下げて 歩いて 居る 自分が 如何にも 東京の のら くら 者に 見える ので 心細かった。 とう/^ 

鐵道 線路の 傍の 塵の 上に 腰かけて、 一枚 ざっと どうにか 圭 E き 上げて しまった。 
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十月 十八 日、 火曜。 午後に 子供 を 一人 つれて、 日暮 里の 新開 町 を 通って 町 は づれに 出た。 戰爭 

の爲に 出来たら しい 小 工場が 到處に 小規模な 生産 を やって 居る。 鬼 も 角 も 自分の 子供の 時にはみ 

んな 貴重な 舶來 物であった 品物が、 ちゃんと 此處 等の こんな 見窄らしい 工場で 出来て 綺麗な ラベ 

ル など を 貼られて 市場に 出て くるので あらう。 其れ だけで も 日本が えらくな つたに は 相違ない。 

此れで もし 世界中の 他の 國が 昔の 儘に 一 足 踏」 をして、 日本の 追 付く の を 待って 居て くれたら 嘸 

い 、 だら う。 

町 は づれに 近く 靑ぃぺ ンキ 塗りの 新築が 目に付いた。 それ を 主題 にした スケッチ を 一 枚 描か 

うと 思って 適當な 場所 を搜 して 居る と、 ちゃんとした 本物の 畫擧 生らし いのが 二人、 同じ 「靑ぃ 

家 一 を 取 入れて 八號 位の 畫布を 描いて 居る のに 出合った。 一 人 は 近景に 黍の 行列 を 入れ 一 人 は 溝 

に 架った 板 橋 を 使って 居た。 一 人の は 赤黑く 一  人の は 著しく 黄色つ ぼい 調子が 目に付いた。 

私 は 少し 行き過ぎて、 深い 堀割 溝の 崖の 緣に 坐って 溝渠と 道路の パ ー スべ クチ ー ヴを眞 中に 入 

れ たの を 描いた。 近處の 子供 等が 入り 代り 何人と なく^き に來 た。 此邊の 子供に は 大分 專門 的の 

知識が あつ て 「チ ュ I ブ」 だの ーパ レ ッ ト. j だのと いふ 言葉 を 云つ て 居る のが 聞こえた。 そして 
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浦 和邊の 子供と は 凡ての 質が 遠って 居た。 

歸 りに、 腰に 敷いて 居た 大きな 布片の 塵を拂 はう とした 拍子に 取 落した。 それが 溝の 崖の 十つ 

と 下の 方に 引つ か、 つて 容县に は 取り上げる 事が 出来ない ので、 其 俊に して 歸 つた。 此の 布切れ 

が 今でも やっぱり 引か、 つて 居る かも 知れない。 此日 かいた 鎗を 見る と、 繪の 下の 方に 此の 布 切 

れが ぶら 下って 居る やうな 氣 がして 仕方がない。 人殺し をした 人間の 或る 場合の 心 持 は 何 處か此 

れと 似た ものが あるの かも 知れない。 (中略) 

十月 廿 九日、 土曜。 王子 電車で 小 臺の渡 迄 行った。 名前 だけで 想像して 居た 此の 渡 場 は 武藏野 

の 尾花の 末 を 流れる 川の 岸の 淋し い 物 哀れな 小驛 であった が、 來て 見る と先づ 大きな 料理屋 兼 旅 

館が 並んで 居る 間にべ ンキ 塗りの 安 西洋 料理屋が あったり、 川の 岸に はい ろんな^ 末な 工場が あ 

つたり、 そして 猪 苗代 湖の 水力で 起した 電壓幾 萬 幾千 ボルトの 三相交流が 河の 高い 空 を 跨いで 居 

るのに 驚かされた。 

先月からの 雨に 荒 川が 溢れた と 見えて、 川 沿の 草木 は みんな 泥水 を かむ つた ま、 に 干 上って 一 

缓 に な い 灰色 をして 居た。 全 色盲の 見た 自然 は 或は こんな もの だら うかと い ふ氣 がして 不愉快 
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であった。 

高壓 電線の 支柱の 處迄來 ると、 河から 直角に 掘り 込んで 來た 小さな 溝渠が あった。 此れに 沿う 

て 二 條のト a の 鐵軌が 敷いて あって、 一 一三 町距 てた 電車 通の 神社の 脇に 通じて 居る。 溝渠の 向 側 

に は 小規模の 鐵 工場ら し いもの 、廢墟 が ある。 永 い 間 雨曝しに なって 居る らしい 鐵の 構造 物 はす 

つかり 赤鍩 がして、 それが 靑ぃ トタン 屋根と 美しい 配合 を 示して 居る。 煙突な ども 倒れ か、 つた 

ま、 になって 何となく 荒れ 2^ てた 眺 である。 此の 工場の 爲に 掘った かと 思 はれる 裏の 溜池に は 掘 

割 溝から 河の 水 を 導き 入れて あった。 其の 水門が 崩れた 儘に なって 居る のも畫 趣が あった。 池の 

對 岸の 石垣の 上に は 竹 藪が あって、 其の 中から 一本の 大複が 聳えて 居る が、 其の 梢の 紅 や 黄を帶 

びた 色彩が 何とも 云 はれな い 美し い。 樹の 影に は 他の 工場の 倉庫ら し い 丹塗りの 單 純な 建物が 半 

面 を 日に 照らされて 輝いて 居る。 其の 前に は廢 工場の 汀に 茂った 花雜が 銀の やうに 光って 居る。 

溝の 此方に 畫 架を据 ゑて 對 岸の 複と 赤い 倉庫と 薄との 三角形 を 主題に して 描き 始めた。 

描いて 居る すぐ 傍に は 新しい 木の香の する 林木 が^んであった。 又 少し 離れた 處には 大きな 土 

管が いくつ も 妙 利の 上に ころがし てあつた。 私が 其 處へ來 る 前から、 中學の 一年 か 二 年 位と 見え 

る 子供が 唯一 人 村 木の 上に 腰 を かけて 居た が、 私が 描き 始める と 傍へ 來て 大人しく 見て 居た。 そ お 


して 何時 迄 もせ ハ處を 離れないで 見て 居る のであった。 

其內に 土方の やうな ものが 一 一三 人す ぐ 背後の 方へ 來て村 木の 上に 腰かけて 何 かしきりに 話し合 

つて 居た。 誰か 其 處に來 る 害の 人 II— それ は 多分 親方 か 何 か、.^ 未だ 來て 居ない の を 待 遠し がって 

噂 をして 居る らしかった。 傍に 「繪を 描いて 居る 男」 など は 全で 問題に ならない らしい 程 熱心に 

話 合って 居た。 

其內に 荷馬車の 音が して 大勢の 人夫が やって来て、 衬 木を轉 がして は 車に 積み 始めた ので、 私 

はしば らく 畫架 を片 よせて 避けなければ ならなかった。 そこで 少し 離れた 土管に 腰 を かけて 煙草 

を 吸 ひながら 描き かけの 繙の穴 を 埋める 事 を考へ て 居た。 

人夫の 中には 繪を視 きに 來る もの もあった。 そして 色々 人 を 笑 はせ る 心 らしい 粗暴な 或は 卑 

猥な 言語 を 並べたり した。 「あの 曲った 煙突 を かくと い， -ん だが な あ」 など k いふ 者 もあった。 

「文展 へ 行って 見ろ、 島村觀 山と か 寺岡廣 業と か、 あ、 いふの は みんな 大家 だぜ、 こんなのと は 

ちがわ あ」 「あれで も 何處か へ 持つ て 行き あ、 三十 圓ゃ 五十 圓 にゃあな るんだ よ」 などい ふの も 聞 

こえた。 

さっきの 子供 はいつ 迄 も其處 いら を 離れす にぶら して 居た。 遠足に して は 唯 一人と いふの 
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リ笑 しかった。 餘程搶 が 好きな ので、 かう して 油糟の 出来て 行く 道筋 を 飽きす におし まひまで 

見届けよ うとして 居る のかと 思っても 見た。  . 

一 度 去った 荷車と 人夫 は 再び 歸 つて 来た。 彼等の 仕事し ながらの 會話 によって 對 岸の 廢 工場が 

某の 鑄 物 工場であった 事、 それが 漸く 竣成して いよ/ \- 製造 を 始めよう とする 途端に 經濟 界の大 

變 動が 突發 して 其 儘廢墟 になって しまった 事な ど を 知った。 

繪具箱 を 片付ける 頃に は 夕日が 傾いて 廢墟の 汀の 花 薄 は 黄金の 色に 染められた。 其處に 堆積し 

た 土塊の やうな もの はよ く 見る とみな 石炭であった。 溜池の 岸 には子 供が 一 一三 人 釣 を 垂れて 居た。 

熔爐の 屋根に は 一 羽の 鴉が 首 を 傾けて 何 かしら 考 へて 居た。 

繪 として 見る 時には 美しく 面白い 此の 廢墟の 影に、 多数の 人の 家の 悲慘な 運命が 隱れて 居る の 

を、 此の 瞬間 迄 私 は 少しも 考 へないで 居た。 一度 氣が 付く ともう 眼の 前の 搶は 消えて 其處に はさ 

まざ まな 悲劇の 場面が 現 はれた C 

利 慾の 外に 何物 もな い 人達が 戰 時の 風雲に 乘 じて 色々 な 際ど い 仕事に 手 を 出し、 それが 殆んど 

豫 期された 害の 變 動の 爲に 倒れ. たの はどうに も 仕方がない としても、 さう いふ 人の 妻子の 身の上 

は考へ て 見れば 氣の 毒で ある。 
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突然す ぐ 前の 溝の 中から 呼びかける ものが ある。 見る と 河の 方から 一艘の 荷船が 何時の間にか 

は ひって 來て 居る。 市中の 堀な どで よく 見かける やうな、 船 を 家と して 渡って 行く 家族の 一 つで 

ある。 舳に 立って 居る 五十 近い 男が 今 呼びかけ たの は 私ではなくて、 さっきから 私の 繪を 見て 居 

た中學 生であった。 

子供に 關 する 凡ての 事が 稻 妻の 閃めく やうに 私の 頭の 中に 写し出された。 今：：： は 土^で ある。 

市の 中 擧 から 恐らく 一  週間ぶ りに 歸 つた子 供は此 一 夜 を 父母と 同じ 苫の 下で 明かさう とする ので 

あらう。 其れ を迎に 来た 親と、 待ち 草臥れた 子供と が、 船と 岸と で默 つて 向 合って 居る 淋しい 姿 

を 見比べた 時に、 何だか 急に 胸の 邊 がくす ぐった くな つて 知らぬ 間に 淚が 出て 居た。 何の 爲の淚 

であった か 自分で も 分らない。 

繪の 世界 は此上 もな く. 美しい。 暫く 此の 美しい 世界に 逃れて 病 を 養 はう と 思っても、 繪の 底に 

隱れ たせの 中が 少しの 心の 隙間 を 窺って すぐに 眼の 前に 迫って 来る。 此れ は 私の！^ が 弱い のか 世 

の 中が 强ぃ のか、 どっち だか 此れ もよ く 分らない。 

一 つの 工場が 倒れる 一 方に 他の 工場 は 新に 建てられて 居る。 さっきの 材木 も 矢 張. り何處 かの ェ 

場ので ある 事が 人夫の 話から 刺斷 された。 工業が 衰 へた 譯 でもない らしい。 個體が 死んでも 種 
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が榮 えれば 國家は 安泰で ある。 個體の 死に 附隨 する 感傷的な 哀詩な どは考 へない 方が 健全で い 、 

かも 知れない。 . 

工場の みならす 到處に 安普請の 家が 建ち か、 つて 居る のが 此 間中 目について 居た C 1 と 頃驟が 

しかった 住宅難の 解決が こんな 風に してな しく づ しに 付いて 居る かと 思 はれた。 未だ 荒壁が 塗り 

かけに なって 建具 も 張って ない 家に 無理 無體に 家財 を 持ち込んで、 座敷の 眞 中に 築いた 夜具 ゃ簞 

笥の 胸壁の 中で 飯 を 貪って 居る 若夫婦が 目に付い たりした。 

新開地 を 追うて 来て 新に 店 を 構へ た 仕出し屋の 主人が 店先に 頰杖を 突いて 行儀 悪く 寝ころんで 

居る 眼の 前へ、 膳 椀の 類 を 出し 並べて 賣り 付けよう として 居る 行商人 もあった。 其 處らの 森 陰の 

汚ない 藁屋の 障子の 奥から は 端 唄の 三味線 を さらって 居る 音 も 聞こえた。 かう して 我大 東京 はだ 

らしな く 無 設計に 横に 擴 がって、 美しい 武藏野 を 何處迄 もと 蠶 貪して 行く ので ある。 こんなにし 

なくても 市中の 地の 底へ 何 層樓の アバ ー トメ ント でも 建てた 方が よさ さう に 思 はれる。 さう しな 

いと、 おしま ひに は 米 や 大根 を 地下室の 棚で 作らなければ ならない 事になる かも 知れない。 

伯林の 郊外で 未だ 家の ちっとも 建たない 原野に、 道路 だけが 立派に 磨いた 土 瀝青 張りに 出来 上 

つて、 美術的な ランプ 柱が 行列して 居る の を、 少し 馬鹿々々 しい やうに も 感じた ので あつたが、 9 


やっぱり あ、 しなければ かうな るの は 當り前 だと 思 はれた。 

想 ふに 「場末の 新開 町」 とい ふ 言葉 は 今の 東京 市 の^ん ど 全部に 當 嵌まる 言葉で ある。 

十一月 二日、 水曜。 跪 谷から 玉 川 電車に 乘 つた。 東京の 市街が 何處迄 も/ \續 いて 居る のにい 

つもながら 驚かされた。 

世田ケ 谷と い ふ處 が何處 かしら 東京 附近に あると い ふ 事 だけ 知つ て、 それが どの 方-. M だか は 今 

日 迄つ ひ 知らす に 居た が、 今 此處を 通って 始めて 知った。 成程 兵隊の 居さうな とい ふ 事が 町に 

んで 居る 店屋の 種類から も 想像され るので あった。 

駒澤 村と いふの が 矢張り 此の 線路に ある 事 も 始めて 知った。 頭の 中で 離れ になって 何の 連 

絡 もなかった 色々 の 場所が 丁度 數珠の 珠を絲 に 連ねる やうに、 電車 線路に 貫かれて つながり 合つ 

て來 るの が 一 寸 面白かった。 

學 校で 敎 つたり IA 曰 物 を讀ん だり して 得た 知識 も 矢張り 離れ/ \ になり 勝ちな ものである。 唯自 

分が 何 かの 問題に まともに ぶっかって、 其方の 必要から 此 等の 知識 を 通り 拔 ける 時に、 凡ての 空 

虛な 知識が 體驗の 絲に貰 かれて 始めて 活 きて 連結して 來る。 此れと 同じ やうな もの だと 思 ふ。 
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農科の 實 科の 學 生が 二三 人乘 つて 居た。 みんな 大きな 包の やうな もの を携 へて 居る。 休日で も 

ない のに 何處へ 行く の だら うと 思って 氣を つけて 居た。 すると 途中から もう 一 人 同じ 帽章 をつ け 

たのが 乘り. 込んで、 いきなり 入口に 近く 腰掛けて 居た 一人の 肩 をた、 き 「オイ、 どうした」 と聲 

を かけた。 其の 言葉の 響の 或る 機微な 特徵 で、 私 は 此の 畢生が 固有の 日本人で ない 事 を 知った C 

氣を 付けて 見る と、 つ い 私の 隣に かけて 居た 連れの 一 人の 讀んで 居る 新聞が 漢字ば かりの もので 

あった。 容貌から 見る とどう も 支那ではなくて 朝鮮から 來た 人達ら しく 思 はれた。 

玉 川の 磧 では 工兵が 架橋 演習 を やって 居た。 あまり きら/ \ する 河原に は 私の 搜す やうな 畫題 

はなかった ので、 河と 此れに 並行した 丘との 間の 畑地 を當 もな く 東へ 歩いて 行った。 廣ぃ/ \桃 

畑が あるが、 樹 はもう みんな 葉 を ふるって しまって、 實を 包んだ 紙の 取り 殘 された のが 雨に た 

たけて くつ つ いて 居る。 少し はなれて 見る と 密生した 梢の 色が 紫色に ぼうと 煙った やうに 見える" 

畑の 間 を 縫 ふ 小道の 傍の 處々 に 黄ばんだ 榛の樹 の 梢 も 美し い。 

i の 上へ 登って 見ようと 思って 道 を 捜して 居る と 池の 樣な もの、 傍に 出た。 漣 一 つ 立たない 池 

に 映った 丘の 森の 色 も 又な く 美し いもので ある。 汀に 茂る 葭の斷 間に 釣 をして 居る 人が あった。 

私の 近づく 足音 を 聞く と 振 返って 何だか ひどく 落ち 付かぬ 風 を 見せた。 もし 此の 池で 釣魚 をす る 
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事が 禁ぜられて も 居る か、 さう でない とすれば、 此の 人 は 矢張り 自分の 様な たちの、 云 はに 据 

りの 悪い 良心 を もった 人間 だら うと 思 はれた。 そして 悪い 事 をして 居なくても、 人から 悪い 事 を 

して 居る と 思 はれ はしない かと 思 ふと 同時に、 實際 悪い 事 をして 居る と 同じ 心 持になる とい ふた 

ちの 男 かも 知れない と 思った。 そして 同病 相憐む 心から 私 は 急いで 其處を 通り過ぎ ねばなら なか 

つた。 

渐く 丘の 下の 往還に 出る と、 丁度 其處 から 登る 坂道が あった。 登りつ める と 綺麗な 芝を植 ゑた 

斜面から 玉 川 沿の 平野 一面 を 見晴す 事が 出来た。 併し 其れよりも 私の 眼を牽 いたの は、 丘の 上の 

畑の 向 側に 柹の 大木が 幾 本と なく 並んで 其の 葉が 一 面に 紅葉して 居る のであった。 其 向 ふ は 一 段 

低くな つて 居る と 見えて 柹の 梢の 下に ある 家の 藁葺 屋根 だけが 地面に のっかつ て 居る やうに 見え 

て 居た。 此處で 畫架を 立て 上 一時間 餘りを 無心に 過した。 

崖 を 下りて 停車場の 方へ 行く 道 傍に は淸ら かな 小 流が 音を立て 、流れて 居た。 小川の 岸に 茂る 

色々 の 灌木， は みんな さまぐ の 秋の色 彩に 染められて 居た。 小川と 斤-との 間の ー帶の 地に、 別莊 

らしい 家が 處々 に 建って 居る。 後に は 森 を 背負 ひ、 門前の 小川に は 小 橋が か、 つて 居る、 何とな 

しに 閑寂な 趣の ある 好い 土地 だと 思 ふ。 併し 此の 小川の 流が 衛生の 方から 少し 氣 になる 點も ある 
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と 思った。 

電車 は小學 校の 遠足の かへ りで 一杯であった。 據 なく 車掌 臺に 立って 外 を 見て 居る と、 或る 切 

通しの 崖の 上に 建てた 立派な 家の 庇が 無殘に 暴風に 毀され て 其 儘に なって 居る のが 目につ いた。 

液體カ 寧の 敎 へる 處 では かう いふ 崖の 角 は 風力が 無限大に なって 壓 力の うんと 下がらう とする 處 

である。 液 體カ舉 を 持 出す 迄 もな く、 かう いふ 處へ家 を 建てる の は考へ ものである。 しかし 或は 

家の 方が 先に 建って 居た ので 切通し の 方が 後に 出来た かも 知れない。 さう だとす ると 電車の 會社 

は 此の 家の 持主に 明白な 損害 を 直接に 與へ たもの だとい ふ 事が 科學 的に 立證 される 譯 である。 此 

れ によく 似た 場合 は 物質的の みならす 精神的の 各方 面に も到處 にある が 損害 を かけた 人 も 受けた 

人 も 全然 其 場合の 因果 關 係に 心 付かな い 事が 多い やうに 思 はれる。 其のお かげで 吾々 は 枕 を 高く 

して 眠って 居られる。 そして 言論 や 行動の 自由が 許されて 居る。 春秋の 筆法が 今 は 行 はれない の 

であらう。 さう でなければ こんな 事もう つかり は 云 はれな い 0 

世 田ケ谷 近くで 將校 がー 一人 乘 つた。 大尉の 方が 少佐に 對 して 無雜 作な 言語 使 ひで しきりに 話し 

かけて 居た。 少佐 は 多く 默 つて 居た。 其の 少佐の 胸の ボタンが 一 つ はとれ て 一 つ はとれ か、 つて 

居る のが 始終 私の 氣 にか、 つた。 
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同 乘の小 學生を 注意して 見る と、 勿論 みんな 違った 額、 であるが、 其れで 居て 妙に みんなよ く 似 

た 共通の 表情が ある。 軍人 を 見ても やつば りさう であるら しい。 此れが どうして さうな るか を 突 

きとめる 事 は 或る人々 に 極めて 重大な 問題で あると 思 はれる。 吾々 の 見た 蟥ゃ 蜜蜂の やうに 個體 

の 甲と乙との 見分けが 付かな くなら なければ 其の 「集 圑」 はま だ 本物に なって 居ない と 思 ふ。 

十一月 十日、 水曜。 池 袋から 乘換 へて 東上 線の 成 增驛迄 行った。 途中の 景色が 私に は 非常に 氣 

に 入った。 見渡す 限り 平坦な やうで あるが、 全 體が海 拔幾メ ー トル かの 高臺 になって 居る 事 は、 

處々 に 凹んだ 谷が あるので 始めて 分る。 さう いふ 谷の 處に はき まって 松ゃ雜 木の 林が ある。 此の 

谷の 遠く 開けて 行く さきに は 大河の ある 事 を 思 はせ る。 畑の 中に 點々 と 基 布した 民家 は、 きまつ 

たやう に 森 を 背負って 西北の 風 を 防いで 居る。 なる 程 吹き曝し では 冬が 凌がれまい。 • 

私の 鄕 里の やうに、 又 日本の 大部分の やうに、 どちら を 見ても すぐ 鼻の 先に 山が 聳えて 居て、 

僅の 低地に は I ぉ陶し い 水田ば かりし かない 土地に 育った ものに は、 此の やうな 景色 は 珍しくて、 

そして 如何にも 明るく 平和に のび/ >\ した 感じが する。 此れと 云って 特に 指す もの k ない 爲に 一 

見單 調な やうに 見える が、 其の 中に 可也 複雜 な、 しかし 柔 かな 變化は 含まれて 居る。 餘 りに 強い 
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日常の 刺戟に 疲れた もの 、眼に は 此の やうな 眺めが 又な く 有難い。 

米 を 貪って 育って 居ながら かう い ふ 事 をい ふの はすまない が、 水田と いふ もの 、景色 は 何故か 

私に は 陰氣な 不健康な 感じ を與へ る。 又 いくら 廣 くても 其の 面積 は 吾々 の 下駄ば きの 足 を容れ 

事 を 許さない 爲に、 なんとなく 行き詰まった 窮屈な 感じ を與 へる が、 畑地なら ば實 際何處 でも 歩 

いて 行けば 行かれる と 思 ふだけ でも 自由な 舒び やかな 氣 がする。 

葱 や 大根が 到 處に靑 々として、 麥は まだ 僅に 芽 を 出した 處が ある 位であった。 此 間迄靑 かった 

害の 芋の 葉 は 數日來 の 霜に 凍て 、すっかり うだった やうに なった のが 一 つ 丁寧に 結び 束ねて 

あった。 

成增で 下りて 停車場の 近く を あてもなく 歩いた。 と ある 谷 を 下った 處で、 曲りくねった 道路と 

其の 道 傍に 榛の木が 三 四本眞 黄に 染まった の を 主題に して、 稍 複雑な 地形に 起伏す る 色々 の 畑地 

を畫 布の 中へ 取り入れた。 

歸 りに 汽車の 窓から 見た 景色 は往 きと は 見 違へ る 程に 一層 美しかった。 凡ての ものが 夕 R を 浴 

びて 輝いて 居る 中に も、 分けて 谷の 西 向の 斜面の 土の 色が 名狀の 出来ない 美し いものに 見えた。 

線路に 沿うた と ある 森 影から 靑ぃ 洋服 を 着て、 ミ レ 1 の 種 蒔く 男の 着て 居る やうな 帽子 を かぶつ 
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た 若者が、 一疋の 飴色の 小牛 を 追うて 出て 來た。 牛の 毛色が 燃える やうに 光って 見えた。 それ は 

どうしても 此 世の ものではなくて 誰かの 名畫の 中の 世界が 眼前に 活 きて 動いて 居る としか 思 はれ 

なかった。 

殆んど 感傷的に なって 見惚れて 居る 景色の 中には、 こんなに 日が 暮れ か X つ て もま だ 休ます 働 

いて 居る 農夫の 家族が 幾 組と なく 居た。 赤兒 をお ぶって、 それ を ゆさぶる やうな 足 取 をして、 麥 

の 芽 を ふんで 居る 母親 達の 姿が 哀れに 見えた。 かう して 日の 暮れる 迄 働いて おいて 朝 はもう 一 一時 

頃から 起きて 大根の 車の 後 押 をして 市場へ 出る ので あらう。 

市に 近づく に從 つて さ 氣の獨 つて 來る のが 眼に も 鼻に も 感じられた。 風の ない 市の 上空に は 鉛 

色の 煙が 物凄く 棚引いて 居た。 

若しも 事情が 許すなら、 私 は 此の 廣ぃ 平坦な 高 臺の森 影の 一つに 小さな 小 家 を 建て、、 一週の 

中の 或 一 日 を 其處に 過したい と 思ったり した。 此れ迄 色々 の 所謂 勝地に 建つ て 居る 別莊 など を 見 

て も、 自分の 氣 持に しっくり はまる やうな もの はこれ と 云って 頭に 止まって 居ない。 海岸 は心騷 

がしく、 山の 中 は 物 恐ろしい。 立派な 大 廈高樓 はどう も氣樂 さう に 思 はれない。 賴 まれても さう 

いふ 處に 住む 氣に はなれさう もない。 しかし 此の 平板な 野の 森 陰の 小屋に 日當 りの い \緣 側な り 
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ヴ H ラ ンダが あつ て 其處に 一 年の 中の 選ばれた 數日を 過す の はそんな に 悪く はなさ さう に 思 はれ 

た r リ 

つ いそんな 田園詩の 幻影に 襲 はれた 程に 今日の 夕陽 は 美し いものであった。 

永い 間 宅にば かり くすぶって 居て、 適 "此の 好い 時節に 外の 風に 吹かれる と氣持 はい、 やうな 

もの \、 餘 りに 美しい 自然と 其處 にも 附き纏 ふ 世の中の 刺戟が 病 餘の神 經には 少し 利き 過ぎる や 

うで も ある。 もう そろ，. 塞く はなる し、 寫生行 もしば らく 中止して いよ，/^ 靜 物で もやり 始め 

なければ なる ま いと 思つ て 居る。 (大正 十 一年 一  n:、 中央 公論) 


子供の 時分から 病弱であった 私 は、 物心が 付いて から 以來殆 んど醫 者に か、 り 通しに 力" つて 

居た やうな 漠然とした 記憶が ある。 幸に 命 を 取り止めて 來た 今日で も 矢張り 斷 えす 何 かしら 病氣 

を もつ て OlP な い 時 はない やうに 思 はれる。 簡 單なラ テ ン 語の 名前の つく やうな 病 氣には 力 、つて 

居ない 時で も、 何とな しに 自分の からだ を 厄介な 荷物に 感じない 日 は 稀で ある。 唯習惯 のお かげ 

で それの はっきりした 自覺を 引きす り 歩かない とい ふだけ である。 それで 自分 は、 丁度 色盲の 人 

に 赤綠の 色の 觀 念が 缺 けて 居る やうに、 健康な 身體に 普通な 安易な 心 持 を 思料す る 事が 出来な い 

ので はない かと 思 ふ 事 も ある。 尤も 健康な 人 は、 さう いふい、 心 持が 常態であって 見れば、 病後 

で もな い 限り 矢張り それ を 安易と も 幸福と も自覺 しな いだら う。 すると 結局 日常生活の 仕事の 

上に は、 自分の やうな もの も 健全な 人 も、 身體 の自覺 から 受ける 影響 は 大した もので はない 力 も 


笑 


知れない が、 併し 此れ程 根本的な 肉體 的の 差別が 何處 かに 發露 しない 害 はない。 

それで、 此れから 吿 白しょう とする 私の 奇妙な 經驗が 何處迄 正常な 健康 を 保有して 居る 幸福な 

人達に 共通で、 何處 からが 私の やうな ものに 限っての 病的な 現象に 聯關 して 居る か は、 遣憾 なが 

ら 私自身に もよ く 分らない。 此の ー篇を 書く やうに なった 動機 は 寧ろ 此の 點に對 する 私の 不可解 

な 疑念で あると 云っても い 、。 

私 は 子供の 時分から、 醫 者の 診察 を 受けて 居る 場合に 吃 度 笑 ひ 度くなる と い ふ 妙な 癖が ある。 

此の 癖 は 大きくな つても 中々 直らなくて、 今でも 其の 痕跡 だけ はま だ殘 つて 居る。 

病氣と 云っても 四十 度 も 熱が あったり、 或は 身體 の何處 かに 堪へ 難い 痛が あったり する やうな 

場合 は 流石に そんな 餘裕 はない が、 病 氣の自 覺症狀 がそれ 程 強烈でなくて、 起き 上って 坐って 診 

察して 貰 ふ 位の 時に 此の 不思議な 現象が 起る ので ある。 

先づ醫 者が 脈 を 抑へ て 時計 を 讀んで 居る 時分から、 そろ/ \. 此の 笑の 前兆の やうな 妙な 心 持が 

からだの 何處 かから 起って 來る。 もれ は 決して 普通の 可笑しい とい ふやうな 感じで はない。 自分 

の 差し延べ て 居る 手 を 其 儘の 位置に 保た うとい ふ 意識に 隨 伴して 一 種の 緊張した 感じが 起る と 同 
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時に 此れに 比例して、 身體 の何處 かに 妙な くすぐった いやうな 頼りない やうな 感覺が 起って、 其 

れが 段々 からだ 中 を 彷徨し 始める ので ある、 云 は 丑 半う じて 平衡 を 保つ て 居る 不安定な 機械の 何 

處 かに 少しの 餘 計な 重量で も か、 ると、 その 爲に 機械 全體の 釣合が とれ なくなって、 彼方此方が 

ぐらついて 來る やうな もの かも 知れない。 實 際から だが 妙に ぐらぐらしたり、 それ を 抑へ ようと 

すると 肝心の 手の 方が がくりと 動いたり する ので ある。 

ウイ） 'クチ— ゥ 

弱い 祌經と 云って しまへば それ迄の 事 かも 知れない が、 問題 は 此れが 「笑」 の 前奏と して 起る 

點 にある C 

舌 を 出したり 咽喉 佛を引 込めて 「あ、」 とい ふ氣の 利かない 聲を 出したり、 眼険を ひっくり返 

されたり する やうな 何でもな い 事が、 丁度 平衡 を 失つ て ゆるんで 居る 際ど い 隙間 へ 出く はす 爲だ 

かどう か、 よく は 分らない が、 場合によって は 此んな 事で も、 鬼に 角旣に 「笑」 の 方に 向って、 

倒れ か 、 つ て 居る 氣 分に 輕ぃ衝 擊を與 へ る やうな 效果は あるら しい。 

いよ/ \ 胸を宽 ろげ て 打診から 聽；^ I と 進んで 來 るに 從っ て、 身體 中を驅 けめ ぐつ て 居た 力無い 

頓 りな いくす ぐった いやうな 感じが 一 層强く 明に なつ て來 る。 さう して 深呼吸 をしょう として 

,1 一 杯に 空 氣を吸 ひ 込んだ 時に 最高 頂に 達して、 それが 息 を 吹き出す と共に 一 時に 爆發 する。 す 
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ると 其れが ちゃんと 立派な 「笑」 になって 現 はれる ので ある。 

何も 其 處に笑 ふべき 正 當の對 象の ない のに 笑 ふとい ふの が 不合理な 事で あり、 醫 者に 對 して 失 

禮は 勿論 甚だ 恥づべ き 事 だと い ふ 事 は 子供の 私に もよ く 分つ て 居た。 傍に 坐って 居る 兩 親の 手前 

も 氣の毒 千 萬であった。 それで なるべく 我慢し ようと 思って、 霄を强 く嚼ん だり、 こっそり 膝 を 

つねった りする が、 眼から 淚は 出ても 此の 「理由な き 笑」 は 中々 それ 位の 事で は 止まらなかった。 

その やうな 努力の 結果 は 却つ て 防がう とする 感じ を强 める やうな 效果 があった。 ところが 翳 者の 

方 は 案外 何時も 平氣で 一緒に 笑って くれたり する。 さう すると、 もう 手 離しで 笑っても い、 とい 

ふ 安心 を 感じる と 同時に、 笑 ひ 度い 感覺 はすうと 一 時に 消滅して しま ふので ある。 

胸部の 皮膚に 觸られ るの が 直接に くすぐったい 感覺を 起させる ので、 其れが 原因 かと 思 はれな 

い 事 もない が、 實 はさう ではなくて、 それより は 寧ろ 息 を 吸 ひ 込まう とする 努力と 密接な 關 係の 

ある 事が 自分で よく 分る。 腹部 を 揉んだり する 時には 實際 却って さう 笑 ひ 度くなら なかった。 

か、 りつけ の醫 者に 診て 貰 ふ 場合に は、 それ 程 困らなかった が、 始めての 醫者 など だと、 もう 

見て 貰 ふ 前から 此れが 苦になって 居た。 氣に すれば する 程 却って 結果 は 悪る かった。 傍に 母で も 

居て 此の 癖 をなる ベく 早く 說 明して 貰 ふより 外はなかった。 それ を說 明して 貰 ひさへ すれば、 も 
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う 決して 笑はなくて もい 、事になる のであった。 

一— 男と い ふ もの はさう 無闇に 何でもな い 事 を 笑 ふ もので はな い」 とい ふやうな 事 を 常に 父から 

敎 へ られ 自分 でも さう 思って 居た。 況んゃ 何等 笑 ふべき 正當の 理由の ない のに 笑 ふとい ふ 事 は 許 

すべから ざる 不倫な 事と しか 思 はれなかった。 それで、 或 時 誰か 他家の 小母さんが 「それ は何處 

かおな かに 弱い 處の あるせ ゐで せう」 と 云って くれた 時には、 何 かなしに 一 種の 有難い 福音 を閒 

くやうな 氣 がした。 なんだか 自分の 意志に よって 制すべく して 制し 切れない 心の 罪が、 どうに も 

ならな い 肉體の 罪に 歸 せられた やうに 思 はれた。 

所謂 笑 ふべき 事がない 時に 笑 ひ 出す のは醫 者に 診て 貰 ふ 場合に 限らなかった。 

1 番困 るの は 親類な ど へ 行つ て 改まった 挨^ をし なければ ならない 時であった。 殊に 先方に 不 

幸で もあった 場合に、 向 ふで 述べるべき 悔みの 詞を 宅から 敎 はって 暗記して 行って、 それ を 其 通 

りに 云 はう とする 時に、 突然 例の 不思議な 笑が 飛び出して くるので ある。 其 時の 苦し さは 今でも 

忘れる 事が 出来ない。 中々 を かしい どころ ではなかった。 

併し さう いふ 場合に 私に 應 接した 多くの をば さん 達 は、 子供の 私が 譯も なく 笑 ひ 出しても そん 

な 事 はてんで 問題に もなら ないやう であった。 却つ て 向 ふで もに こ して 一大 變 大きくな つた」 
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など、 いふ。 そんな 事 を 云 はれて 見る と、 もう 少しも 笑 はなく ともい、 やうになる。 さう して 同 

時に 何とも 云へ ない 情ない 自 卑 の 念に 襲 はれる のが 常であった。 

かう いふ 「笑」 の 癖 は中學 時代に なっても 中々 直らなかった。 そして 其れが 場" 自分 を 苦しめ 

恥 かしめ た。 嚴 かな 神 祭の 席に 坐って 居る 時、 眞 面目な 音樂の 演奏 を 聞いて 居る 時、， 長上の 訓論 

を聽 聞す る 時な ど、 すべ て 改まって 眞 面目な 心持ちに なって 身體を ちゃんと 緊張しょう とする 時 

に 屹度 此れに 襲 はれ 惱 まされた ので ある。 床屋で 顔に 剃刀 を あてられる 時 も 此れと 似た 場合で、 

此の 場合に は 危險の 感じが 笑 を 誘發 した。 

年を取る に從 つて 多少 自分 の 部の 心理 現象 を內 察す る 事を覺 えてから は 此の 特殊な 笑 の 分析 

的の 解說を 求めよう とした 事 は 幾度 あつたか 分らない。 併し それ は 自分な どの 力に はとても 合 は 

ない 六ケ しい 問題であった。 結局 自分 の 神經 の 働き 方 に 何處か 異常な 缺陷が あ るので あらう とい 

ふ、 甚だ 不愉快な 心細い 結論に 達する のが 常であった。 

一 體 私に とって は 笑 ふべ き 事と 笑 ふ 事と はどう もうまく 一 致しなかった。 例 へ ば 村の 名物に な 

つ て 居る 痴呆の 男が 往来で いろ の 可笑しい 藝當ゃ 身振り をす るの を 見て 居ても、 少しも 笑 ひ 

度くなら なかった。 寧ろ 不快な 悲しい やうな 心 持が した。 酒宴の 席な どで 色々 滑稽な 隱し藝 など 
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を やって 笑 ひ 興じて 居る の を 見る と、 寧ろ 恐ろしい やうな 物凄い やうな 氣 がする ばかりで、 とて 

も 一 緖 になって 笑ふ氣 になれ なかった。 尤も 此れ は 單にぺ シ ミストの 傾向と 云って しまへば、 m 

に 問題に はなら な いか も 知れない が。 

さう かと 思 ふと、 例へば 烈しい 醒 風が 暴れて 居る 最中に、 雨戶を 少し 開けて、 物 恐ろしい 穴 エー 

杯に 樹幹の 搖れ 動き 枝葉の ちぎれ 飛ぶ 光景 を 見て 居る 時、 突然に 笑が 込み あげて 来る。 そして 嵐 

の 物音 の 中に 流れ込む 自分の 笑聲を 極めて 自然な も の、 やうに 感す るので あった。 

或は 門前の 河が 汎濫 して 道路 を 浸して 居る 時に、 膝 迄も沒 する 水の 中 を涉り 歩いて 居る と、 水 

の 冷た さが 腿から 腹に 溶み 渡つ て來 る、 さう して 身體 中が ぞく/ \ して 来る と 同時に 又 例の 笑が 

突發 する。 

いづれ の 場合に も、 普通 如何なる 意味に 於ても 決して 笑 ふべき 理由 は 見付からな いが、 それに 

も 拘らす 笑の 現象が 現 はれ 來 るの を 如何と もす る 事が 出来なかった。 

もう 一 つの 場合 は、 人から 何 か 自分に 不利益な 誤解 を 受けて、 其れに 對 する 辯 明 をし なければ 

ならない 時に、 其の 辯 明が 無效 である 事が 段々 に 解って 來る とする、 さう いふ 困難な 場合に 不意 

に 例の 笑が 呼び出される。 此れ は 最も 工合の 悪い 場合で あるが、 それ を 意志の 力で 喻ひ 止める 事 
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は、 とても 他人に 想像され まいと 思 はれる 程 私に は 困難で ある。 

此 種の 不合理な 笑 は 凡て 自分 だけに 特有な 病的の 精神 現象で はない かと 思って 居た が、 其 後段 

段に 氣を 付けて 見る と、 必 しも 自分 だけに は 限らない 事が 分って 來た。 子供の 時分に 不幸 見舞に 

行つ て 笑 ひ 出した 事 や、 本膳 を 振舞 はれて 食つ て 居る 間に 噴き出し たやうな 話 をす る 人 も 一 一人 や 

三人 はあった。  - 

或 時、 火事で 燒け 出されて、 神社の 森の 中に 持ち出した 家財 を番 して 居る 中年の 婦人が、 見舞 

の 人々 と 話しながら、 腹の 底から さも を かし さう に 笑 ひこけ て 居る の を、 相手の 方で は 驚き 怪し 

む やうな 表情 をして 見 ゆ S めて 居る の を 見かけた 事 も ある。 

戰 爭の慘 劇が 頂點に 達した 時に 突然 笑に 襲 はれる とい ふ 異常な 現象 も何處 かで 讀ん だ。 

此等は 寧ろ 狂に 近い 例 かも 知れない が 併し 鬼 も 角 も 此んな 色々 の 事實を 綜合して 考へ ると、 一 

般に 「笑」 とい ふ 現象の 機能 や 本質に ついて 何 かしら 或る ヒント を 得る やうに 思 ふ。 

笑の 現象 を 生理的に 見る と、 或る 神經の 刺戟に よって 腹部の 或る 筋肉が 痙攣 的に 收 縮して 肺の 

中の 穴 ェ氣が 週期 的に 斷續 して 呼び出され ると いふ 事で ある。 息 を 呼 出す る 作用に 其れ を 喰 ひ 止め 

笑 ようとす る 作用が 交錯して 起る やうで ある。 處が 或る 心理 事 者の 說を 敷衍して 考 へる とさう いふ 
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作用が 起る ので 始めて 「笑」 が 成立す る。 笑 ふから 可笑しい ので 可笑しい から 笑 ふので はない と 

い ふ 事になる。 

私が 始めて 此の 說を 見出した 時には、 多年 熱心に 搜し 廻って 居た ものが 突然 手に 人った やうな 

氣 がして 嬉しかった。 • 

笑 ふ 前に 其の 理由 を考へ てから 笑 ふとい ふ 事 は 不可能で あると しても、 笑って しまった 後で 少 

くも 其の 行爲の 解明が 付かな いのは 申譯 のない 事で あると 思って 居た。 其の 困難な 說 明が どうや 

ら出來 さうな 心 持が し 出した。 

それに は 此の 學 者の 說と、 昔 他所の 小母さんが 云った 「何處 かおな かに 弱い 處が あるせ ゐ でせ 

う 一 と 云 ふ 事と を 合せて 考 へ て 見る とい、 やうで ある。 

以上に 擧 げた 特殊な 「笑」 の 實例を 見る と、 いづれ も 精神 並に 肉體に 一種の 緊張 を 感じるべき 

場合で ある。 もし 充分 氣 力が 強くて、 所謂 腹が しっかりして 居て、 其の 緊張 狀態を 一様に 保持し 

得られる 場合に は 何でもない。 併し 身體の 病弱、 氣 力の 薄弱な 爲に 其の 緊張の 持 績に堪 へ 得ない 

時には 知らす/. \ 緊張が 緩まう とする。 此れ を 引き締めよう とする 努力が 無意識の 間に 斷鑌 する- 

例 へ ば やっと 歩き 始めた 子猫が、 脚 を 踏みし めて 立た うとす る 時に 全身が ゆら 搖れ 動く の も 
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此れと 似た 慮が ある。 さう いふ 斷績 的の 緊張 弛緩の 交代が、 生理的に 「笑」 の 現象と 密接な 類似 

を もって 居る。 從 つて 笑に よく 似た 心 持 を誘發 し、 それが 本 當の笑 を 引出す。 とかう いふ やうな 

事で はな いだら うか。 かう 思つ て 自分の 場ム 口に 當っ て 見る と 或 程度 迄 は それでう まく 說 明が 出来 

る やうに tH5 はれる。 醫 者に 診て 貰って 深呼吸 をす る 時な どに は 最も 適切に 當て 嵌まる し、 其 他の 

場合で も餘り 大した 無理な しに 適用し さう である。 

此の 假說が 確 めら れる時 は、 自分の 神經の 弱さ、 腹の 弱さ、 臆病 さの 確め られる 時で あると い 

ふの は 極まりなく 不愉快な 恥 かし い 事で ある。 併し 同時に 其の 弱さの 素因が いくらか 科學 的に つ 

き とめられて 從 つて 其の 療法の 見當 がっくと すれば、 それ は 叉此上 もない 心強い 喜ばしい 事で あ 

る。  、 

實際 自分の やうな もので も、 健康の 工合が よくて 精力の 充 ちて 居る やうな 場合に、 此の やうな 

變 則な 笑の 出現す る 事 は 稀であって、 病後 或は 精 祌過勞 の 後に 最も 顯 著な 事から 考 へても 此の 营 

說は少 く 共餘程 見込が ありさう である。 

芋 比の やうな 考 から 出 發 して 一 般の 笑の 現象 を 研究して 見たら どうかと いふ 事 は 自然に 起る 次の 
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問題で ある。 

狂人 や ヒス テリ ー 忠 者の 病的な 笑 はどうで あらう。 此れ は 第一 自分の 經驗 もない し、 又觀 察す 

ベ き 材料 も 手近に な いからよ く は 分らな いが、 例 へ ば 女の 身體の 或る 變 化に 隨 俘して 起り 勝ちな 

ヒス テリ ー など は、 I お 積した 活力が 充分に 發 現されない 爲に 起る 病的 現象 だとす ると、 前の 假說 

の 領域から 全く 離れた ものと は 思 はれない。 

^し 其れ は 暫く 措いて、 もう 少し 正常な 健全な 笑 を考へ て 見る。 

さう いふ 笑の 中で 最も 純粹で 原始的 だと 云 はれる の は、 野 變 人で も 文明 人で も 子供で も 大人で 

も 共通に 笑 ふやうな 笑で なければ ならな い。 野蠻 人が 如何なる 事 を 笑 ふかと いふ 事が 知り 度い の 

であるが 此れ は 一寸 參考 すべき 材料 を 持 合せない。 止む を 得す 子供の 場合 を考 へて 見た。 子供の 

笑の 中で 典型的 だと 思 ふの は、 第一 に 何 かしら 意外な、 しかし それ 程 恐ろしく はない 大 ではな 

い 事柄が 突發 して、 其れに 對 する 輕ぃ 驚愕が 消え去らう とする 時に 起る ものである。 例へば 人形 

の 首が 脫け 落ちたり 風船 玉の やうな ものが 思 ひがけな く 破裂したり、 棚の ものが _ ^ちて 來 たりし 

た 時の が 其 列で ある。 第一 一に 此れと 密接に 聯關 して 居る の は 出来事に 對 する 大きな 豫 期が 小さな 

實晃 によって 裘 S られた 時の 笑で ある。 ビック リ箱を 開けても お化けが 破損して 居て 出なかった 
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り、 花火が 出来損なって ブス. に 終った とかい ふの がそれ である。 此の 二つ は 世態 人情に 關す 

る豫備 知識な しに 可能な ものであって、 それ 丈け 本能 的 原始的な ものと 考 へられる が、 此の 二つ 

共に 兎も角も 精神 並に 肉體の 一 時 的 或は 持績 的の 緊張が 急に 弛緩す る 際に 起る ものと 云って い、。 

さう して 仔細に 考 へて 見る と 緊張に 次ぐ 她 緩の 後に 其の 餘 波の 様な 次第に 消え 行く 弛 張の 交 15 が 

伴 ふ 様に 思 はれる。 併し 弛緩が 極めて 徐々 に來る 場合 はどう もさう でな いやう である。 

惰性 を もった ものが 其の 正常の 位置から 引き 退けられて、 離 たれた 時に、 此れ を その 正常の 位 

置に 引き 戾 さんと する 力が 働けば 振動の 起る とい ふの は 物質 界には 極めて 普通な 現象で ある。 そ 

して 多くの場合に 於て 其の 惰性 は恆 同で あり、 彈カは 變 位 に 正比例す るから 運動の 方程式 

は簡單 である。 併し 此の 類型 を 神經の 作用に 迄 も 持って行かう とすると 非常な 困難が ある。 假り 

に 或る もの \變 位が プラスで あれば 緊張、 マイナス であれば 弛緩の 狀態を 表 はすと した 處で、 其 

の 「もの」 が 何だか 分らなければ 其の 質量に 相當 する もの も、 彈 力に 相當 する もの も 分り やう は 

ない。 從 つて 此れが 數學 的の 取 极ひを 許される 迄に は餘 りに 大きな 空隙が ある。 

アナ ロギ， 

其れに も 拘らす 笑の 現象 を 生理的 又 心理的に. 考 へる 時に 此の カ擧の 類型が 非常に 力強い 暗示 を 

もって 私の 想像に 訴 へて 来る。 さう して 生理と 心理の 間の 架け橋が 正に 此の 問題に 繁 がって 居さ 
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うに 思 はれて ならな い。 

此れ を 一 つの working-  hypothesis として 見た 時には、 其處 から 色々 な蓋然 的な 結 が演 It さ 

れる。 例へば 笑 ひ 易い 人と 笑 ひにくい 人な どの 區刖 が、 カ學の 場合の 「粘性」 や 「摩擦」 に相當 

する 生理的 因子の 存在 を 思 はせ る。 粘液質な ど、 いふ 言葉が 何 かの 啓示の 樣に 耳に ひ-. -く。 或は 

笑 ひの 斷續の 「週期」 と體 質ゃ氣 質との 關 係を考 へさせられる。 又假 りに 「笑」 が 人類に 特有な 

現象 だと すれば、 他の 動物で は 質量 彈カ 摩擦の 配合が 週期 運動の 條 件を滿 足させな ぃ爲に 振動が 

無 週期 的 aperiodic になる ので はない かとい ふ 疑 も 起る。 

子供の 笑と 子供に はわから ない 大人の 笑との 間に は連續 的な 段階が ある。 (A) 尊 嚴が損 はれ 

た 時の 笑、 (B) 人間の 弱點が あばかれた 時の 笑な どは必 しも 此れ を 悪意な Schadenfreude とば 

かり は 云 はれない。 此處 にも 或る 緊張の 緩みが 關 係して くる。 

(C) 望みが 遂げられた 時の 喜びの 笑、 此れ も 無理な しに 此處の 假說の 圈內に は ひる。 

少し 六ケ しくなる の は、 (D) 得意な 時の 自慢 笑、 (E) 輕 侮した 時の 冷笑な どで ある。 しかし 

(D) に は (A) と (C) の 混合が あり、 (E) に は (B) や (D) の 錯雜が ある。 
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(F) 苦笑と いふの が ある。 此れ は 自分 を 第三者と して 見た 時の (A) と (B) とが 自ハ刀 を自 

分と した 時の 苦痛と 混合した もので にも あらう か。 

こんな 風に しても つと 色々 な 種類の 笑が LMN とい ふ 工合に 導き出され さう に 思 はれる。 

しかし 此の やうな 問題 はもう 純粹な 心理の 問題に なって 肉體 との 緣が 遠くなる。 此れ は 自分の 兹 

に 云 はう とする 事ではなかった。 

此の 「假 說」 は 唯 自分の 奇妙な 「笑」 に對 する 少年 時代からの 疑 を 解く 爲に考 へた ものである。 

此の 考の 普遍性 を 主張しょう として 居る 譯 では 決してな い。 しかし それが 少 くも 多數の 人に 普遍 

な もの を 含んで 居なければ 私 は 矢張り 安心が 出来ない。 

物事 を 系統 化する 事の 好きな 人 は 其の 系統に は ひらな い 事實に 盲目に なり 勝ちな ものである。 

私の 現在の 場合に も そんな 傾向がない とい ふ 事 は斷言 出来ない。 それで 此れ はま だ/ 充分に 考 

へ て 見なければ どうなる か 分らな いが、 併しよ く 研究して 見たら いくらか 物に なり さうな 見込 は 

ある。  . - 

笑 讀 者の 內 にもし 專 門の 學 者が あらば 其の 人 は 此の 私の 素人 考を 正して くれる かも 知れない。 も 
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し 叉 素人で 同じ 經驗を 持って 居る 人が あらば、 其の 人 は 同じ 問題の 追求に 加勢して くれる かも 知 

れ ない。 此の やうな 考 から、 私 は 此の 徴悔 とも 論文と も 付かない もの を 書いて しまった。 此の 全 

篇の 內容が 一般の 讀 者の 「笑」 の對 象に なっても、 それ は 止む を 得ない ので ある。 

(附記) 此の 稿 を大體 書いて しまって 後に、 ベルグ ソンの 「笑」 とい ふ 書物が 手に入って 讀ん 

で 見た。 成程 面白い 本で ある。 此の 書の 著者 は、 笑に は 凡て 對 象が ある ものと 考 へて 居て、 對象 

のない 笑に は 觸れて 居ない。 そして 其の 對象は 直接 間接に 人間的な ものと 考へ、 顏ゃ擧 動 や 境遇 

や 性格 やの 滑稽になる 爲の 條件 公式 或は 規約 の やうな もの をい くつ も、 科學 的に 云へば 可也 大腊 

に 持 出して は それ を實 例と 對照 させ 說 明して 居る。 其れ を 基礎と して 喜劇と い ふ ものが 悲劇 並び 

に 一般 藝 術に 對 しても つ 特異の 點を 論じたり、 笑の 社 會道德 的 意義 を 目的論 的な 立場で 論じたり 

して 居る。 

讀んで 居る 內に色 々有益な 暗示 も 受ける し、 著者の 說に對 する  一 二の 疑 も 起った。 併し 此れ を 

讀ん だ爲に 私が 兹に 書いた 事の 一部 を 取消したり 變更 する 必要 は 起らなかった。 私の 問题は 「對 

象な き 笑」 から 出發 して、 笑の 生理と 心理の 中間に 潜む 鍵 を 捜さう とする ので あるが、 ベ ルグソ 

ン はすつ かり 生理 を 離れて 純粹な 心理 だけの 問題 を考へ て 居る ので ある。 
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ベ ルグゾ ンの與 へ て 居る 種々 な 笑の 場合で 私の 所謂 r 假說」 とどう しても 矛盾す る やうな もの 

はなくて、 寧ろ 此れに 都合の い、 場合が 可也に あった。 そして 此の 書の 終に 近くな つて 笑と 精祌 

的の 弛緩との 關 係に 少しば かり 觸れて 居る 一 節が あるの を 見出して 多少の 安心 を 感じる 事が 出來 

た。 

此 等の 讀 後の 感想に 就いては 誌したい 事が 色々 あるが、 此の 稿と は 融合し な い 性質の もの だか 

ら、 それ は 刖の機 會に讓 る 事に した。 (大. i- い 一年 一 w、 思想) 
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何處 かへ 旅行が して 見 度くなる。 併し 別に 何 處と云 ふき まった あてがない。 さう いふ 時に 旅行 

案內 記の 類 を 開けて 見る と、 或は 海濱、 或は 山間の 湖水、 或は 溫泉 といった やうに、 行くべき 處 

がさ ま-^ 有り 過ぎる 程 ある。 そこで 先づ假 りに 溫 泉なら 溫泉 ときめて、 溫 泉の 部 を 少し 詳しく 

見て 行く と、 各溫 泉の 水質 ゃ效 能、 周圍の 形勝 名所 舊跡 などの 大體が ざっと 分る。 しかしもう 少 

し 詳しく 具體 的の 事が 知りた くな つて、 今度 は 溫泉專 門の 案 內書を 捜し出して 讀んで 見る。 さう 

すると 先づ ぼんやりと 大凡の 見當 がつ いて 來 るが、 いくら 詳細な 案 內記を 丁寧に 讀んで 見た 處で _ 

結局 本 當の處 は 自分で 行って 見なければ 分る 害 はない。 もしも 其れが 分る やうならば、 うちで 書 

物 だけ 讀んで 居れば わざ/ \ 出掛ける 必要 はない と 云っても い 、。 次に は 念の 爲に 色々 の 人の 話 

を 聞いて 見ても、 人に よって 可也 云 ふ 事が ちがって 居て、 誰の ォ I ゾリ ティ を 信じて い、 か 分ら 
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なくなつ てし まふ。 それでさん.^ に 調べた 最後に は、 つまり 好い加減に、 賽 でも 投げる と 同じ 

やうな 偶然な 機緣 によって 目的の 地 を どうにか きめる 外 はない。 

かう いふ やり方 は 云 は ァ カデ ミツ ク なォ— ソドッ ク ス なやり 方で あると 云 はれる。 此れ は 多 

くの 人々 にと つて 最も 安全な 方法であって、 かう すれば 滅多に 大きな 失望 やとんで もない 違算 を 

生す る 心配が 少ない。 さう して 主要な 名所 舊跡 をう つかり 見落す 氣遣 もない。 

，し 比れ とちが つた やり方 もないで はな い。 例へ ば 旅行が したくな ると 同時に 最初から 赛をふ 

つて 行く 處を きめてし まふ。 或は 偶然に 讀んだ 詩篇 か小說 かの 中で 或る 感興に 打 たれた やうな 場 

所に 決めて しま ふ。 さう して 案內 記な どに はてんで 搆 はないで 飛び出して 行く。 さう して 自分の 

足と 眼で 自由に 氣に 向く ま 、 に 歩き 廻り 見て 廻る。 此の方 法 は 兎角 色.々 な 失策 や 困難 を 惹起し 易 

い。 又 所謂 名所 舊跡 などの すぐ 前 を 通りながら 知らす に 見逃して しまった りする の は 有り 勝な 事 

である。 此れ は 危險の 多い ヘテロ ドック スの やり方で ある。 此れ はう つかり 一 般の 人に す、 める 

事の 出來 かねる やり方で ある。 

併し 前の 安全な 方法に も 短所 は ある。 讀んだ 案內書 や 聞いた 人の 話が、 何時 迄 も 頭の 中に 巢を 

くって 居て、 それが 自分の 眼 を隱し 耳を蔽 ふ。 それが 爲に 折角 わざ/ \ 出掛けて 來た 自分自身 は 
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云 はに 行李の 中に でも 押し 籠め られ たやうな 形に なり、 結局 案 內記ゃ 話した 人が 湯に は ひったり 

見物したり 享樂 L たりす ると 同じ やうな 事になる、 かう いふ 風に なりたがる 恐が ある。 勿み  1 此れ 

は案內 書ゃ敎 へ た 人 の 罪で はない。 

しそれ でも 結構で あると い ふ 人が 隨分 ある。 さう い ふ 人 は 勿論 それでよ い。 

しかし それで は、 わざ，/ \ 出て 来た E- 斐 がない と考 へる 人 も ある。 曲り なりに でも 自分の 眼で 

見て 自分の 足で 踏んで、 其の 見る 景色、 踏む 大地と 自分と が 直接に ぴづ たり 觸れ 合. ふ 時に のみ 感 

じ 得られる 鋭い 感覺を 味 はなければ 何にも ならない とい ふ 人が ある。 かう い ふ 人 は 鬼 角に 案內 逢曰 

や 人の 話 を 無視し、 或は わざと 避けたがる。 便利と 安全 を 買 ふ爲に 自分 を 賫る事 を 恐れる からで 

ある。 かう いふ 變り者 はどう かする と 萬 人の 見る もの を 見落し 勝で ある 代りに、 如何なる 案內記 

にも か いてない い 、もの を 掘 出す 機會が ある。 

私が 昔 二三 人 連れで 英國の 某 離宮 を 見物に 行った 時に、 其の 中の 或る 一人 は、 始終 片手に 開い 

たべ デカを 離さす、 一室々々 此れと 引合せて は 詳細に 見物して 居た。 其のべ デカ はちゃん と 一度 

下調べ をして 處々 赤纷 筆で 丁寧に ァ ンダ I ラインが してあった。 或る 窒へ來 た 時に 其處の 或る 窓 

の 前に みんな を 呼び集め、 べデ 力の 中の 一 行 を 指しながら、 「此の 窓から 昆 ると 景色が い、 と 童 曰い 
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て ある」 と 云って 聞かせた。 一同 はさう かと 思って、 此の 見逃がして ならない 景色 を 充分に 觀賞 

する 事が 出來 た。 

私 は 比の 人の 學者 らし い 徹底した ァ カデ ミツ クな 仕方に 感心す ると 同時に、 何だか そこに 名狀 

の 出来ない 物足りな さ 或は 一 種の 果敢な さとで もい つた やうな 心 持が する のを禁 する 事が 出来な 

かった。 なんだか これで は 自分が べデ 力の 編者 其 自身 になって 其の 校正で もして 居る やうな 氣が 

し、 そして 其の 窓が 不思議な こだ はりの 網 を 私の あたまの 上に 投げ かける やうに 思 はれて 來た。 

窒 に附隨 した 歷史 ゃ故實 など はべ デカ によらなければ 全く 分らない が、 窓の 眺めの よし あ， し 位 は 

自分の 眼で 見付け出し 選撑 する 自由 を 許して 貰 ひたい やうな 氣 もした。 

べデ 力と いふ ものが なかつ. た 時の 不自由 は 想像の 外で あらう が、 しかし 稀に は最 新刊の ベ デカ 

に 欺され る 事 もまる でないで はない。 或る 都の 大學を 尋ねて 行ったら 其 處が何 かの 役所に なって 

居たり、 名高い 料理屋 を搜 しあて ると 貸家 札が 張って あったり した 事 も ある。 杜撰な 案內 記で に 

も あれば さう いふ 失敗 は 猶更の 事で ある。 しかし、 かう いふ 意 硃 で 完全な 案 內記を 求める の は 元 

來 無理な 事で なければ ならな い。 さう いふ ものが あると 思 ふの が 困難の もとで あらう。 

それで 結局 案內 記がなくても 困る が、 あって 困る 場合 もない と は 限らない。 
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中學 時代に 始めての 京都 見物に 行った 事が ある。 黑谷 とか 金閣寺と かいふ 處へ 行く と、 案內の 

小僧さん が 建築の 各部 分 や 什物の 品々 の 来歴な ど を 一 々說 明して くれる。 其の 一種 特別な 節 をつ 

けた 口調 も田舍 者の 私に は 珍ら しかった が、 それよりも、 その 說 明が 如何にも 機械的で、 云って 

居る 事柄に 對す る 情緒の 反應が 全くなくて 、 說明 者が 單に きま つ ただけ の聲を 出す 器械 か何ぞ の 

やうに 思 はれる のが 餘程 珍ら しく 不思議に 感ぜられた。 其 時に 見た 寳物ゃ 襖の 踏な ど はもう 大概 

綺麗に 忘れて しまって 居る が、 其 時の 案內 者の 一種の 口調と 空虚な 表情と だけ は 今でも 頭の 底に 

あり/ \ と殘っ て 居る。 

その 時に 一 つ 困った 事 は、 私が 例へば 或る 器物 か鎗 かに 特別の 興味 を 感じて、 それ をもう 少し 

詳しく ゆっくり 見たい と 思っても、 案 內者は 凡ての 品物に 平等な 時間.， vi. 割當て 、進行して 行く の 

だから、 うっかりして 居る と 其 間に すん さきへ 行って しまって、 其 間に 私は澤 山の 見るべき 

物 を 見逃して しま はなければ ならない 事になる。 それ は 構 はな い 積り で 居ても 其處を 見て 後に、 

同行者の 間で 丁度 自分の 見落したい、 ものに 就いての 話題が 持 上った 時に、 なんだか 小ノし 惜しい 

事 をした と い ふ氣の 起る の は 免れ 難かった。 
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學校敎 育 や 所謂 参考書に よって 授けられる 知識 は、 色々 の點で 旅行 案內記 や、 名所の 案 內者か 

ら 得る 知識に 似た 處が ある。 

もし 學 校の やうな 有難い 施設がなくて、 そして 唯 全くの 獨學で 現代 文化の 藏 して 居る 廣大な 知 

識の 林に 分け入り 何物 か を 求めよう とする ので あったら、 其の 困難 は どんな もので あらう か。 始 

から 終 迄 道に 迷 ひ 通しに 迷って、 無用な 勞カを 浪費す るば かりで、 結局 目的地の 見當 もっかす に 

日が 暮れて しま ふの がお ちで あらう と 思 はれる。 

併し 學校敎 育の 必要と 云った やうな 事 を 今更 新しく 玆で考 へ 論じて 見ようと いふので はない。 

唯 學校敎 育 を 受ける と い ふ 事が、 丁度 案- s: 者に 手 を 引かれて 歩く とよく 似て 居る と い ふ 事 をもう 

少し 立 入って 考へ て 見 度いだ けで ある。 

案內 記が 詳密で 正確で あれば ある 程、 此れに 對 する 信賴の 念が 厚ければ 厚い 程、 吾々 は 安心し 

て 岐路に 迷 ふ 事な しに 最少 限の 時間と 勞カを 費して 安全に 目的地に 到着す る ことが 出来る。 これ 

に增す 有難い 事 はない。 併し それと 同時につ いその 案內 記に 誌して ない 横道に 隱れた 貴重な もの 

を 見逃して しま ふ 機會は 甚だ 多い に相逮 ない。 さう いふ 損失 をなる ベく 少 くす るに は、 矢張り 色 
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色の 人の 選んだ 色々 の 案 內記を 弘く參 照 するとい、。 唯 困る の は、 旣に 在る 案內 記の 內容を 其 儘 

にい、 加減に 繼ぎ 合せて こしら へた やうな 案內 記の 多い 事で ある。 此れに 反して、 寧ろ 間逮 だら 

けの 案內 記で も、 其れが 多少で も 著者の 體驗を 材料に した ものである 場合に は、 存外 何 かの 參考 

になる 事が 多， so 

併しい くら 完全で も 結局 案內 記で ある。 いくら 讀ん でも 暗誦しても、 其れ だけで は 旅行した 代 

りに はならない 事 は 勿論で ある。  . 

案內 記が 系統的に 完備して 居る と い ふ 事と、 それが 讀む 人の 感興 を ひくと い ふ 事と は 全然 刖な 

事で、 寧ろ 往々 相容れな いやうな 傾向が ある。 所謂 案內 記の 無味乾燥 なのに 反して 優れた 文學者 

の 自由な 紀行文 や 或は 鋭い 科學 者の 纏まらない 觀察記 は、 それが 如何に 狭い 範圍の 題材に 限られ 

て 居ても、 其の 中に 躍動して 居る 活 きた 體驗 から 流露す る 或る もの は、 直接に 讀 者の 胸に 滲み込 

む、 そして 假令 それが 間遠って 居る 場合で さへ も、 *1 いた 人の 眞を 求める 魂 だけ は 力 强く讀 者に 

訴へ、 讀者 自身の 胸裡 にある 同じ やうな ものに 火 をつ ける。 さう して 誌され た 內容と は無關 係に 

其處に 取扱 はれて 居る 土地 其 物に 對 する 興味と 愛着 を 呼び 起す。 

專 門の 學 術の 參考 書で もよ く 似た 事が ある。 何 か 或る 題目に 關 して 廣 く文獻 を 調べ ようとい ふ 
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場合に は 色々 な ェ ン チクロべ ディ や ハ ンドブ ー フ と 云 ふ 種類の ものはなくて ならな い 重寶な もの 

であるが、 少し 立 人って 本當の 事が 知り 度く なれば もう そんな もの は 役に立たない。 つまり は 個 

個の オリ ヂナル の 論文 や 著書 を 見なければ ならな い。 それで 此の やうな 參 li 用の 大部な もの を、 

骨折って 始めから 終り 迄 漫然と 讀み 通し 暗誦した ところで、 旣に 何等かの 一， 題目 11 を 持って 居な 

ぃ學 生に 取って は 極めて 效 2^ の 薄い 骨折 損に なり 易い ものである。 又 此んな ものから 題目 を 選み 

出す とい ふ 事 も、 出來 さう で 出来ない ものである。 此れに 反して 個々 の 研究者の 直接の 體驗を 記 

述 した 論文 や 著 蚩曰 に は、 假令 其の 題材が 何で あっても、 其 中に 何 かしら 活 きて 動いて 居る ものが 

あって、 そこから 受ける 暗示 は讀む 人の 自發 的な 活動 を誘發 する 或る 不思議な 魔力 を もって 居る _ 

さう して 讀者 自身の 研究心 を强く 喚び 醒す。 かう いふ 意味から でも、 自分の 專門 以外の 題目に 關 

する い、 論文な ど を讀む の は 決して 無益な 事で はない。 

それで 案內 記ば かりに 賴っ て 居て は 何時 迄 も 自分の 眼 は あかな いが、 さう かと 云って まるで 案 

內記を 無視して 居る と、 時々 道に 迷ったり、 事によると 瀧 壷 や 火口に 落ちる 恐が ある。 此れ は 分 

り 切った 事で あるが C 其れに 拘 らす敎 科 li 曰と ノ  I ト ばかり を賴 りに する 學 生が 可也 多數 である 一 

方に は、 又 現代 旣 成の 科學を 無視した 爲に、 折角い、 考 はもち 乍ら 結局 失敗す る發明 家ゃ發 見者 
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も 時々 出て 來る。 

名所 舊 跡の 案內 者の 一番 困る の は 何 か 少し 餘 計な もの を 見ようと すると No  time.  Sir! など 

と 云って 引立てる 事で ある。 しかし 此れ も 時間の 制限が あって 見れば 無理 もない 事で ある。 それ 

で 本當に 自分で 見物す るに は、 もう 一遍 獨 りで 出直さなければ ならない 事になる、 唯 其 時に、 例 

の案內 者が 「邪魔」 をして くれさ へ しなければ い 、。 

しかし 案 內者ゃ 先達の 中には、 自己の ォ ー ソリ ティ に對 する 信念から 割出された 親切から 個々 

の 旅行者の 自由な 觀照を 抑制す る 者 もな いと は 云 はれない。 旅行者が 特別な 與味を もつ 對 象の 前 

に 暫く 歩 を 止めよう とする の を、 そんな もの はつ まらな いから 見る のぢ やな いと 世話 を やく 場合 

も ある。 つまる とつ まらない とが 明に ー相對 的」 の ものである 場合に は 此れ は 困る。 案內 者が 善 

意で ある だけに 一層 困る 譯 である。 此 種の 案！： 者 は 其の 專 門の 領域が 狭ければ 狭い 程 多い やうに 

見える が、 此れ は 無理 もない 事で ある。 自分の 「お 山」 以外の もの は 皆 つまらなく 見える からで 

ある。 

一 方で 案內 者の 方から 云 ふと、 其の 率ゐて 居る 被 案 者から 餘 りに 信 頓 され 過ぎて 困る 場合 も 
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隨分 あり 得る。 何處迄 も忠實 に附從 して 來る はい \ としても、 眞 逆に 手 洗 所 迄 もの そ/ \- ついて 

来られて は 迷惑 を 感じる に 相違ない。 

一一 ュ ー トンの 光學が 波動 說の 普及 を 妨げた とか、 ラプラスの 權 威が 熟の 機械論の 發 達に 邪魔に 

なった とかと いふ 事 はよ く 耳に する 事で ある。 或 意味で は 確に さう かも 知れない。 しかし 此の 全 

責任 を 負 はされ ては此 等の 大家 達 は 恐らく 泉下に 瞑す る 事が 出来まい。 少 くも 責任の 半分 以上 は 

彼等の ォ ー ゾリ ティに 盲從 した 後進の 學 徒に 歸 せなければ なるまい。 近頃 相對 原理の 發 見に 際し 

て 又々 一 1 ュ ー トンが 引合に 出され、 彼の 絕對 論が 展. 、ぎの 上に 載せられて 居る。 此れ は 當然の 事 

としても、 それが 爲に 一一 ュ ー トン を 罪人 呼 はりす るの は餘 りに 不公平で ある。 罪人 はもつ とく 

外に 澤山 ある。 云 は ニュ— ト ンは 眞理の 殿堂の 第 一 の 扉 を 開いた だけで 逝いて しまった。 彼の 

被 案 內者は 第 一 窒の壯 麗に醉 はされ て 其の 奥に 第一 一室の ある 事を考 へる もの は 稀であった。 つ い 

近頃に ァ イン シ ュ タイ ンが 突然 第二の 扉を獄 開いて 其處に 玲瓏たる 幾何 學的 宇宙の 宮殿 を發 見し 

た。 しかし 第一 の 扉 を 通過し ないで 第二の 扉に 達し 得られた かどう か は 疑問で ある。 

此の 次の 第三の 扉 は何處 にある だら う。 此れ は 吾々 に は 全然 豫想 もっかない。 ^し 其の 未知の 

扉に ぶっかって 此れ を 開く 入が あると すれば、 その 人 は 矢張り 案內 者な どの 厄介に ならな ぃ風來 
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の田舍 者で なければ ならない。 第三の 扉の 事 は 如何に 權威 ある 案內 記に も 誌して ない ので ある。 

想 ふに うっかり 案內 者な どになる の は考へ ものである。 黑谷ゃ 金閣寺の 案內の 小僧で も、 始め 

て あの 建築 や 古器 物に 接した 時には 恐らく 樣々 な 深い 感興に 動かされ たに 相 遠ない。 それが 毎日 

同じ 事 を 繰返して 居る 間に あらゆる 興味 は蒸發 してし まって、 すっかり 口上 を 暗記す る 頃に は、 

品物 自身 はもう 頭の 中から 消えて なくなる。 殘る もの は 唯 一言 葉」 だけになる。 眼 は 其の 一一 B 葉に 

蔽 はれて 「物」 を 見なくなる。 さう して 丹 波の 山奥から 出て 來た 觀覽 者の 眼に 映る やうな 美しい 

影像 はもう 再び 認める 時 はなくな つ て しま ふ。 これ は 實に其 人 にと つて は 取 返し の つ かな い 損失 

でなければ ならない。 

此の やうな 人 は單に 自分の 擔 任の 建築 や 美術品の みならす、 他の 同種の ものに 對 しても 無感覺 

になる 恐が ある。 例へば 他所の 寺で 狩 野 永 德の筆 を 見せられた 時に 「狩 野 永德の 筆」 とい ふ聲が 

直ちに 此の 人の 眼 を 蔽ひ隱 して、 眼前の 鎗の 代りに 自分の 頭の 中に 沈着して 黴の 生えた 自分の 寺 

の 槍の 像の みが 照し 出される。 假令 その 頭の 中の 繪が 如何に 立派で も 此れで は 困る。 手 を 觸れる 

ものが みんな 黄金になる ので は饑 死す る 外 はな い。 
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職業的 案內 者が 此の やうな 不幸な 境界に 陷らぬ 爲には 絶えざる 努力が 必要で ある。 自分の 日々 

說 明して 居る 物 を 絶えす 新しい 眼で 見直して 一 一日に 一 度 或は 一 月に 一 度で も 何 かしら 今迄 見出さ 

なかった 新しい もの を 見出す 事が 必要で ある。 其れに は 勿論 異常な 努力が 必要で あるが、 さう い 

ふ 努力 は 苦しい。 それ をし なくても 今日に は 困らない。 そこに 案內 者の はまり 易い 「洞窟」 が あ 

る 0 

11 ュ ー ルンべ ルグの 古城で、 其 處に鬼 集され た 昔の 物 妻い 刑具の 類 を 見物した 事が ある。 名高 

い 一 鐵の處 女」 の 前で 說明 をして 居た 案 內者は 未だ うら 若い 女であった。 ー體に 病身ら しくて 顏 

色も惡 く、 何となく 陰氣な 容貌 をして 居た。 見物人 中の 畢生 風の 男が 「失 禮で すが、 責孃は 毎日 

何遍と なく、 そんな 恐ろしい 事柄 を 口にして 居る、 それで 神經 をいた める やうな 事はありません 

か」 と 聞ぐ と、 何とも 返事し ないで 唯 音を立て、 息 を 吸 ひ 込んで、 暗い 顏 をして 眼 を 伏せた。 私 

は 隨分续 酷な 質問 をす る もの だと 思って 餘 りい k 氣持 はしなかった。 恐らく 此の 女 も 毎日 自分の 

繰返して 居る 言葉 の 內容に は疾に 無感覺 になって 居た の だら う。 それが 此の 無遠慮な 男の 質問で 

始めて 忘れて 居た 內容の 恐ろし さと、 それ を 繰 返す 自分の 職業の 不快 さ を 思 ひ 出させられ たので 

は ある ま いか。 
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此れと 場合 はちが ふが、 吾々 は 子供な どに 科學 上の 知識 を敎へ て 居る 時に 厦、、 自分が 何の 氣も 

付かす に 云って 居る 常套の 事柄の 奥の 深みに 隱れた 或る もの を 指摘され て、 職業 科學 者の 弱點を 

際どく 射通される 思 ひがす る 事 はないで もな い。 

案內 者になる 人 は 餘程氣 を 付けねば ならな いと 思 ふ。 

ナポリ を 見物に 行った 序に、 程遠から ぬポッ オリの 舊 火口と 其の 中に ある 噴 氣ロを 見に 行った。 

電車 を 下りて べデ カを賴 りに 尋ねて 行かう とすると、 すぐに 一 人の 案內 者が 追 ひすが つて 來て頻 

りに す、 める。 まだ 三十に ならない かと 思 はれる 餘り 人相の よくない 男で ある。 てんで 相手に し 

な い 接り で 居た が 何處迄 も根氣 よくつ いて 來て、 そして 息 を 切らせながら しっこく 同じ 事 を 繰 返 

して 居る。 其れ を 叱りつ ける だけの 勇氣 のない 私 は、 結局 其の 五月 蠅さを 免れる 唯一 の 方法と し 

て 彼の 意に 從ふ 外はなかった。 其の 結果 は豫 想の 通り 甚だ 悪る かった。 始め 定めた 案內 料の 外に、 

色々 の 口 實で少 しづ、 金 を 取り上げられて、 そして 案 內者を 雇った だけの 效能 は殆ん どなかった。 

唯一 つの 面白かった の は、 麻絲 か 何 かの 束 を 黄蠟で 固めた 松明 を 買 はされ て 持って行 つたが、 喷 

氣 口の 傍へ 來 ると、 案 內者は 其れに 點 火して 穴の 上で 振り 廻した。 そして 「蒸氣 の^ 出 が^した 
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から 見ろ」 と 云 ふの だが、 私に は 一向 何の 變り もない やうに 思 はれた。 すると 彼 は 其 處とは 大分 

離れた 後方の 火口壁の 處々 に 立 上る 蒸氣を 指して 「あの 通り だ」 とい ふ。 しかし 松明 を 振る 前に 

は それが 出て 居なかった のか、 又 どれ 位 出て 居た のか、 丸で 私 は 知らなかった の だから、 結局 此 

の 松明の 實 驗は 全然 無意味な ものに 終って しまった。 しかし さう いふ 飛び はなれた 非科學 的の 

「實 驗」 が 恐らく 毎日 此處で 行 はれて そして 見物人れ 幾 割か は それで 納得す る もの だとす ると、 

さう い ふ 事 自身が 可也 興味の ある 事 だと 思 はれた。 

知識の 案內 者と 呼ばれ、 權 威と 呼ばれる 人に は 流石に こんな 人 は 無い 害で ある。 其れで は 被 案 

內 者が 承知し ない。 併し 名 を 科學に 借りて 專門 知識の ない 一般 公衆の 眼 を 弦ます やうな 非 科學的 

實驗を 行った 者が 西洋に は 昔から 隨 分あった。 その やうな 場合に は、 殆ん どき まって、 平生 科學 

に對 して 反感の やうな もの を もって 居る 一 群の 公衆、 殊に 新聞な どに よって 旣成科 擧の權 威が 疑 

はれ、 その やうな 「發 見」 に 冷淡な 學 者が 攻擊 される。 併し 科學 者と して は 事柄の 可能 不可能 や 

蓋然性の 多少 を旣成 科學の 系統に ii して 妥當に 判斷を 下す 外 はない ので、 もし 萬に 一 つ 其の 判斷 

が 外れ、 ば、 それ は眞に 新しい 發 見であって 科學は 其爲に 著しい 進歩 をす る。 しかし 其の やうな 

場合が あっても、 判斷が 外れた 事は必 しも 其の 科學 者の 科學 者と しての 耻 辱に はならない。 其 場 
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合に は 要するに 科學が 一 歩 を 進めた とい ふ 事になる。 さう いふ 風に して 進歩す るの が科學 では あ 

る ま いか。 寧ろ 見當の 外れる 方が 科學 者と して 安當 である 場合がない でもな い。 

此の やうな 場合 は 別と して、 純 粹な眞 面目な 科擧 者で も、 やはり 人間で ある 限り 千慮の一失が 

な いと は 限らな い。 そして 不知 不識 にボ ッ オリの 松明に 類した 實驗ゃ 理論 を 人に 示さない と は 限 

ら ない 0 

グラ ハ ムが發 電機 を 作った 時に 當 時の 大家せ 水 は 一 論文 を 書いて、 その やうな 事が 不可能 だとい 

ふ 「證 明」 をした。 其れに 拘ら すグラ ハ ムの 器械から は 電流が 遠慮なく 流出した。 其 後に 此の 器 

械 から 電流の 生 するとい ふ 方の 證 明が 段々 現 はれて 來 たとい ふ 話 を 何 かで 讀んだ 事が ある。 しか 

し 其の 大家の 論文 をよ く 讀んで 見なければ うっかり 其の 人の 非難 は 出来ない。 

へ ルム ホルツが 「人間が 鳥と 同じ やうに して さ を 翔ける 事 は 出来ない 一 と 云った のに、 現に 飛 

行 機が 出来た ではな いかと い ふ 人が あらば それ は見當 ちが ひの 辯 難で ある。 現在で も將來 でも 鳥 

の やうに 翼 を 自分の 力で 動かして、 唯 それだけで 鳥の やうに 翔ける 事 は出來 はしな い。 

凡ての 案 內者も 時々 此れに 類した 誤解から 起る 非難 を 受ける 恐の ある 事を覺 悟し なければ なら 

ない。 例へば、 案內 者が 「此の 河 を 渡る 橋がない」 と 云 ふ 意味で、 渡れない と 云った の を^で 渡 
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つてお いて 「此 通り 渡れる ではない か」 と 云 はれる の はどう も 仕方がない。 此等は 恐らく どちら 

も惡 いかどち らも 悪くな いかで ある。 意志が 疏 通しな いから 起る 誤解で ある。 

併し あらゆる 誤解 を豫 想して 此れに 備 へる 事 は 神様で なければ 六ケ しい。 此處 にも 案內 者と 被 

案內 者の 困難が ある。 

私の 厄介に なった ボッ オリの 案 內者は 別れ 際に 更に 餘 分の 酒代 をね だって 氣 永く 附き 纏って 來 

た。 それ を 我慢して 相手に しないで 居たら、 最後の 捨 言葉に 一. 日本人 はもつ とゼン トル マン かと 

思った， 一と 云 ふから、 私 も 「伊太利 人 はもつ とゼン トル マン かと 思った 一 と 答へ て、 それ 切り 永 

久 に刖れ てし まった。 私 も 少し 悪る かった やうで ある。 併し こんなの は 流石に 知識の 案內 者に は 

な ぃ0 

考 へて 見る と案內 者になる の も 被案內 者になる の も 中々 容易で はない。 凡ての 困難 は 「案 內者 

は 結局 案內 者で ある」 とい ふ 自明 的な 道理 を 忘れ 易い から 起る ので は ある ま いか。 

景色 や 科學的 知識の 案內 では 此樣な 困難が ある。 もっとち がった 色々 の 精神的 方面で は どんな 
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もので あらう か。 此方に は 更に 甚 しい 困難が あるか も 知れない が、 或は 事によると 却って 事柄が 恥 

簡單 になる かも 知れない。 其 處には 「信仰」 や 「愛情」 の やうな ものが 人り 込んで 來 るからで あ 

る。 併し さう なるともう；； 4 が玆に 云って 居る 唯の 「案內 者， 一 ではなく なって それ は ー師」 となり 

「友」 となる。 師ゃ 友に 導かれて 誤って 曠野の 道に 迷っても 怨 はない 害で は あるまい か。 

(大正 十 一年 一月、 改造) 


日の 水斷 


十一 一月 八日の 晚に 可也 強い 地震が あった。 それ は 私が 東京に 住 ふやう になって 以來覺 えな い 位 

強い ものであった。 板 動 週期の 短い 主要 動の 始めの 部分に 次いで やって来る 緩慢な 波動が 明かに 

身體に 感ぜられ るので も、 此 地震が 餘り 小さな もので はない と 思 はれた。 此位 のなら あとから 來 

る餘 震が 相當に 頻繁に 感じられる だら うと 思つ て 居る と、 ra^ して 可也 鮮明な のが 相次いで やって 

来た。 

山の手の、 地盤の 固い 此邊の 平家で 此れ 位 だから、 神 田邊の 地盤の 弱い 處 では 壁が こぼれる 位 

の處 はあった かも 知れない とい ふやうな 事 を 話しながら 寢て しまった。 

翌朝の 新聞で 見る と實際 下町で は 庇の 瓦が 落ちた 家 もあった 位で 先づ 明治 一 一十 八 年来の 地震 だ 

と C 'ふ 事であった。 そして 其 日の 夕刊に 淀 橋 近くの 水道の 溝渠が 崩れて 附近が 洪水の やうに なり 


其爲に 東京 全市が 斷 水に 遇 ふ 恐れが あるので、 今 大急ぎで 應急 工事 を やって 居る とい ふ 記事が 出 

た 0 

偶然 其 日の タ 飯の 膳で 私達 は H レべ I タ ー の 話 をして 居た。 あれ を 吊るして ある 鋼條が 切れる 

心配 はな いかと いふ やうな 質問が 子供のう ちから 出た ので、 私 は 其の やうな 事の あった 實例を 話 

し、 それから さう い ふ 危險を 防止す る爲に 鋼條の 弱點 の 有無 を： 電磁 作用 で 不 斷に撿 茶す る 器械の 

發 明され て 居る 事 も 話しな どした。 其れ を 話しながら も、 叉 話した 後で も、 私の 頭の 奥の 方で、 

現代文明の 生んだ あらゆる 施設の 保存 期限が 經 過した 後に 起るべき 種々 な 困難が ぼんやり 意識 さ 

れて 居た。 此れ は 昔 天が 落ちて 來 はしない かと 心配した 杞の國 の 人の 取 越 苦勞と はちがつて、 餘 

りに 明白 過ぎる 程 明白な、 有限な 未 來に來 るべき 當然 の事實 である。 例へば 稍 大きな 地震が あつ 

た 場合に 都市の 水道 や 瓦斯が 駄目に なるとい ふやうな 事 は、 初めから 明かに 分って 居る が、 义不 

思議に 皆が いつでも 忘れて 居る 事實 である。 

それで 食後に 此の 夕刊の 記事 を 讀んだ 時に、 何とな しに 變な氣 持が した。 今の つい さきに 思つ 

た 事と 餘り によく 適應 したから である。 

それにしても、 その 程度の 地震で、 それば かりで、 あの 種類の 構造 物が 崩壞 する の は 少し を か 
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しいと 思った が、 新聞の 記事 をよ く 讀んで 見る と、 可也 以前から 多少 龜裂 でも は ひって 弱 點のぁ 

つたの が 地震の 爲に 一 度に 片付いて しまったの であるら し い。 その やうな 龜 裂の 人った の はどう 

いふ 譯 だか、 例へば 地盤の 狂 ひと 云った やうな 不可 抗の 理由に よるの か、 それとも 工事が 元來餘 

り 完全でなかった 爲 だか、 そんな 事 は 今の 處誰 にも 分らない 問题 であるら し い。 

それ は いづれ にしても、 かう いふ 困難 は 何時か は 起るべき 害の もので、 此れに 對 する 應 急の 處 

置 や 設備 は豫め 十分に 研究され て あり、 又 其の やうな 應急 工事の 材料 や 手順 はちゃん と 定められ 

て 居た 事で あらう と 思って 安心して 居た。 

善 

十日 は 終日 雨が 降った、 其爲に 工事が 妨げられ もした さう で、 とう/ \ 十 一日 は 全市 斷水 とい 

ふ 事に なった。 隨分 困った 人が 多かった に は相逮 ない が、 それでも 私のう ちで は 幸 ひに 隣の 井戶 

が 借りられ るので 大した 不便はなかった。 晝頃 用が あって 花屋へ 行つ て 見たら 凡ての 花 は 水々 し 

て 居た。 晝 過ぎに、 遠くない 近所に 火事が あつたが それ も 間もなく 消えた。 夕刊 を 見ながら 私 は 

斷 水の 不平より は 寧ろ 修竊 工事 を 不眠不休で 監督して 居る 所謂 責任の ある 當 局の 人達の 心 持 を 想 

像して、 此れ も氣の 毒で たまらな いやうな 氣 もした。 

此 やうな 事の ある 一 方で、 私の 宅の 客間の 電燈 をつ けたり 消したり する 爲に 壁に 取りつ けて あ 
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る スヰッ チが 破損して、 明りが つか なくなって しまった。 電燈會 社の 出張所へ 掛け合って 見た が、 

會社專 用の スヰ ツチでなくて、 式の ちがった の だから、 こちらで 買って からでな いと 附け換 へて 

くれない。 それで 已むを 得す 私 は 道具箱の 中から 銅線の 切れ はし を搜し 出して、 鬼 も 角も應 急の 

修理 を 自分で やって、 其の 夜 はどうに か 間に合せた。 其 時に 調べて 見る とぼたん を 押した 時に 電 

路 を閉ぢ るべ き 銅板のば ねの 片方の 翼が 根元から 折れて しまって 居た ので ある。 

實は餘 程 前に、 便所に 取附 けて ある 同じ 型の スヰ ツチが、 矢 張 同じ 局部の 破損の 爲に 役に立た 

なくなって、 此れ も 其當座 自分で 間に合せの 修理 をした 俊で、 つい 其れな りに して 置いた ので あ 

る。 取附 けてから 未だ 三年に もなら ない うちに 二 個まで も 同じ 部分が 破損す る處を 見る と、 此の 

スヰ ツチの こしら へ 方は餘 りょくな いと 云 はなければ ならな い。 もう 少し 作り方な り 材料な り を 

親切に 研究した のなら、 此れ程 脆く 出来る 害 はないだ らうと 思 はれた。 銅板 を 曲げた 角の 處には 

どの 道 可也 無理が いって 居る から、 あとで 適當 になます とか、 或は 使用の たびに 其處に 無理が 繰 

返へ されない やうに 構造の 方 を 工夫す ると か、 何とかして 欲しい もの だと 思った。 

水道の 斷 水と スヰ ツチ の 故障 丄の 偶然な 合致から、 私 は 色々 の 日本で 出来る 日用品に つ いて 平 

生から 不滿に 思って 居た 事 を 一 度に 思 ひ 出させられる やうな 心 持に なって 來た。 
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第 一 に 思 ひ 出した のが 呼 鈴の 事であった。 今の 住居に 移った 際に 近所の 電氣屋 さんに 賴ん で、 

玄關ゃ 客間の 呼 鈴 を 取 付けて 貰った。 處が、 其れが どうも 故障が 多くて 鳴らぬ 勝ちで ある。 電池 

が惡 いかと 思って 取換 へても すぐい けなくなる。 よく 調べて 見る と 銅線の 接合した 處はハ ンダ付 

け もしないで テ ー プも卷 かすに 一寸ね ぢり 合せて あるの だが、 それが 臺 所の 戶 棚の 中な どに ある 

から 眞黑 く錡 びて しまって 居る。 其れ を 磨いて 繼ぎ 直したら いくらか よくな つたが、 叉 直にい け 

なくなる。 段々 に 吟味して 見る と 電鈴 自身の 持へ 方が どうしても 本當 でない らしい。 本當 なら 白 

金 か 何 か 酸化し ない 金屬を 付けて 置くべき 接觸點 がー 一 ッ ケル 位で 出来て 居る ので、 少し 火花が 出 

ると すぐに 電氣を 通さなくなる らしい。 時々 其 處をゴ リ，/ \ すり 合せる とう まく 鳴る が、 毎日 忘 

れ すに 其れ を やる の は 厄介で ある。 此れ は 一 體 コイルの 卷數ゃ 銅線の 大きさな どが 全くい、 加減 

に 出来て 居て、 無暗に 強い 電流が 流れる からと 思 はれる。 それ だから 一寸 やって 見る 試 驗には 通 

過しても、 永い 使用に は堪 へない やうに 初めから 出来て 居る。 それ を 二 年 も 三年 も 使 はう とい ふ 

方が 無理 だとい ふこと が 分った。 そして 隨分 不愉快な 氣 がした。 かう いふ ものが 平氣に 市場に 出 

て 居て、 誰でもが それ を 甘んじて 使って 居る かと 思 ふの が 不愉快で あつ. た。 併し まさか 此 んな僞 

物 許り も ある ま いと 思つ て、 試みに 銀座の 或 信用 ある 店で よく 聞 訊した 上で 買って 來 たの を 付け 
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換 へたら、 今度 は先づ い、 やうで ある。 序に 導線の 接合 をす つかり ハ ンダで 付けさせようと 思つ 

たが 前の 電氣屋 は疾の 昔何處 かへ 引越して 居 なくなつ たし、 別のに 頼んで みると 面倒臭が つて、 

そして ハ ンダ 付けな ど必耍 はな いと 云って 中々 やって はくれ な い。 

少々 價は 高く とも 永い 使用に 堪へ る 本當の ものが 欲し いと 思つ て も、 そんな もの は 今の 市場で 

は 中々 容易に は 得られない。 例へば プラチナ を 使った 呼 鈴な ど は、 高くて 誰も 買 人 はない さう で 

ある。 此れ は實際 それ 程必耍 ではない かも 知れない が、 プラチナ を 使はないなら 使はなくて も 好 

いだけ に 外の 部分の 設計が 出来て 居な いのは どうも 困る。 

私の 賴んだ 電氣屋 が 偶然 最惡の ものであった かも 知れない が、 方々 に 鳴らない 玄關の 呼 鈴が 珍 

らしくな ぃ處 から 見る と 私と 同じ 場合 は 可也に 多い かも 知れな い。 

若し こんな 電氣 屋が榮 え、 こんな 呼 鈴が よく 賫れ ると すると、 其の 責任の 半分 位 は、 餘 りに 大 

人し く あきらめの い 、使用者の 側に も あり はし ま いか。 

呼 鈴に 限らす 多くの 日本製の 理化學 的 器械に 就いて よく 似た 事に 幾度 出逢った か 分らない 位で 

ある。 例 へ ば 玩具の モ I トル を 店屋で 一 寸 やって 見る 時 はよ く 廻る が 買つ て來て 五分 もやれば ブ 

ラ シ の處が やけても う いけなくなる。 
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蓄音機の 中の 齒車 でも ぢ きに いけなくなる のが ある。 此れ は齒 車の 面の 曲率な どが い、 加減な 

爲 だか、 村 料が 悪い 爲 だか 分らない。 恐らく 兩方 かもしれ ない。 

此の やうな 似て 非なる もの を 製す る 人の 中には、 西洋で 出来た 品 を 大體の 外形 だけ 見て、 唯い 

い 加減に こしら へ れば それで い \ もの だと 思って 居る のが 或は あり はしまい か。 或 人の 話で は電 

氣の絕 緣の爲 に H ボナ イト を 使って ある 箇所 を 眞鍮で 作って、 黑く色 だけ をつ けて おいた 器械 屋 

が あると いふ。 これ は 恐らく 唯の 話 かも 知れない。 併し それと 五十歩百歩 のい、 加減 さは 到處に 

あるか も 知れない。 

五十 年 前に 父が 買った 舶来の ペンナ イソ は、 今でも 硬 石 を あてないで よく 切れる のに、 私が 此 

間 買った 本邦 製の はもう 刃が つぶれて しまった。 古ぼけた 前世紀の 八 角の 安 時計が 時 を 保つ のに、 

大正 出来の 光る 置 時計の 中には、 年中 直しに やらなければ ならない のが ある。 

凡ての ものが 唯 外見 だけの 間に合せ もので、 本當に 根本の 研究 を 經て來 たもので ない とすると、 

實際 吾々 は 心細くなる。 質の 研究の 出来て 居ない 鈍刀 はいくら 光つ て 居ても 恰好が よく 出来て 居 

ても眞 逆の 場合に 正宗の 代りに ならな い。 

品物に 就いて 私の 今 云った やうな 事が 知識 や 思想に 就いても 云 はれ 得る とい ふやうな 事に でも 
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なるとい よ. （- 心細くなる 譯 であるが、 さう いふ 心配が 全くない とも 云 はれない やうな 氣 がする。 8 

水道の 止まった 日の 午 頃、 緣 側の 日向で 子供が 繪端書 を 並べて 遊んで 居た。 其の 檎端 書の 中に 

天文 や 地文に 關 する 圖 解ゃ寫 眞をコ 口 タイプで 印刷した 一組の ものが 眼に ついた。 取上げて よく 

見る と、 それ は隨分 非科擧 的な、 そして 見る 人に 間違った 印象 や 知識 を與 へる ものであった。 就 

中 月の 表面の 四凸の 模様 を 示す もの や 太陽の 黑點ゃ 紅 焰ゃコ a ナを 描いた ものな ど は 丸で 嘘 だら 

けな ものであった。 例へば 妙な 紅 焰が變 に 尖った 太陽の 緣に 突出して 居る 處 など は 「離れ 小島の 

椰子の 樹 J とで も 云 ひ 度かった。 

科學の 通俗化と いふ 事の 獎勵 される の は 誠に 結構な 事で あるが、 かう いふ 風に 墮 落して 迄 通俗 

化されなければ ならない だら うかと 思って 見た。 科學其 物の 面白味 は 「眞」 とい ふ ものに 附隨し 

て 居る から、 此れ を 知らせる 場合に、 非科學 的な 第二義 的與 味の 爲に 肝心の 眞 を镇牲 にして はな 

ら ない 害で ある。 併し 實 際の 科學の 通俗的 解說に は、 や、 もす ると 本當の 科擧的 興味 は 閑却され 

て、 不妥當 な 譬喩 や アナ a ヂ I の 見當逮 ひな 興味が 高調され 易 いのは 惜しい 事で ある。 さうな つ 

て は 科 學の方 は 借り もので、 結 菜 は 唯 誤った 知識と 印象 を傳 へる ばかりで ある。 私 は本當 に科學 

を 通俗化 するとい ふ 事 は餘程 優れた 第 一 流の 科學 者に して 初めて 出來 得る 事と しか 思 はれない の 
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に、 事實は 此れと 反對な 傾向の あるの を殘 念に 思 ふ。 

此の やうに して 普及され た 間に合せの 科學的 知識 を賴 りに して 居る 不安 さは、 不完全な 水道 を 

あてに して 居る 市民の 不安 さに 比べ て どちらと も 云 はれない と 思った。 そして 不愉快な 日の 不愉 

快 さ をもう 一 っ附加 へられる やうな 氣 がした。 

水道が こんな 工合 だと、 うちで も 一 つ 井戶を 掘らなければ なるまい とい ふ 提議が 夕飯の 膳で 持 

ち 出された。 併し 恐らく 此際 同じ やうな 事を考 へる 人 も多數 にある だら う、 從 つて 當分は 井戶掘 

の 威勢が 強くて とても 吾々 の 處へは 手が 廻らない かも 知れない とい ふ說も 出た。 

こんな 話 をして 居る 內 にも 私の 聯想 は 妙な 方へ 飛んで、 歐洲 大戰當 時に 從來獨 逸から 輸入 を 仰 

いで 居た 薬品 や 染料が 來 なくなり、 學術 上の 雜誌ゃ *1 籍が來 なくなって 困った 事 を 思 ひ 出した。 

そして 獨逸 自身 も 第 一 に智利 硝石の 供給が 斷 えて 困る の を、 空氣の 中の 祭 素 を 採って 來て どし ど 

し 火藥を 作り出した あざやかな 手際 を も 思 ひ 出した。 

そして、 どうしても 矢張り、 家庭で も國 民で も 「自分のう ちの 井戸」 がなくて は 安心が 出来な 

いとい ふ 結論に 落ちて 行く のであった。 

翌日 も 水道 はよ く 出なかった。 そして 新聞 を 見る と、 此 間出來 上った ばかりの 銀座 通りの 木煉 
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瓦が 雨で 浮き 上つ て 破損した とい ふ 記事が 出て 居た。 多くの 新聞 は 此れと 斷 水と を 一 絡に して 巿 

當 局の 責任 を 問 ふやう な 口 調 を 漏ら して 居た。 私 は 其 等 の 記事 を 尤もと 思 ふと 同時に 叉 當局者 の 

、レ祷 も S3 つ て 見た。 

水道に せよ 木谏 瓦に せよ、 つまり はさう いふ 構造 物の 科學的 研究が もう 少し 根本的に 行き 屆ぃ 

て 居て、 あらゆる 可能な 障害に 對 する 豫防ゃ 注意が 明白に 分って 居て、 そして 材料の 質 や 化 (の 構 

造の 弱點 などに 關 する 段階 的 系統的の 檢定 を經た 上で なければ、 誰も 容認し ない 事に なって 居た 

のなら ば、 恐らく 此れ程の 事 は あるまい と 思 はれる。 

永 い 使用に 堪 へない 間に合せの 器物が 巿 場に 蔓り、 安全に 對 する 科學的 保證の 付いて 居な い 公 

共 構造 物が 到處に 存在す ると すれば、 其の 責を負 ふべ きもの は必す しも 製造者 ゃ當局 者ば かりで 

はない。 

も し も需 要 者 の 方で 粗製品 を 相手 にしなければ、 そんな もの は 自然 に 影を隱 してし まふ だ ら う- 

そして 誤魔化し でない ほんものが 取つ  て 代る に 相 達な い。 

構造 物の 村 料 や 構造 物に 對 する 檢 茶の 方法が 完成して 居れば、 性の 惡ぃ 請負師で も 手 を 拔く隙 

が ありさう もな い。 さう い ふ撿定 方法 は 切 實な耍 求 さ へ あらば いくらでも 出来る 害で あるのに そ 
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れが實 際に は 出来て 居ない とすれば、 其の 責任の 半分 は 無 撿定の ものに 信賴 する 世間に. もない と 

は 云 はれない やうな 氣 がする。 

私が 斷 水の 日に 經驗 したいろ/ \ な 不便 や 不愉快の 原因 を 段々 探つ て 行く と、 どうしても 今の 

日本に 於け る 科 學の應 用の 不徹底で あり 表面的で あると いふ 事に 歸 着して 行く やうな 氣 がする。 

此の やうな 障害の 根 を 絕っ爲 に は、 一 般の 世間が 平素から 科學 知識の 水準 を， f つと 高めて 贋物と 

本物と を 鑑別す る 眼 を 肥やし そして 本物 を 尊重し 贋物 を 排斥す る やうな 風習 を 養 ふの が 一 番 近道 

で有效 ではな いかと 思って 見た。 さう い ふ 事が 不可能で はな い 事 は 日本 以外の 文明 國の實 例が 此 

れを證 明して 居る やうに 見える。 

此んな 事 を考へ て 居る と 吾々 の 周圍の 文明と いふ ものが 段々 心細く 賴 りない ものに 思 はれて 來 

た。 何だか 炬燧を 抱いて 氷の 上に 坐って 居る やうな 心 持が する。 そして 不平 を 云 ひ 人 を 責める 前 

に 吾々 自身が もう 少しし つかりし なくて はいけ な いとい ふ氣 がして 來た。 

斷水は 未だ 何時 迄 績くか 分らない さう である。 

どうしても 「うちの 井戶」 を 掘る 事に きめる 外 はな い。 (え 正 十 一年 一月、 東京. 大阪 朝日 新聞) 
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一 

石の 階段 を 上って 行く と廣ぃ 露臺の やうな 處へ 出た。 白い 大理石の 欄干の 四隅に は 大きな 花 鉢 

が乘 つかって、 それに 菓物 やら 花が 一杯 盛り上げ てあつた。 

前面に は 湖水が 遠く 末廣 がりに 開いて、 かすかに 夜霧の 奥に つに いて 居た。 兩 側の 岸に は眞黑 

な 森が 高く 低く 連なって、 其 上に 橋 を かけた やうに 紫紺 色の 夜 さが か、 つて 居た。 夥しい 星が 白 

熱した 花火の やうに 輝いて 居た。 

やがて 森の 上から 月が 上って 來た。 それが 丁度 石鹼 球の やうな 虹の 色 をして、 そして 驚く やう 

な 速さで 上って 行く のであった。 

すぐ 眼の 下の、 汀に 葉蘭の やうな 形 をした 草が 一 面に 生えて 居る が、 其 葉の 色が 血の やうに 紅く 
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て、 蒼白い 月光 を 受けながら、 恰も 自分で 發光 する もの \ゃ うに 透明に 紅く 光って 居る ので あつ 

た。 

攔 干の 隅の 花 鉢に 近づ いて 其 中から 一輪の 薔薇 を 取り上げて 見る と、 それ は みんな 砲 子で 出來 

て 居る 造花であった。 

^水の面 一 面に 細かく ふる へ きらめく 漣 を 見詰めて 居る うちに 私 は 驚く ベ き 事 實に氣 が 付いた。 

湖水の 水と 思った の は みんな 水銀であった。 

私 は 非常に 淋しい やうな 心 持に なって 來た。 そして 再び 汀の 血 紅色の 草に 眼 を 移す と、 其 葉が 

風 もない のに 動いて 居る。 次第に 強く 搖れ 動いて は 延び 上る と 思 ふ 間に 何時か それが 本當 の火掉 

に變 つて 居た。 

空が 急に 眞赤 になった と 思 ふと、 私 は 大きな 慘鑛爐 の眞唯 中に 突立って 居た。 

私は梭 橋の 上に 立って 居た。 向 側に は 途方もない 大きな 汽船の 刹げ 汚れた 船腹が 横 づけに なつ 

夢 て US る。 拿の やうに 開いた 荷揚 器械が 間斷 なく 働いて 大きな 函の やうな もの を 吊り 揚げ 吊り 降ろ 


して 居る。 

獨 逸の 兵隊が 大勢 急がし さう に そこら を あちこちして 居る。 

不意に 不思議な 怪物が 私の 眼の 前に 現 はれて 來た。 それ は 丁度 鶴の やうな 恰好 をした 自働 器械 

である。 共 嘴が 長い やっと こ 鉄の やうに なって、 其槓杆 のま 點に當 るね ぢ錤が 丁度 眼 玉の やうに 

なって 居る。 鳥の 身 體ゃ脚 は唯鎚 でた、 いて 鏺へ 上げた ばかりの 鐵片を 組合せて 作った 極めて 簡 

單な もの、 やうに 見える。 鐵は處 々赤く 錡 びて 居る。 其れに も拘 らす此 粗末な 器械 は 不思議な 精 

巧な 仕掛けで も あるかの やうに 全く 自働 的に 活動して 居る。 丁度 鶴の やうな 足取りで 一 ー歩三歩^0. 

るく と、 立 止まって 首 を 下げて 嘴で 棧 橋の 床板 をゴ トン/^ と 音を立て、 つ、 ついて 居る。 さう 

いふ 擧動を 繰返しながら 一 直線に 進んで 行く ので ある。 

私 は 其 器械の 仕掛け を 不思議に 思 ふよりも、 器械の 目的が 何 だら うと 思 ひ 怪しんで 昆 たが 全く 

見當も 付かなかった。 

棧橋を 往来して 居る 兵隊 等は此 不思議な 鐵の 鳥に 氣が 付かない のか、 氣が 付いて 居ても 珍ら し 

くないの か、 誰 一人 見向いて 見る もの もない。 

それで 鐵の鶴 は 無人の境 を 行く やうに 何處 迄も單 調な 擧動を 繰返しながら 一 直線に 進んで 行く 
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ので ある。 

其 內に向 ふから 大きな 荷物 自動車が 來た。 何 かしら 棍棒の やうな もの を數 十づ、 一束に した も 

のを滿 載して 居る。 

近づ いて 見る と、 その 棒の やうな もの は みんな 人間の 右の 腕であった。 

私 は 何故か それ を 見る と 凡ての 事が 解った やうな 氣 がした。 

鐵の 鶴が 向 ふの 方で 立 止まって 長い 鐵の頸 をね ぢ 向けて じいつ と 私の 顏を 見つめて 居た。 

高架 鐵 道から 下り て トレ プ トウの 天女 臺 へ 行く 眞 直な 道路の 傍に 自分が 立 つ て 居る。 道の 兩側 

に は 美しい 芝生と 森が ある。  . 

銅色 をした 太陽が 今 丁度 子午線 を 横切って 居る の だが、 地平線からの 高度が 心細い やうに 低い。 

私 は 其 時 何とい ふ 理由な しに 「もういよ いよ 世の 終が 近づいた の だ」 と 思 ふ。 

向 ふの 方から 大勢の 群集が 不規則な 縱隊を 作って 進んで 来る。 段々 近づく の を 見る と、 行列の 

眞 先に は 牛 や 馬 や 驢馬 や 豚 や 鶴が 來る。 其 後から 人間の 群がつ いて 来る。 四角な 板に 大きな 文字 一 


155 


で 何 かしら 書いた の を 旗の やうに 押し立て 、居る 人 も ある。 大きな ボ I ル 紙の メガ フ ォ ー ンを脇 

の 下に ぶら下げて 居る もの も ある 0 

隊ゃ鷄 は 時々 隊を はなれて 道 傍の 芝生へ それよう とする の を、 小さな 針金の やうな 鞭で コ ッ コ 

ッ とつ、 つ いて は 列に 追 ひ 返して 居る 男が 居る。 

避雷針の やうな もの. - 付いた 兜 形の 帽子 を 着た 巡査が、 隊の兩 側 を 護衛して 居る。 

巡査が どれ も 此れ も 福々 し い 人の 好 ささうな 顏 をして 居る のに 反して、 行列に 加 はって 居る 人 

達の 額 は みんな たった今 人殺しで もして 來 たやう に 凄い 恐ろし い 形相 をして 居る。 家畜の 顏を見 

て 居る と、 それが 段々 に 何時か 何處 かで 見た 事の ある 人間の 顏 に似て 来る やうな 氣 がする。 そし 

て それが みんな 如何にも 迷惑 さうな 倦怠し 切った 表情 をして 居る ので ある。 

廣 場の 處迄來 ると 行列が 止まった。 そして 家畜 を 中心に して 行列の 人と 見物人と が 圓陣を 作つ 

た 0 

行列の 一 人が 中央に 進み出て 演說を 始めた。 私 は 一 所 懸命に 其演說 者の 言葉の 意味 を 拾 はう と 

思って 努力した が、 悲しい 事に は 少しも 何の 事 だか 分らなかった。 唯 時々 ィ 于不ラ ー ル 何とかい 

ふ 言葉 を 繰 返す のが やっと 聞き とれた だけであった。 
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夢 


演說者 は脊の 低い 男で、 顔が 寫眞で 見た ト n ツキ I によく 似て 居た。 右の 手 を 空氣を 切る やう 

に縱 横に 打ち 振って は 信じられない 程 大きな 聲で どなって 居た。 時々 左の 手 を 家畜の 方に 差し 延 

ベ て は 一 種 特別な 訴 へる やうな 表情 をして 見せた。 

演說が 終った と 見えて、 ヮ ー ッと 云ふ聲 がした。 そして 再び 隊を 作った 行列 は眞 直な 大道 を あ 

ちらの 方へ 段々 に 遠ざかって 行った。 

銅色の 太陽が もう 餘程 俄く 垂れ 下って、 葉 を ふるった 白樺の 梢に ぐるり-^ と 廻って 居る やう 

に 見えた。 その 迥轉が 見て 居る うちに 段々 に 速くなる やうに 思 はれる のであった。 「もう 少し 此 

れが 速くなる と あぶない 一 さう 思って 私 は 急いで 伯林の 町の 方へ 歸 つて 行った。 

r 大正 十 一 年 三月、 明星) 
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マル コ ポロの 名 は廿年 前に 中學 校の 歷 で敎 はって 以来の 馴染で はあった が、 其の 名高い 「紀 

行 一 を 自分で 讀ん だの はつ い 近頃の 事で ある。 讀んで 見る と 矢 張 面白い。 尤も #1 いて ある 記事の 

あまり 當て になら な いと い ふ 證據は 自分の 狹ぃ 知識の 範圍內 からで も 容易に 列擧 される 位で ある 

が、 事實 とい ふ 事 は 別問題と して、 單に 昔の 人の 頭に 描かれた 觀念 として 見る だけで も 色々 の 意 

味で 面白い 事が 澤 山に ある。 

始めの 中 は唯讀 みつ 放しに して 居た が、 餘り 面白い から 途中から は 時々 手帳へ 覺ぇ 書に 書き 止 

めて 置いた。 其の 備忘 錄の 中から 少しば かりの 閑談の 種 を 拾 ひ 出して 兹に 紹介して 見ようと 思 ふ- 

以下に 擧げて ある 頁數 は、 H ヴ H リ ー マンス. ライブラリ I の 中の 此の 書物の 頁數 である。 


らか 口 ホ。 コル ブ 


I 

一 一四 八 頁に 此んな 話が ある。 

カラ ザ ンと いふ 土地に は 奇妙な 風習が あった。 異鄕 から 来た 旅人が 宿泊した 時に、 其の 人が 風 

采も 立派で 勇氣 があって 優れた 人物 だと 思 ふと、 夜中に 不意 を 襲って 暗殺して しま ふ。 暗殺の 目 

的 は 金 や 持物ではなくて、 其の 旅人の 有って 居る 技能 や 智慧 や 勇氣が 魂魄と 一 緒に 永久に 其の 家 

に 止まって、 其のお かげで 其の 家が 榮 える やうに とい ふ 希望から だとい ふ 事で ある。 

此れ は 隨分思 ひ 切つ て 蟲の好 過ぎる 話で ある。 

併しよ く考 へて 見る と 今の 世で も 多少 此れに 似た 事實 がないで もない。 例へば 有 爲の靑 年 を 金 

や 權勢ゃ 義理 合 やで とって 抑へ て 本人の 餘り氣 のす、 まぬ 金 持の 養子に したり、 或は 餘り 適當で 

ない 地位に 縛り付けた りする 事が あると すれば、 此れ はいくら か カラ ザ ン 人の 遣り口に 共通な 處 

が あり はしまい か。 

此の 悪習 は 忽必烈 が 嚴禁し て やっと 止まった と ある。 

此の 地方の 人 は 始終 毒 を携帶 して 歩いて 居る。 もし 何 か 自分の 悪事が 見付かって 罰せられ さう 
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になる と、 大急ぎで 其の 毒 を 仰いで 自決 をしょう とする。 此れ は 存外 見上げた もの だと 思 はれる。 め 

處が 困った 事に はさう. いふ 罪人 をつ かま へ る爲政 者の 方で もちやん と 其れ を 承知して 居る から、 

豫め 犬の 糞 を 用意して 居て、 すぐに 其れ を 食 はせ、 さう してす つかり 毒 を 吐き出させ てし まふ。 

此れで は 折角の 毒 も 何の 役に も 立たなくて、 結局 犬 糞 を 食 はされ る だけが 餘 計な 事になる 譯 であ 

る。 其れに も 拘らす 此の やうな 事が 繰り返されて 居た とすれば、 犬の 糞の 效 力の 及ばない 場合が 

相當に 多かった かも 知れな い。 

此れと 同じ 章に 足 を 有った 蛇の 記載が 出て 居る。 多分 勝の 事 だら うが、 其の 說 明が 可也 面白い 

ものである。 

二 

二 四 八 頁に は カルダン ダンと いふ 地方の 風俗が 述べて ある。 其 中に、 此の 地方の 人 は 男女 共に 

黄金の 薄い板 を齒 にかぶ せて 飾りに すると ある。 

此の 金の 板の 着せ 方が よく 分らない ので あるが、 鬼に 角 現代の 吾等の 同胞の 中に も 健全な 齒に 

黄金の 板 を かぶせて 装飾と して 居る 人が 可也 多數 にある。  • 


らカ， 口 ボ コル マ 


三 

三 一 一八 頁に ある 日本に 關 する 記事の 中に こんな 事が ある。 

此の 阈の 人に、 何故 そんな 色々 の 形の 神 像 を 作る かと 聞く と 此れ は 先祖からの しきたり だと 答 

へた。 吾々 に 先立った 人が かう いふ 風に して 吾々 に殘 した。 それで 吾々 も かう して 子孫に 傳 へる 

の だと 云った と ある。 

その 話の すぐ 下に は、 日本人の 間に 食 人の 風習が ある やうに 書いて ある 位 だから、 上の 話も當 

てに はならない。 しかし オリ ヂナリ ティ を 尊ばない 國民 性の やうな ものが 上の 話の 中に 表 はれて 

居る の は不思 fi である。 

三 三 九 頁 を 見る と、 

フ ェ レチ 王國の 人々 ば 朝起きた 時に 一 番先 きに 眼に 觸れ たもの を、 其の 一 日中 崇拜 するとい ふ 

事が #1 いて ある。 
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新輸 人の 思想の 初物 を崇拜 する 現代の 多數の 人達と 此の 昔の 王國の 人と 何處か 似た 處が ある や 

うな 氣 がする。 かう いふ 風に して 行けば 頭が いつでも 新鮮で、 沈澱したり 徵が 生えたり する 心配 

がなくて い ， ^かも 知れない が、 唯 少し 忙し 過ぎて 困る やうな 氣も する。 

此れと は關係 はない が、 次の 頁の 脚註に、 中世の 博物 學 書に 記述され たゥ 二 コ I ル 捕獲 法と い 

ふの が 書いて ある。 純潔な 處女を 此の 一 角の 怪獸の 棲 家へ 送り込む と、 ゥ 一一 コ ー ル がすつ かり 大 

人し くな つて 處 女の 胸に 頭 を すりつけて 来る。 其處 を獵師 がっか まへ るの だとい ふ。 相手が ゥ  一 I 

コ I ル であると は 云 ひながら 甚だ 罪の 深い 仕業で あると 云 はなければ ならな い。 

五 

三 四 三 頁に はこん な 事が ある。 

ス マトラの ドラゴ ィァ 人の 中で 病人が 出来る と、 其の 部落の 魔法 使 ひ を 呼んで 来て、 其の 病氣 

が 治る か 治らない か を 占 はせ る。 若し 不治と 云へば 其の 病人の 口 を 蒸して 殺して しま ふ。 そして 

親類 中が 寄って 其 死體を 料理して 御馳走になる 云々。  . 

役人 ゃ會社 銀行員が 或る 唯一 人の 長上から 無能と 宜 言され ただけ で 首 を きられる。 すると 其 下 
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らカ 4  ロポコ ノレ マ 


の 地位に 居る 同僚 達 は 順繰りに 昇進して みんな 餘 澤に霑 ふと い ふやうな 事が あると すると、 それ 

はいくら か は 此の ドラゴ イアンの 話に 似て 居る。  • 

六 

三 四 四 頁に は 尻尾の ある 人間の 事が 出て 居る。 犬の 尻尾 位の 大さ だが 毛が 生えて 居ない と ある。 

譬喩 的に は 今でも 大概の 人間が みんな 尻尾 を ぶら下げて 歩いて 居る。 此れ は 誰も 知る 通りで ある。 

三 五八 頁に は 右の 手 を 淸淨な 事に 使 ひ、 左の 手 を 汚れに 使 ふ 種族の 事が ある。 

此れ も 或 意味で は 世界中の 文明 人が 今 現に やって 居る 習俗と 同じ 事で ある。 

三 五 九 頁に はこん な 事が ある。  - 

債務者が 負債 を拂 はないで 色々 な ロ實を 設けて 始末の わるい 場合が ある。 さう い ふ 場合に 債權 

者 は 債務者 の 不意 を 襲う て 其 の 身邊に 圓を畫 く。 す る と 後者 は 其 の 債務 を 果たす 迄其圓 以外 に 踏 

み 出す 事が 出來 ない。 若し 出れば 死刑に 處 せられる。 

かう いふ 法律 は 今日で は贊成 者が 少な さう に 思 はれる。 債務者の 方が 多數 だから。 
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七 

三 七 一 一 頁に は 次の やうな 話が ある。 

或る 宗派の 修道 者が、 人から、 何故 死體を 火葬に する かとい ふ 理由 を 聞かれた 時に かう 答へ た。 

死骸 を 其 儘に してお けば 蛆 がわく。 然るに 姐が 食 ふだけ 食って しまって おしま ひに 共の 食物が 盡 

きる と 其 等の 蛆 がみん な 死んで しま はなければ ならな い。 此れ は 甚だ 殺生で あるから いけな い。 

同じ やうな 立場から 云 ふと、 基礎の 怪し ぃ會 社な ど を 始めから 火葬に しないで 置いた 爲 におし 

まひに 多數の 株主に 破產 をさせる やうな 事になる。 此れ も 殺生な 事で あると 云 はなければ ならな 

い 事になる。 

こんな 話の種 を 拾 ひ 出せば まだ./. \ 面白い のが いくらでも 出て 來る。 

餘り あてに ならない やうな 古い 昔の 異鄕の 奇習の 物語が 一 々現代の 吾々 の 生活に かすかながら 

或る 反響の やうな もの を傳 へ るの が 不思議と 云 へ ば 不思議で も ある。 一天が 下に 新し いもの はな 

い 一とい ふの はかう 云 ふ 事 を 指して いふの かも 知れない。  , 

もう 少しよ く搜 したら 貴重な 未来の 新 思想の 種子が 此の 忘れられた 古い 書物の 中から いくら も 
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らか ロポ コル マ 


拾 ひ 出せ さうな 氣も する。 (大 十一 年 s 月、 解放) 
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H ヂゾ ンの 蓄音機の 發 明が 登 錄 された の は 一 八 七 七 年で 丁度 西南 戰爭の 年であった。 太平洋 を 

距 て，. 起った 此の 二つの 出来事に は 何の 關係 もない やうな もの &、 我 邦の 文化 發 達の 歷史を 西洋 

のと 引合せて 見る 時の 一 つの 目標に はなる。 のみなら す少 くと も 私に は 此の 偶然の 合致が 何事 か 

を 暗示す る 象徵の やうに も 思 はれる。 

H ヂゾ ンの 最初の 蓄昔機 は、 音の ために 生じた 膜の 振動 を、 圓 筒の 上に 螺旋 形に 刻んだ 溝に 張 

り 渡した 錫范の 上に 印す る もので、 今から 見れば 極めて 不完全な ものであった。 或る 母音 や 子音 

は 明瞭に 出ても、 例へば S の 音な ど はどうしても 再現が 出来なかった さう である。 其 後に サム ナ 

1 . テ ー ンタ— ゃグラ ハム-ベ ル 等の 研究に よって 錫笵の 代りに！ g 管 を 使 ふやう になり、 更にべ 

ル リナ ー の發 明な どが あって 今日の グラ モフォ ー ン卽ち 平圓盤 蓄音機が 出來、 今では 此れが^ 界 
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の 隅々 まで 行き渡つ て 居る。 若し 誰か 極端に 蓄音機の 嫌 ひな 人が あって 此の 器械の 音の 聞えない 

國を搜 して 歩く としたら、 其 人 は 屹度 苦々 しい 幻滅 を 幾度と なく 繰返した 揚句に すご/ \ 故鄕に 

歸 つて 来る だら うと 思 はれる。 

蓄音機 の 改良 進歩 の 歷史も 面白くな い 事 はな いが、 私に とって は 私自身と 蓄音機との 交涉 の 歷 

史の 方が より 多く 痛切で 忘れ 難い ものである。 

西南 戰爭に 出征して 居た 父が 戰亂 平定の 後家に 歸 つた 其 年の 暮に 私が 生れた。 其 私が 中擧 校の 

三年 生か 四 年生の 時であった から 鬼 も 角 も 蓄音機が 發 明され てから 十六 七 年後の 話で ある。 或 日 

の 朝 K 巿の 中學 校の 揭示 場の 前に 大勢の 生徒が 集まって 掲示板に 現れた 意外な 告知 を 讀んで 若い 

小さな 好奇心 を動搖 させて 居た。 今度 文學士 何某と いふ 人が 蓄音機 を携 へて 來縣 し、 今日 午後 講 

堂で 其の 實驗 と說明 をす るから 生徒 一 同 集合せ よと いふので あった。 此れ は 健に 單 調で 重苦しい 

學 校の 空 氣を搔 き亂し て、 何處 かの 隙間から 新鮮な 風が 不時に 吹き込んで 來 たやうな も ので あつ 

た。 生徒の 喜んだ こと はいふ 迄 もない。 面白い ものが 見られ 聞かれて 其 上に 午後の 課業が 休みに 

なる の だから、 文 學士と 蓄音機との 調和 不調和な どを考 へる 暇 はない 位 喜んだ に 相違ない。 其 時 

歡聲を あげた 生徒の 中に 無論 私 も 交つ て 居た。 


167 


校長の 紹介で 講壇に 立った 文 學士は 々たる 風采 をして 居た。 頭 はいが 栗で あつたが、 北ハ 代り 

に 立派な 漆黑な あごひげ は敎 頭の それよりも 立派であった。 大きな 近眼鏡の 屮 から は 智慧の あり 

さうな 黑ぃ 眼が 光って 居た。 引きし まつ た淸爽 な 北 = 廣服も 凡 て の 先生 達 のよりも 立派に 見えた。 

先づ 器械の 應史 から、 其の 原理 構造な ど を 明快に 說 明した 後に いよ 實驗 にと りか、 つた 時 

に は 異常な 緊張が 講堂 全體 に充滿 して 居た 譯 である。 いよ/ \蠟 管に 聲を吹 込む 段と なって、 文 

學士は 吹 込み 喇叭 を 其の 美髴の 間に 見える 紅い に 押し 當て k 器械の 制動機 を ゆるめた。 さう し 

て 驚く やうな 大きな 聲で 「タ ー カイ ャ ー マ— 力 ー ラ ァ、」 と =tf ひ 出した。 

私 は 其 瞬間に 經驗 した 不思議な 感じ を 三十 年後の 今日で も あり/、 と 其 a- に 呼び返す ことが 出 

来る やうに 思 ふ。 其の 奇妙な 感じ を 完全に 分析して 說明 する 事 は 到底 不可能で あるが、 種 々雑多 

な WI 子の 中には 勿論 緊張の 弛緩から 來る純 粹な笑 ひもあった。 其 處此處 に 實際ク ス/^ 笑 ひ 出し 

た 不謹愼 な 人 もあった やうであった。 併し それ は必 すし も 文 學士其 人に 向けられた 笑 ひば かりで 

は 恐らくなかった らうと 思 はれる。 此の 講堂 建設 以來 此の 壞 上で 發 せられた 人間の 聲の屮 で、 此 

れ位 珍ら しい ものはなかった に 相 遠な い。 忠君 愛國 仁義 禮智 など 、直接 何等の 交 涉をも 持た な い 

「瓜 や 茄子の 花盛り」 が 高 i? され、 其 終りに は 彼の 全く 無意味で そして 最も 平 尺 的な- 喊 しの リフ 
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レイ ンが朗 々と附 加 へられた ので ある。 私 は 其 時 何とい ふ 事な しに 矛盾 不調和 を感 する 一 方で は、 

又つ めたい 薄暗い 岩室の 中に そよ/ \. と 一 陣の 春風が 吹き、 一 道の 日光が さし 込んだ やうな 心 持 

もあった 事 を 自白し なければ ならない。 

吹 込みが 終った 文 學士は 額の 汗 を 押し 拭 ひながら 其の 裝 S を 取り外して、 更に 發聲 用の 振動 膜 

と 喇叭 を 取りつ けた。 器械が 動き 出す と共に 今の 歌が そろ/ \ 出て 来た。 それ は 妙に 押し つぶさ 

れ たやうな 鼻聲 では あつたが、 1^ も 角 も 文學士 の特徵 ある 「ラァ ゝ」 などの 抑揚 を 可也 忠實に 再 

現した ので、 講堂の 中から は 自然な 感嘆の 聲と 抑へ つけた 笑聲 とが 一 時に 沸き あがった。 

此の 一 日の出 來事 はどうい ふ もの か 私の 中擧 時代の 思 ひ 出の 中に 目立って 拔き 出た 目標の 一 つ 

になって 居る。 一つに は 此の 泰西 科畢の 進歩が 齎 した 驚異の 實驗 が、 私の 子供の 時から 芽 を 出し 

かけて 居た 科學 一 般に對 する 愛着の 心に 強い 衝動 を與 へた 爲 であらう が、 其 外に まだ 何 かしら 或 

る 啓示 を與 へた ものが ある 爲 ではない かと 思って 居る。 私 は 今でも 事に ふれて 此の 文 學士の 「高 

い 山から」 を 思 ひ 出す。 あの 時に あの 罪のない 悝謠 から 流れ出た 自由な 明るい 心 持 は 三十 年後の 

今日 迄 消えす に殘 つて 居て、 行 きづまり 勝ちな 私の 心に 有益な 轉 機を與 へ、 しゃち こ 張りたがる 

氣 分に ゆとり を與 へる。 此れ は 恐らく 私の 長い 學校 生活の 間に 受けた 最も 有難い 敎 への 中の 一 つ 
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ではなかった かと 思 ふ。 業に 疲れ 生に 倦んだ 時に 私 は 色々 の 形式で 色々 の 「高い 巾」 を唱 ふ。 さ 

うして 新し い 勇氣と 希望 を 呼び返す ので ある。 

私に は 可也 重大な、 併し 他人に は 恐らく 下らなく 些細な 此の 經驗を 世の 敎育家 達に 捧げて 何 か 

の參考 にして 貰 ひ 度い と 思って 居る。 

ェ. チゾ ンの發 明から 十數 年の 後に、 初めて 東洋の 田 舍の小 都 食に 最新の 驚異と して 迎 へられた 

蓄音機 も、 いっと はなしに 田舍 でも 餘り 珍ら しい もので はなくな つてし まった。 日曜ハ：^^に仄市の 

本 町 通で 開かれる 市に いつもき まって 出現した、 玩具 や 駄菓子 を 並べた 露店、 筵の 上に 鷄卵ゃ 牡 

丹 餅 や 虎杖 や 甘 庶等を 並べ た 農婦の 賣店 などの 中に 交つ て 蓄音機 星の 店が 自 からな 異彩 を 放つ て 

居た。 

器械から 出る 音の H ネル ギ ー が 徒らに さ 中に 飛散して 錢を拂 はない 往来の 人に 聞え る 事の ない 

やうに、 錢を拂 つた 花客 だけによ く 聞え る爲 に幾對 かの 護謨 管で 分配され る やうに なって 居た。 

耳に 插 した 管を兩 手で 抑へ て 首 を 垂れて 熱心に 聞いて 居る 花客 を 見下す やうに して、 口の 內で器 

械の 音曲 を 囁いて 居る 主人 は 狐の 毛皮の 帽子 を 被ったり して 居た。 彼 は 兎も角も 周圍の あらゆる 

露店の 主人に 比べ て は 一 頭 地 を 祓いた 文明の 宜傳 者で も ある やうに 思 はれた。 
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私 は 大道の 蓄音機 を 聞いて 見 度い とい ふ 希望 を 可な り强 くもって 居た に拘ら す、 とう/ \ 一度 

も 聞く 事が 出来なかった。 私の 知つ て 居る 範圍の 友達 や 市民で 此の 蓄音機の 管 を 耳に 插んで 居る 

の を 見かけた 事 もなかった。 聞いて 居る の は 殆ど 皆田舍 の田舍 から 出て 来たらし い 最も 文明と 緣 

の 遠い 人達であった。 

大道で 蓄音機 を 聞く と い ふ 事が 犬し て 悪い 事と は 思 はれな い。 林檎 を嚙 じりながら 街頭 を ある 

くよりも、 環視の 中で メリ I ゴ ー ラウンドに 乘 るよりも 寧ろい-. 事 かも 知れない のに、 何 かしら 

それ を 引止める 心理 作用が あって 私の 勇氣を 沮喪させる のであった。 其爲に 此の 文明の 利器に 親 

炎す る 好機 會を 見す- (- 取り逃しつ 、、 そんな こだ はりな しに 面白さう に 聞いて 居る 田舍の 人達 

を 羨まなければ ならなかった。 此の やうな 「薄志弱行」 はいつ 迄 も 私の 生涯に 附 纏って 絶えす 私 

に 「損」 を させて 居る。 

大道 蓄音機が 文化の 福音 を片田 舍に擴 めた 事 は 疑 ひもない が、 同時に あの 耳に 插む 管の 端が 耳 

の病氣 を傳播 させ はしなかった かと 心配す る。 今なら ばフ オル マリ ンか何 かで 消毒す る だら うが、 

あの 頃 さう いふ 衛生上の 注意が 行き 屆 いて 居た かどう か 疑 はしい。 ^し 今日で も 文化の 輸 人傳播 

に附 いて 來る 種々 な 害毒が 可也 激烈で、 しかも それ を 防ぐ 事が 出来ない ので あるから、 耳の 病氣 
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位 は 已むを 5£ ない 事であった かも 知れない。 

改良 を 加 へ た蠟管 蓄音機 を 聞き損な つ た 私 は、 音色の 再現が どの位 迄 完全に 行つ たかを 經驗す 

る 事が 出来なかった。 しかし 可也 迄 完成に 近づいて 居た に は 相 遠ない。 種々 な樂 器の 音 や 特に 昔 

から 問 題と なって 居る 人聲 母音の 組 成 要素 を 分析し 研究す るに 適 當な村 料と して 此の 蠟管 記錄が 

種々 に 利用され た。 蠟 管に 刻まれた 微細な 四凸を 巧妙な 仕掛けで 廓 大した 曲線 を 調和 分析に かけ 

て 組成 因子の 間の 關係を 調べたり して 聲音學 上の 知識に 貢獻 した 事も少 くない。 此 種の 研究 は 平 

圓 盤の 發 明に よって 非常な 進 渉 を 遂げた 事 はいふ 迄 もない。 蠟管記 錄の海 命 はせ ぃ-^千囘位で 

あるのに 平面 盤の 原型の 壽命は 殆ど 永久で あると 云つ て もよ い C それで 例 へ ば 現在の 或る 國 語の 

發音 を記錄 して 置いて 百年 千年 萬 年の 後の ものと 比較して 其の 變遷を 調べ る 事 も出來 るので、 實 

際さう いふ 目的で 保存され て 居る 記錄が ウイ ンナ にある と 聞いて 居る。 

平圓 盤に よって 行 はれた 聲音學 上の 實驗的 研究 も澤 山に あって、 今でも 績 いて 熱心な 學 者が 此 

れを 追究して 居る。 カル ソ ー の 母音の 中の 微妙な 變 化ゃテ トラ ッ チ 一一 の 極度の 高音 やが 分析の 組 

板に 載せられて 居る C それに も 拘らす 母音の 組成に 關 する 秘密 は 未だ 完全に 明かに はなら な い。 

ヘルムホルツ、 ヘルマン 以来の 論 举は 未だ 解決した と は 云 はれない やうで ある。 此の やうな 方-ゆ 
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に はま だ澤 山の 探究すべき 問題が 殘 つて 居る。 殊に 日本人に 取って は 日本語の 母音 や 子音の 組成、 

又 特有な 音色 を もった 三味線 や 尺八の 音の 特異な 因子 を 研究す るの は 隨分與 味の ある 事に 相違な 

い。 私は此 種の 研究が 早晩 日本の 學 者の 手で 遂行され る 事 を 望んで 居る。 

私が 初めて 平圓盤 蓄音機に 出會 つたの は、 瀨戶內 海 通 ひの 汽船の 客室であった 様に 記憶す る。 

其 後 大學生 時代に 神 戶と鄕 里との 間 を 往復す る 汽船の 中で いつも 粗悪な 平 圓盤レ コ ー ドの 音に 惱 

まされた 印象が 可也 强く殘 つて 居る。 船に 意氣 地がなくて、 胸に 込み上げる 不快の 感覺を 僅に 抑 

へ つけて 少時の 眠 を 求めよう として 居る 耳元に、 彼の 劣悪な レ コ I ドの發 する 奇怪な 音響と 騒が 

しい 旋律と は 可也に 迷惑な もの、 一 つで ある C それが 食堂で 夜更迄 長時間 績 いて 居た 傍若無人の 

高談し が 漸く 少し 靜 まりかけ る 頃に 始まる のが 通例であった。 浪が 荒れて 動搖の すさまじい 時 だ 

け は 流石に 此の 音 も 聞えなかった が、 さう いふ 時には 又 船 暈の 苦惱が 更に 甚 しかった。 

汽船 會社は 無論 乘 客の 無聊 を 慰める 爲に 蓄音機 を備 へて あるので、 又 事 實上多 數の乘 客 は會社 

の 親切 を 十分に 享樂 して 居る でも あらう が、 此れが 爲に 少數の 「除外例」 が 受ける 迷惑 も 少し は 

考慮の 中に 加へ て 貰 ひ 度い と 思った 事 も 幾度 あつたか 判らない。 

此の やうな 不平 を 起す のが 間違って 居る とい ふ 事 は、 其 後段々 に少 しづ、 判って 來た。 汽船の 
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夜の 蓄音機 は此頃 どうな つた か 知らな いが、 此れに 代る ベ き 更に 强烈な もの は 今の 世上に 餘 りに 

多い。 いつ 迄も此 の やうな 不平 を 超越し ないで 居て は 自分 の やうな 弱 い 神 經をも つ たも の は 生存 

そのものが 危 くなる であらう。 

汽船の 外で も 西洋 小間物屋の 店先 や、 居酒屋の 繩 暖簾の 奥から 聞え て 来る のが 通りすがりに 聞 

かない 事はなかった。 さう いふの は 大概 「金の 逃げ出す 昔」 の 種類に 屬 する ものであった。 併し 

それ は 此方で 逃げさへ すれば 追つ かけて 來 ないから 始末が よかった。 

蓄音機の 喇叭と いふ もの も 私に は 餘り氣 持の い k ものではなかった。 器械 全 體の大 さに 對 して 

何となく 均衡 を 失して 醜い 不安な 外 觀を呈 する ものである。 一 寸 法師が 尨大な メガ フ ォ ー ンを差 

しあげて どなって 居る やうな 感じが ある。 此れが 菊 ゆ、 き 朝顔の やうに 彩色され たのな どになる と 

一 層 恐ろし い 物に 見える ので ある。 

ダラ モ フォ— ンに對 する 私の 妙な 反感が 幾らか 柔ら げられ る 様な 機 會が來 たの は 私が 三十 二の 

年に 獨 逸へ 行つ て 居た 時の 事で ある。 彼 地の 大使館 員で M とい ふ 人と 知り合に なった が 其 人が 喇 

叭 のない、 小さな 戶 棚の やうな 形 をした 上等の 蓄音機 を もって 居た。 そして 彼 地で 聞く 機 會の多 

い オペ  一 r の アリア や 各種 器樂 のレコ ー ドを 集めて、 それ を 研究し 修練して 佗しい 獨 居の 下 生活 
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を 慰めて 居た。 其 人の 處で私 は い V 蓄音機の い、 レコ ー ドが夫 程 恐ろし いもので はな いとい ふ 事 

を 初めて 知った。 併し それにしても 當時 耳に する 機會の 多かった 本物の 昔樂 に比べ て は 到底 比铰 

にならない 物足りな いもの だとい ふ氣 がした。 曲の 構想 や 旋律 を 研究し 記憶して、 次に 本物 を 聞 

く爲の 準備 をす るに は 非常に 重寳な ものであると は氣が 付いた が、 此れ を 純 粹な藝 術 的 享樂の 目 

的 物と する 氣に はどう も なれなかった。 

それで 蓄音機と 私との 交涉は 其れ 切りに なって 更に 十 年の 歳月が 流れた。 

或 年の 十月に 私 は 妻 を 失った。 やがて 襲って 來た冬 は 佗しい 我家 を 更に 佗しい ものにした。 大 

勢の 子供 を か、 へ て家內 中の 世話 を やく 心忙し い 淋し さの 內に 年が 暮れて 正月に なった。 年頭の 

儀式 は廢 しても 春 は何處 やら 舂 らしくて、 突つ まった やうな 心に も いくらかの ゆとりが 出来た。 

三ケ日 過ぎた 或 日 親類へ 行ったら 座敷に 蓄音機が 出て 居た。 正月の 客 あしら ひかた ム\ 何處 から 

か 借りて 來 たので、 私が 来たら 聞かせようと 云って 待って 居た との 事であった。 そこで 御伽 歌劇 

r ドンブ ラコ」 とい ふの を 聞かされた。 

此の 器械 は 所謂 無 喇叭の 小形の もので、 音が 弱くて 騷 がしい 事はなかった が、 音色の 再現と い 

ふ點 から は餘り 完全と は 思 はれす、 それに 何 かもの を 摩擦す る やうな 雜 音が 可也 混じて 居て 耳 障 
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りであった。 夫れ にも 拘らす 私の 心 は 其 時 不思議に 此のお 伽 歌劇の 音樂に 引き込まれて 行った。 一 

十分に は 聞きと り 兼ねる 歌詞 はどうで あつ て も、 唱ふ 人の 巧拙 はどうで あっても そんな 事に 構 は 

す 私の 胸の 中には 美しい 「子供の 世界」 の 幻像が 描かれた。 聞いて 居る 內に 何とい ふ 事な しに、 一 

ひとりで 淚が 出て 來た。 永い 間 自分の 眼の 奥に 固く 凍りつ いて 居た ものが 初めて 解けて 流れ出る 

やうな 氣 がした。 

聞きながら 私 は、 うちで も 一 つ 蓄音機 を 買って やらう と 思 ひ 付いた。 そして 塞い 闹の n に 銀座 

へ 出掛けて 器械と 「ド ン ブラ コ」 のレコ I ドを 求めて 來た。 子供 等の 喜び は 一 通りでなかった。 

物の 屈く 時刻 を 待ち かねて 門の 外へ 幾度 か 見に 出たり した。 

其 夜 の 我家 はいつ になく 賑 はった。 何とな しに 子供の 心 を 押しつけて 居た 暗い 影が 少く とも 此 

夜 は何處 かへ 行って しまった やうな 氣 がした。 疲れて 快く 眠る 子供の 顏を 見比べながら 闹戶 にし 

ぶく 雨の 音 を 聞いて 居る 內に 何時の間にか 說 明の 出来ない 淚が 流れた。  一 

當 分の 間 は 毎日 子供から 蓄音機 を/ \と 迫られた。 子供 等 はもう すっかり 歌詞 や 旋律 を覺 えて 一 

しまって、 朝起きる と〕.^ の 中から あちらで もこ ちらで も それ を唱っ て 居る のであった。 

小學 生の よく 唱 ふやうな 唱歌の レコ ー ドも 買って 來 たが， それ 等 はとても 聞かれない 妙な 不愉 一 
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快な ものであった。 f いふ 欲で もちやん とした 聲樂 家の 唱 つたの なら 吃 度 面白いだ らうと 田 あは 

れ るが、 普通の レコ ー ドの やうに 妙な 癖のある ませた 子供の 唱歌 は 私に はどう も 聞き苦しい。 さ 

うかと 云つ て 邦樂の 大部分 や 俗曲の 類 は 子供 等に 餘り 親しませ たくな し、 落語な ど、 いふの は 隣 

で やって 居る の を 聞く だけで も 私 は 頭が 痛くなる やうであった。 それで 結局 私の レ コ —ド 箱に は 

ヴィ クタ I の譜が 大部分 を 占める やうに なった。 

妙 な^ので、 初めの 中 は 「牛 若 丸」 や 「鬼と 飽」 など を 喜んだ 子供 等 も、 ぢ きに、 さう いふ も 

のより は、 矢張り あちらの 名高い 曲の い、 レコ ー ドを 喜ぶ やうに なった。 今日は 「ァ ンヴ ィルコ 

I ラス」 を やれと か、 カル ソ ー の 「ァヴ H マリア. 一 を やれと か 色々 の 註文 を 持 出す やうに なつた- 

普通の 和製の レ コ I ドと ヴィク タ ー のと 見比べ て 著る しく  につく 事 は 盤の 表面の きめの 粗密 

である。 其の 差 は 殊に 音波の 刻まれた 部分に 著る しい。 適當な 傾きに 光 を 反射 させて 見た 時に 一 

方の は 何となく がさ/. \ した 感じ を與 へる が、 一 方 は 油で も 含んだ やうな 柔 かい 光澤 を帶 びて 居 

る。 此れ は 刻まれた 線の 深さに もよ る 事で は あらう が、 鬼 も 角 もレコ ー ドの發 する 雜 音の 多少が 

此の 光澤の 相違と 密接な 關 係の ある 事 は 疑 ひもない 事で ある。 此れ は 材料 其 物の 性質に もより 又 

表面の 仕上げの 方法に も る だら うが、 少しの 研究と 苦心に よって 少 くも 外 國 製に 劣らぬ 位に は 
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出来さうな ものであるのに、 それが 出来て 居な いのは どうい ふ 理由に よる もの か、 門外漢に は 分 

り 兼ねる。 しかし 私の 知れる 範圍內 では、 蓄音機 レコ I ドの 製造 工場へ 聘 せられて 專心 其の 改良 

に沒 頭して 居る 理學士 は 一 人 もない やうで ある。 尤も 此れ は 別に 蓄音機の みに 關 した 事で はない。 

當然專 門の 理學士 によって のみ 初めて 出來 得べ き 器械 類が、 さう いふ 人の 手に よらす して 15- も 

も 造られて 居る とい ふ 奇蹟 的 事實は 到處に 見受けられる 事で あるから。 

いづれ にしても 今の 蓄音機 は 未だ 完全な ものと は 思 はれない。 誰に でも 一 番に 邪魔になる の は 

あの ささらで こする やうな、 又 フライ 鍋の たぎる やうな 雜音 である。 あれ を 防ぐ 目的で 振動 胶か 

ら發 する 音 を 長さ 一 一十 餘尺 或は 四十 餘 尺の 幾度 も 折 曲った 管の 中 を 通過 させて 試驗 した 人 も ある。 

さう すれば 雜 音の 短い 音波 は 可也 消却され るが 其 代り 音が 弱くなる の は 免れ 難いし、 又 同時に 肝 

心 の 樂音 の 音色 にも 幾分 かの 變化を 起す の は 已むを得ない やうで ある。 其 外に 驢馬の 耳の 形 をし 

た 喇叭 を 使った 人 も あるが、 どれ だけ 有效 であるか よく 分らない。 しかし 此の 雜音は 送 昔 管 部の 

みならす 盤 や 針 や 振動 膜 や 凡て の 部分の 研究 改良に よつ て 除去し 得な い 程の 困難と は 思 はれな い。 

早晩 さう いふ 改良が 外國 の何處 かで 行 はれる だら うと 豫 期される。 

もう 一 つの 蓄音機の 缺點 は、 レコ ー ドの 長さに 制限が あって 長い 曲が 途中で 中斷 せられる 事で 
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ある。 此の 中絶 をな くす る 爲にー ー臺の 器械 を 連結して レ コ ー ドの 切れ目で 一 方から 他方へ 切り か 

へ る 仕掛けが 我 邦の 學者 によって 發 明され たさう であるが、 一 般の 人に は 此の 中斷 がそれ 程 苦に 

ならない と 見えて、 未だ 市場に さう いふ 器械が 現れた 事 を 聞かない。  • 

音波に よって 起された 電流の 變化 を、 電磁石に よって 鋼鐵の 針金の 附 磁の變 化に 翻譯 して 記錄 

し、 隨 時に それ を 音と して 再現す る 裝置も 旣に發 見され て、 現に 我 邦に も ー臺位 は來て 居る 害で 

ある。 此れなら ば 任意に 長い 記錄を 作る 事 も 理論 上 可能な 譯 であるが、 何と 云っても 電氣 装置な 

ど を 使 はすに 彈條 と齒車 だけで 働く グラ モ フォン の輕 便な のに は 及ばな ぃ譯 である。 

私の 和製の 蓄音機 は 一 一年 位 使った 後に 齒 車の 故障が 起って 使用に 堪 へない ものに なって しまつ 

た。 近所の 時計屋な どで はどうしても 直し 切れなかった。 もと 買った 店へ 電話で 掛け合ったら、 

取りに は 行かれな いが 持つ て 来れば 修繕して もい、 とい ふ 返事であった。 買 ふ 時には 店員 迄附き 

添って 雨の 降る 中を屆 けて 来たのに、 それで は 少し を かし いと は 思った がどうに もなら なかった。 

併し 遙々 持って行く のがお つくうな ので 永い 間 納戶の 隅に 押 込んだ ま \ になって 居た。 子供 もお 

しま ひに は あきらめて 蓄昔 機の 事 は 忘れて しまった 様であった 0 

或 日 K 君のう ちへ 遊びに 行ったら ヴィク ト 口 ラの 上等の が 求めて あつ て、 それで 種々 のい、 レ 
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コ I ドを 聞かされた。 レコ ー ドは 同じので も 器械が い k とまるで 別物の やうに 感じられた。 今迄 

うちで 粗末な 器械で やつ て 居た のはレ コ ー ドに對 する 虐^であった 事に 氣 がつ いた。 うちの 器 杖 

で， 制藏の 針で やる 時に 餘 りに b\- 立ち 過ぎて 不愉快であった ピッ コ a の やうな 高音 管樂 器の 音が、 

い、 器械で 竹 針 を 用 ゐれば 適當に 1^ ら げられ、 一 方で は 又 低音の 敍樂 器の 音な どが 餘程 正常の 音 

色 を 出す 事 を 知った。 

年の 暮に餘 分な 錢 のあった の を、 ヴィク ト ビフ の 中で 一 番 安いのに かへ て 針 も 三角の 竹 針 を用ゐ 

る 事に した。 同じ レコ —ドの 中から 今迄 聞かれなかった 色々 の 微細な 音色の ュュ アン ス などが 閱 

き 分けられる のが 不思議な 位であった。 誤魔化しの 八 百倍の 顯微 鏡で！" いた もの を ツァイスので 

のぞ いて 見る やうな、 レ持 がした。 精妙な い、 もの 、中から、 その い 、處を 取り出す に は 矢張り 其 

れこ. 應 する だけの 精微の 仕掛けが 必要で あると 思った。 優れた 頭の 能力 を もった 人間に 牛馬の す 

る 仕事 を 課して 居た やうな、 濟 まな い 事 をして 居た とい ふやうな 氣 がする のであった。 

鐵 針と 竹 針と による 音色の 相逮は 恐らく 針 自身の 固有 振動に も關 係す る だら うし 义接觸 點の彈 

性に も 依る だら うが、 此 等の 點を 徹底的に 硏究 すれば 今後の 改良に 關 する 有益な ヒ ントを 得られ 

る だら うと 思 はれる。 
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いづれ にしても 未だ 現在の 蓄音機 は 不{兀 全と 云 はれても 仕方のない 狀態 にある。 三色 寫眞が 櫓 

畫の 複製 術と して 物足りない 如く、 蓄音機 は 名曲の 優れた 演奏の 再現 器と して 物足りな いもので 

ある。 それ だから 蓄音機 は 潔癖な 音樂 家から 輕視 され 或は 嫌忌され るの も 巳む を 得な い 事 かも 知 

れ ない" 私 はさう いふ 音樂 家の 潔癖 を 尊重す る もので は あるが、 それと 同時に 一般の 音樂 愛好者 

が 蓄音機 を享樂 する 事 を 咎めて はなら な いと 思 ふ ものである。 

蓄音機で い A 音樂を 聞く のと、 三色版で 名畫を 見る のと は 一 寸考 へ ると 似て 居る やうで 實は少 

し 達った 處が あると 思 ふ。 私の 考 では、 三色版が 色彩に 對 しても 不忠 實 であるの みならす、 畫面 

の 微妙な 光澤 や 組織に 對し 全然 再現 能力の ない のに 反して、 良い 蓄音機で は 音色 や 強弱の 機微な 

差別が 相應に 現れ、 そして 最も 重要な 要素と 考 へられる 時間 關 係が 可也 嚴密に 再現され る。 さう 

いふ 點で 蓄音機の 方が 或 意味で 三色版より 進んで 居る とも 云 はれる。 唯 困る 事に は 今の 蓄音機に 

避く ベ からざる 雜 音の 混入が、 恰も 三色版の 面に 汚ない しみの 散點 したと 同様で ある やうに も 思 

はれる。 併し 人間の 耳に は 不思議な 特長が あって、 眼の 場合に は 望まれない 選掙 作用が 行 はれる。 

卽ち雜 多な 音の 中から 自分の 欲する 音 だけ を 抽出して 聞き分ける 能力 を 耳 はもつ て 居る。 音樂家 

が 演奏 をし て 居る 時に 風 や- g の 音、 時 に は 自分 の 打って 吾 る 鍵盤 の 不完全な 模杆 の； る 音です ら 


181 


も、 心が それに 向いて 居なければ 耳に は 響いても 頭に は 通じない。 此の 驚くべき 聽感の 能力のお 

かげで、 吾々 は 喧騒の 中に 會話を 取り か はす 事が 出來、 管 殺樂の 中から セ c や クラ リネッ トゃ任 

意 の 樂器 の 音 を 拾， ひ 出す 事が 出来る。 

此れに 反して 眼の 方で は 白色の 中から 赤 や 綠を拔 き 出す 事が 不可能で あり、 畫 面から 汚 點を除 

却して 視る事 はどうしても 出来ない。 

此の やうな 本質的の 區 別が あり はする が、 蓄音機の 餘 りに 甚 しい 雜音は 矢張り 耳障りに は 相違 

ない。 併し 一 つの 曲に 修熟して 其の 和音 や 旋律 を 記憶して 後に 其の レ コ— ドの 音を專 心に 追跡し 

或せ 先導して 行く 場合に は 可也の 程度 迄 此の 選擇が 出来る やうに 思 はれる。 此れ は 修練に よって 

誰でも 自然に 出来る だら うと 思 はれる が、 嘗て 或る 學 者の 試みた 樣に 蓄音機から 出る 昔 を 壁に か 

けた 反射鏡から 一度 反射 させて 聞けば、 恰も 隣室の 音樂を 聞いて 居る やうな 心 持が する ので 器械 

の雜 音の 氣 になる 事が 更によ く 防がれる だら うと 思 ふ。 

もう 一つ 音樂 家に 取つ て不滿 足で あらう と 思 ふの は、 假令 音色が よく 再現 出来て 居る と 云った 

處で、 此れ を 本 當の樂 器に 比べれば どうしても 幾分の 差違の ある 事 は 免れ 難い 事で ある。 色々 な 

音の 相對 的の 關係は 可也に よく 行つ て 居ても、 全體 にかぶ さって 居る 濁り 或は 曇りの やうな もの 
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があって 其れが 氣 になる だら うと 思 はれる。 しかし 此れ は 例へば 同一 の繪を 少し 暗い 窒で 見る と 

か、 或は 少し 色の ついた 光の 下で 見る とよく 似た 事であって、 正常の 光で 見た 時の 印象が 確實に 

续 つて ゐな い 人に 取って は 其の 區別は 全然 認識され な い。 もし さう でなかったら ：！ 一 II り 日に 見た セ 

ザ ン ヌと 晴天に 見た セザ ン ヌは 別物に 見えなければ ならな ぃ譯 である。 同じ やうな 譯で八 疊の日 

本窒で 聞く ヴァイオリンと、 廣ぃ 演奏 窒で 聞く 同じ 彈 手の 同じ ヴァイオリン とも 別物で なければ 

ならない。 

不完全なる 蓄音機から 本物の 音樂を 聞き出さう とする 人に 取っても う 一 つの 助けになる の は 人 

間 心理の 特徵 として 知られた 補足 作用で ある。 自分の 文章の 校正刷 を 見る 時に 顯 著な 誤植 を平氣 

で讀み 過す と 同じ やうな 誤謬が、 不完全な レ コ，' ドを 完全に 聞かせる に 役立つ 場合 も 可能で ある- 

畢竟 蓄音機 を 嫌 ひな ものと する か、 面白い ものと する か は 聞く 人の 心の 置き 方で 隨分廣 ぃ範圍 

內で どうに もなる もの だら うと 思 ふ。 此れ は 絕對的 善美な もの、 得られな い 現世で あらゆる もの 

の 價値判 斷に關 係して 當 嵌る 普遍的 方 則で は あるまい か。 それで 私 は 蓄音機 を 嫌 ふ音樂 家の ピ ュ 

リタ 一一 ズ ムを 尊敬す ると 同時に 蓄音機 を 愛好す る 素人 を輕視 する 事 はどうしても 出来ない。 

蓄音機が 完成に 近づく に從っ て 生す る 新し い 利用 方面が 色々 に考 へ られる 中に も、 從來旣 に 行 
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はれて 居る やうな 音樂ゃ 演說の 保存 運搬、 外國 語の 發 音の 敎授 など は 刖 として、 例へば 學 校の 講 

義の或 もの を悉 化：： 蓄音機で すませる 事 は 出来な いかと いふ 問題が 起る。 

學 校の 講義と 云っても 色々 の 種類が あるが、 其 內には 唯敎師 が懷手 をして 居て、 毎學年 全く 同 

じ 事 を 陳述す る だけで 濟む もの も ある。 さう いふの は 蓄音機で も 代用され はしな いかと い ふ 問題 

が 起る。 それから 又黑 板に 文字 ゃ緣を かいたり して 說明 する 必要の ある 講義で も、 若し 蓄音機と 

活動 寫眞 との 速 結が 早晩もう 少し 完成 すれば、 それで 代理 を させれば 敎師は 宅で 寢て 居る か 或は 

研究室で 勉強して 居ても い、 事に なり はし ま いか、 それでも 結構な やうで も あるが 又 さう ではな 

ささう でも ある。 かう いふ 假想 的の 問題 を考へ て 見た 時に 吾々 は敎 育と いふ もの 、极 本義に 觸れ 

る やうに 田 i ふ。 

私 は 蓄音機 や 活動 寫眞 器械で 置換へ 得られる やうな 講義 は 本當の 意味の 敎 育的價 値の ない もの 

だら うと 思って 居る。 もし 講義の 內 容が拔 目な く 系統的に 正確な 知識 を與 へさ へ すれば い、 とな 

らば、 何も 器械の 助け を 借る 迄 もな く 其の 敎師の 書いた 原稿の プリント なり 筆記な り を 生徒に 與 

へ て讀 ませれば 濟む 場合 も ある 譯 である。 甲の 講義 を 乙が 述べ て も それで 澤 山な 譯 である。 

併し多くの人が自らその學校生^^^の經驗を振返って見た時に、 思 ひ 出に 浮んで 來 る數々 の舊師 
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から 得た 本當に 有難い 貴い 敎 へと 云った やうな もの を 拾 ひ 出して 見れば、 それ は 決して 書物 や 筆 

記帳に 续っ て 居る 文字 ゃ圖 形の やうな ものではなくて、 到底 蓄音機な どで は 再現す る 事の 出来な 

い 機微な 或 ものである 事に 氣が付 くだらう。  . 

此れ は 恐らく 誰でも 知って 居る 事で あらう が、 餘 りに 教育と いふ もの を 系統的 科 學的從 つ て 機 

械 的な 研究の 對象 とする 場合に 動もすれば 忘られ 勝ちな 事で ある。 一 度 此れ を 忘れ、 ば 凡ての 敎- 

育 は 蓄音機 や 活動 寫眞で 代用す る 事が 出来る やうに なると 同時に、 敎 育の 效果は 其 場 限りの 知識 

の 商品 切手の やうな ものになる。 生 街の 生涯 を 貫いて 其の 魂 を 導き 引立てる やうな 賣ぃ 有難い 影 

響 は问處 にもなくなる だら う。  ， 

十 年 一日の 如き 講義 を するとい つてよ く 敎師を 非難す る 人が 往々 ある。 W しそれ だけの 事實で 

は敎師 の敎師 たる 價俯は 論ぜられな いと 思 ふ。 講義の 內容の 外見 上の 變 化が 少く共 其の 講義の 中 

に 流れ出る 教師の 生きた 「人」 が 生徒に 働き かけて 其の 學 問に 對 する 與味ゃ 熱 を 鼓吹す る 力が 年 

と共に 加 はると いふ 場合 も あるか も 知れな い。 此れに 反して 年々 に 新しく 書き改め 新事實 ゃ新學 

說を 追加しても、 敎師 自身が、 漸次に 後退し つ \ ある 場合 も考 へられない 事 はない。 此の 二つの 

場合の どちらが 蓄音機の レ コ ー ドに 適する か を 一 般的 概念的に 論斷 する の は 困難で は あるまい か。 
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蓄音機が 完成した 曉に 望み 得られる ことのう ちで 私が 好ましい と 思 ふ 一 つの もの は、 あらゆる 

「自然の 音」 の レコ— ド である。 例へば 山里の 夜明けに 聞え る やうな 鶴 犬の 聲に 和す る (4: 川の 音、 

或は 濱邊の 夕闇に 響く 波の音の 絶 間 をつな ぐ欽 乃の 聲、 さう いふ 種類の もの、 忠實 なる レ コ ー ド 

が 出来た とすれば、 塵の 都に 住んで 雜 事に 忙殺されて 居る やうな 人が 僅少な 時間 を 割いて 心 を 無 

垢な 自然の 境地に 遊ばせる 事 も 出来よう し、 永い 月日 を 病床に 呻吟す る 不幸な 人々 の 神經を 有害 

に 刺戟す る 事な しに 無聊 を 慰め 精神的の 治療に 資する 事 も出來 はしまい か。 かう いふ 種類の レ コ 

1 ド こそ あらゆる レ コ —ド の 中で 最も 無害で 有益で そして 最も 深い 內容を もった もので は ある ま 

いか。 若し さう いふ ものが 出来たら、. ^は それ を あらゆる 階級の 人に す、 め 度い。 爲政 家が ー國 

の 政治 を 考究す る 時、 社會 經濟學 者が 其の 學說を 組立て る 時、 敎育 者が 其の 敎案を 作製す る 時、 

忘れす に 少時 此の レ コ ー ドの 音に 耳 を 傾けて 貰 ひ 度い。 あらゆる 心と 肉の 勞働者 も 其の 勞 働の 餘 

暇に 此 等の 「自然の 音」 に 親しんで 貰 ひ 度い。 さう いふ 些細な 事で も 其の 效 は 思 ひの 外に 大き 

いものになる 事が あり はし ま いか。 少 くも それによ つて 今の 世の中が もう 少し 美し い 平和な もの 

になり はしまい か。 

蓄音機に 限らす あらゆる 文明の 利器 は 人間の 便利 を 目的と して 作られた ものら しい。 併し 便利 
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と 幸福と は必 すし も 同義で はない。 私 は將來 いっか は 文明の 利器が 便利より は 寧ろ 人類の 精神的 

幸福 を 第一 の n 的と して 發 明され 改良され る 時機が 到着す る 事 を 望み 且つ 信す る。 其の 手始めと 

して 恰好な もの、 一つ は 蓄音機で あらう。  . 

もし 此の 私の さ 想が 到底 實現 される 見込がない とい ふ 事に きまれば 私 は 失望す る。 同時に 人類 

は 永遠に 幸福の 期待 を棄て 、再びよ ぎる 事な き 門 をく る 事になる。 

(大正 十 一 年 四月、 東京 朝日 新聞) 


亮の 一周忌が 近くな つた。 豫 てから 思 ひ 立って 居た 追憶の 記 を、 此のし ほに 書いて 置き 度い と 

思 ふ。 

亮は 私の 長 姉の 四 人の 男の子の 第 二番 冃 である。 長男 は 九 年 前に 病死し、 四 男 は それより すつ 

と 前、 未だ 中 畢生の 時代に 天 死した。 昨年 又亮が 死んだ ので、 殘るは 唯 三男の 順 だけで ある" 順 

は疾 くに 出で、 他家 を繼 いで 居る。 それで 家に 续るは 六十 を 越えた 彼等の 母と、 長男の 殘 した 四 

人の子 供と、 そして 亮の 寡婦と である。 淋しい 人ば かりで ある。 

亮の 家の 祖先 は德川 以前に 長 曾 我 部 氏の 臣 であって、 後山 內 氏に 仕へ た、 所謂 鄕士 であった。 

曾祖父 は劍 道の 師範の やうな 事 を やって 居て、 其 頃 は 可也 家運が 隆盛であった らしい。 竹刀が 長 


憶 追の 亮 


持に 幾 杯と かあつた とい ふやうな 事を亮 の 祖母から 聞いた 事が ある。 

亮の 父卽ち 私の 姉の 夫 は、 同時に 叉 私 や 姉の 從 兄に 當 つて 居る。 少年 時代に は 藩 兵と して 東京 

に 出て 居た が、 後に 南 畫を川 村雨 谷に 學んで 春 田と 號 した。 私が 物心 付いて からの^ 田 は、 殆ん 

ど 何時 行つ て も畫を 描いて 居る か 查曰 を 習つ て 居た。 かきながら 楊枝 を竪に 口の 中へ 立てた のを嚼 

む 癖が あった。 當時 の 所謂 文人墨客 の 群が 厦 * 其 家に 會し て は 酒 を の んで 寄せ 描き を やつ て 居た 

りした。 一方で は又當 時の 自由 黨員 として 地方 政 客の 間に も 往来し、 後に は縣農 會の會 頭と か、 

副會 頭と か、 さう いふ 公務に も たづ さはって 居た やうで あるが、 さう いふ 方面の 春 田 居士 は 私の 

頭に 殆ん ど殘 つて 居ない。 

枠に 張った 繪紹の 上に 山水 や 花鳥 を 描いて 居る の を、 子供の 私 はよ く 傍で 見て 居た。 永い 間 見 

て 居ても、 殆んど 口 を 利く とい ふ 事はなかった。 併し、 さも 樂 しさう に 筆 を 動かして は 楊枝 を嗨 

んで 眺めて 居る の を、 側で 默 つて 見て 居る のが 何となく 氣 持が よかった。 其處に はいつ も 長閑な 

春 永の 空 氣 があった e 

私の みならす、 家內 中の 誰と もめった に 口 を 利いて 居る 事 は 稀れ なやう であった が、 唯 夕飯の 

勝に きまって 添 へられた 數 合の 酒に 醉 つて 來 ると、 丸で 別人の やうに 氣輕く 物 を 云った。 四 人の 
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子供 や 私な ど を 相手に して 色々 の 昔話 をした" 若い 時分に 東京で 習った とかい ふ 講釋師 の ロ眞似 

をしたり して 皆 を 笑 はせ た。 藩 兵に なって 日 比 谷の 藩 公邸の 長屋に 居た 時分の 話な ども、 何遍 同 

じ 事 を 聞かされても、 其 度に 新しい 面白味と 可 笑 味 を 感じさせた。 それで 子供 等 は、 さう いふい 

くつ かの 取って おきの 話の 中から、 あれ を これ をと 註文して 話させて は 笑 ひこけ るので あった。 

夏になる と 裏の 畑に 緣臺を 持ち出して、 其處で 夜更ける 迄 子供 を 着に して 酒 をのんで 居た。 どう 

かする と、 其 處で醉 ひ 倒れて しまったの を、 大勢で 寢間迄 かつぎ 込んだ ものである。 どうかす る 

と 機嫌の 好くない 時 もあって、 さう いふ 時 は 子供 等 は 近付いて はいけ ない 事に なって 居た。 

春 田 は 十二 三年 前に 五十 餘 歳で 喉頭癌の ために 斃れ た。 私の 見た 義兄 は、 珍しく 透明な、 い \ 

頭 を もって 居て、 世態 人情の 奥の 底 を 見 透して 居た 人の やうに 思 はれる。 それで 居て 殆んど 俗^ 

の 何事 も 知らない やうな 飄 逸な 風が あった。 

鄕 里の 親戚 や 知人の 家へ 行けば、 今でも 田の かいた 四 君子 や 山水の 畫の襖 や 屏風が 見られる。 

私 は それ を 見る度に、 楊枝 を かみながら 總 親に 對 して 居る 春 田 居士 を 思 ひ 浮べる。 其の 幻像の 周 

圍に はいつ も 長閑な 春の 光が ある。 
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亮の 生れた 時の 事 を 私 は 夢の やうに 覺 えて 居る。 當時亮 の 家に は 腸チブ スがは ひって 來て 彼の 

兄 や 祖母 や 叔父が 相次いで 床に 就いて 居た ので、 彼の 母 は 其 生家、 卽ち 私の 家に 來て產 縛に つい 

た。 姉の 寢て 居た 枕元の 煤けた 襖に、 巖と 竹を畫 いた 墨 槍の 張 付けて あった 事 だけが、 今でも は 

つきり 頭に 殘 つて 居る。 . 

少年 時代の 亮 について 覺 えて 居る 事 は 極めて 僅かで ある。 舌の さき を奥齒 にやって、 それ を嚼 

みながら 一 種の 昔 を 立てる 癖が あった 事 を 思 ひ 出す。 此れが 父の 楊枝 を かむ 癖と 何か關 係が あつ 

たか どうか は 分らない。 それから 何 かの 折に、 竹の 切れ はしで、 木瓜の 樹を やたらにた \ きなが 

ら、 同じ 言葉 を 繰返し 繰返し 怒鳴って 居た 姿 を 思 ひ 出す。 その 時の 妙に 仙骨 を帶 びた 顏を ありあ 

り 見る やうに 思 ふが、 此れ は 或は 私の 錯覺 であるか も 知れない。 又 或 時 は 野良猫 を 退治す るの だ 

と 云って、 槍 か 或は 槍と 一 處に長 押に か、 つ て 居た 袖 がらみ の やうな もの か を 持 出して 意氣 込ん 

で 居た が、 猫の 鳴聲を 聞く と 同時に それ を 投げ出して 座敷に かけ 上った とい ふやうな 逸話 も あつ 

た。 

三人の 兄弟の 誰と 思 ひ 比べ て 見ても、 何處か 世間 を はなれた やうな 飄 逸な 處の ある 點で 一 番父 

の 春 田 居士の 風貌 を 傅へ て 居た ので はない かと 私に は 思 はれる。 
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幻燈と いふ ものが まだ 珍しい ものであった 頃、 亮が 硝子 板に 描いた 输を、 其 儘 紙の 小さな スク 

リ ー ンに映 寫し、 友達 を 集めて 幻燈 會を やった 事 もあった。 つまらな いやうな 察で は あるが、 さ 

うい ふ 風の 一 種の オリ ヂナリ ティ もない 事はなかった。 

たしか 右の 眉尻の 上に 眞 紅な 血 ぼくろ の やうな ものが あつ て、 それ を慯 つける とまが 止 度 もな 

く 流れ出た。 そんな 思 出が、 どうい ふ もの か、 私に は 叉 なくなつ かしい ものである。 

亮の 存在が、 私の 頭の 中で 著しく 鮮明に なって 來 たの は、 私が 國の中 學校を 出て 高等 學 校に 入 

學し、 年々 の 暑中休暇に 歸 省した 時分から である。 

片田 合の 中學 生で、 . さきぐ 高等 學 校から 大學に 進まう とい ふ 志望 を懷 いて 居る もの に 取つ て 

は、 暑中休暇に 歸将 して 居る 先輩の 言動 は 可也 影響の ある ものである。 さう いふ やうな 影響 も 或 

はあった らうが、 暑中休暇の 間 は殆ん ど； $ni の やうに^ のうちに 往来した。 當時 どんな 事が 二人 

の 話題に 上つ たかは 思 ひ 出せない が、 いづれ 人生と か、 運命と か、 或は 文學 とが、 藝術 とか、 さ 

う い ふ 種類 の 事が 主な ものであった らしい。 當時 若々 しい 希望に 充 ちて 理想の 外 何物 も 眼中に な 

かった 叔父と、 そろ， 家庭 以外の 世界に 眼 を あけ か-つた 感受性に』：】 S んだ 甥との 間に は、 夢の 

やうな 美しい 空想の 國が擴 がって 居た 事で あらう。 
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つまり 何 處か氣 が 合って 居た ものと 見える。 南國の 炎天に 寫生帳 を さげて、 よく 一緒に 水彩畫 

を かきに 出かけた りした。 自轉 車の 稽古 をして、. 少し 乘れる やうに なつてから 一 緖に 市外へ 遠乘 

りに 行って、 歸 りに 亮が 落ちて 前齒を 一 本 折った 事 もあった。 

其 頃の 亮の寫 生 帳が 保存され て 居る の を 今 取り寄せて 見る と、 何 一 つ 思 出の 種で ない もの はな 

い。 第一 頁に は 十七 字 集と 題して、 幼稚な、 しかし 美しい 夢に 充 ちた 俳句が、 紫 紛筆ゃ 普通の 紛 

筆で かき 並べて あって、 其 終の 餘 白に は當時 はやった 不折 流の カットが 描いて ある。 又自 刻の 印 

章 ！ ボ ー ト 形の 內に 竪琴と 星 を 刻した の 11 が捺 して ある。 自分の 家の 門 や 庭の 笆蕉 などの 精 

密な寫 生が あるかと 思 ふと、 裏 田圃の 印象 風景な ども ある。 「くいし (山 名) へ 行く に は 何方です 

か 一 「神社」 「ァ ッ マ コ ヲト」 一. 小 女 山道」 「午 飯」 「牛 を 追 ふ 翁」 「蜜 批」 「いこ ひっつ 水の 流れ を 

眺め 居れば、 せきれい 鳴いて 日暮れん とす」 など、 とり 止め もない 遠足の 途中の い たづら 書きら 

し いもの も ある。 

亮 のかいた 繪に 私が 題 句 を かいたり、 亮の 句に 私が 生 意氣な 評の やうな もの を かいたり したの 

も ある" 私 は 其 頃 熊 本で 夏 目先 生に 句 を 見て 貰って 居た。 そして 歸省 すると 甥に 句 を 作らせて 自 

分が 先生の つもりで 居た ものら しい。 兎に角 其 頃の 亮と 私の 生活 は 絢 ひ 交ぜた もの、 やうに なつ 
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で 居た 事が 此の 帳面 を 見ても よく 分る。 

襄 坪ゃ臺 所な どの スケッチ を 見る と、 當 時の B 家の さまが いろ-^ 思 ひ 出されて、 其 頃から 僅 

に廿 年の 間に 相次いで 亡くなった 五 人の 親しい 人々 の 面影 を、 つ い 其 處らに 見る やうな 氣 がする。 

私が 大學へ 移った のと 入り 代りぐ らゐ に、 亮は熊 本の 高等 學 校へ は ひった。 同じ 寫生 帳の 後半 

に は 其處の 寄宿 舍ゃ、 日 奈久溫 泉、 三角 港、 小 天の 湯な どの 小景が ある。 日奈久 の溫泉 宿で 川上 

眉 山 著 「1^ の 浮巢」 とい ふの を 讀んだ 事な どが スケッチの 搶 から 分る。 浴場の 输には 女の 裸體が 

ある。 又紋 付の 羽織で、 金曰 机に 向って 鉢卷 をして 居る 繪の 上に 「ァ ー ウル サイ、 乇， '落第しても 

かまん、 遊ぶ 遊ぶ」 とかいた もの も ある。 

亮が 後年 迄 殆んど 唯 一 の 親友と して 許し 合って 居た M 氏との 交遊の 跡 も 同じ 帳面の 繪 から 分る。 

中學 時代から 一緒であった のが、 高校の 人學 試驗で M 氏 は 通過し、 亮は 一年お くれた。 其 時 M 

氏に 贈った 句に 一登る 露 散る 露 秋の 別れ 哉」 とい ふの が ある。 

高等 學校 では 私 もよ く 食った 凱旋 殿 頭 を 五十 も 食って、 あとで ビッ トル 散 をな めたり して 居た 

らしい。 

大學は 農科へ 人學 して、 農 藝化學 を 修めて 居た が、 其內に 烈しい 神經 衰弱に 摧 つて 學校 を休學 
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した。 それ 切り どうしても 再び 出ようと は 云はなかった の を、 私が 溜學 から 歸 つた 時に 無理に す 

すめて 出る 事に はなった が、 それでも 矢張り 擧校 は缺席 勝ちであった。 

其 頃 は 私 はもう 靑 年ではなかった。 さ 想から 現實の 世界へ 踏 込んで、 功名心に かられて 懸命に 

努力し、 あくせくして 居た。 さう して 亮の學 校 をな まける 心 持に は 共鳴し 難くな つて 居た。 私の 

眼から 見る と 唯 自分の 心の中へ 中 へ と 引 込んで 行く 亮を、 どうで も 引き立て & 外側へ 向け直して 

やる 事が 自分の 務めの やうに 思つ て 居た ので、 機會 ある 毎に 口 を 酸く して 說 法の やうな 事 を 聞か 

せた。 

其當 時の 亮の 日記の やうな もの を 見て 居る と、 こんな 一 節が ある。 

「明治 四十 四 年 十 一 月 一 一十 八日 11 昨日 青山の 宿から 本鄕の 下宿へ 移った。 朝 押 人から 蒲圑ゃ 

行李 を 引出して 荷 造 をして 居る 間に も、 宿 を 移った とて 私 はどうなる だら うと 思 ふ。 叔父さん や 

弟 は、 . 宿 でも 變へ て 氣分を 新に したら 學 校へ 行ける やうな 心 持になる だら うとい ふ。 私は學 校の 

方へ 一歩 も 向 ふ勇氣 はもうな い。 嫌 だ々々 と 思 ふ。 窒 一杯に 取 散らした 荷物 を 見る とや はり 國へ 

歸 りたい 念が 强く 起る。 今 宿へ 拂ふ 金が 十圓 ばかり ある。 此れで、 今日 思 切って 歸 らうと しきり 

に 思 ふ。 然し 國へ歸 つても 自分のう ちへ 歸 るので はない —— 兄と 嫂の 家 11 苦しい 事 は 同じ だ。 
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？!^ は自タ を どうす る 事 も 出来ない。 倂し私 はかう して 居ても、 遂に は 田舍で 貧しく とも 靜 かに 生 

活 するとい ふ、 私が 自分 を 省みての 唯一 つの 望が 滿 さる、 時が 來る事 はない やうに 思 はれる。 こ 

の 望み. R もう 全く 活力の ない 私 を 自分に 捨て かねる 原因に なって 居る。 こんな 望 も なくなって 

欲しい 前途が 全く 暗くな つて 了ったら、 とこん な 事 を 思って ボ カンと して 居る と、 弟が 來 てく 

れ た。 そして 唯もう 何と 云 ふ 事な しに 移って しまった」 

一夜 弟と 叔父さん 所へ 行く。 こいつ はもう 駄目 だと 思 ひながら、 そのものに 對 する 責任 は盡し 

て 行く と 云った 様な 態度 や 弱き者に 對 する 輕 侮の 笑に 對 して は、 生きて 居る 私 は 屈辱 を 感ぜす に 

は 居られなかった」 

私 は 此處迄 讀んだ 時に、 當 時の 自分の 何處 かに 知らぬ 間に 潜んで 居た 弱點 を見拔 かれた やうな 

氣 がして 冷汗が 流れた。 

其の 次に 又 こんな 事が かいて ある。 

「自分 を發展 しなくて はやまな い 活力、 此れが 人生 を 樂む耍 素で ある」 

亮 がどうして かう 烈しい 神經 衰弱に か、 つ たかは 私に はよ く 分らない。 一 つ は 其 頃 ひどく 胃が 

惡 くて 絶えす 痛んで 居た とい ふ 事が 日記の 中に も 到る 處に 見出され、 又い つで あつたか 一 度 は 澄 
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瘍の 出血ら しい ものが あつたと いふ 話 を 聞いて 居る から、 此の 病 氣の爲 もあった に 相 遠ない。 實 

際 其 前から 胃弱の 爲に 痩せこけて、 人から は 肺病と 思 はれて 居た。 

此の 記事より 一 一年 前 明治 四十 一 一年 十 一 月 を起點 とした 「どうな り ゆく か」 と 題した 彼の 日記の 

最初の 頁から もう 此の 胃痛の 記事が 出て 來る。 そして 學 校の 不愉快、 人に 對 する 不平、 自己に 對 

する 不滿、 さう いふ 感情の 叙述と 胃の 痛みの 記事と が 交錯して 出て くる。 

併し 此の 消化器 病の 外に 亮を惱 まして 居た 原因 も 色々 ないで はなかった。 それ は、 第一に は 父 

の 春 田が 當時 不治の病 氣 にか \ つて 居た 事で ある。 私 は 海外へ 出て 居て 殆んど 何事 も. 知らす に 居 

たが、 日記 を 見る と 其れに 關 する 亮の 煩悶の やうな ものが いくらか 窺 はれる。 四十 二 年 十一月 七 

日のに は、 

「 …… 近頃 身內の ものから 手紙が 來 ると、 父の 病氣が 悪くな つたの かと 何だか 恐ろしい。 …… 

父の 病 氣に對 して、 私の 心 持 は、 唯 何だか 恐ろしい とい ふに 止まる。 それでい つも 考 へまい，/ \ 

と 努め、 叉 さう して 居られる。 見舞の 手紙 も 一度 も 出した 事 はない。 不孝の 子 だ。 …… 」 

「弟と 通り を 散歩しながら、 いつにな く、 自分の 感情の 美しから ざる 事 等 を 投げ出す やうに 話 

した。 おれ は 自分 を憐 むと いふ 外に 何も 考 へない。 こんな 事 を 云った。 そして 弟の 前に 自分 を 踏 
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みつけた 時に 少し 心の 安 まる やうな 心 持が した。 併し 此絕 望の 聲に對 して 少しの 同情 を 期待した 

とい ふやうな 弱い 心 持 もあった やう だ。 …… 自分 は 自分の 生命 を 左右す る やうな 大事 は、 恐れて 

忘れよう/ \ とつと める。 そして 日々 trifles によって 苦しめられて 居る。」 

「高等 學 校の 校醫の 〇〇 も、 〇〇 とい ふ體操 敎師も 『君の 兄さん はとても 高等 擧校 もよう 卒業 

しまいと 思って 居た が、 大學へ 行く やうに なった から、 存外 かま はない もの だ』 と 云った と笫が 

話した。 それ を 聞いて 何だか 一種 自分と いふ ものに 對 する 責任が 多少 輕く なった やうな 安心 を覺 

えた. 一 

第一 一 第三の 原因ら し いもの も考 へられない 事 はない が、 それ 等 は 玆には 童 曰かない。 

亮は 自分の 事 を 頭が 惠ぃ 悪い と 云って 居た。 併し 私の 見る 處 では、 寧ろ 珍ら しい 位い、 透徹し 

た 頭腦を もつ て 居た やうに 思 はれる。 可也 複雜 な科學 上の 事實ゃ 理論で も氣 持の い、 やうに 急所 

を吞み 込んだ。 世間に 起って 居る いろくな 出来事で も、 其 事柄の 表面に 現れて 居る 現象よりも、 

其 現象の 底に ある 原動力の 方に すぐに 眼 をつ けて 居た。 他人の 言行で も それ を 通して 直接に 腹の 

中 を 見 透して 居た。 さう いふ 敏感 さは 子供の 時分から 旣 にあった のが、 病 氣の爲 に 一層 著しく 病 
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的に 敏感に なって 居た やうに 思 ふ。 それ だから、 他人 は 勿論 肉親の 人々 や 又 自分自身ので. も、 胸 

の 奥底に ある 少しの 黑ぃ 影で も 見逃す 事が 出来なかった。 そして さう い ふ 美しくな いものに 對す 

る 極端な 潔癖 は、 人に 對し 自分に 對 する 無心な 純な 感情の 流露 を 妨げた。 さう して 叉 其の やうな 

感情の 拘束の 自覺が 最も 酷し く 彼 を 苦しめ 惱 まして 居た やうに 見える。 併し 人 一 倍 美しい やさし 

い 感情 を 持って 居なかった ので あったら、 此の やうな 煩悶 は 恐らく 有り得なかった ので は ある ま 

いか。 罪 は 頭の い、 事に あった。 もう 少し 頭が 悪る かったら、 亮は どんなに 氣樂 であった らう。 

かう いふ 不安と 煩悶 を懷 きつ、、 學 校へ 出て は醱酵 化學の 實驗を やり、 バク テリ ャの 培養な ど 

を やって 居た。 そして 夜 は 弟と 二人で、 よく 寄席 や 芝居 や 活動 を 見に 行って、 やるせない 心の 淋 

しさ を 紛らせよ うとして 居たら しい。 胃の 痛む のによ く 薔麥ゃ 汁粉 を 食ったり して は、 更に 自分 

に對 する 不滿 を增 して 居た やうに 見える。 

「本日 は 弟と 歌舞伎 座に 行く 事に なって 居た。 —— 父の 病 氣に對 する 『愛な き 恐れ』、 金に 對す 

る 不安、 母の 辛苦、 不孝の 爲 めに 失 はれた る 親子の 愛情、 學 業に 對 する 不忠 實、 此の やうな もの 

が 人 亂れて 居る 頭に は、 此の 大 芝居の 忠臣蔵 も 面白い 害 はない。 併し 芝居の やうな ざ は ざ はして 

居る 所が 一 番 『忘れる』 に 適して 居る」 
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其 翌日の 記事に は、 

丁 昨日 芝居から 歸 りに、 そばや しるこ を 食 ひ 過ぎた ため 胃の 工合が 悪い。 學校を 休む 事に きめ 

る。 弟 も 休んで 居る- 繪を かいて 暮 した。 夜 は 末 廣亭へ 雨が どしどし 降る のに 出かける。 可也お 

きな 薄暗い 小屋に 二三 人し か 客が 見えない。 語る 人 も 聞く 人 も 淋しい。 歸りは 叉 そばやで 酒を飮 

んだ c」 

心の 淋し さが 不養生 を させ、 其 結果が 淋し さを增 して 居た ので ある。 

四十 三年 一 月下 旬に 父の 春 田 居士が 死んだ。 其 年の 三月から 亮は學 校へ 出る の を 全く やめて、 

あてもなく 總州邊 を 旅行した りして 居たら しいが、 いよ 神經襄 弱が ひどくな つて、 とう/ \ 

四月に 國へ歸 へって しまった。 前に 云った やうに 四十 四 年に 再び 引き すられる やうに 上京して、 

•  私の 近所の 下宿から 學 校へ 通って 居た が、 翌年に それでも どうにか 卒業した。 

, 一. …… 今年で、 はや、 三度 學校 をし くじって、 今度 やっと 末席で 卒業す る 事が 出来た。 然し 卒 

業した の はや はり 嬉しかった。 そして 神 田の 西洋 料理で やった 謝恩 會へも 出た。 然し 默 つて^の 

方へ 引 込んで 居た」 こんな 事が 一 どうな り ゆく か」 と 題した 日記の ノ— トの 最後の 頁に 書いて あ 

る。 それで 此の 帳面 は 終って 居る ので ある。 卒業 は 鬼 も 角も亮 にと つても 一 つの 一大 轉機 であつ 
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た。  . 

此の世の 中で 最 劣等の 人間の 如く 自分 を 感じて 居た 亮は、 彼を敎 へて 居た 敎授 方の 眼に は 決し 

て さう ばかりと は 見えなかった。 或る 先生な ど は 特に 彼の 頭の い \ 事 を 確に 認めて 居たら し い。 

それで 卒業 席次が 一 番 下の 方で あつたに 拘ら す、 先生の 推擧 によって T 縣の F 町の 農學 校の 敎論 

として 赴任す る こと & なった。 そして 數年 前に 結婚して 鄕 里に 殘 してあった 妻と、 其處に 始めて 

自分の 家庭 を もつ やうに なった。  - 

彼 地に 行って からの 生活に つ いてす は 私 は餘り 多く を 知らない。 しかし 其處 での 亮は 大體に 於て 

幸-幅であった らしく 私に は 思 はれる。 

交際と いふ 事に は 全く 馴れす、 あらゆる 實務 とい ふ 事に 經驗 もな く 趣味 もなかった 亮の 赴任 當 

座 は、 隨分 色々 困る 事が 多かった らうと いふ 事 は 想像す るに 難くない。 恐らく あらゆる 失敗 を 重 

ね、 それに 就いて あらゆる 苦痛 を 嘗めたら うと 想像され る。 「自己の 頭の 間遠 多き を 恐れて、 益 

々間違 を 生す」 とい ふ 文句が 入學 式の あった 日の 日記に あるの も、 其邊の 消息 を 語って 居る やう 

に 見える。 しかし 格別の 大 失態と いふ 程の 事 もなくて、 後に は 敎頭ゃ 舍監も 勤めて 居る の を 見る 

と、 さう いふ 地位に でも どうにか 適應 する だけの もの は 矢張り 備 へて 居た ものと 見える。 亮の子 2 


供の 時からの 外見 だけで 彼 を判斷 して 居た 老人な ど は、 さう いふ 役目の 勤まる の を 寧ろ 不思議に 

感じて 居たら しい。  . 

いつだつ たか、 彼 地から よこした 手紙に、 次の やうな 意味の 事が あった。 

今迄 は、 何物に もぶ つかる とい ふ 事な しに、 遠くから 硝子の 障子 越しに 眺める ばかりで、 それ 

で いろんな 事 を さ 想して は 恐ろしが つ てば かり 居た が、 今日で はもう 否で も 物に ぶっから なけれ 

ばなら ない。 さうな ると 空想 をす る だけの 餘裕 はなくなる。 そして 存外 勇氣が 出て 來る。 

又 こんな 事 もあった。 「うまく 物事 を やらう とい ふやうな 氣の 出る のが 一 番闲 る」 

卒業 就職の 後 鬼 も 角 も神經 衰弱 部分 癒えた やうであった。 唯 彼 地の 冬の 冷 濕の氣 候が 弱い 

身體 にこた へ はし ま いかと 心配して 居た が、 割合に 暫く は 無事であった。 

彼 地で は 追々 趣味の 上の 友達が 出来て、 其 人達と 寄 合って 外 國文學 の 輪講 會を やったり して 居 

たやう である。 畫も いろ/ \ 描いて 居たら しい。 或 時 は 丹念に 集めて 居た 切 拔版畫 などの 展覽會 

を やったり、 鬼に 角 相當に 自分の 趣味 を滿 足させる だけの 環境 はあった らしい。 靜 かな 田 舍で地 

味な 敎師 をし て、 トルストイ や ドスト H フス キ ー や 口 マン. 口 ー ラン を讀ん だり セ ザ ン ヌ や 親 鷲 

の W 究 をしたり、 生徒に 化舉 など を 授ける と 同時に 圖 畫を敎 へたり、 時には 知人の 肖像 を 描いて 
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やったり する やうな 生活 は、 恐らく 亮が 昔から 望んで 居た 理想に 餘 程近い ものではなかった かと 

思 ふ。 前に 出した 「どうな り ゆく か」 の 中に も 「單 純な 仕事に、 他の 事は考 へる 隙な く、 忙しく 

働いた 後、 湯に でも 人って ゆったり して、 本で も讀 むか、 紅茶で も 飲みながら、 好きな 繪 でも 見 

る やうな 生活が やって 見たい」 と あるが、 此の 望み はいくら か 遂げられ たので はない かと 思 はれ 

る C 

セ ザンヌ の 好きであった 彼の 其 頃の 日記に こんな 事が ある。 r セザ ン ス の繪の やうな 境地に 到 

りたい と 思 ひながら、 今迄 其の 內{§ ち 其れ 迄に 到る 努力 を考 へなかった。 神に 凡て を まかせて- 

安心して、 自己の 眞を打 出して、 運命 を 直視し、 苦しみ 悲 みながら 進まう。 そして シム プルな、 

落着いた、 セザン スの捨 の やうな 境地に 達しよう。」 又 こんな 事 も ある。 一 トルストイ は 人生の 

歸趣を 決めて しま はう とした。 そこに 不自然が あり 無理が ある。 そこに 芝居 氣が 生す る。」 

擧 校の 職務に ついて 苦勞 のない 事はなかった。 學校 にあり 勝な 大小の 事件の 爲に 彼の 健康に は 

荷の 勝った 辛勞 もあった やうで ある。 さう いふ 時に どんな 態度で どんな 處置 をと つ たかは 全く 私 

に は 分らない が、 唯 日記の 斷片の やうな ものな どから 判斷 して 見る と、 いつでも おしま ひに は自 

分の 誠意 や 熱心 や 愛の 足りない 事 を 悔んで 居た やうで ある。 
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生徒に は それでも 相 當に嚴 格であった らしい。 舍監 としても 可也 きびしい 方であった らしい。 

スリッパ を は いて 見廻 はる、 其の 足音 を 生徒が 煙った がって スリッパ とい ふ 渾名 をつ けて 居た さ 

うで ある。 生徒 は 叉亮に 一， たつのお とし子」 とい ふ 渾名 をつ けて 居る と 自分で 話して 居た。 此れ 

は 彼の 顏付 ゃ瘦 せて ひよ ろ 長く、 猫背 を 丸く して 居る 恰好な どから 名 づけた もので あらう。 實際 

さう い へ ば さう らし い 様子 もあった。 しかし 彼の 風貌に は何處 となく 心の奥底の やさし 味と 美し 

さが 現 はれて 居た やうに 思 ふ。 生徒の 此の 渾名から 私 はどうしても 單 純な 憎惡ゃ 嫌忌 を讀み 取る 

事が 出来な い。 

友達と 一 緖に酒を：^队んだりする時には、 どうかす ると 元氣 がよくて、 いつにな く 高談 放 語した 

り、 鄕 里の 昔の 武士の 唱 つた 俗謠を どなった りする 事 もあった さう であるが、 此れ はどう も 矢 張 

り亮の 主な 本性ではなかった やうに 私に は 思 はれる。 唯もう 少し 健康で、 もう 少し 體 力が 盛で あ 

つ たら、 かう い ふ 方面が もう 少し 平生に も 現 はれた かも それ は 分らな い。 

弱い からだに とう ^不治の 肺 患が 喧 ひ 込ん でし まった。 東京 の 醫師に 診て 貰 ふ爲に 出て 來て 

私のう ちで 數日 滞在して から、 任地 近くの 海岸へ しばらく 療養に 行って 居た が、 どうも はかば か 

しくない ので、 學校を 休職して 鄕 里の 濱遶に 二 年 餘り暮 した。 天氣 がい \ と 油 総の スケッチに 出 
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たりして 居た やうで ある。 本 當に突 込んで 描きたい と 思っても、 つい 面倒で い \ 加減に 誤魔化し 

てし まふの が殘念 だと 云 ふやうな 事 を 手紙の 端に 書いて あったり した。 其 頃の スケッ チ 帳に 亮の 

妻が 亮の寢 顏を寫 生した のが あるが、 よく 似て 居て、 そして やつれ はて、 居る のが 淋しい。 去年 

の 春から 惡く なって、 五月に 某 病院に 入院す ると 間もなく 亡くなった。 臨終 は 平穏であった。 み 

ん なに 看護の 禮を 云って 暇 乞 をして、 自分の 死後 妻に は 自由 を與 へて やって くれと 遣 言して、 靜 

に 息 を 引きと つた さう である。 

急 を 聞いて 國へ歸 つ て 居た 亮の 弟から 其 時の 詳し い 様子 を 聞いた 時に、 私 は 何だか ほっとした 

やうな 心 持が した。 殆 んど豫 期されて 居た 亮の 最後が、 それ 程 安らかで 靜 かで 美しい もので あつ 

たと 知った 時には、 思 はす 一 それ はよ かった 一 といった やうな 不倫な 言葉が 自然に 口から 出た。 

さう して 其 あとから 水の 渗み 出る やうな 淋し さが 襲つ て來 るので あった。 

散るべく して 僅に 散らないで 居た 桐の 一葉が、 風の ない 靜 かな 夕に 自 から 技 を 離れて 落ちた や 

うな 心 持が した。 自分の 魂の 一部分が 臉く缺 け 落ちて 永久に 見失 はれた とい ふやうな 心 持 もした。 

亮の 死の 報知が 傳 はった 時に、 F 町の 知友 達 は 並々 ならぬ 好意 を 故人の 記念の 上に 注いで くれ 

た。 生前から 特別な 恩典 を與 へて 心安く 療養 を させて くれた 學校當 局 は、 更に 最後の 光 榮を盡 さ 
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して くれた。 親しかった 人々 は 追悼 會ゃ遣 作 展覺會 を 開いて くれ、 又い ろ/ \. 'の餘 儀ない 故障の 

爲に 親戚の もの 誰 一 人 片付けに 行く 事の 出来なかった 遣 物の 處理迄 も 遣 憾 なく たして くれた。 

そして 此の 處理の 中に 一 通りなら ぬ 濃 かな 心 遣 ひの 篛 つて 居る の を 感じない 譯には 行かなかった _ 

其 外の 知友の 中で も、 中學 時代からの 交遊の 跡 を 追懐した 執 一 情の こもった 吊詞を 寄せられた 人 

や、 叉 亮が讀 むべ くして 遂に 讀む 事の 出来なかった 倉 田 氏の 著書の 卷 頭に 懇篤な 追悼 文 を 題して 

遣 族に 贈られた 人 もあった。 

私 は此處 でさう いふ 人々 の 名前 を 擧げて 感謝の 意 を 述べたい やうな 氣 がする。 しかし 私の 頭に 

ある 故人の 或る 資質 を考へ ると、 却って さう しな い 方が よい やうに も 思 ふ。 

唯 それ 等の 人達に 對 する 遣 族 や 一 門の 厚い 感謝の念 は、 故人の 記憶の 消えない 限り 消える 事 は 

あるまい。 

年取って 薄倖な 亮の 母す らも 「亮は 夭死 はした が、 これ 程 迄に 皆様から 思って 頂けば、 決して 

不仕 きせと は 思 はれない」 とさう 云って 居る。 私 も本當 にさう 思 ふ。 

此れ だけの 好意 を 人から 寄せられ るに は、 矢張りよ せられる だけの 或 物が あつたに 相違ない。 

其 或 物が 此 世に 殘 つて 居る 限り、 死ぬ とい ふ 事 はそんな に 淋しい 事で は あるまい。 
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亮には 一人の 子供 もなかった C そして 子供 を 欲しがって 居た 時代 もあった。 死の 迫る を 知った 

時に なって どう 思った か 分らない が、 唯 何となく それが 淋しく はなかった かと 思 ふ。 

亮 はたし かに 弱い 男に は 相違なかった。 しかし 自分の 弱さと 戰 ふ戰士 として は 決して 弱くな か 

つた。 平靜な 水面の やうな 外見の 底に 不斷に 起って 居た 渦卷が 如何に 強烈な もので あつたか は 今 

私の 手許に ある 各種の 手記 を 見れば 分る。 さう いふ 意味で 亮は 生れ 付き 強い 人々 よりも 幾 倍も强 

い 男であった かも 知れない。 

亮の やうな 柔か い 心臓と 彼の やうな 透明な 腦とを 同時に もって 生れる とい ふ 事 は、 現世に あつ 

て は 不幸な 事 かも 知れない。 防禦の ない 急所 を 矢彈の 雨に さらす やうな もの かも 知れない。 その 

上に 又亮は 弱い 健康に は 背負 ひ 切れない 「生」 の 望 を 背負って 居た。 さう いふ 不調和の 結合から 

來る 色々 の 苦惱は 早くから 亮の心 を宗敎 に 向 はせ た。 始め は 基督 の敎を 通って 終に は 親鸞 の 門に 

は ひった。 最後に 何處迄 進んで 居 たかは 分らない が、 唯 彼の 短い 生涯が 決して それ 程 短い もので 

なかった とい ふ 事 だけ は 云へ る やうに 思 ふ。 (大正 十一 年 五月、 明星) 
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私 は 今の 世の 人間が 自覺的 或は 寧ろ 多く は 無自覺 的に 感 する 色々 の 不幸 や 不安の 原因の 可也 大 

きな 部分が、 「新聞」 とい ふ もの 、存在と 直接 關係を もって 居る やうに 思 ふ。 或は 新聞の 存在 を餘 

儀な くし、 新聞の 內容を 供給して 居る 現代 文化 其 ものが 此 等の 原因に なって 居る と 云った 方が 安 

當 かも 知れない が、 それ は いづれ にしても、 私 は あらゆる 日刊新聞 を全廢 する 事に よって、 此の 

世の中が もう 少し 住 心地の い 、ものになる だら うと 思って 居る。 

新閜 を全廢 したら 定めて 不便な 事で あらう と 一 應は考 へられる。 其の 不便 を感 する 種類 や 程度 

は 勿論 人々 の 位地 や 職業に よって 色々 であらう が、 不便と いふ ことに 異議 はなさ さう である。 併 

し 其 等の 不便が どれ だけ 根本的な 性質の もので どれ だけ 我慢の 仕切れない 種類の もの かとい ふ 事 

は、 少し ゆっくり 考へ て 見なければ よく 分らない と 思 ふ。 吾々 の 日常生活に 必耍缺 くべ からざる 
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ものと 通例 思 はれて 居る 器具 調度の 類で も、 實は それ を全廢 してし まって 少しも 差 支の な いもの 

はいくら でも ある。 例へば、 西洋^らば どんな 簡易 生活で も、 此れ許り は 必要と 思 はれて 居る 椅 

子ゃテ ー ブルがなくても 決して 差 支へ ない 事 は 多數の 日本人に 明瞭で ある。 叉 昔の 日本の 女に な 

くて かなはなかった 髮 飾り ゃ帶 など は 外 園の 女に は 無用の長物 である。 

新聞 を 必要と する やうに 今の 吾々 の 生活 を 導いた もの は 新聞 自身で あるか もしれ な いとする と、 

新聞が 必要 がられる とい ふ事實 だけで は 決して 新聞の 本質的 必要 を證明 する 材料に はならない。 

新聞の 記事 は 其 日々 々 の 出来事 を 出来るだけ 迅速に 報知す る 事 を 主な 目的と して 居る。 其の 當 

然の結 £1^ として 旰 心の 正確と いふ 事が 常に 犠牲に され 勝ちで ある 事 は 誰もよ く 知る 通りで ある。 

併し 此の 一事 だけで も 新聞と いふ ものが 現代の 人心に 與 へる 影響 は 中々 輕 少な もので はない。 外 

の 事 は 凡て さし 措いても、 r 遲 くと も確實 に」 とい ふ あらゆる 「眞」 の 探究者に 最も 必要な 心 持 を 

凡ての 人から 段々 に 消散 させよう とする やうな 傾向の あるの は 如何と もし 難い。 尤も 大概の 人間 * 

に は 眞に對 する 潔癖 は あるから、 さう いふ 不正確な 記事 はた ま/ \. 其の 潔癖 を 刺戟して 却って そ 

れを 亢進させる 様な 效果が ある 場合が あるか も それ は 分らない。 叉 大多数の 人は始 から 新聞記事 

セ ー フ ティ ファクト ル  ^ 

の 正確さの 「程度 一 をのみ 込んで 居て、 從 つて 新聞の 與 へる 知識に は、 いつでも 或る 安全 係數 2. 


を かけた 上で 利用す るから、 餘り 大した 弊害 はない と考 へられる かも 知れない。 有數 ない、 新聞 

ならば 實 際さう かも 知れな い。 ^し 正確でなくて もい 、から 出来るだけ 早く 知る と い ふこと が ど 

うして、 叉何處 まで 必要で あるかと いふ 事が 一 番の 先決問題になる。 

海外に 起った 外交 政治 經濟 に關 する 電報 は 重要な 新聞記事の 一 つで ある。 かう いふ ものが あら 

ゆ る 階級の 人に 興味が あると い ふ 事 は 望まる ベ き 事で も あり、 又 それが 事實 であると したと ころ 

で、 此 等の 報知 を 一 日で も 早く 知る 必要 を 本當に 痛切に 感する 人が 國 民の 中で 何人 あるかと いふ 

事を考 へ て 見なければ ならな い。 

次に は 內國の 政治 經濟產 業 方面に 關 する 記事で も、 犬 多 數の國 民が 一 日を爭 うて 知らなければ 

ならない ものが どの位の パ ー セ ン トを 占めて 居る かを考 へ て 見なければ ならな い。 

全く 囚 はれない 頭で 冷 靜に考 へて 見た 時に、 -此 等の 記事の 大部分 は、 多數の 「善良な 國民」 が 

假令 一 ヶ月 位お くれて 知っても 少しの 不都合の ない ものであると 私は考 へる。 

唯國 民の 中で 恐らく 極めて 少数な 或る 種の デマ ゴ —グ的 政治家、 或は 投機的の 事業に たづ さは 

る 所謂 「實業 家」 のうちの 一 部の 人達 は、 一 日で も 一 時間で も 他人より 早く 此 等の 記事 を 知り 度 
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いと a- ふだら う。 さう いふ 人々 の 便宜 を 計る とい ふ 事が 假り にい \ とした 處で、 さう いふ 人 はよ 

しゃ 新聞 を全廢 しても 恐らく 少しも 困る 事 は ある ま い。， それぐ 自分で 適當な 通知 機關を 設けて 

知る だけの 事 は 知らなければ 承知 しないに 相違ない C 此れに 反して 大多数の 政黨員 乃至 政 治 に 興 

味 を もつ 一般人、 それから 眞 面目な 商業 ゃ產 案に 從 事して 居る 人達に とって 例へば 佛國の 大統領 

が 代った とか 紐 育の 株が 下った とか、 或は 北海道で 首相が 演說 したと か 議會で 甲 某が 乙 某と どん 

な 喧嘩 をした とかい ふ 事 を、 一 一週間 或は 一 月遲く 知った 爲 にどれ だけの 損害が あるかに 私に は餘 

程 疑 はしい。 

此 等の 記事が 凡て 正確で あると 假定 した 場合で さへ、 その 必要が 疑 はしい 位なら ば、 記事が 不 

正確で ある 場合に はどうなる だら う。 

かう 云っても 恐らく 私の 云 はんと 欲する 處は 容易に 通じな いだら うと 思 ふ。 それでく ど いやう 

でも 同じ 事 を 繰 返す 事 を 許して もら ひ 度い。 

新閜を 最も 必要と 感 する 人の 種類 を考 へて 見る と、 それ は、 廣義に 於け る 投機 者で あり、 又 一 

種 特別な 意味での ブ I ル、 ショァ である。 好い 意味での 善良な 國民、 穩 和な 意味での プ n レタ リア 

は、 實際銘 々の眞 面目な 仕事に 眞 劍に從 事して _il る 限り、 拙速主義の 疑 はしい 知識に 飛びつ いて 
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朝夕 心 を 騒がせ 氣を いら 立てる 必要 は 毛頭ない ので ある。 

あらゆる 先人 觀念を 捨て、 あらゆる 枝葉の 利害 を 除いて 最も 本質的に 此の 問題 を考へ て 見た な 

らば、 私が 兹に 云って 居る ことが 必す しも 無稽な もので ない 事が 了解され はしない かと 思 ふ。 

次に 考 へなければ ならな いのは 所謂 社會 欄で ある。 此の 欄の 記事の 內容は 可也 雜 多な 方面に 亙 

つ て 居る。 其 中で も 季節に 關 する 年中行事の 報道 や 或は 近き 未来に 關 する 各種の 豫吿 など かう 云 

つ た 種類の もの を 日 々 新聞で 承知す ると い ふ 事 は 決して 惡ぃ 事で はな い。 併し 今日 實 際に 存在す 

る 新聞の 社 會攔で 最も 大きな 部分 を 占めて 居る の は 此の 種の 事柄で はない。 此の 種の 記事 は 却つ 

て何處 かの 隅に 小さな 活字で 出て 居る。 此れに 反して 驚く ベ く 大きな 見出しで 出て 居る もの \內 

で、 知名の 人の 死に 關 する 詳細な 記事と か、 外國 から 來た 貴賓の 動靜 とか は 未だい \ とした 處で、 

其 等よりも もっと 今の 新聞の 特色と して 目立つ て 居る もの は、 此の世の 中に ありと あらゆる 醜惡 

な 一 罪」 に關 する 詳細の 記事で ある。 此の 種の. 事實を 吾々 が 一 日 も 早くし かも 誤謬に よって 甚だ 

しく 曲げ 歪められた 形で 知らなければ ならない 必要が 何處 にある か 私に は 分らない ので ある。 

此 等の 報道 は 多くの 人々 の 好奇心 を滿 足させ、 所謂 ゴ， シップと 名 づけら る K 階級の さ談の 話柄 

を 供給す る 事 は 明で あるが、 さう いふ 便宜 ゃ享樂 と、 此の 種の 記事が 一般 讀 者の 心に 與 へる 惡ぃ 
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影響と を天祥 にかけ て 見た 時に、 どちらが 重い か輕 いかと い ふ 事 は 少し 考 へ て 見れば 誰に も 分る 

事で は あるまい か。  . 

少し 事柄が 脇道へ は ひるが、 新聞の 社會 記事 程 人間の 心理 を 無視した もの は 稀で ある。 尤も 所 

謂 「講談」 の 如き もの も、 可也 心理 を 歪めたり 誇張した りして は 居る が、 歪め 方 も あれ 运 徹底す 

れば 却つ て 害はなくなる。 さう して.^ で 固めた 馬鹿々 々 し い 饒舌の 中に 自 から 又 何物 か本當 の も 

のに 觸れて 居る 處が ないでも ない。 然るに 普通の 社會 記事と なって 現 はれた、 例へば 人殺し ゃ喧 

啤の 表現が、 一度び 關係 者の 心理に 觸れる 段になる と、 それ 等 はもう 決して 吾々 人間の 心理で な 

くて 全く 異 つた 「存在」 の 心理に なって しまって 居る。 そして それが 如何にも 尤もらしく 本當ら 

しく 提供され て 居る ので ある。 

此れ は 併し 記者 自身が 人間の 心理 を 理解 しないの ではない、 唯 所謂 社會 記事の 「定型」 とい ふ 

ものが、 各種の 便 {且 的 必要から 自 からき まって しまって、 其れに 據ら ない 譯には 行かない 爲 だと 

いふ 說明 を、 其方の 事情に 通じた 人から 聞いた 事 も ある。 

罪惡の 心理が もし 本當 に科學 的な 正確さ を 以て *1 き 表 はされ て 居れば、 それ は讀 者に 取って は 

可也有ハ^^でぁり、 さう して さう いふ 罪 惡を豫 防し 減少す る やうな 效菜を 生じる かも 知れない。 此 
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れ に反して 罪惡の 外側の ゆがんだ 輪郭が 徒に 讀 者の 病的な 好奇心 を 刺戟し、 や、 も すれば 「罪の 

享樂」 を 暗示す る だけで あったら 其の 影響 は果し て どうで あら う。 

罪惡と 反對な 人間の 善行に 關 する 記事 も 稀に は 見受ける が、 其れが 一 度び 新聞記事 となって 現 

はれる と 不思議に 其の 善い 事の 「中味」. が拔 けて しまって、 妙に 嫌な 氣 持の 惡ぃ 「輪郭」 だけに 

なって 居る 場合が 可也 多い やうに 思 はれる。 さう いふ 種類の 記事 を 讀んで 居て、 人事ながら も獨 

りで 顔の 赤くなる 場合が あり はしな いか。 

しかし かう いふ 不滿 は 今兹 で 論じて 居 る 問題と は 別問題 である。 

あらゆる 記事が 此 等の 缺 點を脫 却して 非常に 理想的に 出来た とした 上で、 それ を 吾々 が 日刊 新 

聞に よって 朝夕に 知る 事が どれ だけ 必要 かとい ふの が 現在の 問題で ある。 それが 必要で ない とい 

ふ 事に なれば、 まして や 不完全 不眞實 な 記事 を 毎 曰慌た ^ し く讀む 事の 價 値は果 して どうなる で 

あらう。 

私が かう. いふ 事 をい ふの は 畢竟 餘 りに 新聞記事と いふ もの 、價 値に 重き をお き 過ぎる からの 事 

だと い ふ 人 も あらう。 
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なる 程 新聞記事 を 極めて 輕く しか 見て 居ない 人 は事實 上多數 にある かも 知れない。 ^し、 さう 

いふ 風に して、 ー兀來 決して 輕く 見るべき 害で ない、 あらゆる 意味で 重大な 多くの 事柄 を、 朝タに 

輕々 しく 見過ごす やうな 習慣 を 養 ふとい ふ 事 自身に 現代の 思想 上の 缺陷の 一 つの 大きな 原！； が あ 

るので は ある ま いか。 其の やうな 習慣 は 知らす，^ 吾々 を 取り か へ しの 付かな ぃ墮 落の 淵に 導い 

て 居る ので は あるまい か。 

唯一 つ だけで も 充分な 深い 思索に 俄す る だけの 內容を もった 事柄が、 數 限り もな く 唯 萬 華鏡裡 

の 影像の やうに 瞬間 的の 印象し か 止めな い。 その やうに して 吾々 の 網膜 は 疲れ 痲痺して しまって 

其 瞬時の 影像 すら 明瞭に 正確に 認める ことが 出來 なくなつ てし まふの では ある ま いか。 

かう いふ 習惯は 物事に 執着して 徹底的に 其れ を 追究 するとい ふ 能力 をな し 崩しに 消磨させる。 

例 へ ば 本當に 有益な 纏まった 書物で も熟讀 しょうと い ふやうな 熱心と 氣カを 失 はせ る やうな 弊が 

あり はしまい か。 

此の やうな 考 から、 私 はいつ その 事 日刊新聞と いふ もの を 全 魔したら よく はない か，^ いふ 事に 

つい 考、 及んだ 譯 である。 今の 14- それ は容 に實 行され る 見込の ない 事で ある。 仉し少 くも さう 
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いふ 事 を 一 つの 思考 實驗 として 考 へて 見る 事 は 何の 差 支へ もな く、 叉强ち 無意味な 事で もない か 

も 知れない。 

私 は 現代の あらゆる 忙 がしい 人達、 一日 も 新聞 を缺 かし 得ない やうな 人達が、 試に 寸暇 を 割い 

て かう いふ 思考 實驗を やって 見る とい ふ 事 は、 さう いふ 人達に 取つ て 非常に い k 事で あり はしな 

いか、 又 多數の 人が それ を 試みる 事に よって 前に 云つ たやうな 新聞 の惡ぃ 影響が 幾分 でも-ほめら 

れ はしない だら うかと 思って 見た。 

私 はさう いふ 實驗を 他人に す、 めたい 爲 に先づ 自身で それ を 試みて 見ようと 思 ひ 立った。 其の 

實驗は 未了で 其の 結 raK は 未成品に 過ぎない が、 それに も 拘らす 其の 大要 を 誌して 見 度い と 思 ふの 

である。 

實驗を 始める 前 に 私 は先づ 自分 の 過去の 經驗を 捜し て 見た。 

いつだつ たか、 印刷工が ストライキ を やって 東京 中の 新聞が 休んだ 事が あった。 あの 時に 私 は 

どんな 氣持 がし たかを 思 ひかへ して 見た。 餘 りはつき りと 思 ひ 出せない が、 少 くも 私 は あの 時 そ 

ん なに ひどく 迷惑 を 感じた やうな 記憶がない。 勿論 毎朝 見て 居る もの を 見ない とい ふ 一種の 手 持 

無沙汰な 感じ はあった に 相違な いが、 それと 同時に なんだか 急に 世の中が のんびりし たやうな 氣 
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持がないでも なかった やうに 思 ふ。 尤も 自分の やうな 閑人 は 恐らく 除外例 かも 知れない から、 先 

づ大多 數の人 は 可也 迷惑 を 感じた ものと 見た 方が 妥當に は 相違ない。 

先づ 誰よりも 一 番 迷惑 を 感じた の は 新聞社 自身であった らうが、 玆 では そ、 れは 問題に 人れ る譯 

に は 行かない。 それと 前述の 投機 者 階級 を 除いた 其 以外に 迷惑した の は 誰だった らうと 考 へて 見 

た 0 

繽 きもの 、小說 が 肝心の 處 で中絕 した 爲に 不平であった 人 も あらう し、 毎朝の 仕事の やうに し 

て よんで 居た 演藝 風聞 錄が讀 めない ので 何だか 顏 でも 洗 ひ 損った やうな 氣 持の する 閑人 もあった 

らう 0 

かう いふ 善良な 罪のない 不 滿に對 して は 同情し ない 譯に はいかない。 併し 現在の 實驗を 遂行す 

る 場合に 此の 物足りな さ を 補 ふべ き 代用 物 はいくら でも 考へ 得られる。 其れに は 所謂 新聞 小說ょ 

り ももつ と 面白くて 上等で 且つ 有益な 小說も あらう し、 風聞 錄の 代りになる もっと 纏まった 讀物 

も ある だら う。 さう いふ 書物 を 毎日 新聞 を讀む 時間に 一 と 切り づ丄 まむ 事に したら どうで あらう- 

其の 積算 的效 Bi- は 可也な ものに なり はし ま いか。 

纏 まった もの を少 しづ 、小 切つ て 讀んで 行つ て、 さう して 前後の 連絡 を 失 はな いやう にす ると 
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いふ 事は必 しも 困難と は 限らない。 事枘 によつ. て は 却って 一時に 詰め込む よりも 適 當に小 切った 

方が 理解に も 記憶に も有效 であると いふ 事 は實驗 心理 學 者の 認める 處 である。 私の 知つ て 居る 範 

圍 でも、 毎日 電車に 乘 つて 居る 間 だけ 露西亜 語 を 稽古したり、 カント を讀ん だり して それで 相當 

な效 5^ を あげた 人 さへ ある。 しかし 假り にさう いふ 人が 例外で あると しても、 鬼 も 角 も；， 朝 新聞 

を讀 むのと い、 纏まった 書物 を讀 むのと 比べ て どちらが 頭腦の 足しにな るかと いふ 事 は、 はじめ 

から 議論に ならない やうな 氣 がする。 

それでも 多くの 人の 中には 新聞なら 毎日 讀む氣 になる が 書物と 名のつ くもの は 肩が 凝つ てと て 

も 讀む氣 になれ な い. とい ふ 人が あるか も 知れない。 それ は 恐らく 習惯の 養成で どうで もなる 害の 

もの だと は 思 ふが、 どうしても 書物の 嫌 ひな 人が あると すれば、 さう いふ 人に は 又 それなりの 新 

聞の 代り になる もの は いぐらで も考 へ 得られる。 

請の 好きな 人 は 其 時間に 一 番づ k 謠ふ もよ し、 盆栽 を樂 しむ 人 は 盆栽 を いぢる もい、 し、 i 集 

家 は 鬼 集 品 の 整理 を やる もい、 だ らう。 

晝も 夜も忙 がしい 人 は 出勤 前の 傅かな 時間 迄 も 心せ はし さ を 貪る かの やうに 急いで 新聞 を讀む 

代りに、 さなく ばめ つたに 口 をき く 事の ない 家族と 四方 山の 談を交 はす もい V だら う。 或は 特に 
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さう いふ 人達 は 此の 時間 を 利用して 庭に でも 下り、 高い 大さを 仰いで 白雲で も 眺めながら 無念 無 

想の 數分間 を 過ごす 事が 出來 たら 其の 效果 は肉體 的に も 精神的に も 意外に 大きな ものになる かも 

知れない。 私 は 寧ろ 大多数の 人の 爲に 何よりも 一希に 此の方 をす、 め 度い やうな 氣 がする。 さう 

いふ 僅かな 事に よって 人々 の il 事の 能率が 現在よりも いくらか でも 高められ、 さう して 人々 の 心 

持の 平安 はいくら かで も增 し 、 行き 詰 つ た 心 持と 智慧と は 何等か の 新しい 轉機を 見出し はしない 

だら うか 0  . 

小說ゃ 風聞 錄の 様な 所謂 閑 文字に 就いて 云 はれる 事 は、 實は大 多 數の讀 者に とって、 他の 大部 

分の 所 謂 重要 記事に つ いても 云 はれる ので ある。 多くの 讀 者が 社 會 記事 や 政治 欄 を 讀む心 持が 小 

說其他 の 閑 文字 を讀む 心 持と 根本的 にどれ だけ 違 ふかと いふ 事 は よく/ \考 へて 見る と 却って 容 

易に 分ら なくなって 來る。 差別の 要點は 記事の 內容 の現實 性に あると 考 へて 見ても、 讀者 自身に 

切實 な交涉 のない、 しかも 所謂 定型の 爲に 却って 眞實 性の 稀薄に なった 社會 記事と、 事實 はどう 

でも 人間の 中身 に 幾ら か 觸れて 居 る小說 や 風聞 錄と の 惯値 の 相違 は さ ぅ簡單 に は 片付け られ ない 

もの だと 私 は 思 ふ。 俳し 其處迄 追究す るの は 刻下の 問题 ではない。 
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此處 では 私 も あらゆる 政治 攔社 會攔 等の 記事の 內容が 凡ての 種類の 讀 者に 絕對的 必要な もので 

あると 假定 する。 さう いふ 假定の 下に 新聞 全廢の 實驗を 遂行す ると すれば、 必然の 結果と して、 

何 か 日刊新聞に 代って 此 等の 知識 を 供給す る 適當な 機關が 必要に なって 來 るので ある。 

此の 必要に 應 する 最も 手近な もの は、 週刊、 旬刊 乃至 は 月刊の 刊行物で ある。 名前 は 矢張り 新 

聞で も それ は 差 支へ ない が、 鬼 も 角 も 現在の 日刊新聞の 短所と 惡弊 をなる ベく 除去して、 しかも 

此處 に假定 した 必要の 知識 を 必要な 程度 迄 供給す る 刊行物で ある。 

私 は 此の 一 一三 年 口 ンド ン タイム ス の 週刊 を 取って 居る。 此れが 0 ンド ンで 出てから 私の 眼に は 

ひる 迄に はどうしても 一と 月 以上 はか、 る。 しかし 私 は それが 爲に、 英國 ゃ歐洲 のみなら す 世界 

中に 於け る 重要な 出来事 を餘 りに 遲く 知った 爲に、 著し い 損 をした と 思った 事が まだない やうに 

思 ふ。 のみなら す、 こちらの 新聞の 電報 攔の 不徹底な 記事で 讀んだ 時 は 何の 事 だか 分らす に 居た 

色々 の 事柄が、 此れ を 讀んで 始めて 鹏に 落ちる 事 も屢、 、ある。 此れ は 恐らく 自分の やうな： せ闊な 

ものに 限った 事で はなく、 始めに 擧 げたやうな 所謂 善良に して 眞 面目な 大多数の 日本 國 2^ に 就い 

て 同樣 に當 嵌ま る 事で は あ る ま い か。 

もし さう だと すれば、 內國に 於け る 所謂 重要な 出来事 を 十日 乃至 一月お くれて、 其 代り 纏まつ 


220 


驗赏考 思の つ 一 


た 形で 可也 確實に 知る とい ふ 事 も それ 程 不都合で あらう と は 思 はれな い。 其れで 不都合 を感 する 

人 は 勿論 あっても それ は 前に 繰返して 指摘して おいた 少數の 除外例に 過ぎない。 さう して 其 等の 

人 は 日刊新聞が なくなった 處で 決して 困り はしない。 W ると した 處 でさう いふ 人々 の 便宜の 爲に 

大多数の 幸福 を 犠牲に する 必要 は 少しもない。 

あらゆる 記事の 中で、 本 當に其 日々々 に 知らなくて は 意味の ない もの は、 搜 して 見る と 案外 少 

な いもので ある。 

先づ 天氣豫 報な どが 其 一 つで ある。 此れ は 今の 處 一週間 も 前から 豫報を 出す 事 は 困難で あり、 

又 昨日の 天 氣豫報 は 今日に とって は 無意味で あるから、 どうしても 此れ だけ は 日々 に 知らして 貰 

ふ 必要が ある。 尤も 天氣豫 報と いふ もの、 本當の 意味 ゃ惯値 は见角 誤解され 勝ちであって、 てん 

で 始めから 當て にして 居な い 人が 可也 多數 である。 さう い ふ 人 は 天氣豫 報な ど 知る 必要 を 感じな 

いで も あらう が、 多少で も 天氣豫 報の 原理に 通じ、 豫 報の 適用の 範圍を 心得て 居る 人に とって は、 

此れ は 時に とって は 非常に 重寳な 有難い ものである。 併し 此れ とても 必 しも 新聞に よらなくても 

他に 報知す る 方法 はいくら でも ある。 慮々 の 交番な り 電車 停留 听に揭 示す る もい、 だら うし、 慮 


221 


處に信 號の旗 を 立てる もい、 だら う。 

不幸の 廣吿 など も 一 週間と は 待てない 種類の もの だと 考 へられる かも 知れない。 ^し 私の 考で 

は、 不幸の 知らせ は 元 來書狀 で 本當の 意味の 知友に のみ 出すべき もので、 其れ 以外の 人 はへ 非 式な 

どが すんで 後に 聞き 傅へ、 或は 週刊 旬刊で ゆっくり 知っても 大した 差し 閥へ はない 害で ある。 も 

しも 國 民の 大多数の 尊敬し 或は 憎惡 する やうな 人が 死にで も すれば 其の 噂 は 口から 口 へ 所 lii 燎原 

の 火の やうに 傅 へられる ものである。 三月 三日に 井伊 大老の 殺された 報知が 電信 も 汽車 もない 昔 

に、 五日 目に はもう 土 佐の 高 知に 屆 いたと いふ 事實が ある。 今なら 電報です ぐ傳 はる。 

知名の 人の 旅立ちで も、 新聞が ある 爲に 妙な 見 達り 人が-!? して 停留 場が 混雜 する。 此 場合に も 

前と 同じ 事が 一 K はれ 得る。 

展 覺會、 講演 會、 演藝、 其 他の 觀覽物 も 新聞 廣吿で 豫吿を 受けて 都合の ぃ& もの かも 知れない „ 

しかし 此 等の 大多數 は 十日 位 前から プ 口 グラム の 作れぬ もので もな し、 又 さう でなくても 適當な 

褐示ゃ ビラ によって 有效に 知らせる 事が 出来る。 一 般の 人々 が 毎朝 起きて」.^ の 中で 居ながら に 知 

ら なければ ならない 性質の 事で もない。 さう いふ 刺戟の 目に ふれない とい ふ 事 は、 仕事に 沒 頭し 

て 居る 多くの 人の 爲には 寧ろ 有利な 位で ある。 
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かう いふ 新聞 廣吿が なくなっても、 芝居 や キネ マ の觀 客が 減る 心配 はな いとい ふ 事 は 保 證が出 

來る。 舆 行者と 常習的 觀 客の 間に は必す 適當な 巧妙な 通信 機關が 色々 と 工夫され るに 違 ひない。 

其 他の 多くの 廣吿は 大抵 日刊新聞に よらなくても すむ ものである。 例へば 書籍 雑誌の 廣吿 にし 

た處 で、 恐らく 日本 程 多数で 仰々 しいの は 何 處の國 にもない かも 知れない。 そして 廣吿の 仰々 し 

さと 書籍の 內 容は必 しも 伴 はない。 此れ も實 は斷然 止めた 方が い、。 私 だけの 註文 を 云へば、 走曰 

店の 店頭の 大きな 立札 もやめ て 貰 ひ 度い 位で ある。 其 代りに 眞 面目な 信用の 出来る 紹介 機 關が欲 

しい。 なるべく 公平な 立場から あらゆる 出版物 を 批評して、 讀 者の 爲に 忠實な 指導者と なる もの 

があって ほしい。 此れ は 完全 を 望む 事 は 困難で も 或る 度 迄 は 不可能で はない。 例へば 科學の 方面 

で 云へば ネチュ ァ ー の卷 頭の 紹介 欄の やうな もので も 可也 便利で ある。 假令 いくらか 批評の 見地 

が 偏す る 恐 はあって も、 利害 を 離れた それぐ の 専門家の 忠實な 紹介で ある 限り、 勝手の 分らぬ 

讀 者が とんだ 蟹 物 を 押しつけられる 恐 は 少な い。 

其 他 あらゆる 商品の 廣吿 につ いても 全く 同様の 事が 云 はれる 道理で ある。 

isf に體 裁の 上からで もお 母々. し い 廣吿欄 を 除け てし まったら 今の 新聞 はもう 少し 氣 持の い \ もの 

になり はしない だら うか。 吾々 が 朝の 仕事に 取り か、 る 際に、 もう 少し 淸ら かな 頭 を もって、 神 
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聖 であるべ き 其 日の 勤めに 對 する 事が 出來 はし ま いか。 さう して 唯 徒に いらだ、 しい 心 持から 救 

はれて、 銘々 の 大事な 仕事の 能率 を 高める 事が 出來 はしまい か。 

廣吿の 次に 所謂 三面記事 を 取って しまったら どの位 氣持 がい、 ものになる だら う。 昔 「日本」 

とい ふ 新聞が あった。 三面記事が 少しもなくて、 うるさい ルビ ー がなかった。 私 は 毎朝 あれ を 唯. 

あけて 見る だけで 氣 持が よかった。 あ、 いふ 新聞 は 八 「日で は 到底 存在 を 維持し にくい さう である。？ 

今年の 正月に ノ I スク リツ フ 卿が コロ ンボで タイ ムスの 通信員に 話した 談話の 中に、 「東洋の ： 

新聞の 中で は 日本の が 一 番 信用が 出来る。 促し 所謂 『第三 面』 として 知られた notorious  scaudal . 

の 爲に害 はれて は 居る が」 とあった。 此 人の いふ 事が 何處迄 信用 出來 るか 私に はよ く 分らない が、 一 

鬼 も 角 も 「第三 面」 は 世界的の notoriety を 保有して 居る 事に なって は 居る と 見える。 

ニニ 面」 記事 も 純客觀 的に 正しく 書かれ \ ば 有益で あり 得る。 例へば 議會ゃ 公判の 筆記で も、 一 

それが 忠實な ものなら、 凡ての 人の 何 かの 參考 になり、 少 くも 心理 學 者の 研究 材料 位に はなる 事 

が 多い。 それで E 刊廢 止の 場合に 此れに 代るべき もの k 社會 記事 は 出来るだけ 純客觀 的で 科學的 一 

であって ほしい。 さう いふ 意味で 有益な 面白い 記事 を タイ ムス 週刊の 第一 頁 ゃ處々 の餘 白の If 草 一 

に發 見す る 事が ある。 
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若し 假 りに 私が 此の やうな 週刊 や 旬刊の 社 會瀾を 編輯 するとしたら どうい ふ 記事 を 主に 出す だ 

らうと 考 へて 見た。 人殺し や 姦通な ど を 出す としても、 其 等 はなるべく 少 くそして 簡單 にしたい，^ 

書くならば 出来るだけ 本當 の徑路 を科學 的に 書く 事に よって 凡ての 人の 頭の 奥に 潜む 菲の 胚子に 

警 吿を與 へる やうな ものにし 度い。 併し さう いふ 例外な 事件の 記事よりも、 日常 街頭 や 家庭に 起 

りつ、 ある、 一見 平凡で さう して 多數の 人が 輕々 に 看過して 居て、 しかも 吾人の 現在の 生活に 對 

して 重要な 意味の ある やうな 事實を 指摘し 報道して、 いくらか でも 人々 の 精神的の 幸福 を 增し不 

幸 を豫 防す る やうに 勉 める だけ は勉め 度い ものである。 

裏町の 下水に 落ちて 居る 犬 を 子供が 救け て やった 事實 でも、 自轉 車が 衝突して 兩 方で あやまつ 

て 居た 實例 でも 適當に 描かれ &ば 有意義で ある。 公園の 花便りで も 動物園の 鳥獣の 消息で も 何等 

かの 深い 觀 察が あれば 何物 かを讀 者に 與 へる。 それよりも 起るべく して 僅に 起らないで 居る あら 

ゆる 過失 や 危險の 芽 を 摘發し 注意 を與 へる 事が 一 層 有益で ある。 例 へ ば 電車 や 公共 建築物 設備の 

不完全 或は 破損の 爲に將 來當然 に 起るべき 怪我 や 病害 を、 鬼 角不手 廻り 勝ちな 當局 者に 先だって 

發 見し 注意したい。 電車の 不完全な 救助網 や 不潔な 腰掛、 倒れさうな 石垣 や 崩れさうな 崖、 病菌 

や 害蟲を 培養す る 水溜り や ごみ 溜、 龜 裂が 入り か、 つて 地震が あり 次第 斷水を 起す やうな 水道 溝 
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渠、 こ はれて 役に立たぬ 自働 電話 や 危險な 電線 工事、 かう いふ 種類の もの を 報道して 一般の 用心 

と當 局の 注意 を 喚起したい。 

社 會の風 敎を亂 す やうな 邪教 淫祠、 いか はしい 醫療 方法 や 藥劑、 科 學の假 面 を 被った 非科學 

的無價 値の 發明 ゃ發 見、 さう いふ ものに 世人の 多くが 迷 はされ て 深入りし な い 前に 其 等の 眞價を 

探求したい。 官衙ゃ 商社に 於け る 組織 や 行政の 不備 や 吏員の 怠慢に 對 しても 犀利な 批評と 痛切な 

助言 を 加 へたい。 

此 等の あらゆる 探究 摘發 批評の 動機が 純粹に 好意的の もので ありたい。 不備に 對 して 當事者 を 

攻撃し 誹謗す る 事よりも 寧ろ 當事 者の 味方に なり、 さう して 一般 讀者 と共に 其の 不備 を 除去す る 

方法 を 講究す る機關 となる 事 を 心掛け 度い ものである。 さう いふ 心 持が もう 少し はっきり 現 はれ 

て 居さ へ すれば、 現在の 新聞で ももう 少し 氣持 のよ いものに なり はしまい か。 

以上の 理想 を實 現させる 爲には 新聞社 は あらゆる 實務 ゃ學術 技藝は 勿論 一 般 思想 上の 各方 面に 

就いて 第 一 流の 人達 を 記者と して 網羅し なければ ならない。 此れ は隨分 困難な 事 かも 知れない。 

併し 私 は 「社會 の 先導者」 としての 新聞の 本當の 使命 を 果す爲 に は、 それ は 寧ろ 已むを得ない 當 

然の 事で はない かと 思って 居る。 あらゆる 方面の 文化の 先達と なる 爲に は、 なる だけの 根柢 を 作 
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ら なくて は 無理で は あるまい か。 

此の やうな 考 から 私の r 實驗」 は 一 つの 夢の やうな 大 新聞の 設立に 移って 行った。 

此の 社の 主腦を 形成す る もの は、 あらゆる 官廳學 校 商社の みならす、 各 政黨ゃ 宗敎家 思想家の 

あらゆる 團體の 代表的 人物 を 網羅した もので なければ ならない。 そして 其 等の 社員 は單に 寄書 家 

とい ふ 格で 外様大名の やうな 待遇 を 受ける のでなくて、 其の 社の 仕事の 全體に 參與し 且つ 責任 を 

負 ふ ものでなくて はならない。 此 等の 記者 達 は 其れ/ \專 門の 方面で 一般の 爲に 有益で あるべき 

あらゆる 重要事項の 正確な 報道 紹介 や、 災害の 防止に 關 する 適切な 助言 や 注意 を 提供し、 又 公共 

事業に 對 する 問題 を 提出して 最善の 方 案 を 公衆に 求める 事を勉 めなければ ならない。 勿論 此 等の 

人々 は 一 方で は 夫々 の 本来の 職務に 從 事して 居る が、 其の 職務 時間の 若干 を 割いて 公衆の 爲に此 

等 の 記事 を 草 するとい ふ 事 は 少し も 不都合 と は 思 はれない のみなら す、 寧ろ さう いふ 事. は 職務 に 

附帶 した 義務の 一 部分と 考 へられない 事 はない。 又 さう いふ もの を 記述す る 事に よって 各自の 職 

務の 遂行 上 有益な 啓示 を 得る 場合 も 可也 多いだら うと 思 はれる。 

かう い ふ大 新聞社 の 經營を 少數な 資本家 の 手に 委ねる の は穩當 では あるまい、 此れ は 寧ろ 全國 
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民 自身 か、 少 くも 其の 大部分の 共同 經營 による ものと しなければ なるまい。 さう する 爲に は經營 

維持に 必要な 費用 は 租税な ど \ 類似の 方法で 一 般 から 集め、 記者 や 編輯 員 等 も 適當に 組織され た 

選擧 制度に よって 定める ベ きで あらう。 併し かう いふ 選擧 制度に いつも 附き纏 ふ 弊害 を 防止す る 

爲 には此 等の 記者の 地位 を 決して 物質的に 有利な ものにして はならない。 記者た る 事に よって 一 

身の 利益 を 計る に 便 {且 を 得る やうな 可能性 は始 から 除去す る やうな 制度 組織が 必耍 である。 本當 

に 社會の 利益の みし か考 へな い 人ば かりなら ば 其の 必要 はない が、 此の 用心 は 誰も 知る 通り 今の 

處 どうしても 必要で ある。 

若し 此の やうな 新聞社が 出來 たと すれば、 それ は 從來の 意味の 新聞社と は 大分ち がった ものに 

なる" 寧ろ 國 民社會 一 般の 幸福 安寧に 資すべき 調査 研究 報 吿機關 の やうな ものに なって しま ふ。 

かう いふ もの は 全國に 唯一 つあって、 各地に は 適當に 支局 を 分配して、 中央 を 通じて 相 連絡 すれ 

ばよ い。 

政治 經濟敎 育 宗敎學 藝產業 軍事 其 他 ありと あらゆる 方面に 亙る 現實の 正確な 知識 を與 へ、 一 般 

の與 望に 基いて 各當 局の 手の 廻らぬ 處を 研究し 補助して 國家 社會の あらゆる 機 關の圓 滑な 融合 を 

計る が爲 に、 かう いふ 特別な 一大 組織 を 設ける とい ふ 事 は、 寧ろ ー國の 政府 自身と しても 當然考 
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へなければ ならない 事の やうに 思 はれる。 單に小 宫衙の 片隅の 一 課な どに 委して おくべき もので 

はな いと も 田； 3- ぼれ る。 

尤もい ふ 迄 もな く 現在の 新聞と いふ もの も 本來は 此の 假想 的の 一 大機關 と 同じ やうな 役目 を果 

す爲に 生れた もので あらう。 唯 其れが 遣憾 ながら 理想的に 行って 居ない 爲に、 玆に此 様な 問題が 

起った 譯 である。 

私の 思考 實驗は 未だ 僅に 此の程 度 迄し か 進んで 居ない。 充分な 洗 鍊を經 ない 以上、 基礎 前提に 

も 亦 推考の 論理に も 缺陷が 多い かも 知れない。 それに も 拘ら十 私 は 此れ だけの 一 實驗ー によって 

新聞と いふ ものに 對 する 自分の 考に 幾分 かの 進展 を 得、 そして 從來 とはい くら か 違った 眼で 新聞 

に對 する 事が 出来る やうに なった。 

こんな 實驗を やって 居る 矢先に 都下の 有力な 新聞で 旬刊が 發 行され る やうに なった。 私の 思考 

實驗の 一 半は旣 に現實 化された やうで も あるが、 殘る 半分 卽ち 日刊の 廣 止と いふ 事 は 一 寸實 現さ 

れる 蓋然性が 乏し い。 

併し 旬刊 週刊 等の 發行 によって 侗人々 々 に 此の 實驗を 不完全ながら も 遂行す る 事が 可能に なつ 
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たやう に 見える。 卽ち 旬刊 週刊 だけ を 讀んで n 刊には 手 を 觸れな い 事に すれば z: 的 は 達せられ さ 

うで ある。 

私 は 輕卒に 此の 實驗を 人に 强 ふる 氣 はない が、 兎も角も 先づ 自分で 試みたい とい ふ 希望 はもつ 

て 居る。 しかし 現在の 句刊ゃ 週刊が 依然として ョ 刊と 並行して 出て 居る 限り、 父 其の 編輯 方法が 

； 4 の考 へて 居る のと 同- でない とすると、 結 S 私の 考 へて 居る 思考 實驗は 到底 實行 する 事 は出來 

さう もな い。 

日刊 全暖と いふ やうな 問題 を 直ちに 實行 問題と して 考 へる とい ふ 事 は餘り に 現實を 無視した 痴 

人の 夢で あるか も 知れない。 併し 前に も 述べた やうに、 此れ を 鬼 も 角 も 一 つの 思考 實驗 として 出 

來る だけ 慎重に 徹底的に 考へ て 見る とい ふ 事 は、 新聞 讀 者に とつ て も 又 新聞 當事 者に とっても 可 

也 面白く も あり 又 有益な 仕事 であるに 相逮な い。 そして 其の 結 5^ は 恐らく 誰 に も 何等 の 損害 を も 

與 へる やうな 性赏の もので はない と 信じて 居る。 (大正 十一 年 五月、 中央 公論) 
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茶 碗の 湯 


こ、 に 茶碗が 一つあります。 中には 執 1 い 湯が 一 ばい 這 入って をり ます。 た^それ だけで は 何の 

面白味 もな く 不思議 もない やうです が、 よく 氣を つけて 見て ゐ ると、 段々 に 色々 の 微細な ことが 

目につき、 さまぐ の 疑問が 起って 来る 害です。 た.^ 一ば いのこの 湯で も、 自然の 現象 を觀 察し 

研究す る ことの 好きな 人に は、 中々 面白い 見物です。 

第一 に、 湯の 面から は 白い 湯氣が 立って ゐ ます。 これ はいふまで もな く、 熱い 水 蒸氣か 冷えて、 

小さな 滴に なった のが 無数に 群がって ゐ るので、 丁度 雲 や 霧と 同じ やうな ものです。 この 茶碗 を _ 

緣 則の 日向へ 持ち出して、 日光 を？ 氣 にあて、 向う側に 黑ぃ 布で もお いてす かして 見る と、 滴の I 

粒つ 大き いのはち らくと 目に 見えます。 場合により、 粒が あまり 大きくない ときには、 日光に 

すかして 見る と、 湯氣の 中に、 虹の やうな、 赤 ゃ靑の 色が ついて ゐ ます。 これ は 白い 薄雲が 月に 
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か \ つたと きに 見える のと 似た やうな ものです。 この 色に つ いて はお 話す る ことが どつ さり あり 

ますが、 それ は 又い つか 別のと きにし ませう。 

すべ て 全く 透明な 瓦斯 體の 蒸氣が 滴になる 際に は、 必す何 かその 滴の 心になる ものが あって、 

その ま はりに 蒸氣が 凝って 喰つ 附 くので、 もし さう いふ 心がなかったら、 霧 は 容易に 出来ない と 

いふ ことが 學 者の 研究で 分って 來 ました。 その 心になる もの は 通例、 顯微 鏡で も 見えない ほどの、 

非常に 細かい 瘦の やうな ものです、 空氣 中には それが 自然に 澤山 浮游して ゐ るので す。 {仝 中に 浮 

んでゐ た 雲が 消えて しまった 跡に は、 今 首った 塵の やうな ものば かりが 殘 つて ゐて、 飛行機な ど 

で 横からす かして 見る と、 丁度 煙が 擴 がって ゐる やうに 見える さう です。 

茶碗から 上がる？ il 氣を よく 見る と、 湯が 熱い かぬ るいかに、 大凡 分ります。 締め切った 宝で、 

人の 動き 廻らない とき だと 殊によ く 分ります。 執 一い 湯です と？ I 氣の溫 度が 高くて、 周圍の 空氣に 

比べて 餘 計に 輕 いために、 どん/ \- 盛に 立ち 昇ります。 反對に 湯がぬ るいと 勢が 弱い わけです。 

湯の 溫度を 計る 寒暖計が あるなら、 いろ/, \. 自分で ためして 見る と 面白いで せう。 勿論 これ は、 

ま はりの {仝 氣の溫 度に よ つても 違 ひます が、 大凡の 見當は 分る だら うと 思 ひます。 

次に！ f 氣が 上がる ときには いろ の が 出来ます。 これが 叉よ く 見て ゐ ると 中々 面白い もの 
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です。 線香の 煙で も 何でも、 煙の 出る ところから いくらかの 高さまで は眞 直に 上ります が、 それ 

以上 は 煙が ゆら/ \ して、 いくつもの， 渦に なり、 それが 段々 に擴 がり 人り 亂れ て、 しま ひに 見え 

なくなって しま ひます。 茶碗の. 湯氣 などの 場合 だと、 もう 茶碗の すぐ 上から 大きな 渦が 出来て、 

それが かなり 早く 週りながら 上って 行きます。 

これと よく 似た 1^ で、 もっと 大きな のが 座の 上 なぞに 出来る ことがあります。 春先な どの ぼか 

ぼか 暖ぃ 日に は、 前日 雨で も ふって 土の しめって ゐる ところへ 日光が 當 つて、 そこから 白い 湯氣 

が 立つ ことが よくあります。 さう いふと きに よく 氣を つけて 見で ゐて 御覧なさい。 湯氣 は、 緣の 

下 や 垣根の 隙間から 冷い 風が 吹き込む たびに、 横に 靡いて は 又 立ち上ります。 そして 時々 大きな 

渦が 出來、 それが 丁度 龍卷の やうな ものに なって、 地面から 何 尺 も ある、 高い 柱の 形に なり、 非 

常な 速さで 廻轉 する の を 見る ことがあ るで せう。 

茶碗の 上 や、 庭先で 起る 渦の やうな もので、 もっと 大 仕掛な ものが あります。 それ は 雷雨のと 

きに 空中に 起って ゐる 大きな 渦です。 陸地の 上の どこかの 一 地方が 日光の 爲に 特別に 溫 めら れる 

と、 そこ だけ は 地面から 蒸發 する 水 蒸氣が 特に 多くなります。 さう いふ 地方の 傍に、 割合に 冷い 

空 氣に蔽 はれた 地方が あります と、 前に 言った 地方の、 暖 いさ 氣が 上がって 行く あとへ、 人り 代 
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りに ま はりの 冷い 空氣が 下から 吹き込んで 來て、 大きな 渦が 出來 ます。 そして. がふったり 雷が 

鳴ったり します。 

これ は 茶碗の 場合に 比べ ると 仕 かけが すっと 大きくて、 渦の 高さ も 一 里と か 一 一里と かいふので 

すから さう いふ、 いろ/ \ な變 つたこと が 起る のです が、 併し 叉 見方によっては、 茶碗の 湯と か 

うした 雷雨と は餘 程よ く 似た ものと 思っても 差 支へ ありません。 尤も 雷雨の 出來方 は、 今 首った 

やうな 場合ば かりで なく、 大分 模様の ちがった の もあります から、 どれ もこれ もみん な 茶碗の 湯 

に比べる の は 無理です がた i -、 一寸見た V けで は 全で 關係 のない やうな 事枘 が、 •£ 小理の 上から は 

お； によく 似た ものに 見える と いふ 一つの 例に、 霄を あげて 見た のです。 

湯氣 のお 話 はこの くら ゐ にして、 今度 は？ おの 方 を 見る ことにし ませう。 

白い 茶碗に 這 人って ゐる？ 一! は、 日蔭で 見て は 別に！ { つた 模様 も 何もありません が、 それ を 日向 

へ 持ち出して 直接に 日光 を當 て、 茶碗の 底 をよ く 見て 御覽 なさい。 そこに は 妙な ゆら，/ \ した 光 

つた 線 や 薄暗い 線が 不規則な 模様の やうに なって、 それが ゆるやかに 動いて ゐ るのに 氣 がっくで 

せう。 これ は 夜 電燈の 光 を あて k 見る と、 もっとよ く 微かに見えます。 夕食のお 瞎 の 上で もやれ 

ますから よく 見て 御覽 なさ い。 それ もお？ がなる ベく 熱い ほど 校樣が はっきり します。 
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次に、 茶碗のお 湯が 段々 に 冷える の は、 湯の 表面の 茶碗の 周 園から 熱が 通げ るた めだと 思って 

い、 のです。 もし 表面に ちゃんと^ でもして おけば、 冷やされ るの はお もに 周りの 茶碗に ふれた 

部分 だけになります。 さうな ると、 茶碗に 接した ところでは？ おは 冷えて 重くな り、 下の 方へ 流れ 

て 底の 方へ 向って 動きます。 その 反對 に、 茶碗の 眞 中の 方で は 逆に 上の 方へ 昇って、 表面から は 

外側に 向って 流れる、 大體 さう いふ 風な 循環が 起り ます。 よく 理科の 書物 なぞに ある、 ビ ー 力 ー 

の 底 を アル コ— ル - ランプで 熱した ときの 水の 流れと 同じ やうな ものになる わけです。 これ は？ I 

の 中に 浮んで ゐる、 小さな 絲屑 などの 動く の を 見て ゐて も、 いくらか 分る 苦です。 

併し 茶碗の？ を 蓋 もしないで 避いた 場合に は、 ？ I は 表面から も 冷え キ. す。 そして その 冷え 方が 

どこも 同じで はない ので、 ところ/ 特別に 冷い むらが 出来ます。 さう いふ 部分から は、 冷えた 

水が 下へ 降りる、 その ま はりの 割合に 熱い 表面の 水が その あとへ 向って 流れる、 それが 降りた 水 

の あと へ屆く 時分に は えて そこから 下りる。 こんな 風に して 揚の 表面に は 水の 降りて ゐる とこ 

ろと！： 升って ゐる ところと が 方々 に 出来ます。 從 つて？ の 中まで も、 熱い ところと 割合にぬ るいと 

ころと が いろ，/, \ に 入り 亂れ て出來 て來キ す。 これに 日光 を當 てると 熱い ところと 冷 いところ と 

の 境で 光が 曲る ために、 その 光が 一様に ならす、 むらに なって 茶碗の 底 を 照し ます。 そのために 
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さきに 言った やうな 模様が 見える のです。 

日の 當 つた 壁 や 屋根 をす かして 見る と、 ちら した ものが 見える ことがあります。 あの 「か 

げろ ふ」 とい ふ もの も、 この 茶碗の 底の 模様と 同じ やうな ものです。 「かげろ ふ」 が 立つ の は、 

壁 や 屋根が 熟せられ ると、 それに 接した さ氣が 熱くな つて 膨暖 して：： 升る、 そのと きに出来る 氣流 

の むらが 光 を 折り曲げる ためな のです。 

この やうな 水 や 空氣の むら を 非常に 鮮明に 見える やうに 工夫す る ことが 出来ます。 その 方法 を 

使って 鐵 砲の 彈が 空中 を 飛んで ゐる ときに、 前面の さ氣を 押しつけて ゐる 有様 や、 彈の 後に 渦卷 

を 起して 進んで ゐる 様子 を寫眞 に 撮る こと も出來 るし、 又 飛行機の プ CI ペラ， -が { 仝氣を 切って ゐ 

る 模様 を 調べ たり、 そのほか 色々 の 面白い 研究 をす る ことが 出来ます。 

近頃 は 又 さう いふ 方法で、 望遠鏡 を 使つ て 空中の 高い ところの 空氣の むら を 調べ ようとして ゐ 

る學 者もゐ たやう です。 

次に は 熱い 茶碗の 湯の 表面 を 日光に すかして 見る と、 湯の 面に 虹の 色の つ いた 霧の やうな もの 

がー 皮 かぶ さって をり、 それが 丁度 龍 裂の やうに 縱橫に 破れて、 そこ だけが 透明に 見えます。 こ 

の 不思議な 校 様が 何で あるかと いふ こと は、 私の 調べた ところでは まだ あまりよ く 分って ゐな い 
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らしい。 併し それ も 前の 溫 度の むらと 何か關 係の ある こと だけ は 確かで せう。 

？ おが 冷える ときに 出來る 熱い 冷い むらが どうなる かとい ふこと は、 た i4 八 木 碗のと き だけの 問題 

ではなく、 例 へ ば 湖水 や 海の 水が 冬に なって 表面から 冷えて 行く ときには どんな 流れが 起る かと 

いふ やうな ことに も關 係して 來 ます。 さうな ると いろ/ \ の實用 上の 問題と 緣 がつな がって 來ま 

す。 

地面の 空氣が 日光の ために 暖められて 出来る ときの むら は、 飛行家に 取って は 非常に 危險な も 

のです。 所謂 突風なる ものが それです。 例へば 森と 畑地との 境の やうな ところで すと、 畑の 方が 

森よりも 日光の ために 餘 計に 温められ るので、 畑で は 签氣が 上り 森で は 降って ゐ ます。 それで 畑 

の 上から 飛んで 來て 森の 上へ か、 ると、 飛行機 は 自然と 下の 方 へ 押し 下ろされる 傾きが あります。 

これが あまりに 烈しくな ると 危險 になる のです。 これと同じ やうな 氣 流の 循環が、 もっと 大 仕掛 

けに 陸地と 海との 間に 行 はれて をり ます。 それ は 所謂 海陸 風と 呼ばれて ゐる もので、 晝間は 海 か 

ら 陸へ、 夜 は 反對に 陸から 海へ 吹きます。 少し 高い ところでは 反對の 風が 吹いて ゐ ます。 

これと同じ やうな ことが、 山の頂き と 谷との 間にあって 山 谷風と 名づ けられて ゐ ます。 これが 

もう ー曆 大仕掛け になって、 例へば 亞細亞 大陸と 太平洋との 間に 起る とそれ が 所謂 節 風で、 わ 2 


れ われが 冬期に 受ける 北西の 風と、 夏期の 南が X つた 風になる のです。 

茶碗の 湯のお 話 は、 すれば まだい くらで もあります が、 今度 はこれ 位に してお きませ う。 

(大正 十 一 年 五月、 赤い 鳥) 
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塵埃と 光 


昔 IT お. 腦の W  〔學 者ルク レ チウ スは 窓から さしこむ 日光の 中に 踊る 塵埃 を 見て、 分子 說の 元祖に な 

つたと 傳 へ られて 居る。 此の やうな 微藤は 通例 有機 質の 纖 維ゃ鑛 物質の 土砂の 破片から 成り立つ 

て 居る。 比重 は 無論 さ 氣 に比べて 著しく 大きい が、 其の 體镜 に對 して 面積が 割合に 大きい 爲に、 

き氣の 摩擦の 力が 重力の 大部分 を 消却し、 其 上 到る 處に 渦の やうな 氣 流が ある 爲に 永く 空中に 浮 

游 しうる ので ある。 其 外に 煙突の 煙から は 煤に 混じて 金 鹧の微 粒 も 出る、 火山の 噴出 物 も 亦 色々 

の 塵 を 供給す る。 其 上に 地球 以外から 飛來 する 隕石の 粉の やうな ものが 所謂 宇 {£ 塵と して 浮游し 

て 居る。 

此の やうな 塵に 太陽から 来る 光波が 當れ ば、 波の H ネル ギ I の 一部 は 直線 的の 進行 を 遮られて、 

横の 方に 散らされる。 丁度 池の 面に 起った 波の 環が 杭の やうな ものに あつたと き、 其處 から 第二 
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次の 波が 起る と 同じ 譯 である。 其れが 爲に、 塵 は 光の 進行 を 妨げる と 同時に 其れ を 他の 方面に 分 

配す る 役目 をす る。 塵 を 含んだ 空 氣を 隔て \ 遠方の 景色 を 見る 時に、 遠い もの 程 其の物から 來る 

光が 減少して、 其 代りに 途中の 塵から 散らされて 來る 空の 光の 割合が 多くなる から、 目的物が ぼ 

ん やりす る譯 である。 

池の 面の 波紋で も實驗 される やうに、 波の 長さが 障碍 物の 大きさに 對 して 割合に 小さい 程、 横 

に 散らされる 波の H ネル ギ I の 割合が 增す。 從 つて 白色光 を 組成す る 各種の 波の 內 でも 靑ゃ 紫の 

波が 赤 や 黄の 波よりも 多く 散らされる。 それで 塵の 層 を 通過して 來た 白光に は、 靑 紫色が 缺 乏し 

て 赤味 を帶 び、 其 代りに 投射 光の 進む 方向と 直角に 近い 方向に は、 靑 味が、 つた 色の 光が 勝つ 道 

理 である。 遠山の 碧い 色 や 夕陽の 色 も、 一部 は 此れで 說 明され る。 煙草の 煙 を 暗い 背景に あて、 

見た 時に、 靑 味を帶 びて 見える の も 同様な 理由に よると 考 へられる。 

此の やうに、 光の 色 を 遮り 分ける 作用 は、 塵の 粒が 光の 波の 長さに 對 して、 餘り 大きく なれば 

もう 感じられなくなる。 それで、 遠景の 碧 味が、 つた 色 を 生す る やうな 塵 は餘程 小さな もので、 

普通の 意味の 顯微鏡 的な 塵よりも 一 層 微細な もので はない かと 疑が 起る。 

普通の 顯微 鏡で は 見えない 程の 細かい 塵の 存在 を 確め、 其の 數を 算定す る爲 に、 アイゲン とい 


240 


光と 埃 塵 


ふ 人が 發 明した 器械が ある。 其の 容器の 中の 空氣 に、 充分 濕氣を 含ませて 置いて 此れ を 急激に 膨 

脹 させる と、 空氣は 膨脹 の 爲に 冷却し 含んで 居た 水 蒸氣を 持ち切れ なくな る 爲に霧 の やうな 細か 

い 水滴が 出来る。 此の 水滴が 出来る 爲に は、 必す何 か 其の 凝縮す る 時に 取りつ く 核の やうな もの 

が 必要であって、 此れがなければ 溫 度が 下っても 凝縮 は 起らない。 從 つて 此 際出来る 水滴の 數を 

顯微 鏡で 數 へれば、 その やうな 凝縮 核の 數が 分る 勘定で ある。 此の 器械で 研究して 見る と、 通俗 

な 意味で 塵と 稱 する もので なくても、 凝縮の 中核と なる もの は 色々 ある。 特に 荷電され た 瓦斯の 

ィォ ンの やうな もので も 濕氣が 充分 多くて 所謂 過飽和 度が 高ければ 矢張り 凝縮 を 起す 事が 明に な 

つた。 併し 實際 のさ 氣中 では 其れ程の 過飽和 狀態 はない から、 雲 や 霧の 凝縮 を 起す もの は それよ 

り も 大きい もので あらう と考 へられる。 それ は 色々 な 濕氣を 吸 ひ 易い 化合物の 分子の 多數 集った 

集團の やうな もので あらう と考 へられて 居る。 

上 2 升氣 流の 爲に 生す る 積雲が、 下降 氣流其 他の 原因で， 浪 減した 跡に は、 此 等の 凝縮 核の 集合し 

た 層が 取り 殘 される。 地上から 仰いで 見て はよ く 分らない が、 飛行機で 其の 層 を 横にす かして 見 

ると、 それが 明かな 層 をな にて 棚引き、 所謂 「塵の 地平線」 を 形成して 居る。 夕陽の 色の 原因と 

なって ゐる もの も、 恐らく 主として 此の 種の もので あらう。 
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火山から" 町 出した 微塵が、 高い 氣 層に 吹き上げられて 高層に 不斷に 吹いて 居る 風に 乘っ て 驚く 

べき 遠距離に 散布され る 事 は 珍しくない。 クラ カトァ 火山の 爆破の 時に 飛ばされた 鹿 は、 世界中 

の 各所に 異常な 夕陽の 色 を 現し、 或は 深夜の 空に 泛ぶ 銀白色の 雲 を 生じ、 或は ピショ ップ 環と 稱 

する 光環 を 太陽の 周 園に 生じたり した。 近頃の 研究に よると 火山の 微塵 は、 明かに 廣_慨 域に 亙る 

太陽の 光埶 一の 供給 を 減じ、 氣溫の 降下 を惹き 起す とい ふ 事で ある。 此れに 聯關 して 饑饉と 嘴 火の 

關 係を考 へた 學者さ へ ある。 

蒼 空の 光 も 何物 かさ 中に あって、 太陽の 光 を 散らす もの、 ある 爲と考 へなければ ならない。 も 

し 何物 もない 眞空 であったら、 太陽と 星と が 光る だけで、 空 は 眞黑に 見えなければ ならない。 そ 

れで 昔の 學者は 此れ を 空中の 水滴 や 叉 普通の 塵埃の 爲と考 へた さう だが、 今日で は 別に さう いふ 

もの を考 へす とも、 空氣の 瓦斯 分子 其 もの、 作用と して 充分に 說 明され る 事に なった。 

かう いふ 光 を 散らす 微粒は 其の 散らす 光の； 動 方向に 片寄り を 生す る、 所謂 偏光 を 生じる。 そ 

れで さの 光 を 適當な 偏光 器で 撿査 すれば 空の 部分に よって 偏光の 度 や 偏光 面の 方向が 規则 正しく 

分布され て 居る 事が 分る。 此の 偏光の 度 や 配置 を 種々 の 天候の 時に 觀 測して 見る と、 それが 空氣 

の 溷濁を 起す やうな 所謂 塵埃の 多少に よって 系統的に 變 化する 事が 分る。 
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此の 偏光の 研究 を 更に つきつめて 行って、 此頃 では 塵の ない 純粹な 瓦斯に よって 散らされる 光 

を 精細に 檢査 し、 其の 結 から 瓦斯 分子 自身の 形に 關 する 或る 手 掛りを 得ようと して 居る 學者も 

ある やうで ある。 

附記。 空中の 塵埃に 關 して 述 ぶべき 物理的の 事項 はな ほ多數 にある。 例へば 塵埃に 光波が 當 

つた 時に、 光電 效 * の やうな 作用 電子が 放散され、 其れが 高層 空氣の 電離 を 起す 事、 それが 無，， 

線 電信の 傳播に 重大な 關係を 持ち 得る 事、 或は 塵が 空中の. 渦動に よって 運搬され る メカ 一一 ズ ム 

や 其 他 色 々の 問題が 殘 つて 居る。 限られた 紙數 では 述べ 盡 されない から 玆に は 略す る ことにし 

た。 C 大正 十 一 年 五月、 科學 知識) 
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祌：： 水 町から 小川 町の 方へ 行く 途中で 荷馬車の ま はりに 人だかり がして 居た。 馬が 倒れた の を 今 

引 起こした 處 であるら しい。 馬の 横^から 頻の邊 まで、 雨上りの 泥 £「 が べっとり ついて 塗り立て 

の 泥 tf: を 見る やうで ある。 あら はな 肋骨の 邊には 皮が 擦り！： けて 赤い 血が 泥に にじんで 居る 處が 

ある。 馬の 腹 は 波 を 打つ やうに 大きく せ はしな く 動いて 居る。 堪へ 難い 苦痛が あの 大きな 肉體の 

中 一 體に 脈動して 居る やうに 思 はれる が、 物 を 云 ふ 事の 出来な い 馬 は默っ て 唯 口 を 動かし 脊をふ 

る はして 居た。 臂 から はいた ましく 血 泡が はみ出して 居た。 

小川 町で 用 を 足して 歸 りに 又 其處を 通った。 木材 を滿 載した 其の 荷馬車の 車輪が 道路 の^みの 

深い 泥に 喰 ひ 込んで 動か なくなつ たの を、 通行人が 二人 手 を 貸して 動かさう として 居た。 やっと 


動き 出した ので 手 を はなす と、 馬士 一人の 力で は 矢 張 一寸 も 動かない。 一 どうかもう 少し 願 ひま 

す。 後生 だから …… 一 さう 云って 歎願して 居る が、 さっきの 人達 はもう 行って しまって、 其れに 

代る 助力 者 も 急に は 出て 来なかった。 

馬 はと 見る と 電柱に つながれて じっとして 立って 居た。 すぐ 其の 前に 水 を 入れた 飼 葉槽が 置い 

て あるが、 中の 水は眞 黄色な 泥水で ある。 こんなき たない 水 を飮ん だの だら うかと 思 ふと 厭な 心 

持が した。 馬の 替には 矢 張 血 泡が たまって 居た。 

私 は 平生 ァ ンチ ヰヸセ クシ ョ 二 ストな ど、 云 ふ 者に 對 して 苦々 し い 感じ を 抱いて 居る。 叉 動物 

^！^待防止と い ふ 言葉から も 或る 餘り 香ばしくな い 句を感 する。 併し かう い ふ 場合に 出逢つ て 見る 

とやつ ばり 馬が 可哀相になる。 馬 士も氣 の 毒に なって よさ さうな 譯 だが、 どうも 此の 場合 馬の 

に餘 計に 心 を ひかれる。 

つまり 馬の 方 は 物 を 云 はな いから ぢ やな いかと 思 ふ。 

二 

頭が 惡 くて 仕事が 出來 なくなつ たから、 簿具箱 を さげて 中 野まで 行った。 


鐵道 線路 脇の ちょっとした 雜木 林の 陰に 草 を 折り 敷いて、 向 ふの 丘陵に 一 一軒つ -、 いた 赤 瓦屋根 

を 入れた スケッ チを 始めた。 

すぐ 眼の 前の 道路 を 通行す る 人 は 多い が、 一人 も 私の 轤 など 观 きに 来る もの はない。 恐らく こ 

の邊 では 私の やうな 素人 緣 かき は 餘 りに 珍ら しくな さ 過ぎる のか も 知れな い。 

其內に 一 人物 腰な どから 可也の 老人ら しく 思 はれる のが やって来て、 私の 右に しゃがん でしば 

らく 默 つて 見て 居た が、 やがて こんな 問答が はじまった。 

「しゃう ベえ に 描く のです か、 嫂 樂の爲 に 描く のです か。」 

「養生の 爲 にやって 居ます。」 

「肖像な ど は、 あれ は隨 分か、 る もので せう ね。」 

「さあ。 一時間で も 二十日で も、 切り はあります まいね。」  . 

「小さい のよりも、 やっぱり 大きい 繪の 方が、 何だか 知らね えが、 ねうちが ある やうな 氣 がす 

るね。」 

「さう です かね。」  . 

どんな 人で あつたか、 つ ひ 一 度 も 其の 人の 方 を 板 向いて 見なかった から 分らない。 
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電車 や 汽車が 度々 すぐう しろ を 通った。 汽車が 通る と 地盤の はげしく 振動す るの が 坐って 居る 

私のから だに は 特に ひどく 感ぜられた。 

描いて 居る 內に ふいと 妙な 考が 浮んで 來た。 それ は 地震の 波が 地殼 を傅播 する 時に、 陸地 を 通 

る 時と 海底 を 通る 時と で 其の 速度に 少しの 相違が ある、 さう いふ 事 實を說 明すべき 一 つの 理論の 

絲 口の やうな ものであった。 

兎に角 一 生 懸命で 鰭 を 描いて 居る 途中で どうして こんな 考が 浮き上がって 來 たもの か、 自分で 

も 到底 分らない。 

どうも 自分と いふ ものが 二人 居て、 緣を 描いて 居る 自分の 處へ、 ひよ つくりもう 一人の 自分. が 

通りかかって、 丁度 さっきの 老人の やうに 話 をし かけた の だとい ふ氣 がする。 さう だとす ると、 

未だ 自分の 知らな い 自分が 何 處かを 歩いて 居て 何時 ひよ つくり 出く はす か 分らな いやうな 氣 がす 

る。 

こんな 他愛 もない 事 を考へ て 見たり した。 

三 
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眼 を 煩ら つて 入院して 居る 人に 何 か 適當な 見舞の 品 はな いかと 考へ て 見た。 兩 眼に 繃帶 をして 

居る の だから、 視 覺に訴 へる もの は 慰みに はならない。 

併し 例 へ ば 香の 好い 花な ど は どんな もの だら うと 思った。 

花屋の 店先に 立って 色樣々 の 美しい 花 を 見て 居る 內 にこん な 事を考 へた。 

これ 程 美し いもの を視る 事の 出来ない 人に、 香 だけ 嗅がせる のは餘 りに 淺 忍な 所行で ある。 

さう 思った ので、 つい 花屋 を 通り過ぎて しまった。 (大正 十一^ 八 H 、明星) 


て し步散 を田祌 


神 田 を 散歩して 


或る 極めて 蒸 暑い 日の 夕方であった。 神 田 を 散歩した 後に 須田 町で 電車 を 待合せ ながら、 見る 

ともなく あの 廣瀬 中佐の 銅像 を 見上げて 居た 時に、 不意に、 何處 から ともなく 私の 頭の 中へ 「宣 

傳 一とい ふ 文字が 浮き上がつ て來 た。 

それ はどうい ふ譯 であった かよく 解らない。 其 日 は 特別な 「何々 デ ー」 とい ふので もなかった 

し、 途中で 宜傳の 行列 や 自動車に 出逢った 覺ぇ もない。 恐らく 途中の 本屋の 店先 か 或は 電柱の ビ 

ラ紙 かで、 ちらと 無意識に 瞥見した か 或は 思 ひ 浮べた 此の 文字が、 識 域の つい 下の 處に 隠れて 居 

て、 それが、 此時 急に 飛び出して 来たの かも 知れない と 思 ふ。 尤も それにした 處で、 廣瀨 中佐の 

銅像 を 見て 居た とい ふ 事が、 どうい ふ機緣 になって 此れが 呼び出される 手續 きになった のか、 此 

^ て 關 する 筋の 立つ た 說明は 中 々簡單 でない やうに 思 はれる。 
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それ は 兎に角、 私 は 其の 待ち 了せ て乘 つた 電車の 上で、 此の r 宜傳」 とい ふ 文字に ついて 取り 

止めない 色々 の 事 を考へ て 見た。 併し 其 時 は それ 切りで、 何を考 へたと いふ 事 さ へ 忘れて しまつ 

て 居た が、 其 後 二三 日經 つた 或 日の 夕方、 駿河臺 下 迄 散歩して 居た 時に、 と ある 屋根の 上に 明滅 

して 居る 仁 丹の 廣吿を 見る と 又 突然 此の 同じ 文字が 頭の 中に 照らし 出された。 あの 廣吿の イルミ 

ネ ー ショ ンが、 せ はしな くまた たきをす る 度に 色が ばつ/^ と變 る、 その やうに 私の 頭の 中で も 

色々 の考が 瞬く やうに 明滅した。 

其處 から 歸る 電車の 中で、 又 此の間と 同じ やうな 纏まりの つかない 考を 繰返した。 繰返して 居 

る 間に は、 いくらか 此の間と はちがつた 向きへ も考が 分れて 進んで 行った。 それで 結局 は、 何も 

別段 得る 物はなかった ので あるが、 でも 折角 考 へた 事 だからと 思って、 ノ I トの 端に 書き止めて 

置いた。 其の 中の 主な 事 を 改めて 兹 に淸 書し て 置きたい と 思 ふ。 

宣 俥と いふ 文字 自身 に は元來 別に さう 押しつけ がましい 意味はなくて もよ いやう に 思 ふ。 道 や 

敎を宜 ベ 傅へ ると いふ 事 は、 取り やうで は大變 fig かな 仕事の やうに 思 はれる。 併し 同じ 事で もプ 

口 パ ガ ンダ とい ふと 何だか 少し g« かで な いやうな 氣持 がする。 此れ は單に 此の 言葉の 特殊の 音響 
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から 來る 感じな のか も 知れな い。 

一 般 的に 宣傳と いふ もの 、手段 方法が 必 しも 穩 かで 物 靜 かであって はいけ ない とい ふ 事 は考へ 

られ ない。 昔の 宗教家 や 聖賢の 宣傳に は 可也 平和的な の もあった やうに 思 はれる。 しかし 今日の 

「宣 傳」 とい ふ 言葉に は、 正に それと は 反 對な餘 味が あり 殘 味が ある。 最も 平和的な ので も樂隊 

入りの 行列 や、 旗 を 立てた 自動車 や 往来 人の 鼻の 先に 差しつ けられる 印刷物 や、 さう いふ 種類の 

ものが いつでも 聯想され る。 もっと 穩か でない ものなら いくらでも ある こと は 云 ふ 迄 もない。 今 

日の やうな 世の中で はかう いふ 方法 を 取る より 外に 仕方がな いとい ふ處 から、 自然に 流行す る や 

うにな つた ものと 思 はれる。 あ ^ いふ 方法に よれば 少 くも 一 時 的の 效果は 或る 程度 迄 得られる に 

相 遠ない。 多くの場合に 又 宣傳の 目的が ほんの 一時的の ものである とすれば、 其れで 結構な 譯で 

あるか も 知れない。 甲の 宣傳 の 效 が 花火 の やうに 輝いて 消える 頃に 乙の 宣傳 が砲聲 の やうに 癱 

いて 來る。 さう して 一 つの もの、 餘響 はやが て 次の 聲の 中に 沒し、 さう いふ 事が 順次に 引き 鑌ぃ 

て 何時 迄 も 繰 返される。 それが 丁度 例へば 仕掛 花火 か廣吿 塔の イルミ ネ I ショ ン でも 見る やうな 

氣 がして ならな いので ある。 つまり 身にしみる やうな 宣傅 はわり に少 い。 

善い 事 だから 宜傅 しなければ ならな いとい ふ强ぃ 信念の 下に 凡て の 宣傳は 行 はるべ きもので あ お 


らう。 便 直 其 他の 餘り 眞劍 でない 雜 多の 動機から 行 はる、 もの もない と は 限らない が、 さう いふ 

もの は 論外で ある。 本當 の- K 傳 ならば、 {-且 傳 さる、 事柄の 絕對價 値に 對 する 強い 信念が あっての 

上での 事に 相 速ない。 さう いふ 信念が あった 上で 其れ を宣傳 する 方法 手段が 可也 問題になる 譯で 

ある。 そこで 若し 此の世の 中に 「善い 事」 が 一 っ而 して 唯 1 つし かなかった 場合に は 事柄 は 誠に 

簡？ であるが 多分 さう でな いとなる と 面倒に なつ て來 る。 

想 ふに せ傳 とい ふ 事 は、 云 は. V 「世の中 を 唯一 色に 塗り つぶさう とする 努力」 である、 若し 世 

に 赤なら ば 赤、 靑 ならば 靑 が絕對 唯一 の 正しい 色で あれば、 それ は 或は 如何なる 手段に よっても 

此の ^ の 中 を 其の 一 色に 塗らなければ ならな い 事になる かも 知れな い。 併し 私に は、 さう は 思 は 

れ ない。 スペクトルの 色が それ^, -に 美しい 本當の 色で ある やうに、 矢 張 それ^. - 正しい 道な り 

原理な りが 俳 立し 得る やうに 思 はれる。 假令道 や 原理 は 唯一 だとしても、 同じ 道 や 原理に も 色々 

の 相が あり 面が あり、 スペクトルが ある。 若し さう でなかったら、 元 來宜傳 など を恃 たす して 世 

は 自然に 一色に なって 居る 害 かも 知れない。 或は 宜傳 とい ふ もの、 存在 するとい ふ事實 自身が 正 

に此 事を證 明して 居る のか も 知れな いと さへ 思 ふ。 

； W 理の 白色光に i 一ら された 時に 萬 象 は 各自に 特有な 色彩 を 現 はして 柳 は 綠に花 は 紅に 見える。 
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て し 步散を ffl 神 


饼し綠 色の 宜傳 する 人 は 太陽の 前に 綠色 硝子の スクリ ー ンを かけて、 ^の 中を綠 色に して 仕舞 は 

うと 考へ て 居る かの やうに 見える 場合が ある。 若しも 花が 綠に ならなければ ならな い 道理の ある 

場合なら ば、 花瓣の 中に 自然に 葉綠が 出来て 然るべき では あるまい か。 さう でない 處を 見る と、 

紅の 花 は 矢 張 紅で なければ ならない 理由が ある やうに 思 ふ。 

古 來宜傳 法の 猛烈な もの 、中で も 猛烈で あつたと 思 はれる の は マ ホメッ トのコ ー ラ ンに 於け る、 

オラ ー フ 王の 基督 敎に 於け る 如きが それで ある。 宜傳を 受けな いもの は 其 代りに 劍戟を 受けねば 

ならなかった。 綠色 でない あらゆる 花 はた、 き 折られ 蹂み 躪られ た。 それでも 幸に 今日 紅 紫の 花 

の 種 は 絶えて 居な い。 

ナボレ オン は 「佛蘭 西」 を宜 傅し、 カイ ザ ー は 「獨 逸」 を宜傳 した。 此等は 或る 意味で は 懐に 

利 目 はあった。 併し 此の 場合に も 罪のない 紅の 花は數 限り もな く 折られ 踏み潰されて、 而 してお 

しま ひに は 宜傳者 自身 其 等の 落花の 中に 埋められた。 その 墓場から は 矢 張 色々 の 草花が 喚、 き 出て 

居る。 

宣傳 される 事柄が 假 りに 「惡ぃ 事」 や 「無理な 事」 や 「危險 な 事， 一 であった としたら、 其の 場 

きに は 結果 は 大して S るべき もので は あるまい と 思 ふ。 何故と 云へば、 さう いふ 宣傳は 無制限に 
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波及す る氣遣 ひがない からで ある。 此れに 反して 「善い 事」 の 宣傳の 方 は 却って 遙 に危險 である 

かも 知れない。 何故と ならば、 それ は ひょっとしたら 何處 迄も擴 がる かも 知れない とい ふ 恐が あ 

るからで ある。 さう して 此の 一 つの 「善い 事」 の爲に 他に あらゆる 「善い 事」 がた &き 折られ 踏 

み 滑され る 心配が あるから である。 いくら 折られ 溃 されても 決して 絶滅す る 恐 はない にしても 其 

爲に 要求され る 犠牲の 價は 時には 安くない ものになる。 

その やうな 侵略的な 宣傳が 現在 何處 にある かと 聞かれる とすぐ 適例 を 擧げる 事 は 困難 かも 知れ 

ない。 しかし 現在の 宣 傅と いふ 言葉に は、 何時でも、 何處 となし にさう いふ 「句 ひ」 が あり 「影」 

が あると 云へば、 それ は 恐らく 多くの 人が 首肯す るで あらう。 或 一部の 人々 が宜傳 とい ふ ものに 

對 して 抱いて 居る 漠然とした 反感の やうな もの も、 一 っは此 處に歸 因 する ので あらう。 

店の 飾り や、 廣吿 の樂隊 や、 旗印 を 押し立てた 自動車 や は、 あれ は 最も 罪のない 宣傳 方法に 屬 

する。 それが 陽 氣で眩 目的で ある だけに 效果は 大概 皮相 的で、 人の 心の ほんの 上面 を 撫でる だけ 

である。 そして 撫でられたくない 人 は、 自由に それ を 避ける 事が 出来る。 人の 門內ゃ 玄關迄 押し 

かけて 來な い。 其點 でも 巿會 議員の 選擧 運動な どより は 餘程穩 がで い 、ものである。 

政^^の宣傳などに行はる\手段方法にっ いて は 多く を 知らないが、 いづれ にしても 此れ は 便 {H5 


254 


て し 步散を 田 神 


上の 動機から 來る宣 傅で、 始めから 眞 面目な もので ないから、 どちらが どうな つても 問題に なら 

ない。 どんなに 弊害が あっても、 人の 心の奥に 迄 喰 ひ 込む 心配 は少 い。 

此れに 反しても つと 眞 面目で 眞劍な だけに 一 番 罪の 深い 人間的な {ー 且傳の 場合と 思 はれる の は、 

避くべからざる Bi 幹に よって 結ばれた 集 圑の內 部で、 暗默の 中に 行 はれる、 朋 黨の爭 ひで ある。 

例へば 昔あった やうな 姑と 嫁の (ili' ひで ある。 姑 は 「姑」 を宣傳 し、 嫁 は 「嫁」 を宜傳 する 爲に、 

一 家に 風波が 立つ。 雙方 互角で ある 場合 は 未だ 幸で ある。 いづれ か 一 方の 勢力が 勝れば 禍 である。 

同じ やうな 事 は、 異 つた 人生 觀ゃ社 會觀を 有った 人々 の 群の 間に 行 はれる。 いづれ も 一 つの 善い 

事 を宣傳 せん 爲に 他の 善い 事の 存在 を 否定す るから 起る。 困った 事に は それが どちらも 善い 事な 

ので ある。 そして 其れ を 融和すべき 相對 原理が 未だ 認められない 事で ある。 

「桃 や 李 は、 物 を 言 はない のに 樹陰に は ひとりでに 道が 出来る。」 昔の 人 はこん な 事 を 云って 

侵略的 宣傳を 否定した。 併し 今の やうに 桃 や 李の 數が 殖えて しまって は、 此の 言葉 は 本當に 時代 

後れに なった のか も 知れない。 それにしても 本當に 好い 美しい 優れた 花なら、 少く もさう いふ 花 

を搜 して 歩いて 居る 人の 眼に いっか は觸れ ない もの だら うか。 危險を 冒して 懸崖に ェ ー デル ワイ 

スを搜 す 人 も ある。 晝 提灯 を 提げて 人 を搜 した 男 もあった ので ある。 
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^し 此れ は餘 りに 消極的な 考 かも 知れな い。 自分 は兹 でさう いふ TM い 消極的な 獨善 主義 を 宜 傅 

しょうと いふので はない。 叉 自然の 野 山に 默 つて ゆ、 く 草木の 花の やうに、 ありと あらゆる 美しい 

事、 善い 事が 併 立して 行かれな いからと 云って、 其 爲に此 世 を 果敢なんで 遁 せの 志 を 抱く とい ふ 

譯 でもない。 

宣傳が 理想的に 行 はれて 天下 を 風 ー靡 する 心配が な いから こそ ぼに 宜傳 とい ふ 事が 何時 迄 も 行 は 

れて 居る。 宣 傅の 必要の あると いふの は、 つまり 其事衲 が何處 か偏颇 であり、 何處か 無理が ある 

事を證 明す るの だと すれば、 結 冗傳 とい ふ もの は 別に 恐ろし いもので も 何でもなくなる 譯 であ 

る。 寧ろ 適當な 程度の 宣傳が 各方 面から せり 上げて 其の 凡て の 合力に よって 世の中が 都合よ く 正 

當な 軌道 を運轉 して 行く のか も 知れない。 或は 實際 多くの 宣傳者 自身が 此れ 位の 心 持で 銘々 の宣 

傅 を やって 居る のか も 知れない。 さう だと すれば 始めから 問題はなくなる。 此れ迄 自分の 考 へた 

やうな 色々 の 心配な ど は畢竞 誇大妄想 病 者の さ 中に 描く 幻影の やうな もの かも 知れない。 併し 架 

して さう であれば、 現在 行 はれて 居る 色々 の宜傳 がもう 少しち がった 色彩 を帶 びても い 、譯 では 

ある ま いか。 
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て し 步散を ffl 神 


電車の 中で 考 へたの は、 あらまし こんな 事であった やうに 思 ふ。 

鬼に 角 結論と して は 何も 得られなかった。 

其 後 二三 日して 又 駿河臺 下 を 歩いた。 其 時には 正午 過ぎの 「太陽」 の 強い 光が 隙な く 降り そ、 

いで 居た。 例の 屋根の 上に 例の 仁 丹の 廣吿が 煤け 汚れて 見窄らしく 立って 居た。 白日の 下に 見る 

と あれ は 如何にも 手 持 無沙汰な 間の 拔け たもので ある。 

あらゆる {ー 且傳を 手 持 無沙汰に する 「太陽」 の やうな ものが 若し 何 か あると したら、 それ はどう 

いふ もので あらう。 此んな 事を考 へながら ぶら/ \ 神 保 町の 通り を 歩いた のであった。 

.  (大正 十一 年 八 H- 、解放) 
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海陸 風と 夕 ffl^ 


晝間 陸地の 表面に 近い 氣 層が 日照の 爲に溫 めら れて膨 膜す ると、 地上 一定の 高さに 於て は、 從 

來の 其の 高さ 以下に あった 空氣が 其の 水準の 上側に はみ出して 來 るから、 從っ て 其 處の氣 壓が高 

くなる。 卽ち 同じ 高さの 海上の 氣層 に比べて 壓が 高くなる から、 此の 層の 穴 H 氣は 海に 向って 流れ 

る。 此の 流れが 始まる と、 陸地の 表面で は 上層の 空氣が 他處へ 流出す る 爲に壓 が 海上の 同じ 高さ 

の點 より 低くなる。 從 つて 地面 近くで は 海の 方から 陸へ 向けて 風が 吹く、 此れが 卽ち 海風で ある _ 

夜間 は 陸上の { 仝氣が 海上の ものよりも 著しく 冷却す るから、 此れと 反對の 過程が 行 はれて、 上層 

では 海の 方から 陸 へ 、 下層で は 陸から 海へ 微風が 吹く 此れが 所 IS 陸風で ある。 

此れ は旣 によく 知られた 事實 である。 

上 醫 と下罾 とで 風向きが 反對 になる。 此の 二 層の 境界 面の 高さ は、 場合に 依り 時刻に よって 色 
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w 夕と 風 陸海 


色になる 譯 であるが、 通例 海面から 數百米 程度の ものである。 航空 者 特に 自由 氣 球に でも 乘る人 

は 此の 事實を 忘れて はなら な い。 

海陸 風の 原因が 以上の 通りで あるから、 此の 風 は晝間 日照が 強く、 夜間 空が 晴れて 地面からの 

幅 射が 妨げられない 時に 最もよ く發 達する。 是 に反して 曇天で は、 輻射の 關 係で 上記の 原因が 充 

分に 發 達しない、 のみなら すそれ が 低氣壓 などの 近づいた 場合 だと、 此の 影響と して 現 はれる 風 

が 此の やうな 地方 的の 風に 干涉 して 所謂 海陸 風の 純 粹な發 達を隱 してし まふ。 併し、 その やうな 

場合で も 詳細に 調べ て 見る と、 矢 張 海陸 風に 相應 する 風の 弛 張が 認められない 事 はない ので ある „ 

夕 E: とい ふの は晝 間の 海風から 夜間の 陸風に 移り 變る 中間に、 一時 無風の 狀 態を經 過す る、 其 

時 を さして 云 ふので ある。 從 つて 夕 m: が 完全に 行 はれる 爲に は、 低氣壓 による 風 や、 叉 季節風の 

如きが 邪魔 をし な い 事が 必要 條件 である。 

夏期 瀨戶內 海 地方で 特に 夕 m; が 著し いのは どうい ふ譯 かと 思つ て 調べ て 見る と、 瀨戶內 海で は- 

元 來何處 でも 一 體に强 くない 夏の 季節風が、 地勢の 影響の 爲に 特に 弱められて 居る。 其爲に 海陸 

風が 最も 純 粹に發 達する。 從 つて 風の 變り 目の 無風が 著しく 現 はれる ので ある。 夕 a: に對 して 朝 

m. も あるが、 特に 夕 1^ の 有名な の は それが 氣溫の 高い 時刻で あるが 爲 であらう。 
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夕風の 繼續 時間の 長短 は 色々 な 事情に もよ るが 海岸からの 距離が 主な 因子になる。 卽ち 海岸 か 

ら 遠くなる 程 m; が 長くなる 譯 である。 

東京で は、 夏の 暑い 盛りに 天氣 のい、 日 だと 夕方 涼しい 南が、 つた 風が 吹く ので、 瀨戶內 海 地 

方の やうな 夕 m; の 苦しみ を 免れて ゐる。 八月 頃の 東京の 風の 一 日中の 變化を 調べて 見る と、 矢 張 

海陸 風に 相當 する 規則正しい 風の 週期 的變 化が あるが、 唯 東京で は 日々 變 化の 位相が 著しくく づ 

れて 居る のと、 夏期の 南東の 季節風が 可也よ く發 達して 居る 爲に、 夕 ffl; に相當 する 時刻に は 此の 

季節風の 方が 著しく 現 はれて 來 るので ある。 

一 體 地球の 雰圍氣 が 太陽の 爲に 週期 的に 溫 めら れる爲 に 雰圍氣 全體の 振動が 起り、 それが 一 面 

に は 氣壓の 週期 的變 化と なり、 又 一 面に は 地球上 到る 處の 風の 週期 的變 化と して 現 はれる 害で あ 

る。 例へば 地球が 全部 大洋 か 或は 陸地に 蔽 はれて 居たら かう いふ 原因から 起る 一 日中の 弛 張が 純 

粹に現 はれる かも 知れない が、 日本の 沿岸の やうな 處 では 地方 的な 海陸 風に 相當 する ものが、 各 

季節 を 通じて 餘 りに 著しく 發 達して、 上の やうな 地球に 關 する ものが 殆ど 全く 蔽ひ隱 されて 居る 

や うに 見える 0 

要するに 日本の 沿岸で は 如何なる 季節で も、 風の 日々 變 化する の を 分析す ると、 海陸 風に 相當 
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する 風の 弛 張が 可也 著しく 認められ るが、 實 際に 所謂 海陸 風と して 現 はれる の は、 季節風の 弱い 

時季 か、 或は 特別な 氣壓 配置の 爲に 季節風が 阻止され た 場合で ある。 

それで、 各地 方で かう いふ 風の 日々 變 化の 習性に 通じて 居れば、 其の 變 化の 異常から 天 氣の趨 

勢 を 知る 手掛 りが 得られる 譯 である。 例へば 東京で 夏の 夕方 風が m: げば、 それ は 南が、 つた 風の 

反對 する やうな 氣壓 傾度が 正常の 傾度に 干涉 して 居る、 卽ち 太平洋の 方の 氣壓が 比較的 低下した、 

と考へ て い \ 場合が 多いだら うと 思 はれる。 又 例 へ ば廣 島邊で 夏の 夕方 相當に 著し い 風が 吹けば 

其の 風の 方向から、 地方 的 影響 を 除いた 一 般 的氣壓 配置が 想像され る譯 である。 

以上 は 一通りの 理論から 期待され る 事で あるが、 實 際の 場合に 何處迄 此れが 當 るか、 各地 方の 

讀 者の 中で 氣 象の 方に 興味 を 有 たれる 方々 の 各自の 研究 を 御す、 めしたい と 思 ふので ある。 

(大正 十一 年 八月、 科學 知識) 


チヤ ィコ フス キ， -の 「秋の 歌」 とい ふ 小曲が ある。 私はヂ ンバ リ ストの 演奏した 此の 曲の レ コ 

1 ドを 持って 居る。 そして、 折に ふれて、 此れ を 取り出して、 獨り靜 に 此の 曲の 呼び出す 幻想の 

世界に わけ 人る。 

北歐 の、 果て もな き 平野の 奥に、 白樺の 森が ある。 歎く やうに 垂れた 木々 の 梢 は、 もう 黄金色 

に色づ いて 居る。 傾く 夕日の 空から、 淋しい 風が 吹き 渡る と、 落葉が、 美しい く淚の やうに ふ 

り 注ぐ 0 

私 は、 森の 中 を 縫 ふ、 荒れ果てた 小徑 を、 あてもなく 彷徨 ひ 歩く。 私と 並んで、 マリアナ- ミ 

ハ ィ 口 ゥナが 歩いて 居る。 

二人 は默 つて 歩いて 居る。 ^し、 二人の 胸の 中に 行き交 ふ 想 は、 ヴァイオリンの 音に なって、 


駄の秋 


高く 低く 聞こえて 居る。 其 音 は、 あらゆる 人の 世の 言葉に も增 して、 遣る瀬ない 悲みを 現 はした 

ものである。 私が G の絃で 話せば、 マリアナ は E の 殺で 答へ る。 被の 音が、 斷 えて は 績き績 いて 

は， える 時 y、  二人 は 立 止まる。 そして、 じっと 眼 を 見 交 はす。 二人の 眼に は、 露の 玉が 光って 

居る。  、 

二人 は 叉 歩き 出す。 絃の音 は、 前よりも 高く ふるへ て、 やがて 咽ぶ やうに 落ち入る。 

ヴァイオリンの 音の、 起伏す るの を 受けて、 山彥の 答へ る やうに、 かすかな、 セ 口の やうな 音 

が 響 ハて來 る。 それが 消えて 行く の を、 追 ひ 線り でもす る やうに、 又 ヴァイオリンの 高音が 響い 

て 来る。 

此の かすかな 伴奏の 音が、 別れた 後の、 未来に 殘る 二人の 想 ひの 反響で ある。 此れが 限りなく 

果敢なく、 淋し い。 

「あかあかと つれない 秋の 日 一が、 野の 果に 沈んで 行く。  二人 は、 森の は づれに 立って、 云 ひ 

合 はせ たやう に、 遠い 寺の 塔に 輝く 最後 の 閃光 を 見詰める。 

一度 乾いて 居た 涙が、 又 止め 度 もな く 流れる。 しかし、 それ はもう 悲 みの 涙ではなくて、 永久 

に 魂に 喧ひ 人る、 淋しい 淋しい あきらめの 淚 である。 
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夜が 迫って 來る。 マリアナの 姿 はもう 見えない。 私 は、 唯一 人 淋しく、 森の は づれの 切味に 腰 

を かけて、 かすかな 空の 微光の 中に 消えて 行く 被の 音の 名殘を 追うて ゐ る。 

第 かつく と、 曲 は 終って 居る。 そして、 膝に のせた 手の さきから、 燃え 盡 した 卷 煙草の 灰が ほ 

とりと 落ちて、 綠の 力— ベ ッ トに碎 ける。 (. 大正 十 一 年 九月、 溢 怖) 
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電車の 混雜に 就て 


I 乗の 吊 革に 線って、 押され 突かれ、 揉まれ、 踏まれる の は、 多少で も I の 人った" 體 

と 「其 爲こ 薄弱に なって 居る 神經 との 所有者に 取って は、 殆ん ど堪へ 難い 5 である。 其 影響 は 

。早に せ、 食り でなくて、 下車した 後の 數 時間 雄 も 雲す る。 それで 近年 糧な Is 氣に權 

つて 以來、 私 は i 電車に は乘ら ない 事に、  < また 電車にば かり 乘る 事に 決めて、 それ を實 行し 


て 居る 


si  7「 

Ft-ti^^cl  1V1J®S^ でち る。 それ は 空いた電車の 來る 

必卡 空いた電車に 乘る爲 に 採るべき 方法 は 極めて.^ 凡て 簡。 早て 

乞】、 氣 永く 待つ とい ふ 方法で ある。  .1 

電車の 最も i する 時間 は 線路と 方向に よって 大體 一定して 居る やうで ある。 此の やう；.^ 0  口 d 

な 時間 だと、 T ら 待っても 中 々空いた電車 はなさ さう に 思 はれる が、 さう いふ 時刻で も 氣永 
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く 待って 居る 中には、 稀に 一 臺位は 可也に 樂 なのが 廻って 來 るので ある。 此れ は 不思議な やうで 

あるが、 實は 不思議で も 何でもない、 當然な 理由が あっての 事で ある。 此の 理由に 氣 のつ いたの 

は、 併し ほんの 近頃で、 それ迄 は單に 一 つの 實驗 的事實 として 認識し、 利用して 居た だけで あつ 

た。 

何と 云っても 餘り 混雜の 劇しい 時刻に は、 來る 電車 も來る 電車 も、 普通の 意味の 滿員は 通り越 

した 特別の 超越 的滿 員で あるが、 それでも 停留所に 立って、 もの、 十分 か 十五 分も觀 察して 居る 

と、 相次いで 来る 車の 滿 員の 程度に 自らな 一定の 律動の ある 事に 氣が 付く。 六 七臺も 待つ 間に は- 

必す滿 員の 各種の 變 化の 相の 循環す るの を 認める 事が 出来る。 

此の やうな 律動の 最も 鮮明に 認められ るの は、 それ 程 極端に は混雜 しない、 先づ云 はぐ 中等 程 

度の 混雜を 示す 時刻に 於て にある。 

さう いふ 時刻に、 試に 或る 一つの 停留所に 立って 觀 ると、 何時でも 殆ん どき まった やうに、 次 

の 様な 週期 的の 現象が 認められる。 

先づ 停留所に 來て 見る と 其 處には 十 人 乃至 一 一十 人の 群が 集まって 居る。 さう して 大多数の 人 は 

いづれ も 熱心に 電車の 來る 方向 を氣 にして 落着かない 表情 を 露出して 居る。 其 間に 群の 人 數は段 
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段に 増す 一 方で ある。 五分 か 七 分かす ると 漸く 電車が 來る。 すると 大勢の 人々 は、 降りる 人 を 待 

つ だけの 時間 さへ 惜しむ やうに 先き を爭 つて 乘り 込む。 恰も、 もう それ かぎりで、 あとから 來る 

電車 は 永久にな いかの やうに 爭っ て乘り 込む ので ある。 併し かう いふ 場合に は殆ん どき まった や 

うに、 第二 第三の 電車が、 時間に して 僅かに 數十秒 長くて 二分 以內の 間隔 をお いて、 すぐ 後から 

續 いて 来る。 第一 ので は、 人口の 踏 臺迄も 人が ぶら下がって 居る のに、 それが 未だ 發 車す るかし 

ない 位の 時 同じ 處に來 る 第二の もので は、 もう 吊 革に 鎚っ て 居る 人 はほんの 一 人 か 一 一人 位で あつ 

たり、 どうかす ると 座席に さ 間が 出来たり する。 第三のに なると 降りる 人の 降りた 後 は 丸で がら 

明きの 空車になる 事 も 決して 珍しくな い。 

かう いふ 空いた 車が 數臺っ > くと、 それから 又 五分 或は 十分 位の 間 はしば らく 車が 途絶える。 

其 間に 停留所に 立つ 人の 數は略 一 定の 統計的 增加率 を もって 增 して 行く。 それが 一 一十 人 三十 人と 

集まった 頃に やって来る 最初の 車 は、 必す旣 に 初めから 或る 程度の 滿員 である。 それが 其 處で下 

車す る 數人を 降ろして、 而 して 二十 人 三十 人 を 新たに 收容 しなければ ならない 事になる。 どうし 

て も乘れ なくて 乘り 損ねた 數 人の 不幸な 人達 は、 三十 秒 も 待った 後に、 あとから 来た 車の 座席に 

ゆっくり 腰 を かけて、 例へば 暑さの 日なら ば、 明け 放った 窓から 吹き 人る 涼風に 眼 を 細く しなが 
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ら、 遠慮なく 脚 を 延ばして 乘 つて 行く ので ある。 さう して 目的地に 着いて 見る と、 すぐ 前に 停つ 

て 居る 第一 電車 は相變 らす滿 員で、 その 中から 人と 人と を 押し分けて、 泥 田 を： 冰ぐ やうに してや 

つと 下車す る 人達と 殆んど 同時に 街 上の 土 を 踏む やうな 事 も 珍しく はない。 

私 は 何時も かう した 混雑の 週期 的な 波動の 「峯」 を 避けて 「谷」 を 求める 事に して 居る。 さう 

して 正常な 座席に ゆっくり 腰 を かけて、 落着 い た氣分 になって 雜誌か 書物 の やうな もの を 讀む事 

にして 居る。 波の 峯 から 谷 迄 待つ 爲に 費やす 時間 は 短い 時で 數十 秒、 長くて 一 分か 二分 を 超 ゆる 

事 は 稀な 位で ある。 其 間に は 私 は 其 處らの 店先に ある 商品 を點檢 したり、 集まって 居る 人達の 額 

や 或は 蒼 空に 浮ぶ 雲の 形態 を 研究した りする。 さう した 爲に 若し 此の 僅少な 時間 を さ 費した とし 

て も、 乘 車して からの 數 十分 間に 身體を 休息 させ、 かう いふ 時で なければ ちょっと 讀 む機會 のな 

いやうな 種類の 讀物を 十 頁で も讀 むと すれば、 差 引して、 どうしても 此の方が 利益で あると しか 

思 はれない。 更に 私に とつ て 重大な の は 下車 後の 身心の 疲勞を 斯うして 免れる 事で ある。 

目的地に， 一 分 乃至 一 一分 早く 到着す る 事が それ 程 重大で ある やうな 場合 は、 少 くも 私の やうな も 

のに は 殆んど $: 無で あると 云っても い、 ので ある。 私の やうな もので なくても、 下車 後に 此れ 位 

の 時 を 浪費し な いとい ふ保證 をし 得る 人が 何人 あるか 疑 はしい。 
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此の やうな 事 は 恐らく 分り切った 事であって、 誰でも 知り 切つ て 居る 事で なければ ならな い。 

それに も枸ら す、 大多數 の 東京 巿內 電車の 乘客 は、 長い 休止の 後に 來る 最初の 滿員 電車に 先を爭 

つ て乘ら なければ 氣が濟 まない やうに 見える。 此れ は 自分の やうな ものに は 殆んど 了解の 出来な 

い 心 持で あるが、 併しよ く考 へて 見る と、 此れが 或は 我國民 性の 何 かの 長所と 因緣が あるか も 知 

れ ない。 例へ ば 日本人が 戰爭 に强 いと いふ やうな 事實 と何處 かで 聯關 して 居る のか も 知れな い。 

或は 又 所謂 現代 思想と 稱 せらる、 漠然とし たもの、 何等かの 具象的 發現 であるか も 知れな い。 此 

れに 就いては 輕卒な 批判 を 避けなければ ならな い。 

併し 玆で 私の 考 へて 見たい と 思 ふ 事 は、 さう いふ 大多數 の 行爲の 是非の 問題ではなくて、 さう 

いふ 一 般乘 客の 傾向から 必然の 結果と して 起る 電車 混雜の 律動に 關 する 科學的 或は 數理 的の 問題 

である。 

問題 を簡單 にす る爲 に、 次の やうな 場合 を考へ て 見る。 卽ち、 或る 終點 から 或る 一 定時 間 毎に 

發車 する 電車が、 皆 一 様な 速度で 進行し、 又 途中の 停留所で も 一 定時 間 だけ 停車す る やうに 規定 

された とする。 もし 此の 規定が 完全に 實 行され- -ば、 其 線路の 上の 任意の ー點を 電車が 相次いで 

通過す る 時間 間隔 は、 矢 張 どれ も 同一 でなければ ならない。 然るに 實際上 は、 避くべからざる 雜 
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多の 複雜な 偶然 的 原因の 爲に、 此の 一定で あるべき 間隔に 少し づ&の 異同 を 生じ、 理想的に は 例 

へば T であるべき 間隔が T 十」 T となる。 此のめ は 正負 大小 種々 であって、 所謂 ガウスの， 誤差 方 

則、 又は 類似の 方 則に よって 分布され る もので あらう。 平たく 云へば 早 過ぎる のゃ遲 過ぎる のが 

色々 に 錯綜 交代して 來る譯 である。 其れに 拘らす 平均の 間隔 は 矢 張 T である 事 は 勿論で ある。 卽 

ち W の 總和は 零になる 譯 である。 

或る 停留所に 電車が 到着す る 時刻の 齟齬の 狀況 は、 若し 箇々 の 車の 速度 並に 停留 時間の 平均 誤 

差が 與 へられ \ぱ 、容易に 計算す る 事が 出來 るが 、要するに 出發點 からの 距離が 大きくなる 程 大き 

くなる の は 明で ある。 大體に 於て は 出發點 からの 距離の 平方根に 比例す ると 見て 大差 は ある ま い。 

大小 種々 な 時間 誤差 方が どう 云 ふ 順序に 相次いで 起る かとい ふこと も 矢 張 又 一 種の 「偶然の 方 

則」 に 支配され る。 此の方 則は餘 り簡單 でない が 先 づ大體 に 於て は 平均 三 臺目か 四臺目 毎に 目立 

つ て 早 過ぎる もの 或は 遲 過ぎる ものが 來る 事になる ので ある。 

以上 は乘 客と いふ 因子 を 全然 度外視しての 議論で あるが、 次に 此の 因子 を 考慮に 加へ ると、 ど 

うなる かとい ふ 問題に 移る。 

乘 客が 單位 時間 內にー つの 停留所に 集まって 來る 割合 は、 大體に 於て は それ/^ の 時刻と 場所 
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により 各々 一定の 平均値 (例へば S) があって、 實際上 は 矢 張 其 平均値の 近くに 偶然 的 變異を 示 

す ものと 考 へても 不都合 はない。 さう すると 一 つの 電車が 收容 すべき 人數 は、 平均 上、 すぐ 前の 

電車 甲 が 其 處を發 車 してからの 經過 時間 に 比例す る ものと 考 へても い、。 それで 若し 甲の 電車が 

平均より a だけ 早く 出た 後に 來た乙 電車が .0 だけ 遲く發 車す ると、 乙 電車 は 平均よりも さ + 

だけ 多くの 人 を收容 しなければ ならな い 事になる。 

餘り 詳しい 計算 等 は 略して、 極く 概略に 考 へても、 要するに 少しお くれて 停留所に 來た車 は、 

少し 早目に 其 處に來 た 車よりも 統計的に 多 數の乘 客 を牧容 しなければ ならない 事 は 明で ある。 

勿論 下車す る 人の 事も考 へなければ ならない が、 今の 問題に は 此れ を抽き 去って 考 へる。 

そこで 此樣 にして 生じる 乘客數 の 多少が 電車の 停留 時間に 如何なる 影響を及ぼ すか を 次に 考へ 

て 見る。 乘 客が 多ければ 多い 程 此れ は 長くなる。 假令 それが みんな 大人しい 紳士ば かりであって 

も、 乘 込みに 要する 時間 は人數 と共に 增す。 若し 下車す る 人 を 待た すに 無理に 押し入ら うとした 

り、 或は 車掌と 爭 つたり する やう だと 更に 停車時間 は 延長され る。 此樣 にして 停留 時間の 延長し 

た 結果 はどうで あるか。 

比れ は、 云 ふ 迄 もな く 比の 乙 電車が 次の 停留所に 着すべき 時間 を 後ら せる。 從 つて 次の 停留所 
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で其遲 刻の 爲に餘 計に 收容 しなければ ならない 前述の さ b の 數を增 加させる。 其 結果 は 更に 循環 

的に、 其 次の 停留所に 着く 時刻 を 後ら せる、 and  so  OD で、 此の 乙 電車の 混雜は 段々 に^す 計り 

である。 最も 簡單な 理想的の 場合 だと、 停車 囘數に 等しい 蕙數で 收容人 數が增 加す る譯 である。 

實 際に は 車の 容量に 制限され るから、 さう 無制限に は增 さな いだら うが、 鬼 も 角 も、 「込んだ 車 は 

益 ： 込む やうな 傾向 を もつ」 とい ふ 結論に は 大した 誤議 はな い 害で ある。 

此の 呪 はれた 乙 電車の 次に 來る丙 電車 はどうで あるか、 此の 丙 電車が 第一 の 停留所に 來る 時刻 

が 規定の 時間 通りであった とすると、 前の 乙 電車が & 時間 後れて くれた 御蔭で、 平均より は さ b 

だけ 少ぃ 人數 を收容 すれば よい ことになる。 若し 此の 丙 電車が 規定より r 時間 後れた としても、 

乙が 後れなかった 場合より は 矢 張 nh だけ 過剩收 容數が 減る 譯 である。 もし 丙が 規定より C だけ 

早ければ、 此の 電車 は 16  +  C) だけ 少ぃ 人數 を收容 した けで 發 車が 出来る。 此結架 はどうなる 

か。 此れ は 明かに 乙 丙 電車の 間隔 を 次第々々 に 減少し、 從 つて 乙の 混雜と 丙の 空虚 を 益" 著しく 

する 事に 歸 着して 行く ので ある。 . 

長. い 線路の 上に はじめ 等 間隔に 配^された 電車が、 運轉 につれ て 間隔に 不同 を 生じる。 さう し 

て 後れる ものと 進む ものと が 統計 上 三 又は 四の 平均 週期で 現 はれる とすると、 若干 時の 後に 實現 
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される 運 轉狀況 は、 私が 此の 篇の 初めに 記述した と大體 同じ やうになる 譯 である。 卽ち三 四臺の 

週期で、 著しい 滿員 車が 繰 返され、 其れに 次ぐ 二三 臺は 此れに 踵 を 接して、 段々 に 空席の 多い も 

のになる。 さう して 再び 長い 間隔 を 置いて、 叉 同じ 事が 繰 返される ので ある。 

以上 は、 事柄 を 出来るだけ 簡單に 抽象して 得られた 理論 上の 結 である。 實際上 は、 以上の 外 

にな ほ 併せ 考 へるべき 幾多の 因子の 多數 にある 事 は 勿論で ある。 併し 以上の 考察 は此等 因子 中の 

最も 重要なる ものに 關し たもので、 此れからの 結論が 大體に 於て 事 實と餘 りに 懸隔した もので は 

ない とい ふ 事 も 許容され る だら うと 信じる。 

私 は 此の やうな 考を 正す 目的で、 時々 最寄りの 停留所に 立って、 懐中時計 を 手に して は、 其處 

を 通過す る 電車の トラ ン シッ トを 測つ て 見た。 其 一 例と して 去る 六月 十九 日の 晚、 神 保 町の 停留 

所 近くで 八 時 頃から 數 十分 間 巢鴨三 田 間 を 往復す る 電車に つ いて 行った 觀 測の 結 菜 を 次に 掲げて 

見よう。 表 中の 時刻 は、 同 停留所から 南へ 一 町 位の 一 定點を 通過す る 時 を讀ん だもので ある。 時 

間の 下に 附 した 符 號は乘 客の 多少 を 示す もので、 此れ はほんの 見當 だけの ものである。 0 は 所謂 

普通の 滿員、 A は 座席 は 略滿員 だが 釣 革 は 大部分 空いて 居る 程度、 X は 空席の 多い 所謂 ガラ アキ 

の ものである。 © は 極端な 滿員、 X  X は 二三 人位し か 居ない もの を 示す。 
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南  行 

五分 間 
車 數 

北 行 

五分 間 
車 數 

0 

時 分 秒 
7   55  40  0 

68 18  0 

2 

0 

8     0     0  a 
'J    31 X 
3   43  O 

3 

時分 秒 
8     6   43  @ 

8 16  0 

8  54  A 

9  27  X 

4 

7    23 〇 
9   50  A 

2 

12   35  X 



12   32  X 

15  43  A 
16 19  X 

16  31 X  X 

17  24  X 

18  55  X 

5 

19   34 〇 



1 

22     0  X 
28 15  X 
24   35  X 

3 

20   52  X 

21 48  X  X 
23    28  X 

3 

29    30  ^ 

1 

27 18  O 

28  28  X  X 

29  21 〇 

3 

30   23  X 
32   45  X 
34   33  ^ 

3 

33   44  X 

36  36  0 

37  31 X 

38  22  X 

3 

38  34 な 

39  5  X  X 

2 

五分 間 平均 2.2  平均 2.0 
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此の 表で 見る と、 例へば 五分 毎に 通る 車數は 可也の 變 化が あるに 拘ら す、 其の 平均 數は 北行 南 

行 共に 略 同様で、 約 二分 半に ー臺の 割合で ある。 併し 實 際の 箇々 の 時間 間隔 は、 南行の 最初に 於 

ける 十一 分 三 秒 プラスと いふ 極端から、 僅か 十二 秒と いふ 短い 極端 迄變 化して 居る。 而 して 多少 

の 除外例 は あるに しても、 大體に 於て 長い 間隔の 後に は 比較的 混雜 した 車が 來る 事、 短い 間隔の 

後に はさいた 車の 来る 事が 分る だら う。 

今此等 各種の 間隔の 頻度に つ いて 統計して 見る と 次の 通りで ある。 

四 分 以上  4 囘  一 一分 以下  囘 

一二 分 以上  _9 囘  一 分 以下  ；：： 囘 

二分 以上  囘  四十 秒 以下 5 囘 

此れで 分る やうに、 間隔の 囘數 から 云 ふと、 長い 間隔の 數はー 體に少 くて、 短い ものが 多い。 

全體 三十 八 間隔の 中で、 四 分 以上の もの は 四囘、 卽ち全 體の約 一割 位の ものである。 併し 此處で 

誤解して ならない 事 は、 乘 客が 此 等の 長短 間隔の いづれ に 遭遇す るき 會が 多い かとい ふ 問題と な 

ると、 此れ は 別物になる ので ある。 此の 點を 明に する に は、 各 間隔の 囘數 に、 其 間隔の 時間 を乘 

じた 積の 和 を 比較して 見なければ ならない。 今 試に 間隔 を 一分 每に區 別 分類して、 各 區分內 の 間 
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隔囘數 に其區 分の 平均 時間 數を乘 じた もの 、和 を 求めて 見る と、 假 りに 五分 以上の 間隔 を 度外視 

して 計算して 見ても、 二分 以下の ものに 對 して 二分 以上 五分 迄の もの、 此の 積分の 比 は 二三、 五 

と 四 六、 五 卽ち約 一 と 二の 比になる。 若し 此れに 時々 起る 五分 以上の 間隔 を 加へ て 計算す ると、 

此の 懸隔 は 更に 著しくなる。 

此れ は 何 を 意味す るか。 

箇々 の乘 客が 全く 偶然 的に 一 つの 停留所に 到着した ときに、 或る 特別な 間隔に 遭遇す ると 云 ふ 

確率 は、 あらゆる 種類の 間隔 時間と 其囘數 との 相乘 積の 總 和に 對 する 其 特別な 間隔の 囘數と 時 

間との 積の 比で 與 へられる。 それで 例へば 前の 例に 就いて 云へば 二分 以下の 間隔に 飛び込む 機會 

は 三度に 一度で、 二分 以上 五分 汔. 1 の 長い 間隔に ぶっかる 方 は 三度に 二度の 割合になる。 實際は 五 

分 以上の ものが 勘定に 加 はるから 恐らく 此の 割合 は 四 度に 三度 位になる 場合が 多いだら うと 思 は 

れる。 s^§^0^^^^s 以上 は 唯一 例に 過ぎない が、 私の 觀 測した 其 

他の 場合に も、 大體 此れと 同様な 趨勢が 認められ るので ある。 

それで 鬼 も 角 も、 全く 顧慮な しに いつでも 來か、 つた 最初の 電車に 飛び 乘る 人に 取って は、 空 

いたのに うまく 行 逢 ふ 機 會が少 くて、 込んだ のに 乘る 機會が 著しく 多い。 さう いふ 經驗の 記憶が 
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自然に 人々 の 頭に 渗み 込む。 恐らく 込み合って 居た 多數の 場合の 記憶 は、 稀に 空いて 居た 少數の 

場合の 記憶よりも 強く 印銘 せられる とすると、 以上の 比例の 懸隔 は、 心理的に 變化を 受け、 必す 

幾分 か 誇張され て 頭に 殘る かも 知れない。 從 つて 多くの 人 はつ い/上 仝いた 電車の 存在 を 忘れて- 

ts- てのものが 滿員 である やうな 印象 を もつ 事になる かも 知れな い。 

此の 最後の 點は不 確 だとしても、 次の 結論 は 免れ 難い、 卽ち 「來 か、 つた 最初の 電車に 乘る人 

は、 さいた 車に 逢 ふ機會 よりも 込んだ のに 乘る 機會の 方が 可也に 多い。」 

此の やうに して、 込んだ 車に は 益-、 多くの 人が 乘る とすれば、 此の 電車 は 益、、 規定 時間よりも 

後れる 爲に、 更に 又 混 雜を增 す 勘定で ある。 

此れ を詮 じつめ ると 最後に 出て 來る 結論 は 妙な ものになる。 卽ちー 第一に、 東京 市內 電車の 乘 

客の 大多數 は ——| 假令 無意識と はいへ ！ 自ら 求めて 滿員 電車 を 選んで 乘 つて 居る。 第一 一に は、 

さう する ことによって、 自ら 其 等の 滿員 電車の 滿員 混雜の 程度 を 益 * 增進 する やうに 努力して 居 

る o」 

此れ は 一 見 パラドクシカルに 聞え るか も 知れない が、 以上の 理論の 當 然の歸 結と して どうして 

も 止む を 得ない 事で ある。 もし 此れが を かしい と 思 はれるなら、 其れ は 私の 議論が を かしい ので 
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はなくて、 さう いふ 事 實がを かしい ので あらう。 

それで 若し 此の やうな 片寄り 勝ちの 運 轉狀況 を 避けて、 もう 少し 均等な 分配 を 得たい とい ふな 

らば、 其爲に 採るべき 方法 は 理論 上から は簡單 である。 第一 に は 電車の 車掌な り 監督な りが、 定 

員の 勵行 を强 行す る 事 も 必要で あるが、 それよりも、 乘客 自身が、 行き 《。田った 最初の 車に どうで 

も乘 ると いふ 要求 を 幾分で も控 へて、 三十 秒 乃至 二分 位の 貴重な 時間 を犧牲 にしても、 次の 空い 

た 電車に 乘る やうな 方針 をと るの が捷徑 である。 此れが 爲に失 はれた 三十 秒 乃至 一 一分の 埋 合せ は 

恐らく 目的地に 着く 前に 旣 につ いて 仕舞 ひさう に 思 はれる。 

併し 滿員 電車 を 嫌 ふか 好く か は 一 趣味， 一 の 問題で あらう から、 多 數の乘 客が 若し 滿員 電車に 先 

を爭 つて 乘る 事に 特別な 興味と 享樂を 感じるならば、 それ は 致 方がない。 其 趣味の 是非 を 論じる 

爲の檩 準 は數理 ゃ科學 から は 求められな い。 

昔 は、 人に 道を讓 り、 人と 利福 を 分つ と 云 ふ 事が 美德の 一 つに 數 へられた。 今では それ はどう 

だか 分り 兼ねる。 併し さう いふ 美德の 問題 等 は 姑く 措いて、 單に 功利的 乃至 利己的の 立場から 考 

へても、 少 くも 電車の 場合で は、. 滿員車 は 人に 讓 つて、 一歩お くれて さいた 車に 乘る 方が、 自分 

の爲 のみなら す 人の 爲 にも 便利で あり 一 能率 一 のい、 所行で ある やうに 思 はれる。 少 くも 混雜に 
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對 する 特別な 「趣味 一 を 持たない 人々 に 取って はさう である。 

此れ は餘談 では あるが、 よく 考 へて 見る と、 所謂 人生の 行路に 於ても 存外 此の 電車の 問題と よ 

く 似た 問題が 多い やうに 思 はれて 來 る。 さう いふ 場合に、 矢 張 どうで も 最初の 滿員霄 車に 乘 らう 

とい ふ 流儀の 入と、 少し 待つ て 居て 次の 車 を 待ち 合せようと いふ 人との 一 一通りが ある やうに 見え 

る 0 

此の やうな 場合に は 事柄が 餘 りに 複雜 で、 簡單 な數學 など は應 用す る 筋道 さへ 分らない。 從っ 

て 電車の 場合の 類推が 何處迄 適用す るか、 それ は 全く 想像 も 出来ない。 從 つて 猶更の 事 此の 二つ 

の 方針 或 は 流儀 の 是非 善惡を 判斷す る 事 は 非常に 困難になる。 

此れ は 恐らく 誰に も 六 かしい 問題で あらう。 恐らく 此れ も 議論に はならない 「趣味」 の 問題 か 

も 知れな い。 私 は 唯 序ながら 電車の 問題と よく 似た 問題が 他に も あると い ふ 事に 注意 を 促したい 

と 思 ふ 迄で ある。 (大正 十一 年 九月、 思想」 
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ク ェ ルダァ の 櫻 

大きな 河 かと 思 ふやうな 細長い 湖水 を 小 蒸 汽で縱 に 渡って 行った。 古い 地質時代に 歐羅 巴の 北 

の 半分 を蔽 つて 居た 氷河が 退いて 行って、 其 跡に 出来た 砂原の 窪みに 水の 溜った のが 此 湖と 此れ 

に 連なる 澤 山の 湖水 ださう である。 水 は 沈 に 濁って 居る。 變 化の 少ない 周 園の 地形の 眺め も、 

到る 處の黑 い 松林の 眺め も いづれ も 沈 である。 哲學の 生れる 國の 自然に ふさ はし いと 云った 人 

の 言葉 を 想 ひ 出させる。 

船が 着いて から 小さな 丘に 上って 行った。 丘の 頂に は 旗亭が ある。 其 前の 平地に 澤 山の テ エブ 

ルと 椅子が 並べて あって、 それが 殆んど 空席の ない 程 遊山の 客で 一杯に なって 居る。 テ エブルの 
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上に は 琥拍の やうに 黄色い ビィル と黑耀 石の やうに 黑ぃビ ィルの は ひった コ ッ プが 並んで 立って 

居る。 どちら を 見ても 異人ば かりで ある。 それが 私に は 分らない 言葉で 話して 居る。 

高 い 旗竿から 八方に 張り 渡し た繩に はいろ いろの 旗が 並んで 風に 靡いて 居る。 其 中に 日の丸の 

旗の あるの が 妙に 目に 立って 見えた。 

連れの 日本人 は 其 連れの ドイツ 女の 靑ぃ 上着 を 小脇に か 、 へ て 歩いて 居た。 私 は 自分の 重い 外 

套を か、 へ て默 つて 其 後 をつ いて 行った。 

丘 を 下りて 櫻の 哈、 き 亂れた 畑地の 中の 徑を あるいた。 柔 かい 砂地 を 踏みし めながら あるいて 居 

る內 に、 嘗て 經驗 した 事の ない 不思議な 心 持に なって 來た。 それ は輕く 船に 醉っ たやうな 心 持で 

あった。 そして 纷の やうに 重い ァパ シィが 全身 を蔽 ふやうな 氣 がした。 美しい 花の 雲 を 見て 居る 

と 眩暈が して 輕ぃ 吐氣を さへ 催した。 どんより と吉野 紙に 包まれた やうな 空の 光 も、 濱邊の やう 

な 白い 砂地の か にやき も、 見る もの \ 凡ての 上に 灰色の 悲しみが 水の 渗 みる やうに 擴 がって 行つ 

た。 

「あなた はどうして そんなに 悲し さう でせ う OJ  ♦ 

連れの 女 はかう 云って 聞いた。 
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「何も 悲しい 事はありません 一 と 答へ る 外はなかった。 實際 何も 悲しい 事はなかった。 併し 又 

凡ての ものが 悲しかった の も事實 である。 それ は 自分が 悲しい のでなくて 寧ろ 周圍の 世界の 悲し 

み が 自分 のから だに 渗み 込んで 來る やうに 思 はれる のであった。 

此れが 鄕愁 とい ふ もの だと は 其 時には 氣が 付かなかった。 

ハ ルツの 旅 

地理 學の學 生の 仲間に は ひって、 ハ ルツ を 見に 行った。 霧の 深い 朝であった。 霧が 晴れ か、 つ 

た 時に、 線路の 撗の 畑の 中に 一 疋の 駄馬が しょんぼり 立って 居る のが 見えた。 其 馬のから だ 一 面 

から 眞 白な 蒸氣が 仰山に 立ち 昇って 居た。 並んで 坐って 居た 連れの 男 は ーコ ロッサ アル、 コロッ 

サ アル 一 と 眩いて 居た。 私 は 何とな しに 笑 ひたくな つて 聲を 出して 笑った。 連れの 男 は 何遍と な 

く  r コロ ッサ アル」 を 繰返して は 湯氣の 立つ 馬 を まじま じ 眺めて 居た。 

ゥヮ ルプ ル ギスナ ハ トには 思った やうな 妻 味はなかった。 しかし 思 はない 凄味が 何處 かに あつ 

た。 お化け は 居ない がへ ク セン や エルフ H ンは 居さうな 氣 がした。 ドクトル、 ベ H  了 マ ン は此處 

で 花崗岩の 破れ目の 出来 方に つ いて 講釋 をして 聞かせた。  . 
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あらかた 葉 を ふるった ぶな の 森の 中 を 霧に しめった 落葉 を 踏みし めて 歩いた。 からだの 弱さう 

なフ ロイ ライ ン W は 重い リ ュ クサ ッ クの 紐に 兩手を かけて 俯向き 勝ちに 私の 前 を 歩いて 居た。 ブ 

ルガ リャ から 來て 居る チ ン ネフ 君 は、 いろいろ 日本の 事 を 聞きたがって 私と 並んで 足 を 揃へ て 歩 

いた。 聞かれて 見る と 私 は 日本の 事 を 何にも 知らないので あった。 …… 

日暮れに ッゥム . ワイ セン-ヒルシュ とい ふ 宿屋に つ いた。 食後に みんなが 學 生の 唱歌 を 歌つ 

た。 阿弗利加に 行って 居た ドクトル M はズァ ヘリ 土人の 歌と いふ もの を 歌って 聞かせた が、 それ 

が どれ だけ 本當の ものに 似て ゐる かそれ は 誰に も 分らなかった。 日本の 歌 を， 聞かせろ とい ふので- 

仕方なし に ピアノ で 君が代の メ  口 ディ だけ 彈 いたら、 誰か .v 大變 悲し い 感じが する ではな いかと 

云った。 

チン ネフ 君と 一 つの 窒に寢 た。 室に は 電燈も 何もなかった。 蠟燭を 消したら 眞 暗にな つた。 ひ 

しひし と 夜寒が 身に. 沁みた。 チ ン ネフ 君 はべ ッ トに這 人って から 永い 間ゴ ソゴソ 音を立て & 動い 

て 居た が、 それが どうして 居る の だか、 異國 人の 自分に はどうしても 想像が 出来なかった。 

翌日 はレ H ゲ ン シ タイ ン の 古城 を 見に 行った。 唯 一 塊り の 大きな 岩山 を 切り刻んで 出來 たもの 

である。 何とな しに 鬼ヶ島 を 思 はせ た。 囚虜を 幽閉した とい ふ 深い 井戶の やうな 穴が あった。 夜 
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にで もな つたら 古い 昔の 獨逸 戰士の 幻影が 此 穴から 出て 來て、 風雨に 曝された 廢墟の 上 を 驅け廻 

りさうな 氣 がした。 城の 後 は 切り立て たやうな 懸魔で 深く 見お ろす 直下に は 眞黑な キイ フ ァァの 

森が、 靑 すんだ 签氣の 底に 默り 込んで 居た。 

「國 の 歷史ゃ 傳說ゃ 又お 伽話で も其國 の 自然 を 見た 後 でなければ やつば り 本 當には 分らない。」 

誰かの 云った 此んな 言葉 を 思 ひ 出しながら、 一 行に つ いて 岩山 を 下りた G 

アム ス テル ダ アム 

測候所 を 尋ねて 場末 の 堀 河に 沿って 歩いて 行った。 子供の 時分に 夢に 見て 居た 古風な 風景 畫 の 

景色が 到る 處 眼前に 擴 がって 居た。 堀 河に もやって 居る 色々 の 船 も、 ^く はなやかに 汚れた 帆 も- 

船頭の だぶだぶした 服 も、 みんな ロイス デ エル ゃホべ マ 時代の ヴ H ル 一一 ィが、 つて 居た。 

測候所で 案內 して くれた 助手の B 君 は剽輕 で元氣 のい， - 男であった。 「此 晴雨計の 使 ひ 方 を 知 

つて 居る かね、 一 つ 測って 見 給へ」 など、 云った。 別れ 際に 一 是非 紹介したい 人が あるから 今晚 

宅へ 來て くれ」 と 云って 獨 りで 勝手に 約束 を きめてし まった。 

約束の 時刻に 尋ねて 行った。 人口で 古風な 呼 鈴の 紐 を 引く と、 ひとりで 戶が あいた。 狭い 階段 
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をい くつ も 上って 一番 高い 所に B 君の 質素な 家庭が あった。 二 間 だけの 住居ら しい。 食堂 兼應接 

間の やうな 處 へ案內 された。 細君 は 食卓に 大きな：^ 爪 をのせ て靑ぃ 莢隱元 をむ しって 居た。 

お茶 を 一 杯よ ばれてから 一 緒に 出かけて 行った。 と ある 町の 小さな 薬屋の 店へ 這 又った。 店に 

は 頭の 禿げた 肥った 主人が 居て、 B 君と 二言 三 言 話す と、 私の 方 を 見て、 何 か 云った がそれ は 和 

蘭 語で 私に は 分らなかった。 

店の すぐ 次の間に 案內 された。 其處は 細長い 部屋で、 矢張り 食堂 兼應接 間の やうな もので あつ 

たが、 B 君のう ちの が伦 しい 程無裝 飾であった のと 反對 に、 此處は 何 かしら ゴ タゴタ とうる さい 

程 飾り立て 、あった。 

壁 を 見る と 日本の 錦 鎗が澤 山 貼りつ けて ある。 いづれ も 明治 年代に 出来た 俗な 搶 草紙で ある。 

天井の 隅に は擴 げた 日傘が 吊して ある。 棚 や 煖爐の 上に は 粗製の 漆器 や 九谷燒 などが 並べ て ある。 

中には 獨逸 製の 九 谷 まが ひも 交じって 居る やうであった。 

B 氏 は 私の 不審が つて 居る の を 面白さう に 眺める だけで、 何の 說明 も與 へて くれない。 「まあ 

少し 待って くれ 給へ」 と 云って 居る。 

奥の間から 此 家の 主婦が 出て 来た。 髮が眞 黑で顏 も 西洋人に して は 可也 淺黑 く、 目鼻立 も殆ん 
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ど 日本人の やうで ある。 少し はにかんだ やうな 樣子 をして 握手 をした。 しかし 何も 話さないで 默 

つて コ ォヒィ を 入れ 始めた。 

B 君の 說明 によると、 此 主婦の 亡父 は 航海 者であった さう である。 兩 親が たまたま 横 濱に來 て 

居た 時に 生れた のが 此 娘であった。 併し まだ 物心 もっかな いうちに 本 國に歸 つてし まった ので、 

日本の 記憶と 云って は 夢 程に も殘 つて 居ない が、 唯 生れた 土地と 聞く だけで 日本の 國 土に 對 する 

ゼ ェ ンズフ トを懷 いて 居る。 そしてい つか 一 度 日本人と いふ ものに 會 つて 見たい と 云って 居た。 

それ を 知って 居る B 君 は、 今日 私 を 見る と、 丁度い \ 獲物が 掛かった と 思って 連れて来 たので あ 

る 0 

B 君の 此 仕方 は、 惡 意に 解釋 すれば 私に とって 餘り 快く は 思 はれない 種類の ものであった。 併 

し此 人の 剽 輕で學 者ら しく 無邪氣 な、 そして 何處か 親切な 態度に 馴れた 私 は 其 時で も 少しも 惡ぃ 

心 持 は 起らなかった。 そして 遠い 世界の ra^ ての 生れ 故鄕 をな つかしが る 人の 心 持 も 決して 惡くは 

思 へなかった。 

それにしても 主婦の 容貌が 餘り 日本人に よく 似て 居る から、 母親 も 和 蘭人 かと， 念の 爲に B 君に 

聞いて 見た が、 矢張り まぎれ もない 生 粹の和 蘭人 だとい ふ 事であった。 私 は 不思議な 氣 がした。 
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當人は 人から 日本人に 似て 居る と 云 はれる の を 喜んで 居る さう である。 

主婦 は 奥の間から 古ぼけた 手帳の やうな もの を 出して 来た。 それ を あけて 見ながら、 何 かしら 

單 語の やうな もの を 切れ切れに 讀んで 聞かせた。 それ は 一 コ ン 二 チヮ」 一 オハ ョォ 一な ど、 いふ や 

うな 種類の もので あつたが、 あまり 發 音が 變 つて 居る から、 はじめは 日本語 だと は氣が 付かない 

くら ゐ であった。 何だか 聞き とれない 言葉が 出て 来たので 帳面 を 見せて 貰 ふと ぶ tots:stat 气 

と 書いて ある 一 一 つ」 ニーつ」 とい ふ數 のつ もりであった。 私 は 昔の 日本の 蘭學 者の エレキテルな 

ど 、 いふ やうな 言葉 を 思 ひ 出して 覺 えす 微笑せ すに は 居られなかった。 それから 若干の 單 語の 正 

し ぃ發 音を敎 へて やったり したが、 併し 此れ は 却って 敎 へたり 正したり しないで 其 儘に 承認して 

やった 方が よいので はない かと も 思って 見た。 永い 間 胸に 抱いて 来た 罪のない 夢の 園の 美し い 夢 

を 冷たい 現實 でかき 亂 すの は氣の 毒で 续酷 なやうな 氣も する のであった。 

C 大正 十 一年 十一月、 明星) 
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一 

世間で は 勿論、 專 門の 學 生の 間で も 又 どうかす ると 理學 者の 間で すら 「相對 性 原理 は 理解し に 

くいもの だ 一 とい ふ 事に 相場が 極つ て 居る やうで ある。 理解し にくい と 聞いて その 爲に 却つ て與 

味 を 刺戟され る 人 も 固より 澤山 ある だら うし、 又 謙 通 乃至 は 聞きお ぢ して 敢て 近寄らな い 入 も あ 

る だら うし、 自分の 仕事に 忙 がしくて 實際 暇の ない 人 も ある だら うし、 又 徹底的 專門 主義の 門戶 

て ぢ 籠って 純潔 を 保つ 人 も ある だら うし、 世 はさま ざまで ある。 アイ ンシ ユタ イン 自身 も 「自 

分の 一 般 原理 を 理解し 得る 人 は 世界に 一 ダ ー スとは 居ない だら う 一 とい ふやうな 意味の 事 を 公言 

したと 傳へ られて 居る。 そして 此の 言葉 も 亦 人 さまざまに 色々 に解釋 され もてはやされて 居る。 

肿し 此の 「理解」 とい ふ 文字の 意味が はっきり しない 以上 は 「理解し にくい」 とい ふ 言 詞の意 
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味 も 極めて 漠然とした ものである。 とりやう によって は、 どうに でも 取られる。 

尤も 科學 上の 理論に 限らす 理解と いふ 事 はいつ でも 容易な ことで ない。 例へ ば 吾々 の 子供が 吾 

吾に 向って 云 ふ 事で も、 それから 其 子供の 本當の 心 持 を 酌 取 る 程度 迄 理解す るの は必 しも 容易な 

事で はない。 此れ を 十分に 理解す る爲に は、 其 子供 をして さう いふ 言 辭を云 はしむ る やうに なつ 

た 必然な 沿革 や 環境 や 與件を 知悉し なければ ならな い。 それ を 知らなければ 畢竟 無理解 沒分曉 の 

親爺た る 事 を 免れ 難い かも 知れな い。 まして ゃ內部 生活の 疎隔した 他人 は 猶更の 事で ある。 

科學 上の、 一 見簡單 明瞭な やうに 見える 命題で も 矢 張 本當の 理解 は 存外 困難で ある。 例へば 二 

ュ - —トンの 運動の 方 則と いふ ものが ある。 此れ は中學 校の 敎科圭 曰に でも 載せられて 居て、 年の ゆ 

かない 中 學生は 兎も角も 旣に 此れ を 「理解」 する 事 を 要求され て 居る。 高等 學校 では 更に 詳しく 

繰返して 第二 段の 「理解 一 を 授けられる。 大學に 人って 物理 學を 專攻 する 人 は 更に 深き 第三 段 第 

四 段の 「理解」 に 進むべき 手 害に なって 居る。 マツ ハの 「力 學」 ー卷 でも 讀 破して 多少 自分の 批 

評 的な 眼 を 働かせて 見て 始めて いくらか 「理解」 らしい 理解が 芽 を 吹いて 來る。 併しよ く/ \考 

へ て 見る とそれ では 未だ 十分 だら うと は 思 はれな い。 

科學 上の 知識の 眞價を 知る に は科學 だけ を 知った ので は 不十分で ある 事 は 勿論で ある。 外 園へ 
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出て 見なければ 祖國の 事が 分らない やうに、 あらゆる 非科學 殊に 形而上 學の やうな ものと 對 照し、 

又 認識論と いふ やうな 鏡に 照らして 批評 的に 見た 上で なければ 科 學は本 當には 「理解」 される 害 

がない。 併し さう いふ 一 般 的な 問題 は 別と して、 玆で 例に とった 一一 ュ ー トン の 方 則の 場合に 就い 

て 物理 學の 範圍內 だけで 考 へて 見ても、 結局 二 ュ ー トン 自身が 彼 自身の 方 則 を 理解して 居な かつ 

たとい ふ パラドックスに 逢着す る。 何と なれば 彼の 方 則が 如何なる もの か を 了解す る 事 は、 相對 

性 理論と いふ もの、 出現に よって 始めて 可能に なった からで ある。 かう いふ 意味で 云へば、 二 ュ 

1 トン 以來 彼の 方 則 を 理解し 得た と 自信して 居た 人 は 悉く 「理解して 居なかった」 人であって、 

却って 此の方 則に 不滿を 感じ 理解の 困難に 惱んで 居た 極めて 少數の 人達が 實は 比較的よ く 理解し 

て 居る 方の 側に 屬 して 居た のか も 知れな い。 アイ ンシュ タイ ン に 到って 始めて 此の 難點が 明に さ 

れた とすれば、 彼は少 くも 二 ュ I トンの 方 則 を 理解す る 事に 於て 第一人者 であると 云 はなければ 

ならない。 此れと 同じ 論法で 押して 行く と 結局 アイ ンシュ タイン 自身 も 未だ 徹底的に は 相 對性原 

理を 理解し 得ない のか もしれ ない とい ふ 事になる。 

かう いふ 風に 考へ て來 ると 私に は 冒頭に 揭 げた アイ ン シ ュ タイ ン の 言詞が 何となく 一  種 諷刺 的 

な 意味の 一一 ュ ァ ン.' スを帶 びて 耳に 響く。 
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想 ふに 一 般相對 性 原理の 長所と 同時に 又 いくらかの 短所が あると すれば、 一 番 痛切に それ を感 

じて 居る の は アイ ンシ ユタ イン 自身で は あるまい か。 恐らく 聰明な 彼の 眼に は、 なほ 飽き 足らな 

ぃ點、 補充 を 要する 點が いくら も あり はしない かとい ふ 事 は 淺學な 後輩の 吾々 にも 想像され ない 

事 はない。 

自己 批評の 銳ぃ此 人 自身に 不滿 足と 感ぜら る" 點が あると 假定 する。 そして 其 等の 點迄も 何等 

の 批評な しに 一般 多数に 承認され 績 美され る 事が あると 假定 した 時に、 それに 悉く 滿 足して 少し 

もく すぐった さ を 感じな い 程に 冷 靜を缺 いた 人と はどうしても 私に は 思 はれな い。 

それ故に 私 は 彼の 言葉から 一 種の 諷刺 的な 意味の 一一 ユア ン スを 感じる。 私に は それが 自負の 言 

葉 だと はどうしても 思 はれなくて、 却つ てく すぐった さに 惱む餘 りの 愚痴の やうに も 聞きな され 

る。 此れ は餘 りの 曲解 かも 知れない。 併し さう いふ 解釋も 可能で は ある。 

科學 上の 學說、 殊に 一 人の 生きて ゐる アダムと イヴ の 後裔た る學 者の 仕事と しての 學說 に、 

絕對的 一， 完全」 とい ふ 事が 嚴密な 意味で 望まれ 得る 事で あるか どうか。 此れ も 殆んど 問題に なら ... 


ない 程 明白に 不可能な 事で ある。 唯學者 自身の 自己 批評 能力の 程度に 應 じて、 自ら 認めて 完全と 

「思 ふ， 一 事 は 勿論 可能で、 そして 尋常 一般に 行 はれて 居る 事で ある。 さう 思 ひ 得る 幸運な 學者 は、 

其 仕事が 自分で 見て 完全になる の を 待つ て 安心して 此れ を發 表する 事が 出来る。 併し 嚴密な 意味 

の 完全が 不可能 事で ある 事 を 痛切に リア ライ ズし 得た 不幸なる 學者は 相對的 完全 以上の 完全 を 期 

圖 する 事の 不可能で 無意義な 事 を 知って 居る と 同時に、 自分の 仕事の 「完全の 程度 一 に對 して 稍 

判然たる 自覺を 有つ 事が 可能で ある。 私の 見る 所で 一一 ュ ー トン や アイ ンシュ タイ ンは 明に 此の 後 

の 部類に 屬 する 學 者で ある。 

私 は、 ボルツマン や ドル ー. テの 自殺の 原因が 何で あるか を 知らない。 併し 彼等の 死 を 想 ふ 度に 

眞 摯な學 者の 煩悶と い ふ 事を考 へ な い 事 はな い。 

學說 を學ぶ ものに とっても それの 完全の 程度 を 批判し 不完全な 點を 認識す る は、 其 學說を 理解 

する 爲に 正に 勉 むべき 必要 條 件の 一 つで ある。 

併し 玆に 誤解して ならない 事で、 そして 動もすれば 誤解され 易い 事が ある。 卽ち さう いふ ー不 

完全」 が あると いふ 事 は、 凡ての 人間の 構成した 學說に 共通な 殆んど 本質的な 事であって、 しか 

も 其れが ある 爲に 直ちに 其 學說が 全滅す ると い ふやうな 簡單な ものと は 限らない し、 寧ろ さう い 
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ふ點を 認める 事が 其 學說の 補填に 對 する 階段と 見做すべき 場合の 多い 事で ある。 さう いふ 場合に、 

若干の 缺點を 指摘して 殘る 大部分の 長所 迄 も 葬り去らん とする が 如き 態度 を 取る 人 もない 事 はな 

い。 アイ ンシ ユタ インの 場合に もさう いふ 人がない と は 限らない やうで ある。 しかし それ は 所謂 

「揚 足取り」 の 態度であって、 眞 面目な 學 者の 態度と は受 取られない。 

「完全」 でない 事 を 以て 學說の 創設者 を 責める の は、 完全で ない 事 を もって 人間に 生れた 事 を 

人間に 責める に 等し い。 

人間 を 理解し 人間 を 向上させる 爲に は、 盲目的に 歎美して はなら ないし、 沒分曉 に 非難しても 

ならない と 同様に、 一 つの 學 1^ を 理解す る爲に は、 其 短所 を 認める 事が 必要で あると 同時に、 其 

爲に 折角の 長所 を 見逃して はならない。 此れ は餘 りに 自明 的な 事で あるに 拘ら す、 最も 冷靜 なる 

べき 科學者 自身す ら往々 にして 忘れ勝ちな 事で ある。 

少 くも 相對性 原理 は假令 如何なる 不備の 點が 今後 發見 され、 又假令 如何なる 實驗的 事實が 此の 

說に 不利な やうに 見えても、 それが 爲に 根本的に 否定され 得べ き 性質の もので はな いと 私 は 信じ 

て 吾る。 
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三 

相 對性原 理の 比較的に 深い 理解 を 得る 爲に は 其 數舉的 系統 を 理解す る 事 は 恐らく 必耍 である。 

併し 其れ は 必要で あるが、 それだけ では まだ 「必要 且つ 十分な 條件」 にならない 事 も 明白で ある- リ 

數學 だけ は 理解しても、 少 くも ァ イン シュ タイ ン の 把握して 居る 如く 此の 原理 を 「握む」 事は必 

しも 可能で ない。 

又 一方に 於て、 數學の 複雑な 式の 開展を 十分に 理解し ないで しかも、 アイ ンシ ユタ インが 此の 

理論 を 構成す る 際に 歩んで 來た 思考 上の 道程 を、 可也に 誤らす に通覽 する 事も必 しも 不可能で は 

ない ので ある。 不可能で ない のみなら す 或る 程度 迄の 或る 意味での 理解 は 却つ て 極めて 容易な 事 

かも 知れない。 少 くも アイ ン シ ュ タイ ン 以前の 力 畢ゃ電 氣學に 於け る 基礎的 概念の 發展 沿革の 骨 

子を歷 史的に 追跡し 玩味した 後に 先づ 特別 相對性 理論に 耳 を 傾けるならば、 共 人の 頭が 甚 しく 先 

人中 毒に 罹つ て 居ない 限り、 此の 原理の 根本 假定 の餘 儀な さ 或は 寧ろ 無理な さ を さ へ 感じない 譯 

に は 行くまい と 思 ふ。 或 人はコ 口 ンバ スの 卵子 を 想起す るで あらう。 卵子 を 直立させる に は殼を 

破らなければ ならない。 アイ ンシュ タイ ンはそこで餘儀なく絕對穴ェ間と H  1テ ル の殼を^^ぃた汔】 
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である。 

殼を碎 いて 新に 立てた 根本 假 定から 出發 して、 それから 推論され る 結果 迄の 論理的 道行 は數學 

者に 信頼 すれば それでよ い。 そして 結果と して 出現した 整然たる 系統の 美し さ を 多少で も 認め 味 

ふ 事が 出来て、 さう して 客 觀的實 在の 一 つの 相 を 此處に 認める 事が 出来た とすれば、 其 人 は少く 

とも 非專門 家と して 旣に 此の 原理 を 或 度 迄 「理解」 した ものと 云っても 決して 不倫で はない。 

特別 論の 一 般を 知った 後に それが 等速 運動の みに 關 するとい ふ點に 一 種の 物足りな さ 或は 不安 

を 感じる 人 は、 旣に 立派に 一般論の 門戶に 導かれるべき 資格 を備 へて 居る。 そして 其處に 再び 第 

二の コロン バス の 卵子に 逢着す る だら う。 

本論に 人って からの 稍 複雜を 免 かれない 道筋で も 專門家 以外に は 味 はれない やうな ものば かり 

であると は 思 はれない。 もし どうしても 分らない もので あったら、 アイ ンシ ユタ イン 自身が 其 通 

俗 講義 を 書く やうな 事 は 恐らくなかった に 相違ない。 私 は どんな 六 かしい 理論で も それが 「物理 

學」 に關 した ものである 限り、 素人に どうしても 何等の 說明を もす る 事 も 出来ない 程に 六 かしい 

ものが あると は 信じられな い。 もし あったら それ は少 くも 物理で な いと 云った やうな 心 持が する" 

少 くも 吾々 素人が ベ ー ト ー ヴェ ンの曲 を 味 ふと 類した 程度に、 相對性 原理 を 味 ふ 事 は 誰に も不 
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可能で はなく、 又 さう いふ 程度に 味 ふ 事が それ 程惡ぃ 事で もない と 思 ふ。 ■ 

此の 原理 を 物理 學 上の 一 原理と して 見た 時の 「妙趣」 或は 「價 値」 が 主として 何處 にある か。 

それが 數 式に あるか、 考の 運び 方に あるか。 此れ も 殆んど 問題に ならない 程 明で ある やうに 私 は 

思 ふ。 數式は 彼の 考を 進める ものに 使 はれた 必要な 道具であった。 その 道具 を 彼 は 遠慮なく 昔の 

數學者 や 友人の 處 から 借りて 來た。 此れ は 正に 人の 知る 通りで ある。 その 道具の 使 ひ 方が 何處迄 

成效 して 居る か は 恐らく 未決の 問題で は あるまい か。 それ を 決定す るの は專門 家の 仕事で ある、 

そして それ は必 しも 第一 一の アイ ン シ ュ タイ ンを耍 しない 仕事で ある。 併し 一 人の アイ ン シ ュ タイ 

ンを 必要と した 仕事の 中核 眞髓 は、 此の 道具 を 必耍 とする やうな 羽目に 陷る やうな 思考の 道筋に 

搜り あてた 事、 それから どうしても 此の 道具 を必耍 とすると いふ 事 を 看破した 事で ある。 此れ だ 

けの 功績 はどう 考へ て も 否む 事 は 出来ない と 思 ふ。 假令 彼の 理論の 運命が 今後 どう あらう とも、 

此れ だけ は 確かな 事で ある。 そこに 彼の 頭腦の 偉大 さ を 認めぬ 譯には 行くまい と 思 ふ。 

ナボレ ォ ンが 運命の タに南 大西洋の 孤島に 淋しく 終っても その 偉大 さに 變 りはなかった。 併し 
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ァ イン シュ タイ ンの やうな 仕事に その やうな 夕が あらう と は 想像され な い。 科學 上の 仕事 は 砂上 

の 家の やうな 征服者の 榮 華の 夢と は 比較が 出来ない。 

^し 又考へ て 見る と 一 般相對 性 理論の 實 驗的證 左と いふ 事 は 嚴密に 云へば 至難な 事業で ある。 

假令 遊星 運動の 說 明に 關 する 從來の 困難が 可也 迄 除却され、 日蝕 觀 測の 結果が 可也 迄 彼の 說に有 

利で あっても、 それ は 此の 理論の 確實 性を增 しこ そ すれ、 嚴密な 意味で 其絕對 唯一 性 を 決定す る 

に 十分な ものであると は 遠に は 信じられない。 ス ベ タトル 線の 變 位の 如き は猶更 決定的 證左 とし 

て の價 値に かなり の 疑問が ある やうに 見える。 

私 は 科學の 進歩に 究極が あり、 學說 に絕對 唯一 の ものが 有限な 將來に 設定され ようと は 信じ 得 

ない もの、 一人で ある。 それで 無 終 無限の 道程 をた どり 行く 旅人と して 見た 時に ブト レミ ー もコ 

ベル 一一 クスも ガリ レ ー も 一一 ュ I ト ンも 今の ァ イン シュ タイ ンも 結局 は 唯 同じ 旅人の 異なる 時の 姿 

として 目に 映る。 此の 菜て なく 見える 旅路が 偶然に も 吾々 の 現代に 終結して、 これでい よ/ \ 彼 

岸に 到達した の だと 信じ 得る だけの 根據を 見出す の は 私に は 困難で ある。 

それで 私 は 現在 あるが ま の 相對性 理論が 何處迄 保存され るかと いふ 事 は 一 つ の 疑問に なり 得 

ると 思 ふ。 併し 此れに 反して、 どうしても 疑問に ならない 唯一 の確實 な事實 は、 アイ ンシュ タイ 
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ンの 相對性 原理と いふ ものが 現 はれ、 研究され、 少 くも 大部分の 當 代の 學界に 明白な 存在 を 認め 

られ たとい ふ事實 である。 此れ だけの 事實は 如何なる 疑 深い 人で も 認めな ぃ譯に はいかな いだら 

うと 思 ふ。 

此れ は 併し 大きな 事實 では あるまい か。 科擧 の學說 として 此れ 以上 を 望む 事が ra^ して 可能で あ 

るか どうか、 少 くも 從來の 歷史は 明に さう いふ 期待 を 否定して 居る。 

かう いふ 譯で 私はァ イン シュ タイ ン の 出現が 少しも ニュ ー トン の 仕事の 偉大 さ を 傷け ない と 同 

様に、 アイ ン シ ュ タイ ン の 後に 來 るべ き X や Y の爲に 彼の 仕事の 立派 さが 損 はれる ベ きもので な 

いと 思つ て 吾る。 

もし かう いふ 學說が 一 朝に して 覆へ ざれ、 又 其爲に 創設者の 偉ら さが 一 時に 消滅す る やうな 事 

が 可能 だと 思 ふ 人が あれば、 其れ は 恐らく 科學 とい ふ もの、 本質に 對 する 根本的の 誤解から 生じ 

た， 誤で あらう。 

如何なる 場合に も アイ ンシュ タインの 相對性 原理 は、 波打 際に 子供の 築いた 砂の 城郭の 様な 物 

ではない。 狭く 科擧と 限らす 一 般 文化史 上に 一 際 目立って 見える 堅固な 石造の 一 里塌 である。 
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五 

相對性 原理に 對 する 反 對 論と いふ ものが 往々 に 見受けられる。 併し 私の 知り 得た 限りの 範圍で 

は、 此の 原理の 存在 を危 くす る 程に 有力な もの はな いやう に 思 はれる。 

反對 論者の 反對の 主なる 「動機」 は、 段々 詮 じつめ ると 結局 此の 原理の 基礎的な 假定ゃ 概念が 

餘り甚 しく 吾人の 常識に 背く とい ふ 一 事に 歸着 する やうに 見える。 

科學と 常識との 交涉 は、 此れ は 科學の 問題ではなくて 寧ろ 認識論 上の 問題で ある。 從 つて 枓學 

上の 問題に 比べ て 六 かし さの 程度が 一 段 上に ある。 

し少 くも 歷 史的に 見た 時に 從來の 物理的 科學 では 所謂 常識なる もの は、 論理的 系統の 整合の 

爲に は、 惜氣 なくと は 云 はれない 迄 も、 少 くも 止む を 得す 犧牲 として 棄却され 或は 改造され て來 

た 0 

太陽が 動かないで 地球が 運行して 居る とい ふ 事、 地球が 球形で 對跪點 の 住民が 逆さに ぶら 下つ 

て 居る とい ふ 事、 かう いふ 事が 如何に 當 時の 常識に 反して 居 たかは 想像す るに 難くな い。 

非ュ ー ク リツ ド 幾何 學の出 發點が 如何に 常識的に を かしく 思 はれても、 此れ を 否定すべき 論理 
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は 見付からない。 かう いふ 場合に 吾々 のとるべき 道 は 二つ ある。 卽ち 常識 を 捨てる か、 論理 を 拾 

てる かで ある。 數學者 は 何の 躊路 もな く 常識 を投 出して 論理 を 取る。 物理 學者は 假令蔽 々ながら 

でも 此の 例に なら はなければ ならない。 

物理 學の對 象 は 客 觀的實 在で ある。 さう いふ もの K 存在 は 勿論 假定 であらう が、 それ を 出發點 

として 成立した 物理 學の 學說は 畢竟 比較的 少 數の假 定から 論理的 演 It によって 「觀 測され 得る 事 

象」 を 「說 明」 する 系統で ある。 此の 目的が 達せられ 得る 程度に よって 學說の 相 對的情 値が 定ま 

る。 此の 目的が 可也 立派に 達せられて、 しかも 根本 假定が 非常識 だとい ふ 場合に 常識 を棄 てる か 

學 說を棄 てる か 問題で ある。 現在 ある 所の 物理 學は 後者 を 選んで 進んで 來たー つの 系統で ある。 

私 は 常識に 重き を 置く 別種の 系統の 成立 不可能 を 確 實に證 明す る だけの 根據を 有たない。 併し 

若し それが 成立した と假定 したら ど うだらう。 其れ は少 くも 今日の 所謂 物理 學とは 全然 別種の も 

ので ある。 さう して 其れが 成立した としても、 それが 現在 物理 學の 存在 を 否定す る 事に はなり 得 

ない と 思 ふ。 そして 最後に 二者の 優劣 を 批判す る ものが あれば、 それ は科學 以外の 世界に 求めな 

ければ ならな い。 
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六 

自然の 森羅萬 象が 唯 四 個の 座標の 幾何 拳に； じ つめられ ると いふ 事は餘 りに 堪へ 難い 淋し さで 

あると 歎じる 詩人が あるか も 知れない。 併し 此れ は 明に 誤解で ある C 相對性 理論が 何處迄 徹底し 

て も、 やつば り 花 は 笑 ひ、 鳥 は 唱ふ事 を 止めない。 もし 此の 人と 同じ やうに 考 へるならば、 唯一 

人の 全能の 神が 宇宙 を 支配して 居る と い ふ考も 如何に 淋しく 荒涼な もので あらう。 

今の 處私 は、 凡ての 世人が 科學 系統の 眞美を 理解して、 其處に 人生 究極の 歸趣を 認めなければ 

ならない の だと 信す る 程に 徹底した 科學 者に なり 得な い 不幸な 懷疑 者で ある。 それで 時には 人並 

に 花 を 見て 喜び 月に 對 して は 歌 ふ。 併し さう して 居る 間に どうかす ると 突然な 不安 を 感じる。 そ 

れは 花や 月 其 他 一 切の 具象 世界の 餘 りに 取り止め 處 のない 賴り なさで ある C 何處 をつ かま へ る や 

う もない 泡^の 海に 溺れん とする 時に 私の 手に 觸れる ものが 理學の 論理的 系統で ある。 絕對的 安 

住の 世界が 得られない 迄 も、 せめて 相對 的の 確か さ を 科擧の 世界に 求めたい。 

かう いふ 意味で 私 は、 同じ やうな 不安と 要求 を もって 居る 多くの 人に、 理學の 系統の 中で も殊 

に アイ ン シ ュ クイ ンの 理論の 如き 優れた もの \ 研究 をす、 めたい。 多くの 入 は 一 見 乾燥な やうに 
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見える 抽象的 系統の 中に 花鳥風月の 美し さと は、 少し 種類の ちがった、 もう 少し 齒ご たへの ある 

美し さ を、 把握し ない 迄も少 くも 瞥見す る 事が 出来る だら うと 思 ふ。 (大正 十一 年 十二月、 改造) 
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雜  記 T) 


一 日 比 谷から 鶴 見へ 

夏の 或 朝 築地 迄 用が あって 電車で 出掛けた。 日 比 谷で 乘換 へる 時に 時計 を 見る と、 未だ 少し 象 

定の 時刻より 早 過ぎた から、 一寸 公園へ は ひって 見た。 秋草な どの ある 廣 場へ 出て 見る と、 カン 

ナゃ 朝貌が 人爭、 きそろ つて 綺麗だった。 いつもと はちがつて 其 時 は 人影と いふ ものが 殆ど 見えな く 

て、 唯 片隅の ベンチに 印半纏の 男が 一人 ねそべって 居る だけであった。 木立の 向 ふに はいろ いろ 

の 色彩 をし た 建築 がまと もに 朝の 光 を 浴びて 華やかに 輝いて 居た。 

こんなに 人出の 少な いのは 時刻の せゐ だら うが、 此れなら、 いっか 其內に スケッチ でも 描きに 

來る とい、 とい ふ氣 がした。 
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四 五日た つてから、 或 朝裔發 して 早 起して、 電車が 通 ひ 始める と 檜 具 箱 を 提げて 出かけた。 何 

年ぶり かで 久し振りに 割引 電車 の 赤い 切符 を 手 に し た 時 に、 それが 自分の 健 厳 の 囘復を 意味す る 

シム ボルの やうな 氣 がした。 御堀 端に か、 つた 時に、 桃色の 曙光に 染められた 千代 田 城の 櫓の 白 

壁 を 見ても そんな 氣 がした。 

日 比 谷で 下りて 公園の 入口 を 見やった 時に、 此れ はいけ ない と 思った。 ねく たれた 寢衣を 着 流 

したやうな 人の 行列が ぞろぞろ あの 狹ぃ 人口 を 流れ込んで 居た。 草花の ある 廣場 へ は ひって 見る 

といよ いよ 失望し なければ ならなかった。 齒磨 楊枝 をく はへ た 人、 犬 を ひつばつて 居る 人、 寫眞 

機 を あちらこちらに 持ち 廻つ て 勝手に 苦しんで 居る 人、 それ 等の 人の 觀察 を享樂 して 居る らし. い 

人、 さう いふ 人達で 此の 美しい 朝の 廣場 はすつ かり 占領され て 居た。 眞 中の 芝生に 鶴が 一羽 歩い 

て 居る の を 小さな 黑 犬が 一疋 吠えつ いて 居た。 

最も 呑氣 さう に 見える ベ き 害の 此 等の 人達が 今日の 私の 服に は 妙に ものものしい 行列の やうに 

見えた。 大 劇場の プ ロム ナ— ドを 練り歩く 人の 群の やうな 氣 がした。 そして の 中に 「閑な 人」 

程 恐ろしい もの はない とい ふ氣 がした。 自分が 矢 張 其 一 人で ある 事な ど は 忘れて しまって。 

裏の 方の 芝地へ 廻って 見ても 同様であった。 裁判所 だか 海軍省 だかの 谏瓦を 背景に した、 まだ 
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短夜の 眠りの さめ 切らぬ やうな 柳の 梢に 强ぃ畫 趣の 誘惑 を 感じた ので、 餘程思 ひ 切って 畫架を 立 

てようかと 思つ て 居る と、 もう 其 處らを 歩いて 居る 人が 意地 惡く 此方 へ 足 を 向け 始める やうな 氣 

がする。 ゴ ー ゴルか 誰かの 小品で 讀ん だ、 パンの 中から 出た 鼻の 捨場 所を搜 して うろついて 歩い 

て 居る 男の 心 持 を 想 ひ 出した。 

あきらめて 東京 驛 から 鶴 見 行の 切符 を 買った。 此の 電車の 乘客は 僅で あつたが、 其 中で 一 人 可 

也の 老人で 寢 衣の やうな もの を 着て 風呂敷 包 を さげた のが、 乘 つたと 思 ふともう すぐに 有樂 町で 

下りた。 此れ はどうい ふ譯 だか 私に は 不思議に 思 はれた。 事によると 此の 人 は 東京 驛 員で 昨夜 當 

直 をした のが 今朝 有 樂町邊 の 宿へ 歸 つて 行く ので はない かとい ふ 假說を こしら へ て 見た。 さう 云 

へ ば 新橋で 下りる 人 も 可也あった。 此れ もどう いふ 人達 か 見當が 付かな い。 

汚ない なり をした、 眼の しょ ぼしょ ぼした 干からびた 婆さんと、 其 孫 かと も 見える 二十歳 位の- 

大きな 風呂敷 包の 荷 を さげた、 手拭 浴衣の 襦袢 を 着た 男が 乘 つて 居た。 話の 様子で 察して 見る と- 

誰か 此の 老婆の 身近い 人が、 川 崎邊の 病院に でも は ひって 居て、 それが 危篤に でも 迫って 居 るら 

雜 しい。 間に合 ふか どうか を氣 にして 居る の を、 男が いろいろに 力 をつ けて 慰めて にも 居る らし か 

-f つた。 かう いふ 老婆 を 見る と、 如何にも 弱々 しく 見える 一方で は、 义， 水い 間 世の中の あらゆる 辛 
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苦に 鍊 へ 上げられて、 自分な どが とても 脚下に もよりつ かれな い 程 强ぃ健 氣な處 が ある やうに 思 

はれて 來る。 そして それが 氣の 毒な と い ふより は 寧ろ 羨まし いやうな 氣の する 時がない でもな い。 

鶴 見で 下りた もの 、全く あてなし であった、 うしろの 丘 へ でも 上ったら 何處 かものに なる だら 

うと 思って、 い、 加減に 坂道 を 求めて 登って 行った。 風が 少しもなくて、 薄い 朝靄 を 透して 橫か 

ら 照り付ける 日光に は 帽子の 緣は 役に立たぬ ものである。 坂 を 上り つめる と廣ぃ 新開 道が あった。 

少し あるく と 道 は 突然 中斷 されて、 深い 湖 割が 道と 直角に 丘の 胴中 を 切り 拔 いて 居た。 向 ふに 見 

える 大きな 寺が 多分 總持 寺と いふの だら う G 

松林の 中に 屋根 だけ 文化 式の 赤 瓦の 小さな 家の 群があった。 そこらに おむつが 干したり して あ 

るが、 それでも 何處か オルガンの 音が 聞え て 居た。 

未だ 見た 事の ない 總持 寺の 境 內へは ひって 見た。 左の 岡の 中腹に 妙な 記念碑の やうな ものが い 

くつ も 立って 居る のが、 どうい ふ 意味 だか 分らない。 分らない が 非常に 變な氣 持を與 へる もので 

ある。 

暑くな つたから 門內の 池の 傍の ベ ンチで 休んだ。 ベ ンチに 大きな 天 保錢の 形が くっつけて ある。 

此れ は 所謂 天保錢 主義と 稱 する 主義の 宜傳 の爲に 此處に 寄附され たもの らし い。 
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繪 でも 描く やうな 心 持が さつば りなくな つてし まった ので、 總持寺 見物の つもりで 奥へ は ひつ 

て 行った。 花崗 石の 板 を 贅澤に 張りつ めた ゆるい 傾斜 を 上りつ める と、 突き あたりに 指 鉢の やう 

な 池の 岸に 出た。 其處に 新聞 縱覺 所と いふ 札の か、 つた 妙な 家が ある。 一方に は 自動車 道と いふ 

大きな 立札 も ある C 其處に 立って 境內を 見渡した 時に 私 は 嘗て 經驗 した 覺ぇ のない 奇妙な 感じに 

襲 はれた。 

つい 近頃 友人のう ちで ケムプ H ルが n 本の 事 を 書いた 書物の 插^ を 見た 中に、 京都の 淸水か 何 

處 かの 景と稱 する ものが あった C 其繪の 景色に は、 普通 日 仁人の 頭に ある 京都と いふ もの は 少し 

も 出て 居なくて、 冽へば チベット か トル キス タン あたりの 何處 かに ありさうな、 荒涼な、 陰慘 な- 

そして 乾き 切った 土地の 高みの 一 角に、 「屋根の ある 棺柩， 一とで も 云 ひたい やうな 建物が ぼつ ほつ 

並んで 居る。 そして 矢 張 干からびた 木乃伊の やうな 人物が 點 在して 居る。 何と 云って い、 か 分ら 

ない が、 妙に きらきら 明るくて 居て、 それで 陰氣 なお どろお どろし い 景色で ある。 <lisi 一一 ill とか 

-.,ir<l とか 何 かしら そんな 一一 =n 葉で、 もっと 適切な 形容詞が ありさう で 想 ひ 出せない") 

總持 寺の 應大な 建築 や 記念碑 を 見廻した 時に 私 を 襲った 感じが、 どうい ふ もの か 此の ケムプ ェ 

ル の 插繪の 感じと 非常によ く 似て 居た。 
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指 鉢 形の 凹地の 底に 淀んだ 池 も 私に は 可也 ダ ル 1 ミ， I な ものに 見えた。 池の 中島に ほうけ 立つ 

た 草 もさう であった。 汀から 岸の 頂 迄斜に 渡した コ ンクリ I トの 細長い 建造物 も 何の ：！： 的と も 私 

に は 分らな いだけ に 更に さう い ふ 感じ を 助長した。 

すっと 裏の 松林の 斜面 を 登って 行く と、 思 ひがけな く 道路に 出た。 其處に 名高い 花 月 園 とい ふ 

もの、 んロ があった。 どんなに か 美しい 害の こん もりした 溪 間に、 ゴタ ゴタと 妙な 家の こけら 葺 

の 屋根が 窮屈 さう に 押しあって 居る の を 見下して、 成程 かう した 處 かと 思った。 

西の方へ 少し 行く と、 はじめて 自然の 野が あって 畑に は 農 失が 働いて 居た。 しかし 一方 を 見る 

と、 大きな ぺ ンキ 塗の 天狗の 姿が 崖の 上 に^えて 居る のに 少 からす 脅かされた。 

歸 りの 電車 はノ ル マル に 込んで 居た。 並んで 立って 居た 若い 會 社員 風の 一 一人 速が 話して 居る の 

を、 聞く ともなく 聞いて 居る と、 朝 同じ 時刻に 乘る 人が みんな それぞれ 乘り 込む 車の 位 ザに に自 

ら きまりが あると 見えて、 同じ 顏が 同じ 處 にいつ でも 寄り合 ふやう だと 云って 居た。 さう かも 知 

れ ない。 併し 同じ 顏を昆 た 時の 印象が、 見なかった 時の 印象 を 掩蔽して さう 思 はせ るの かも 知れ 

な い。 

品 川から 上野 行 は墟の やうに 空いて 居た。 向 側に 小間物で も 行商す るら し い 中年 女が 乘っ て、 
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大きな 荷物に もたれて 斷 えす 居眠り をして 居た。 浴衣の 膝頭に 指頭 犬の 穴が あ いたの を 丹念に 繕 

つたの が 眼に ついた。 汚れた 白 足袋の 拇指の 破れ も 同じ 物語 を 語って 居た。 

相場師 か 請負師と でもい つた やうな 男が 二人、 云 ひ 合せた やうに 同じ 服装 をして、 同じ 折 かば 

んを 膝の 上に 立てたり 倒したり しながら 大きな 聲で 話して 居た。 四萬圓 とか、 ー萬评 とか、 靑島 

とか、 橫&、 賀 とか い ふ 言葉が 聞こえた 時に 私の 頭に はどうい ふ もの かさつ き 見た 總持 寺の 幻影が 

叉 蘇って 来た。 

兵隊が 一 一 三 人 鐵砲を 持つ て は ひつ て來 た。 銃口に はめた 眞鍮の 蓋 の やうな もの を 注意し て 見て 

居る 内に、 自分が 中學 生のと き、 H ムヒ ー ル 銑に 鉛 玉 を 込めて 射的 を やった 事 を 想 ひ 出した。 單 

純に 射的 を やる 道具と して 見た 時に 鐵砲 は氣 持の い 、ものである。 併し 此れが 人 を 殺す 爲の 道具 

だと 思って 見る と、 白晝 此れ を 電車の 中に 持ち込んで、 誰も 咎める 人の ない のみなら す、 何の 注 

意す らも 舉 かないの が 不思議な やうに も 思 はれた。 

結局 搶は 一 枚 も 描かないで 疲れ切って 歸 つて 来たので あった。 しかし ケムプ H ルの 插鎗の 中に 

ある 日本 を 思 ひがけな ぃ處で 見付け出し ただけ は 此の 日の 拾 ひ 物であった。 
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二 稚 樂 

友人の 紹介に よって、 始めて 稚樂の 演奏と いふ もの を 見聞す る 機會を 得た。 

それ は 美し い 秋 1? の CM であった が、 丁度 招魂 社の 祭 禮か何 かの 當 n で、， 込 見附の あたり も 人 

出が 多く、 何とな しに うら、 かに 賑 はって 居た。 會 場の 入口に は 自動車 や 人力が 群がって、 西洋 

人 や、 立派な 服装 をした 人達が 流れ込んで 居た。 玄關 から 狭い 廊下 をく  つて 案內 された 座席 は 

舞臺 の眞 正面であった。 知つ て 居る 人の 顏が其 處らの あちこちに 見えた， J 

獨 立な 屋根 を もった 舞蹇の 三方 を 迥廊の 様な 聽衆觀 客席が 取り 園んで、 それと 舞臺 との 間に 溝 

渠の樣 な 白洲が、 此れ も 矢 張 客席に なって 居る。 週廊の 席と 白洲との 間に 昔 は 可也 明白な 階級の 

がた つた もので あらう と 思 はれた。 自分 の 案內さ れ たの は 恐ら く 昔なら ば 殿上人の 席 かも 知 

れ ない。 さう 云へば 一番 前列の 椅子 は 悉く 西洋人が 占めて 居て、 其 中の 一人の 婦人の 大きな 帽子 

が、 私の 席から 見る と 舞 臺の約 三分の 一位 は蔽 ふので あった。 此れ はは 界 中で いつも 問題になる 

事で あるが、 殊に あ、 いふ 翁 屈な 場所で は斷る 事に した 方が、 第一 其 婦人の 人 の爲に 却ってよ 

く はない かと 思 はれる。 
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一 段 高くな つて 居る 舞臺は 正方形で あるら し い。 四隅の 柱 をめ ぐって 廣ぃ緣 側の やうな ものが 

ある。 舞臺の 奥に 奏樂 者の 席の あるの は 能樂の 場合 も 同様で あるが、 正面に 立てた 屏風 は、 あれ 

が 方式 かもしれ ない が 私の 眼に は 餘り渾 然とした 感じ を與 へな い。 寧ろ 借りて 來 たやうな 氣 のす 

る ものである C 

烏帽子 直垂 とで も 云った やうな 服装 をした 樂 人達が 色々 の 樂器を もって 出て 來て、 あぐらをか 

いて 居な らんだ。 昔 明治 音樂界 などの 演奏 會で 見覺 えの ある 樂 人達の 顏を 認める 事が 出来た が、 

服装が 餘 りにちが つて 居る ので 不思議な 氣 がする のであった。 

始めに 管 終の 演奏が あった。 一春 鶯囀一 とい ふ大 曲の 一 部 だとい ふ 一入 破」、 次が 「胡飮 酒」、 

三番 目が 朗詠の 一 つ： たとい ふ 「新豐 一、 第 四が 漢の 高祖の 作 だとい ふ 「武 德樂」 であった。 

始めての 私に は此 等の 曲 や 旋律の 和聲 がみん な 殆んど 同じ もの、 やうに 聞え た。 物に 渗み 人る 

やうな 蕭の 音、 空へ 舞 ひ 上る やうな 蓽篥の 音、 へる やうな 横笛の 音が、 互に 人り 亂れ追 ひ驅け 

合 ひながら、 ゆるやかな 水の 流れ、 靜 かな 雲の 歩みの やうに つ v いて 行く。 其 背景の 前に 時た ま 

現 はれる 鳥 影 か 何ぞの やうに、 琴 や 琵琶の 殺 音が 投げ込まれる。 そして 花片の 散り 落ちる やうに、 

又 漏刻の 時 を 剣む やう に 羯， 鼓 の 音が 點 々を 打って 行く ので あ る。 
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此處が 聞き 處 つかま へ 處と思 はれる やうな 曲折 は 素人の 私に は 分らな い。 併し 其 處には 確に 樂 

の 中から 流れ出て 地と さと 人 の 胸と に 澄 透す る 或る 零 圍氣の やうな ものが ある。 此の 雰圍氣 は 今 

の 文化的 日本の 中で は 容易に 見出されな いもので、 唯 古い 古い 昔の 物語で も讀む 時に、 僅に 其 句 

だけ を 嗅ぐ 事の 出来る ものである。 

始め 西洋 音樂 でも 聞く やうな 積り で、 稍 緊張した 心 持で 聽 いて 居る 內に、 いっとな しに 此の 不 

思議な 尊 圍氣に 包み. 込まれて、 珍ら しく のんびりした 心 持に なった。 メロ ディな ど はどうで もよ 

かった。 唯 春の 日永の 殿上の 欄に もたれて 花 散る 庭で も 眺めて ゐる やうな 陶然と した 心 持に なつ 

た。 

凡ての 音樂 がさう であるか、 どうか、 私に は 分らない。 併し、 どうも 此の 管絞樂 とい ふ もの は- 

客觀的 分析 的 或は 批評 的に 聽 くべき ものではなくて、 唯 此の 音の 醸し出す 雰圍氣 の 中に 無意識に 

沒入 すべ きもの 、やうな 氣 がする。 さう する 事に よって 此の 音樂が 本當の 意味 を もつ やうな 氣が 

す る。 

此れが 雰圍氣 である 以上、 それに 一度 沒 入して しまへば、 もう 自覺 的に それ を 聞いて 居なくて 

もい、。 此の 空氣の 中で 私 は 食事 をし、 書物 をよ み、 又 六 かしい 數學の 問題 を考 へる 事 すら 可能 
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なやうな 氣 がする。 

レオナルド . ダ. ヴィ ンチ が畫を 描く 時に 隣室で 音樂を 奏でさせ たとい ふ 話が あるが、 此れ も 

勿論 唯 音樂の 雾圍氣 だけ を 要求した ものに 相違な い。 彼 は 恐ろしく 多面的な 忙 がし い 頭腦を もつ 

て 居た 人で ある。 時として は 彼の 神 經は千 筋に 分裂して、 其 凡ての 末端が いら 立って、 とても 落 

着いた 心 持に なれなかった ので は あるまい か。 さう いふ 時に 彼 は 音樂の 醸し出す 天上界の 雰圍氣 

に 包まれて、 それで 始めて 心の 集中 を 得た ので は あるまい か。 

此れ は 唯 何の 典據 のない 私 だけの 臆測で ある。 ^しそれ は いづれ にしても、 今の 苛立たしい 世 

の 中 を 今少し 落着け て、 人の 心 を 今少し 純な 集中に 導く 爲に は、 此の やうな 音樂も 存外 有效 では 

ないだら うか。 

此んな 事 を考へ る ともなく 考 へながら、 私の 心 はいつ か 遠い 吾々 の 祖先の 世に 遊んで 居た。 

朗詠の 歌の 詞は 「新豐 の 酒の 色 は 驟鹉盃 の 中に 淸 冷たり、 長樂の 歌の 聲は 鳳凰 管の 裏に 幽咽 

す， 一 とい ふの ださう であるが、 聞いて 居ても 中々 さう は 聞き とれない 程に ゆっくり 音 を 引延ばし 

搖. a させて 唱ふ。 そして 其 聲が實 際幽咽 するとで もい ふの か、 何處か 奥深い 御殿の すっと 奥の 方 

から 遙に 響いて 来る やうな 籠った 聲 である。 此れ は 歌 ふ 人が 口 を餘り 十分に 開かす、 脣も そんな 
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に 動かさす に、 口の 中で 歌って 居る せゐ かも 知れない、 始めの 獨唱 のとき は、 どの 人が 歌って 居 

るか、 一寸見て は 分らない やうであった。 

此れ も 恐らく 多く の 現代人 に は餘り に 消極的な 唱歌 の やうに 思 はれる かも 知れない。 若し さ う 

であれば、 それだけ 却って 必要な 解毒 劑 かも 知れな い。 

管 絲のプ ログ ラ ムが 終る と、 暫くの 休憩の 後に 舞樂が 始まった。 

一番 e: は 一， 贺殿」 とい ふので あった。 同じ 衣裳 をつ けた 舞 人が 四 人出て、 同じ やうな 舞 を まふ 

ので あるが、 此れ も 丁度 管 絲樂と 全く 同じ やうに 矢 張 一種の 雰圍 氣を隨 出す る 「運動の 音樂」 で 

ある やうに 思 はれた。 外の 各種の 舞踊に 表 はれる やうな 動的 H ネル ギ —の 表出はなくて、 凡てが 

靜 的な 線と 形の 律動で ある やうに 思 はれた。 

二番 目 の 一地 久」 とい ふの は、 矢 張 四 人で 舞 ふの だが、 此の 舞の 舞 人の 着けて 居る 假 面の 顔が 

餘程 妙な ものである。 一寸 惠比壽 に 似た やうな 處も あるが、 鼻が 烏天狗の 嘴の やうに 尖って 突出 

て 居る。 柹の 熟した やうな 色 をした 其 顔が、 さも さも 喜びに 堪 へない といった やうに、 心の 笑み 

を 絞り出した 表情 をして 居る。 此れが 生きて 居る 人の 本當の 顔なら ば、 恐らく 一分 間 或は 三十 秒 

間 も に 持續す る 事 は 困難 だら う と 思 はれる 表 を 何時 迄 も 持續し て 舞 ふので ある。 此れ は 舞 
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樂に 限らない 事で あらう が、 此れ だけの 事で も 其處に 一種の 空 氣が 出て くる。 尤も 不思議な 事に、 

假 面の 顔と いふ もの は、 永く 見て 居る と、 それが 色々 に 動き 變 はる やうな 錯覺を 生じる もの だが、 

此の 場合で も 矢 張 それが ある。 音樂と 運動の 律動に つれて、 此の 笑顔に も 一種の 律動 的變 化を感 

じる 事が 出來 る。  - 

W 色の 顏と 萌黄色の 衣裳の 配合 も 特殊な 感じ を與 へる。 頭に 冠った 鳥 冠の 額に、 前 立の やうに 

着けた 鳥の 頭部の やうな もの も 不思議な 感じ を 高めた。 私 は 此の 面の 顔の 表情に、 何處か 西洋 畫 

で 見る パ ン の 神の それに 共通な ものが ある やうな 氣 がして ならなかった。 

三番 目 は 「蘇 莫者」 とい ふので ある。 何と 讀む のか、 プ ログ ラムに 假名 付けが ないから 分らな 

い。 說明 書に よると 此の 曲 は 元と 天竺の 樂で、 舞 は 本朝で 作った とのこと である。 蘇莫 者の 事 は 

六 波 羅密經 に 詳しく 書いて ある。 聖德 太子が 四十 三 歳の 時に 信 貴 山で 洞箫を 吹いて 居たら、 山 神 

が 感に堪 へ なくなって 出現して 舞うた、 其 姿に よって 此の 舞 を 作つ て 伶人に 舞 はしめ たと ある。 

始めに、 多分 聖德^ 子 を 代表して ゐる らしい 衣冠の 人が 出て 來て、 舞臺の 横に 立って 笛 を 吹く。 

しばらく すると 山： t が 出て 來て舞 ひ 始める。 おどろな 灰 褐色の 髮の 下に 眞黑な 小粒な 顏が のぞい 

5 

てゐ る。 色が餘 りに 黑 いのと 距離が 遠い のとで、 顔の 表情な ど は遣憾 ながら 分らない。 片手に 何 3 


か 短い 棒の やうな もの を 固く 握って 居る が、 此れ も 何で あるか 分らなかった。 併し 私に は それ は 

どうで もよ い。 面白 いのは 其 運動で ある。 頭の 上で 近付けた 兩手を 急速に 左右に 離して さ 中に 圓 

を 描く やうな 運動、 何 かもの を 跨ぎ 越える やうな 運動、 何もの かに 狙 ひ 寄る やうな 運動、 さう い 

ふやうな 不思議な 運動が 幾遍 となく 繰り返された。 

前の 二種の 舞が 如何にも ゆるやかな、 のんびり とした もので あつたのに 反して、 此の 蘇莫 者に 

は何處 かもう 少し 迫った 感情の やうな ものが 出て 居る。 それ は 畢竟 運動の 速度、 從 つて H ネル ギ 

1 の 差から 起る もの かも 知れない が、 それば かりで なく、 此の 舞 人の 擧動 自身に 何 かしら 或る 感 

情の 返 迫 を 暗示す る ものが あるの かも 知れな い。 それが どう い ふ 感情で あるかと 問 はれる と 私に 

も 分らない が、 ^し 例 へ ば 或る 神性と 同時に 或る 狂暴 性 を 具 へ た 半神 半獸 的の ビ ー ィ ング の歡喜 

の 表現 だと 思って 見る と、 さう 思へ ない 事 はない。 

私 は 遠い 神代の 我が 大 八洲の 國々 の 山 や 森が、 かう いふ 神祕 的な ビ ー ィ ング によって 棲 はれて 

居た と 想像して 見た。 さう して 自分が 其 等の ビ ー イングの 正統な 子孫で あると 考 へて 見た。 さう 

思 ふ 事に よって 此 の國土 に 對す る自分 の愛着 の感愦は^？し て も滅り はしない や うな 氣 がす る。 

最後に 「長慶 子， 一 とい ふ 曲 を 奏した。 慶祝の 意 を 表 はした もので、 參會の 諸 員 退出の 時に 此れ 
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を 奏すと 說明 書に あつたが、 その 爲か、 奏樂 中に がたがた 席 を 立つ 人が 辏々 出て 来た。 

近頃に な ぃ舒び やかな 心 持に なって 門 を 出たら、 長閑な 小卷の 日影が もう 可也 西に 傾いて 居た。 

三 ノ  I ベル • フ ラ ィ ズ 

或 夜い つもの やうに 仕事 をして 居る と 電話が か、 つて 來た。 某 新聞社から だとい ふ。 何事 かと 

思って 出て 見る と、 國際 電報 によって 昨年度と 今年度 のノ— ベ ル 賞金 の 受賞者 の 名前 の 報知 が屆 

いた、 其 一人 は アイ ンシ ユタ インで、 もう 一人 はコ ー ベン ハ— ゲンの 二 ー ルス . ボ ー ァと いふ 人 

ださう だが、 此の ボ ー ァと いふ 人 はー體 どんな 人で どうい ふ 仕事 をした 人 かとい ふので ある。 私 

はなる ベ く簡單 に 自分の， 5 つてる 耍點 だけ を 話して 電話を切った。 そして やりかけた 仕事に とり 

か、 ると 又 電話が か k つた。 今度 は 別の 新聞社から 同じ 事の 問合せであった。 ボ I 了 を まちがへ 

てボ ー ルポ I ァ と 云って 居る のが 氣 になる ので、 それだけ は 訂正して おいた。 

ボ I ァ の 理論の 始めて 發 表された の は 一 九 一 三年であった から、 もう 丁度 一 と 昔 前の 事で ある。 

雑 其說 はすぐ に 我 邦の 専門家の 間に も傳 へられ、 考究され、 紹介され、 應用 もされて 居た。 今日 物 

f 理學に 舆味を もつ 人で ボ ー ァの 名前と 其 仕事の 一般 を 知らない 人 は 恐らく 一人 もない 害で ある。 
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處が 此れ程 専門家の 目に は顯 著な 人物の 名前が 一世 間」 とい ふ もの、 人名簿に は 今日と いふべ r 

日 迄何處 にも かいてなかった。 それが ノ  —ベ ル 賞の 光環 を 頂いて 突然 天から 降って 来た 天使の や 

うに 今 「世間」 の 面前に 立って 居る" 十 年 前に 出現した 新星の 光が 今 漸く 地球に： iS いたやうな も 

ので ある。 

それ 程に 科學 者の 世界 は 世間 を 離れて 居る。 併し 其お かげで 學者は 心靜に 落着いて 各自の 硏究 

に 浚 頭して 居られる のか も 知れない。 

近頃 彼 地で ボ ー ァに會 つて 歸 つて 來た灰 人の 話に よると、 此の 未だ 若い 學者 は、 何處か 近い 出 

舍に 小さな 別莊の やうな もの を 有って 居て、 収の ある； 母に 共處へ 行く、 さう して 平和な 周 圍と新 

鮮 な空氣 の 中に 想 を 練りべ ンを使 ふ、 どうかす ると 芝生の 上に. M 轉 がって 他所：：： に は ぼんやり 雲 

を 眺めて 居る さう である。 さう い ふ 時に 彼の 頭に は 色々 の獨創 的な 考の K 子が 浮んで 來る のらし 

イデ一 

い。  彼 はさう いふ 考を *5 き 止めて おいて は、 それ を 丁寧に 保存し 整理して は 追究して 行く さう で 

ある。 如何にも 此の 人に ふさ はしい やり方 だと 思 ふ C 過去の 仕事の カタ a グを 製したり する より 

は、 寧ろ 未来の 仕事の 種子の 整理に 骨折って 居る らしい のが、 常に 進取 的な 此の 人の 面目 をよ く 

表 はして 居て 面白い と 田 i ふ。 


318 


此の やうに して こそ、 彼の やうな 學者は 本當の 仕事と いふ ものが 出來 るので は あるまい か。 實 

に 羨ましい 境遇 だと 思 はねば ならない。 

日本に 限らす 何處 でも 一 體に學 者と いふ もの は 世間から 尊重され な いもの だと 云 ふ說が ある。 

此の 尊重と いふ 文字の 意味が 問題になる。  ， 

昔 は 鬼に 角 今日で は 我 邦です らも 科學 とい ふ もの 、功利的 價値 は、 理解され たとい ふより 寧ろ 

無理解に 世間で 唱道され て 居る。 其當然 の 結果と して 科學者 はさう いふ 意味で 尊重され て 居る。 

從っ て 科 學者は 自分の 研究 以外の 事で 常に 忙 がし い 想 をす る やうに 餘 儀な くされる G 

科學 者と して は、 世間に 對 する 自分の 義務と して、 出來 得る 限り は、 世間からの 要求に 應 じな 

ければ ならない と考 へる 人 は、 寧ろ 多數 であらう。 さう 考 へる 以上 は、 場合によって は 自分の 犬 

事な 研究 時間 を 隨分思 切つ て 割いても 世間の 要求に 應 じる 爲に忙 がし い 想 をし、 從 つて それだけ 

の 心の H ネル ギ I を餘 計に 消磨 させなければ ならない。 

此れ は 止む を 得な い 事 かも 知れな い。 そして；；^ はさう い ふ學 者の 犠牲的 精神に 尊敬 を 拂ふ事 を 

K 忘れない つもりで ある。 

雜  - 

S 併し 學 者と 此れに 對 する 世間と から 全く 飛び離れた 第三者の 位置に 立って 見る と、 此れ は 世間 
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と い ふ ものが 本 當に舉 者 を 尊重し 學 術の 進歩 を期圖 する 方法で はな いやうな 氣 がする。 場合によ 

つて は 寧ろ 舉者を 濫用し 科學の 進歩 を 妨げる やうな 結 ra^ になる 事が な いと は 限らな いやう に 思 ふ。 

此れ は 餘程愼 重に 考 へ て 見なければ ならな い 可也 大事な 問題で ある。 

學 者の 中に も 科 學の應 用に 興味 を 有ち、 其方 面に 特別の 天賦 を 具へ て 居る 人が ある。 又 一 方で 

は 純理 的の 興味から 原理 や 事實の 探究に のみ 耽る 人 も ある。 中には 兩 方面 を； W せて 豐 富に 有って 

居る 多能な 人 もないで はな い。 

ボ I ァ の 如き は 寧ろ 此の 第一 一の タイプ の擧 者で ある やうに 思 はれる。 從っ て 世間から うるさく 

取りす がられ 驅 使され る 事な しに、 そっとして 構 はないで おいて 貰 ふ 事に 最大の 幸福 を感す るた 

ちの 人で はなから うかと 想像され る。 かう いふ 型の 學 者が あると すれば、 それ を 世間が 本當に 尊- 

重す るつ もりなら、  矢 張 はたから 構 はないで 自由に 芝生に 寢轉 がって 雲 を 眺めさせて く 方が 一 ， 

番ぃ、 だら うと 思 ふ。  • 

さう 云へば アイ ンシュ タインな ども 本 來は矢 張 さう いふ 型の 學 者の やうに 私に は 思 はれる。 處 

が 幸か不幸か 彼 も數年 前から 世間の 眼の 前に 押し出された。 その 爲に 人の よく 知る 通り 恐ろしく 一 

忙 がしい からだに なって しまった。 尤も 彼 自身 は それ を 自分の 樂し い 義務の やうに 考へ て 居る か 
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の やうに 見える。 そして 少しの 厭な 顏 もしないで 誰でもの 要求 を滿 足させる 爲に 忙殺されて 居る 

やうに 見える。 此れ は 美しい 事で ある。 

併し 純粹に 科學の 進歩と い ふ 事 だけ を 第 一 義 とする 立場から い ふと 此れ は 少し アイ ン シ ュ タイ 

ンに氣 の 毒な やうな 氣も する。 もう 少し 心と からだの 安息 を與 へて、 思 ひの ま、 に 彼の 欲する 仕 

事に 沒頭 させた 方が、 却って 本當に 此の 稀 有な 偉人 を 尊重す る 所以で も あり、 同時に 世界人 類の 

眞の 利益 を圖る 所以に もな り はしまい か。 此れ も考へ ものである。 

今度の ノ I ベ ル • ブライズの 爲に 不意 打 を くらった 世間が 例の やうに 無遠慮に 無作法に 彼の ボ 

1 ァの靜 な 刖墅を 襲撃して、 カメラ を 向けたり、 書齋の 敷物 を マグネシウムの 灰で 汚したり、 美 

し い 芝生 を 踏み 暴したり して、 假令 一 時な りと も 此の 有爲な 頭の 安靜を かき 亂す やうな 事が あり 

はしない かとい ふやうな 氣 がする。 そんな 事が ありさう である。 そして さう あって は 困る と 思 ふ- 

併し 當人は 存外 平氣で 笑つ て 居る かも 知れな い。 

若し 誰か V 力 ントを 引ば り 出して 寄席の 高座から 彼の クリテ イク を 講演 させた としたら どうで 

t あったらう。 それ は 少しも 可笑しく はない かも 知れない、 非常に 結構な 事で は あらう が、 併し そ 

ff れがカ ント に氣の 毒な やうな 氣の する だけ は 確で ある。 
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私 は 唯 何とい ふ 理窟な しに ボ I ァ の內面 生活 を 想像して 羨ましく 又 ゆかしく 思つ て 居た。 そし 

て 其 やうな 生活が 何時 迄 も 妨げられ すに 平 靜に繽 いて 行って、 其 行末 永い 途上に 美しい 研究の 花 

ゃ實を 奮す 事 を 期 望して 居る。 (大： ま 十二 年  一！ 《  、中央 公論)  . 

四 切符の 狭 穴 

日 比 (へ：； 止まりの 電車が 帝劇の 前で 止まった。 前の 方の 線路 を 見る とそ こから 日 比 谷 迄 十 數臺も 

續 いて 停車して 居る。 乘 客はゾ ロゾ 口下り 始めた が、 私 は ゆっくり 腰 を かけて 居た。 すると 私の 

服の 前で 車掌が 乘 客の 一人と 何 かしら 押 問答 を 始めた。 切符の 狭 穴が ちがって 居る とい ふので あ 

る 0 

此の 乘客は 三十 前後の 色の 白い 立派な 男で ある。 パ ナ マら しい 帽子に アルパカの 上衣 を 着て 細 

身の ステッキ を さげて 居る。 小さな 聲で穩 に 何 か 云って 居た が、 結局 別に 新しい 切符 を 出して 車 

掌に 渡さう とした。 

一 一人の 車掌が 詰め寄る やうな 勢 を 示して 聲高 にもの を 云って 居た。 「誤魔化さ うと 思つ たんで 

すか、 さ うぢ やないで すか。 サァ、 どっちで すか、 ハツ キリ 云って 下さい c」 
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若い 男 は 存外 顔色 も變 へないで、 靜に 伏目 勝に 何 か 云 ひながら、 新しい 切符 を 差し出して 居た。 

車掌 は それ を 受取ら うと もしないで  . 

「サ ァ、 どっちです。 ：：•• 車掌 は 馬鹿 ぢ やありません よ」 と lai しった。 

私 は 何だか 不愉快であった からすぐ に 立って 車 を 下りた。 

あの 若い 立派な 男が 僅に 一 枚の 切符の 爲に 自分の 魂を賣 らうと は 私に は 思 ひにくかった。 しか 

しそれ はどう だか 分らな い 事で ある。 

それにしても 私 は 此の 場面に 於け る 車掌の 態度 を甚 しく 不愉快に 感じた。 假令 相手の 乘 客が 不 

正 行 爲を敢 てしたと いふ 證據 らしい ものが 餘程 迄に 具備して 居た にしても、 人の 弱點を 捕へ て 勝 

ち 誇った やうな 驕慢な 獰惡な 態度 は 醜い 厭な 感じし か傍觀 して 居る 私に は與 へなかった。 まして 

それが 萬 一 不正でなくて 何 かの 誤謬 か 過失から 起った 事で あったら 果して どうで あらう。， 若しも 

時代と 場所が ちがって 居て、 人が 自分の 生命に 賭けても Honour を 守る やうな 場合で あったら 

此れ は 唯で はすみ さう もな い。 

こんな 事を考 へて 暑い 日の 暑 苦 しい 心 持 を 更に 增 したので あった。 

それから 四 五日 經 つての 事で ある。 私 は Z 町 迄 用が あって 日盛りの 時刻に 出掛けて 行った 0 耳 
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町で 乘 つた 電車 は 殆んど がら 明きの やうに 穴ェ いて 居た。 五十 綫札を 出して 往復 を 二 枚 買った。 そ 

して パ ンチを 入れた 分 を 割き 取って 左手の 指先で つまんだ 儘で 乘 つて 行った。 乘 つて 行く うちに、 

其 朝 やりかけて 居た 仕事の つに きを 考へ はじめて、 頭の 中 はやが て それで 一杯に なった。 さう い 

ふ 時に 私の 惡ぃ 癖で、 何 かしら 手に 持って 居る もの を 無意識に いぢる、 此の 時 は 左の 手の指 先で 

切符の 鉄 穴の 處を矢 張 無意識に いぢって 居た ので ある。 此れ はどうい ふ譯 だか 分らない が、 例へ 

ば 盲人が 暗算 を やる 時に 無意識に 指先 を ふる はして 居る と いくらか 似た 事 かも 知れない。 

Z 町の 停留 場で 下りよう として 切符 を 渡す と、 其れ を あらためた 車掌が、 更にもう 一 つ パンチ 

を 人れ て それと 見較べて 「此れ はちが ひます、 # のより は 穴が 大きい」 と 云った。 私は當 惑した „ 

「でも、 さっき 君が 自分で 切った ばかりで はない か」 こんな 證據 にもなら ない 事 を 云って 見た。 

切り立て の 鋏 穴は圓 形から 直角の 扇形 を 取りの けた 恰好 をして 居る。 私の 指先で もみ 擴 げられ 

た 穴に も 其 形の 痕跡 だけ はちゃん と殘 つて 居る が、 穴の 直徑が 二三 割 位 は 大きくな つて、 穴の 周 

邊が 毛ば 立ち 汚れて 居る。 

もう 一人の 車掌 もやって 來て、 同じ 切符に もう 一つの 穴 を あけ.^ 「私の はこれ ですからね」 

と 云って 私の 眼の 前に それ を 突きつ けた。 三つの 穴が 私 を 脅かす やうに 見えた。 


324 


記雜 


代りの 切符 をもう 一枚 出して 下ろして 貰った 方が 簡單 だと は 思った。 が、 其 時の 私の 腹の 蟲の 

居所が 餘程惡 かった と 見えて、 どうも さう いふ あっさりした 氣 になれ なかった。 別の 切符 を 出す 

の はつ まり 自分の 無 實の罪 を 承認す る 事になる やうな 氣 がした ので、 私 は 其儘默 つて 車 を 下りて 

しまった。 車掌 は踏臺 から 乘り 出す やうに して、 一寸 首をかしげて 右の 手で もの を 捧げる やうな 

手つき をしながら 「もう 一 枚 頂き ませう」 と 云って 一一 ャ 二 ャ した。 

下り立った 街路からの 暑い 反射光の 影響 もあった らうし、 朝からの 胃 や 頭の 工合の 效果も あつ 

たか も 知れない が、 兎に角 此の 車掌の 特殊な 笑顏を 見た 時に 私の 全身の 血が 一 時に 頭の 方へ 驅け 

上る やうな 氣 がした。 そして 思 ひ 返す 間の ない うちに 

「それ ぢゃ あ、 交番へ 来て くれ 玉へ」 とつい こんな 事 を 云って しまった。 交番 はすぐ 眼の に 

あった。 公平な 第三者 を かりなければ 御 互の 水掛 論で はとても 始末が 着かない と 思った ので ある „ 

車掌 は 「ェ H、 參 ります よ、 參 ります とも、 いくらでも 參 ります よ」 とさう 云って 私に ついて 來 

た 0 

警官 は 私 等 二人の 簡單な 陳述 を 聞いて 居る 內に、 交番に 電話が か \ つて 来た。 警官 は それ を 聞 

きながら 白墨で 腰掛の やうな 處へ何 か 書き止めて 居た。 中々 忙が しさう である。 私 は 少し 氣の毒 


325 


になって 來た。 

警 {R は 電車 を 待た さない 爲に 車掌の 姓名 を 自署 さしてす ぐに 歸 へした。 それから 私に 「资方 御 

いそぎで すか」 と 聞いた。 私 は 此の 警官に 對 して 何となくい、 感じ を懷 くと 同時に 自分の 輕 率な 

行爲を 恥ぢる 心が 可也に 強く 起った。 

此處で 自白し なければ ならない 事 は、 私 等が 交番へ は ひると 同時に、 私 は 慕 口の 中から 自分の 

公用の 名刺 を 出して 警官に 差 出した 事で ある。 事柄の 落着 を 出来るだけ 速に する に は 共 方が い 、 

と 思って した 事で は あるが、 後で 考 へて 見る と、 此れ は 愚な そして 卑怯な 事に 相逮 なかった。 そ 

して 此の上 もない 恥噪 しな 所行であった が。 それだけ 私の 頭が 均衡 を 失って 居た とい ふ 證據に は 

なる。 

警官の 話に よると 此の頃 電車で は 鋏 穴の 檢査を 特に 嚴重 にして 居る らし いとい ふ 事で ある。 そ 

して 車掌の 方で は 鉄 穴ば かり を 注目す るの だから 止む を 得な いとい ふので ある。 さう 云 はれて； 3- 

ると 私 は 一 言 もな い。  . 

其內に 電車 監督ら しい 人 が來 た。 かう いふ 事に 馴れ 5- つて 居る らしい 監督 は 極めて 愛想よ く 事 

件 を處理 した。 一決して 御客様 方の 人格 を 疑 ふやうな 譯 ではありません が、 此れ も 職務で 御座い 
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ますから どうか 悪しから す 御 勘 辨を願 ひます」 と 云 ふ。 かう 云 はれて 見る と 私 はます/ \- 弱って 

しま ふので あった。 私 は 恐縮して 監督と 警官と に 丁寧に 挨 後して 急いで 其 處を立 去った。 別の 切 

符は 結局 渡さなかった ので ある。 

仕 合せな 事に は、 かう いふ 場合に 必然な 人だかり は 少しもし なかった。 それで 私が 今 こんな 事 

を 書かなければ、 私の 此の 過失 は關係 者の 外に は 傅 はらないで 濟む かも 知れない。 

私 は 其 日 宅へ 歸 つてから、 私に は 珍ら しい 此の 經驗を 家族に 話した。 すると 家族の 一人 は 次の 

やうな 類例 を 持ち出して 更に さ 談に花 を i< かせた。  _ 

此の間 子供 等 大勢で 電車に 乘 つた 時に 囘數 切符 を 出して 六 枚と か 七 枚と かに 鋏 を 入れさせた。 

そして 下車す る 時に うっかり 間違へ て 鋏 を 入れない の を 一 一三 枚 交ぜて 切って 渡したら し い。 それ 

で 手許に は それだけ 鋏の 入った のが 殘 つて 居た 譯 である。 さう とも 知らす 次に 乘 車した 時に うつ 

かり 切符 を 渡す と 此れ は 狭が 人って 居ます よと 注意され て 甚だき まりの 惡ぃ思 ひ をした さう であ 

る。 其 時の 車掌 は 事柄 を 全く ビジネス として 取扱った からま だよ かった が、 隣に 坐って 居た 人が 

妙に ニヤ ニヤして 居た と. いふ 事で ある。 

此 の 場合 も 全然 乘客 の 方の 不注意 であって 車掌に 對 して は 一 言 の 云 ひ 分 もない。 
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電氣 局から 欽 穴の 撿 査を勵 行す る やうに 命令し 獎勵 すると すれば、 車掌が 此れ を 遂行す るの は 

當然の 事で ある。 そして 車掌の 人柄に より 乘 客の 種類に より 其處に 色々 の 場面が 出現す るの は當 

然の 事で ある。 

私 は 自分 の 落度 を 度外視し て 忠實な 車掌 を 責める や うな 氣も なければ、 電氣局 に 不平 を 持ち込 

まう と い ふやうな 考も 固より ない。 

併し 此の 自身の つまらぬ 失敗 は 他人の 參考 になる かも 知れない、 少 くも 私の やうに 切符の 鉄 穴 

を いぢって 擴げる やうな 惡ぃ 癖のある 人に は參考 になる。 同時に 又 電氣局 や 車掌 達に とっても、 

さう いふ 厄介な 癖 を 持った 乘 客が 存在 するとい ふ 事實を 知らせる だけの 役に は 立つ と 思 ふ。 

序ながら、 切り立ての 鋏 穴の 緣邊は 截然と して 角立って 居る が、 揉んで 擴 がった 穴の 周 圍は毛 

端 立って ぼやけ 或は 捲 くれて、 多少の 手垢 や 脂汗に 汚れて 居る。 それでも 多くの場合に 原形の 跡 

形 だけ は 止めて 居る。 それでもし 此の やうに 揉んだ 痕跡が あって、 しかも 穴の 大きさが 新しい 穴 

と 同じで あったら、 それ は 却っても との 穴が ちがった 狭に よって 穿 たれた もの だとい ふ證據 にな 

る 0 

私 はさう いふ 變 形した 铗 穴の 「標本」 を電氣 局で i 集して、 何 かの 機會に 車掌 達の 参考に 見せ 
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るの もい、 かも 知れない と 思 ふ。 何なら 蟲 眼鏡で 一 遍づ 、现 かせる の もい、 かも 知れない。 に 

もう 一 歩 を 進めるならば、 電車の 切符に つ いて 起り 得る 錯誤の あらゆる 場合 を 調査して 置く の も 

い、 かと 思 ふ。 不正な 動機から 起る もの \ 外に、 どれ だけ 色々 の 場合が あるか を 研究し 列擧 して -. 

車掌 達の 參考 に敎 へて おくの も惡 くない。 事柄が 人の 「額」 にか、 る 事で あるから、 此の 位の 手 

を 足す の も 惡くは あるまい。  _ 

車掌 も 乘客も 全く 事柄 を 物質的に 考 へる 事が 出来れば 簡單 であるが、 其處に 人間と しての 感情 

が は ひるから どうも 事が 六 かしくなる。 

物質 だけ を 取扱 ふ官衙 とちが つて、 單 なる 物質で ない 市民 乘 客と 云った やうな もの を 相手に す 一 

る 電氣局 は、 乘 客の 感情 迄考 へなければ ならす、 そして 局の 仕事が 市民に 及ぼす 精神的 效 もも j 

問題に しなければ ならない から 難儀で あらう。  一 

併し 此れ は 止む を 得な い 事で ある。 事柄 は 小さな やうで も 電車 切符の 穴 調べ も 遣り方に よって 

は 市民の 頭の 中に 或る もの をつ ぎ 込み、 其 中から 或る もの を 取り去る やうな 效果 がない と は 限ら 

維ない 0 

例へば 吾々 が 毎日 電車に 乘る 度に、 私が 日 比 谷で 見た やうな 場面 を 見せられる としたら どう だ 3 


らう。 恐らく 吾々 の 「感 M 美」 に對 する 感覺は R に 日に 麻摔 して 行き さう である。 

百 千年の 後に 輕 率な 史家が 春秋の 筆法 を K 似て、 東京 市民 を 一一 ヒリ ストの 思想に 導いた 責任者 

の 一 つと して 電氣 n5 を數 へる やうな 事が 全くない と は 限らない やうな 氣も する。 

十 幾年 前に 芬 蘭の 都へ ル シ ング フォ ルス へ 遊びに 行った 時に 私 を案內 して 歩いた あちらの 人が、 

から 白銅の やうな 形 をした 切符 を 出して、 車掌と いふ もの、 居ない 車掌 臺の 箱に 投げ込む の 

を 3- た。 つまらない 事 だが、 私が 今でも 此の 國 此の 都 を 想 ひ 出す 诗に 起る 何となく 美しい 快い 感 

じに は、 此の 些細な 事 も いくらか を 少せ與 して 居る やうに 思 ふ。 

諸國を 旅して 見ても 一 旦賣 つた 電車 切符 を 叉 取り F 、す やうな 國は 稀であった。 それで 私 は國々 

で乘 つた 電車 切符 を 記念に 集めて 持ち 歸る 事が 出来た。 此の 妙な 機 會に私 は 此れで 張り 交ぜの 昇 

風で も 作って 「人 を 盗賊と 思 はない 國々」 の 美しい 想 ひ 出に しょうかと 思って 居る。 

五 善 行 rn と 惡 行 日 

或る日 新閜を 見て 居る と 妙な 廣吿が 眼に ついた。 「サ ー モン デ ー」 と 大きな 字で 印刷して ある。 

何 かの 說敎 でも あるかと 思って よく 見る と、 それ は f^el.lnou でなくて Saliiiou  day であった。 
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鮭の 鐘 詰 を 食 ふ 日で、 卽ち其 鐘 詰の 廣吿の やうな ものと 判斷 された。 さう して それが 當日行 はれ 

た 所謂 「節約 デ IJ に W んだ もの だとい ふ 事に 氣が 付いた。 

鮭と 節約との 關係は 別問題と して、 私に は 此の 一節 約デ ー j とい ふ 文字 自身が 何となく 妙な 感 

じを與 へた。 其 感じ は 一寸 簡單 に說 明し 難い 種類の ものである。 其れ はつ まり 此れから 以下に 私 -- 

が 書かう とする 事 を 煎じ つ めた やうな 妙な も のであった。 

歳の 中の 或る 特定の 日 を 限って 一. 節約 デ ー」 を 設ける とい ふ 事 は、 從來の 多くの 日に は 節約 を 

して 居ない か、 若しくは 濫費 をして 居た とい ふ 事で ある。 同じ やうな 例 を擧げ ると、 年中 怠けて  一 

ばかり 居る 學 生が、 一年に 一日 一勉 强デ ー」 を 設ける の や、 或は 平生 惡ぃ 事ば かりして 居る 男が、 一 

稀に 「善行 デ I」 を 設ける のと 同じ やうな 事で、 それ も ー應は 誠に. い、 事 だと 思 はれる。  一 

併し 一 日の 善行で 百日の 惡行を 償って まだ 其 上に 釣錢を 取る やうな 心 持が 萬 一 でもあって は 却 

つて 困る。 ー體 さう いふ 心配 は 全然ない もの だら うか。 一般に は 云. はれない 迄 もさう いふ 了簡の 一 

人 も 丸でない と は 云 はれない やうで ある 0  . 

さう いふ 事の ないやう に、 その 特別な 一日 を起點 として 其 後引鑌 いて 善い 事 をす る 習慣 をつ け 一 

き" ると いふ 目的で、 少 くも 今度の 「節約 日」 は { ぇ傳 され 獎勸 された もので あらう と 思 はれる。 さう ぬ 一 


でなければ 宣傳 ビラ の 印刷 費用 だけで も 却つ て 濫費になる 勘定で ある。 此の度の 節約 日の 效菜は 

日が 經 つて 見なければ 分るまい が、 私 はかう いふ 「日」 の 必要 自身が 旣に 結果の 失敗 を保證 する 

やうに 思 はれて 仕方がない。 

それ は 鬼に 角 此の 種の 色々 の 「善行 デ I」 はどう もつ い 近頃 西洋から 輸 人され たもの らしく 私 

には& はれる。 よく 調べて 見なければ どう だか 分らない が、 何となく アメリカ あたり 力ら で 

ヒ らし いやうな 感じの する ものである。 少く ともさう い ふ 匂 ひが ある。 

昔の事 はよ く は 知らないが、 唯 自分の 狭い 經驗 から 考 へても、 以前に はかう いふ 特別な 「善行 

デ ー」 などより 寧ろ 「惡 行デ ー」 とで も名づ くべき ものが 多かった やうな 氣 がする。 

田舍の 農夫 等が 年中 大人しく 眞 面目に 働いて 居る のが、 鎭 守の 祭と か、 蟲 送りと か、 盆踊りと 

か、 さう いふ 機會に 平生の 箝 をはづ して、 はしゃいだり 怠け 遊んだり した。 近年 は 村々 に 靑年會 

など \ いふ 文化的な ものが あるから 恐らく 昔の やうな 事 は 見られ ま い。 又 私の 鄕里 では 昔 天長節 

の 日に 市の 公園で 「お 化」 と稱 する 假裝 行列が 行 はれた。 此れ も眞 面目な 勤勉な 巿 民が 羽目 を は 

づ して 怠ける 巫山戯る 日であった。 此れ は 警察の 方で 疾に 制限 を 加へ たやう である。 

どんな 勤 陵な 四民 も 年に 一度のお 花見に は 特定の 「濫費 デ， -」 を 設けた。 或る 地方の 儉 約な 商 
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家で は 平日 雇人の みならす 主人 達 も 粗食 をして 居て、 時々 r 赘澤デ ー」 を 設けて 御馳走 を 食った 

とい ふ 話 も ある。 尤も 此れ は 全く 算盤から 割り出した 方法 ださう では あるが。 

「無 禮講」 とい ふ 言葉が 淺 つて 居り、 西洋で も 「H プリル フ，" ル」 とい ふ 事が ある。 ， 

あれ 程 常識的な 英國 にで も 吾々 に 了解の 出来な い 程 馬鹿 氣た 儀式が 殘っ て 居る やうで あるが、 

それが 今日で は單 に國粹 保存と いふ やうな 意味ば かりで なく、 つまり、 常に 常識的で あるた めの 

「非常識 デ ー 二 として 存在の 價値を 保って 居る らしく 私に は 思 はれる。 

「濫費 日」 や 「嘘つき 日. 一 や 「怠け 日」 は餘り 聞え はよ くない かも 知れない が、 實は此 等の 特 

定 日の 存在 は 平日の 節約 勤勉 眞 面目 を 表白す ると すれば 目出度 事で ある。 そして さう いふ 場合に 

行 はれる 此 等の コア ー」 の效 si^ は必 しも 惡ぃ ばかりと は 思 はれない。 假令 今日の やうな 世の中で 

も、 場合によって は 却って 此の頃の いろいろの 人聞きの い \テ1 に 勝る 事がない とも 限らない。 

今の 人で も 恐らく 年中 惡ぃ 事ば かり はして 居まい。 

危險な 崖の. 上に 立って 居る 人 を 急に 引止めよう とすると 却って 危險 だとい ふ 話が ある。 此れと 

雜 似た 事が もし 適用す ると すれば、 濫費に 偏して 居る もの を 一日 だけ 引き 戾 すの は 却って 危險な 場 

gn 合が あるか も 知れない。 後に 引いた 弓 を 放て ぱ矢は 前に 飛ぶ。 併し 此の 類推 は 此の 場合に あて は 
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まる かどう だか それ は 分らな い。 

それにしても 「節約 デ 1,1 とい ふ 言葉が 猛には 矢 張 不思議な 感じ を與 へる。 もし 此れが 反對に 

「濫費 デ ー 」 であった ら 其 意味 は 私に は 却って 吞み 込み 易く、 其效果 も見當 がっく や う な氣 がす 

る 0 

世の中の 人の 心 は 緊張と 弛緩の 波の 上に Iti よって 居る。 正と 負の 兩 極の 間に 振動して 居る。 

「善行 日」 ばかり を獎勵 する の も考へ 物で は あるまい か。 少 くも r 惡行 日」 を 此れと 並行^ 雜 

させて 設けて 見る の も 一 つの 案で は あるまい か。 昔の 爲政 家は實 際さう いふ 事 をした もの、 やう 

に 見える。 

併し 私の 此の 案 は 矢張贊 成して くれる 人 はなさ さう である。 私の いふ やうな r 惡行 日」 は 段々 

廢 止される。 最近に は 又 勉強の 活 勢力 を 得る 爲の 潜勢力 を 養 ふべき 「怠け 日」 であった 暑中休暇 

も廢 止される 位で あるから。 (大正 十一 年 九"、 中央 公論) 
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子 猫 


此れ迄 かって 猫と いふ もの、 居た 事の ない 私の 家庭に、 去年の 夏 はじめ 偶然の 機會 から 急に 一 一 

^の 猫が はいって 來て、 それが 私の 家族の 日常生活の 上に 可也に 鮮明な 存在の 影 を 映し はじめた。 

それ は單に 小さな 子供 等の 愛撫 もしくは 玩弄の 目的物が 出來 たとい ふば かりで なく、 私自身の 內 

部 生活に も 何等か のかす かな 光の やうな もの を 投げ込んだ やうに 思 はれた。 

此の やうな 小 動物の 性情に 旣に現 はれて 居る 個性の 分化が 先 づ猛を 驚かせた C. 物 を 云 はない 獸 

類と 人間との 間に 起り 得る 情緒の 反應の 機微な のに 再び 驚かされた。 さう して 何時の間にか 此の 

二 の 猫 は 私の 眼の 前に 立派に 人格化 されて、 私の 家族の 一部と しての 存在 を 認められる やうに 

なって しまった。 

ニ疋 とい ふの は 雌の 「三毛 一と 雄の 「たま」 とで ある。 三毛 は 去年の 春 生れで、 玉の 方 は 二三 
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ヶ月お そく 生れた。 宅へ 貰 はれて 來た頃 はま だほん たうの 子猫であった のが、 僅かな 月日の 間に 

もう 立派な 親 猫に なって しまった。 いつ 迄 も 子猫であって 欲し いとい ふ 子供 等の 願望 を 追 ひ 越し 

て 容赦 もな く 生長して 行った。 

三毛 は神經 が銳敏 である だけに どこか 氣むづ かしくて そして 我儘で 贅澤 である。 そして 凡ての 

擧 動に 何處 となく 典雅の 風が ある。 恐らく あらゆる 猫 族の 特性 を 最も 顯 著に 具へ た、 云 は 最も 

猫ら しい 猫の 中の 雌 猫ら しい 雌 猫で あるか も 知れない。 實際 よく 鼠 を 捕って 來た。 家の 中にはと 

うから 鼠の 影は絕 えて 居る らしい のに、 何處 からか 大小 いろいろの 鼠 をく はへ て來 た。 併し 必す 

しも それ を 喰 ふので はなく、 其 儘に 打ちす て、 おいて あるの を、 玉が 失敬して 片を つける 事 も あ 

る やう だし、 叉 人間の 吾々 が絲で 縛って 交番へ 屆 ける 事 もあった。 生存に 直接 緊要な 本能の 表現 

が、 猫の 場合です らもう 旣に 明白な 分化 を 遂げて、 云 は、 に 一種の 「遊戯」 に變 化して 居る の は 注 

意す べき 事 だと 思ったり した。 

玉の 方 は 三毛と は 反 對に神 經が遲 鈍で、 おひとよし であると 同時に、 擧 動が 何となく 無骨で 素 

樸 であった。 どうかす ると 寧ろ 犬の 或る 特^ を 思 ひ 出させる 處 があった。 宅へ 來た當 座 は 下 性が 

惡 くて、 喻 意地が きたなくて、 無闇にが つがつ して 居た ので、 女性の 家族の 間で は 特に 評判が よ 
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くなかった。 それで 自然に 御馳走の い、 部分 は 三毛の 方に 與 へられて、 殘 りの 質の 惡ぃ 分け前が 

いつでも 玉に 割り 當 てられる やうに なって 居た。 併し 不思議な もので 此の 粗野な 玉の 喰 物に 對す 

る 趣味 は 何時と なしに 向上して 行つ て、 同時に あの 餘 りに 見苦し い 程に 強かった 食慾 も 段々 尋常 

になって 行った。 擧動も いくらか は騫揚 らしい 處が 出来て きたが、 それでも 生れつ いた 無骨 さは 

さう 容易に は 消えさう もない。 例へば 障子の 切 穴を拔 ける 時に も、 三毛 だと 身體 のどの 部分 も 障 

子の 骨に 觸る 事な しに、 . するりと 音 もな く 躍り 拔 けて、 向 側に 下り立つ 足音 も 殆んど 聞こえぬ 位 

に柔 かで あるが、 それが 玉 だと 丸で 様子が ちが ふ。 腹 だか 背 だか 或は 後脚 だか、 何處 かしら 屹度 

障子の 骨に ぶっかって 釗 しい 音を立て、 そして 足音 高く 緣 側に、 下りる とい ふより は 寧ろ 落ちる 

ので ある。 此の 區別は 或は 一 般に 雌雄の 區 別に 相 當 する 共通の ものである かどう か 私に は 分らな 

い。 併し 考へ て 見る と 人間の 同じ 性の もの、 中で も 此れに 似た 區 別が 可也に 著し い。 一寸 一つの 

部屋から 隣の 部屋へ 行く 時に も必す 間の 唐紙に ぶっかり、 緣側を 歩く 時に も 勇まし い 足 音を立て 

ないで は 歩かない 人と、 又氣 味の 惡ぃ 程に 物 音を立てない 人と が ある 事を考 へて 見る と、 三毛と 

子 玉との 場合に も 主な 差別 は 矢 張 性の 相違ば かりではなくて 個性の 差に 歸 せらるべき もの かも 知れ 

i ない。 
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今年の：； 寒の 顷 になって から 三毛の 生活に 著しい 變 化が 起って 來た。 それ迄 殆んど うち を あけ 

る 事の なかった のが、 毎日の やうに 外出 を はじめた。 從來 はよ その 猫 を 見る と 可笑しい 程に 恐れ 

て 敵意 を 示して 居た のが、 どうした 事 か 見知らぬ 猫と 庭の 隅 を あるいて 居る の を 見かける 事 も あ 

つた。 一日 或は どうかす ると それ 以上 も 姿 を隱す 事が あった。 始めは もしゃ 猫 殺しの 手に でも か 

かった ので はない かと 心配して 近所 中 を 尊ね させたり した 事 もあった が、 さう して 居る と 夜 明 方 

などに ふいと 歸 つて 来た。 平生は 艷々 しい 毛色が 妙に 薄汚な く よごれて、 顏も 何時と なく 目立つ 

て： 情せ て、 眼 付が 險 しくな つて 来た。 そして 食慾 も 著しく 減退した。 

うちの 三毛が 變 などろ ぼう 猫と 隣の 屋根で 喧嘩 をして 居た とい ふやうな 報 を 子供の 口から 聞 

かされる 事 もあった。 

私 は 何とな しに 恐ろしい やうな 氣 がした。 自分で は 何事 も 知らない間に、 此の 可憐な 小 動物の 

肉 體の內 部に、 不可 杭な 「自然」 の 命 八 口で、 避け 難い 變 化が 起り つ、 あった。 さう いふ 事と は 夢 

にも 知らない 彼女 は、 唯 身 體に襲 ひか、 る 不可思議な 威力の 壓 迫に 恐れ 戰 きながら、 春寒の 霜の 

夜 に 知ら ぬ 軒端 を さまよ ひ 歩い て 居る のであった。 私 は 今更の やうに 自然 の 方 則 の 恐ろし さを感 

じる と 同時に、 マての 恐ろし さ を さ へ 何の 爲 とも 自 K し 得な ぃ^！を哀れに田^-ふの であった。 
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その 內に又 何時と なく 三毛の 生活 は 以前の やうに 平靜 になった が、 其 時にはもう 今迄の 子猫で 

はなくて 立派に 一人前の r 母 11 になって 居た。 

いつも 出入りす る 障子の 穴が、 彼女の 爲には 日毎に 狹く なって 行く のであった。 出入りの 度 毎 

に 其 重い 腹部 を 可也に 强く 障子に ぶつつ けた。 どうかす ると 無作法な 玉よりも はげし い 音を立て 

て やっとく；^ り拔 ける 事 もあった。 人間で さへ も、 ほんの 少しば かりい つもより 鍔の 廣ぃ 麥藁帽 

を 被る ともう 見當 がちが つて、 いろいろな ものに ぶつつ かる 位で あるから、 如何に 神經の 鋭敏な 

三毛で も 日々 に 進行す る 身 體の變 化に 適應 して 運動 を 調節す る 事 は 出来なかった にち が ひない。 

それ は 鬼に c: 私 は それが 爲に胎 兒ゃ母 體に何 か惡ぃ 影響が あり はしない かとい ふ氣 がした が、 

し训 にどう する でもな くせ ハ盡 にう つち to- つ て 置いた。 . 

どんな 子猫が 生れる だら うかと いふ 事が 私の 子供 等の 間に 展 、、 問題に なって 居た。 いろいろな 

勝手な 希望 も 持ち出された。 そして 銘々 の 小さな 頭に やがて 來 るべ き 奇蹟の 日を畫 いて それ を 待 

ち 遠し がって 居る のであった P 今度 生れた の は 全部う ちで,！： つて ほし いとい ふ 願を兩 親に 提出す 

るの もあった 0 

或 日 家族の 大部分 は 博 會 見物に 出かけた。 私 は §5 守 番をして 珍ら しく 靜な 階下の 居室で 仕事 
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をして 居た が、 いつもと はちがつて 鳴き 立てる 三毛の 聲が 耳に ついた。 食物 をね だる 時 や、 外 か 

ら歸っ て來る 主人 を 見かけて なくのと は 少し 様子が ちがって 居た。 そして 何となく 不安で 落着き 

得ない といった やうな 風で、 私の 傍へ 來 るかと 思 ふと 緣 側に 出たり、 叉 納戶の 中に 何物 か を搜す 

やうに 彷徨って は 哀れな 鳴聲を 立て \ 居た。 

かって 經驗 のない 私に も、 此の 何時にない 三毛の 擧 動の 意味 は 明かに 直感され た。 そして 困つ 

たもの だと 思った。 妻 は 居ない し、 うちに 居る 私の 母 も 年の 行かぬ 下女 も いづれ も 猫の 出産に 際 

してと るべ き適當 の 處置 に 就いて は 何等 の 豫備 知識 も 有ち 合 せなかつ たので ある。 

鬼 も 角 も 古 い 柳行李 の 蓋に 古い 座 蒲圑を 人れ たの を 茶の間の 簞笥 の 影に 用意して 其 中に 三毛 を 

坐ら せた。 し 平生から その 坐り 所ゃ寢 所に 對し てひどく 氣むづ かしい 此の 猫 は、 その やうな 馴 

れ ない 産室に 一刻 も 落着いて 寢ては 居なかった。 そして 物に 憑かれた やうに 其 處ら中 を うろつい 

て 居た。 

午 過に 二階へ 上って 居たら、 階段の 下から 下女が 大きな 聲を 立て、 猫の 異狀 を訴 へて 來た。 下 

りて 來て 見る と、 三毛 は 居間の 緣の 下で、 土 ぼ こりに まみれた 鼠色の 團塊を 一生懸命で 嘗め 轉が 

して 居た。 それ は 殆んど 生きて 居る と は 思 はれない 海鼠の やうな 圑 塊であった が、 時々 見かけに 
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似合 はぬ ra. 高い うぶ 聲を あげて 鳴いて 居た。 

三毛 は 全く 途方に くれて 居る やうに 見えた。 赤子の 首筋 を 咬へ て 庭の 方へ 行かう として 居る か 

と 思 ふと、 途中で 地上に 下ろして 叉 嘗め 轉 がして 居る。 たうとう その 土に まみれた、 氣味惡 くぬ 

れ 汚れた もの を 咬へ て 私達の 居間に 持ち， 込んで 來た。 そして 私の 座 蒲圑の 上へ おろして、 其 上で 

人間なら ば產 婆の すべき 初生 兒の 操作 法 を 行 はう とする ので ある。 私 は 急いで 例の 柳行李 の 蓋 を 

持って来て 母子 を 其 中に 安置した が、 一寸の 間 も 其 處には 居て くれないで、 すぐに 又 座敷 中 を 引 

きすり 歩く のであった。 

當 惑した 私 は 裏の 物置へ 其 行李 を 持ち込んで 行って、 其處に 母子 を閉ぢ 込めて しまった、 淺酷 

なやうな 氣 もした が、 家中の 疊を 汚される の は 私に は堪へ 難い 不愉快であった。 

物置の 戶を 烈しく 引擾く 音が すると 思って 居る と、 突然 高い 無雙 窓に 三毛の 姿が 現 はれた。 子 

猫 を 咬 へ た 儘に 突立ち 上 つ て 窓 の 隙間から 出ようと し て 狂氣の やう に藻搔 いて 居る さま は本當 に 

物凄い やうであった。 其 時の 三毛の 姿勢と 恐ろし い 眼 付と は 今でも 忘れる 事の 出来ない やうに 私 

の 頭に 燒き 付けられた。 

急いで 戶を 開けて やった。 よく 見る と、 子猫の からだが 眞黑 になって 居る し、 三毛の 四 足 も 丁 
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度 脚粹を はいた やうに 黑く なって 居る。 

此の間 中 板塀の 土臺を 塗る 爲に 使った 防腐 塗料 を バケツ に 入れた のが 物置の 窓の 下にお いて あ 

つた。 其 中に 子猫 を 取 落した ものと 思 はれた。 頭から 油 を あびた 子猫 はもう 明かに 呼吸が 止って 

居る やうに 見えた が、 それでも まだ かすかに 認められる ほどの 盡め きを 示して 居た。 

むごたら し い 人間の 私 は、 三毛が 此の 防腐 劑に まみれた 脚と 子猫で 家中の 疊を 汚し あるく 事に 

何よりも 當 惑した ので、 すぐに 三毛 を 抱へ て 風呂場に 這 入って 石鹼で 洗灘を 始めた が、 此の 粘ば 

粘ば した 油が 密生した 毛の 中に 滲透した の は 中々 容易に はとれ さう もなかった。 

そのうち にもう 生命の 影 も 認められない やうに なった 子猫 はすぐ に 裏庭の 桃の 樹の 下に 埋めた。 

埋めて しまった 後に、 もしゃ 未だ 活 きて 居た のではなかった かとい ふ 不安な 心 持が して 來て 非常 

に いやな 氣 がした。 ^しもう 一 度 それ を 掘り か へして 見る だけの 男氣 はどうしても なかった。 黑 

い 油に まみれた あの おぞまし ぃ圑 塊に 再び 生命が 復 つて 来ようと も 思 はれなかった.。 

其內に 一 同が 歸 宅して 留守中に 起った 非常な 事件に 關 する 私からの 報告 を 聞いて 居る うちに、 

三毛 は 又 第二 第三の 分娩 を 始めた。 私 はもう 凡ての 始末 を 妻に 託して 二階に あがった。 机の 前に 

坐って やつ と 落着 いて 見る と、 唯 さへ 病に 弱って 居る 自分 の 神經が 異常な 與銜 の爲に ひどく 疲れ 
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て 居る のに 氣が 付いた。 

あとから 生れた 三， えの 子猫 は みんな 間もなく 死んで しまった。 物 に 入れられ てからの 三毛の 

烈し い 肉體と 精神の 劇 動が 此の 死産の 原因に なった ので はない かと 疑って 見た。 此の 疑 はいつ ま 

でも 私の 心の奥の 方に 小さな 創痕の やうに なって 淺 つて 居る。 桃の 樹の 下に 三疋の 同胞と 共に 眠 

つ て 居る あの 子猫に 關 する 一 種の 不安 も 恐らくい つ 迄 も 私の 良心に 輕ぃ 刺戟と なって 淺る だら う。 

產 後の 經 過が 尋常でなかった。 三毛 は 全く 食慾 を 失って、 物憂げ に 眼 をし よ ぼしょ ぼ させな が 

ら 一 日 北：：： を 丸く して 坐って 居た。 觸っ て 見る とから だ 中の 筋肉が 細かく 戰 いて 居る のが 感ぜられ 

た。 此れ は 打 捨て、 おいて は危險 だと 思 はれた ので、 すぐに 近所の 家畜 病院へ 連れて行かせた。 

胎兒が 未だ 殘っ て 居る らし いから 手術 をして、 そしてし ばらく 入院 させた 方が い 、と 云 ふ 事で あ 

. つた。 

十日ば かりの 入院 中 を 毎日の やうに 代る/ \ 子供 等が 見舞に 行った。 それが 歸 つて 來 ると、 三 

毛の 様子が どうい ふ 風で あつたか を 聞いて 見る が、 いつも 要領 を 得る 事 は 出来なかった。 餘り頻 

子 繁に 見に 來 ると 猫の 神經を 刺戟し て 病氣 にさ はると 云って 醫師 から 警告 を 受け て歸 つた もの も あ 

i つた 0 
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物 を 云 はない 家畜 を 預かって 治療 を 施す 翳 者の 職業 は考へ て 見る と餘程 神聖な もの & やうな 氣 

がした。 人院 中に 受けた 待遇に ついて 何等の 判斷も 記憶 も 有ち 得ない し、 叉歸 宅しても 人間に 何 

事 も 話す 事の 出来ない やうな 患者に 忠實 親切な 治療 を 施す とい ふ 事が 當り 前で は あるが 何となく 

美しい 事の やうに 思 はれた。 

退院 後 もしば らく 藥を 貰って 居た。 其 散薬の 包 袋が 人間のと 全く 同じで あるが、 名前の 處には 

吉村氏 愛猫と して 其 下に 活字で 「號」 の 字が あった。 恐らく 「三毛 號」 とする 處を 略した の だら 

う。 兎に角 それから しばらく は 愛猫 號と いふ 三毛の 渾名が 子供 等の 間に 流行して 居た。 

或 日 舉 校から 歸 つた子 供が 見馴れぬ 子猫 を 抱いて 来た。 宅の 門前に 誰か r 捨て 、行った ものら 

しい。 白に 黑 斑の ある、 そして 尻尾の 長い 種類の ものであった。 緣側を 歩かせる とま だ 脚が 不た 

しかで、 羽二重の やうに 滑 かな 跪 は 力なく 板の 上 をす るする、 U つた。 三毛 を 連れて来 てっき 合せ 

ると 三毛の 方が 非常に 驚き 怖れて 北 H 筋の 毛 を 逆立てた。 併し それ かち 數 時間の 後に 行って 見る と ^ 

誰かに 押 人の 中に オルガンの 腰掛 を 横にして 作って やった 穴 ぼ この 中に 三毛が 撗に 長く ねそべつ 

て、 其^53-房に此の子猫が喰ひ付ぃて居た。 子猫 はポ /\/\ とかす かに 咽^ を 鳴らし、 三毛 は 

ク ル 1/\ と 今迄つ ひぞ 聞いた 事の ない 聲を 出して 子猫の 頭と 云 はす 背と 云 はす 嘗め 廻して 居た- 
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一 度眼覺 めんと して 中止され て 居た 母性が、 此の 知らぬ 他所の 子猫に よって 一 時に 呼び 醒 まされ 

たものと 思 はれた。 私 は 子 を 失った 親の 爲に、 又 親 を 失った 子の 爲に 何が なしに 胸の 柔ぐ やうな 

滿 足の 感じ を 禁じる 事が 出來 なか つ た。 

三毛の 頭に は 此の 親な し 子の ちび と 自分の 産んだ 子との 131! 別な ど は 分らう 害はなかった。 そし 

て 唯 本能の 命す るが ま、 に、 全く 自分の 滿 足の 爲 にの み、 此の 養兒を はぐくんで 居た に 相違ない。 

併し 吾々 人間の 眼で 見て はどうして もさう は 思 ひかね た。 熱い 愛情に むせんで も 居る やうな 聲 

で クル と 鳴きながら 子猫 をな めて 居る の を 見て 居る と、 つ い 引き込まれる やうに 柔 かな 情 

緒の 雰圍氣 につ . ^まれる。 そして 人間の 場合と 此の 動物の 場合との 區 別に 關 する 舉說 などが 凡て 

馬鹿らし いどうで もい k 事の やうに 思 はれて ならなかった。 

どうかす ると 私 は 此のち びが、 死んだ 三毛の 實 子のう ちの 一 つで ある やうな 幻 覺に捉 へられる 

事が あった。 人間の 科學に 照らせば それ は 明白に 不可能な 事で あるが、 併し 猫の 精神の 世界で は 

たしかに 此れ は 死兒の S 生と 云っても 間違で はない。 人間の 精神の 世界が N 元 の ものと すれば、 

「記憶」 とい ふ もの， -缺 けて 居る 猫の 世界 は (Nil) 元 の ものと 見られない 事 もない。 

ちび は 大きくな るに つれて 可愛くな つて 行った。 彼 は 三毛に も 玉に もない 長い 尻尾 を もって 居 
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ると 同時に、 叉 三毛に も 玉に もない 性情の 或る 一面 を 具へ て 居た。 例へば 一二 毛が 昔氣 質の 若い 母 

親で、 玉が 田舍 出の 書生 だと すれば、 ちび に は 都會の 山の， の 坊ちゃんの やうな 處 があった。 何 

處か才 はじけた やうな、 併し それが 爲の 嫌味の ない 愛く るし さがあった。 

小さな 北； I を 立て，^、 長い 尻尾 をへの 字に 曲げて、 よく 養母の 三毛に 喧 を 挑んだ が、 三毛の 方 

では 母親ら しく い 、加減に あやして 居た。 あまりうる さくなる と 相 乎に なつ て 可也 手荒く 子猫の 

頸 を/め 付けて 轉 がして お いて 逃 出す 事 もあった。 阱 しそんな 場合に 口汚な く 篤 しらな いだけ で 

も 人間の 母親の 或 階級の ものより は遙に 感じが よかった。 又 子猫の 方で もどん なに ひどく されて 

も いぢけ たり、 すねたり しない 點が 吾々 の 子供よりも すっと 立派な やうに 思 はれた。 

もう 一人 立ちが できる やうに なって、 ちび は 親戚の 內へ莨 はれて 行った。 迎 ひの やが 述れに 

來た 時に、 子供 等 は 子猫 を 三毛の 傍へ 連れて行って、 ^れ でも 惜しませる つもりで 口々 に 何 か 云 

つて 居た が、 此れば かり は 何の 事と も 理解され よう 苦はなかった。 ちび が. 水^に 去った 後に 三毛 

は 此の世界に 何事 も 起らなかった かの やうに 緣 側の 柱の 下に しゃがんで 氣 持よ ささう に 眼 をし よ • 

ぼしょ ぼ させて 居た。 それが 罪業の 深い 吾々 人間に は 妙に 淋しい ものに 見える のであった。 それ 

から 一 兩 日の 間 は 時々 子猫 を搜 すかと 思 はれる やうな 擧動を 見せた 事 もあった が、 それ も 唯 それ 
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切りで、 やがて 私の 家の 猫に は 長閑な 平和の 日が 歸 つて 来た。 それと 同時に、 殆んど 忘れられ か 

かって 居た 玉の 存在が 明かに なって 來た。 

子猫に 對 して 玉 は 「伯父さん 一 とい ふ 渾名 をつ けられて 居た。 そして 甚だ 冷淡で そっけな い 伯 

父さんと して、 いつもながら 不利な 批評の 焦點 になって 居た が、 もう それ も 過去に なって、 彼 も 

亦 もとの 大きな 子猫に なって しまった。 子猫に 對 して 見る と 如何にも 分別の ある 母親ら しく 見え 

て 居た 三毛です らも、 矢 張 さう であった。 一番 小さい 私の 子供に 引 抱 へられて 逃げよう として 藻 

搔 きながら 鳴いて 居る 處を 見たり すると、 猶更 さう いふ ヂス イリ ュ ー ジョ ンを 感じる のであった。 

夏の 末 頃に なって 三毛 は 一 一度 目の 產 をした。 今度 も 偶然な 吻 合 で、 丁度 妻が 子供 を 連れて 出 

掛ける ところで あつたが、 三毛の 樣 子が どうも 變 であった から 少し 外出 を 見合 はし て 看護 させた。 

納戶の 隅の 薄暗い 處へ いっかの 行李 を 置いて 其 中に 寢 かせ、 そして そろそろ， M を 撫で、 やる と烈 

しく 咽喉 を 鳴らし て 喜んだ さう である、 そして 間もなく 安々 と 四 * えの 子猫 をへ 刀娩 した。 

人間の こしら へ て やった 寢 iif では どうしても 安心が 出來 ない と 見えて、 母 猫 は 何時の間にか 納 

戶の 高い 棚の 奥に 四疋 をく はへ 込んだ。 子供 等 はいくら 止めても 聞かないで、 高い 踏 臺を持 出し 

て それ を舰 きに 行く のであった。 私 は 何と はなしに チ H ホフ の 小品に ある 子猫と 子， 共の 話 を 思 ひ 
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浮べ て、 あまり きびしく それ を 咎める 氣 にも なれなかった。 

子猫の 眼の あき か \ る 頃に なつてから、 時々 棚の 上から おろして 疊の上 を 這 ひ 廻らせた。 さう 

いふ 時 は家內 中の ものが 寄り 集って 此の 大きな 奇蹐を 環視した。 其 やうな 事 を 繰 返す 日毎々 々 に、 

覺 束ない 脚の はこびが 確に なって 行く のが 眼に 立って 見えた。 單 純な 感覺の 集合から 經驗と 知識 

が 構成され て 行く 道筋 は 恐らく 人間の 赤子の 場合と 似た もので は ある ま いかと 思れ た。 そして 其 

進歩が 人間に 比べ て 驚くべく 急速で ある 事 も 拒み 難い。 此の やうに 知能の 漸近線の 近い 動物の 方 

が、 それの 遠い 人間に 比べて それに 近づ く 速度 の 早い とい ふ 事實は 可也 注意す ベ き 事 だと 思 つ た 

りした。 物質に 關 する 科學の 領域に は 此れに 似た 例 は 稀で あらう。 

ニ疋の 子猫 は大體 三毛に 似た 毛色 をして 居た。 一 つ を 「太 郞： 一 もう 一 つ を 「次 郞」 と 呼んで 居 

た。 あとの 二，， は 玉の やうな 赤 黄色い のと、 灰色と 茶の 縞の やうな 斑の あるのと で、 前の を 一 あ 

か」 後の を 「おさる」 と 名 づけて 居た、 おさる は顏 にある 縞が 所謂 何處か 猿ぐ まに 似て 居た から 

誰か さう 名 づけた ので ある。 さう して 背中の 斑が 虎の やう だから 「鶴」 だとい ふ もの もあった。 

此の 鶴 だけが 雌で、 他の 三疋は いづれ も 男性であった。 

生長す るに つれて 四，， の 個性の 相違が 目につ いて 来た。 太郞 はおつ とりして 愛橋が あって、 そ 
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れで やつば り 男らしかった。 次郞 もや はり 坊ちゃん らしい 點は 太郞 に似て 居た が、 何となく 少し 

無骨で 鈍な 處 があった。 赤は顏 付から して 神經 的な 狐の やうな ところが あつたが、 實際 臆病 か 或 

は 用心深くて、 子供ら しい 處が 少なかった。 おさる は 雌 だけに 何處か 雌ら しい 處 があって、 つか 

まりで も するとけ た \ まし い 悲鳴 を あげて 人 を 驚かした。 

玉 を つれて 來て 子猫の 群へ 人れ ると、 赤と 次郞は ひどく おびえて 背 を 丸く 立て、 固く しゃち こ 

ばったが、 太郞 とおさる はぢ きに 馴れて 平氣で 居た。 玉の 方 は 相 變ら. f 極めて 冷淡な 伯父さんで、 

面倒臭が つてす ぐに 何處 かへ 逃げて 行って しまった。 

四疋の 子猫に 對 する 四 人の子 供の 感情に も 矢 張 色々 の 差別が あった。 此れ はどうす る 事 も出來 

な い 自然の 理法で あらう。 愛憎 はよ くな いと 云つ て 愛憎の な い 世界が もし あったら それ は どんな 

に 淋し いもの かも 分らな い。 

子猫 は それぐ 貰 はれて 行った。 太郞は 或る デバ ー トメ ント ストア ー へ 出て 居る とい ふ 夫婦 暮 

しの 家へ、 次郞は 少し 遠方の 或るお やしきへ、 赤は獨 住の 御隱 居さん の處 へ、 最後に おさる は 近 

い 電車 通の 水屋 へ それぐ 片付いて 行った。 私 は 記念に と 思って 其 前に 四疋 の寢て 居る 姿 を油输 

具で スケッチして 置いた のが、 今 もま 曰齋の 棚の 上に か、 つて 居る。 拙い 椿で は あるが、 それ を 見 
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る 度に 私 は 何 かしら 心が 柔らぐ やうに 思 ふ。 

太郎の 行った 家に は 多少の 緣 故が あるので、 幼い 子供 等 は 時 々様子 を 見に 行った。 おさる の： i:: 

付いた 氷屋 も 便，： =s が い ので 通りが、 りに 見に 行く さう である。 秋に なって 其 氷屋 は 芋 屋に變 つ 

た。 店先の の 日向に 香箱 を 作って 居眠りして 居る 姿 を 私 も 時々 見かける。 前 を 通る 度に は、 つ 

い 店の 中 を の ぞ き、 込み 度い や う な氣 がす る の を 自分で も 可笑し いと 思 ふ。 

今でも 時々 家內で 子猫の 噂が 出る。 そし て 猫に も 免れ 難い 運命の 順逆が い つ でも 問題に なった。 

此の間 近所の 泥 溝に 死んで 居た 哀れな 野良猫の 子 も 引合 ひに 出て、 同じ 運命から 拾 上げられて 三 

毛に 養 はれ 豐 かな 家に 貰 はれて 行った あのち びが 一 番の 幸運 だとい ふ もの も あれば、 御隱 居さん 

ばかりの 家に 行った 赤が 一 番樂 でい、 だら うとい ふ もの もあった。 妻 は 特に 可愛がって 居た 太郞 

がわり に 好運でなかった 事を殘 念が つて 居る らしかった が、 私 はどうい ふ もの か 芋屋の 店先に 眠 

つ て 居る おさる の 運命の 行末に 心 を 引かれた。 

或 夜夜 更け ての 歸り途 に t 于屋の 角 迄 来 ると、 路地の 塵芥 箱 の 側 を そろ 歩いて 居る おさる の 

姿 を 見かけた。 近づいて 頭 を 撫で、 やる と 逃げようと もしないで 大人しく 撫でられて 居た。 北：： 中 

が 何となく 骨 立って 居て、 餘り 光澤の ない らし い 毛の 手 觸りも 哀れであった。 
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娘 を 片付けて 後の 或る 場合の 一. 父」 の 心 を 想 ひながら 私 は 月の 朧な 路地 を拔 けて 程近い 家/ 

急いで， 行った。 

私 は 猫に 對し て感 する やうな 純 粹な溫 か い 愛情 を 人間に 對し て懷く 事の 出来な いの を淺 念に 思 

ふ。 さう いふ 事が 可能になる 爲には 私 は 人間より 一 段 高い 存在になる 必要が あるか も 知れない。 

それ はとても 出来さう もない し、 假 りに それが 出来た とした 時に 私 は 恐らく 超人の 孤獨と 悲哀 を 

感じなければ なるまい。 凡人の 私 は 矢 張子 猫で も 可愛がって、 そして 人間 は 人間と して 尊敬し 親 

しみ 恐れ 憚り 或は 憎む より 外 はない かも 知れない。 r 大 K 十二 年 一お、 女性：) 
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浮世： ^4』 とい ふ ものに 關 する 私の 知識 は 今のところ 甚だ 貧弱な ものである。 西洋人の 書いた、 浮 

世 鎗に關 する 若干の 書物の 插畫、 それ も 大部分 は 安つ ぼい 網目 版の 複製に ついて、 多少の 觀察を 

したのと、 展覽會 や 一鬼 集 家のう ちで 少數の 本物 を 少し 念入りに 眺めた 位の ものである。 それだけ 

の 地盤の 上に、 それだけの 村 料で 何等かの 考察 を 築き上げ ようとす るので ある。 丁度 子供が 玩具 

の 積木で 伽藍の 雛 形 を こしら へ ようとして 居る のとよ く 似た 仕事で ある。 それが 多少で も 伽藍ら 

し S 恰好になる かなら な いか も覺 束な い 位で ある。 併し 古来の 名匠 は 天然の 岩 塊ゃ樹 梢から も 建 

築の 様式に 關 する 暗示 を 受取った とすれば、 子供の 積木 細工 も 誰かに 何 かの 參考 になる 場合が な 

いと は 限らな い。 
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線 曲の It 世 浮 


色彩 をぬ きにして 浮世 禱と い ふ もの を 一 遍 ばらばらに ほごして しま ふと、 其 處に殘 る もの は黑 

白の さま-^、 な 切片と 色々 の形狀 をした 曲線の 集團 である。 かう して ほごした 材料 を 一 つ 一 つ 取 

り 出して 元の 紙の 上に いろ/ \ 'に 排列して 見る。 すると 其處 に出來 たもの は 未来派の 畫の 或る も 

の 、寫眞 とよく 似た ものが 出来る だら うと 思 ふ。 

^しその やうな 排列の あらゆる 可能な 變 化のう ちで、 何 かしら だらしなく 見える のと、 何處か 

恰好よ く 調子よ く 見える ものとの 區 別が あり はしない か。 此れ は 六 かしい 問題で は あるが、 さう 

いふ 區 別が あると しな いと 或 種の 未来派の 畫 などの 存在理由 は 消滅し さう に 思 はれる。 

色彩 を 取り去った 後の 浮世 鎗の 中に 見出される 美の 要素が 如何なる もので あるか を考へ るの は、 

結局 前に 擧 げた 問題の 答案 を 求める と 同じ 事に 歸 着す るので はな いかと 私に は 思 はれる。 

黒白の 切片の 配置、 線の 並列 交錯に 現 はれる 節奏 や 諧調に どれ だけの 美的 要素 を 含んで 居る か 

とい ふ 事になる と、 問題が 餘程 抽象的な ものに なり、 寧ろ 歸納 的な 色彩 を蒂 びて は來 るが、 W し 

それだけに いくらか 問題の 根本へ 近づ いて 行き さう に 思 はれる。 

鬼 も 角 も 此の やうな 考を 頭に おいて 浮世 椿の 寫眞を 見て 行く の も 一 つ の 面白い 實驗に はなる だ 

らう。 さう 思って 私 は 試に 手近な 書物の 插 畫を片 はしから 點撿 して 行った。 其 時に 心 付いた 事 を 
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後日の 爲の 備忘 錄 として 玆に 書き止めて 置き 度い と 思 ふ。 ことによると 此んな 事 はもう 疾に 誰か 

が 云 ひふる した 陳腐な 議論 かも 知れな い。 もし さう い ふ 文獻に 通じた 讀 者が あったら 敎を乞 ひ 度 

いと 思 ふので ある。 

私の 調べて 見た の は 主として 人物、 特に 女性 を 描いた ものである。 しかし 以下に いふ 處の 命題 

の 大部分 は、 適當 に飜譯 する 事に よって 風景 畫 にも 應 用され る だら うと 思って 居る。 

浮世 输の畫 面に 於け る黑 色の 斑點 として 最も 重要な もの は 人物の 頭の 毛髮 である。 此れが 殆ん 

ど 浮世 输 人物 畫 の焦點 或は 基調 をな す ものである。 試に 此 等の 緒の 頭髮を 薄色に して しま つ たと 

したら 输の 全部の 印象が 消滅す る やうに 私に は 思 はれる。 此の 基調 をな す黑 斑に 對應 する 爲に色 

色の 黑 いものが 配合され て 居る。 例へば 塗 下駄 や、 帶ゃ、 蛇の目 傘 や、 刀の 鞘 や、 茶托 や 塗 盆な 

どの 漆黑 な斑點 が、 適當な 位置に 適當な 輪郭 を もって 置かれる 事に よって 畫 面の 釣合が 取れる や 

うにな つて 居る。 多数の 人物 を排 した 構圖 では 其 等 人物の 黑ぃ頭 を 結合す る 多角形が 非常に 重要 

なプ ロッ ト になって 居る ので ある。 

頭 髮は觀 者の 注意 を 强く舉 付ける 事に よって 自ら 人物の 顏を 活かす 原動力に なって 居る。 若し 
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線 曲の Hlfi: 浮 


此の 漆 黑の髮 がなかったら 浮世 繪の顏 の 線な ど は 無意味な 線の 斷片の 集合に 墮 落して しまって 畫 

面 全 體に對 する 存在理由の 稀薄な ものに なって しま ひさう である。 

頭髮の 輪郭 をな して 居る いろ/ \ の 曲線が 又 非常に 重要な 役目 をして 居る。 歌麝 以前の 名家の 

翁 をよ くく 注意して 見る と 髮ゃ鬢 の 輪郭の 曲線が 大抵の 場合に 眉毛と 眼の 線に 並行し 或は 對應 

して 居る。 櫛の 輪郭 も 矢張り 同じ 基調の ヴ H リ H 1 ショ ンを 示して 居る。 同じ 線の リズムの 餘波 

は、 或は 衣服の 襟に、 或は 器物の 外郭 線に 反映して 居る。 例へば 歌 麿の 美人 一代 五十三次の 「と 

つか」 では、 二人の 女の 髭の 頂上の 丸んだ 線 は、 二人の 襟と 二つの 團 扇に 反響して 顯 著な リズム 

を 形成して 居る。 寫樂の 女の 變な眼 や 眉 も、 此れが 鬆の 線の 餘波 として 見た 時に 奇怪な 感じ は 薄 

らいで 唯 美し い 節奏 を 感じさせる。 

顏の 輪郭の 線 も 亦 重要 t 因子に なって 居て、 此れが 最も 多くの場合に 袖の 曲線に 反響して 居る" 

銘々 の畫 家の 好む 顔の 線が 其 儘に 袖の ふくらみの 線に 再現され て 居る の を 見出して 獨 りで 點頭か 

れる 場合が 可也に ある。 此の 現象 は 古い 時代の もの 程に 著しい やうな 氣 がする。 唯 寫樂の 人物の 

額の 輪郭 だけ は、 餘 程寫實 的に 進歩した 複雑さ を 示して 居る と 同時に、 純粹な 線の 音樂 としての 

美し さ を 傷け る 恐が あるの を、 巧妙に 救助して 居る の は 彼の：^ に 現 はれる 手 や 指の 曲線で ある。 
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此れが 顔の 線と 巧に 均衡 を 保って 其爲に 却って 複雑な 音樂 的の 美し さ を 高調して 居る。 懐 月 堂の 

ふくれた 顏の線 は 彼の 人物の 體 軀全體 としての 線 や、 衣服の ふくらみの 曲線と なって 到處に 分布 

されて 豐 かな 美し さ を 見せて 居る。 

次に 重要な もの は 襟の 線で ある。 多くの場合に 數條の 並行した、 引延ばされた S 字形と なって 

現 はれて 居る 此の 線 は、 愛の 下端の 線な ど、 目立った 對偶 をして 居る。 そして 頭部の 線の 集國全 

體を 載せる 臺の やうな 役目 をして 居る と 同時に、 全體の 支柱と なる 身 體の紛 直線に 無理な く 流れ 

込んで 居る。 其れが 下方に 行って 再び 開いて 裾の 線 を 作って 居る。 

浮世 總の 線が 最も 複雜に 亂れて 居る 處、 又 線の 曲折の 最も 烈しい 處は 着物の 裾で ある。 此の 一 

事 も 矢張り 春 信 以前の 名匠の 鎗で 最もよ く 代表され る やうに 思 ふ。 此の 裾の 複雜 さに よって 緣の 

据り がよくな り 安定な 感じ を與 へ る 事 は 勿論で ある。 

裾の 線 は 時に 補景 として 描かれた 幕の やうな もの や、 樹枝ゃ 岩 組な どの 線に 反響して 居る 事が 

あるが、 さう いふの は 動もすれば 畫 面を纖 弱に する 效果を もつ ものである。 さう いふ わけで 裾 か 

ら上 だけ を か いた 歌 麿の 女な どが、 こせつ かな い 上品な 美し さ を 感じさせ るので は ある ま いか。 

寫樂 の 如 き 敏感な 線 の音樂 家が 特に 半身像 を 選んだ の も 偶然で ない と 思 はれる。 
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線 曲の 搶世浮 


寫樂； 外の 古い 人の 繪 では、 人間の 手 は 例へば 扇 や 煙管な ど k 同等な、 ほんの 些細な 附加 物と 

して 取扱 はれて 居る やうに 見える 場合が 多い。 師 宜ゃ祐 信な どの 緣に往 々故意に 手指 を隱 して 居 

る やうな 構圖の あるの を 私 は 全く 偶然と は 思 はな い。 淸 長な ども 此の 點に對 する 可也 明白な 自覺 

を もって 居た やうに 思 はれる。 此の アベ ン ディックスが 邪魔に ならない やうに 可也な 苦心 を拂っ 

て 居る やうな 形跡が 見える。 少 くも 此の 點 では 淸 長の 方が 歌 齊 よりも 遙に 優れて 居る と 私 は 信じ 

て 居る。 

此れ だけの 僅かな 要點を 抽出して 考へ て も 歌 磨 以前と 以後の 浮世 檎 人物 畫の 151! 刖は 隨分顯 著な 

ものである。 

例へば 豐國 などで も、 もう 線の 節奏が 亂れ 不必要な 複雑さが 更に それ を破壞 して 居る。 試に 豐 

國の 酒樽 を踏臺 にして 櫻の 枝に つかまった 女と、 此れに よく 似た 春 信の 傘 を さして 風に 吹かれる 

女と を 比較して 見れば 凡てが 明瞭に なり はしない か。 後者に 於て 柳の 枝まで が顏ゃ 着物の 線に 合 

はせ て 音樂を 奏して 居る のに、 恐らく 同じつ もりで か いた 前者の 櫻の 枝 は ギク/ \ した 雜 音と し 

か 思 はれない。 足袋 を はいた 足の いかつい 線 も 打ち こ はしで ある。 併し 豐國 など は 其 以後の もの 


357 


に比べれば まだ/ \ い \ 方 かも 知れない。 

北齋の 描いた とい ふ 珍ら しい 美人 畫が ある。 其 襟が 多分 排鹿子 か 何 かで あらう、 恐ろしく ぎ ざ 

ぎ ざした 縮れた 線で 描かれて 居る。 其れで 寫實 的な 感じ はする かも 知れない が、 線の 交響 樂 とし 

て 見た 時に、 肝心の 第一 ヴァイオリンが ギ ー く 軋って 居る やうな 感じし か與 へない。 此れに 反 

して、 同じ 北齋が 自分の 得意の 領分へ 這 入る と 同じぎ ざ. （- した 線が 其處 では 自らな 諧調 を 奏し 

て トレモロの 響 をき くやうな 感じ を與 へて 居る。 例へば 宫嶽 三十 六 景の三 島 を 見ても、 何故 ゥ H 士 

の 輪郭が あの やうに 鋸齒狀 になって 居なければ ならない か は、 此れに 並行した 樹の枝 や 雲の 頭 や 

崖 を 見れば 合點 される。 其 處には 矢張り 大きな 基調の 統一 が ある。 

併し 滑 かな 毛 髮ゃ顏 や 肉體の 輪郭 を 基調と した 線の 音樂 としての 殆んど 唯一 の 形式 は、 矢張り 

古い 浮世 繕の 領域 を 踏 出す 事 は 困難に 思 はれる。 後代の 浮世 繪の 失敗の 原因 は 此の 領域 を 無理解 

に 逸出した 事に あり はしない だら うか。 

若し 此の 私の 最後の 考が 正し いとすれば、 同じ 事が 例 へ ば 彫刻 や 現代の 西洋 畫 にも 或る 程度 迄 

適用され はしない だら うか。 此れ は少 くと も 一 顧に 値する だけの 問題に はなる と 思 ふ。 

私は此 等の 問題 をい つかもう 少し 立 入って 考へ て 見たい と 思って 居る。 此の 一 篇は唯 一 つの 豫 
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線 曲の 搶世浮 


報の f つな ものに 過ぎな い 事 を斷っ て 置きたい。 (大正 十二 年 一 月、 解放) 
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言 語と 道具 


人間と いふ ものが 始めて 此の世界に 現出した の は 何時頃で あつたか 分らない が、 進化論に 從へ 

ば、 鬼 も 角 も 猿の やうな 動物から 段々 に變 化して 來 たもので あるら しい。 併し 其の 進化の 如何な 

る 段階 以後 を 人間と 名 づけて よい か、 此れ も 六 かしい 問題で あらう。 或 人 は 言語の 有無 を もって 

人間と 動物との l5il 別の 標識と したら 宜 いだら うと 云 ひ、 又 或 人 は 道具 或は 器具の 使用の 有無 を 準 

據 とする のが 適當 だら うとい ふ。 私に は どちらが {1 いか 分らない。 併し 此の 言語と 道具と いふ 二 

つの もの を、 人 問の 始原と 結び付け ると 同様に、 此れ を科學 とい ふ もの 或は 一般に r 學」 と名づ 

ける もの 、始原と 結び付けて 考へ て 見る の も 一 種の 興味が あると 思 ふ。 

言語と 雖も、 或る時 代に 急に 一時に 出來 上った ものと は 思 はれない。 恐らく 初めは 唯單 純な 叫 

聲 或は それの 連續 であった ものが、 段々 に複雜 になって 來 たものに 相逮 ない。 或は 自然界の 雜多 
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具 道 と 語 言 


な 音響 を眞 似て 夫れ を もって 其の 發 音源 を 代表させる 符號 として 使ったり、 或は 或る 動作に 伴 ふ 

努力の 結果と して 自然に 發 する 音聲を もって 其の 動作 を 代表 させた 事 も あらう。 いづれ にしても、 

斯うい ふ 風に して 或る 定まった 聲が 一言 葉」 として 成立した とい ふ 事 は、 もう そこに 「學」 とい 

ふ もの、 芽生えが 出来た 事 を 意味す る。 例へば 吾人が 今日 云 ふ 意味での 一石」 とい ふ 言葉が 出來 

たと する C 此れ は旣に 自然界の 萬 象の 中から 或る ものが 選び出され 抽象され て、 一 つの 所謂 「類 

概念 一 が 構成され た 事 を 意味す る。 同様に 石 を 切る、 木 を 切る とい ふやうな 雜 多な 動作の 中から 

共通な ものが 抽象され て、 そこに 一切る. 一とい ふ 動詞が 出來、 又 同様にして 「堅い」 とい ふやう 

な 形容詞が 生れる。 此 等の 言葉の 內容は 最早 箇々 の 物件 を 離れて、 それぞれ 一 つの 「學」 の 種子 

になって 居る。 

斯うい ふ 事が 出來 ると いふの が、 大きな 不思議で ある。 

1 體此 等の 言葉 或は それに 相當 する 抽象的な 概念 は 自然 其 物に 內存 して 居て、 吾々 は 唯 自然の 

中から それ を 掘り出し 又 拾 ひ 出し さ へ すれば {且 いもので あらう か。 それとも 又 此の やうな もの を 

作り あげる に 必要な 秩序 や 理法が 人間の 方に 備 はつ て 居る ので、 吾々 は 唯 自己の 內 にある 理法の 

鏡に 映る 限りに 於て 自 J」 以外と 稱 する もの を 認める ので あらう か。 此れ は 六 かしい 問題で ある。 3 


そして 科學 者に とっても 深く 考へ て 見なければ ならない 問題で ある。 併し 玆で 此の 問題に 立 人ら 

うとい ふので はない。 

兎も角も 言語が あると いふ 事 は 知識の 存在 を豫定 する。 そして それが 或る 程度の 普遍性 を もつ 

もので なければ ならない。 さう でなければ、 人々 は 口々 に 饒舌って 居ても 世界 は瘢 狂院か バベル 

の 塔の やうな ものである。 

共通な 言葉に よって 知識が 交換され 傳播 され 夫れ が 多數の 共有財産 となる。 さう して 學 問の 資 

料が 集積され る。 

此の やうな 知識 は、 それだけ では 云 は、. -唯 物置の 中に 積み上げられ たやうな 狀態 にある。 それ 

が少數 であるう ち は 夫れ でもよ い。 併し 數と 量が 增 すに つれて 整理が 必要になる。 その 整理の 第 

一歩 は 「分類」 である。 適當に 仕切られた 戶棚ゃ 引出しの 中に 選り分けられて、 必要な 場合に 取 

り 出し 易い やうに される。 此の やうに して 記載 的 博物 學の 系統が 芽 を 出し 始める。 

分類 は 精細 に すれば する 程 多岐 になって、 結局 分類し ない と 同様にな るべき 害の ものである。 

併し 此の 迷 理を救 ふ もの は 「方 則」 である。 皮相 的に は 全く 無關 係な 知識の 間の 隔 使が 破れて 二 

つの ものが 一 つに 包括され る。 斯 やうに して 凡ての 戶棚ゃ 引出しの 仕切り を 悉く 破って しま ふの 


362 


具 道と 語 言 


が、 物理 科學の 究極の 目的で ある。 隔壁が 除かれても 最早 最初の 混亂狀 態に は歸ら ない。 何とな 

れば 夫れ は 一 つの 整然たる 有機的 體系 となる からで ある。 

出來 上った もの は 結局 「言語の 絲で 綴られた 知識の 瓔珞」 であると も 云へ る。 又 「方 則」 はつ 

まりあら ゆる 言語 を 煎じ詰めた ヱ キスで あると 云 はれる。 

道具 を 使 ふとい ふ 事が、 人間 以外に も あると いふ 人が ある。 蜘蛛の 網 を 張ったり、 或 種の 土 蜂 

が 小石 を もって 地面 をつ き 堅める のが それ だとい ふ。 併し それ は智惠 です るので はなくて 本能で 

あると 云って 反對 する 人が ある。 それ は いづれ にしても、 器具と いふ もの、 使用が 人類の 目立つ 

た 標識の 一 つと なる 事 は 疑 ひない 事で ある。 

そして 科 學の發 達の 歷史は 或る 意味に 於 て 此の 道具の 發達 の歷史 であ る。 

古い 昔の 天測 器械 や、 ドル イドの 石垣な ど は 別と して、 本當の 意味での 物質 科學の 開け 始めた 

のはフ n レ ンス のァカ デミ ー で 寒暖計 や 晴雨計な どが 作られて 以後と 云って. S い。 そして 單に野 

生の 木の 實を拾 ふやうな ー觀 測， 一 の 繩張り を 破って T 實驗」 の廣ぃ 田野 を さう いふ 道具で 耕し 始 

めてから の 事で ある。 唯の 「人間の 言語」 だけであった 昔の 自然 哲學 は、 此 等の 道具の 掘り出し 

± 「自然 自身の 言語」 によって 內容の 普遍性 を增 して 行った。 質 だけ を 表 はす 言語に 代って 數を 
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表 はす 言語の 數が 次第に 增し て 行った" さう して 今日 の數理 的な 精密 科學の 方へ 進んで 来たので 

ある。 

言語と 道具が 人間に とって 車の 一 一 つ の 輪の やうな もので あれば、 科學 にと つても 矢 張 さう であ 

る。 理論と 實驗 —— 此れが 科學の 言語と 道具で ある。 (大. 正 十二 年 五"、 理 學界) 
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序の 曲 想 幻る 成- 


或る 幻想曲の 序 


一 

何もない 空虚の 闇の 中に、 急に 小さな 焰が 燃え 上る。 墓 原の 草の葉 末 を iii らす 燐火の やうに、 

深い 噴火口の 底に ひらめく 硫 火の 舌の やうに、 ゆら/ \- と 燃え 上る。 

焰の 光に 照らされて、 大きな 暖爐の 煤けた 空洞が 現 はれる。 焰 はさ 洞の 腹 を 嘗めて 頂上の 暗い 

穴に 吸 ひ 込まれる。 穴の 奥で 一 しきり ゴォと 風の 音が すると、 焰は 急に 大きくな つて 下の 石炭が 

活 きて 輝き 始める。 

爐の 前に、 大きな 肱掛 椅子に 埋もれた、 一 人の 白髮の 老人が 現 はれる。 身動き 一 つし ないで、 

じ つ と焰を 見詰め て 居る。 焰の 中 を 透して 過去 の 幻影 を 見詰めて 居る。 

焰の 幕の 向 ふに 大きな 舞踊の 場が 擴 がって 居る。 華やかな 明るい 樂の 音に つれて 胡蝶の やうな 
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人の 群が 動いて 居る。 

焰が 暗くなる。  . 

木深い 庭園の 噴水 ひ 側に 薔薇の き亂れ たパァ ゴラが ある。 其の 蔭に 男女の 姿が 見える。 何處 

かで 衣の 鶯の聲 が 聞え る。  . 

石炭が はじけて 凄じい 爆音が 聞え ると、 黑ぃ 煙が 一 しきり 渦卷 いて 立ち 昇る。 

物 恐ろしい 戰 場が 現 はれる。 鍋の 物の いりつく やうな 音を立て 飛んで 来る 砲彈が 眼の 前に 破 

裂す る。 白い 煙の 上に けし 飛ぶ 枯木の 黑ぃ 影が 見える。 

戰 場が 消える と、 町 は づれの 森 蔭の 草地が 現 はれる。 二人の 男が 遠く はなれて 向 ひ 合って 立つ 

て 居る。 一 一人が 同時に 右手 を擧 げたと 思 ふと 手の さきから ばつと 白い 煙が 出る。 すると 其の 一 人 

は 柱 を 倒す やうに うつむきに 倒れる。 夜 明の 光が 森の 上に 擴 がって、 露の 草原に 蟲が 鳴いて 居る。 

草原が 何時 ともなく 海に 變る。 3^ もない 波の 原 を 分けて 行く 船の 舷側に もたれて 一人の 男が 立 

つて 居る。 今 太陽の 沒 した 計りの 水平線の 彼方 を 眺めて 居る。 大きな 淚の 緒が 頰を傳 はって 落ち 

る。 夕 映 を 受けた 帆の 色が 血の やうに 赤い。 

夕 映の 雲の 形が 崩れて 金髮の 女が 現 はれる。 亂れた 金 髮を雙 の 手に 搔き亂 して 空 を 仰いだ 顔に 
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序の 曲 想 幻る 或 


は 絶望の 色が ある。 其の上に 青い 星が 輝いて 居る。 

爐の 火が 一時にく づれ て、 焰が ばったり 消える。 老人 はさつ きの 傣の 姿勢で いつ 迄 も 爐の火 を 

見つめて 居る。 

一一 

森の 中に 沼が ある。 大きな 白樺が 五六 本 折れ 重なって 倒れた 俊 朽ち か k つて 居る。 朽 木の香が 

あたりに 立ち籠めて 居る。 

遠くで 角笛の 昔が する。 やがて 犬の 吠聲、 駒の 蹄の 音が 聞え て、 それが 段々 に 近付いて 來る。 

汀の 草の 中から 鳥が 飛び立って 樹立の 闇へ 消えて 行く。 

獵の 群が 現 はれる。 赤い 服、 白い 袴、 黑ぃ 長靴の 騎手の 姿が 樹の 間を链 うて 嵐の やうに 通り 過 

ぎる。 群 を 離れた 犬が 一疋 汀へ 飛んで 来て 草の 間 を 嗅、 いで 居た が、 笛の 音が 響く と彈 かれた やう 

に驅け 出して 群の 後 を 追 ふ。  • 

獵の 群が 通り過ぎ ると、 ひっそり する。 沼の 面が 鏡の やうに 靜 まる。 

何 養 ともなく ュムフ と パンの 群が 出て 來る。 眩しい やうな 眞晝の 光の 下に 相 角逐し、 駄 けり 狂 
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うて 订を めぐる。 汀の" が 踏みし だかれて 時々 水の しぶきが 立つ。 やがて 狂 ひ 疲れて 樹 や 草原 

に 眠つ てし まふ。 草原に 花 を たづね て 迷 ふ 蜂の i めり が M える。 

nn が 陰って 沼の 面から 薄絲の やうな 靄が 立ち 始める。 

再び 遠くから 角笛の 音、 犬の 遠^が 聞え て來 る。 1 一 ムフの 群 はもう 何處へ 行った か 影 も 見えな 

ハ。 r 大 トニ： 牛 ぺ=;、 明 31) 
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前年 ra 廿 


廿四年 前 


丁度 今から 廿四年 前の 夏休みに、 唯一度 ケ I ベルさん に會 つて 話 をした 記憶が ある。 ほんた う 

に 夢の やうな 記憶で ある。 

それ は 私が 大學の 一年から 二 年に 移る ときの 夏休みであった。 其 年の 春から 私 は西片 町に 小さ 

な 家 を 借りて そこに 自分の 家庭と いふ もの を 作った。 それでい つも はき まって 歸省 する 暑中休暇 

を 其 年 はじめて 何 處へも 行かす にす つと 東京で 暮らす 事に なった。 永 い 休暇の 所在な さ を 紛らす 

一 つの 仕事と して 私 は ヴァイオリンの 獨 稽古 を やって 居た。 其 1^ 前から 持って は 居た が 下宿 住 ひ 

では 鬼 角 都合の よくな ぃ爲に 殆んど 手に 觸れ すに しま ひ 込んで あつたの を 取り出して 鳴らして 居 

たので ある。 尤も 誰に 敎 はるので もな く 全くの 獨 習で、 唯敎則 本の やうな もの を 相手に して、 兎 

も 角 も 音 を 出す 眞似 をして 居た に 過ぎなかった。 適當な 教師が あれば 敎 はり 度かった が、 さう い  j 


ふ 方面に 少し の緣故 ももたなかった し、 又あった にしても 滅多な 人から は敎 はり 度く もなかった „ 

それで やつば り いろんな 書物に かいて ある 彈き方 を讀ん では、 獨 りで 工夫しながら 稽古して 居た 〈 

いつ 迄 も 碌な 音 は 出なかった が、 それでも さう する 事 自身に 人知れぬ 興味 はあった。 

適當な 樂譜を 得る 爲に はじめに は 銀座 邊の 大きな 楽器店へ 捜しに 行った が、 さう いふ 商店 は 何 

となく 御 役所の やうに 氣 位が 高い とい ふの か 横風 だとい ふの か、 鬼 も 角 も 自分に は氣が 引ける や 

うで 不愉快であった から、 おしま ひに は橫 濱のド ー リ ング とかい ふ 商會へ 手紙で 聞 合 はしたり 注 

文したり する 事に して 居た。 此れ は 全くの 餘談 であるが、 少 くも 其 頃、 私 は 音樂が 好きで あるに 

拘ら す、 音 樂に關 係して 居る 人々 から は 好い 印象 を 受けなかった。 音樂 家から も 樂器屋 の 店員 か 

らも、 又音樂 好の 學 生から も 一 つと して 好い 印象 を 受けなかった。 

其 頃 音 樂會と 云へば、 音樂學 校の 卒業式の 演奏 會が 唯一 の 呼 物に なった が 此れ は 自分 等に は 人 

場の 自由が 得られなかった。 其 他に は 明治 音樂會 とい ふの があって、 此の方 は 切符 を 買って はい 

る 事が 出来た。 半分 は 管 敍樂を 主と した 洋樂で 他の 半分 は邦樂 であった。 其 他に も 何 かの 慈善 音 

樂會と いふ やうな もの もあって、 そんな 折に は 私に 取って は 全く 耳 新ら しかった 色々 のソ 口 など 

を 聞く 事 も 出来た。 
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記憶が 混雜 して 確な 事 は 云 はれない が、 多分 さう いふ 種類の 演奏 會 のどれ かで 私 は 始めて ケ ー 

ベ ル さんの 顏を 見、 ケ ー ベルさん の ピアノ の 獨奏を 聞いた やうに 思 ふ。 曲が どうい ふ 曲であった 

かそれ も覺 えて 居ない。 唯覺 えて 居る の は、 ケ ー ベルさん がー 曲の 演奏 を 終って、 靜に 横にから 

だ を 向けて、 椅子に 腰かけた 儘 じっと 耳 をす まして 樂 器と 天井の 間に 往復す る 音波の 反 響 

に聽 入って 居た 瞬間の 姿で ある。 聽衆は 待ち兼ねて 居た やうに 拍手 をした。 ケ ー ベルさん が 立ち 

上る の も 待たないで 無遠慮に 拍手 を 浴せ かけた。 ケ ー ベ ル さん は 少し はにかんだ やうな 色 を 柔和 

な 顔：^ 浮べて 聽 衆に 挨拔 した。 

演奏して 居た 時の 様子 も 想 ひ 出す。 少し 背中 を 猫背に 曲げて、 時々 仰向いたり、 輕 くから だ を 

前後に 動かした りして ゐる のが 如何にも 自由な 心 持で そして 三昧に 人って 居る やうな 風に 見えた- 

他の 多くの 演奏者と 對 比した 時に 一 層 何 かしら 全くち がった 好い 感じが した。 

眞黑な ピアノ に對 して 童 顏金髮 の 色彩の 感じ も 非常に 上品で あつたが、 併し それよりも 此の 人 

の內 側から 放射す る 何物 か ひどく 私 を 動かした。 

平たく 云へば 私 は 其 時から 全く ケ —ベ ル さんが 好きに なった のであった。 尤も その 前から その 

人柄に ついて 充分な 豫備 知識 はもって 居た ので あるが、 一度 會 つて 話が して 見たかった。 しかし 
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何の 用 もない のに 無 紹介で 訪問す るの は餘 りに 不錢 だと 思って 控 へて 居た。 

夏休みに、 ヴ ァ ィ オリ ンを. 弄んで 居る 內 にも、 私の 頭の 中の 何處 かに ケ ー ベ ル さんの 顔が 浮んで 

居た ものと 見える。 どうした はすみ であった か、 とう/ \- 私はケ ー ベルさん に 手紙 を 童曰 いた。 理 

科の 一 年生 だが 音樂の 修業の 事で 敎 へて 頂き 度い 事が あるから、 御 暇の 時に 面會を 許して 下さい 

と 云 ふやうな 事 を かいた ものら し い。 

返事 を 貰 ふ 事が 出來 るか どうかと 危ぶんで 居る 間 もない 程に 早く 返事が 來た。 何日の 何時に 來 

いとい ふので あった。 其れが どんなに 猛を 喜ば せ 興奮 さ せ たかは 云 ふ 迄 もない。 

約束の 日に 白山 御殿 町の ケ I ベ ル さんの 家 を 捜して 植物園の 裏手 をう ろつ いて 歩いた。 可也 暑 

い 日で 近邊の 森から は 蟬の聲 が 降る やうに 聞え て 居た と 思 ふ。 

若い 男の 西洋人が 取次に 出た。 書 .Is の やうな 處へ 通される と、 すぐに ケ ー ベルさん が 出て 來た „ 

ヒ衣も 短 衣 も 着ないで、 ワイシャツの 儘で 出て 來た。 そしてい きなり 大きな 葉卷 煙草 を 出して 自 

分に も 吸 付け 私に もす k めた。 

獨逸語 は 少しも 話せす、 英語 も 極めて まづ かった 私が どんな 話 をした か 殆んど 全く 覺 えて 居な 

い。 唯 私が ヴァイオリン を獨 習して 居る 事 を 話した 時に、 ケ ー ベルさん は 私の もって 居る 樂 器の 
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做 段 を 聞いた。 それが 九圓の ヴァイオリン である 事 を 話したら、 ケ— ベルさん は 突然 吹き出して 

大きな 聲で さも 面白さう に 笑った。 私 は それが 何故 それ 程に を かし い 事で あるか を 其 時には 充分 

理解す る 事が 出来なかった。 それに も 拘らす 私 は 笑 はれても 別に 不愉快でなかった。 却って 如何 

にも 罪のない 子供の やうな 笑に 釣 込まれて 私も譯 もな く 笑って しまったので あった。 

次の 窒の 棚の 上に オル ゴ ー ルの やうな 樂 器が 置いて あった。 其れ を 鳴らして 聞かして くれたり 

した。 

其 時の 話の 結果と して、 ケ I ベルさん は 私の 爲に 或る 音樂 家に 紹介 狀を 書いて くれた。 それ は 

結局 斷られ て無效 になって しまった。 さう して 私 はとう/, -廿 年後の 今 H 迄、 ほんた うの 樂 器の 

极ひ方 を 知らす に 過して 来た。 

^し 私が ケ I ベルさん を 尋ねた 第一の 動機 は、 今にな つて 見る と、 ヴァイオリンの 問題より は 

矢 張 寧ろ ケ ー ベルさん に會ふ 事であった らしく 思 はれる。 考 へて 見る と 恥 かしい 事で ある。 其 時 

に 私 は 廿三歲 であった。 ケ ー ベ ル さん も 未だ さう 老人と いふ 程で もなかった。 

それ 切りで 私 は 二度と 會 つて 話 をした 事 はない。 唯 其 後に 一度 駿河臺 の 家へ 何 かの 演奏 會の切 

符を貰 ひ に 行った 事が ある。 其 時 は 今の 深 田 博士が 玄關 へ 出て 來て 切许を 渡して くれた 事 を覺ぇ 
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て 居る。 此れ も 恥 かし い 事で ある 0 其 家の 門の 表札に はラ ファ エル-フォン- コヰ ベルと して あ 

つた。 

全く 夢の やうで ある。 

言葉が もう 少し 自由であった なら、 そして 自分が もし 文科の 學 生で も あったら、 私 は 恐らく- 

もう 少し  ケ  ー ベ  ル さんに 接近す る 機會が 多かった かも 知れな い。 

ケ ー ベ ル さんが 亡くなった 時に 私 は 昔の事 を 想 ひ 出して せめて 葬式に でも 出たい やうな 心 持が 

した。 しかし やっぱり さう しない 方が い、 と 思って やめて しまった。 何處へ 見舞 狀を 出す 先 もな 

いと 思 ふ 事が 淋しかった。 

自分の やうな、 自ら 求めて 世間に 義理 を缺 いて 孤獨な 生活 を 送りながら、 それで 居て 悟り 切れ 

すに 苦しんで 居る 润れな 人間に 取って は、 ケ ー ベルさん の やうな 人が、 何處 かの 領事館の 一室に 

籠った 切りで 讀 書と 思索に 耽って ゐ ると い， ふ考 だけで もどん なに 大きな 慰藉で あつたか 知れな い 

と 思 ふ。 その 人が もう 此の世に 居ない と 思 ふの は、 何だか 少し 淋しい。 

ケ ー ベルさん に 笑 はれた 九圓の ヴァイオリン は、 とうの 昔に こ はれて しまったが、 此頃思 ひ 出 
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して 又 昔の 敎 SH^ を さらって 居る。 それにつ けて 時折 は あの 當時を 想 ひ 出す。 さう すると、 きつ 

と蟬 時雨の 降る 植物園の 森の 裏手の 古びた ぺ ンキ 塗の 洋館が 本當に 夢の やうに 記憶に 浮んで 来る。 

(大正 十二 年べ H ；、 思想) 
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(此の ー篇を 書いた の は 八月の 末であった C 九 g 一日-: 朝、 最後 力 筆 を 加へ た 後に、 此れ を 状袋に 人 

れて、 某誌に 送る つも" で 服 Q かくしに 入れて 外出した。  >1 ^中で あの 地震に 會 つて if ふいで 歸 つたので、 

とう/ \ 出さずに しまって 置いた。 今 取 出して 讀んで 見る と、 今度の 還災 の豫感 とで も 云った やうな 

ものが 書いて ある。 それで わざと 其 儘に 本誌に の せ る 事に した。) 

生活 上の 或る 必要から、 近い 田舍の 淋し ぃ處に 小さな 隱れ家 を 設けた。. 大方 は 休日な どの 朝 出 

かけて 行って、 夕方 はもう 東京の 家へ 歸 つて 来る 事に して ある。 併し どうかす ると ー晚位 其處で 

泊る やうな 必要が 起る かも 知れない。 さう すると 夜の 燈 火の 用意が 耍る。 

電燈は 其 村に 来て 居る が、 私の 家 は 民家と 可也 かけ 離れた 處に 孤立して 居る から、 架線 工事が 

少し 面倒で あるの みならす、 月に 一度 か 二度 位し か 用の ない のに、 わざ/ \ それだけの 手 數と费 
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用 を かける 程の 事 もない。 矢 張 石油 ラム プの 方が 便利で ある。 

それで 家が 出來 上る 少し 前から、 私 は ラム プを賣 る 店 を 注意して 尋ねて 居た。 

散歩の 序に 時々 本鄕神 田邊の ガラス 屋 など を 聞いて 歩いた が、 何處の 店に も 持 合 はせ なかった。 

其 等の 店の 店員 や 主人 は 「石油 ラム プはド ー モ ：：： 」 と、 特に 「は」 の 字に アクセント をお いて 

云って、 當惑 さうな、 或は 氣の毒 さうな 表情 をした。 傍で 聞いて 居る 小店 員の 中には 顏を 見合せ 

て ニヤ 笑って居 るの もあった。 恐らく 此 等の 店の 人に 取って、 今頃 石油 ラム プの 事な ど を 顧 

客に 聞かれる の は、 疾の 昔に 死んだ 祖父の 事 を、 戶籍 調べの 巡査に 聞かれる やうな 氣 でもす る 事 

だら う 0 

或る 店屋の 主人 は、 銀座の 十 一 屋に でも 行ったら あるか も 居れない と 云って 注意して くれた。 

散歩の 序に 行って 見る と、 成程 あるに はあった。 米國 製で 中々 丈夫に 出来て 居て、 一寸 位 投り出 

しても 壞れ さう もない、 叉 どんな 强ぃ 風に も 消えさう もない、 實用 的に は. e. 分の なさ さうな 品で 

ある。 それだけに、 どうも 座敷 用 又は 書 卓用と して は、 餘 りに 殺風景な やうな 氣 がした。 

此れ は臺 所用と して 鬼 も 角 も 一 つ 求める 事に した。 

纖燭に ホヤ を はめた 燭臺ゃ 手燭 もあった が、 此れ は 明るさが 不充分な ばかりでなく、 问 となく 
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一 時の 間に合せの 燈火 だとい ふやうな 氣 がする。 それに ラ ムプ の焰 は何處 かしつ かりした 底力 を 

もって 居る のに 反して、 蠍 燭の焰 は 云 は 根の ない 浮 草の やうに 果敢ない 弱い 感じが ある。 その 

上に 段々 に 燃え 縮って 行く とい ふ 自覺は 何となく 私 を 落着かせない。 私 は 螺燭の 光の 下で 落着い 

て 仕事に 沒 頭す る氣に はなれない やうに 思 ふ。 

併し 何 かの 場合の 臨時の 用に もと 思って 此れ も 一 つ 買 ふ 事に はした。 

肝心の 石油 ラ ムプは 中々 見付から なか つ た。 粗末な のでよ ければ 田舍へ 行けば ある だら う と お 

もって 居た が、 いよ/ \- あたって 見る と、 都に 近い 田舍 で電燈 のない 處は 今時もう 何處 にもな か 

つた。 從 つて さう いふ 淋しい 村の 雑貨店で も、 神 田 本鄕の 店屋と 全く 同様な 反應 しか 得られな か 

つた。 

段 々 に 意外と 當惑 の 心 持が 增す につれ て 私 は、 東京と い ふ處は 案外に 不便な 處 だと い ふ氣 がし 

て 来た。 

若し 萬 一 の 自然の 災害 か、 或は 人間の 故障、 例へば 同盟！ 能 業 やなに かの 爲に、 電流の 供給が 中 

絕 する やうな 場合が 起ったら ど うだらう とい ふ氣 もした。 さう いふ 事 は 非常に 稀な 事と も 思 はれ 

なかった。 ー晚 位なら 蟠燭で 間に合せる にしても、 もし 數日 も續 いたら 誰も ラム プが 欲しくな り 
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はしない だら うか。 

此れに 限らす 一 體に 吾々 は 平生 餘 りに 現在の 臉 弱な 文明 的 設備に 信賴し 過ぎて 居る やうな 氣が 

する。 適に 地震の 爲に 水道が 止まったり、 暴風の 爲に 電流 や 瓦斯の 供給が 絕 たれて 狼 狼す る 事 は 

あっても、 しばらく すれば 忘れて しま ふ。 さう しても つと 甚 しい、 もっと 永續 きのす る 斷水ゃ 停 

電の 可能性が 何時でも 目前に ある 事は考 へ な い。 

人間 は 何時 死ぬ か 分らぬ やうに 器械 はいつ 故障が 起る か 分らない。 殊に 日本で 出来た 品物に は 

誤魔化しが 多い から 猶更 である。 

ラ ムプが 見付からない 不平から、 つ いこんな 事まで 考 へたり した。 

其內に 偶然 或る人から 日本 橋區の 或る 町に 石油 ラ ム プを賣 つて 居る 店が あると いふ 事 を敎へ ら 

れた。 やつば り 無い ので はない、 自分の 搜し 方が 不充分な のであった。 

丁度 忙し い 時であった から 家族 を 見せに 遣った。 

其 店 は 卸し 屋で 小賣 はしない ので あつたが、 强 ひて 頼んで 一 一つ だけ 賣 つて もらった さう である „ 

どうやら ラム プの體 裁 だけ はして 居る。 しかし 非常に 粗末な 薄っぺらな 品で ある。 店屋の 人 自身 

が 此れ はほんの 其 時 切りの ものです から 永 持ち はしません よと 云って 斷っ て 居た さう である。 
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どうして、 わざ/^ そんな 一時 限りの 用に しか 立たない ラム プを 製造して 居る のか。 さう いふ 

品物が どうい ふ 種類の 需要 者に よって、 どうい ふ 目的の 爲に 要求され て 居る かとい ふ 事 を 聞きた 

だして 見たい やうな 氣 がした。 何故もう 少し、 しっかりした、 役に立つ もの を 作らない のか 要求 

しないの か。 

此の 最後の 疑問 はしかし 恐らく 現在の 我國の 物質的の みならす 精神的 文化の 種々 の 方面に 當て 

嵌まる もの かも 知れない。 此の間に 合せの ラム プは唯 それの 一 つの 象徵 であるか も 知れない。 

二つ 買って 来た ラム プの 一 つ は、 石油 を 入れて 見る と 底の ハ ンダ 付けの 隙間から 油が 泌み 出し 

て 用 をな さない。 此れで は 一時の 用に も 立ち かねる) 此れ は ラム プ ではない。 つまり ラム プの外 

觀 だけ を備 へ た 玩具 か 標本に 過ぎな い。 

ラム プの心 は 一把でなくて は責ら ない とい ふので、 一把 百 何十 本 買って 來た。 恐らく 生涯 使つ 

て も 使 ひ 切れ ま い。 自分の 宅で 此れ だけ 充實 した 未來 へ の 準備 は 外に はないだ らうと 思って 居る。 

^しラ ムプ の 方の 保存 期限が 心の 一 本の 壽 命よりも 短い の だとす ると 心細い。 

此の ラム プ に比べて 見る と、 實際 アメリカ 出来の 臺 所用 ラム プは よく 出來て 居る。 粗來 なやう 

でも、 急所が しっかりして 居る。 凡てが 使用の： E 的 を 明確に 眼前に S いて 設計され 製造され て 居 
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る。 此れに 反して 日本 出来の は 見掛けの ニッケル 鍍金な どに 無用な 骨 を 折って、 使用の 方から は 

根本的な、 油の 漏れない とい ふ 事の 注意 さへ 忘れて 居る。 

唯 アメリカ 製の 此の 文化的 ラム プに は、 少 くも 自分に とって は、 一 っ缺 けた ものが ある。 それ 

を 何と 名 づけて い 、か、 な r 一  寸適當 な 言葉が 見付からない。 併し それ は 唯 此の ラ ムプ に 限らす、 

近頃の 多くの 文化的 何々 と稱 する ものに も 共通に 缺 けて 居る 或 物で ある。 

それ は 所謂 装飾で もない C 

何と 云ったら い、 か。 例へば 書物の 頁の 餘 白の やうな もの か。 それとも 人間の からだで 云へば、 

例へば I - まあ 一 耳た ぶ」 か 何 かの やうな もの かも 知れない。 耳た ぶ は、 あっても なくても、 刖 

に 差 支へ はない。 しかしなくて はやつ ばり 物足りない。 

其後輕 井澤に 避暑して 居る 友人の 手紙の 中に、 彼 地で ラム プを賣 つて 居る 店 を 見た と 云って わ 

ざ わざ 知らせて くれた。 叉鄕 里へ 注文して 取 寄せて やらう かと 云って くれる 人 もあった。 肿し折 

角 遠方から 取 寄せても、 それが 私の 要求に 應 じる もので なかったら 困る と 思って、 其 儘に して あ 

る。 どうせ 取 寄せるなら、 何處 か、 英吉利 邊の 片田舍 からで も 取 寄せたら、 さう したら 或は 私の a 


田あって 居る やうな ものが 得られ さうな 氣 がする。 

併し それ も 面倒で ある。 結局 私 は 此の 油の 漏れる 和製の 文化的 ラム プをハ ンダ 付けで もして 修 

繕して、 どうにか 間に合 はせ て、 それで 我^す る 外 はなさ さう である。 

(大正 十三 年  一 ：《、 文化 生活の 基礎) 
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解かれた 象 


上野の 動物園の 象が 花屋敷へ 引越して 行って、 其處 で旣往 何十 年と かの 間 縛られて 居た 脚の 鎖 

を 解いて 貰って、 久し振りでの そ./ と 濫の內 を 散歩して 居る、 とい ふ 事で ある。 話 を 聞く だけ 

でも 何だかい \氣 持で ある。 肩の 凝りが 解けた やうな 氣 がする。 

事實 はよ く 分らない が、 傳 ふる處 によると 此の 象 は 若い 時分に 一度 癎. 緩 を 起して 亂暴を はたら 

いた 事が あるら し い。 それが どうい ふ 動機で 叉 どうい ふ 種類の 行爲 であつ たかを 確め る 事が 出来 

ない ので あるが、 兎も角も、 普通の 溫 順なる べき 象と して ある まじき、 常規を 逸した 不良な 過激 

な行爲 であった 事 だけ は 疑 ひもない 事で あるら しい。 さう いふ 行 爲を敢 て するとい ふ 事 は、 卽ち 

彼が 發 狂して 居る 事の 確な 證據 であると かう いふ 至極 尤もらし い 理由から、 彼 は狂氣 して 居る と 

いふ 事に 極め をつ けられた。 其 結果と して、 それ以来 は その 前後の 脚 を、 たしか 一本 づ. - 重い 冷 
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た ぃ鐵の 鎖で 縛られた 儘で、 不自由な 何十 年 か を 送って 来たので ある。 

鎖 は 脚に 喰 込んで あの 淺 草紙で 貼った だんぶくろの やうな 脚の 皮 は、 その 爲に氣 味惡く 引き 釣 

つて 醜い 皺が 出来て 居た。 當人は 存外 馴れて しまった かも 知れない が、 はたで 見る目に は 妙に い 

たいた しい 想 ひ を させた。 一 體夜寢 る 時には、 あ ひ 脚 を どうい ふ 風に して 寢 るの だら うとい ふ 事 

が 私に はいつ でも 起る 疑問であった。 事によると あ、 やって 立った 傣で 眠る ので はない かと も考 

へられる のであった。 

檻の 前に 集まる 見物人の 中には、 此の 象の 精神の 異狀を 聞き 知って 居る もの も少 くなかった。 

一 オイ，/ \.、 なるほど 變な眼 付き をして や あがる ぜ」 など、 話し合つ て 居る の を 聞いた 事 も あつ 

たが、 さう 云 はれ、 ば 成程 私に も 多少 さう 思 はれない 事 もなかつ たが、 その 眼 付きが 果して 正常 

な 正氣の 象の 眼 付きと どれ だけ 違 ふか を 確め る 事 は 私に は 出来なかった。 

果 もな ぃ廣ぃ 森林と 原野の 間に 自在に 横行して 居た ものが、 一 寸 した 身動きすら 自由で ない 窮 

屈な かう いふ 境遇に 置かれて、 そして、 いくら 氣の 永い、 壽 命の 永い 象に しても、 十 年 2^ 上 も か 

うして 縛られて 居る ので は、 さう/ \- 好い 眼 付きば かり もして 居られない ではな いかと い ふ氣も 

した。 そして ー體 何の 爲に 縛られて 居る のか 象に は それが 分らない、 假令 それが 分っても、 それ 
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を 云 ひ 解く ベ き 言葉 を 持たない ので ある。 餘り 機嫌の よい 顏も 出来ない 道理で ある。 

動物園で 永い 間氣遂 ひとして 取扱 はれて 來た 象が、 今度 花屋敷へ 嫁入りす る 事に なった。 そし 

て 花屋敷の 人間が 來て 相手に なって 見る と、 どうも 一 向氣逮 ひらし くなくて 普通の 常識的な 象で 

あると いふ 事に なった さう である。 此れ は 新聞で 見た 事で あるから 事實 はどう だか 分らない。 し 

かし さう いふ 事 は事實 有り得べき 事 だら うと 思 はれる。 若し 事實 だとす ると、 此れ はどう 解釋さ 

るべき もの だら う。 實 際昔發 狂して 居た のが 何時の間にか 直って 居た ので あるか、 或は 今でも 矢 

張氣？ 埕ひ である けれども 其 時に 發 作が 起らなかった とい ふだけ であるの か、 それ も 或は さう かも 

知れない。 併し 又元來 少しも 狂氣 でない もの を、 誤って 狂氣と 認定され て 今日に 至った もの かも 

知れない。 萬 一 さう であった とすると 象に とって は甚 しき 迷惑な 事で あつたと 云 はなければ なら 

ない。 

此の 問題に 對 して 何等かの 判斷を 下し 得る 爲には 先づ第 一 に 動物 特に 象の 精神病に 關 する 充分 

な 學識が 必要で あり、 第一 一に は 此の 象が 玨氣と 認められ るに 至った 狂暴な 行 爲に關 する 正確な 記 

錄の 知識が 必要で ある。 第三に は 彼が さう いふ 行爲 に出づ るに 至った 動機と いきさつ につ いて 充 

分な 參考付 料が 必要 で あ る。 
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不幸に して 私に は此 等の 必要 條件 のどれ もが 具備して 居ない から、 從 つて 私 は 此の 具體 的の 場 

合に つ いて 何等の 尤もらし い 想像 すら 下す だけの 資格 もない。 

併し 私 は 唯 一 つの 有り得べき 場合と して 次の やうな 假想 的の 事件 を 想像して 見た。 

此の 象 は 始めから 狂氣 でもなんでも なかった ので ある。 至極 御 心よ しの 純良な 性質であった。 

唯餘 りに 世間 見す の 我儘な 御 ぼっちゃんの 象であった。 それで 此の 見知らぬ 國へ 連れられて 来て- 

僅の 間に、 相手になる 日本人の 氣心を 呑み込んで 卑屈な 妥協 を 見出す には餘 りに 純良 高尙 過ぎた 

性質 を もって 居た ので ある。 處が叉 此の 象 を 取扱 ふ 人間 も 亦 生憎 極めて 純良で 正直であって、 此 

の 異鄕の 動物の 氣持 など をい ろ と 推測して それに 適合す る 事を敢 てす るに は餘 りに 高い 人格 

を 持って 居た ので ある。 かう した 二つの ものが 相 接觸す れ ば 何時か は 喧嘩 に なる 事が 當然 過ぎ る 

程當 然な歸 結で ある。 

それでた うとう 感情の 背反が 起って 來た 時に、 此れが 兩方共 人間で あるか、 或は いっその 事兩 

方 共 象で ある 場合に は 却って 始末が い， - かも 知れない が、 困った 事に は 一 方が 人間で 一 方が 象で 

あつたの である。 一方 は 口が 利け て そして 仲間が 大勢 居る のに、 一方 は 全く 口が 利け なくて そし 

て 唯の 一 人 ぼつち であった。 此れが 犬なる 不幸の 主なる 原因で あつたので ある。 


386 


象 たれ か 解 


喧嘩 をす る 時には 誰でも 少し 位 は氣が 狂って 居る。 そしてお 互に 相手の 事 を、 彼奴 は氣違 ひだ 

と觸れ 廻っても 大抵 聞く 人の 方で 相手に しないから、 結果 は それき りで 何等の 後難 を 惹起す 恐が 

ない。 

處が 現在の 假想的 事件の 場合に 於て は、 象が 人間の 云 ふ 事 を 聞かない から 人間が 怒った、 それ 

から 象が 怒った ので あっても、 其の 人間が 仲間の 人間に 此の 事件の 顚末を 話して 聞かす 時には、 

吃 度 象が 怒った 事實の 記述の 方に 念が 人り 過ぎて、 つ い 象が 怒る に 到った 原因の 方の 說明を 忘れ 

勝ちになる ので ある。 此れ を閜く 人の 方で も 勿論 象の 恐るべき 行爲で 頭の 中が 一 杯に なって しま 

つて、 象 を 怒らせた 人間の 行爲 など はとても 考 へて 居る 餘裕 のない のが 普通で あらう。 適に は 其 

處 i^i 立 人 つ て考へ 得る だけの 能力 を もった 人が あ つても、 直接 何等 利害の 關係 のない 象の 爲にそ 

れを考 へ て やる だけの 暇 を もたない のが 通例で あらう。 

それで 結局、 何等の 異議 もな く 此の 象 は狂氣 して 居、 ると い ふ 事が 人間の 仲間から 仲間 へ と傳 へ 

られ る。 其 間に 象の 狂暴な 行爲は 色々 に 誤り 傳 へられる が、 其 度 毎に 少し づ k 惡ぃ 方へ-. (\ と變 

化して 行く のが 通則で ある。 

此の 善良な 人間 達 は 暇に 任せて 象の 其 後の 行動に 注目す る。 さう して 彼等の 期待に 合 ふやうな 
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象の 行 爲を發 見す る 事の 滿足を 求めよう とする ので ある。 その 滿 足が 得られない 場合に は、 それ! 

が 得られ さうな 機會を 積極的に 作る 事 さ へ 厭 はな い。 成程 此奴 は氣違 ひだと い ふ 事が 腑に 落ちる ， 

迄 は 安心が 出来ない ので ある。 考 へて 見る と 甚だ 不可思議な 心理で は あるが、 畢竟 は 人間が 其の 

所信に 對 する 確證を 求めよう とする 眞 面目な 欲求に 外なら ないか も 知れな い。  一 

それ はどうで も 立い が、 此の 場合 迷惑 至極な の は 象で ある。 腹が立って-も、 どうす る 事 も出來 

ない 處へ、 かう いふ 境遇に 置かれて プ レジ ュ ディ ス の 眼鏡の 焦點 になって は 全く 遣瀨 がない。 若 

しも 一 っ處に 象の 仲間が 大勢 居て、 そして 仲間 同志で 話 をす る 事が 出来たら それなら 何でもない 0 

さう なれば 象 仲間で 人間の 方 を氣違 ひに してし まって、 そして 象 同志で 仲よ くして 居れば よいの 

であるが、 悲しい 事に は、 此の 象に はさう いふ 自分の 世界が 惠 まれて 居なかった。 

此の 場合 象が 氣遂ひ 扱 ひ を 免れる 方法 は 唯一 つし かなかった。 卽 ち多數 者た る 人間と 安 協す る 

事であった。 不幸に して 此の 象 は それ を敢 てす るに は餘 りに 正直で 善良で あつたので ある。 其の 

結果 は あの 通りで ある。 

此れ は 唯一 つの 有り得べき 場合の 想像に 過ぎない。 併し 若し 此の 想像が 本當 であった としたら、 一 

今度 思 はぬ 機會で 今迄と はちがつた 人間の 群の 中に 迎 へられて、 さう して、 氣違 ひで ない 當り前 一 
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の 象と して 見られ 取极 はれる やうに なった 事 は 此の 象に 取って どんなに 嬉し い 事であった らう C 

想像す る だけで も 私 は 胸の 奥底 迄 晴れ/^ とする やうな 好い 心 持が する。 

事實は 全く どう だか 分らない、 唯 以上の やうな 場合が 今後に も あり 得る ものと すれば、 私 は 多 

くの 善良な 象の 爲に又 其の 善良な 飼養 者の 爲に、 此れ だけの 事 を參考 の爲に 書いて 置く の も 無駄 

な 事で は あるまい と 思った ので ある。 (大正 十三 年 二  11"、 女性 改造) 


3S9 


一 月廿 六日の 祝日の 午後 三時 頃に、 私 は 唯 あてもなく 日本 橋から 京 橋の 方へ あの 新開の バラ ッ 

ク 通り を 歩いて 居た。 朝よ く 晴れて 居た 空 は、 いつの 間に かすつ かり 暴って、 濕 りを帶 びた 弱い 

南の 風が 吹いて 居た。 丸の 內の 方の 空に あたって、 時々 花火が 上って 居る ので、 上がる 度に 氣を 

付けて 見て 居た。 丁度 中橋廣 小路の 邊へ來 た 時に、 上った の は、 いつもの 唯の 簡單 な晝 花火と は 

ちがって、 餘程 複雜な 仕掛の ものであった。 先づ 親玉から 子 玉が 生れ、 其の 子 玉から 孫 玉が 出て- 

それから 叉 曾孫が 出た。 そして 其の 代の 更り 目に は、 赤 や 青の 煙の 塊が 飛び出す のであった。 併 

し それらの 色の ついた 雲 は、 すぐに 消え失せて、 黑ぃ煙 だけが 割に 永く あとに 殘る やうであった- 


京 橋の 上 迄 来て、 堀に 沿うて 東の 方 を 見る と、 向 ふの 河岸と 橋の 上に 大勢 人が 集って 河の 方 を 

見て 居る。 船の 中で 花火 を 上げて 居る のらし い。 

行って 見る と、 掘の 眞 中に、 可也 大きな 船が 一艘つな ぎ 留めて あって、 其處が 花火の 打ち上げ ： 

場に なって ゐ るので ある。 成る 程、 かう して 河の 眞 中で やって 居れば、 如何に 東京 人で も、 さう 

さう 傍 迄 押し かけて 礙 きに は 行かれない 譯 である。 此れで ない と隨分 間違 ひが 起り さう である。 一 

併し 果して さう いふ 理由から 船の 中 を 選んだ のか、 或は 他に もっと 適切な 理由が あるの かもしれ 

ない。 

船首から 船長の 三分の 一 位の 處に當 つ て、 横に 張り 渡した 横木に 大小 四 本の 圓 筒が 並べ て 垂直 ， 

に 固定して ある。 筒の 外側 は アルミニウム ペイントで 御 化粧 をして あるが、 金屬製 だか どう だか  i 

見た だけで は 分らない。 昔 は 花火の 筒と 云へば、 木 筒に 竹の たが を 幾重と なく 鉢卷 きした の を 使 一 

つた もの だが、 流石に 今ではもう そんな もの は 使 はない と 見える。 第一 その 筒の 傍に 立って、 花  ； 

火の 打 上げ を擔當 して 居る 二人の 技手から が、 洋服に、 ス H タ I、 半ズボンと いふ ハイカラな 服 

辨 裝 である。 さう して 其の 二人のう ちで 船首の 方に 立って 居る 一人 は、 立派な 鬚 を さへ 生やして 居  ： 

f るので ある。 此れが 筒の 掃除 をす る 役 をつ とめる。 瞷の 間の 側に 立って 居る これ もスマ ー トな風 3: 


體 の 男が 裝墳發 火 の 作業 をす る 役割で ある。 

艫の 方の 横木に 凭れて 立って 居る 和服に マ ント鳥 打幘の 若い 男が 一 番の 主人 株ら し い、 多分 今 

日の プ n グラム を 書いて あるら し い 紙片 を 手に 持つ て 立って 居る。 其 傍に 花火 を 入れた 箱が あつ 

て、 助手が 其處 から 順々 に 花火の 玉 を 出して 打 手に 渡す。 

始めに 小さな 包の やうな もの を 筒 口へ 投り 込んで、 すぐ 其 上へ 銀色 をした 球 を 落し、 叉 其 上へ、 

掌から 何 かしら 粉の やうな もの を 入れる。 次に チョッキの 隱 袋から、 何 か 小さな もの を 出して、 

火繩で それに 點 火した の を、 手早く 筒 口から 投げ入れ ると、 半 秒 足らす 位の 後に、 爆 然と 煙が 迹 

り 出て、 鈍い 爆音が 聞え る。 煙が 綺 匿な 渦の 環に なって フワく と 上って 行く、 すると 高い 處で 

彈 が爆發 して、 それからが 所謂 花火の 現象になる ので ある。 

段々 目が 馴れて 來 ると 彈が 上って 行く 途中 の 經路を 明瞭に 認める 事が 出来る、 そして 破裂す る 

時に、 先づ 一方へ 閃光の やうに 迸り 出る 火焰も 見え、 外被が 兩 分して 飛び 分れる 處も 明に 見る 事 

が 出来る。 風の 影響 も ある だら うが、 それよりも 寧ろ、 筒 口を出る 際の、 偶然の 些細な 條 件の 爲 

に、 時々 は彈 道が 上の 方で ひどく 彎曲して、 とんでもない 方へ 行って 開く 事 も ある。 

一番 小さな 筒と、 其 次のと が、 最も 頻繁に 使 はれる。 ー發 打ち上げ たの k 煙が、 大方 消える 時 
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分に、 次の を 上げる とい ふ 順序で あるが、 筒の 大小 は變 つても、 上がる もの は 大抵 同じ やうな 平 

凡な のが 多い。 同じ 位の 時間 間隔 を 置いて 連績 的に 五囘の 爆發を やる のが 一 番多 いやう であった。 

つ けて 五 囘音 がし て さ 中 へ 五 つ の 煙の 圓槐 が圑子 の やうに 並ぶ だけと 云 は i.^ それ迄の もので あ 

る 0 

「音 さへ すり や あ、 い、 ん だね」 「音 さへ すり や あ、 い、 ん だよ」、 こんな 事 を 云 ひながら、 そ 

れ でも 矢張り 未練ら しくい つ 迄 も 見物し て 居る 職人の 仲間 も あ つ た。 見き し て 居る 連中 を 見渡し 

てみ ると、 殆んど 勞働者 階級の 人ら しく、 兵隊 や 女 も 少し はま じって 居た が、 所謂 知識階級に 屬 

する らしい 人 は 一人 も 見當ら なかった。 知識階級の 人 は、 かう いふ 種類の 見物に は餘り 興味 を 持 

たない のか、 それとも、 花火の 技術 や 現象な どは疾 にもう 知って 居る から、. 今更 こんな 處で 見物 

する 必要がない のか、 さう では あるまい、 寧ろ そんな もの を ぼんやり 呑氣に 見て 居る やうな 暇が 

ない の だら うと 思って 見た。 尤も 向 河岸の 官衙の 裏 河岸 を 見る と 可也 立派な 役人 達で 吞氣 相に 見 

物して 居る の も 大勢 居た。 一  つ 隔て、、 かう 事柄の ちが ふの は * して どうい ふ譯 だら うと も 思 

つて 見たり した。  . 

五囘の 爆聲の 間の 四つの 時間 間隔 は 決して 一 樣に はならない ものら し い。 その 長短が いろ 
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の 偶然 的な コム ビネ ー ショ ンで 起る のが 先づ 面白かった。 それから 五つの 煙の 塊が さ 中に 描く 屈 

曲した 線が 色々 の 星座の やうな 形 をして、 又 それが 垂直に 近くな つたり、 水平に 近く 出たり、 或 

は 色々 な 角度に 傾斜す るの も 面白かった。 其 等の 塊が 風に 流されて 行く 間に 段々 相對的 位置 を變 

へて 行く のが、 上層の 風の 構造 を 示す ものと して、 特別な 興味が あった。 嘗て 誰か i -、 或る 關東 

の 山の 上で 花火 を 上げて、 高層 氣 象の 觀測を やらう とい ふ 提案 をした 事 を 思 ひ 出して、 なる 程 こ 

れ ならば 存外 ものに なり さう だと 思 ひながら 見て 居た。 

な ぼ 面白 いのは 一 つ/ \ の 煙の 圑 塊の 變形 である。 此れが みな 複雜な 渦 動 の團 塊であって、 

六 かしい 運動 を續 けながら、 段々 に擴 散して 行く ので ある。 昨年 九月 一日 被服 廠 跡で 起った 火焰 

の 渦卷を 支配した と 同じ 方 則が 此處 にも 支配して 居る の だら うと 思って、 一 生 懸命に 眺めて 居た 

が、 此の 糢糊 とした 煙の 中から、 さう 手 取 早く 要領 を 得た 方 則を讀 取る 事 は 容易な 仕事で はない 

のであった。 

五囘に 一 囘位は 風船に 旗 を 吊した もの や、 相撲 や 兵隊な どの 人形の 出る のがあった。 人形が ゆ 

らり ゆらり 御 叩頭 をしたり、 擧 げた 兩手を ぶら/ いさせながら、 緩やかに 廻轉 しながら 下りて 行 

くの は、 一寸 滑稽な 感じの する ものである。 それが 向 河岸の 役所の 構內へ 落ちさう になる と、 其 
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處の 崖で 見て 居た 中年の 紳士の 一 人 は 急いで 驅け 出して 行って、 建物の 向 ふに 消えた。 眞逆 あれ 

を 取る 爲 にあ 、急いで 驅 けて 行った ので も あるまい が。 

其內に 一つ、 いつもと はちがつて 圓 筒形 をした 玉 を 込めて 居る ので、 今度 は 何か變 つた ものが 

出る だら うと 注意して 見て 居た。 打ち上げられた 圓筒 は、 迅速に 旋轉 しながら 昇って 行った が、 

開いた の を 見る と、 それ は 夜の 花火に よく ある やうな、 傘 形に 或はし だれ 柳の やうに 空に 天蓋 を 

擴げ るので あった。 此れに ついて 一 つ 不審に 思った 事 は、 あれが どうして いつでも 傘の やうに 垂 

直線の ま はりに 對稱 的に 擴が るかと いふ 事で ある。 なんでもない 事の やうに 思って 居た が、 考へ 

て 見る と、 此れ はさう 簡單な 問題で はなさ さう である。 あの 圓 筒形が 其の 筒の 軸と 直角な 軸の 周 

圍 に廻轉 しながら 昇る と い ふ 事と 關 係が あるら し いと は 思 ふが、 本 當の事 は 鍵屋の 職人に でもよ 

く 聞いて 見た 上で なければ 判斷が 出来ない 譯 である。 昔 始めて 此の 花火 を發 明した 人 は 偶然 かも 

知れない が、. やつば り、 少し はえら い 人だった らうと いふ 氣 がした。 

一番 大きな 筒の 順番 は 中々 廻って 來 なかった。 かれこれ 半時 間の 餘も 見て 居た が、 一向に 此方 

へ は 手 を 付けな y 自分の 周圍で 見て 居る 連中に も 矢張り それが 氣 になる らし い 事 を 云 ひ 合つ て 

居る のがあった。 私 は 自分が 子供の 時に 九 段 上の 廣 場で 見た、 手拭 を撚 つて こしら へた 蛇 を 地上 
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において、 それが 今に 本當の 蛇になる と 云って、 其の 周 圍に圓 を 描いて 歩きながら、 笛 を 吹いて 

往来の 暇人 を 釣つ て 居た 妙な 男の 事 を 思 ひ 出した。 そして その 昔の 心 持と 今のと 何處か 似通った 

もの を搜り あて k、 思 はす 微笑した のであった。 

併しとう く、 其の 一番 大きな 筒が 裝堪 される 時が 來た。 「今度 は 大きい ぞ.^ 」 と 云ふ聲 が、 

群衆の 中で、 其處 から も此處 から も 起った。 

可也 大きな 音と 共に 飛び出した 彈は、 風の 音を立て 升って 行って、 突然 開いた。 

何が 出る かと 思って、 緊張して 居る、 大勢の 頭上の 空中に、 一 圑の 大きな 黄黑 色の ボアの やう 

な 煙の 圑塊 がー つ 出来た。 そして 唯 それだけであった。 煙 は 次第々々 に亂 れて擴 散して、 やがて 

唯 一 抹の 薄い 煙に なって やがて 消えて しまった。 

花火 船， の 艫に しゃがんで 居た 印半纏の 老人 は、 其處に 立て、 あった、 赤地に 白く 鍵屋と 染め出 

した 旗を拔 いて、 頭の 上で ぐる/ \ と 大きく 振り 廻した。 もうお しま ひとい ふ合圖 らしい。 

船首の 技手 は 筒の 掃除 をす る。 若い 親方 はプ B グラム を # む。 見 ゆ は 思 ひくに 散って 行った。 

散った 跡の 河岸に 誰か 焚きす てた 焚火の 灰が 僅かに 爆って、 ゆるやかな 南の 風に 靡いて 居た。 

一番 大きな 筒から 打 上げる 花火 は、 一番 面白い もので なければ ならない、 とい ふ 理窟 は 何處か 
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らも 出て 来ない 譯 であった。 それでも、 なんだか 少し 欺され たやうな 氣 がした の は、 存外 自分ば 

かりで はないだ らうと 思った。 

そして、 自分 は 此れ迄に、 此れと よく 似た 幻滅 を 感じさせられた 色々 の 場合 を 想 ひ 起しながら、 

又 あてもなく、 祝日の 人通りに 賑ふ 銀座の 方へ 歩いて 行った。  . 

ニボ 1 ィ 

A 町 を 横に 入った 狭い 小路に 一軒の 小さ. な 洋食 店が あった。 たった 一 部屋 限りの 食堂 は、 せい 

ぜ ぃ十疊 位で、 そこに 並べて ある 小さな 食卓の 數も、 六つ か 七つ 位に 過ぎなかった。 ^し 部屋が 

割合に 氣 持の い-^ 部屋で、 凡てが 淸楚な 感じ を與 へた。 のみなら す、 そこで 食 はせ る 料理 も、 味 

が輕 くて、 分量が 餘り 多くなくて、 自分の 鈍い 胃に は 比較的に 工合が い、 ので、 何 かの 機 會に其 

處で 食事 をす る 事 も 稀ではなかった。 

廣ぃ 此の 都會 の、 數 多い 洋食 店の 中で も、 自分の 注文に 合 ふやうな 家 はまこと に 稀であった。 

高等な 料理店へ 行けば、 窒內も 立派で 淸潔 では あるが、 其處に 集まって 食事 をして 居る 人達が、 

餘 りに 自分と はかけ 距れた 別の 世界に 屬 する 人達の やうであった。 さう いふ 中に 交つ て 見る と、 
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自分が 唯 一 人間 違って まぎれ 込んだ 異國の 旅人で も ある やうな 心 持が して 何となく 壓迫を 感じる 

ので ある。 それ かと 云って、 もう 少し 氣樂 な處 では、 卓 布 や 食器が ひどく 薄汚なかったり、 妙に 

騷々 しかったり、 それよりも 第一 料理が 重苦しくて、 自分の 胃に は據 なく 負擔が 過ぎる ので ある。 

さう いふ 點で、 自分の 六 かしい 要求に 比較的よ く はまる のが、 此の A 町の 家であった。 此處へ 

は 一 圑の 政治 界ゃ經 濟界に 羽 をのして 歩く やうな えら い 人達 は來 ないやう であった。 さう かと 云 

つて 餘り騷 々しいぶ ろれ たがり 星の 酒呑みの 客も來 なかった。 來て 居る 人 は、 勿論 どうい ふ 人 か 

分らない が、 何 かしら 少 くも 自分と 同じ 世界の 何處 かに 住んで 居る 人の やうな 氣 がした。 時々 は 

家族 連の 客 も來て 居た が、 みんなつ、 まし， い、 靜 かな 人達の やうであった。 

食卓に は、 いつも、 切 子 ガラスの 花瓶に、 時節の 花が 插 してあった。 それが どんな 花であって 

も 純白の と 跪 色の パネルに よくうつって 美しかった。 ガラス 障子の 外に は、 狹ぃ 形ば かりの 

庭で は あるが、 一寸した 植 込に 石 燈籠ゃ 手水 鉢な どが 置いて あった。 そして 手水 鉢に はいつ でも 

淸 水が 一杯に 溢れて 居た。 

ボ I ィは 唯一 人で 間に合って 居た。 それ は 三十 を 少し 越した 位の 男であった。 いつでも ちゃん 

とした 禮裝 をして、 頭髮を 綺麗に 分けて、 顔 を 剃り 立て、、 何 處の國 の 一流の レストランの ボ I 
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ィ にも ひけ を 取らない だけの 身嗜み をして 居た。 

何も 此の 男に 限らない 事で は あるが、 私 は 凡ての レ ス トラ ンのボ I ィと いふ ボ I ィの 顔の 何處 

かに 潜んで 居る 或る 特別な 表情 を發 見す る 事が 出來 ると 思 ふ。 それ は 何と 形容して よい か 分らな 

い。 例へば 從 順と 倨傲と、 或は 禮讓と ブル タリ ティと、 二つの 全く 相反す る ものが 互に 密に 混合 

して、 渾 然とした ものに出来 上った とで も 云ったら よい か。 此れが 邪魔に なって、 私 はどうして 

も 此の 階級の 人達に 對 して 親しみ を 感じる 譯に 行かない。 

それでも 永い 間の 顏 馴染に なって 見れば、 矢張り それだけの 心安 さは 出来た。 外に 客の 居ない 

時な どに は、 適に は 世間話し の 一 つもす る 事 はあった。 

あの 大地震に 次いで 起った 火災 は、 此の 洋食 店の 邊も 殘らす 灰に してし まった。 一二 月 もた つ 

て 近邊に ぼつ バラックが 建ち 並ぶ やうに なった 頃に、 思 ひ 出して 行って 見た が、 其の 店 は 未 

だ燒 跡の ま、 であった。 料理 場の 跡ら しい 煉瓦の 竈の 崩れた の も 其 儘に なって 居た。 此邊は 地震 

の 害 も 可也に ひどくて 人 死 も相應 にあった とい ふから、 此處の 家の人々 にも どうい ふ 怪我が なか 

つたと も 限らない と 思った。 そして、 あの ボ I ィが 無事であった かどう か 聞いて 見たい やうな 氣 

がした。 
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それから 三月 程 後に、 再び 此處を 通って 見たら、 いつの 間に か、 バラックが 出来 上って、 開業 

して 居た。 這 入って 見る と、 凡てが 昔と は 丸でち がった 感じ を與 へた。 よく 拭き込んだ 板 敷の 床 

は凸四 だらけの 土間に 變り、 鏡の 前に 洋酒の 並んだ ラッ ク 塗りの 飾り棚の 代りに は 緣臺の やうな 

ものが 並んで、 そこに は 正札の ついた 菓 物の 箱 や 籠ゃ罐 詰の 類が 雜 然と 並んで 居た。 昔 は 大きな 

火鉢に 炭火 を溫に 焚いて 居た のが、 今 は 煤けた 筒形の 妙な スト I プの やうな ものが 一 つ 窒の眞 中 

に 突立って 居た。 石 を 張った 食卓 は 冷くて、 い M 十 布 も 掛けす、 もとより 花 も 活けて なかった。 

ボ I ィは 居なかった。 其 代りに 若い 女ボ— ィが 一人 居た。 大柄な 肥った 女で、 近頃 はやる 何と 

かいふ 不思議な 髮を 結って、 白い H ブロン を 掛けて 居た。 

前の ボ ー ィ はどうし たの だら う、 聞いて 見た いと 思 ひながら もとう/ \ 何も 聞かす に 其 處を出 

た。 

何だか 少し 物足りな いやうな 心 持に なって、 そこらの バラ ッ クの街 を 歩いた。 自分の 頭の 中に 

ある 狹ぃ 世の中の 一 角が、 それ は 小さな 一 角で は あるが、 永久に 燒拂 はれた やうな 氣 がした。 何 

故 だら う。 

<!マ 迄 あの 店の 部屋の 古風な 装飾な り、 叉 燕尾服 を 着た ボ I ィ なりが、 凡て 前の 世紀の 殘り もの 
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であった のが、 火事で 燒 けた 此の 機會 に、 一足飛びに 現代 式に 變 つてし まった の だとい ふやうな 

氣 がした。 そして、 事によると、 あの ボ ー ィは その 前世紀から 燒け 出されて、 しかも 今の 世紀に 

落ち 付く 家がなくて、 困って 居る ので はない かとい ふやうな 想像 もした。 

それから 暫くして 又 行って 見る と、 私の 頭に はもう 此處に 居 なくなった 害の 昔の ボ ー ィが ちゃ 

んと 出て 控 へて 居た。 聞いて 見る と 病氣で 休んで 居た とい ふので ある。 私 はいつ もながら の 自分 

の 任意な さ 想に 欺され たの だと 思って 可笑しく もあった。 併し それにしても 此の ボ ー ィの 外貌に 

ついて、 一 つ 著しい 變 化の 起って 居る の を 見逃す 事 は 出来なかった。 それ は、 地震 前に は 漆の や 

うに 黑 かった 髮の 毛が、 急に 胡麻 鹽 になって、 しかも 其の 白髮 であるべき 部分 は 薄汚い 茶褐色 を 

帶 びて 居る 事であった。 そして、 思 ひなし か、 眼の 光に も 曇りが 出来て、 何とな しに S1 悴 した 表 

情が 此の 人の 全 外 容に表 はれて 居る のであった。 

. 私 は 別に 何事 も 深く 尋ねても 見なかった。 唯 地震 當 時の 模様な ど 聞いた ばかりで 歸 つて 来た。 

其 後 又 行って 見る と、 今度 は 又 男ボ— ィは 居ないで 前の 女が 唯一 人で 給仕 をつ とめて 居た。 あ 

雜 の 男 は 又病氣 でもして 居る のかと 思って 聞いて 見る と、 先日から もう 暇 を 取って、 此處に は 居な 

.1 いとい ふので ある。 どうして かと 聞いて 見る と、 よく は 分らない が、 何 か間逮 ひで も 仕出かして- 
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一度 出され か、 つたの を、 定客か 誰かの 仲裁で、 再び 元通りに なって 居た。 併し 矢張り 工合が 惡 

くて、 結局 自分で よして しまったの であるら しい。 

此の 事件の 內容 について は、 それ 切りで 何事 も 自分に は 分らない。 併し、 それ は、 若し あの 大 

震災 さ へ なければ 起らなかった やうな 事件ではなかった らう かとい ふ氣 がした。 少 くも 震災が 事 

件の 「引金」 を 引いた ので はない かとい ふ、 漠然とした 想像 をした。 そして、 此の 事 は 晃も角 も、 

今度の 震災が 動機と なって 起った であらう と 思 はれる、 ありと あらゆる 事件 や 葛藤、 それ 等の 犧 

牲 となった さま， <\> な 人達の 事 を、 空想の 馳 せる 限りに 思 ひめぐ らして 見た。 

(大正 十三 年 四月、 屮ゃ、 公論) 
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感雜震 地 


地 震 雜 S 


I 地 震 の 槪 念 

地震と いふ もの \ 概念 は 人々 によって 隨分 著しくち がって 居る。 理學者 以外の 世人に 取って は、 

地震 現象の 心像 は 凡て 自己の 感覺を 中心として 見た 展望 圖に 過ぎない。 震動の 筋 肉感 や、 耳に 

聞 こ ゆる 破壞 的の 音響 や、 眼に 見える 物體の 動搖轉 落す る 光景な どが 最も 直接な もので、 此れに 

は 不可 抗 的な 自然の 威力に 對 する 本能 的な 畏怖が 結合され て 居る。 此れに 附帶 して は、 地震の 破 

壌 作用の 結果と して 生す る 災害の 直接 或は 間接な 見聞に よって 得らる. -雜 多な 非 系統的な 知識と、 

それに 關 する 各自の 利害の 念 慮 や、 社會的 或は 道德的 批判の 構成 等で ある。 

地震の 科擧的 研究に 從 事す る擧者 でも； is 述の やうな 自己本位の 概念 を もって 居る こと， は 勿論で 


403 


あるが、 專 門の 科學 上の 立場から 見た 地震の 概念 は 自ら 此れと M (なった もので なければ ならない。 g 

もし 現在の 物質 科 擧が發 達の 極に 達して、 あらゆる 分派の 間の 完全な 融合が 成立す る 日が ある 

とすれば、 その 時には 地震と いふ もの、 科學 的な 概念 は 一 っ而 して 唯一 つの 定まった もので なけ 

れ ばなら ない 苦 だと 思 はれる。 ^し 現在の やうに 科學 とい ふ もの、 中に、 互に 速 絡の よく とれて 

居な い 各 分科が 併 立して、 各自の 窮屈な 狹 い 見地から 視ひ 得る 範圍 だけ につい て 所謂 專門， を稱 へ 

て 居る 間 は、 一 つの 現象の 概念が 科舉 的に も雜 多で あり、 時として は 互に 矛盾す る 事 さへ あるの 

は當然 である。 

地震 を 研究す るに は 種々 の 方面が ある。 先づ 第一 に は 純 統計的の 研究 方面が ある。 此の方 面の 

研究者に 取って は 一 つ-, --の 地震 は 單にー つ/ \ の 算盤 玉の やうな ものである、 假令 場合によつ 

て は 地震の 强度を 分類す る 事 はあって も、 結局 は 赤 玉と 黑 玉と を區別 する やうな ものである。 第 

二に は 地震計 測の 方面が ある。 此の方 面の 專攻 者に とって は、 地震と いふ もの は 唯 地盤の 複雑な 

運動で ある。 此れ をなる ベく 忠實に 正確に 記錄 すべき 器械の 考案 や、 又 器械が 理想的で ない 場合 

の記錄 の判斷 や、 さう いふ 事が 主要な 問題で ある。 それから 一歩 を 進 むれば、 震源地の 判定と い 

ふやうな 問題に 觸れる 事に はなる が、 更にもう 一 歩 を 進める 處迄 行く 収 のない のが 通例で ある。 


感雜震 地 


此の 專 門に とって は、 地震と いふ ものと 地震計の 記 象と は 殆んど 同意義で ある。 或る 外國の 新聞 

に 今囘の 地震の 地震計 記 象を揭 げた 下に Japanese  reduced  to  line. と 題して ある 

の を 面白い と 思って 見た が、 實際 計測 的 研究者に 取って は 研究の 對象は 地震より は 寧ろ 「線に 直 

した 地震」 であると も 云 はれる。 

第三に 地質 學 上の 現象と して 地震 を 見る の も 亦 一 つ の 見方で ある。 

此の方 面から 考へ ると、 地震と いふ もの &北" 景には 我 地球の 外殼を 構成して 居る 多様な 地層の 

重疊 した ものが ある。 それが 皺 曲 や 斷層ゃ 又 地下 嫁 岩の？^ 出に よって 生じた 脈狀 或は 塊狀 の夾雜 

物に よって 複雜な 構造 物 を 形成して 居る。 其の 構造の 如何なる 部分に 如何なる 移動が 起った か^ 

第 一 義 的の 問題で ある。 從 つて 其の 地質 的變 動に よって 生じた 地震の 波が 如何なる 波動であった 

かとい ふやうな 事 は 寧ろ 第一 一義 以下の 問題と 見られる 傾向が ある。 此の方 面の 専門家に とって は 

地震 卽地變 である。 叉 所謂 震度の 分布と いふ 問題に 就いても 地質 學 上の 見地から 見れば 所謂 「地 

盤. 一 とい ふ 事 を 唯 地質 學 的の 意味に のみ 解釋 する 事 は 勿論の 事で ある。 

第 四に は 物理 學 者の 見た 地震と いふ ものが ある。 此の方の 專門 的な 立場から 見れば、 地震と い 

ふ もの は、 地 fif と稱 する、 彈性體 で 出来た 球の 表面に 近き ー點に 或る 簡單な 運動が 起って、 其處 
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から 各種の 單生 波が 傳播 する 現象に 外ならぬの である。 そして 實際 多くの 場 <1  口に 均質な 完全 彈？^ 

體 に簡單 なる 境界 條件 を與へ た 場合の 可逆 的な 變化 につ いて 考察 を 下す に過ぎないの である。 物 

理學 上の 方 則に は 誤り はない 害で あっても、 此れ を應 用すべき 具體 的の 「場合」 の 前提と すべき 

與件の 判定 は往々 にして 純正 物理 學の 範圍を 超越す る。 それ故に 物理 學 者の 考へ る 地震と いふ も 

の は 結局 物理 學の 眼鏡 を 透して 見得る だけの ものに 過ぎな い。 

同じく 科學 者と 稱 する 人々 の 中で も 各自の 專 鬥に應 じて 地震と いふ もの 、對 象が 此の 如く 區々 

である。 此れ は 要するに 未だ 本當の 意味での 地震 學と いふ ものが 成立して 居な い 事 を 意味す るの 

では あるまい か。 各種の 方面の 學者は 唯 地震 現象の 侗々 の 斷面を 見て 居る に過ぎないの では ある 

まい か。 

此 等の あらゆる 斷面を 綜合して 地震 現象の 全體を 把握す る 事が 地震 學の 使命でなくて はなら な 

い。 勿論 現在 少数の 地震 學者は 疾に此 種の 綜合に 努力し、 旣に 幾分の 成果 を裔 して は 居る が、 各 

斷- 面の 完全な 融合 は 此れ を 將來に 待たなければ ならな い。 


感雜. 震 地 


從來 でも 一 寸 した 地震の ある 度に 所謂 震源 爭 ひの 問題が 日刊新聞 紙上 を賑 はす を 常と した。 此 

れは當 の 地震 擧者は 勿論 凡ての 物理的 科擧 者の 苦笑の 種と なった ものである。 

震源と は 何 を 意味す るか、 义 現在 震源 を 推定す る 方法が 如何なる ものである かとい ふやうな 事 

を 多少で も 心得て 居る 人に とって は、 新聞紙の 所謂 震源 爭 ひなる ものが 如何に 無意味な もので あ 

るか を 了解す る 事が 出来る 害で ある。 

震源の 所在 を 知りたがる 人 は、 恐らく 自分の 宅に 侵入した 盜人を 捕へ たがる と 同様な 心理 狀 

イン ディ *.ギ ユア リ ティ . 

態に ある ものと 想像され る。 併し 第 一 に 震源なる ものが それ 程 明確な 單 獨 性 を もった 個體と 

考へ てよ いか 惡 いかさへ も 疑が ある、 のみなら す、 假令 所謂 震源が 四 元 幾何 畢 的の ー點に 存在す 

る ものと 假定 しても、 又 現在の 地震計が どれ 程 完全で あると 假定 しても、 複雜な 地殼を 通過して 

来る 地震波の 經路を 判定すべき 豫備 知識の 極めて 貧弱な 現在の 地震 學の 力で、 其の 點を 方數 里の 

區域內 に 確定す る 事が どうして 出来よう。 

況んゃ 今囘の 如き 大地震の 震源 は 恐らく 時と さ 間の 或る 有限な 範圍に 不規則に 分布され た 「震 

源 群」 であるか も 知れない。 さう 思 はせ る だけの 根據 は相當 にある。 さう だとす ると、 震源の 位 

地 を 一 小區 域に 限定す る 事 は 恐らく 絶望で あり 义 無意味で あらう。 觀測村 料の 選み 方に よって 色 
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色の 震源に 到達す る は 寧ろ 當然の 事で は ある ま いか。 今 „ ^地震の 本當の 意味の 震源 を 知る 爲には 

今後 專門學 者の ゆっくり 落着いた 永 い 間の 研究 を 待たなければ なる ま い。 事によると 永久に 充分 

に は 分らないで 終る かも 知れない。 

一二 地震の 源 因 

震災の 源 因と いふ 言語 は 色々 に解釋 される、 多くの場合に は、 其の 地震が 某 火山の 活動に 起因 

すると か、 或はせ A 斷 層に 於け る 地、 ，U りに 起 S すると かとい ふやうな 事が 一通り 分れば、 それで 普 

通 の 源 M 追究 愁が滿 足 される やうで ある。 そして 其 上に その 地， U りなら 地」」 りが 如何な る 形狀の 

斷 層に 沿うて 幾メ ー トルの 距離 だけ 移動した とい ふやうな 事が 分れば それで 萬 事 は 解決され た 如 

く考 へる 人 も ある。 此れ は 源 因の 第一 段階で ある。  . 

^^し如何なる機巧で其の火山の其時の活動が起ったか、 又 如何なる 力の 作用で その 地， U り を 生 

じ たかを 考へ て 見る 事 は 出来る。 此れに 對 する 答と して は 更に 色々 な 學說ゃ 臆說が 提出され 得る- 

此れが 源 因の 第二 段階で ある。 例へば 地殼の 一 部分にしか-^ の壓カなり歪カなりが集積した爲. 

に 起った ものであると い ふ判斷 である。 
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此 等の 學 說が假 りに 正しい とした 時に、 更に 次の 問題が 起る。 卽ち 地殼の 其の 特別の 局部に、 

その やうな 特別の 歪力 を 起す に 到った の は 何故かと いふ 事で ある。 此れが 源 因の 第三 段階で ある- 

問題が 此處迄 進んで 來 ると、 それ は 最早 單 なる 地震の みの 問題ではなくなる。 地殼の 物理 學或 

は 地球 物理 學の 問題と なって 來 るので ある。 

地震の 源 因 を 追究して 現象の 心 核に 觸れ るが 爲に は、 結局 此處迄 行かなければ ならない 害 だと 

思 はれる。 地球の 物理 を 明に しないで 地震 や 火山の 現象の みの 研究 をす るの は、 事によると、 人 

體の 生理 を 明に せす して 單に 皮膚の 吹出物 だけ を 研究しょう とする やうな もの かも 知れない。 地 

震の 根本的 研究 は卽ち 地球 特に 地毂の 研究と いふ 事になる。 本當の 地震 學は 此れ を 地球 物理 學の 

一 章と して 見た 時に 始めて 成立す る もので は ある ま いか。 

地殼の 構造に 就いて 吾人の 旣に 知り 得た 所 は 甚だ 少ぃ。 重力 分布 や 垂直線 偏差から 推测 さる & 

イソ スタシ ー の狀 態、 地殼 潮汐 や 地震 傳播 の狀況 から 推定 さる X 彈性 分布 等が 僅かに 稍 信すべき 

條項 を與へ て 居る に過ぎない。 此の 如く 直接 觀 測し 得らるべき 與 件の 僅少な 問題に 對 して は 種々 

の 學說ゃ 假說が 可能で あ 力、 又 必要で も ある。 ゥ H  I ゲナ ー の 大陸 漂移說 や、 最近 ジ ヨリ I の提 

出した、 放射能性物！^^！：の熟にょって地質學的輪廻變化を說明する假說の如きも、 强ち單 なる 科學 
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的 ロマンス として 捨 つべき もので ない と 思 はれる。 今囘 地震の 起因の 如き も、 此れ を 前記の 定說 

や 假說に 照して 考究す る は 無用の 業で はない。 此れに よって 少 くも 有益な 暗示 を 得、 又將來 研究 

す ベ き 事項に 想 ひ 到る ベ き 手 懸りを 得る の で は あ る ま い か。 

地震 だけ を 調べ るので は、 地震の 本體は 分り さう もな い。 

四 地震の 豫報 

地震の 豫報は 可能で あるかと いふ 問題が 廛、、 提出され る。 此れに 對 する 答 は 一， 豫報」 とい ふ 言 

葉の 解釋 次第で どうで もなる。 若し 星擧 者が 日蝕 を豫 報す ると 同じ やうな 決定的な 意味で い ふ 

なら、 私 は 不可能と 答へ たい。 しかし 例へば 醫師が 重病 患者の 死期 を豫 報す る やうな 意味に 於て 

ならば 或は 將來 可能 であらう と 思 ふ。 併し 現在の 地震 學 の 狀 態で は それ 程の 豫 報す ら も 困難 で あ 

ると 私は考 へて 居る。 現在で 稍 可能と 思 はれる の は 統計的の 意味に 於け る豫 報で ある。 例へば 地 

球 上の 或る 區域內 に 向 ふ 何年の 間に 約 何囘內 外の 地震が ありさう であると いふ やうな 事 は、 適當 

な 材料 を 基礎と して 云っても 差 支へ はない かも 知れない。 併し 方數十 里の 地域に 起るべき 大地震 

の 期日 を 數年範 園の 間に 限定し て 像 知し 得る だけの 科學的 根據が 得られる か 否か に 就いて は 私 は 
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根本的の 疑を懷 いて 居る ものである。 

阱し此 事に 就いては 嘗て 「現代 之 科學」 誌上で 詳しく 論じた 事が あるから、 今更に それ を 繰 返 

さう と は 思 はない。 唯 自然現象 中には 決定的と 統計的と 一 一種 類の 區 別が ある 事に 注意 を 促し 度い- 

此の 二つの もの、 區別は 可也に 本質的な ものである。 ボアン カレ ー の 言葉 を 借りて 云 はビ、 前者 

は 源 因の 微分 的變 化に 對 して 結果の 變 化が 亦 微分 的で ある 場合に 當り、 後者 は 源 因の 微分 的 差違 

が 結果に 有限の 差 を 生す る 場合で ある。 

一 本の 麻繩に 漸次に 徐々 に 強力 を 加へ て 行く 時に 其の 張力が 增 すに 從 つて、 その 切斷の 期待 率 

は增 加す る。 しかし 其の 切斷の 時間 を 「精密に」 豫報 する 事 は 六 かしい、 況んゃ 其の 場 處を豫 報 

する 事 は 更に 困難で ある。 

地震の 場合 は必 しも 此れと 類型的で はない が、 問題が 統計的で ある 事 だけ は 共通で ある。 のみ 

ならす 麻絲の 場合より は 凡ての 事柄が 更に 複雜 である 事 は 云 ふ 迄 もない。 

由來 物理 學者 はデタ ー ミ 一一 ストであった。 從 つて 凡ての 現象 を 決定的に 豫 報しょう と 努力して 

来た。 併し 多分 子 的 現象に 遭遇して 止む を 得す 統計的の 理論 を 導入した。 統計的 現象の 存在 は 永 

久 的の 事實 である。 
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決定的 或は 統計的の 豫 報が 可能で あると した 場合に、 其の 效果 如何と. S ふ 事 は 別問題で ある。 

今玆に 此の デリ ケ I トな 問題 を 論じる 事 は 困難で あり、 又 論じようと 思 はない。 

要は、 豫 報の 問題と は獨 立に、 地震の 災害 を豫 防す る 事に ある。 想 ふに、 少 くも 或る 地質 學的 

時代に 於て は、 起り 得べき 地震の 強さに は 自らな 最大限が 存在す る だら う。 此れ は地殼 そのもの 

の 構造から 期待すべき 根據が ある。 さう だと すれば、 此の 最大限の 地震に 對 して 安全なる べき 施 

設をさ へ して 置けば 地震と いふ もの はあって も 恐ろし いものではなくなる 害で ある。 

さう い ふ 設備 の 可能性 は、 少 くも 豫報 の 可能性よ り は 大き いやう に 私に は 思 はれる。 

唯 もし、 百年に 一同 あるかな しの 非常の 場合に 備 へる 爲に、 特別の 大きな 施設 を 平時に 用意す 

ると いふ 事が、 壽 命の 短い 個人 ゃ爲政 者に 取って 無意味 だと 云 ふ 人が あらば、 それ は 亦 全く 別の 

問題になる。 そして 此れ は實に 容易なら ぬ 問題で ある。 此の 問題に 對 する 國 民ゃ爲 政 家の 態度 は 

亦 其の 國 家の 將來を 決定す る 凡ての 重大なる 問題に 對 する 其の 態度 を 親 はしむ る 目標で ある。 

(大正 十三 年 五月、 大^；；大震火災誌) 
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或る 忙し い 男の 話で ある。 

朝 は 暗い うちに 家 を 出て、 夜 は 日が 暮れて しまって から 歸 つて 来る。 それで 自分の 宅の 便所へ 

はいるの は 殆んど 夜の うちにき まって 居る。 

適" 祭日な どに 晝間 宅に 居る ことがある。 さう して 便所へ はいらう とする 時に、 其處の 開き戸 

を 明ける 前に、 柱に 取 付けて ある 便所の 電 燈のス ウイ ッ チを ひねる。 

それが 冬 だと 何事 もな いが、 夏 だと 白日の 下に 電燈 の點 つた 便所の 戶を あけて 自分で 驚く ので 

ある。 

習慣が 行爲の 目的 を 忘れさせ ると いふ 事の 一 例になる。 


二 

雨上りに 錦 町 河岸 を 通った。 電車 線路の すぐ 脇の 泥濘の 上に、 何 かしら 靑. S 粉の やうな ものが 

こぼれて 居る。 よく 見る と、 多分、 つい 其處 の荷揚 場から 揚げる 時に こぼれた もの だら う、 一握 

りば かりの 豌 互が こぼれて 居る。 それが 適 當な濕 度と 溫 度に 會 つて 發 芽して 居る のであった。 

植物の 發育は 過去と 現在の 環境で 決定され る。 併し 未来に 對 する 考慮 は 何の 影響 ももた な い。 

若し それが あるの だったら、 今にも 人の 下駄の 齒に 踏みに じられ る やうな こんな 道路の 上に、 此 

の やうな 美しい 綠の芽 を 出す 害 はない。  - 

.  一二 

〇〇 町の 停留 場に 新聞 責の 子供が 立って 居た。 學校惰 を かぶって、 汚れた 袖無し を 着て 居た が、 

はいて 居る 靴 を 見る と、 それ は 中々 立派な ものだった。 踵に ゴムの 着いた、 編上げの 恰好の い、 

美事な のであった。 少 くも 私の 知って 居る 知識階級の 家庭の 子供の 七十 プ a セ ント 以上 は 此れよ 

り もす つと 惡 いか、 或は 古ぼけた 靴 を はいて 居る やうな 氣 がする。 
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四 

馬が 日射病に か 、 つて 倒れる、 それ を 無理に 引す り 起して 頭と 腹と 尻尾 を 麻繩で 高く  HE るし 上 

げて、 水を吞 ませたり、 背中から 水 をぶ つかけ たりして 居る。 人が 大勢た かって それ を 見物して 

居る。 かう いふ 光景 を 何遍と なく 街頭で 見かけた。 

此の 場合に 於て 馬方 は 資本家で あり、 馬 は勞働 者で ある。 唯 人間の 勞働 者と ちが ふの は、 口が 

利け ない 事で ある。 プ 口 パガン ダの 出来ない 事で ある。 - 

馬と 人間と 一 つに はならない とい ふ 人が ある だら う。 

そんな 理窟が 何處 から 出て 來 るか を 聞きた い。 

日本中の 大工 業 家が 寄り合って 飯 を 食ったり 相談 をす る 建物が ある。 其の 建物の 正面の 屋根の 

上に 一 組の 彫像の やうな ものが 立って 居る。 中央に 何 かしら 盾の やうな ものが あって 其の 兩 脇に 

男と 女の 立像が ある。  ，  , K_  rt 


415 


これ は 多分 商工業の 繁昌 を象徵 する、 例 へ ば 西洋の 惠比 須大黑 とで も 云った やうな 神様の 像 だ 

らうと 想像して 居た が、 近頃 或 人から 聞く と、 あれ は 男女の 勞働者 を 象った もの ださう である。 

此れ を 聞いた 時に 私 は 微笑 を禁 する 事が 出来な か つ た。 

田舍 道の 道端に、 牛が 一 匹つな がれて 居た。 其處へ 十歲 前後 位の 女の 兒 がー 一三 人 つれだって 通 

りか、 つた。 都會 の小學 校へ 通っての 歸途 らしい。 突然 女の 兒の 一人が 「牛 は、 わりに 撗眼 がう 

ま いわねえ」 と 云った。 

近頃 次第に 露骨に なりつ 、ある 都會の 或る 階級の 女の コケ トリ I に 就いて、 人から 色々 の 話 を 

聞かされて 居た 私 は、 此の 無心の 子供の 此の 非凡な 註說を 無意味に は 聞き 逃す 事が 出来なかった" 

知名の 人の 葬式に 出た。 

莊嚴な 祭式の 後に、 色々 な R? 詞が讀 み 上げられた。 或 人 は朗々 と 大きな 聲で 面白い やうな 抑揚 
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をつ けて 讀ん だが、 六 かしい 漢文 だから 意味 はよ く 分らなかった。 又 或 人 は 口の 中で ぼし やぼし 

やと、 誰に も 聞こえない やうに 讀ん でし まった。 後に は 唯 弔詞 を 包紙に 包んだ 儘で 柩の 前に 差し 

出す のも澤 山に あった。 

ー體 弔詞と いふ もの は、 あれ は 誰に アド レツ ス された もの だら う。 死んだ 人 を目當 てに した も 

のか、 遣 族 乃至 は會葬 者に 對 して 讀 まれる もの だら うか、 それとも 死者に 呼びかける 形式で 會葬 

者に 話しかける もの だら うか。 或 は讀む 人の 心 持 だけの もので あるか。 

いづれ にしても あれ はもう 少し 何とか ならない もの だら うか。 

寧ろ 故人と 親しかった 二三の 人が、 故人の 色々 な 方面に 關 する 略歷ゃ 逸事の やうな もの を、 誰 

にも 分る 普通の 言葉で 話して、 さう して 故人の 追憶 を 新に 喚び 起す やうに した 方が もう 少し 意味 

が あり はしない か。 

八 

0 道路の 眞 中に 煉瓦の 缺 けらが 轉 がって 居た。 そこへ 重い 荷物 を 積んだ 自動 荷車が 來か、 つて、 

0 其の 一 つの 車輪 を 此の 燥 瓦に 乘り 上げた。 煉瓦 は 丁度 落雁 か 何 かで 出来て も 居る やうに ぼろ ぼ 
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ろに 碎 けて しまった。 

此の 瞬間に、 私の 頭の 中には 「煉瓦が 碎 ける だら うか、 碎 けないだら うか」 とい ふ 疑問と 「碎 

ける だら う」 とい ふ 答と が、 殆んど 同時に 電光の やうに 閃いた。 併し その 聲が埭 瓦の まだ 碎 けな 

い 前に 完了した ので あつたか、 それとも 碎け るの を 見てから 後であった のか、 事柄の 經 過した す 

ぐ 後で 考 へて 見ても、 どうしてもよ くわから ない。 併し 多分 それ は 後の方であった らしい。 

實際 吾々 の感覺 する 生理的の 時間 は 無限に 小さな 點 の連續 ではなくて、 有限な 擴 がり を もった 

要素の 連鎖 だとい ふ 事、 それから、 その 有限な 少時 間內 では 時の 前後が 區別 出来ない とい ふ學說 

は本當 らし い。 

此の やうに して 生じた 時間の 前後の 轉倒 は、 吾々 の 記憶と して 保存され て 居る 間に 其の 間隔 を 

延長す るの が 通例で ある。 其 結果と して 後日 私が 此の 經驗を 人に 話す 場合に 「凍 瓦が 碎 ける だら 

うと 思って 見て 居たら、 果して 碎 けた」 と 云って しま ふ 恐れが ある。 此れ は 無意識で は あるが 矢 

張 一種の 噓 であるに 相違ない。  . 

九 
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或る 偏屈 だと 人から 云 はれて 居る 男が、 飼 猫に 對 する 扱 ひ 方が 惡 いと 云って 其の 夫人 を 離緣し 

た。 さう いふ 嗜話 をして 面白がって 笑って居る 者が あった。 

表面に 現 はれた それだけの 事實を 聞けば、 成程 を かしく 聞こえる。 しかし、 其 男が 元來 どうし 

て それ 程 迄に 猫 を 可愛がる やうに なった かとい ふ 過程 を考へ て 見る、 さう すると 彼の 周 園の 人間 

が、 少 くも 彼の 目から 見て、 彼の 人間ら しい 暖かい 心 を 引出す 能力 を缺 いて 居た ので はない かと 

いふ 5^ が 起る。 もし さう だとす ると 彼 は 淋しい 人で ある。 

かう いふ 男に とって、 其の 飼 猫に 對 する 細君の 待遇 は、 其 儘に 彼 自身に 對 する 待遇で ある。 猫 

に對 する 冷酷 は卽ち 夫に 對 する 冷酷で は ある ま いか。 

かう 考へ ると 私 は 此男を 笑 ふ氣に はどうしても なれ なくなった。 (大正 十二 年 十月、 週刊 朝日) 

十 

芝生に 水 を やる のに、 十分に、 たつぶ り、 土の 底 深く 浸み 込む まで やる ことにしなければ いけ 

なハ。 若し、 ほんの 表面の 薄い 腎 だけ 濕 める やうな やり方 をして 居る と、 芝の 根が つい，/ \ 欺 さ 

9 

れて 甘やかされて、 淺ぃ 上層 だけに 發 達して 來る。 さう して 大 早に 逢った 時に、 - 深層の 水分 を 取 4 


る ことが 出来 なくなって、 枯死して しま ふ。 

少し 唐突な 話で は あるが、 これと同じ やうに、 目前の 利用の み を目當 てに する やうな、 所謂 職 

業 的の 科 學敎育 は 結局 基礎 科 學の根 を 枯死させる ことにな り はしない か。 これ は、 深く 考 へて 見 

なければ ならない 刻下の 重大な 問題で ある。 

十一 

排曰 案に 對 して、 フィルム や、 化粧 や、 11^ かくしの ボイコットが 問題に なって ゐる。 

ところが 先頃 ゴビ の 沙漠の 砂の 中から 地-鼓 時代の 大きな 爬蟲の ディ ノ ゾ ー ラ ス の 卵を發 見した 

米 國の學 者 達 は、 今度 はまた 中部 亞細 亞の大 沙漠へ、 地質時代の 人間の 祖先の 骨 を 捜しに 出かけ 

る 準備 をして ゐ る。 なんでも 路駝を 一 一 百 匹と か 連れて 何年が、 りと かで 出かける さう である。 

誰か、 何處 かで、 原人の 尻尾の 化石で も 掘り出して 見せる 日本人 はない もの だら うか。 そんな 

もの、 二つ か 三つ も 掘り出したら、 排日 問題な ど は 容易に 解決され るに ちが ひない。 

日本の 大學 へ、 歐 米から 留學 生が 押し かけて 来る やうに なったら、 日本の 製造 工場へ ピッツ バ 

1 グゃ スケネ タク ディ あたりから、 見習 職工が 集って 來る やうに なったら、 さう したら、 一切の 
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かう い ふ 問題はなくなる だら う。 

米國の 排日 法 は、 桐の 一葉の やうな ものである。 うっかりして 居る と、 今に 世界の 方々 の 隅 か 

ら 秋風が 来る。  - 

十一 一 

日本人の した 學藝 上の 仕事で、 相當に 立派な ものが あっても、 日本人の 間で は、 其の 價値 は容 

易に 認められない。 適、、 認めて 居る 人 はあって も、 大抵 默 つて ゐる。 認めない 人 は、 大抵 輕々 に 

くさして しま ふ。 ところが 其の 仕事が、 偶然に でも、 西洋で 認められて、 あちらの 雜 誌に でも 紹 

介され る。 すると、 其の 仕事の 本國に 於け る價 値が 急に 高まる ので ある。 丁度 反古 同様の 浮世 繪 

が、 一枚 何千 圓 にもなる と 同様で ある。 それと 反對 に、 もし 外 國の雜 誌に でも、 一寸した、 い、 

加減な 惡ロ でも 出る と、 それが 恰も 非常な 國 辱で も ある やうに 感ぜら る、。 

こんな 心細い 狀 態が、 何時までつ くの だら う 0 

—  i  ！.! ：:  一  ：  .    ！,, ！ …： I   l  .  t  :  L 
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日本 橋 其 他の 石橋の 花崗 石が、 大正 十二 年の 震 火災に 燒 けて ボ に はじけた 痕が、 今日で 

も歷 然と 续 つて ゐる。 河の 上に あって、 近所の 建物から 可也 遠く離れて ゐて、 それで どうして こ 

ん なに ひどく 燒 かれた か 不思議な やうで ある。 これ は 勿論、 避難者の 荷物が 豐 富な 焚 付け を 供給 

した 爲 である。 火災 後、 橋々 の 上に は、 箪笥 や カバンの 金具が 一面に ちらばって ゐ たので も、 大 

凡 想像が 出来る。 

永く 此の 經驗と 敎訓を 忘れない 爲に、 主な 橋々 に、 この 燒け こぼれた 石の 柱 や 板の 一部 を 保存 

し、 其 脇に、 銅 版に でも、 其の 由來を 刻した もの を 張り付けて 置きたい やうな 氣 がする。 

德川 時代に、 大火の 後 毎に 幕府から 出した 色々 の 禁令 や 心得が、 半分で も 今の 市民の 頭に 保存 

されて 居たら、 去年の あの 大火 は、 恐らく あれほどに ならなかった に 相違ない。 

江戸の 文化 は、 日本の 文化の 一 つで ある。 馬鹿にす ると 罰が 當る。 

十四 

大正 十二 年の やうな 地震が、 いっか は、 恐らく 數十 年の 後に は、 再び 東京 を 見舞 ふだら うとい 

ふこと は、 これ を 期待す る 方が、 しないよりも、 より 多く 合理的で ある。 其 日が 來た 時に、 東京 
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はどうなる だら う。 恐らく 今度と 同じ か、 寧ろ もっと 甚 しい 災害に 襲 はれさう である。 被服 廠跡 

でも、 今度 は 一箇所で すんだ が、 此 次に は、 これが 何箇 所に もなる だら う。 それから、 今度の 地 

震に はなかった 新しい 仕掛けの 集圑 殺人 設備が、 いろ/ \ 出来て 居る だら う。 假 令高壓 水道が 出 

來てゐ ようが、 消防 船が 幾臺出 來てゐ ようが、 恐らく そんな もの は 何にもな るまい。 それが 役に 

立つ くら ゐ なら、 今度 だって、 何 かあつた 害で ある。 

もし 百年の 後の 爲を考 へるなら、 去年く らゐの 地震が、 三年 か 五 年に一度 ぐら ゐ あった 方が い 

いか も 知れない。 さう したら、 家屋 は、 みんな、 いやで も 完全な 耐震 火 構造になる だら うし、 危 

k な 設備 は 一切 影 を かくす だら うし、 そして 市民 は、 何時でも 狼狽し ないだ けの 訓練 を持績 する 

事が 出来る だら う。 さう すれば、 あのく らゐの 地震な ど は、 大風の 吹いた くら ゐの ものにし か當 

る ま い。 

十五 

0 科學 を獎勵 する 目的で、 吾々 が 誠心誠意で やって ゐる 事が、 事實 上の 結果に 於て、 却って 正し 

^  く 科學の 進歩 を 妨害して ゐる やうな 悲しむべき 場合が、 全くない と は 言 はれない。 これ は、 注意 ぬ" 


して ゐ なければ ならない ことで ある。 

淺 薄な 通俗 書籍 雜 誌の 濫出、 新聞紙 上に 時々 現 はれる 如何 はしい 所謂 「世界的 大發 見」 の 紹介 

など は、 勿論 さう である。 研究に 忙し かるべき 學者 を、 通俗 講演 や、 科學 の宣傳 や、 其 他 何々 會 

議ゃ 何々 委員 や 顧問に 無暗に 引つ ばり 出す の もさう である。 

そんな ことで 科學 は獎勵 される もので はな い。 唯 一 の 獎勵法 は、 日本に アイ ン シ ュ タイ ンゃ、 

ボ ー ァの やうな 學者を 輩出させる ことで ある。 もし、 どうかして それが 出来たら、 如何に 妨害し 

ようと 骨折って ももう 駄目で ある。 日本の 科學 は、 ひとりで 勃興す る だら う。 百の 騷 がしい 宣傅 

より は、 一 の默 つた 實 例が 必要で ある。 

アイ ンシ ユタ イン や、 ボ ー ァは、 恐らく 通俗 講演 ゃ宣 傳の產 物ではなかった。 天才の 芽が、 靜 

かな 寂し い 環境の 內に、 順 當に發 育した に過ぎない やうに 思 はれる。 

現在の 高等 學校 ゃ大 舉の學 生のう ちに だって、 さう いふ 天才の 芽生えが ゐな いと は 限らない。 

さう いふ 芽 を、 狹ぃ 偏見で 押しつ ぶさない ことが 大切で ある。 さう いふ ものが いよ^^ 芽 を 出し 

始めた 時に、 新聞で 書き立てたり 講演に 引っぱり 出したり しない ことが 肝要で ある。 
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十六 

自分の 周圍の もの は 大きく 見えて、 遠い もの 程 小さく 見える。 これ は 分りき つた 透視 畫 法の 原 

理 である。 

專門學 者から 見る と、 自分の 專 門に 關 する 事柄が、 目の前に 大きく 擴 がって、 それに 直接 關し 

ない 事柄 は、 極めて 小さく 見え、 或は 丸で 眼に つかなかった りする 事が ある。 これ も 分り切った 

事で ある。 そして、 其れ は それで、 差しつ かへ ない。 

併し、 後進 を誘掖 する 地位に ゐる 時には、 此事は 注意し なければ ならない。 自分が 重要と 考へ 

る 問題 は、 必 すし も 唯一な 重要 問題で はな ts。 自分が 見て 輕 小に 見える 事柄の 內に、 他人が 見た 

時に、 同じく らゐ 重大な ものが 含まれて ゐる かも 知れない とい ふこと を 忘れて はならない。 

恐ろしく つまらな いと 思 はれる 事柄の 中から、 非常に 重大な もの k 出現す る 例 は 基礎 科 畢の世 

界には いくらでも ある。 

「つまる」 と 「つまらない」 と は、 物に 屬 しないで 人に 屬 する。 つまらない 事から、 つまる 事 

を 掘り出す こ ともあれば つまる 問題から つまらな い 事の み 拾 ひ 出す こと も 屢、、 である。 
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科 擧の敎 育に 當る もの は、 此の 一事 を 忘れて はならない。 そして、 後進の 興味の 赴く ところに 

從 つて、 自由な 發育を 遂げさせなければ ならない。 

十七 

人齒を こしら へ た。 

何年 來食 つたことの なかった 潢物 など を、 ばり/ \ 音を立て、 食 ふこと が 出来る。 甚だ 不思議 ， 

な 心 持が する。 パンの 皮 や、 ら つきよう や、 サラダ や、 獨活 や、 そんな もので も、 音を立て-^ 食 

ふこと に 異常な 幸福 を 感じる。 

齒 のい \ 人 は、 恐らく、 此の 卑近な 幸福 を自覺 する 僥倖 を 持たない に 相違ない。 

この 幸福が 何時まで 持續 する か 疑問で ある。 多分 一種の 指數 曲線 か 何 かに 從 つて、 漸近 的に ゼ 

口 に 向つ て 行 くだらう。 

こんな 幸福が 餘 り永績 して は、 困る 事 だら う。 幸福 も 不幸 福 も、 變 化の 瞬間が 最高 點で、 それ 

から あと は、 大地震の 餘 震の やうに 消えて 行く。 

そのお かげで、 吾々 は、 かう やって 生きて 行かれる のか も 知れない。 
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十八 

入齒 は、 やはり 西洋人の こしら へ 始めた もの だら うと 思 ふ。 

西洋 食 を 食って ゐる間 は、 めったに 入齒の 困難 は 起らない。 ところが、 茶漬 を かきこんだり、 

味 汁 を 吸ったり する ことになると、 鬼 角 故障が 起り 勝ちで ある。 況ん や、 餅 や、 飴な ど は 論外 

である。 

これ は 何事 を 意味す るか。 

入齒 を、 發 明し、 改良して 來た 西洋人が、 もし 吾々 と 同じ 食物 を 食って 生きて ゐ るの だったら、 

さう したら、 餅 を 食っても、 飴 を 食っても、 故障の 起らない やうな 人齒 が、 今頃 は 出来て ゐ るの 

では あるまい か。 

さう ではない か、 と 思 はせ る だけの 根據 は、 外の 方面に いくらでも あり はしない か。 

日本人 は、 日本人の 生活 を 基礎に した 文化 を こしら へなければ ならない。 地震の ある 國は、 地 

震の ある だけの 建築 をし なければ ならない し、 餅 を かじる 人間 は、 餅 を かじる やうな 人齒を こし 

ら へ なければ ならない やうに、 日本人 は 日本人の 文化 を 組立て、 行かなければ ならない ので はな 
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いか。 

餅 は 食 はない ことにすれ ばい、 かも 知れない が、 地震 をな くす る こと は 困難で ある。 如何に 亞 

米 利 加 人に なりたが つても、 過去 ニ千餘 年の 歷史は 消されない。 (大正 十三 年 七月、 週刊 朝日) 
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長い 管の 中へ、 水素と 酸素と を 適當な 割合に 混合した もの を 人れ てお く、 さう して 其の 管の 一 

端に 近い 處で、 小さな 電氣の 火花 を 瓦斯の 中で 飛ばせる、 すると 其の 火花の 處で 始まった 燃燒 が、 

次へ と傳播 して 行く、 傳播の 速度が 急激に 增 加し、 遂に 所謂 爆發の 波と なって、 驚くべき 速 

度で 進行して 行く。 これ はよ く 知られた 事で ある。 

ところが 水素の 混合の 割合が 餘り 少な 過ぎる か、 或は 多過ぎる と、 假令 火花 を 飛ばせても 燃燒 

が 起らない。 尤も 火花の すぐそば では、 火花の 爲 に化擧 作用が 起る が、 さう いふ 作用が、 四方へ 

傅播 しないで、 其處 限りで すんで しま ふ。 

流言 a 語の 傳播の 狀況に は、 前記の 燃 燒の傳 捲の 狀況 と、 形式の 上から 見て 幾分 か 類似した 點 

が ある。  • 


最初の 火花に 相當 する 流言の 「源」 がなければ、 流言 ® 語 は 成立し ない 事 は 勿論で あるが、 若 

しも 其れ を 次へ，， （\ と 受け 次ぎ 取り次ぐべき 媒質が 存在し なければ 「傳 播」 は 起らない。 從 つて 

所謂 流言 が 流言 として 成立し 51^ ないで、 其 場 限り に 立ち消え になって しま ふ 事 も 明白 である。 

それで、 若し、 或る 機會 に、 東京 市中に、 或る 流言 ffi 語の 現象が 行 はれた とすれば、 其の 責任 

の少 くも 半分 は 市民 自身が 負 はなければ ならない。 事によると 其の 九 割 以上 も 負 はなければ なら 

ないか も 知れない。 何となら ば、 或る 特別な 機會に は、 流言の 源と なり 得べき 小さな 火花が、 故 

意に も 偶然に も 到る 處に發 生 するとい ふ 事 は、 殆んど 必然な、 不可 抗 的な 自然現象 であると も考 

へ られ るから。 そして さう いふ 場合に 若し 市民 自身が 傳播の 媒質と ならなければ 流言 は 決して 有 

效に 成立し 得ない の だから。 

「今夜の 三時に 大地震が ある」 とい ふ 流言 を發 した ものが あつたと 假定 する。 若しも その 町內 

の 親爺 株の 人の 例へば 三 割で もが、 そんな 精密な 地震 豫 知の 不可能 だとい ふ 現在の 事實を 確實に 

知って ゐ たなら、 その やうな 流言の 卵 は 孵化らないで 腐って しま ふだら う。 これに 反して、 もし 

さう いふ 流言が、 有效 に傅播 したと したら、 ど うだらう。 それ は、 この やうな 明白な事 實 を確實 

に 知って ゐる 人が 如何に 少數 であるかと いふ 事 を 示す 證據と 見られても 仕方がない。 
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語 蜚言流 


大地震、 大火 事の 最中に、 暴徒が 起って 東京 中の 井戶に 毒薬 を 投じ、 主要な 建物に 爆彈を 投じ 

つ、 あると いふ 流言が 放 たれた とする。 その 場合に、 市民の 大多数が、 假 りに 次の やうな 事を考 

へ て 見た としたら、 ど うだらう。 

例へば 市中の 井戶の 一割に 毒 藥を投 すると 假定 する。 さう して、 その 井戸水 を 一人の 人間が 一 

度 飲んだ 時に、 その 人 を 殺す か、 ひどい 目に 逢 はせ るに 充分な だけの 濃度に その 毒藥を 混す ると 

する。 さう した 時に 果して どれ だけの 分量の 毒藥を 要する だら うか。 この 問題に 的確に 答へ る爲 

に は、 勿論 まづ 毒薬の 種類 を假定 した 上で、 その 極量 を 推定し、 また 一人が 一日に 飲む 水の 量 や、 

井戶 水の 平均 全量 や、 市中の 井戶 の總數 や、 さう いふ もの、 概略な 數値を 知らなければ ならない- 

併し、 いは ゆる 科學的 常識と いふ ものから くる 漠然とした 概念的の 推算 をして 見た だけで も、 そ 

れが 如何に 多大な 分量 を 要する だら うかと い ふ 想像ぐ らゐ はつ くだらう と 思 はれる。 いづれ にし 

て も、 暴徒 は、 地震 前から 可也 大きな 毒薬の ストック を もって 居た と考 へなければ ならない。 さ 

うい ふ 事 は 有り得ない 事で はない かも 知れない が、 少し を かし い 事で ある。 

假 りに それだけの 用意が あつたと 假定 した 處で、 それから さきが 中々 大變 である。 何百 人、 或 

は 何千 人の 暴徒に 一 々部署 を 定めて、 毒藥を 渡して、 各方 面に 派遣し なければ ならない。 此れが 
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中々 時間 を 要する 仕事で ある。 扨て それが 出来た とする。 さう して 一人々々 に 授けられた 罐を背 

食って 出掛けた 上で、 自分の 受持 方面の 井戶の 在所 を搜 して 歩かなければ ならない。 井 戶を見 付 

けて、 それから 人の 見ない 機會を ねらって、 愈- - 投下す る。 併し 有效 にやる 爲には 大凡の 井戶水 

の 分量 を 見 積って 其 上で 投入の 分量 を 加減し なければ ならない。 さう して、 それ を投 人した 上で、 

よく 溶解し 混和す る やうに かき交ぜなければ ならない。 考へ て 見る と 此れ は 中々 大變な 仕事で あ 

る 0 

こんな 事を考 へて 見れば、 毒薬の 流言 を、 全然 信じない と 迄 は 行かな くと も、 少 くも 銘々 の自 

宅の 井戶 につ いての 恐ろし さは いくらか 滅じ はしない だら うか。 

爆彈の 話に しても 同樣 である。 市中の 目 ぼしい 建物に 片ッ ばし から 投げ込ん であるく 爲に 必要 

な 爆 彈の數 量 や 人手 を考へ て 見たら、 少 くも 山の手の 貧しい 屋敷町の 人々 の 軒並に 破裂し でもす 

る や う な 過度 の 恐慌 を惹き 起さな く て もす む 事で ある。 

尤も、 非常な 天災な どの 場合に そんな 氣樂な 胸算用な ど を やる 餘裕が ある もので はない とい は 

れる かも 知れない。 それ はさう かも 知れない。 さう だと すれば、 それ は 其 市民に、 本當の 意味で 

の活 きた 科學的 常識が 缺 乏して ゐ ると いふ 事 を 示す もので は あるまい か。 
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科舉的 常識と いふの は、 何も、 天王星の 距離 を 暗記して ゐ たり、 ヴィク ミンの 色々 な 種類 を 心 

得て ゐ たりす る だけで はないだ らうと 思 ふ。 もう 少し 手近な ところに 活 きて 働くべき、 判 斷の檩 

準になる ベ きもので なければ なるまい と 思 ふ。 

勿論、 常識の 判斷は あてに はならない 事が 多い。 科學的 常識 は猶更 である。 併し 適當な 科學的 

常識 は、 事に 臨んで 吾々 に 「科學 的な 省察の 機會と 餘裕」 を與 へる。 さう いふ 省察の 行 はれる と 

ころに はい は ゆる 流言 楚 語の 如き もの は 著る しく その 熱度と 傅播 能力 を 弱められなければ ならな 

い。 假令 省察の 結果が 誤って ゐて、 その 爲に 流言が 實現 される やうな 事が あっても、 少 くも 文化 

的 市民と しての 甚だし い 恥辱 を 機す 事なくて 濟 みはしな いかと 思 はれる ので ある。 

(大正 十三 年 九月、 東京 日 n 新聞) 


一 科會展 i 見 會雜感 


同じ 展覽會 を 見て 歩く ので も、 單に 綺 を 見て 味ひ樂 まう とい ふ 心 持で 見る のと、 何 かしら 一 つ 

批評で もして 見ようと いふ 氣で 見る のとで は、 昆る 時の 頭の 働き 方が 遠 ふだけ に、 其の 頭に 续る 

印象に も 可な りの 差が あり 得る 譯 である。 尤も ほんた うに 繪を味 ひ 樂む爲 に は、 或 意味での 批評 

をし なければ ならない 事 は 勿論で あるが、 ^WL、 意識的に 批評の 爲の 批評 をしょう とい ふ 心 持が 

あって は、 藝術品 を 樂み味 ふ 邪魔になる ばかりで 無く、 却って 本當の 正しい 批評 を なすことの 障 

碍 になり はしまい か。 此 點はプ n フ H ッショ ナルな 批評家の、 苦心の 要る 處だ らうと 想像され る。 

自分 等の やうな ものが 繪の展 覽會を 見る の は、 何時でも； li を 見て 樂む爲 である。 だから、 如何 

に 評判の 鎗 でも、 自分に 興味の ない もの は 一度 切りで 見ないで 濟 むし、 氣に 入つ た^なら 誰に 氣 

兼 もな く 何遍で も 見て 樂 むこと が 出来る。 此の やうな 純粹な 享樂は 吾々 素人に 許された 特典の や 
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うな ものである。 さう して、 自分 等が 假令 玄人の 繪に對 して 思った 儘の 感じ を 言明しても、 それ 

は 作者の 名譽 にも 不名譽 にもなら ない とい ふ氣安 さが ある。 此れ は實に 有難い 事で ある。 無責任 

だとい ふので はない が、 何人 を も 傷け る こと 無し に 感情の 自由な 發 表が 許される からで ある。 

さう いふ 前提 を 置いて、 今年の 一 一 科 會展覽 會の繪 を 見た ま 、 の 雜感を 書いて 見る 事に する。 

ぎょく 

安井 氏の 緣が 矢張り 目立って 光つ て 居る。 なんだか 玉 か蠟石 を： 俗 かした もので 描いて ある やう 

な氣 持が する。 例へば、 白 ばらの 苔の 頭の 少し 開き か、 つた 底の 方に、 ほのかな 紅色の 浮動して 

居る 工合な どで も、 さう いふ 感じ を與 へる。 デリベレ イトに 狙 ひすまして は 一筆 づ、 著け て 行つ 

たもの だら うと 想像され る。 さう いふ 點で、 此 等の 繪は、 有り 来りの 油檎 より は、 寧ろ 東洋 畫に 

接近して 居る かも 知れない。 

此 人の 鎗には 詩が 無い とい ふ 人 も あるが、 强ち さう でもない と 思 ふ。 少 くも 今年の 花や 風景に 

は、 たしかに 或る 詩と 夢が にじんで 居る。 忠實に 自然 を 掘り返して 居れば、 其處 から 詩の 出て 來 

な いとい ふ 法 はない。 

裸體も 美しい が、 すっと 遠く離れて 見る と、 何處 かしら、 少し 物足りない 寂しい 處が ある やう 
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に感 する。 何故 だか 分らない。 人 體の周 園の 空間が 大きい せゐ かも 知れない。 

山 下 氏の 繪は、 いつでも 氣持 のい \ 繪 である。 此 人の 鎗で氣 持の 惡 いとい ふ檎を 自分 は 嘗て 見 

た 事がない。 此 人の 糟は、 どこかし らルノ アルと モネ H と 兩方を 想 ひ 出させる やうな 處の ある 鎗 

だと 思 ふ。 併し 餘り强 い 與奮を 感じさせられる 事の な いのは どうい ふ譯 だら う。 餘り 何時でも 樂 

樂と 書かれて 居る やうに 見える せゐ かと も 思 ふ。 

.. 樂 にかいて ある やうで、 實は 恐ろしい 骨の 折れた と 思 はれる 鎗が ある。 安井 氏の がそれ である。 

此れと 反對に 恐ろしく 綿密で 面倒臭 さう で、 描いて 居る 人 は 存外 氣樂 で、 面白くて たまらぬ やう 

な繪が あると すれば、 それ は 橫井弘 三 氏ので ある。 ルノ アルな ど は、 一寸見る と 氣樂に 描いて 居 

る やう だが、 叉 恐ろしく 神經を 使って 居る やうに も 思 はれる の だが。 横 井 氏の は それともち がふ。 

椎塚 氏の 綿密な 靜 物が 私に 與 へる 感じ は、 丁度 グ 。テス ク の 感じと 實 質的に 同じ 感じで ある。 

それ は必 しも グ 口 テ スクな 題材 を 取扱った もので なくても、 さう である。 


感雜 # 覺展も T 科 二 


此れと 反對 に、 例 へ ば ザ ッ キ ン の 妙な 人形の 総な ど、 隨分 形式的に はグ 口 テスタ に 出来て 居る 

が、 感じの 內容に は、 何處か 或る 明るさと 愉快 さが ある。 

口 オトの 綺が ある。 何處 がい、 のかよ く は 分らない。 此 人のに 似通よ つた 日本人の 繪も澤 山 あ 

る やう だが、 でも、 此 人のに は何處 かに、 こせこせ しない、 のびやかな 處が ある やうな 氣 がする 

少し 思 切つ て 遠く離れて 見る と 一 層 そんな 氣 がする。 

ァス ランで も ビッシ H ルで も、 出来不出来 は 別と して、 矢張り 其 人の 鎗 になって 居る と 思 ふ。 

そして 妙に 焦せ つた やうな 處の 見えない だけ は氣 持が い 、 0 

正宗 氏の 総が 澤山 ある。 自分 はどうした 譯か、 此 人の 使用す る 靑ゃ綠 と 朱 や 紅との 强ぃ對 照の 

刺戟が 性に ム： fi ない せゐ でも あるか、 どうも 親しみ を 感じる 譯に 行かない。 此れ は 好きな 人に 取 

つて は 好きな 特徵 となる に 相違な い。 併し 此 人の やうな 繪はぢ きに 行き 詰つ てし まふ やうな 事が 

無い から 其 點が賴 母し いと 思 ふ。 
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石 井 氏の 維 は、 いつも、 常識的と いふ 評 を 受ける やうで ある。 頭の い、、 要領の い、 點は、 さ 

うい ふ處も ある だら うが、 さう ばかりと も 思 はれない。 一種の 淡泊な 味 を 味って 見る 事 は 虚心な 

鑑賞 家に 取って 困難で せない だら う。 此 人の 鎗を段 々に 突きつ めて 行く と、 結局 マルケ H などの 

やうな 方面へ 行き はしない かとい ふ氣 がする。 

田 氏の 日本 畫は 一流の ものであるが、 今年の 洋畫は 唯の ー點 で、 それが 餘 りに 投げ やりで あ 

る 0 

鍋 井 氏の 綺は 少し 變っ たやう である。 かう いふ 繪も 自分 はわり に 好きな 方で は あるが、 唯變る 

處 まで 變る 途中に ある やうな 氣 がした。 來 年を樂 みに して 居る。 

橫山 氏の 檎は 可也う まいと 思 ふが、 好きに はなれない。 此れ は 趣味の 相違で 仕方がない。 此人 

の鎗 は、 鬼に 角 一通り 行く 處 まで 行って、 行き 止まって 居る やうな 氣 がする。 かう いふた ちの 綺 

は、 ぢ きにさう いふ 風に なり：：？？ い。 ー體に 表現 的な 藝術 はさ うだらう と 思 ふ。 綺を 描く よりも、 
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表現すべき 自己 を 開拓す る 方の 努力が もっと 重大で ある。 それが 爲に は、 しばらく 綺^ をす て、 

物に 親しむ 事に 多くの 時 を 費す 必要が ある。 

海老 原 氏の 變 つた 換が ある C かう いふ 種類の 槍が、 作者に どれ 程 必然で あるか、 が 何時でも 自 

分に は 分らない。 例へば ルソォ など、 いふ 人 は 恐らく、 あ、 いふ 繪 より 外の 输は 描け なかった 人 

だら うと 思 ふが。 . i . 兎に角 形式 は ルゾォ の やうな 處 はあって も 味 は 丸でち がふと 思 ふ。 

田 中 豐三郞 氏の 人物 二 枚 も 隨分變 つて 居る。 しかし 此 人のに は、 何處 かしら 此 人の オリ ヂナリ 

ティが ある。 誇張した やうな 處 にも 何處か 素直な、 のびやかな 處が あると 思 ふ。 段々 に 善い 處と 

悪い 處を篩 ひ 分けて 進む とい 、かと 思 ふ。 

上. H 氏の 「金魚と 花 一 とい ふの が ある。 かう いふ 搶は虛 心で 見る と 面白い 處も あるが、 併し、 

自分 は、 何となく 欺され るので はない かとい ふ氣 がして 困る ので ある。 それ は 兎に角、 かう いふ 

繪は、 もう 少し 淸 潔に 仕上げた 方が よく はない かと 思 ふ。 搶具 をのせ る 地質の 研究が 要る。 
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恒川 氏の 風景 畫に は、 一寸 南畫の やうな 味が ある。 併し かう いふ 繪も此 儘で はすぐ 行き詰りに 

なり 易い。 

圓 筒形の 上の 斷面 を楕圓 形に 現 はし て、 底面の 方 は 直線で かいてし ま ふ 事が 流行す る やうで あ 

る。 かう いふ 流行 は 永く はつ くまい。 

「天然」 と输具 だけから は緣は 生れない し、 一 自己」 と緣 具ば かりから も繪は 生れない。 自己と 

天然と 眞劍に 取組み 合 はなければ 駄目 だと 思 ふ。 昔 は 天然と 緣具 だけで 出来-た 無意義な 繪が多 か 

つたが、 近頃 は 反對に 自己と 緒 具 だけの さ虚な 総が 多くな つた。 かう いふ 搶に とって は 自己が ど 

んな 自己で あるか 生命で ある。 それ を充實 させる 爲に は、 矢張り 天然の 資料 を豐 富に 攝取 する 

事が 須要で ある。 資料の 供給の 無い 自己 はやが て { 仝虚に なる。 そして 空虚な 自己の 表現 は藝 術に 

ならない 0 

林武 氏の 繪は 今年 は餘り ふる はない。 併し、 かう いふ 風に、 い、 加減の 處で收 まって しま はな 
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いで、 何 かしら 煩悶して 居る やうな 未成の 鎗 は、 矢張り 賴母 しいと いふ 感じ を 起させる。 不出来 

でも 何でも、 兎に角 自分の 搶を 描かう として 居る やうに 見える。 フランス 人の 畫を 見て すぐに 耍 

領を 修得した やうな 輕 薄な 繪を見 るより は 數倍氣 持が い、 と 思 ふ。 

未来派の 鎗と いふと、 ギタァ が 出て 來 るの は、 あれ はどうい ふ 理由に よる もの だら うか。 他に 

も 同等 若しくは 以上に 適當な 題材 はいくら でも ある だら うが。 

中 川 紀元 氏の 裸 體畫を 見て 居る と、 何だか 或る 甲蟲を 聯想す るが、 何 だとい ふ 事が、 はっきり 

思 ひ 出せない。 此の 聯想 は 或は 主として あの 女の 右の 足から 來 るの かも 知れない。 此の 繪 などが、 

自分に は 餘り樂 めない 方の 部類に 屬 する。 

展覽會 によって は、 殊に 日本 畫の 展覽會 などで は、 とても 二目と 見る 氣 のしない が隨分 ある 

が、 ニ科會 などで は、 そんなの は餘り 多く は出會 はない やうで ある。 此れ は世辭 ではない。 
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展覽會 の 評と いふと、 徹底的に 賞め ちぎる か、 扱き下ろす かどつ ちかに しないと、 體を なさな 

いか も 知れない が、 此れ は 批評で も 何でもな いの だから、 こんな 卄ぃ、 だら しのない ものに なつ 

て も 致 方がない。 (大 十三 年 十 月、 明星) 
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大學の 池の ま はり も、 去年の 火事で、 大分 樣 子が 變 つてし まった。 建物な ど は、 どうで もなる 

だら うが、 あの 古い 樹木の 復舊は 急に は 出来さう もない。 惜しい ものである。 それでも、 あの 大 

きな 樹が、 全部 は燒 けなくて 仕 合せであった。 例へば 池の 北側に、 大きな 眞黑く 茂った 枝 を 水面 

近く  W 一の して rg る、 あの 樹な ども 此の 池の 景色 をス ぺ シ フ ァ ィ する 一 つ の 大事な 要素に なって 居 

るの だが、 あれな どの 助かった の は 仕 合せで ある。 毎年 此の 樹の 下で、 ディップ サ ー クル を据 みん 

て は、 觀 測の 稽. の 御 相手をして 來た 私に は、 特に そんな 氣 がする。 

あの 樹の 下の 水面に 睡蓮が ある。 此れ は 勿論 火事に はなん ともなかった に 相 遠ない。 今年の 夏 

何處 かの 畫學 生が 来て あれ を寫 生して 居た。 モネ ー の 有名な シリ ー ズ がなかったら、 あ" いふ 

池 1； は、 丰畫 として は オリ ヂナル かも 知れない が、 今では 別に 珍ら しく はなさ さう である。 尤も 對 


象 はいくら 古くても、 眼と 腕と が 新しければ、 いくらでも 新しい 「發見 J は 出来る 害 だら うが、 

私の 見た 出來榮 えで は、 さう でもな ささう であった。 

あの 睡蓮 は 近頃の ものである。 もとは 河 骨の やうな ものと、 もう 一種の 浮 草の やうな ものが あ 

つたの だと 記憶して 居る。 今年 は 睡蓮が 著しく 繁殖して 來た。 紅白 二種のう ちで、 白い 方が 繁殖 

力が 大きい やうに 思 はれる。 實 際さう であるか、 どうか、 専門家に 聞いて 見なければ 分らない。 

事實 はどう だか 知らないが、 もし さう だとす ると、 此れ は 一 つの 面白い 問題に なり さう である。 

それから、 若し、 睡蓮が 他の 水草 を 次第に 壓 迫して "蔓延す るか、 しない か、 此れ も 問題で ある。 

物 好な 人が あったら、 年々 寫眞 でも 撮って 置いて、 あとで 研究したら 面白さう である。 

序ながら、 池に は 大きな 鲤が 可也 澤山 居る。 S い 時候に は 時々 姿 を 見せる が、 寒中に は、 どう 

して 居る かさつ ばり 見えない。 大きな すつ ぼん も 居る さう だが、 私 は 未だ 見た 事がない。 あの 火 

事で は 鯉 やすつ ぼん も隨分 驚いた 事 だら う。 あの 時に 一 度 池の 水の 溫度 でも 測つ て 見たら よかつ 

たと、 後で 思 ひ 付いた が、 當時は それ 處 ではなかった。 事によると 薄い ス ブルング シヒト 位 は 出 

來て 居た かも 知れなかった。  ， 

鯉に 就いては、 サ水 教授に 關 する 一 插 話が ある。 教授が 池 を 見下しながら、 小 使の 某 君と 話して 
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居た。 教授が 一. あいつ を 食ったら うまいだ らうな」 と獨 語の やうに 云った のに 答へ て、 小 使が、 

餘り うまくない とか、 苦い とか 云った さう である。 此れに 對 する 敎授の 電光の やうな リマ I クは、 

「ャ、 貴様 食った な」 とい ふので あった、 と傳 へられて 居る。 事實 は保證 しない。 

鲤 やすつ ぼんの 外に、 ブルフ ログ を 養殖し ようとい ふ 話 もあった と 記憶して 居る が、 結局お や 

めに なった と 見える。 もし 本當 に、 あすこに、 大きな ブルフ ログが 繁殖して、 大きな 聲 でも 上げ 

て 居る の だと、 少 くも 何事 かを考 へさせられ さう である。 場所柄 だけに、 少 くも 新聞の 靑紛筆 子 

ゃ漫畫 子の 付 料に はなって 居た かも 知れない。  . 

池の 汀で おたまじゃくしの 行列 を 見る 事 も あ る。 あの 行列 の 道筋に 何 か 方 則が あ る だら うか、 

水流と 何か關 係が ある だら うか。 そんな 事 を 誰かと 議論した 事が あった。 勿論 何の 結論 も 得られ 

なかった。 

冗談 はさて 措いて、 此の 池が、 此れ迄に、 色々 の眞 面目な 研究の 材料 を 供給して 居る 事 も、 數 

へ 上げれば、 少 くない やうで ある。 

池 中に 棲息す る 或る 生物の 研究 を、 學位 論文の 題目と した 先輩が、 少 くも 二人 は ある さう であ 

也 

.V る 0 
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田中舘 先生が 電流に よる 水道 鐵 管の 腐蝕に 關 する 研究 をされ た 時、 矢 張 此の 池の 水中で 色々 の 

實驗を やられた やうに 聞いて 居る。 其 時に 使 はれた 鐵 管の 標本が、 未だ 保存され て 居る 害で ある。 

月 島 丸が 沈沒 して、 其の 捜索が 問題と なった 時に、 中 村 先生が 色々 の 考案 をされ て、 當時學 生 

であった 吾々 が 钾手傳 をして 豫備 實驗を やった。 なんでも 大きな 喇叭の やうな もの を こしら へ て、 

それ を あの 池の 水中に 沈め、 別の 處へ、 小さな ボ イラ ー を 沈めた の を鎚で 叩いて、 其の 音 を 聞く 

やうな 事 を やった やうに 覺 えて 居る。 第一 一次の 實驗は 隅 田 川の 艇庵 前へ 持つ て 行って やった の だ 

が、 其 時に 仲間の 一人が、 ボ イラ ー を かついで 梭 橋から 水中に 墜落す る 場面 もあって、 忘れ 難い 

思 出の 種に なって 居る。 

墜落で は 一 つの 思 出が ある。 三年 生の 廿水々 二君と、 池の 水温 分布 を测 つた 事が ある。 池の 屮島 

に ガル.. ヮを据 ゑて、 小船で サ ー モ ジャンク ショ ンを 引つ ばり あるいて は、 時々 の 水温の 水平 並に 

垂直 分布 を 測った。 冬の 最中の 或 日に 觀測 中に 某 君が 誤って 水中に 墜ち、 其爲に 病氣を 起した 事 

もあった。 水温の 分布 は餘り 珍ら しい 事 もなかつ たが、 深い 泥の 中の 分布 を 測った の は、 いくら 

か 珍ら しい 方 かも 知れない。 

此の 觀 測に 使った 小船 は、 今 は理學 部の 北- ズ關の 壁に 立て かけて 乾燥 狀態 にある。 もとは 大き 
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な盥を 浮べて 船の 代りにした ものであるが、 いろ- -\ の觀 測に 必要 だとい ふので、 水產 講習 所へ 

賴んで 造って もらった ものである。 池に つないで おくと、 多分 職人 か 土方 だら うが、 よくい たづ 

ら をして w るので、 あ、 して 引上げて おくので ある。 南京錠 をい くらつ け換 へても、 すぐ 打ち 毀 

される ので、 根氣 負けが したので ある" 無論 土方 か 職人の 仕業に 相逮 ない。 

池の 周圍の 磁力 測量、 尤も 伏 角 だけで は あるが、 數 年来つ けて やって来て、 材料 は 可也た ま 

つて 居る。 地形に よって 說 明され る やうな 偏差が 可也 著しく 出て 居て 面白い から、 いっか 纏めて 

おき 度い と 思 ひながら 其 儘に なって 居る。 池の 斷 面の 形 をした 鐵 板の 片 を 電磁石の 間にお いて、 

それに 鐵屑を 振り かけて、 其の 磁力線の 分布 を、 實 地と 比較した 學生 もあった。 

池の 氷が 張りつ めた 上に、 雪が 積もる と、 其の 表面に 面白い 紋の やうな 模様が 出来る。 此れ は 

獨 逸で Dainpfl5cher と稱 する もの ださう で、 此の 成因 は餘り 明かで ない らしい。 田 中 阿 歌 磨 氏 

著、 r 諷訪 湖の 研究 I 一 上 篇七ー 六 頁に 此れに 關 する 記事と、 寫眞が ある。 數年 前の nl マ 字 世界に 

も 田 丸 先生が、 此の 池の ものに ついて 御 かきに なった のが 出て 居る。 先生方の 御手 傳 をして、 例 

の 小船で 調べ て 廻った こと もあった。 が 兎に角 面白い 現象で ある。 

池 先年 水溫を 測る 時の 目印し に、 池の 中の 處々 に 立て，^ おいた 竹竿が 雪の 薄く つもった 氷の 上に 
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頭 を 出して 居る 場合に、 竿の 北側へ 妙な 扇形の 模様が 出来る 事が あった。 此れ も 面白い もので あ 

る。 此れに 關 して は 嘗て 氣象集 誌に 簡單な 記事 を 載せて おいた。 

池の 水の 振動、 所謂 セ イシに 就いては、 本 多さん 達の 調べた 結果が、 大學 紀要の 二八 卷の 五に 

出て 居る。 ブリキで 作った 小さな 模型 もあった 害で ある。 此の 池の 水の 運動に ついても 未だ 調べ 

れば 調べる 事が いくらでも 殘 つて 居る。 池の 測深 も 其 時 やった 結果が 紀要に 出て 居る。 案外 深い 

池で ある。 

自分の 知って 居る だけの 文 獻を數 へて 見ても、 此れ だけ あるの だから、 私な どの 知らない 他の 

方面の 學 科に 關 する もの を擧 げたら、 隨 分な 分量になる かも 知れない。 此れから 後に も 未だ どれ 

だけの 可能性が あるか 分らない。 

こんな 事を考 へて 見る と、 あの 池 は、 いつ 迄 もつ ぶして 仕舞 ひたくない。 大學の 地面が 足りな 

くな つて、 あらゆる 庭園 や 木立が つぶされる 時が 来ても、 あの 池 は 保存して おいて 貰 ひ 度い。 景 

色 や 風致が どうで あると いふので はなくて、 何 かしら 學術 上の 研究資料の 供給 所と して、 或は 一 

つの 實驗用 水槽と して 保存して ほしいの である。 

序ながら、 あの 池の 成り立ちに 就いても 問題が ある。 或 人の 話で は、 元來 あすこに 泉が あった 
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池 


の を、 前 田家の 先祖が 掘り下げて、 今の 形に したの ださう である。 さう 云へば 池の 西北 隅から 水 

が 湧いて 居る らしい。 其 邊 だけ 底に 泥がなくて、 砂利が 露出して 居る 事 は、 棹で つ、 いて 見る と 

分る。 あの 池から、 一 つの 狭い 谷が 北の方へ 延びて、 今の 動物 地質 敎窒の 下から 彌生 町の 門の 方 

へ續 いて 居た 事が、 土工の 際に 明に なった さう である。 此の 池の 地學 的の 意味に ついても、 構內 

のボ ー リングの 結果な ど を 綜合して 考 へて 見たら、 或は 何事 か 分り はしまい か。 こんな 空想 を畫 

いて 見る 事 も 出来る。 

文科の 某 教授が 撮った、 池 を 中心とした 寫眞 が、 何枚 か 今の バラック 御殿の 楣 間に か& つて 居 

る。 今ではもう 歷 史的の ものに なって しまった。 私 はいつ か、 大學 百景と 云った やうな 版 畫のシ 

リ ー ズを 作ったら 面白いだ らうと 思った 事が あった。 もし そんな ものが 出来る としたら、 其內の 

少 くも 十景か 十五 景 かの 中には、 吃 度、 此の 池の 一部が はいって 居た に 相違ない。 それ 程に、 此 

の 池 は、 風致の 上から 見た 大學 にと つて 特異な ものである。 それが 一夜の 火事で 大分に 變 つた。 

かう いふ 變化は 無論 不可逆 的變 化で ある。 此れから さき どんなに 美しく 變 るか 知れない が、 大正 

十二 年 以前に、 大學の 門 をく にった 人々 の 中に ある 「池」 の 影像 は 矢 張 火災 以前の それでな けれ 
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v< ならな ハ。 

吾々 の 池が、 いろんな 小說ゃ 感想文の 場面に 使 はれた 例 も 中々 少 くな ささう であるが、 此方の 

文獻は 其方の 專門 家に 御 願 ひした 方が よいと 思 ふから、 玆 では 一 切觸れ ない 事と する。 

(大正 十三 年 十  一 n、 理 學部會 誌) 
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象 印の 會議 


議會の 印象 


去年の 十月だった か、 十一月だった か、 それさへ どうしても 思 ひ 出せない 程に ぼんやりした 薄 

暗がりの 記憶の 中から、 やっと 手搜 りに 拾 ひ 出した、 きれ， ^の 印象 を 書く ので あるから、 此れ 

を 事實と 云へば、 或 意味で は、 矢張り 一種の 事實 であるが、 又 或 意味で は、 いっか 見た 事の ある 

惡 夢の 記 錄と 同じ 種類の もので あつ て、 決して 厳密な 意味の 事實 ではない。 

或 朝の 事で ある。 起きた 時から 何となく 頭の 工合が よくな くって、 輕ぃ 一種の 不滿の やうな も 

の、 塊が、 からだの 中の 何處 かに 潜んで 居る やうな 心 持であった 。後に なって 考 へて 見る と、 此 

れは、 全く 其 日の 天氣 のせ ゐ であった らしい。 

そこへ、 XT 君が 訪ねて 來た。 議會の 傍聽に 連れて行って やらう とい ふので ある。 自動車 を そ 

こに 待た して あると いふ。 
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餘り 自慢に ならない 事で あるが、 自分 は 未だ 此の 年 迄つ ひ 一 度 も 帝 國議會 とい ふ もの を 見た 事 

がなかった。 別に 見 度くない とい ふ 格段の 理由が ある 譯 でもなん でもない が、 又 わざ/ 數を 

して 見に 行き度いと 思 ふ 程の 特別な 衝動に 接する 機會 もなかった 爲に、 —— 云 は i -、 餘り舆 味の 

ない 親類に 無沙汰 をす ると 同様な 經 過で、 ついくべ マ 迄 折々 は 出逢 ひもした 機會 を、 大して 惜し 

いと も 思 はすに. 取 外して 來 たので あるつ それが、 どうした 拍子で あつたか、 鬼に 角 N 君との 或 日 

の會 話の 經 過で、 いっか 一度 議會 傍聽 に案內 して 貰 ふとい ふ 約束が 出来 上って しまった、 その 約 

束が いよ，^ 履行され る 日が 思った よりも 實は餘 り に 早く 来たので あった。 

實は、 どうも 餘り氣 がす、 まなかつ たので あるが、 折角 わざ/ \ 傍 聽券を 手に入れて、 さう し 

て遙々 迎へ にまで 來て くれたの だから、 勉强 して 鬼 も 角 も 出掛ける 事に した。 

雨上りの、 それ は ひどい 震災 後の 道路 を、 自動車で 淺 酷に 搖られ て 行く 內に、 朝から 身 體の何 

處 かに 隱れて 居た、 名狀の 出来ない もの、： if が、 段々 にから だ 中に 擴 がって 来る やうであった。 

盐 C 日は實 際、 荒れ果てた 東京の 街の 上に、 一 面に灰色の^^^のゃぅなものが、 重く 蔽 ひかぶ さった 

やうな 天氣 であった。 

自動車が 玄關の やうな 處へ ついて、 其處 から N 君の 後へ ついて 上って 行かう とすると、 玄關に 
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象 印の 會議 


居る 人達が、 其處 から はいけ ないから あちらへ 廻れと いふ。 それで 停車場の 改札口の やうな 處を 

通り 拔 けて、 恐ろしく 長い 廊下の やうな 處に 出た。 それから 其の 廊下の 撗の 一室へ 案內 されて、 

其處で 外套と 帽子 を 置いた。 室に は、 人 はたった 一人 居た 切りで あるが、 壁に は數へ 切れない 程 

澤 山の 外套と 帽子が 掛け 列ね てあつた。 其の 精子 外套の 列が、 どうい ふ もの か 自分に は餘 程遠い 

世界の 帽子 外套の 列で ある やうな 氣 がして、 輕ぃ壓 迫 を 感じさせられた。 

廊下から 階段へ 上らう とすると、 其處に 立って 居た 制服 着用の 役人が、 私の 胸の 邊を 指さして、 

何 か 云 ふやう である。 何 かしら 自分が 非難され て 居る 事 は 分った。 併し N 君が 一 言 二言 問答した 

ら、 それでよ かった と 見えて 其 儘 階段 を 上って 行った。 そして 或 室の 入口に 控 へて 居た 同じ やう 

な 制服の 役人に 傍 聽券を 差し出して、 それでも うい、 のかと 思って 居る と、 未だ 必要な 手 績が完 

了して 居なかった と 見えて 其處へ はいる 事 を 許されない」 それで 再び 又 同じ 階段 を 下りて、 方角 

の わからぬ 廊下 をぐ るく 趟 つて 行った。 階段 も 廊下 もがらん として^かった。 初め 這 人った と 

は 別の 改札口へ 出て、 其處で N 君が 何 かしら 交渉 を 始めて 居た。 外から 改札口 を 色々 な 人が 這 入 

つて 來る。 若い ォ ー ル バックの 男が 這 入らう とすると、 役人が 二三 人 寄って 行って、 其の 男の 洋 

服の かくし を 一 つ/ \ 外から 撫で S- して 居た。 其れ を 見て 居る 內に、 妙な 氣持 になって 来た。 
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理由の 分らなかった 朝からの 不滿 が、 何時の間にか 段々 に具體 的な 形 を ft へ て 現 はれて 來る事 

が自覺 された。 それが 丁度 レンズの 焦點を 合せる やうに、 段々 に はっきりして 來 るので あった。 一 

さう いふ 心 持 を 懐いて、 もう 一度が らんと した 寒い 廊下と 階段 を 上って、 さう して 漸く  H 的の 

關門を 通過して 傍聽 席の 入口 を 這 入った。  一 

這 人った 處は 薄暗い 梭 敷の やうな 處で、 それに 一杯に 人が 居る やうであった。 棧 敷の 前に は、 

明るくて 廣ぃ 空間が 大きな 口 を 開いて 居た。 始めて 此の 梭 敷から： 下した 瞬間の 心 持 は、 一寸し 一 

た 劇場の 安 席から 下 を 見下した 時の やうな 心 持であった。  ： 

場內の 通風 は餘り 良好で ない のか、 傍聽 席の 空氣は 甚だ 不純な やうであった。  一 

傍聽者 は、 みんな 非常に 眞面！ E に默 つて 一 心に 下 を 舰き込 んで 居た。 さう いふ 人達の 額 を 見る， 

と、 下に は 可也 眞 面目な 重大な 事柄が 進行して 居る とい ふ 事が 分る やうな 氣 がした。  ； 

人口 を 這 入る 時から、 下の 方で 何だか 恐ろしく 大きな 聲で. i! 哮 して 居る 人が ある 事に 氣が 付い _ 

て 居た が、 席が 定まって からよ く 見る と、 それ は 正面の 高い 境-の 中 壇の やうな 處に 立って 何事 か 一 

演說 して 居る 人の 聲 であった C どうい ふ 事が 問題に なって 居る のか、 ^心の 事 は 分らなかった が、 一 

何でも 議長が 何 か を どうかして、 それから どうと かすべき 苦な の を、 さう しなかった のが 不都合 
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だと 云って 攻撃して 居る やうであった。 此の 人の 出し 得る 極度の 大きな 聲を 出して 居る とい ふ 事 

は、 其の 顏 色が 紫が、 る 程に 赤く 光澤 を帶 びて、 服 球が 飛び出し さうな 程に 眼 を 見開いて 居る 事 

から も 大凡 察せられた。 

擅に 向って 後上り に 何 列と なく 並んだ 椅子の 列に は、 色々 の 服装 をした、 色々 の 年輩の 議員 達 

の 色々 の 頭 顧が 並んで 居た。 私 は 意外に 空席が 可也に 多い 事 を 不思議に 思った。 

壞- 上の 人が 何 かいふ 度に、 向って 右の 方と 左の 方の 椅子の 列から 拍 VI. をしたり、 何 か 分らぬ 事 

を 云って はやし 立てる 人が 居た。 中央の 列の 入 は みんな 申し 合せた やうに 默 りこんで 居た。 左右 

の-ぼの 入々 が 何となく 緊張して 居る に反して 中央の 席の 人々 は、 丸で 別の 國の 人の やうに 氣樂さ 

うに 見えた。 其 中の 或 人 は、 演說の ある 最中に 吞氣 相に 席 を 立って 何處 かへ 出て 行ったり した。 

其 時に 始めて 氣が 付いた が、 椅子が 扉の やうに 後方へ 開いて、 其處 から 人が 出 人す る 仕掛けに な 

つ て 居る。 

壇上の 人が 下りる と、 上 壇に 椅子へ 腰かけた 人、 此れが 議長 ださう であるが、 此の 人が 何 か 一 

一一 一一 n  二言 述べる と、 左の 方の 議員 席から いきなり 一 人 立 上って 大きな 聲で わめき 立てた C 片手 を 高 

く 打ち 振りながら 早口に 短い 言葉 を連發 して 居た。 今にも 席から 飛び出す かと 思 はれた が、 さう 
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もしなかった。 右の 方の 席から も騷 がしい 聲が 聞こえた。 

議長が、 それで は 唯今の 何とか を 取消します、 とい ふた やうであった。 すると、 又 隅々 から わ 

あっとい ふ歡聲 とも 怒號 とも 分らぬ 聲が 聞こえた。 

和服 を 着た 肥った 老人が 登 擅した。 何 か 書類の やうな もの を 鷲 握み にして 讀み はじめた と 思つ 

たらす ぐ 終った。 右 報吿、 と 捨て ぜり ふの やうに、 さも 苦々 しく 言 ひ 切って 壇 を 下りる と、 又が 

やが やと 騷ぐ聲 が 一 しきりした。 

それから、 入れ 代って 色々 の演說 があった。 其のう ちの 或 人 は 若々 しい 色 艷と漆 黑の毛 髮の持 

主で、 女の やうな やさしい 聲で 永々 と 陳述した。 其の後で 立った 人 は、 短い 顔と 多角的な 顎骨と 

に 精悍の 氣を 溢ら せて、 身 振 交りに 前の 人の 說を駁 して 居る やうであった。 

唯 さへ 耳の 惡 いのが、 梭 敷の 不良な さ氣を 吸って 逆上して 來た爲 に、 猶更 聞こえが 惡く なった 

のか、 それ 共 云って 居る 事が、 餘程 自分の 頭に 這 入りに くい 事柄で あるせ ゐか、 可也 骨 を 折った 

にも 拘ら す、 此 等の 演說が どれ もよ く 聞き取れなかった。 まして や 議員 席から 時々 突發 する 短い 

捨て 言葉な ど は 一つ も 聞き取れなかった。  . 

其內 に、 始めに 出た 極度の 大聲を 出す 人が 壇上に 立って 又 何事 か 述べ はじめた。 
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朝から 段々 に醱酵 して 居た 私の 不滿 は、 此の 苦しげ な 大聲を 再び 聞く 事に よって、 とう 項 

點迄 進んだ ものと 見える。 私 は 到底 堪へ 切れ なくなって 席 を 立った。 N 君が 此れからもう 一 つの 

議場へ 行かう とい ふの を 振り切って 出口へ 出た。 X 君が 帽子と 外套 を 取って来て くれる 間 を 出口 

でう ろ- (\ して、 寒い 空 氣に 逆上した 頭を冷やして 居た。 

此樣 にして、 私の 議會 訪問 は 意外の 失敗に 終って しまった。 此れ は 併し、 決して 私 を案內 した 

N 君の 惡ぃ譯 でもな く、 況ん ゃ議會 そのもの \ 罪 でもなくて、 全く 其 日の 天氣 のせ ゐと而 して 通 

風の よくない 傍聽 席の 不良な さ氣 のせ ゐ である 事 は 明で ある。 

さう いふ 特殊な 條 件の 下に 澄 かれた、 特殊な 人間の 頭に 映 じた 議會の 第一印象が、 此の 如く 特 

殊な もので あり 得る とい ふ事實 だけ は、 鬼 も 角 も 一 つの 記錄 として 玆に 誌して 置く の も强ち 無益 

の 業で は あるまい と 思 ふ。 (大 •.i 十三： 牛) 
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自分が 中 村 * 氏 を 訪問した の は あとに も 先き にも 唯 一 度で ある。 

田中舘 先生の 肖像 を賴む 事に 關 して 何 かの 用 向で、 中 村淸ニ 先生の 御 伴 をして、 谷 中の 奥に 其 

の 假寓を 尋ねて 行った、 それ は 多分 初夏の 頃であった かと 思 ふ。 ：仆 中の 臺 地から 田 端の 谷へ 面し 

た 傾斜 地の 中腹に 沿 ふ 彎曲した 小路 を はいって 行って 左側に、 小さな 荒物屋 だか、 駄 菓子屋 だか 

があって、 其處の 二階が 當 時の 氏の 假寓 になって ゐた。 

店の 向つ て 右の 狭苦しい 人口から すぐに 一 一階 へ 上がる のであった かと 思 ふ。 かう いふ 家に 通有 

な、 急勾配で 踏めば ギシ 音の する 階段であった。 段 を 上った 處が 六疊位 (？) の 部屋で 表の 窓 

は 往来に 面して 居た。 其の 背後に 三疊 位の 小さな 部屋が あって 其 處には 蚊帳が 吊るして 寢 床が 敷 

いた 儘に なって 居た。 裏 窓から 其の 蚊帳 を 通し て 來 る 萌黄色 の 光に 包まれた この 小さい 部屋の 光 
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景が、 何故かん 「でも 目について 忘れられない。 

どんな 用 向で どんな 話 をした か、 それが どうい ふ 風に 運んだ のであった か、 その 方の 記憶 は完 

全に 消えて しまって ゐる ♦。 鬼に 角 簡單な 用事が 卽^ に £:: 附 いたのであった らうと 思 はれる。 此れ 

に反して 用事に 關係 のない 事で 當 時の 印象に なって 殘っ て 居る 事 を 少しば かり 思 ひ 出して 書いて 

見る。 

部屋の 一 體の 感じが 極めて 荒涼であった やうに 記憶す る。 どうせ かう いふ 種類の 下宿屋 住居で、 

さう/ \ 愉快な 窒 もない 害で あるが、 併し 隨分思 ひ 切って 伦 しげな 住ま ひであった。 具體 的な 事 

は覺 えて 居ない が、 そんな 氣持 のした 事 は 確で ある。 

机と 本箱 はあった。 其 外に は 幾 枚 かの 力 ン.. ヮ ス の 枠に 張った のが 壁に たてかけて あつたのと、 

それから、 何 かしら 食器 類の、 それ も 汚れた のが、 そこらに ころがって 居た かと 思 ふが、 それ も 

たしかで はない。 

一 つ 確に 覺 えて 居る の は、 レム ブラント 畫 集の 立派な のが 他の 二三の 畫 集と 並んで 本箱に 立て 

てあつた 事で、 此れ だけが 荒涼な 窒の 中に 著しい 異彩 を 放って 居た。 それからもう 一 つ、 描き か 

けの 自畫 像で 八號 か十號 位だった かと 思 ふ。 ； 體に靑 味の 勝った 暗い で、 顏が畫 面 一杯に 大き 
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くかいて あった。 同行の 中 村 先生が あとで レ ム ブラ ント 張り だと 評された 事も覺 えて ゐる。 

その 時 迄に 見た 中 村 氏の 檜 を 頭に おいて 居た 時分 は、 話しの 序に 「ルノ アルが お好きで すか」 

と 聞いて 見た。 さう したら、 「ル ノ ァ ルも 好きだが、 レ ム ブラ ントが 一 番 面白い やうです」 と 言 は 

れ たやう であった。 

其 日の 中 村 氏 は 白地の 勝った 拼を 着て 居た やうな 氣 がする。 穩 かで、 パッ シ イヴで、 そして 何 

處か 涼し い 感じの する 人であった。 

中 村 氏が 田中舘 先生の 御宅へ、 最初の スケッチ をし に 来られた 時には、 自分 も 中 村 先生と ー緖 

に 見に 行った。 八つ切り 位の スケッチブックへ 紛 筆で 簡單な スケッチ をした が、 それ は 普通の 意 

味の 似顏 として は餘 りょく 似て は 居なかった。 其 時 自分の 感じた 事 は、 其の 紛筆畫 が 普通の ァカ 

デ ミゾ ク な.、 テツ サ ンとは 何處か 行き方が 違って 居る とい ふ 事であった。 

いよ/ \ 本式に カン.. ヮスに 筆 を 取り 始めてから も、 二三 度 見に 行った。 そして 其の 描いて 居る 

時の 様子の 眞劍 なのに 驚かされた。 下糟を 描いて 居る 時な ど、 丸で 劍 術の 試合で も 見る やうな 感 

じがあった。 段々 仕上げに か、 つて は、 其の 微細な 觀 察と デリ ケ ー トな输 具の 使 ひ 方に 驚かされ 

た。 吾々 の 方で 非 に 精密な 器械の 調節で もして 居る のと 似た やうな 際どい 細か さがあった。 此 
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れ では 繪を かくの も 大變な 事で あると 思 はれた。 いっか 道灌 山へ 夏 目先 生と 一 一入で 散歩に 行った 

時、 そこの 崖の 上で 下の 平野 を寫 生して 居た 素人 搶か きがあった。 その 繙が あんまり のんきで、 

其の 描き 方が あんまり 氣樂 なので、 思 はす 二人で 笑って しまった 事が あるが、 同じ 油鎗を かくの 

でも、 人に よって こんなに もちが ふ もの かと 思った。 

右の 手の 方 はすら/ \ と 無事に 出來 たが、 計算尺 を 持った 左の 手が どうしても 思 ふやう になら 

なくて、 此れに 大分 時間 を かけた やうであった。  . 

いつであった か、 其 日の 仕事 を 切り上げて、 田中舘 先生の 門 を 出て 歸 つて 行く 中 村 氏に 偶然 出 

逢った 事が ある。 その 時の 氏の 姿が 今 あり/ \ 思 ひ 出される。 洋服の 上に 汚れた 白の 上つ ばり を 

着た 儘で、 肩から 繪具箱 を かけ、 片手に も畫 架か 何 か 持って 居た。 そして 如何にも 疲れ切って 大 

儀な からだ を 無理に 元氣を 出して、 捨鉢に 歩いて. V も 居る やうな 氣 がした。 何だかいた しい 

やうな 心地が した。 黑の中 折 を 冠った 下から 黑ぃ髮 の 毛が 兩 耳の 上に 少し かぶ さって 居た やうに 

思 ふ。 こんな 記憶が 4r 可： a はっきり 浮んで 來 るが、 此れが 果して 事實 であった のか、 或は 覺ぇ違 

ひで あるか も 分らない。 (大！；^十！！年六ほ、 木星) 
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安井 氏の 績は 段々 に 肩の 凝りが 解けて 來 たとい ふ氣 がする。 同時に 段々 東洋人ら し い 所が 出て 

來る やうに 見える。 もう 一歩 進む と 結局 南畫の やうな ものに 接近す る 可能性 を 持って 居る ので は 

ないかと 思 はれる。 あの 裸體の 少女で も、 あれ を 少し どうかす ると 支那 畫の 童子の やうな 感じが 

出さ うで ある。 

さう 云へば、 すぐ 隣り にある 山 下 氏の 输 にも 矢 張 東洋人が 顔 を 出して 居る。 雪景色の； ii など は 

何 處か廣 重の 版畫の 或る ものと 共通な 趣 を 出して 居る。 

律 田せ の 小品で はこの 東洋人が むき 出し に顏を 出して 居る 譯 である。 

坂 本 氏の 繪が 可也 目立って 居る。 此れに 對 する 向 側の 壁に 大分 猛烈な 鰭が 並んで 居る ので、 コ 
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ン トラストの 作用で 一層 此 人の 繪が靜 に 上品に 見える。 併し 自分に は 何だか 完全に 腑に 落ち 切ら 

ない 一 種の 物足りな さが 感ぜられる。 此の上 品 さ を 徹底させる と 結局 何も 描かない のが 一 番 上品 

だとい ふ 事 も 云 はれる。 何 かしら 此の 淡泊の 中に しっかりした 一し めく、 り」 が 欲しい やうな 氣 

がする。 海岸に 岩が ころがって 居る： |g が あると 思って、 目錄を 見たら 一柿」 としてあった G 

正宗 氏と 鍋 井 氏の 繪を 見る と、 可也 熱心に 自分の 殼を 突破る 事に 努力して 居る とい ふ 事が 感ぜ 

られ る。 併し 餘り あせり 過ぎて は、 却って 0 分に ある 好い 物 を 捨て、 自分に ない もの を 追つ かけ 

る 恐が あり はしない か C 畫 家の の 轉機は 矢 張 永い 間に 自然に 起って 来る ものが ほんた うに 其 人 

に 取って 純眞 な もので はないだら うか。 毎年 の 展覽會 に 必す變 化 を 見せる 必要 はない かと 思 ふ。 

ブラ マ ンク 張りの：^ が澤山 出て 居る。 私 は 二 科會で 何故かう いふ 明白な 摸造 を 陳列させる か 

どうしても 解らない 0 

其 他に も 大分 同類が ある。 同じ 人で 靜物は 巾の 怫人、 人物 は 乙の 怫人 といった やうに 眞 似の 使 

ひ 分け をし て 居る の も ある。 
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椎塚 氏の 檎には 何時もながら 閉口す るが、 しかし 此人 は、 训に此 等の 繪を 人に 見せて 賞め て 貰 

ふ爲に 描いて 居る らしく 見えな い 所を賴 もしく 思 ふ。 

此 人の 総 を 見て 居る と、 日常 見馴れて 居る もの 、中に 潜んで 居る グ a テ ス クな 分子 を 指摘され 

る。 天 ブラ や、 すしな どが あんなに 恐ろしい 鬼氣を もって 人に 迫り 得る とい ふ 事 を 始めて 此畫か 

ら敎 へられる。 

此の ま、 で 段々 に 進んで 行く 處 まで 行ったら 意外な 面白い所に 到達す る 可能性が あるか も 知れ 

ない。 

中 川紀. 兀 氏の 今年の 裸體 はよ 年の 程 おぞましく 恐ろしく はない。 わざとら しさが 少しけ 拔 けた 

せゐ か、 それとも 此方の 眼が 少し 敎 育され て來 たせ ゐ かも 知れない。 併し かう いふ； Hi に は、 さう 

いつ 迄 も 同じ やうな もの を 描き 續け 得られな いだら うと 思 はせ る 或 物が ある。 

院展も 一寸 吸いて 見た。 
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近藤浩 一路 氏 は 近年 「光」 の畫を 描く 事 を 研究して 居る やうに 見える。 唯 其れ を 研究して 居る 

とい ふ 事が 何より 先き に 感ぜられ るので、 樂 しんで 見る だけの ゆとりが 自分に は 出て 来ない。 

大觀 氏の 四 枚の 繪は 自分に は 裾模様で も 見る やうで、 槍と しての 感興が 沸いて 來 ない。 氏 はい 

つ でも 頭で 搶を 描いて 居る の を 多と する が、 併し 頭と 心 臟と兩 方が 出ない と 何處か 物足りない。 

龍 子 氏 ももう 少し 心臓の 方 を 働かせて 描いて ほし い。 

芋錢 氏の 搶には 時々 心臓が 働いて 居る やうに 見える のを賴 もしく 思 ふ。 今年の は餘り はえな い 

が。 

心臓 もなければ 腦味喰 さへ もない の 多い 事を淺 念に 思 ふ。 もう 少し 數を 減らせて、 そして^ 

は 下手で もい、 から 何 かしら 味の ある ァ マチ ユウ ァ の獪 でも 加へ たら どうで あらう か。 

大きな 昇 風に 梅の 化物 を 描いた のが ある。 實に 不愉快な 繪 だと 思 ふ。 不自然の 醜 さとい ふ 事の 

デモ ン スト ラチォ ン に 使用され るに 恰好な ものと 思 ふ。 

序に 佛展も 見物す る。 

近代 畫 家の 繪 には隨 分つ まらない のゃ亂 暴な のが あるが、 併し どんな 變な もので も何處 かの び 
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やかな 自由 さ を 持って 居る。 フランス 人が フランス 人の 繪を 描いて 居る せゐ だら うと 思 ふ。 此れ 

を 日本人が 眞 似した 處で その のびやか さ 自由 さが 出る 害がない。 素人に は 此れ程 自明 的な 事 はな 一 

いと 思 はれる 事が 專 門の 畫 家に どうし て 感ぜられ ないかと い ふ氣 がする。 

モロ ォの繪 が ある。 此人も オリ ヂナル な 入で ある。 此 人の 習作 ゃ澤 山の 未成の 鎗を 並べて、 そ 一 

して 一 夜 清の 摸造 品 を雜作 もな く 塗り 上げる 人達に 見せる の もい 、かと 思 ふ。 

ジ ョ コ ン ダの繪 と、 ル ウベ ン ス の 摸寫が 出て 居る。 摸 寫の出 來る綺 と 出来ない 繪 とが あると す 

れば、 此の 二つ は その 代表者 だと 思 ふ。 ジョ コ ンダ， の 摸寫を 見る と 本物の 價 値が 始めて よく 分る 

し、 ルゥベン スの 摸寫を 見る と、 ルゥベン スの 大幅が 到處の ギヤ レ リイに のさば つて 居る 理由が 

明白に なると 思 ふ。 

マイ ョ. オルの もの 、見えない のが 物足りない。 何か譯 があって 出ない ので はない か を 心配す る。 

フ ラ ン ス 人と 日本人との 心 持の ピ ッ タリ 接觸し 得る 接 觸點を 示す ものが マイ ョ オルの プラス ティ - 

ック であるかと 思 ふ。 ロダンな ど は、 ほんた うは 日本人に 背中 を 向けて 居り はしない か。 

マ イョオ ル の 作品 を 見る と、 人に 見せよう 展覽會 に 出さう と い ふ發表 意識が 少しも 感ぜられな 

い。 作者が 自分です つかり 眼 尻 を 下げて 居る やうな 處が ある。  一 
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他 其 も、 科 二 


比れ に反して、 近頃の 展覽會 の 多くの 綺 など は、 作者が 幕の 陰に かくれて 居て、 見物人の 眼の 

色ば かり 讀んで 居さうな 氣 がする。 . そんな 心 持が 少しで もあって、 い 、藝 術が 生れようと は 思 は 

れ ない。 見る 人に とっても 釣り込まれる やうな 感興が 起ら う 害 はない。 

思 ふ 儘 を 備忘までに 書いて 見た、 名前 を擧 げた 畫家 達に 禮を 失する やうな 事が あり はしない 力 

と S ふが、 素人の 妄言と して 寛容 を 祈る。 (大正 十四 年 十 H、 明星) 
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「三 上」 とい ふ 一一 一一 n 葉が ある。 枕 上 鞍 上 厠 上 合せて 三 上の 意 だとい ふ。 「い- -考 を醱酵 させる に 

適した 三つの 環境」 を對立 させた ものと も解釋 される。 中々 うまい 事 を 云った もの だと 思 ふ。 併 

し 此れ は 昔の 支那 人 か餘程 閑人で ない と、 現代で は 言葉 通りに は 適用し 難い。 

コー 上の 三 上た る 所以 を考へ て 見る。 先づ 此の 三つの 境地 は いづれ も肉體 的に は 不自由な 拘束 さ 

れた餘 儀ない 境地で ある 事に 氣が 付く。 此の 三 上に 在る 間 は 吾々 は 他の 仕事 をし 度くても 出来な 

い。 併し 又 一 方から 見る と 非常に 自由な 解放され た 有難い 境地で ある。 何となら ば此 等の 場合に 

吾々 は 外から 色々 の 用事 を 持ち かけられる 心配から 免 かれて 居る。 肉 體が束 博され て 居る か はり 


草の 傍路 


に 精神が 解放され て 居る。 頭腦の 働きが 外方 へ 向く の を 止められて 居る の で 自然に 內側 へ 向って 

行く せゐ だと 云 はれる。 

現代の 一般の 人に ついて 考 へて 見る と 此の 三 上に は 多少の 變更を 要する。 先づ 「枕 上」 である 

が、 毎 口の 仕事に 追 はれた 上に、 夜なべ 仕事で 草^れて、 やっと 床に 就く 多くの 人に は 枕 上 は 眠 

る 事が 第 一 義 である。 それで 眠られな いとい ふ 場合 は病氣 なの だから 碌な 考は 出ない のが 普通で 

ある。 

「厠 上」 の 方 は 人に よると 現在で も 適用す るか も 知れない。 自分の 知って 居る 人の 內 でも、 多 

分 さう らし いと 思 はれる 程の 長時間 を 此の 境地に 安住して 居る 人 は ある C 併し 寢坊 をして 出勤 時 

間 に 後れな いやう に 急 い で 用 を 足す 習慣 の ものに は、 此れ も 亦 瞑想に 適し た 環境で はな い。 

殘る 一つの 「鞍 上」 は 一寸 吾々 に緣が 遠い。 此れに 代 はるべき 人力 や 自動車 も少 くも 東京 市中 

では 餘り 落着いた 氣分を 養 ふに は 適しない やうで ある。 自用 車の ある 場合 は 或は どうか も 知れな 

いが、 それの ない 者に とって は 殘るー つの 問題 は 電車の 「車上」 である。 

電車の 中で は 普通の 意味での 閑寂 は 味 はれない。 併し 其 代りに 極度の 混雑から 來て 捨鉢の 落着 

きとい つた やうな ものがない でもない。 乘客は みんな 石ころであって 自分 も 其 中の 一 つの 石ころ 
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になって 周 園の 石ころの 束縛 を あきらめて 居る 處に 自ら 「三 上」 の 境地と 相 通す る點が 生じて 來 

る。 從 つて 滿員 電車の 內は 存外 P (想に 適して 居る。 机の 前 や 實驗窒 では 浮ばない やうない k アイ 

ディ ァが 電車の 內で ひよ つくり 浮き 上る 場合 を 厦、、 經驗 する。 

「三 上 11 の 三 上た る 所以の 要素に は、 肉體の 拘束から 來る 精神の 解放と いふ もの、 外にもう 一 

つの 要件が あると 思 はれる。 それ は 或る 適當 な感覺 的の 刺戟で ある。 鞍 上と 厠 上の 場合に は 此れ 

が 明白で あるが 枕 上で は 此れが 明白で ないやう に 見える。 併しよ く考へ て 見る と 枕ゃ寢 床の 觸感 

の 外に 撗 臥の 爲に 起る 全身の 血壓 分布の 變化は 正に 此れに 當る ものであると 考 へられる。 問題の 

「車上」 の 場合に は 此の 條 件が 充分に 滿 足されて 居る 事が 明白で ある。 唯 寧ろ 刺戟が あり 過ぎる 

ので、 病弱な もの や 馴れない ものに は 一車 上」 の 效カを 生じ 得ない。 此の 刺戟に 適當に 麻痺した 

ものが 最もよ く 「車上」 の 能率 を 上げる 事が 出来る ものら しい。 

二 卓上 演說 

近年 色々 の 種類の 宴 會で、 所謂 デザ ー トコ I スに 入って 卓上の 演說が 流行る やうで ある。 あれ 

は演說 の 嫌 ひな 人間に は 迷惑 至極な ものである。 折角 食慾 を滿 足した あとで アイ スゃコ ー ヒ I を 
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味 ひかけ てい、、 七 持に なって 居る 時分に、 此れが 始まる ので ある。 餘り 面白く もない 或は 寧ん 不 

愉快な 演說を 我慢して 聞く の は 未だい、 としても、 時に よると 幹事と か 世話人から 一指 名」 など 

と 云って 無理やりに 何 かしゃべ る 事を强 要される。 それでも 頑 强に應 じない と、 後から 立つ 人の 

M 說の 中で 鎗 玉に あげられる。 迷惑な 事で ある。 

あれ は 鬼 も 角 も 矢張り 西洋人の 眞 似から 起った 事に は 相違な い。 不幸に して 西洋の 社交界 へ 顏 

を 出した 事がない し、 出た 處で言 語が よく 分らない から、 西洋の 卓上 演說が どんなに あくどい も 

のか 馬鹿らし いもの か を 承知し ない、 從 つて 日本の 卓上 演說 との 比較 も 何も 出来ない。 

一 番 最初に あ、 いふ 事 を 始めた 人 はどうい ふ 人 か 知らないが 面白い 事を發 明した ものである。 

饒舌る 事の 好きな 人が、 御馳走 を 食って い &氣 持に なった 時分に 立って 何 かしら 警句で も 吐いて 

御客さん 達 を あっと 云 はせ たりく すぐつ て 笑 はせ たるす るの は 可也な 享樂 であらう と 想像す る 事 

が 出来る。 それに は 所謂 デザ I ト コ ー ス に 人って からが 極めて 適當な 時機で あらう とい ふ 事 も 了 

解され る。 つまり 一種の 生理的の 要求 を滿 足させる 爲の、 御馳走の 献立の 一つ だと 思へば い、 の 

だら うと 思 ふ。 唯一 つ 問題になる の は、 料理の 方 だと 嫌な もの は 食 はないで 濟 むのに、 此の 演說 

だけ は 無理 强ひ に强 ひられる と い ふ 事で ある。 
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もう 一 つ 問題になる の は、 卓 上演 說が餘 り 流行る と、 つい，/ \ 卓上 氣分を .£1:. 上 以外に 擴張 する - 

や う な 習慣 を 助長し て 、 卓上 思想 や 卓上 藝術 の 流行 を 見る や う になり はしない かとい ふ 事で ある。 一 

識者の 一 考を 望み 度い。 

三 ラ デ ィ オフ オビア  ； 

初めて ラ ディ ォを 聞いた の は 上野の S 軒で あつたと 思 ふ。 四 五 人で 食事 をした あと、 客室での 

ん きに 面白く 話 L をして 居る と、 突然 頭の 上で ギア— ギア ー ギア— ギア ー と 四つ 績 けて 妙な 聲が 一 

した。 丁度 雞の 咽喉で も しめられて 居る かとい ふやうな 不愉快な 聲 がした。 それから 同じ 聲で何 

かしら 續 けて 物 を 云って 居る やうで あつたが、 何 を 云って 居る か 自分に は 分らない ので 同行者に _ 

聞いて 見る と  一 JOAK、 こちら は 東京 放送局であります」 と 云った の ださう である。 それから 一 

長唄 か 何から しい ものが 始まって、 ガ いふ 哏の聲 と ビン/^ 響く 三味線の 音で、 すっかり 

吾々 の 談話 は擾亂 されて しまった C 

それから 後 も 時々 色々 な 場所で 此の JOAK に 襲 はれた。 馴れて 來 ると、 なる 程 JUAK と 聞 ， 

こえる。 ジ HI ェ、 ォ ー ォ、 ェ IH、 ケ ー ェ イツと 妙に 押しつけて、 そして. K 理て， 西洋人ら しく 
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こしら へ た聲で どなる のが どうい ふ もの か餘 りい 、心 持が しない C 此の 四つの アルファベットの 

組合せ 自身に 何 かしら 不快な 暗示 を 含んで 居る のか、 それ 共 一 番 初めに 聞かされた 昔の 不快な 印 

象が、 此の 音 を 聞く 度に 新しく 呼び返される のか も 知れない。 

ォ ー ケス トラ も 聞いた が、 樂 器の 音色と いふ ものが 少しも 現 はされ ない、 木管で も金屬 管で も 

殺で もみん な 一 樣な 蛙の 聲の やうな ものに なって、 騷々 しくて 聞いて 居られな い。 

此方の 玄人に 聞いて 見る と、 飲食店 や 店頭に ある 擴聲 器が 不完全な 爲 にさう いふ 事になる ので、 

よく 調節され た 器械で 鑛石檢 波 器 を 使つ て そして 耳に あてる 受話器 を 使へば そんな こと はない さ. 

うで ある C 併し 頭 へ 金屬 の鉢卷 をして 迄 も 聞き 度い と 思 ふ もの はめった にない やうで ある。 

夏休みの 或 日 M 君と 一 一人で 下 高 井戶の Y 園と いふ 處へ 行って 半日 を甚 しく のんきに 遊んで 夕飯 

を 食った。 丁度 他に は 一 人 も 客がなくて 無月の 暗夜 は 此の上 もな く 閑寂であった。 飯が すんで そ 

ろ そろ 歸 らう かとつ 思て 居る と、 突然 階下で JO  AK が 始まった。 こんな 郊外まで JO  AK が 追 

驅 けて 来ようと は 思はなかった のであった。 其晚は 丁度 トリオで チヤ ィ コ フ スキ ー の 秋の 歌な ど 

もあった。 周 園が 靜か である 爲か、 それとも 器械が い、 のか、 こちらの 頭が どうかして 居た のか、 

其の トリオ だけ は 一寸 面白く 聞かれた ので、 階段の 上に 腰かけて おしま ひ 迄 聞いた。 此の 分なら 
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ラ ディ ォも それ 程 恐ろし ぃものではなぃと田^^った。 

其 後 或る 休日の 午後、 第 X シ ムフォ 二. I の 放 達が あつたと き、 銀座の 或る 喫茶店へ は ひって み 

た。 矢 張 駄目であった。 凡ての 樂器は 唯一 色の 雜 音の 塊に なって、 表 を 走る 電車の 響と 對抗 して 

居る ばかりで ある。 でも 曲の 體裁を 知る 爲と 思って 我慢して 聞いて 居る と、 店員が 何 か 工合で も 

直す 爲か、 プラグ を 勝手に 祓いたり 又插 したりす るので 折角の シ ムフォ 二 ー は無殘 にもぶ つ 切れ 

になって しまった。 

こんな 行きが、 りで 自然 ラ ディ ォ とい ふ ものに 對 する 一 種の 恐れ を懷 くやう になって 見る と、 

あの 家々 の 屋上に 引き 散らした ァ ン テナに 對 しても 同情し にくい 心 持になる。 倂 しさう いふ 偏見 

なしにで も 恐らく あれ は餘り 美く し いもので はない。 物干 竿の やうな ものに ひよ ろ，/ \= ^つた 針 

金 を 張りず したの は 妙に 「物 ほし さう」 な 感じの する もの だと 思 ふ。 あんな こと をし ないでも す 

む 方法 は ある さう である。 

ラ ディ ォを いぢく つて 居る うちに 自分で 放 がした くな つて 來て、 とう// \ い たづら の 放途を 

はじめ、 見付かって 叱られた 人が ある。 併し かう いふ 人は賴 母し ぃ處が ある。 

現象の 本性に 關 する 十分な 知識な しに、 唯 電氣の テク 二 ッ ク の 上皮 だけ を 一 とわたり 承知した 
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だけで、 すっかり ラ ディ ォ 通に なって しまった 所謂 ファ ンが、 電波 傳播の 現象 を 少しも 不思議と 

思って 見る 事 もな しに、 萬 事を吞 込んだ 顏 をして 居る のが 可笑しい と 云った 理寧 者が ある。 併し 

考 へて 見る と 理舉者 自身もう つかりす ると 同じ やうな 理學 ファ ン になって しま ふ。 相對性 理論 フ 

ァ ン、 素 量 說ファ ン になる 恐れが 多分に ある。 此れ は 警戒すべき ことで ある。 

四 侵入者 

郊外の 田舍に 僅かな 地面 を 求めて、 休 日毎にい、 { 仝 氣を 吸って 頭 を 養 ふ 爲の隱 れ家を 作った。 

穴ェ 地に は 草花で も 作って 一面の 花園に して 見ようと いふ 美しい 夢を見て 居た が、 此れ は 本 當の夢 

である 事が ぢ きに 分った。 折角 草花の 芽が 出る 頃になる と、 多分 村の 子供 等で あらう が、 留守番 

も 何もない 屋敷 內へ 自由に やって来て、 一-つ 淺ら すむ しり 取り、 引つ こ 祓いて しま ふ。 いろ/ \ 

の 球根な ど は 取る のに も 取り 易い 譯 だが、 小さな 芽生えで も 丹念に 祓いて 其虑 等に 捨て-ある。 

どうかす ると 細かく 密生した 苗床 を 草履 か 何 かです り つ ぶしたり する。 すっかり 失敗した 翌年 は 

特^な 花壇 を 作る 代りに 所々 雜 草の 間の 氣 のっきに くさうな 處へ種 を 撒いたり 苗を植 ゑたり して 

見た が 矢 張 駄目であった。 誰と も 知れぬ 侵 人 者 は 驚くべき 鋭敏な 感覺 で、 寳 探しで もす る やうな 
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氣で 探し出す と 見えて、 殆 んど续 りなし に拔 取って しま ふので ある。 例へば 向日奠 や 松葉 牡丹の" 

未だ 小さな 時分、 撒 い た當人 で も 見付け るのに 骨の 折れる や うな 物影 にかくれ て 居る ので さへ、 

いつの 間に か拔 かれて 居る のに 驚いた。 此れ程 細かい 仕事 をす るの は 多分 女の子 供ら しい。 或 時， 

,ー 人で 行って 居た 時、 庭の 方で 子供の 聲 がする ので 砲 子 越しに 見る と 十一 一三 歲位を かしらに 四 五 

人の 女の子が 來て竹 切れで 雜 草の 中 をつつ いて 居る。 自分の 居る のに 氣が 付く と 御 互に 顏を 見合 

はせ た 切りで、 別に 驚いた 風 も 困った 様子 もな く何處 かへ 行って しまった。  一 

處が 面白い 事に は此 等の 侵入者が 手 を 付けないで 見逃す 幾 種類 かの 草花が ある 事を發 見した。 

それ はコ ス モスと 虞美人草 とさう して 小 櫻 草で ある。 立葵 や 朝顔な どが 小さな 雙 葉のう ちに 搜し 

出されて 拔 かれる のに 此の 三種の もの だけ は、 どうい ふ譯か 掠奪 を 免れて 勢よ く 繁殖す る。 二三 

年の 間に はすつ かり」 面に 擴 がって、 もう とても 數 人の子 供の 手に はお へない やうに なって しま 

つた。 此 等の 花が 土地の 子供に 珍ら しくない せゐ かと も 思って 見た が、 事實は 此れに 相當 しない。 

少 くも 虞美人草 は 此の 邊の 民家の 庭に あまり 見受けなかった。 そして 此の 土地に 珍ら しくない R 

日 草な どが 却つ て 丹念に 拔き 去られた。 又 一 方 珍ら しくな い コスモス は 取られな い 方に 屬 して 居 ， 

た。  . 
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或は 此の 三つの 植物の 繁殖力の 旺盛な 事に 關 する 侵入者の 知識が 此の 現象の 原因になる かと 思 

つ て 見た が、 それ も餘 りに 附會に 過ぎた 說明 としか 思 はれない。 

色々 の 花が 色々 の 蝶 ゃ蟲を 引きつけ る 能力に 就いては 未だ 恐らく 人間の 知らない 不思議な 理由 

が ある だら うと 思 ふが、 同様に 色々 の 草花が 子供の 掠奪 趣味 を 刺戟す る 效果の 差別に つ いても 未 

だ 簡單な 說明を 許さな い 祕密な 方 則が 伏在して ゐ るので はな いかと 思 ふ。 

昆蟲の 研究者が 蝶ゃ蟥 でも 研究す る やうに、 此の 小 掠奪 者 達の 習性 を 研究す る 目的で 色々 の實 

驗 をして 見れば 屹度 面白く 又 有益 だら うと 思 ふが、 自分に それ 程の 暇 も 熱心 もない。 唯もう  一二 

年た つて、 吾々 「東京 者」 に對 する 子供 等の 好奇心と 反感の すっと 減少した 時分に もう 一遍 「花 

園の 夢」 を 見る の もい 、かと 考 へて 居る。 

五 草 刈 

屋敷 內に草 一 本な いとい ふ自覺 を享樂 する 爲に、 わざ/ \ 人 を 雇つ て 迄 も 裏庭の 隈々 迄 綺麗に 

草 を 取って しま ふ 人が ある。 かう いふ 人の 心 持が 少 くも 子供の 時分に は 分らなかった。 なぜ 草が 

生えて 居て はいけ な いかどう しても 了解 出来なかった。 凡そ 地から 生え 出る 植物に 美しくな いと 
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思 ふ もの は 一 つもなかった。 折角 生えた もの をむ ざ/ \ むしり 取る のが 惜しい と 思 はれた。 舊城 

趾ゃ其 他の 荒 地に 勢よ く繁 つた 雜草は 見る から 氣持 がよ かった。 さう いふ 所に ねころんで 鳥の 歌、 

蜂のう なり を 聞く の は 愉快であった。 油繒の 風景 畫 などで も、 破れた 木 柵、 果樹な どの 前景に 雜 

草の 亂れ たやうな 題衬は 今でも 一番に 心 を 引かれる。 

東京に 家 を 持って からの 事で ある。 或 日 巡査が やって来て、 表の 稱の 下に ひどく 草が 生えて 居 

るから 拔 くやう にと 注意して 行った。 見る と 成る 程、 黑ぃ 朽ち か、 つた 板 解の 根に 色々 の 草が 靑 

靑と 茂って、 中には 小さな 花 を さかせて 居る もの もあって、 別にき たなら しく も 何ともなかった。 

恐らく 板 街よりも 其 前の どぶよりも 此の 草が 一 番 美し いものと しか 思 はれなかった が 警察官の い 

ふ 事で あるから 其 通りに むしり 取つ てし まった。 

人並に 草花な どの 種 を 自分で まいて 見る と、 はじめて 雜 草の 不都合な 事が 少し 分つ て來る やう 

な氣 がした。 打つ ちゃって 置く と、 折角 生長 させようと 思 ふ 草花が すっかり 負かされ てし まふの 

で、 かうな ると 氣の 毒で も雜 草の 方 はむしる より 外 はない 事になる。 雜 草と いふ 言葉の 意味が 始 

めて 分って 來 る。 

郊外に 家 を こしら へた。 春 さきから 一面に 色々 の 草が 生え 出る。 中には 花が きそろ ふと 可也 
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美し いのも ある。 併し 又 途方 もな く 延びて しまって 歩く 事の 邪魔になる の も ある。 搆 はす 打つ ち 

やつ てお くと おしま ひに は 家の 內迄も 侵 人し さうな 勢 を 示して 來る。 かうな ると 流石に 雜草の 脅 

威と 云った やうな もの を 感じて、 とう/ \ 草 刈 を はじめる 決心 をした。 

草 刈 鎌に 色々 の 種類の ある 事 を 知った の は その 時で ある。 鎌の 使 ひ 方、 鎌のと ぎ 方 も 百姓に 傳 

授を 受けて いよ/. \ 取 りか、 つた。 

刈り 始めて 見る と 中々 骨が折れる。 よっぽど 刈った つもりで も、 立ち上って 見る と 手の平 位し 

か 進行して ゐな いのに がっかりした。 しかし やって 居る うちに 段々 草 を 刈つ て 居る 事 自身の 與味 

が 分つ て來 て、 刈って しま ふ 結果 を あせる 氣が なくなって 來 るの を 感じた。 

よく 切れる 鎌で 薙 いで 行く の は 爽快な ものである。 又 草の根 をぶ り /-、 搔き 切る の も 痛快な も 

ので ある。 痒い 處を かく やうな 氣 がする。 

色々 の 草の根の 張り 方に それ-^ 相違の ある 事に も氣が 付く。 それ 等の 目的論 的の 意義 を考へ 

て 見る の も 中々 面白い。 同じ 面積 を、 時季に よってち がった 雜 草が 交代して 占有す る 順序 も 面白 

く、 歳に よって 最もよ く 繁殖す る 草の 種類 を 異にする 事 や、 それが 人間の 干涉 によって 影響され 

る 模様 や、 少し 立ち入って 研究したら 一種の r 雜 草學」 が 成り立ち さう である。 それ を 書く と 切 
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りが なくなる から 兹には 略す る。 唯一 つ 頭に 刻まれた 問題 だけ を 簡單に 書き止めて おく。 

雜 草の 內には 吾々 の 栽培して 居る 五穀 や 野 茱ゃ觀 賞 植物と よく 似通った ものが 甚だ 多い。 もし 

此 等の 雜草を 特に 可愛がって 培養し 敎 育して 行ったら、 何 代 かの 後に は 却つ て 現在の 有用 植物よ 

り ももつ と 有用な ものが 出來 得る 可能性 はない もの だら うか。 

永い 間 人間の 眼の 敵に されて 虐待され ながら 頑強な 抵抗力で 生存 を續 けて 來た猫 草相撲 取 草な 

ど を 急に 溫窒內 の 沃土に 移して あらゆる 有效な 肥料 を 施したら 其 結果 はどうなる であらう。 事に 

よると 肥料に 食傷して 衰滅す るか も 知れない。 貧乏のう ち は 硬骨な のが 金 持に なって 急に 軟化す 

る やうに 鬼 も 角 も 軟化し さう である。 其 代り 其 等の 草の 實が 段々 發育 進化して 米ゃ麥 よりもい 、 

か、 或は 少 くも 同等な 穀物に なり はしない か。 

もし 培養の 仕方に よって、 頑強な 抵抗力 は 保存し、 しかも 實の 充實を 遂げる 事が 出来れば 猶更 

都合が い、。 さう いふ 事 は 望まれない 事で あらう か。 

誰か、 欺され る氣で 此の 實驗に 取り か、 つ て 見る 人 はない もので あらう か。 

六 藁が 眞 綿になる 話 
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藁に 或る 藥品を 加へ て 煮る だけで 此れ を眞 綿に 變 する 方法 を發 明した と稱 して、 若干の 資本家 

達に 金 を 出させた 人が ある。 處が 其れが 詐僞 だとい ふ 事に なって 撿擧 され、 警視 廳の御 役人 達の 

前で 「實 驗」 を やって 見せる 事に なった。 半日と か 煮て パルプの やうな ものが 出来た。 翌朝に な 

つたら 眞 綿になる 害の がとう ならなくて 詐僞 だと 決定した。 こんな 話が 新聞に 出て 居た さう 

である。 新聞記事の 事 だから 事柄の 眞相 はよ く 分らない。 唯 此れに 似た 事が あったら しい。 

かう い ふ 現象 は 古今東西 を 問 はすよく ある 事で ある。 何 かしらう ま ぃ神祕 的な 金 儲 はない かと 

思って 搜 して 居る 資本家の 前に、 其 要求に 應 じて 出現す る ものである。 惡魔 でも 呼び出さない 人 

の 前に はさう 無作法に は 現 はれない。 

欺く 方 も あまりよ く はない が、 欺かれる 方 も 此の 現象の 第一 原因と しての 責任 は ある。 若し 現 

代の 科學を 一 通り 心得た 大岡越 前 守が 此の 事件 を 裁く としたら、 欺され た 方 も 譴責 位 は 受けさう 

な氣 がする。 

しそんな 事 は 自分の 問題で はない。 唯 ちょっと 考へ て 見た くなる 事が 一 つ ある。 

警視 廳で 實驗を やり 始め、 やりつ、 ある 間の 其 人の 頭の 中に どんな 考が 動いて 居た かとい ふ 事 

である。 假令 それ迄 は パルプと 眞綿 をす りかへ る 手品 を やって 居た に 相違な く 共、 其 時には、 や 
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つ て 居る うちに、 もしかすると 本 當にパ ル プが眞 綿に 變る かも 知れない とい ふ 不可思議な 心 持 を • 

自らつ とめて 鼓舞し つ 、、 ビ ー 力 ー の 中 を かき！！ して 居た ので はない かとい ふ 疑で ある。 

やって 居る うちに 立 會 役人 の 目 を盜ん です りかへ ようと 思った の だとい ふの は 最も 常識的な 解 

.釋 で、 それ を！，^ 定 する 事 は 六 かしい。 併し 唯 それだけであった かどう か 問題で ある。 

噱 もしよ つちゅうつ いて 居る とおし まひに は 自分で も それ を 「信じる」 やうに なるとい ふの は- 

能く 知られた 現象で ある。 色々 な 「奇绩 一 例へば 千里眼 透視 術な ど を やる 人で も、 影に かくれた 

助手の 存在 を 忘れて、 本當に 自分が 奇蹟 を 行って 居る やうな 氣の する 瞬間が あり、 それが 高 じる 

と、 自分 ひとりで も それが 出来る やうな 氣 になる 瞬間 も あり 得る ものら しい。 幾年 もつ けて ジ 

グ ス と マギ ー を 描いて 居る 畫家 は、 おしま ひに は 生きた ジグ スと マギ ー の 存在 を 信じて 疑 はなく 

なる だら うが、 それと 似た 頭の 迷 ひが 起り はしない か。 

ビ ー 力 ー のパ ル プが眞 綿に 變る 迄の 途中の 肝心の 經路 も考へ 方に よって は、 ほんの 一 寸 した 事 

の やうに 思 はれる かも 知れない。 その ちょっとの 處に目 を 塞いで 見れば、 確に 藁が 眞 綿になる に 

相違ない ので ある。 山の 芋が 鳗に なったり する 「事 實， 一 も同樣 である。 段々 に 此の 「事 實，， 一 に馴 

れて來 ると、 おしま ひに は、 その 所謂 「一寸した」 經路を 省略しても 同じ 事に なり さうな 氣 がす 
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る もので は あるまい か。 頭の 冷靜な 場合に はそんな 事 はない としても、 切迫した 事態の 下に 頭が 

少し 不透明に なった 場合に は 存外 ありさうな 事 だと 思 ふ。 

此の 事件 は 見方によっては 頭の よくない 茶目の 惡戲 とも 見られる。 併し 又 犯罪 心里學 者の 研究 

資料に も なれば、 科學的 認識論の 先生が 因果律の 講釋 をす る 時の 材料に もな り 得る。 

因果 をつな ぐ 鍵の 環 は 唯一 っ缺 けても 緣が 切れる。 此の 明白な事 を 吾々 はつい 忘れたり 誤魔化 

したりす る 事が ある。 吾々 の 過失の 多く は此處 から 來る。 鐵道ゃ 飛行機の 故障な ども かう いふ 種 

類に 屬 する のが 多い。 綱紀 紊亂 風俗 廢頹 など、 いふ 現象 も 多く は 此れに 似た 事に 歸因 する。 うつ 

かり 此の 下手な 手品師 を 笑 はれない。 (大正 十四 年 十一 H  、中央 公論) 
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拜復。 島 木さん の 事に 就いて 何 か 書く やうに との 御手 紙 を 頂きました ので、 考 へて は 見ました 

が、 私 は 同氏から 稀に 御手 紙 は 頂戴して 居りました もの、、 御 目に か、 つたの は 前後に 唯一度 だ 

け、 それ も 宴會の 席上で 一寸 御挨 1^ をした ばかりでありまして、 同氏の 追憶と 云って は 別段に 中 

上げる 程の 資格 も 御座いません。 

唯 何か强 ひて 申 上げよう とすれば 次の やうな 事で 御座います。 

「島 木 赤彥」 r 久保田 俊彥」 と い ふ 名前 や、 叉 作歌 文章な ど を 通して 私の 自然に 想像して 居た 島 

木さん は、 どちら かと 云へば 小 枘な體 格 を もった 人で ありまし たが、 御 目に か \ つて 見る と 私の 

想像より はすつ と 大きい 體 格の やうに 思 はれました。 

それから 此の 夏 八月 始めて-ま 訪 湖畔 を 汽車で 通りました、 知人に 揮訪の 人が 數人 あるので 特に 
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興味が あって 汽車の 窓から 風景 や 民家の 様式な どに 注意して 見て 来ました、 あの 邊の 家屋の 屋根 

の 形 や 色の 配合な どの 與 へる 一 種 特別な 感じが あります が 其の 感じの 中には 私の 考へ て 居る 島 木 

さんの 感じと 可也よ く 共通した ものが ある やうに 思 ひました。 どうい ふ 處が相 通じて 居る か は 分 

析出 来ません が、 何となく さう 思 はれました。 

こんな 取 止 もない 事で は 雑誌に 載せて 頂く の は 如何 かと 存じます が 御 返事 迄に 申 上げます、 ど 

うか 惡 しからす 願 ひます 0 草々。 (九月 二日 齋藤 茂吉 宛) (大正 十五 年 十月、 ァ ララ ギ) 
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片 f ) 


一  _ 

連句で 附句 をす る 妙趣 は 自己 を 捨て \ 自己 を 活かし 他 を 活かす 事に あると 思 ふ。 前 句の せ界へ 

すっかり 身 を 沈めて 其 底から 何物 か を 握んで 浮上って 來 ると 其處に 自分自身の 世界が 開けて 居る 0 

前 句の 表面に 現 はれた だけの ものから 得た 聯想に 執着して 居て はい &附句 は 出来ない。 

前 句が 其れ 自身に は 平凡で も附 句が い \ と 前 句が ぐっと 活 きて 引 立って 來る。 どんな 平凡な 句 一 

でも 其 奥底に は 色々 ない、 もの & 可能性が 含まれて 居る。 其れ を 握んで 明るみへ 引出して 展開 さ 一 

せる と其處 から 又 次に 來る 世界の 胚子が 生れる。  . 

それ をす るに は 矢 張 前 句に 對 する 同情がなければ 出来ない。 どんな 句に でも、 云ひ換 へる とど 

んな 「人間」 にで も 同情し 得る だけの 心の 廣 さがなくて はい \ 俳諧 は 出来ない。  一 
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二 

九月 廿 四日の 暴風雨に 庭の 櫻の 樹が 一本 折れた。 今年の 春、 勝手口に あった 藤 を 移植して 樓に 

からませた、 その 葉が 大變に 茂って 居た ので、 此れに 當 たる 風の 力が 過大に なって、 細い 樹幹の 

彈カ では 持ち切れ なくなつ たものと 思 はれる。 

此れで 見ても 樹木な どの 枝葉の 量と 樹幹の 大きさと が、 如何によ く 釣合が 取れて、 無駄が なく 

出来て 居る か^ 分る。 それ を 人間が い、 加減な 無理 をす る もの だから、 少しの 嵐に でも 折れて し 

まふので ある。 

三 

所謂 頭腦の い、 人 はどう も 研究家 や 思索 家に はなれない らしい。 むつ かしい 事が すぐに 分る も 

の だから、 つ い 分らない 事 迄 も 分った つもりに なって しま ふやう である。 

頭の 惡 いもの は、 分り 易い 事で も 分りに くい 代りに 又 ほんた うに 分らない 事 を 分らせ 得る 可能 

性 を も 有つ て 罟 る やうで ある。 
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此の 事が 哲學ゃ 其 他 文科 方面の 研究 思索に つ いて 眞實 である 事 は 寧ろよ く 知られた 事で あると 

思 ふが、 理化學 の 方面で も 矢 張 さう だとい ふ 事は餘 りょく 知られて 居ない やうで ある。 

ス トウ ピンの セロ の 演奏 を 聞いた。 近來 にない 面白い 昔樂を 聞いた。 

吾々 素人の 樂 器を界 する の は、 云 は^、 樂譜の 中から 切れ切れの 昔 を 拾 ひ 出して は樂 器に こす 

りつけ、 た、 きつけて 居る やうな もので、 此れ は 問題に ならない。 併し 相 {n 田な 音樂 家と 云 はれる 

人の 演奏で も、 どうも 唯樂 器から 美し い 旋律 や 和 終 を 引出して 居る とい ふだけ の 感じし かしない 

場合が 多い やうで ある。 かう いふ 演奏に は、 感心 はしても、 感動し 醉 はされ る 事 はない。 いつで 

も樂 器と いふ もの 、意識が 離れ 得ない。 

スト ゥピ ンがセ 。 を 彈 いて 居る の を 聞いて 居り 見て 居る と、 何時の間にか 樂 器が 消えて しま ふ _ 

演奏者の 胸の 中に 鳴って 居る 音樂 が、 極めて 自由に 何の 障害 もな く 流れ出して 居る ので、 樂器は 

唯 ほんの 一 つの 窓の やうな ものに 過ぎない ので ある。 
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五 

ヴィォ リン を やって 居て、 始めて セロを 手に して 見る と、 樂 器の 大きさ を 感じる の は 勿論で あ 

るが、 指頭に 感じる 絞の 大きさ、 指の 開きの 廣さ などが、 可也 不思議な 心 持 を 起させる。 それで 

一 と 月 一 一た 月ヴィ オリ ンを 手に しないで 居た 後に、 久し振りで 取 出して 持つ て 見る と 其れが 如何 

にも 小さくて 輕 くて、 とても もとの ヴィォ リン だと は 思 はれない ので 一寸 驚かされる。 一音 程に 

對 する 指頭 間の 距離で もまる で 指と 指と をく つつけ なければ ならな いやう に 感じる。 

それで ヴィ オリ ンを やったり、 又セロ を やったり、 數囘 繰返して 居る うちに、 段々 にヴィ オリ 

ンは ヴィォ リン、 セロ はセロ の 正當な 大きさ や 重さ や 其 他の 特徴が はっきり 認識され て來 るので 

ある。 

西洋から 歸 つて 銀座 通が 狹く 低く 感じる の も 同じ やうな 事で 別に 珍ら し い 事で もない かも 知れ 

ない が、 兎も角も 一 つの 世界に 常住して 居る ものが、 一度 其處を はなれて 其 外の 世界 を 見る 事 無 

しに 自分の せ界を 正當に 認識す る 事の 如何に 困難で あるかと いふ 事實の 一 例に はなる と 思 ふ。 
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六 

司 馬 江 漢の隨 筆と いふの を 古本屋の 店頭で 見つけた ので、 買って 來て 讀んで 見た。 かう いふ 書 

物は緣 のない 方で あるが、 何 か 理化學 方面に 關 する 掘 出物で も あるかと 思った からで ある。 

春 信の 贋物 を か いたと いふ 事で 評判の よくない 人で は あるが、 隨筆を 讀んで 見る と 色々 面白い 

事が 書いて ある。 鬼 も も 「頭の 自由な 人， 一 ではあった らしい。 日本人の 理化學 思想に 乏しい 事 

を 罵し つたり、 オリ ヂナリ ティの ない 事 叉 それ を 尊重し ない 事 を 誹ったり して 居る が、 大正の 現 

在で も 同じ やうな 事 を 云って 居る 人が 多い から 面白い。 

朝 顏の色 を 見て、 それから 金山から 出る 綠砂紺 砂の 色、 銅板の 表面の 色な どの 事 を 綜合して 

「誠に 靑色は 日輪の さ氣 なる (？) 色なる を 知る」 など、 歸納を 試みたり して 居る の も 一 寸 面白 か 

つた。 

新ら しもの 好き、 珍ら しい もの 好きで、 そして 其れ を 得る 爲に は、 昔の 不便な 時代に 遙々 長 崎 

迄 行く だけの 熟 心が あつたから、 今の 世に 生れたら、 或は 相當 な科畢 者に なった かも 知れない。 

そし て 結局 何 かしら 不祥な 問題で も 起し て 矢 張 汚名 を 後世に 殘 した かも 知れな い。 
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かう いふ 點で何 處かス パランツァ 一一 に似て 居る。 優れた 自由な 頭腦と 強烈な 盲目の 功名 V の 結 

合した 場合に 起り 易い 現象で あると 思 ふ。 

此の 隨筆 中に 佛 書の 惡ロを いうた 條が ある。 釋， i が 譬喩に 云った 事 を 出家が 眞に 受けて 居る の 

が 可笑しい とい ふので ある。 そして 經文を 引用して ある 中に、 海水の 鹹 苦な 理由 を說 明す る 阿 含 

經の 文句が 擧げて ある。 ところが 其說 明が 現在の 科 學の與 へて 居る 海水 鹽分 起原 說と或 度 迄よ く 

一 致して 居る から 面白い。 

又 河水が 流れ込んでも 海が 溢れな い 譯を說 明す る 華 嚴經の 文句が ある。 大海 有 四 熾 燃 光明 大寳。 

其 性 極 熟。 常能飮 縮。 百 川 所 流 無量 大水。 故 大海 無有增 減。 と ある。 大洋 特に 赤道 下の 大洋に 於 

ける 蒸發 作用の 旺盛な 有様 を 「詩」 で 云 ひ 現 はした と 思へば、 うまい 云 ひ 方で ある。 

(昭和 二 年 一 月、 明星) 
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仰臥 漫錄 

何度 讀ん でも 面白く、 讀 めば 讀む程 面白さの 泌み 出して 來る もの は 夏 目先 生の 「修善 寺 日記」 

と 子規の 「仰臥 漫錄」 とで ある。 如何なる 戲曲 ゃ小說 にも 到底 見出されない 面白味が ある。 何故 

此れ程 面白い のかよ く 分らない が 唯 どちらも あらゆる 創作の 中で 最も 作 爲の痕 の 少ない もので あ 

つて、 拘 はりの ない 敍述の 奥に 隠れた 純眞な ものが あらゆる 批判 や 估價を 超越して 直接に 人 を 動 

すので はない かと 思 ふ。 そして それ は 死生の 境に 出入す る 大患と、 何等かの 點に 於て 非凡な 人間 

との 偶然な 結合に よっての み 始めて 生じ 得る 文 辭の寶 玉で あるから であらう。 

岩波 文庫の 「仰臥 漫錄」 を 夏服の かくしに 入れて ある。 電車の 中で も 時々 讀む。 腰掛けられな 
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い 時 は 立った ま 、で讀 む。 此れ を 讀んで 居る と 暑さ を 忘れ 距離 を 忘れる 事が 出来る。 

「朝 ヌク飯 三 ワン 個 煮 梅干 牛乳 一 合コ、 ァ入 菓子パン 鹽 センべ ィ …… 」 かう いふ 記 

事が 毎日々々 繰 返される。 それが 少しも 無駄に もうる さく も 感ぜられない。 讀んで 居る 自分 は 其 

度 毎に 一 つ./ >\- の 新しき 朝 を體驗 し、 ヌク 飯の ヌク 味と その 香 を實感 する。 そして 著者と 共に i! 貝 

重な 续り 少ない 生の 一 日 一 日を迎 へる ので ある。 牛 a 一  合が コ 、 ァ人 であるか 茶 紅 人で あるかに 

重大な 問題で ある。 それ は 政友會 が內閣 をと るか 憲政 會が 內閣 をと るかより は遙に 重大な 問題で 

ある。 

晝 飯に 食った 「サシ ミノ 续リ， 一 を晚 飯に 食った とい ふ 記事が sir 、繰 返されて 居る。 此の 殘 りの 

刺身の 幾片 かの ィメ ー ジが 此の 詩人の 午後の 半日の 精神 生活の 上に 投げた 影 は 吾々 がその 文字の 

表面から 輕々 に讀 過す る 程に 稀薄な もので はなく、 卑近な もので もなかった であらう。 

此の 病 詩人 を 慰める 爲に 色々 の もの を 贈つ て來て 居た 人々 の 心 持の 中に もさ ま， f> な 複雜な 心 

理が讀 み 取られる。 頭の 鋭い 子規 は それに 無感覺 ではなかった らう。 ； W し 子規 は 習慣の 力で 色々 

の 人から 色々 の もの を 貰 ふの を 恰も 當然 の權 利で も あるかの やうに 極めて 事務的に 記載して 居 

る。 此の 事務的 散文的 記事の 紙 北 M に は淚が ある。 
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頭が 變 になって r サァ タマラ ン/, \>」 「ド ー シャゥ /,^」 と 連呼し 始める 處が ある。 あれ を讀む 

と 自分 は 妙に 滑稽 を 感じる。 絕體絕 命の 苦悶で 遂に 自殺 を 思 ふ 迄に 立 到る 記事が 何故に 可笑し い 

のか 不思議で ある。 「マ グ C1 ノサシ ミ」 に 悲劇 を 感じる 私 は 此の 自殺の 一 幕に 一 種の 喜劇 を 感得 

する。 併し、 もしかすると 其 場合の 子規の 絶叫 は 矢 張 或る 意味での 「笑」 ではなかった か。 此れ 

を 演出し 此れ を 書いた 後の 子規 は 恐らく 最も 晴れ/ \  、とした 心 持 を 味 はった ので はない か。 

夏 目先 生の r 修善寺 日記」 に は 生まれ 返った 喜びと 同時に 遙 かな 彼方の 世界への 憧憬が 强く印 

せられて 居て、 それ は あの 日記の 中に 珠玉の 如く 鏤められた 俳句と 漢詩の 中に 凝結して 居る。 子 

規の 一 仰臥 漫錄. 一 に は 免れ 難い 死に 當 面した あの 子規 子の 此方の 世界に 對 する 執着が 生々 しい リ 

アルな 姿で 表現され て 居る。 そして 其 表現の 效果の 最も 強烈な もの は 毎日の 三度の 食事と 間食と 

の 克明な 記錄 である。 「仰臥 漫錄ー から 「ヌク 飯」 や 「菓子 パ ン」 や 「マ グロ ノサシ ミー や 色々 

の、 さも 樂 しみさう に 並べ 誌した 御馳走 を 除去して 考 へる 事 は 不可能で ある。 

「仰臥 漫錄ー の 中の 日々 の 獻立表 は、 此の 生命が けで 書き 殘 された 稀 有の 美しい 一大 詩篇の 各 

章 毎に 規則正しく 繰 返される リフ レイン であり ト 一一 力で なけれ *± ならない。 
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夏 

近年に なって、 多分 大正 八 年の 病氣 以来の 事と 思 ふが、 毎年 夏の 来る のが 一年中の 一番の 樂し 

みで ある。 朝起きる と 寒暖計が 八十 度 近くに 來て 居る やうに なると、 もう 水で 顏ゃ 頭髮を 洗って 

も 惡寒を 感ぜす、 足袋 を はかなくても 足が 冷えない。 此れ だけで も 有難い 事で ある。 自分のから 

だ 中の 血液 は はじめて 何處 にも 停滞す る 事な しに 毛細管の 末梢 迄 も 自由に 循環す る。 多分 其爲で 

あらう、 腦の 方が 輕ぃ 貧血 を 起して 頭が 少し ぼんやり する。 聽覺も 平生より 一層 鈍感になる。 此 

の 上 もな く靜 寂で 平和な 心 持で ある。 

晝間 暑い 盛りに 輕ぃ 機械的な 調べ 仕事 をす るの も氣 持が い、。 餘り頭 を 使 はないで、 そしてす 

れば する だけ 少し づ 、結果が あが つ て 行く から 知らす 識らす 時 を 忘れ 暑さ を 忘れる。 

陶然と して 醉 ふとい ふ 心 持 は どんな もの だか 下戶の 自分に はよ く 分らない。 少 くも 酒に よって 

は 味 はへ ない。 併し 暑い 盛りに 輕ぃ 仕事 をして 頭の ぼうっとした 時の 快感が 丁度 此の 陶然た る微 

醉の感 と 同様な もので はない かと 思 はれる。 そんなと き蟬 でも 澤山來 て 鳴いて くれる と い、 ので 

あらう が、 此の 邊には 此の 夏の ォ ー ケ ス トラが 居ないで 殘念 である。 
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喫茶店の 淸 潔な テ I ブルへ 坐って 熟い コ ー ヒ ー を吞 むの も 盛夏の 候に しく もの はない。 銀器の 

光り、 ガラス 器の きらめき、 一輪 ざしの 草花、 それに 蜜蜂のう なりに 似た ファンの 樂音、 丁度 そ 

れは 「フォ —ヌの 午後」 に 表 はされ た 心 持で ある。 ドビュ ッ シ ー は 恐らく 貧血 性の 冷え症で はな 

い かと 想像され る。 

夜 も 夏は樂 しい。 中庭へ 藤 椅子 を 出して 星 を 眺める。 ス コル ピオ ン座ゃ 蟹座が 隣の 栗の 梢に 輝 

く。 今年 は 花壇の 向日葵が 途方 もな く 生長して 軒よりも 高くな つた。 夜 ほに も 明るい 大きな 花が 

丄 お 風に うな づく 0 

人の いやがる 蚊 も 自分に は餘り 苦にならない。 中學 時代に 一 と 夏 裏の 離屋の 椅子に 腰かけて 讀 

書に 耽り 兩脚を 言葉 通りに 隙間な く 蚊に 喰 はせ てから 以來 蚊の 毒に 免疫と なった せゐ か、 涼み 臺 

で 手足 を 少し 位 喚 はれても 殆んど 無感覺 である。 蚊の 居ない 夏 は 山葵の つかない 鯛の 刺身の やう 

な もの かも. 知れない。 

夕立の 來 さうな 晚獨り 一 一階の 窓に 腰かけて 雲の 變化を 見る のも樂 しい ものである。 さう いふ 時 

の 雲の 運動 は 極めて 複雜 である。 方向 も 速度 も 急激に 變 化する。 稻妻 でも すれば 更に 面白い。 如 

何なる 花火 も 此の 天工の ものに は 及ばない。 
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來 さうな 夕立が いつ 迄も來 ない。 十二時 も 過ぎて」 i£ に はいって 眠る。 夜中に 沛然た る 雨の 音で 

眼が さめる。 凡そ 此の 人生に 一 文 も 金が か、 ら す、 無條 件に 理窟な しに 樂 しい； 5> のが あると すれ 

ば、 恐らく 此の 時の 雨の 音な どが その 一 つで なければ ならない。 此れ は 夏の 嫌 ひな 人に とっても 

多分 同じで あらう と 思 ふ。  、 

冬 を享樂 する のに は 健康な 金 持で なければ 出来ない、 それに 文化的の 設備が 人 用で ある。 此れ 

に反して 夏 は 貧血症の 貧乏人の 樂園 であり 自然の 子の 天地で ある。 

涼 昧 

涼しい とい ふ 言葉の 意味 は 存外 複雜 である。 勿論 單に 氣溫の 低い 事 を 意味す るので はない。 繼 

續 する 暑さが 短時間 減退す る 場合の 感覺を さして 云 ふ ものと も 一 應 は解釋 される。 併し 盛夏の 候 

に 涼味と して 享樂 される もの は 寧ろ 高溫 度と 低温 度の 急激な 交錯で ある やうに 見える。 例 へ ば 暑 

中 氷 倉の 中に 一 時間 も 這 入って 居る の は 涼し さでなくて 無氣 味な 寒さで ある。 扇風機の 間斷 なき 

風 は 決して 涼し いもので はない。 

夏の 山路 を 歩いて 居る と 暑い 空氣 のかた まりと 冷たい 空氣 のかた まりと が 複雑に 混合して 居る 
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の を 感じる。 その かたまりの 一 つ/ \ の 粒が 大きい 事 も あるし 小さい 事 も ある。 此の 粒の 大きさ 

の適當 である 時に 最大の 涼味 を 感じさせる やうで ある。 併し まだ 此の 意味での 涼味の 定量 的 研究 

をした 畢者 はな い。 此れ は 氣象學 者と 生理 學 者の 共同研究 題目と し て 興味 ある もので あらう。 

倉庫 や 地下室の 中の 穴ェ 氣は溫 度が 殆んど 均等で 此の やうな 寒暑の 粒の 交錯がない、 つまり 空氣 

が 死んで 居る。 此れに 反して 山中の さ氣は 生きて 居る。 溫 度の 不均等から 複雑な 熱の 交換が 行 は 

れて 居る。 吾々 の 皮膚の 神經は 時間 的に も 空間 的に も 複雜な 刺戟 を 受ける。 その 刺戟の 爲に 生す 

る 特殊の 感覺が 所謂 涼し さで あらう。 

暑中に 灸を すゑる 感覺に は 涼し さに 似た ものが ある。 暑い 盛りに 熱い 湯 を 背中 へ かける 感じ も 

同様で ある。 此れから 考 へられる 一 つの 科學 的の 納涼 法 は、 皮膚のう ちの 若干の 選ばれた 局部に 

適當 な高溫 度と 低溫 度と を 同時に 與 へれば 吾々 は それだけ で 涼味 の 最大 なる もの を 感じ 得る の で 

はない か。 或は 一局部に 適當な 週期で 交互に 熱さと 寒さ を與 へる のがい、 かも 知れない。 此れ は 

實驗 生理 學 者に 取って 好箇の 研究題目 となり さうな ものである。 

此の 假說を 敷衍 すれば、 熱い 酒に 冷たい 豆腐の ひややっこ、 アイス クリ I ムの 直後の ホット 力 

フ H  I の 賞美され るの も 矢 張 一 種の 涼味の 享樂 だとい ふ 事になる。 
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皮膚の 感覺 について のみ 云 はれる 此の 涼味の 解釋を 移して 精神的の 涼味の 感じに 轉用 する 事 は 

出来ない か、 此れ も 亦 心理 學 者の 一問 題と なり 得る であらう。 

,问 y 葵 

中庭の 藤 椅子に 寢て夕 映の 空に か やく 向 H 葵の 花 を 見る。 勢よ く 咬き 盛る 花の 側に はもう 萎 

びか ^ つ て 眞黑な 大きな 芯の 周圍に 干からびた 花瓣を 僅かに 止めた のが ある。 大きくな り 損なつ 

て眞似 事の やうに、 それでも 此の 花の 形 だけ は備へ て^いて 居る の も ある。 大きな 葉に も 完全な 

の は 少なく、 蟲の 喰った の や、 半分 黑く なって 枯れ 萎んだ の も ある。 さう いふ 不 揃な もの を 引く 

るめ た 凡てが 生きた リアルな 向日葵の 姿で ある。 萎れた 花、 蟲 喰み 枯れ か、 つた 葉 を 故意に 淺墓 

な 了簡で 除いて 寫 した 向日葵の 緒 は 到底 リア ルな 向日 薬の 鎗で はあり 得ない。 

精巧 を 極めた ガラ ス 細工の 花と 眞實の 花との 本質的な 相違 はかう いふ 點 にも ある。 寫實を 貴ん 

で 理想 を 一 概に 排斥す る 極端 論者の 說 にも 一 理は ある。 實際 或る 淺 薄な 理想主義の 藝術は 正にし 

んこ細 H の 花の やうな ものである。 併し さう かと 云って 蟲喧 ひや 徵菌 のために 變 色した 葉ば かり 

を 強調した 表現主義 にも 困る、 獨逸 あたりの 近頃の 檜畫に はそんな 傾向が 見える の も あり はしな ^ 


いか。 

物理 學 上の 文獻の 中で も淺 薄な 理論 物理 學 者の 理論的 論文 ほど 自分に とってつ まらない もの は 

ない。 論理に は 五分 もす き はなく、 數學の 運算に ー點の 誤謬はなくて も、 そこに 取扱 はれて 居る 

ネチ ユア 1 

「天然」 はしん こ 細工の 「天然」 である。 友禪の 裾模様に 現 はれた ネチュ ァ I である。 底の 知れ 

ない r 眞」 の 本體は 却って 此の 爲に蔽 はれ 隱 される。 かう いふ、 例へば 花 を 包んだ 千代紙の やう 

な 論文が 獨逸 あたりの ドクトル 論文に は 折々 見受けられる。 

本當に 優れた 理論 物理 學 者の 論文の 中には、 眞に 東洋 畫 特に 南 畫 中の 神品 を 聯想させる ものが 

ある。 一見 如何に 粗略で しかも 天然 を 勝手に ゆがめて 描いて ある やうで も、 其 處に握 まれて あり 

表現され て ある もの は 生きた 天然の 奥底に 隠れた 生きた 魂で ある。 かう いふ 理論 は 所謂 fecund 

な 理論で あり それに 花が き實を 結んで 人間の 文化に 何物 か を寄與 する。 

理想 藝術 で も 優れた 南畫迄 行けば 科學的 にも 立派で ある やうに 理論 物理 學 もい k ものに なると 

矢張り 藝術 的に も 美しい。 

純粹 な實驗 物理 學者 は寫實 主義の 藝術 家と 似通った 點が ある。 自分の 眼で 自分の 前の むき 出し 

の 天然 を觀 察しなければ ならない。 それが 第一義で あり 又 最大の 難事で あるのに、 吾々 の 眼は傳 
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銃に 目 かくしされ、 ォ ー ゾリ ティの 光に 眩惑され て、 天然の ありの 儘の 姿 を 見失 ひ 易い。 現在 眼 

の 前に 非常に 面白い 現象が 現 はれて 居ても、 それが 權 威の 文 獻に現 はれて ない 事で あると、 それ 

は 多分 はつ まらな い 第一 一義の 事柄の やうに 思 はれて 永久に 見逃がされ てし まふ。 吾々 の 眼 は 唯 西 

洋の えらい 大家の 持ち 极ひ 古した、 黴の 生えた 月並の 現象に のみ 眼 を 奪 はれる。 そして 征服者の 

大 軍の 通り 去った 野に 落ちち らばった 彈殼を 拾 ふやうな 仕事に 甘んじる と 同じ やうな 事に なり 勝 

ちで ある。 

寫實畫 派の 後裔の 多 數は唯 祖先の 眼 を 通して 以外に 天然 を 見ない。 元祖の 選んだ 題材 以外の 天 

然を寫 す も の は 異端者 であり 反逆者で あ る。 

向日藥 の 花 を 見ようと すると 吾々 の 眼に はすぐ にヴァ ゾ . ゴ ー ホの 投げた 強い 傅統の 光の^つ 

ぶしが んで來 る。 此の 光を靑 白く させる だけの 強い 光 を 自分自身の 內 部から 發 射して さう し 

て 自分自身の 向日 奠を 創造す る 事の 困難 を 思うて 見る。 それ は 正に 恐らく あらゆる 科學の 探究に 

從事 する もの 、感 する 困難と 同種類の もので なければ ならない。  . 

亡 I  線香 花 火 
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夏の 夜に 小 庭の 緣臺で 子供 等の 弄ぶ 線香花火に は 大人の 自分に も 強い 誘惑 を 感じる。 これによ 

つ て 自分の 子供の 時代の 夢が 甦つ て來 る。 今 は 此の世に ない 親しかった 人々 の 記憶が 喚び 返され 

る 0  . 

はじめ 先端に 點 火され て 唯 かすかに 爆つ て 居る 間の 沈默 が、 此れ を 見守る 人々 の 心 を 正に 來る 

ベ き 現象の 期待に よって 緊張させる に 丁度 適當な 時間 だけ 繼續 する。 次に は 火薬の 燃燒が はじま 

つて 小さな 焰が 牡丹の 花瓣の やうに 放出され、 その 反動で 全體は 振子の やうに 搖 動す る。 同時に 

灼熱され た 熔融 塊の 球が 段々 に 生長して 行く。 焰が 止んで 次の 火花の フ H  I ズに 移る 迄の 短 かい 

ポ I 一へ 

止 期が 又 名狀し 難い、 七 持を與 へる ものである。 火の 球 は、 かすかな、 もの、 沸え たぎる やうな 

音を立てながら 細かく 震動して 居る。 それ は 今にも 迸ば しり 出ようと する 勢力が 內 部に 渦 卷 いて 

居る 事 を 感じさせる。 突然 火花の 放出が 始まる。 眼に 止まらぬ 速度で 發 射される 微細な 火彈 が、 

眼に 見えぬ 穴 fj 中の 何物 かに 衝突して 碎け でもす る やうに、 無數の 光の 矢 束と なって 放散す る、 そ 

の 中の 一片 は 又 更に 碎 けて 第二の 松葉 第三 第 四の 松葉 を 展開す る。 此の.^ 花の 時間 的 並に 空間 的 

の 分布が、 あれより もっと 疎で あっても 或は 密 であっても いけない であらう。 實に 適當な 歩調と 

配置で、 しかも 充分な 變化を もって 火花の 音樂が 進行す る。 此の 音樂の テム ボは 段々 に 早くな り、 
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密度 は增 加し、 同時に 一 つ 一 つの 火花 は 短 かくな り、 火の 箭の 先端 は 力 弱く 垂れ 曲る。 最早 や 爆 

裂す る だけの 勢力の ない 火彈 が、 空氣の 抵抗の 爲に その 速度 を 失って、 重力の ために 抛物線 を畫 

いて 垂れ 落ちる ので ある。 莊 重な ラ ルゴで 始まった のが、 アンダンテ、 アレグロ を經 て、 プレス 

ティ シモ になった と 思 ふと、 急激な デ クレス センドで、 哀れ， に 淋しい フ イナ ー レに 移って 行く。 

私の 母 は 此の 最後の フ H 1 ズを 「散り 菊」 と 名 づけて 居た。 本當に 單瓣の 菊の 萎れ か.^ つた やう 

な 形で ある。 「チリ ギク チリ ギグ /\」 かう 云って はやして 聞かせた 母の 聲を思 ひ 出す と、 自分 

の 故鄕に 於け る 幼時の 追懐が 鮮明に 喚び 返される ので ある。 あらゆる 火花の H ネル ギ ー を 吐き 盡 

した 火 球 は、 脆く 力なく ボ トリと 落ちる、 そして 此の 火花の ソナタの 一曲が 終る ので ある。 あと 

に续 される もの は 淡く はかな い 夏の 宵閿 である。 私 は 何となく チ ャィコ フス キ I のパセ テイク シ 

ムフォ 二 ー を 想 ひ出す。 

實際 此の 線香花火の 一 本の 燃え 方に は、 「序破急」 が あり 「起 承轉 結」 が あり、 詩が あり 音樂が 

ある。 

ところが 近代に なって 流行り 出した 電氣 花火と か 何とか 花火と か稱 する もの はどうで あらう。 

なる 程ァ ル ミ 二 ゥ ム だか マグネシウム だかの 閃光 は 光度に 於て 大きく、 スト 口 ン チウ ム だか リチ 
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ゥム だかの 培の 色 は 美しい かも 知れない が、 始めから おしま ひ 迄 唯ぼう- --と 無作法に 燃える 許 

りで、 タク トも なければ リズム もない。 それで 又 あの 燃え 終りの きたな さ、 曲の なさ はどうで あ 

らう。 線香花火 がべ ー ト ー ヴ I ンの ソナタで あれば、 此れ はじゃ か/.、 の ジャズ 音樂 である。 此 

れも 日本 固有 文化の 精粹が アメリカの 香の する 近代 文化に 押しの けられて 行く 世相の 一 つで ある 

とも 云 ひ 度くなる 位の ものである。 

線 l^s 花火の 灼熱した 球. の 中から 火花が 飛び出し、 それが 又 二 段 三 段に 破裂す る、 あの 現象が 如 

何なる 作用に よる ものである かとい ふ 事 は 興味 ある 物理 學上 並に 化學 上の 問題であって、 若し 詳 

しく 此れ を 研究 すれば その 結果 は 自然に 此 等の 科學の 最も 重要な 基礎 問題に 觸れ て、 その 解釋は 

何等かの 有益な 貢獻 となり 得る 見込が 可也に 多く ある だら うと 考 へ られ る。 それで 私 は 十 餘年前 

の 昔から 多くの 人に 此れの 研究 を勸 誘して 来た。 特に 地方の 學 校に でも 奉職して 居て 充分な 研究 

設備 を もたない 人で、 何 かしら オリ ヂナル な 仕事が して 見たい とい ふやうな 人に は、 いつでも 此 

の 線香花火の 問題 を 提供した。 併し 今日 迄 未だ 誰も 此の 仕事に 着手した とい ふ 報告に 接しない。 

結局 自分の 手許で やる 外 はない と 思って 一 一年 許り 前に 少しば かり 手 を 着け はじめて 見た。 ほんの 

少し やって 見た だけで 得られた 僅かな 結果で も、 それ は 甚だ 不思議な ものである。 少 くも 此れが 
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將來 一 つ の 重要な 研究題目 になり 得る であらう とい ふ 事 を 認めさせ るに は 充分であった。 

此の 面白く 有益な 問題が 從來 誰も 手 を 着け すに 放棄され て ある 理由が 自分に は 分り かねる。 恐 

らく 「文獻 中に 見當ら ない」、 卽ち 誰も 未だ 手 を 着けな か つたと い ふ 事 自身 以外に 理由 は 見 當らな 

いやう に 思 はれる。 併し 人が 顿み なかった とい ふ 事 は 此の 問題の つまらな いとい ふ 事に は 決して 

ならない。 

若し 西洋の 物理 學 者の 間に 吾々 の線^^花火とぃふものが普通に知られて居たら、 恐らく 疾の昔 

に 誰か 一 人 や 一 一人 は 此れ を 研究した ものが あったら うと 想像され る。 そして 其 結果が もし 何 か 面 

白い もの を 生み出して 居たら、 我國 でも 4マ 頃 線香花火に 關 する 學位 論文の 一 つや 二つ は出來 たで 

あらう。 かう 云 ふ 自分自身 も 今日 迄棄て 、はおかなかった であらう。 

近頃 フラ ンス 人で 刃物 を 丸砥石で 硬ぐ 時に 出る 火花 を 研究して、 其 火花の 形狀 から 其 刃物の 鋼 

鐵の 種類 を 見分ける 事を考 へた ものが ある。 此の 人 にで も 提出したら 線香花火の 問題 も 案外 早く 

進行す るか も 知れない。 併し 出来る 事なら 線香花火 は 矢張り 日本人の 手で 研究した いもの だと 思 

ふ 0 

西洋の 學 者の 掘り 散らした 跡へ 遙々 後れば せに 鑛 石の 缺 けら を 捜しに 行く もい \ が、 吾々 の 脚 
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元に 埋もれて 居る 寳をも 忘れて はならない と 思 ふ。 併し それ を 掘り出す に は 人から 笑 はれ 狂人 扱 g 

5 

ひに される 事を覺 悟す る だけの 勇 氣が人 用で ある。 

金お 糖 

金米糖と いふ 菓子 は 今日で は 一 寸 普通の 菓子屋 駄 菓子屋に は 見當ら ない。 聞いて 見る と キヤ ラ 

メル や チヨ コレ— トに 段々 壓 迫され て、 今では 此れ を 製造す る ものが 極めて 稀に なった さう であ 

る。 尤も 小粒で 靑黄 赤な どに 着色して 小さな ガラス 瓶に 入れて 賣 つて 居る のが あるが、 あれ は少 

し 製法が ちが ふさう である。 

此の 金米糖の 出來 上る 過程が 實に 不思議な ものである。 私の 聞いた 處 では、 純良な 砂糖に 少量 

の 水 を 加へ て 鍋の 中で 溶かして どろ/ \ し た液體 とする。 それに 金米糖の 心 核と なるべき 芥子 粒 

を 入れて 拘 子で 攪 作し、 しゃく ひ 上げ ノ\ して 居る と 自然に あ 、 いふ 形に 出來 上る の ださう であ 

る C 

中に 心 核が あって 其 周圍に 砂糖が 凝固して 段々 に 生長す る 事に は 大した 不思議 はない。 ^し 何 

故 あの やうに 角 を 出して 生長す るか 問題で ある。 
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物理 學 では、 凡ての 方向が 均等な 可能性 を もって 居る と考 へられる 場合に は、.. ぎ 稱の考 から 凡 

ての 方面に 同一 の數量 を附與 する を 常と する。 現在の 場 在に 金米糖が 生長す る 際、 特に どの 方向 

に 多く 生長し なければ ならぬ と い ふ 理由が 考 へ られな い、 それ故に 金米糖 は 完全な 球狀に 生長す 

べきで あると 結論した とする。 然るに 金米糖の 方で は、 さう いふ 論理な どに は 頓着な く、 によき 

によき と 角 を 出して 生長す るので ある。 

此れ は 勿論 論理の 誤謬で はない。 誤った 假 定から 出發 した 爲に 當然に 生れた 誤った 結論で ある 0 

此の パラドックス を 解く 鍵 は何處 にある かとい ふと、 此れ は 畢竟、 統計的 平均に 就いて はじめて 

云 はれ 得る 凡て， の 方向の 均等 性と いふ 事 を、 具體 的に 個體に その ま& 適用した 事が 第一 の 誤で あ 

り、 次に は 平均からの 離 背が 一度 出来 始める とそれ が 益"、 助長され る 所謂 不安定の 場合の ある 事 

を 忘れた のが 第二の 誤で ある。 

平均の 球形からの 偶然な 統計的 異同 fluctuation が、 一度 少しで も 出来て、 さう して その 爲に 

出来た 高い 處が 低い 處 よりも 生長す る 割合が 大きく なるとい ふ 物理的 條件さ へ あれば よ い。 現 

の 場合に 此の 條 件が 何で あるか は 未だよ く 分らない が、 その やうな 可能性 はいくら も考へ 得られ 

る 0 
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面白い 事に は 金米糖の 角の 數が 略-、 一定して 居る、 その 數を 決定す る 因子が 何で あるか、 此れ 

は 一 つ の 極めて 與味 ある 問題で ある。 

從來の 物理 學 では 此の 金米糖の 場合に 問題と なって 來る やうな 侗體 のフラ クチ ュ ヱ ー ショ ンの 

問題が 多く は 閑却され て來 た。 その M (同が いつも 自働 的に 打消される やうな 條 件の 具 はった 場合 

だけが 主として 取极 はれて 來た。 さう でない 不安定の 場合 は、 云 は、 > 見ても 見ぬ振り をして 過ぎ 

て來 た。 畢竟 はさう い ふ もの を 如何にして 取扱って よい かと い ふ 見當が 付かなかった せゐも あら 

うが、 一 つに は 又 物理 學 がその 「傅統 の 岩窟」 に はまり 込んで 安き を 偷んで 居た 爲 とも 云 はれ 得 

る。 

物理 學 上に 於け る 偶然 異同の 現象の 研究 は 近年に なって いくらか 新しい 進展の^ 光 を 漏らし 始 

めた やうに 見える が、 今の 處 未だ， （- その 研究の 方法 も 幼稚で 範圍も 甚だ 狭い。 

さう いふ 意味から、 金米糖の 生成に 關 する 物理 學的 研究 は、 その 根本に 於て、 將來 物理 舉 全般 

に 亙っての 基礎 問題と して 重要なる べき 或る ものに 必然に 本質的 に 聯關し て來る ものと 云っても 

よ い。 

同じ 意味で 將來の 研究 問題と 考 へられる 數々 の 現象の 一 つ は、 リヒテンベルクの 放電 圖形 であ 


508 


錄忘備 


る。 此れ も 從來は 殆んど 骨董 的 題目と して 閑却され、 適、、 此れ を 研究す る 好事家 は 多くの 學 者の 

嘲笑 を 買った 位で ある。 ところが 皮肉な 事に は 最近に 至って 此の 現象が 電氣 ェ學で 高壓の 測定に 

應 用され る 可能性が 認められる やうに なって、 段々 此の 研究に 從事 する 人の 數を增 す やうに 見え 

る。 しかし 今迄の 處 未だ 誰も 此の 現象の 成因に 就いて 說明を 試みた 人 はない。 然るに 此の 現象 は 

その 根本の 性質 上 自ら 金米糖の 生成と 或る 點迄 共通な 因子 を もって 居る。 そして 恐らく 將來 或る 

「一 つの 石に よって 落さるべき 二つの 鳥」 である。 

生物 學 上の 「生命」 の 問題に 對 して は、 今の 處 物理 擧は 何等 容 嫁の 權利を もたない。 口 ー. ド . 

ゲル、 ヴィ ンは 地球上の 生命の 種子が 光壓 によって 星の *1 界 から 運ばれた とい ふ 想像 を 述べた。 併 

しそれ は 生命 そのもの 、起原に 對 して は 枝葉の 問題で ある。 今の ま、 の 物理 學 では 恐らく 永久に 

無力で あらう が、 若し 物理 學 上の 統計的 異同の 研究が 今後 次第に 進歩して 行けば 此の方 面から 意 

外の 鍵が 授けられて 物質と 生命との 間に 橋 を 架ける 日が 到着す るか も 知れない とい ふ {仝 想が 起る 一 

街 上 を 往来して 居る 人間の 數 について 或る 統計 を 取って 見る と、 其 結果 は、 個々 の 人間 も 恰も 

無 生の 瓦斯 分子で V も あると 同様な 統計的 分布 を 示す 事が 證 明され る。 若し 人間 以外の 或る もの 

が 他の 世界から 此等街 上の 人間に ついて 唯 此の やうな 統計的 分布に 關 係した 事枘 のみ を觀 察して 
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居たならば、 其の もの， - 眼に は、 人間 は 無 生の 微分 子と しか 見えない であらう。 さう して、 その 

同じ 微分 子が、 一 方で 有機的な 國 家社會 的の 機關を 構成して 居る の を 見て その 有機 體の 生命の 起 

原 を 疑 ひ 怪しむ に 相違な い 。 

此の アナ n ヂ ー から 喚起され る 一 つの {4! 想 は、 若し や 生命の 究極の 種が 一 つ/^ の 物質 分子の 

中に 旣に備 はって 居る ので はない かとい ふ 事で ある。 物理 學者は 恐らく 唯 その 統計的の 現 はれの 

みを觀 察して 居る ので はないだら うか、 さう して 無 生の 微 粒と 思って 居る ものが 生物と い ふ國家 

-5^ 作り 社會を 組織して 居る のに 逢つ て 驚き 怪しんで 居る ので はないだら うか。 

同 一 元素の 分子の 個々 の ものに 個性の 可能性 を 認めよう とした 人 は 前に もあった。 序に 原子 個 

個に それ ぐ 生命 を附與 する 事に よって 科學の 根本に 横 はる 生命と 物質の 二 元 を 一 纏めに する 事 

は 出来ない もの だら うか。 

金米糖の 物理から 出發 したの が、 段々 にさ 想の 梯子 を攀ぢ 登って、 とう/ \ 千古の 祕密の 謎で 

ある 生命 の 起原 に 迄 も 立 人る 事に なった の は 吾れ なが ら 少しく 脫線 であると 思 ふ。 近年 の 記錄を 

破った 今年の 夏の 暑さに 醉 はされ た 痴人の 醉中 語の やうな ものであると 見て 貰 ふ 方が 適當 かも 知 

れ ない。 
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それにしても 此の 面白い 金米糖が 千島 ァ ィヌか 何ぞの やうに 亡びて 行く の は 惜し い。 天然 物 保 

存に骨 を 折る 人達 は、 序に かう いふ もの k 保存 も考 へ て 貰 ひ 度い ものである。 

風 呂の 流し 

風 K の 流し 所謂 三助と いふ もの は 何時の 世に 始まった もの か 知らないが 考へ て 見る と 妙な 職業 

である。 大きな 宿屋な どの 三助で V も あれば、 あたり まへ なら 接近す る 事 も 困難な やうな 贵顯の 

方々 を 丸裸に して その K 體を 大根 かすり こぎで にも ある やうに 自由に 取扱つ て、 さう してお しま 

ひに は 肩 や 背中 をな ぐり つけ、 ひねくり 廻す ので ある。 又 昔 西洋の 森の 中に 棲んで 居た サ ティ ー 

ルで もなければ 見られなかった 害の 美し い 一一 ム フ 達の 姿 を、 何等 罰せら る、 事な しに 日常に 鑑 

賞し 讚美す る 特權を もって 居る 譯 である。  . 

西洋に も 同じ やうな 職業が あつたと 見えて、 古い 木版 畫で その 例 を 見た 事が ある。 大きな 靑龍 

刀の 柄 を 切った やうな もの を 提げて 居て、 此れで ごし，， （\ 11^ でも こする ので はない かと 思 はれた < 

矢張り 揮の やうな もの をして 居る のが 面白かった。 

私は錢 湯へ 通って 居た 時代に も、 かって 此の 流し を 付けた 事がない。 自分で も 洗へば 洗 はれる 
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自分の 五體 を、 何 處の誰 だか 分らぬ 男に 渡して しま つ て 物品の やうに 取扱 はれる 氣 にどう しても 

なれなかった ので ある。 

併し、 困った 事に は 旅行 をして 少し 宿屋ら しい 宿屋に 泊る と、 屹度 强制 的に 此の 流し を 付けら 

れる。 此れ は斷 われば い、 のか も 知れない が、 わざ/ \斷 わるの も 工合が 惡 いので 觀 念して 流さ 

せる 事に して 居る。 非常に 氣 持が 惡ぃ。 殊に 一番 困る の は、 按摩の つもりで 瘦 せた 肩 を なぐりつ 

け 捻りつ けられる 事で ある。 頭 や 腹へ 響いて 苦痛 を 感じる。 もう 澤山 であると 云っても 存外す ぐ 

に は 止めて くれない。 誠に 迷惑で ある。 丁寧な のになる と、 流しが 終っても いつ 迄 も 傍に ついて 

居て、 最後に タオルまで， 濯いで くれる。 監視され ながらの 人；. は 何となく 氣づ まりで 此れ も 迷惑 

である。 

友人 達に 此の 事 を 話して 見る に、 自分に 同情す る 人 はま だない。 或 人 は 流しが なるべく 念 人り 

で 按摩 も 十一 一分に やらない と 不愉快で あると いふ。 又 一 人 は 旅行 中 宿屋の 風呂の 流しで 三助から 

其 土地の 一 般的 知識 を 聞き出す のが 最も 有 效で又 最も 與 味が あると いふので ある。 

さう して 見る と、 世の中に は、 多くの 人に 喜ばれる 流し を甚 しく 嫌忌す る 人間 も 稀に は あると 

いふ 事實を 一 つ の事實 として 記録して 置く 事 も 無駄で はない かも 知れない。 
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序ながら 精神的の 方面で 此の 風呂の 三助に 相當 する 職業 も ある やうで ある。 心の 垢 を 落す の も、 

からだの 垢 を 落す の も、 商賣 となれば 似た もので はないだら うか。 此の 心の 三助に 對 しても 私 は 

取捨の 自由 を與 へらる.^ 事 を 希望す る ものである。 

調律師 

種々 な 職業のう ちで ピアノの 調律師な ど は、 當 人に は 鬼に 角、 はたから 見て 比較的 綺麗で 品の 

悪くない ものである。 段々 西洋 昔樂の 普及す るに 從 つて 此の 仕事に 對 する 要求が 增 加す るので、 

從 業者の 數も 此れに 應 じて 增 加し つ 、あるに 拘ら す、 いつも 商賫が 忙し さう である。 

ピアノ でも 据ゑ てあらう と い ふ 室なら ば 大抵 餘り 不愉快で な いだけ の 部屋で は ある だら うと 思 

ふ。 さう し て應 接する 人間 も 多分 は それ 程 無作法に 無禮 でもな ささう に 想像され る。 

澤 山な 敍 線の 少し づ& 調子の 狂った の を、 一 定の 方式に 從 つて 順々 に 調節して 行く。 鍵盤の ァ 

クシ ョ ンの 工合の 惡 いの を 一 つ 丹念に 検査して 行く。 此れ は 見て 居ても 氣持 のい、 もので あ 

る。 痒い 處を搔 くに 類した 感じが ある。 すっかり 調律 を 終って から、 塵埃 を拂 ひ、 蓋 をして、 念 

の爲に 音階と コ —ドを 叩 い て 見て 愈 -、 此れで 仕事 を果 したと い ふ 瞬間 は 矢張り 惡 ぃ氣持 はしない 
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であらう と 想像され る。 

夏 目先 生の 「草枕」 の 主人公で ある、 あの 畫 家の やうな 心の 眼 を もった 調律師に なって、 旅 か 

ら旅 へと 日本 國中を 廻って 歩いたら 面白から うと 考へ て 見た 事 も ある。 

狂った ピ ァ / の やうに 狂つ て 居る 世 道 人心 を 調律す る 偉大な 調律師 は 現 はれて くれない もので 

あらう か。 せめて は 骨肉 相 食む やうな 不幸な 家庭、 擠輩 相鬩ぐ やうな 淺 ましい 人間の 寄り合 ひ を 

尋ね 歩いて、 ちぐはぐな 心の 調律 をして 廻る やうな 人 はな いもので あらう か。 

物語りに 傳 へられた 最明寺 時賴ゃ 講談に 讀 まれる 水 戶黄門 は、 恐らく 自分で は 一 種の 調律師の 

やうな つもりで 遍歷 した ものであった かも 知れない。 併し 恐らく 此の 一 一人 は 調律 もした と 同時に 

叉 可也に い 、樂器 を 毀す やうな 事 もし て 歩いた かも 知れな い。 

調律師の 職業の 一 つの 特徵 として、 それが 尊い 職業で ある 所以 は、 その 仕事の 上に 少しの 「我」 

を 持 出さない 事で ある。 音と 音と は元來 調和すべき 自然の 方 則 を もって 居る、 調律 帥 は 唯 それが 

調和す る 處迄手 を假し て 導く に 過ぎな い。 

所謂え らい 思想家 も 宗敎家 も いらない。 欲しい もの は 唯 人間の 心の 調律師 であると 思 ふ 時 も あ 

る。 その 調律師に 似た ものが あると すれば それ はい、 詩人、 い 上音樂 者、. い、 畫 家の やうな もの 
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ではないだら うか。 

併し 世の中に は あらゆる 藝 術に 無感覺 なやう に 見える 人が あり、 叉 此れ を嫌惡 する 人 さ へ ある 

やうに 見える。 かう いふ 人達 は 「心の ピアノ 一  を 所有し ない 人達で ある。 從 つて 調律師な どに は 

用の ない 人で ある。 さう いふ 人 は 所謂 「人格者」 と稱 せられる 部類の 人種の 中に 多い やうに 見受 

けられる。 此れ は 寧ろ 當然の 事で あらう。 もたない ピアノに 狂 ひやう はない。 - おかない 花に 散り 

やう はない と 同じ わけで ある。 

芥川龍之介 君 

芥川龍之介 君が 自殺した。 

私が 同 君の 顏を 見た の は 僅に 三度 か 四 度 位の ものである。 そのうちの 一 度 は 夏 目先 生の たしか 

七囘 忌に 雜司ケ 谷の 墓地で ^ある。 大概 洋服で なければ 羽織袴 を 着た 人達の なかで 芥川 君の 着 流 

しの 姿が 目に 立った。 ひどく 惟悸 した 艷 のない 蒼白い 顔色 をして 外の 人の 群から 少し 離れて 立つ 

て 居た 姿が 思 ひ 出される。 脣の 色が 著しく 紅く 見えた 事、 長い 髮を 手で 撫で上げる かたちが 此の 

人の 印象 を 一層 憂鬱に した 事な どが 眼に 浮んで 来る。 參拜を 終って みんなが 歸る 時に K 君が 一 ど 
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うだ、 あとで 來 ないか」 と 云った 時に 默 つて 唯 輕 く目禮 をした だけで あつたと 覺 えて 居る。 そん 

な 事迄覺 えて 居る の は、 其 日の 同 君が 私の 頭に 何 か 特別な 印象 を 刻みつ けた 爲 かと 思 はれる。 

もう 一 度 は K 社の 主催で A 派の 歌人の 歌集 刊行 記念 會 といった やうな もの を 芝 公園の レスト— 

ランで 開いた 時の 事で ある。 食卓で 幹事の 指名 かなんが でテ ー ブル スビ I チ があった。 正客の 歌 

人の 右翼に 坐って 居た 芥川 君が 沈痛な 顔 をして 立 上って、 自分 は 何も 此處で 述べ る やうな 感想 を 

持ち 合 はさない。 唯 もし 强 ひて 何 か 感じた 事 を 述べよ とならば、 それ は 消化器の 弱い 自分に とつ 

て 今夜の 食卓に 出された パ ンが 恐るべき 硬い パ ン であった とい ふ 事で あると 云って 席に 就いた。 

其 夜の 芥川 君に は 先年 雜司ケ 谷の 墓地で 見た 時の やうな 心 弱さと いった やうな もの は 見えな かつ 

た。 若々 しさと 鋭 さに 緊張した 顏容と 話し 振りであった。 併し 何 かしら 重い 病氣が 此の 人の 肉體 

を內 側から 蟲 唆んで 居る 事 は 誰の 眼に も餘 りに 明白であった。 「恐るべき 硬い パ ン」、 此の 言葉が 

今 此の 追憶 を 書いて 居る 私の 耳の 底に あり 響いて 聞こえる。 そして それが 今度の 不慮の 死に 

關 する 一つの 暗示で もあった やうな 氣 がして ならない。 

あの 時 同じ 列に 坐った 四 五 人の 中で もう 一 一入 は 故人と なった。 そのもう 一 人 は 歌人の S  .  A 氏 

である。 
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過去 張 

丑 女が 死んだ とい ふしら せが 來た。 彼女 は鄕 里の 父の 家に 前後 十五 年 近く 勤めた 老婢 である。 

自分の 高等 學校 在畢 中に 初めて 奉公に 来て、 當 時から 病弱であった 母 を 助けて 一家の 庶務 を處理 

した。 自分が 父の 歿後 鄕 里の 家 をた、 んで 此の 地 へ 引越す 際に 彼女 は其鄕 里の 海濱の 村へ 歸 つて 

行った。 彼女の 家 を 立てるべき 弟 は 日露 戰爭 で戰 死した 爲に 彼女 は 本當の 一 人 ほつ ちで あつたの 

で、 他家に 嫁した 姉の 女の子 を 養女に して その 世話 をして 居る とい ふ 事であった。 

母 の 存命中 は 時々 手紙 をよ こして 居た が、 母の 殁後 は 自然と 疎遠 になって 居た ので 今度の 病氣 

の 事 も 知らないで 居た。 年と つてから は 色々 の 病氣を もって 居た さう であるから、 多分 は そのう 

ちの どれ かの 爲に 倒れた もので あらう。 

彼女 は あらゆる 意味で 忠實な 女で あつ た。 物事 を 中途半端に する こ との 出来ない たちで あつ た „ 

その 性質 は 自然に 往々 「我」 の强 さの 形 をと つて 現 はれた。 又 一方 無學 では あるが 女に は 珍ら し 

い 明晰な あたまと 鋭い 觀 察の 眼 を もって 居た。 誰でも 構 はす 無作法に じっと 人の 顏を 見つめる 癖 

があった、 その 様子が 對 手の 眼の 中から その 人の 心の奥の 奧迄 見通さう とする やうで. あった。 實 
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際 彼女に はさう いふ 不思議な 能力が 多分に あった やうに 見える。 人間の 技巧の 影に 隠れた 本性が 

その ま - に 見える らしかった。 さう いふ 點で 彼女 は 多くの 人から は 寧ろ 憚られ 或は 憎まれた やう 

である。 唯 流石に 女で ある だけに 自分自身の 內部を 直視す る 事 は 出来なかった らし い。 

或る時 或る 高い 階級の 婦人が 衆人環視の 中で 人力車 を 降りる 一 瞬時の 觀 察から、 その 人の 皮膚 

の 或る 特徵 を發 見して それ を 人に 話した ので、 實に 恐ろしい 女 だと 云って それが 一 つ 話しに なつ 

た。 

彼女 は 日本の 女に は 珍ら しい 立派な 體 格の 所有者であった。 容貌 も 醜くない ル I ベ ンス 型に 屬 

して 居た。 擧動は 敏活でなくて 寧ろ 鈍重な 方で あつたが、 それで 居て 仕事 はなんでも 早く 進行し 

た。 頭が い、 から 無駄な 事に 時 を 費さない ので ある。 さう して 骨身 を 惜しむ 事 を 知らないし、 油 

を賣る 事 を しらなかった せゐ であらう。 

自分 は 彼女の 忠實さ に 迷惑 を感 する 事 も 少なくな か つ た。 構 はな いで 打捨 つてお い て 貰 ひ 度 い 

事 を 決して さう はして くれなかった。 つまり 一 一つの 種類の ちがった ィ I ゴィ スト は 此の 點で 到底 

相 容れる 事が 出来なかった ので あらう。 

妙な 事 を 思 ひ 出す。 父の 最後の 病床に 其 枕元 近く 氷柱 を 置いて 扇 風 器が かけて あった。 寒暖計 
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"十 餘度を 超して 忘れ 難い 暑い 日であった。 丑 女 は 其 氷柱 をのせ たトタ ン 張の 箱の 中に とけて 

たまった 水 を 小皿で しゃくって は 飲んで 居た。 そんな もの を 飲んで はいけ ない と 云って 制した が" 

聞かな いで 何 杯と なくし やくって は 飲んで 居た。 彼女の 眼の 周 圍には 紫色の 輪が 出来て 居た 事 を 

はっきり 思 ひ 出す 事が 出来る。 

昨年 母の 遣 骨 を 守って 歸 省した 時に、 丑 女 はわ ざ/. \ 十 里の 道 を 逢 ひに 來て くれた。 その 時 彼 

女の 髮の 毛に 著しく 白い ものが 見えて 來 たのに 氣 がつ いた。 自分の 年老いた 事 を 半分 自慢ら しく 

半分 心細 さう に 話した。 多分 今年で 五十一 一三 歳であった らうと 思 ふ。 

自分 の 若 か つ た鄕里 の 思 ひ 出の 中に まざ と 織り込まれて 居る 親しい 人達の 現實の 存在が 段 

段に 消えて 亡くなって 行く の は 矢張り 淋し い。 假令 生きて 居ても もう 再び 逢 ふ 事が あるか どうか 

も 分らす、 通り 一遍の 年賀 や 暑中見舞 以外に 交通 もない 人 は、 結局 は 思 ひ 出の 國の 人々 であるに 

も拘ら す、 その 死の しらせ は 矢張り 桐の 一葉の 淋し さ を もつ ものである。 

雜 記帳の 終りの 頁に 書き止めて ある 心覺 えの 過去帳 を 開けて 見る と 極く 身近い もの だけで も、 

故人と なった ものが もう 十餘 人になる。 其內で 半分 は 自分より 年下の 者で ある。 此 等の 人々 の 追 

憶 をい つか は 書いて おきたい 氣 がする、 胖 しそれ を 一 々書けば 限り はなく、 それ を 書く とい ふ 事 
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はつ まり 自分の 生涯の 自教傳 を fc く 事になる。 此れ は 容易に は 思 ひ 立てない 仕事で ある。 さう し 

て 恐らく それ を 書き終る より 前に 自分自身が 又 誰かの 過去帳 中の 人になる であらう。 

身近い 人で あれば ある 程 その 追憶の 荷は餘 りに 重くて 取り上げよう とする 筆の 運び を 鈍らせる。 

唯 思 ひ 出の 國の國 境に 近く 住む やうな 人達の 事 だけが 比較的 易ら かな 記 錄の资 料と なり 得る やう 

である。 

自分の 過去帳に 載せら るべ くして 未だ 載せられ てない ものに は 三 匹の 飼 猫が ある。 不思議な 事 

に は 追 懷の國 に 於け る此 等の 家畜 は 人間と 少しも 變らな いものに なって しまって 居る。 口 もき け 

ば 物 もい ふ。 こちらの 心 も 其 儘に よく 通す る。 さう して 死んだ 人間の 追憶に は 美し さの 中に も 何 

かしら 多少の 苦味 を 伴 はな い 事 は 稀で あるのに、 此 等の 家畜の 思 ひ 出に は 聊か も 苦々 しさの 後味 

がな い。 それ は 矢張り 彼等が 生きて 居る 間に 物 を 云はなかった 爲 であらう。 

「玉」 は 黄色に 揭 色の 虎斑 を もった 雄猫であった。 粗野に して 滑稽なる 相貌 を もち、 遲鈍 にし 

て 大食で あり、 あらゆる デ リカシ— とい ふ もの を 完全に 缺 如した 性格であった。 從 つて 家 內 中の 
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誰に も 格別に 愛せられなかった。 小さ い 時分 は 一 家中の 龍兒 である 一 三毛 一 の 遊戯の 相手と して 

の 一 道化師」 として 存在の 意義 を 認められて 居た のが、 三毛 も 玉 も 年を取って、 もうさう 活潑な 

遊 戲を演 する 事が なくなつ てから は、 彼 は 全く 用の ない 冗員と して 取极 はれて 居た。 勿論 それに 

不平ら し ぃ顏 もな く、 穴 H 々寂々 として 天命 を樂 しんで 居る かの やうに も 思 はれた。 

唯一 つ 困った 事に は 此の 僧侶の やうな 玉に も 矢張り 春の 目 さめる 日 はあった。 さかりが つくと 

彼 は 所 構 はす 尿 水 を 飛ばして 襖 や 器具 を 汚した。 餘り 厄介 を かける から 家族の 方から 玉 を 追放し 

たいと 云 ふ 動議が 出た。 さう しないで 此の 惡癖を 直す 方法 はない かと 思って 獸醫に 相談す ると、 

それ は 去勢 さ へ すれば よいとの 事であった。 いくら 猫で も それ は淺 酷な 事で 不愉快で あつたが、 

追放の 衆議の 壓 迫に 負けて しまって たうとう 入院 させて 手術 を 受けさせた。 

手術 後 目立って 大人しく 上品に はなった が、 何となく 影の 薄い 存在と なった やうで ある。 それ 

から 間もなく 或日緣 側で 倒れて 氣息の 絶え/ \ 'になつ て 居る のを發 見して 水 やまた、 び を 飲ませ 

たら 一 時 は 恢復した。 併し それから 一 一三 日と た、 ない 或 朝、 庭の 靑 草の 上に 長く 冷たくな つて 居 

るの を 子供が 見付けて 來て 報告した。 其 日 自分 は 感冒で 發 熱して 寢て 居た が、 その 死骸 を わざ わ 

ざ 見る 氣 がしなかった から、 唯 その 儘に 裏の 桃の 木の 根方に 埋めさせた。 眼で 見なかった 代りに、 5 


自分の 想像の カム ヴァ スの 上に は、 美しい 青草の 毛氈の 上に 安ら， かに 長く 手足 を 延ばして 寢て居 

る 黄金色の 猫の 姿が、 輝く やうな 强ぃ 色彩で 描かれて 居る。 その 想像の 畫が實 際に 眼で 見た であ 

らうよりも 遙 かに 强ぃ現 實さを もって 記憶に 续っ て 居る。 

「三毛」 は 色々 の點に 於て 「玉」 と は 正に 對蹦 的の 性質 を もった 雌 猫であった。 誰から も 綺麗 

と 賞め られる 容貌と 毛皮 を もって、 敏捷で 典雅な 擧止を 示す と 同時に、 神經 質な 氣むづ かし さ を 

もって 居た。 勿論 家族の 皆から 可愛がられ、 あらゆる 猫への 御馳走と 云へば この 三毛の 爲に のみ 

設けられた。 折角 與 へる 魚肉で も 少し 古ければ 香 を かいだ 儘で 口を付けない。 そのお 流れ を みん 

な 健唤な 道化師の 玉が 頂戴す るので あった。 

滿七 年の 間に 三十 匹 程の 子猫の 母と なった。 最後の 産の あとで 目立って 毛が 脫 けた。 次第に 食 

慾が なくなり 元氣が なくなった。 醫師に 見て 貰 ふと 此れ は 胸に 水 を 持った ので 治療の 方法がない 

との 事であった。 此の 宣吿は 自分 達の 心 を 暗く した。 その 頃 はもう 一日 殆んど 動かす に 行儀よ く 

坐って 居て、 人が 呼ぶ と 眩し さうな 眼 をし ばた、 いて 呼ぶ 人の 顏を 見た。 さう していつ もの やう 

に 返事 を 鳴かう とする が聲が 出なかった。 

最後の 近くな つた 頃 妻が 側へ 行って 呼ぶ と、 僅かに 這 ひ 寄らう とする 努力 を 見せた が、 もう 首 
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が ぐら/ \ して 居た。 次第に 死の 迫つ て 來る事 を 知らせる 息 遣 ひ は 人間の 場合に 非常によ く 似て 

居た。 

遣 骸は有 合せのう ちで 一番 綺麗な チヨ コレ ー トの 空函を 選んで それに 收め、 庭の 奥の 楓樹の 蔭 

に 埋めて 形ば かりの 墓石 をのせ た。 

玉が 死んだ 時 は、 自分が 病氣で 弱って 居た せゐか 何となく 感傷的な 心 持が した。 誰に も 可愛が 

られ すに 生きて 來て 誰に も 惜しまれ すに 死んで 行く のが 可哀相であった。 併し 三毛の 死 は みんな 

が 惜しんで 居る と い ふ 自覺が 自分の 心の 負檐を 幾分 輕く する やうに 思 はれる のであった。 三毛の 

死後 數日 たって 後の 或 朝、 研究所 を 出て 深 m へ 向 ふ 途中の 電車で、 ふいと 三毛の 事を考 へた。 そ 

して 自然に こんな 童謠の やうな ものが 口吟まれた。 「三毛のお 墓に 花が 散る。 こんこん こごめの 

花が 散る。 芝に はかげろ ふ 鳥の 影。 小鳥の 夢で も 見て 居る か ノー  それから あとで 同じ やうな もの 

をもう 三つ 作って、 それに 勝手な 譜を つけて い、 加減の 伴奏 を も 付けて 見た。 こんな 子供ら しい 

甘い 感傷 を 享樂し 得る のは對 象が 猫で あるから であらう。 

一 月 位た つて 鹽 原へ 行ったら、 そこの 宿屋の 緣 側へ 出て 來た 猫が 死んだ 三毛に そっくり である 

のに 驚いた。 段々 見馴れる に從 つて 頭の 中の 三毛の 記憶の 影像が 變 化して 眼前の 生きた ものに 吸 
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收 され 同化され て 行く 不思議な 心理 過程に 興味 を 感じた。 吾々 が 過去の 記憶の 重荷に 押し つぶさ 

れ すに 今日 を 享樂し て 行ける の は單に 忘れる と い ふ 事のお かげ 許りで はなく 又 半ば は 此れと 同じ 

作用のお かげで あらう と 思 はれた。 

其 後妻が 近所で 捨てられて 居た 子猫 を 拾って 來た。 大部分 眞黑で それに 少しの 白 を 交へ た 雌 猫 

であった。 額から 鼻へ かけての 對稱 的な 白斑が 彼女の 容貌に 一種の チヤ I ムを與 へ て 居た。 著し 

く 長くて しなやかな 尻尾 も 其特徵 であった。 相當 大きくな つて 居ながら 通りが、 りの 人に 捕へ ら 

れる 位で あるから 瞻揚と い ふより は 寧ろ 愚鈍で あるかと 思 はれた。 併し 又 今迄う ちに 居た どの 猫 

にも 出来なかった 自分で 襖 を 明けて 出 は ひりす ると い ふ 術 を 心得て 居た。 尻尾 を 支柱に して 後脚 

で 永く 立って 居られる の も 亦 その 特技であった。 此の 「チビ」 は 最初の 產搏で 跪く 死んで しまつ 

た。 其 後 仙臺へ 行って K 君 を 訪問す ると、 そこに 居た 仔猫が 此れと 全く 生寫 しなので 又 驚かされ 

た。 

今では 「三毛」 の 孫に 當る 仔猫の 雌 を 親類から 貰って 來て ある。 容貌の みならす 色々 の 性格に 

祖母の 隔世 遣 傅が あり/、 認められ るのに 驚かされる 事が 邀、、 ある。 

自分 は 此れ迄に もう 度々 猫の 事 を *1 いて 來 た。 これから もま だ 幾度と なく それ を かく かも 知れ 
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な い。 自分に は 猫の 事 を かくの が 此の上 もない 慰藉で あり 安全瓣で あり 心の糧で ある やうな 氣が 

する。 

Miserable  mis;mthro づ eo 此の 言葉が 時々 自分 を 脅かす。 入 間 を 愛したい と 思 ふ 希望 だけ は充 

分に もって 居ながら、 淺 墓な 「私」 に 遮ぎ られて それが 出来ないで 苦しんで 居る 吾々 が、 小 動物 

に對 して はじめて 純粹な 愛情 を 傾け 得る の は、 此れ も 畢竟 は 吾々 の 我儘の 一 つの 現 はれで あらう。 

自分 は 猫 を 愛する やうに 人間 を 愛したい と は 思 はない。 又 それ は 自分が 人間より 一 段 高い 存在と 

ならない 限り 到底 不可能な 事で あらう。 併し さう いふ 意味で、 小 動物 を 愛する とい ふ 事 は、 不幸 

な 弱い 人間 をして 「神」 の 心 を假令 少しで も 味 はしめ 得る 唯一 の 手段で あるか も 知れない。 

舞 踊 

死んだ 「玉」 は 一 つの 不思議な 特性 を もって 居た。 自分が 風呂場へ は ひる 時に よく 一 緖 にくつ 

つ いて 來る。 そして 自分が 裸になる の を 見て 其 處に脫 ぎす てた 着物の 上に あおって 前脚 を 交互に 

あげて 足踏み をす る、 のみなら す、 その 爪で 着物 を 引 搔き又 揉む やうな 擧動 をす る。 そして 裸體 

の 主人 を 一 心に 見つめながら 咽喉 をゴ 口 ゴ n 鳴らし、 短 か い 尻尾 を 立て 、振動させる のであった。 
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此の 不思議な 舉 動の 意味が どうしても 分らなかった。 如何なる ^n.kiug-  hypothesis すら も 思 

ひ 付かれなかった。 寧ろ 一種の 神祕 的と 云った やうな 心 持 を さへ 誘 はれた。 遠い昔の 猫の 祖先が 

原始林の 中に 彷徨して 居た 際に 起った 原始人との 交涉の 或る シ ー ンと 云った やうな もの を 空想 さ 

せた。 丸裸の アダムに 飼 ひなら された 太古の 野 猫の 或る 場合の 擧 動の 遠い/ \ 反響が 今 目前に 現 

はれて 居る ので はない かとい ふ 幻想の 起る こと もあった。 

猫が 人間の 喜びに 相當 する らしい 感情の 表現と して、 前脚で 足踏み をす るの は、 食肉 獣の 祖先 

がい \ 獲物 を 見付けて 其れ を 引きむ しる 事 を やった のと 或る 關 係が あるので はない かとい ふ荒廣 

な {仝 想が 起る。 又 一 方 原始的の 食人種が 敵 人 を 屠って 其 屍の 前に 勇躍す るグ a テスタな 光景との 

或る 關係も 示唆され る。 空想の 翼 は 更に 自分 を驅 つて 人間に 共通な 舞踊の インス ティ ンクト の 起 

原と いふ 事 迄 も 此の 猫の 足踏みに よって 與へ ら れたヒ ントの 光で 解釋 され さうな 妄想に 導く ので 

あった。 

赤ん坊の 胴 を 持つ てつる し 上げる と、 赤ん坊 は 其 下垂した 足の 齙を內 側に 向 ひ 合せる やうに す 

る。 此れ は 人間の 祖先の 猿が 手で 樹 枝から ぶら 下る 時に その 足で 樹龄を 押さ へ ようとした 習性の 

遣傳 であらう と 云った 學 者が ある 位で あるから、 猫の 足踏みと 文明 人の ダ ン ス との 間の 關係 を考 
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へて 見る の も 一つの さ 想と して は 許されるべき もので あらう。 (昭和 二 年 九 思想) 
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物理 學の學 徒と しての 自分 は、 日常 普通に 身邊に 起る 自然現象に 不思議 を感 する 事 は 多い が、 

古来の 所謂 「怪異」 なる もの k 存在 を 信す る こと は 出来ない。 しかし 昔から 吾々 の 祖先が 多くの 

「怪異」 に 遭遇し それ を 「目撃」 して 來 たとい ふ 人事 的 現象と しての 「事 實」 を 否定す る もので 

はない。 吾々 の 役目 は 唯 其 等の 怪異 現象の 記錄を 現代 科學 上の 語彙 を 借りて 飜譯 する だけの 事で 

なければ ならない。 此の 仕事 は 併し 甚だ 困難な ものである。 錯覺ゃ 誇張 更に 轉 訛の レンズに よつ 

て甚 しく 歪められた 影像から 其の 本體を 云ひ當 てなければ ならな い。 それ を 的確に 成效し 得る 爲 

に は その レンズに 關 する 方 則 を 正確に 知らなければ ならない、 のみなら す、 叉 其の 箇々 の 場合に 

於け る 決定 條件 として 多様の 因子 を 逐一 に 明かに しなければ ならない。 此の 前者の 方 則に ついて 

は 心理 學の 方から 若干の 根據は 供給され ると しても、 後者に 關 する 資料 は 殆んど 凡ての 場合に 於 


考異' ほ 


て. 水 久に失 はれて 居る。 從っ て本當 に科學 的な 推定 を 下す とい ふこと は 殆んど 望み 難い ことで あ 

る。 唯出來 得る 唯一 の 方法と して は、 有る だけの 付 料から、 科學 的に 合理的な 一 つの 一 可能性」 

を 指摘す るに 過ぎない。 尤も 此の 可能性が 非常に 多様で あれば、 その 中の 二三 を 指摘して 見ても、 

それ は 結局 何等の 價値 もな い 漫談と なつ てし まふで あ うらが、 多くの場合に 必し もさう と は 限ら 

ない C 殊に 或る 一種の 怪異に 關 する 記 錄が豐 富に あれば ある 程、 此の 可能性の 範圍は 可也 迄 押し 

狭められる。 從 つて 稍 一. 尤もらしい 假說」 ，\J いふ 迄に は 漕ぎ 付けられる 見込が あるので ある。 其 

處迄 行けば、 それ は 兎も角も 一 つの 假說 として 存在す る 價値を 認めなければ ならす、 又實 際科擧 

者 達に 或る 暗示 を 提供す る だけの 效果を もつ 事 も 有り得る であらう と 思 はれる。 

さう いふ 意味で 自分が 從來 多少 興味 を もって ゐる 怪異が 若干 ある。 併し 此れ を 正當に 研究す る 

爲に 先づ少 くも 一 通り は關係 文獻を 古書の 中から 拾 ひ 集めて か、 る 必要が ある。 それ は 到底 今の 

自分に は 急に 出来さう もない。 それ かと 云って 何時に なったら それが 出來 ると い ふ 確な 見込 も 立 

たない。 

それで、 唯 こ 、に はほんの 一 つの 空想、 但し 多少 科擧 的の 考察に 基いた 空想 或は 一 小說ー を備 

忘錄 として 書き留めて おく。 もし 此 等の 問題に 舆味を もつ 本當 の考證 家が あれば 有難い と 思 ふ 迄 
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である。 

I 

はらみ 

其の 怪異の 第 一 は、 自分の 鄕里高 知 附近で 知られて 居る 「孕の ジャ ン」 と稱 する ものである。 

孕 は 地名で、 高 知の 海岸に 並行す る 山脈が 浦戶灣 に中斷 された その 兩 側の 突端の 地と 其の 海峡と 

を 込めた 名前で ある。 此の 現象に 就いては、 最近に、 土 佐鄕土 史の權 威と して 知られた 杜山 居士 

寺 石 正路 氏が 雜誌 「土 佐史 壇」 第 十七 號に 一 鄕土史 斷片」 其 三 〇 として 記載され たもの が ある。 

「(前略) 昔 は 大分 評判の 事で あつたが、 此の頃 は 全く 其の 沙汰がない、 根據の 無き 話 かと 思へば、 

土 佐 今昔 物語と いふ 書に、 沼 澄 (鹿 持雅澄 翁) の 名 を 以て 左の通り 記されて 居る。 

孕の 海に ジ ヤンと 唱 ふる 希有の もの ありけ り、 誰し の 人 も 未だ 其 形 を 見た る ものな く、 其 物 は 

夜半に ジャ I ンと鳴 響きて 海上 を 過 行なり けり、 漁業 をして 世 を 渡る とちに、 夜半に 小舟 浮べ 

て、 ある は 釣 を 垂れ、 或は 網 を 打ちて 幸 多 かる も、 此の も 海上 を 行 過れば 忽に 魚騷ぎ 走りて、 

時 を 移す とも 其 夜 は 又 幸な かりけ り、 高 知 ほとりの 方言に、 もの. - 破談に 成りた る 事をジ ヤン 

になり たりと いふ も、 此 海上 行 過る ものより 出た る ことなん 語り 傳へ たりと や。 
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此の 文 は 鹿 持 翁の 筆 なれば 大凡 小 百年 前の ことにして 孕の ジ ヤン は此 程の 昔よりも 巳に 其の 傳 

があった ことが 知れる (後略)。」 寺 石 氏 は 此の ジ ヤンの 意味の 轉 用に 關 する 上記の 說の 誤謬 を 指 

摘して 居る。 又 終に 諷訪 湖の 神 渡りの 音響の 事 を 引き、 孕の ジ ヤン は 一 何 か 微妙な 地の 震動に 關 

した ことで は あるまい か」 と 述べて 居られる。 

私 は 幼時 近所の 老人から 度々 此れと 同様な 話を閜 かされた。 そしても し 記憶の 誤りで なければ、 

此の ジ ヤンの 音響と 共に 「水面に 漣が 立つ」 とい ふ 事が 上記の 記載に 附 加され て 居た。 

此の 話 を 導出し さうな 音の 原因に 關 する 自分の はじめの 考は、 もしゃ 昆蟲か 或は 鳥類の 群が 飛 

び 立つ 音で はない かと 思って 見た が、 ； W しそれ は 夜半の 事 だとい ふし、 又 魚が 釣れなくなる とい 

ふ 事が 確實 とすれば 單に 空中の 音波の 爲 とは考 へに くいと 思 はれた。 ところが 先年 筑波 山の 北側 

の 柿 岡の 盆地へ 行った 時に 彼 地に は 珍ら しくない 「地 鳴」 の 現象 を數 囘體驗 した。 その 時に 自分 

は 全く 神來 的に 「孕の ジ ヤン は 此れ だ」 と 感じた。 此の 地 鳴の 音 は考へ 方に よって は 矢 張ジャ ー 

ン とも 形容され 得る 種類の 雜音 であるし、 又 其の 地盤の 性質、 地表の 形狀ゃ 被覆 物の 種類に よつ 

て は 一 層ジャ ー ンと 聞え 易くなる であらう と 思 はれ 得る たちの ものである。 そして 明に 一 方から 

一方へ 「過ぎ行く， 一音で、 それが 空中 ともなく 地中 ともなく 過ぎ去って 行く の は實際 他に 比較す お i 


る もの k ない 奇異の 感じ を 起させる ものである。 丁度 自分が 觀测 窒內に 居た 時に 起った 地 鳴の 際 

に は、 磁力計の 頂上に 付いて 居る 管が 共鳴して その 頭が 少 くも 數粍程 振動す るの を 明に 認める 事 

が出來 たし、 叉 山中で 閜 いた 時 は 立って 居る 靴の 底に 明に 極めて 短 週期の 震動 を 感じた。 此れ だ 

けの 振動が あれば、 適當な 境界 條 件の 下に 水面の 漣 を 起し 得る 害で あるし、 又 水中の 魚類の 耳 石 

等に も 此れ を 感じなければ ならない 譯 である。 尤も、 魚類が 此の 種の 短 週期 彈性 波に 對 して どう 

反應す るかに 就いて 自分 は餘り よく 知らないが、 此れ だけの 振動に 全然 無感覺 であらう と は 想像 

し 難い。 

地 鳴の 現象に 就いては、 我 邦で も 旣に大 森 博士 等に よって 色 々研究され た 文獻が ある。 その 本 

當の 原因 的 機巧 は 未だよ く 分らない が、 要するに 物理的に は 全く 唯 小規模の 地震であって、 それ 

が 小 局部に 且つ 多く は地殼 表層に 近く 起る とい ふに 過ぎない であらう と判斷 される。 

もし 「孕の ジ ヤン」 として 知られた 記錄 通りの 現象が、 實 際にあった ものと 假定 し、 又 此れが 

筑波 地方の 地 鳴と 同 一 系統の 地球 物理 學的 現象で あると 假定 すると、 それから 多少 興味の ある 地 

震學 上の スぺ キュ レ I ショ ンを 組立て る 事が 出来る。 

ジ ヤンの 記 錄は旣 に 百年 前に は ある。 尤も 此の 記錄 では、 當時 此れが 現存した もの か、 或は 過 
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去の 事と して 書いた もの か、 餘り 判然と はしない。 そして 鬼に 角 吾々 の 現 時 はない と 云 はれて 居 

る" 自分の 幼時に 此の 事 を 話した 老人 は 現に 自分で 此れ を體驗 した かの 如く 話した が、 それ は 疑 

はしい としても、 此の 老人の 頭の 若かった 時代に 此の 話しが 可也の 生々 し い 色彩 を もって 流布 さ 

れて 居た 事 は 確ら しい。 

土 佐に 於け る 大地 變の 最初の 記錄 として は、 西暦 六 八 四 年天武 天皇の 時代の 地震で、 土地 五十 

萬 頃が 陷 落して 海と なった とい ふ 記錄が あり、 それから すっと 後に は 慶長九 年 (一 六 〇 四) と寳 

永 四 年 ( 一 七 〇 七) 並に 安政 元年 ( 一 八 五 四) と 此の 三囘の 大地震が 知られて 居り、 此のう ちで、 

後の ニ囘に は、 海濱の 地帶に 隆起 や 沈降の あった 事が 知られて 居る。 さて、 此 等の 大地震に よつ 

て 表明され る 地 殼の歪 は、 地震の ない 時で も、 常に 何處 かに、 何等かの 程度に 存在して 居る ので 

あるから、 もし 適 當な條 件の 具備した 局部の 地殼が あれば 其 處に對 し 小規模の 地震、 卽ち地 鳴の 

現象 を 誘起しても 不思議 はない 譯 である。 そして、 それが 或る時 代に は 頻繁に 現 はれ、 他の 時代 

に は 殆んど 現 はれ なくなった としても、 それ 程 不思議な 事と は 思 はれない。 

今 問題の 孕の 地形 を 見る と、 此の 海峡 は、 五 萬 分の 一 の 地形 圖を 見れば、 何人も 疑ふ餘 地の な 

い 程 明瞭な 地殼の 割目で ある。 卽ち 東西に 走る 連山が 南北に 走る 斷層 線で 中斷 された ものである „ 
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更に 又 此の 海峡の 西側に 比べる と 東側の 山脈の 脊梁 は 明に 百 米 程 を 沈下し、 その上に、 南の 方に 

數百米 も すれ 動いた ものである 事が 分る。 尤も 此の 斷 層の 生成、 此れに 伴 ふ 沈下 や t 動の 起った 

時代 は、 恐らく 非常に 古い 地質時代に 屬 する もので、 其の 時の 歪が 現在 迄殘 つて 居ようと は 信ぜ 

られ ない。 併し その やうな 著しい 地殼の 古疵が 現在の 歪に 對 して 時々 過敏に なり 得る であらう と 

想像す る の は單に 無稽な 穴 H 想と は 云 はれない であらう。 

それで 問題の 怪異の 一 つの 可能な 說明 として は、 此れ は、 或る時 代、 恐らく は寳永 地震 後、 安 

政 地震の 頃へ かけて、 此の 地方の 地毂に 特殊な 歪 を 生じた 爲に、 表層 岩石の 內 部に 小規模の 地、：， 一 

り を 起し、 從 つて 地 鳴の 現象 を 生じて 居た のが、 近年に 至って その 歪が 調整され て 最早 變動を 起 

さなくな つたので はない かとい ふ 事で ある。 

此の 作業 假說の 正否 を 吟味し 得る 爲に は、 吾々 は 後日 を 待つ 外 はない。 もし 他日 此の 同じ 地ム 

に 再び 頻繁に 地 鳴 を 生す る やうな 事が 起れば、 其の 時に はじめて 此の 想像が 確め られる 事になる。 

併し それ迄に どれ 程の 歳月が 經っ であらう かと い ふ 事に つ い て は 全く 見當が 付かな い。 唯 漠然と、 

上記 三つの 大地震の 年代 差から 考へ て、 今後 數十年 乃至 百年の 間に 起り はしない かと 考 へられる 

强 震が 實際起 ると すれば、 其の 前後に 何事 か あり はしない かとい ふ 晤示を 次の 代の 人々 に殘 すだ 


534 


考異怪 


けの 事で ある。 併し 若し 現代の 讀 者のう ちで 此れと 類似の 怪異 傅說 或は 地 鳴の 現象に ついて 何等 

かの 資料 を敎へ て くれる 人で も あれば 望外の 幸で ある。 

一一 

次に 問題に したいと 思 ふ 怪異 は 「頹 馬」 一， 提馬 風， 一 又 濃 尾 地方で 一 ギバ」 と稱 する もので、 此れ 

は 馬 を 襲って それ を 斃死させる 魔物 ださ ラ である。 此れに 關 する 自分の 知識 は 唯、 磯 淸氏著 「民 

俗 怪異 篇」 によって 得た だけであって、 特に 自分で 調べた 譯 ではない が、 近頃 偶然 此の 書物の 記 

事 を 讀んだ 時に、 考へ ついた 一つ の 假說が ある。 それ は、 此の 怪異 はセ ント H ル乇 の 火、 或は 此 

れに 類似の { 仝 中 放電 現象と 聯關 した もので はない かとい ふ 事で ある。 

右の 碟 氏の 記述に よると 此の ギバ の 現象に は 一 ー說 ある。 その 一 つ によると 旋風の やうな ものが 

襲来して、 其の 際に 「馬の 鬣が 一筋 一筋に 立って、 その 鬣の 中に 細い 絲の やうな 紅い 光が さし 込 

む」 と 馬 は 間もなく 死ぬ、 そのと き、 もし 「すぐと 刀 を 祓いて 馬の 行 手を切り 拂ふ」 と、 その 風 

が 外れて 行って 馬 を 襲 はない とい ふので ある 。もう 一 つ の說 によると、 「玉蟲 色の 小さな 馬に 乘っ 

て、 展々 緋の やうな もの、 着物 を 着て、 金の 璎路を 戴いた」 女が さ 中から 襲って 來て 「妖女 は そ 


535 


の 馬の 前脚 を あげて 被害の 馬の 口 に當て て 後脚 を 耳から 靈 にかけ て 踏みつける、 つまり 馬面に ひ 

しと 組みつ くので ある |ー= 此の 現象 は 短時間で 消え 馬 は 幾れ ると いふので ある。 此の 二 說は碳 氏 

も 注意され たやう に 相互に 類似して 居る。 此れ を科擧 的な 眼で 見る と 要するに 馬の 頭部の 近邊に 

或る 異常な 光の 現. まが 起る と い ふ 風に 解釋 される。 

次に 注意すべき は、 此の 怪異の 起る 時の 時間 的 分布で ある。 卽ち 「濃 州で は 四月から 七月まで 

で、 別して 五六 月が 多い と 謂 ふ。 七月に なり か、 ると、 秋風が 立 初める、 と ギバの 難 は 影 を隱し 

て 了 ふ。 武州常 州 あたりで もや はり 四月から 七月と 謂って 居る」。 叉 晴天に は 現 はれす 、「晴れて 

は 曇り 曇って は 晴れる、 村 雲な どが 出たり 入ったり する 日に 限って」 現 はれる と ある。 又 一日 屮 

の 時刻に 就いては 「朝 五つ 時 前 (午前 八 時)、 夕 七つ 時 過 (午後 四時) に はか けられない、 多く は 

日盛りで あると 謂 ふ」 と ある。 

叉 此の 出現す るのに 自ら 場所が 定まって 居る 傾向が あり、 例へば 一 里 塚の やうな 處の 例が 擧げ 

ら れて罟 る。  • 

もう 一 っ參考 になる の は、 馬 を ギバの 難から 救 ふ 方法と して、 此れが 襲 ひか、 つた 時に、 半纏 

でも 風呂敷で も 筵で も、 さう いふ もの を 馬の 首から 被せる とい、 とい ふ ことがある。 勿論、. その 


536 


考異怪 


上に、 尾の 上の 脊 骨に 針 を 打ち込んだ りする さう であるが、 此の やうに もの を 被せる 事が 一針よ 

り も 大切な 禁厭」 だと 考 へられて 居る。 又 此れと 共通な 點の あるの は、 平生の ギバ 除け の禁 厥と 

して、 馬に 腹當て をさせる とよい、 但し それ は 「大津 東 町 上下 仕 合」 と 白く 染めぬ いた もの を 用 

ゐる。 ー此 アブ ョケ をした 馬が ギバ にか けられて 幾れ たの を 見た 事がない と、 謂 はれて ゐる 一。 

別の 說 として 美 濃で はじ— ギバは 白 虻の やうな、 目に も 見えない 蟲 だと 謂 ふ說が ある、 又 常 陸で 

は その 蟲を大 津蟲と 呼んで ゐる。 蟲は 玉蟲色 をして ゐて 足長蜂に 似て 居る」 とい ふ 記事 も ある。 

以上の 現象の 記述に は、 何等か 事實に 基いた ものが あると いふ 前提 を 置いて、 さて 何 か 此れに 

類似した 自然現象 はない かと 考 へて 見る と、 先づ 第一 に 旋風が 考 へられる。 もし 旋風の 爲 とすれ 

ば それ は 馬が 急激な 氣壓 降下の 爲に 窒息で もす るか 內" M の 障害で も 起す ので あらう かと 推測され 

る。 併し それだけであって 此の ギバの 他の 屬 性に 關 する 記述と は 何等 著しい 照應を 見ない。 尤も 

旋風 は 多くの場合 ほ 雷雨 現象と 聯關し て 起る から、 その 點で 後に 述べる 時間 分布の 關 係から 云つ 

て 多少 此の 說に 有利な 點は ある。 しかし 所謂 光の 現象 や 又 前述の 禁驟の 意味 は 全く 此れで は說明 

されな い。 

此れに 反して、 ギバが 何等かの 空中 放電に よる ものと 考へ ると、 霞が 立ち上ったり、 光の 線條 
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が 見えたり、 玉蟲 色の 光が 馬の 首 を 包んだり する 事が、 全部 生きた 科學的 記述と しての 意味 を も 

つて 來る。 又 衣服 其 他で 頭 を 被 ひ、 又 腹部 を 保護 するとい ふ 事 は、 つまり 電氣の 半 導體で 馬の 身 

體の 一部 を 被覆して、 放電に よる 電流が 直接に その 局部の 肉體に 流れる の を 防ぐ とい ふ 意味に 解 

釋 されて 來 るので ある。 

叉 かう いふ 放電 現象が 夏期に 多い 事、 及び 日中に 多い 事 は 周知の 事實 であるので、 前述の 時間 

分布 は、 此れと 極めてよ く 符合す る 事になる。  . 

場所の 自ら 定まる 傾向に つ いて は、 自分 は 何事 も具體 的の こと をい ふだけ の 材料 を 持 合せない 

が、 此れ も 調べて 見たら、 恐らく 放電 現象の 多い 場所と 符合す る やうな ことがあり はしない かと 

想像され る。 

併し 此の 假說 にと つて 重大な 試金石と なる もの は、 馬の 此の 種の 放電に 對 する 反 應 如何で ある- 

卽ち 人間に は 何等の 害 を 及ぼさない 程度の 放電に よって 馬が 斃死し 得る かどう かとい ふ 事で ある- 

此れに 就いては 恐らく 旣に 文獻も ある 事と 思 はれる が、 自分 は 未だよ く 承知して 居ない。 唯 馬が 

特に 感電に 對 して 弱い ものであると い ふ 事 だけ は 馬に 關 する 專門 家に 聞いて 確め る 事が 出來 た。 

なほ 此れに 就いては 高壓 電源 を 用ゐて いくら も實驗 する 事が 可能で あり、 叉旣に いくらか は實驗 
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た 事 かも 知れない。 併し 實驗 室で、 或る 指定され た條 件の 下に 於て 行 はれた 實 驗が必 しも 直 

接に 野外の 現象に 適用され るか どうか は 疑 はし い。 結局 は實 際の 野外に 於け る 現象の 正確な 觀察 

を 待つ 必要が ある。 

ギバ の 現象が 現 時に 於ても 何處 かの 地方で 存在 を 認められて 居る か。 もし 居る とすれば 此れに 

遭遇した と いふ 人の 記述 を 出来るだけ 多く 蒐集したい ものである。 讀 者の 中で もし 何等かの 資料 

を 供給され るなら ば大 幸で ある。 

r 比の 「怪異 考」 は 機會が あらば、 あと を績け 度い とい ふ 希望 を もって 居る。 昭和 二 年 十月 四日) 

(昭和 二 年 十 一 月、 思想) 
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一一 科 <ilE  (；カ タ Q グ順) 

有 島 生 馬 氏。 此 人の 色彩が 私に は餘り 愉快で ない。 いつも 色と 色と が喧 をして 居る やうで 

不安 を 感じさせられる。 今年の 緒 も 同様で ある。 生得の 柔和な 人が 故意に 强 がって 居る やうな わ 

ざと らし さ を 感じる。 それ かと 云って ル ノア ル 風の 風景 小品に もル ノア ル の：^ 味 は 出て 居ない。 

無氣味 さが ある。 少し 色氣を 殺す と此 人の 美しい 素質が 輝いて 來 ると 思 ふ。 

ビッ シ H 1 ル。 此 人の 緖には 落着いた 跪 味の 奥に H  a ティ ック に 近い 甘 さが ある。 今年の は 

少し 錡が 勝って 居る。 近頃 大分 此 人の 眞似を する 人が あるが、 外形で あの 味の 眞似 は出來 ない。 

出来ても つまらない。 
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石 井 柏亭。 一. 牡丹」 の橹は 前景が 一 寸 日本 畫の屛 風：^ の やうで あり 遠景が い つ も の 石 井さん 

の 風景の やうな 氣 がして、 少し チグ ハグな 變な氣 がする。 「衛戌 病院 一は 插畫の 味が 勝って 居る。 

かう いふ 畫題 を插畫 でな くす るの は 六 かし いもので あらう と は 思 ふが 何とか 其處に 機微な 或 物 力 

一 つ あるで あらう と は 思 ふ。 「クロ，， 'デル」 はよ くその 人が 出て 居る 所が ある。 私 は此畫 家が 時 

々もっと 氣 まぐれ を 出して 色々 な 一 試み」 を やって くれる 事 を 常に 望んで 居る。 

小 出. Ira 重。 此 人の 色 は 強烈で ありながら ちゃんと 釣合が 取れて 居て 自分の やうな 弱蟲 でも 壓 

迫 を 感じない。 r 裸 女 結髮」 の 女の 驅體に は 古飄の 面白味が ある。 近頃 ガラス 繪を 研究され る さ 

うだが 今年の 緒に は 何處か ガラス 繪の 味が 出て 居る。 大きな 裸體も 美しい。 

1、分 守 一。 化 人の 小品 はいつ も 見る 人に 謎 を かけて 困らせて 喜んで 居る やうな 氣 がする。 人 

を 親しませない 處が ある。 併し 或る 美し さは ある。 

黑田 重太郞 C 「湖畔の 朝」 でも 其 他で もなん だか 騷 がしくて 落着きがなくて 愉快で ない。 n 

1 ト 張りの 裸體の 群で も氣の 利いた 處も鋭 さもな く唯雜 然として 物足りない。 もう 少し 落着いて 

ほし い 0 

正宗 得 三郞。 此 人の 繪も 私に はいつ も 何となく 騷 がしく 煩し い 感じが あって 樂 しめない。 も 
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う 少し 物事 を 簡潔に 握んで 作者が 何 を 表現しょう として 居る か を 分り くし て 欲し いと 田. -ふ。 其 

人の 「世界」 を 創造して 欲し い。 

鍋井克 之。 此 人の 繪は 割に 好きな 方で あつたが、 近年 少し 故意と らしい 強がり を 見せられ W. 

困って 居る。 今年のに は又此 人の 持 味の 自然 さが 復活し かけて 來 たやう である。 倂 しあの 大きい 

方の 風景の どす 黑ぃ 色彩 は此 人の 固有の もので ない と 思 ふ。 小さな 家の ある 風景が よい。 

中 川 紀元。 いつも、 もっとす つと 縮めたら い、 と 思 はれる： li を、 どうして あ、 大きく 引延ば 

さなければ ならない か.. - 私に は 分らない。 誇張の 氣分を 少し 減らす と is 白い 處 もないで はない が。 

坂本繁 次郞。 面白い と 云 へ ば 面白い がそれ は 白日の 夢の 面白さで 输畫 としての 面白味で ある 

かどう か 私に は 分らない。 此 人の 傾向 を 徹底 させて 行く とつ まり は 何も 描いて ない カム バ ス の 面 

が 一 番ぃ、 事に なり はしない か。 

田 靑楓。 「黑き マ ント」 は 卿から 足の 工合が 少し 變 である。 その 爲に 一種 サディズムの， 

の ある ヱ a ティ ックな 深刻 味が あって 近代 獨逸 派の 好きな 人に は 喜ばれる かも 知れない が、 味 

のす きな 私に は 此れより ももう 一 つの 「裸婦」 の 方が 美しく 感ぜられる。 矢 張 能い もの、 中に 柔 

かい 甘味が ある。 此の 繪の味 は 主として 線から 來 ると 思 ふ。 此 人の 固有の 線の 美し さが 發 揮され 
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て 居る。 「海水着 少女」 は 見る 方で も 力瘤が はいる。 職業的 美術 批評家の 眼で 見る と 日傘 や 精子 

の 赤が 勝って 畫 面の 中心が 餘り 高い 處 にある とも 云 はれる。 此れ は 恐らく 壁面へ すっと 低く 揭げ 

れぜ 丁度よ くなる と 思 ふ。 靜物も 美しい。 此れ は此 人の 獨 歩の 世界で ある。 

山 下 新 太郞。 此 人の 繪に はかって いやな 総と いふ もの を 見ない。 併し 與奮 もさせられない。 

長所で あり 短所で ある。 時々 は 世俗の 所謂 大作 を 見せて 下さる 事 を 切望す る。 

安井 會太 郞。 「桐の 花 人竽、 く 頃」 は 此れ迄の 風景に 比べ て 黄 赤色が 減じて 白と 黑 とに 分化して 

居る 事に 氣が 付く。 此れ は 白日の 感じ を 出して 居る ものと 思 はれる。 果物 や 薔薇の バック は 新し 

いと 思 ふ。 「初夏」 の 人物 は 昨年のより 柔か 味が 附加 はって 居る。 私 は 「苺」 の靜 物の 平淡な 味 

を 好む。 少しの あぶな 氣 もない。 

撗井禮 市。 此 人の 繪 はうる さい 處 がなくて よい。 涼しい 感じが ある。 此 人の 禱の 態度 は 行き 

つまらない。 何 處迄も 延び 得る と 思 ふ。 

湯淺 一 郞。 巧拙に 拘らす 一 人の 個人の 歌集が 面白い やうに 個人 畫 家の 一 代の 作品の 展覽 はい 

ろい ろの 意味 で 眞味 が 深い。 湯淺氏 の 囘顧 陳列 も 或る 意味 で 日 本 洋畫界 の 歷史の 側面 を 示す もの 

である。 此れ を 見る と 白馬 會 時代からの 洋畫界 のお さらへ が 出来る やうな 氣 がする。 唯此 人の 昔 
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の繪と 今の！^ との 間にある 大きな 谷に どうい ふ 橋が か 、 つ て 居る か 私に は 分らな い。 

新しい 人に も 面白い 総が あつたが 人と 畫題を 忘却した。 何と 云っても 私に は津 田、 安井 二 氏の 

綺を 見る のが； 母 年の 秋の 樂 しみの 一 つで ある。 

美術 院 

近頃の 展覽會 の 日本 畫に は殆ん ど與味 をな くし てし まった。 凡てが 唯 紙の 表面へ 丹念に 墨と 繪 

具 をす りつけ 盛り上げ たものと しか 感じられな い。 先日の 朝日 新聞社の 大 展覽會 でみ た稚 邦で も 

コケ ォドシ としか 見えなかった。 春擧 でも 子供 だましと しか 思はなかった。 そんな 眼で 展覺會 を 

見て 評 をす るの は氣の 毒の やうな 氣も する。 

近藤浩 一 路の四 五點は 面白い と 思って 見た。 併し 用紙 を 一 遍 皺くちゃ にして 延ばして おいて 描 

いたらし い あの 技術に どれ だけ 眩惑され た 結果で あるか 未だよ く 分らない。 鬼 も 角も此 人の 输に 

はいつ も あたまが 働いて 居る だけ は 確で ある。 頭の ない 空疎な 樽ば かりの 中で はどうしても 眼に 

立つ。 

m 端 龍 子の 搶も 或る 意味で あたま は 働いて 居る が、 いつも 少し 見當 のちが つた 方へ 働いて 居 は 
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しない か。 人に 見せる 搶と思 はないで、 自分で 一 人で しんみり 樂 しめる やうな 输を 描く つもりで 

その 方に 頭 を 使ったら、 すっとい、 仕事の 出来る 人 だら うにと 思 ふ。 

橫 山大觀 の渝湘 八景 はどう も 魂が 拔 けて 居る。 塗 盆に 白い 砂で こしら へ る 盆景の 感じ その ま、 

である。 全部が こしら へ ものである。 金粉 を 振った の は 大きな 失敗で 此れ も 展覽會 意識の 生み出 

した 惡ぃ 企圖 である。  ， 

速 水 御舟の 「家」 の繪は 見付け 處に 共鳴す る。 し 此れ は 寧ろ 矢 張 油畫の 題材で ないか。 兎に 

角此 人の 输は眞 面目で あるが 今年の は 失敗 だと 思 ふ。 

富田溪 仙の 卷 物に はい &處が あるが 少し 奇を 弄した 處と 色彩の 子供ら しさと が 眼に ついた。 

あれ だけ 大勢の 専門的な 研究家が 集まって よくも あれ 程 迄に 無意味な 反古 紙の やうな もの を こ 

しらへ 上げ 得る もの だとい ふ氣 がする。 

此れに 反して ニ科會 では、 未だ 餘り 名の 知られて ないやうな 多分 若い 人達で も、 中には 西洋人 

の眞似 をして 居る 人 は あると しても —— 鬼 も 角 も 何 かしら 魂の はいった 鎗を かく 人が 多い。 一 つ 

は 材料の 差異に よるに しても。  . 

最後に 一 箇の 希望と して、 來年 あたりから 一 一 科會で 日本 畫も 募集す る 事に したら 面白いだ らう 
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と 思 ふ。 位し 從來 所謂 日本 畫の敎 養 を 受けた 人 は 出品の 資格がない とい ふ 事に して It., まコ 

トロ I ノズ广 力し いか も 知れない が （ . さ うして 新しい 日本 畫を 募集して 見たら どうで あらう。 

其の 結果 は 恐らく 沈滞した 日本 畫界に 劃時代的の 影響を及ぼす やうな ものに なり はしない か。 さ 

うなったら 自分 も 一つ やって 見よう かな f 此の やうな 他愛 もない 夢の やうな 事 を思 ふの も 矢 張 

美術 シ I ズ ン の穴ェ 氣に醉 はされ た 影響 かも 知れない。 

勝手な こと を 書いて？ 失した 處が 多い と 思 ふ。 併し 私の 惡ロは f 對 しての f である。 名 

前を擧 げた 限り G 「人」 に對 して は 好意と 敬愛の 外 何物 も 持って 居ない 事 I 機會に 明かに して 

おきたい。 惡言多 罪。 (昭和 二 年 十一月、 靈山獒 術) 
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人の 言葉 —— 自分の 言葉 


一 

「大 かた 古を考 ふる 事、 更に 一人 二人の 力 もて 悉く 明らめ 盡 くすべく も あらす。 又よ き 人の 說 

ならん からに 多くの 中には 誤 もな どかな からん。 必 すわろ き 事 もま じらで はえ あらす。 其のお の 

が 心に は、 今 は 古の 心 ことごとく 明らかな り、 これ をお きて は あるべく も あらす と 思 ひ 定めた る 

こと も、 思の 外に 叉 人の 異なる よき 考も 出で 來る わざな り。 あまたの 手 を經る まに まに、 さき ざ 

きの 考の上 をな ほよく 考 へき はむ るから に、 次々 にく はしくな り もて 行く わざ なれば、 師の說 な 

りと て必 すな づみ 守るべき にも あらす。 よき 惡し きをい はす、 ひたぶ るに 古き を 守る は、 攀 問の 

道に は、 いふか ひなき わざな り。」 (本 居宜長 「玉 かつ ま， 一) 

比の 初めの 「古 を考 ふる 事」 とい ふの を 「物理 學 上の 如何なる 問題 にても」 と 改めて、 もう 一 
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遍 はじめから 讀み 返して 見る と 面白い。 此の 宣 長の 言葉 を 鳴み しめる 事 を 凡ての 科學の 研究者に 

す、 め 度い。 此れ を 味って 見れば、 自分 一人で 或 問題 を 解決しょう として 一生 何も. 直獻 せす に 終 

り、 或は 恥 を かく 事 もな く、 銘々 の 分に 應 じた 仕事 を樂 しむ 事が 出来さう である。 

「今日 本に あらゆる 種類の 全く 無用な 團體を 作らう とする 熱、 一 種の 狂 熱が ある ••••： 文 學藝術 

の 研究 は 決して か，^ る 協會に 俘な ふ もので はない。 文學藝 術の 研究 は 個人の 努力と、 それから 獨 

、創 的 思索に 賴る もの だ。 有名な 書物 を 書き 有名な 鎗を 描いた 偉大な 日本人 は、 自分 等 を 助ける 協 

會 など を 要しなかった。 彼等 は 孤 獨で勞 作した の だ。 …… 日本の 會合は 時間の 有害な 浪費で ある 

と 自分 は 思 ふと 云った。 ：：： 研究 を 更に 進める ため 洋行す る 日本の 靑年學 者 を 思って よ。 …… 

所で 日本へ 歸 つて 來 ると、 仕事 をせ よと 獎勵 されす に、 會 合に 出て 实會に 出席して、 雜誌 を發刊 

して、 演說 をして、 無報酬の 講義 をして、 原稿 を 訂正して、 仕事 を 妨げる ことに 想像され る 有り 

と あらゆる こと をして、 その 時間 を 浪費せ よと 賴 まれる。 …… そして 出來る だけ 早く 疲 して 仕 

舞 ふの が 落 だ。 …… 」 (小 泉 八 雲の 手紙。 野 口 米 次郞、 「小 泉 八 雲 傅， 一 より) 
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葉 首の 分自 一 一 葉 言ハ人 


科學の 研究に は 設備と 費用が か、 るから、 どうも 孤獨 では 出来ない。 併し 此のへ ルンの つむじ 

曲り の 言 葉の 中には 味 ふべき 何 か は ある。 彼の 言葉 を 少しば かり 參考 すると 日本の 科學 はもう 少 

し 進み はしない か。 

三 

「私 は 云 は^ 禺 然にセ リストに なった。 事に よって は、 ヴ アイ オリ 二 ストに も 又 トロン ボー ース 

ト にもな つた かも 知れない。 音樂が 第一 に 来る もので 特別な 樂器 ではない。 しかし 自分の メ ディ 

ァ ム として 或る 特別な 樂器を 選んだ 以上 は 出来るだけ 完全に それ を 使用し なければ ならない。 … 

…私 は あらゆる ものから 學ん だ、 ヴ アイ オリー 一 ストから も、 唱歌 者から も、 器樂 者から も。 私の 

聞いた 凡ての 音樂は 私の セ 口に 發 想の 上に 新ら しい 途を 開いた。 私 は 名手から 學 ぶと 同様に 下手 

から も學ん だ、 それ はどうし てはいけ ないか を學ん だので ある。 私 は 私の 生徒から も 多く を學ん 

だ c」 (パブロ. カサ ルス の 言葉。 マ ルテ ン ス の 「ス トリ ング マ ス タリ II 一  より 拙譯) 

スぺ シァ リストの 本當 の 意義、 そ の 心得 を 說き盡 した も のと 思 ふ。 ス ぺ シァ リズム は 結局 コ ム 

ヴ ンショ ン であって 理想で はない。 吾々 はよ くそれ を 忘れる。 そして 自分の 專 門外の 事に 與味を 
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失 ひ 易い。 セ リスト も ビアー 1 スト も 目 ざす 處は 音樂 である やうに、 吾々 物理 學 者も專 門の 如 1=- に 

よら. f- 目 ざす 處は 物理で あらう。 

「京師に 應擧と 云 ふ畫人 あり。 生 は 丹 波の 笹 山の 者な り。 京に 出で V 一風の 畫を 描出す。 唐畫 

にも あらす。 和風に も あらす。 自己の 工夫に て。 新 裳 を 出しければ。 京 中 妙手と して。 皆 眞似を 

して。 甚だ 流行せ り。 今に 至りて は 夫 も 見 あきて すたりぬ。 又 江戶は 奥州の 方へ 屬 して。 氣質も 

京人の やうに はなし。 唐畫 にも。 和畫 にも 似ぬ 風 は 呑み込まぬ 事に て。 吾が 自身 工夫した りと 云 

ひて は。 夫 は 法がない と 云 ひて。 請け 取らす。 然れ ども。 畫は其 物の 形 を 見て。 其 形に 似る をよ 

しとす。 法 手本と する 處は。 卽其 物な りと 心得た る 者 も 無き にも あらす。 …… 」 (司 馬 江漢、 「春 

波樓 筆記」) 

科學界 にも 京人と 奥州 人が ある。 a マ ンチシ ズムと クラ シ シズ ム の兩 極の 間に 世界が 廻轉 する。 

.  五  . 
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葉 言の 分自 —— 葉 言の 人 


「物理 學は ェキザ クトサ イエ ンス である」 此の 言葉 ほど ひどく 誤解され て そして 其のお かげで 

ェ キザ タトな 物理 學の 進歩 を 阻害して 居る 言葉 はない。 

「量的に」 此の 言葉 も同樣 である。 

「中等 敎科 書に 現 はれた 物理 ほど 非 物理的な 物理 はな い」 こ んなパ ラド クシ カル な 事 も 或 意味 

では 云へ ない 事 はない。 何となら ば、 本當 はよ く 分らない 事が ちゃんと 分って 居る かの やうに 讀 

まれ 得る から。 同じ やうな 理由から こんな 事 も 云 はれる。 「良い 書物 ほど 惡ぃ 書物で ある。」 

A  is  w、  A  is  not  B. 此 二つの 命題 は兩 立し 得る。 何と なれば それ の 終りに ii-  0  is  D, 

if  0  is  E. とい ふ 文句が 拔 けて 居る のが 普通で ある。 吾々 は 此事を 忘れて 果ての ない 議論に 時間 

を さ 費して 居る。 
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「唐土 にても 墨 張と て學 問に 餘り精 を 入れし 故に 吊りし 蚊帳が 油煙に て眞黑 になり しと いふ 故 

事に 引き くらべて 文盲 儒者 の不 性に 身 持 をして 人に 誇る もの あり。 いかに 學 問す ると て も顏ゃ 手 

を 洗 ふ ひまの なき 事 や は ある C  ! 一 (柳 里恭 「ひとりね 一) 

少し 耳が いたい。 (昭和 二 年 十二月、 理 學部會 誌) 


稱 名の 器 樂本ロ 


日本 樂 器の 名 稱 


樂 器の 歷史は 非常に 古い ものである。 そして、 現在 或 國民ゃ 或 民族に 固有で あるら しく 見える 

もので も實際 はかなり 複雜な 因果の 網目 を 傅 はって 遠い 外 國の樂 器と 親族 關係 になって ゐる もの 

らし い。 尤も これ は樂 器に 限らす あらゆる 人間の 文化の 產物 について 共通な 事であって 一 百 語 風俗 

等 何れに つ いても 同様で あるに は 相違ない が、 原始的な 器械 的發 明と し て の樂 器な ど はさう い ふ 

關係を 知る に 比較的 都合の い、 ものと 考 へられる。 さう いふ 考 へから、 素人の 道樂 半分に 少しば 

かり 調べ て 見た 結果 を こ の 昭和 三年の 初春の 賑は ひまでに 書いて 見る。 勿論 玄人筋の 考證 家に は 

一 笑の 値 もない もので あらう。 

(三味線) 三絃、 三 線、 三 皮 前、 三び せんな どい ろくの 名が ある。 嬉遊 笑覽ゃ 松屋 三 敍考を 

見た だけで も pltf 山な 文獻が 並べ立て & あるが、 一 向に 要領 を 得難い。 永祿 或は 文祿 年間に 琉球か 
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ら傳 はった 蛇 皮 線 を 日本人の 手で 作り かへ た、 それが 段々 ボビ ュ ラ I になった ものら しい。 それ 

から 支那の 樂 器の 阮咸と 三味線と が 同一 だと か、 さう でない とかい ふ 議論が ある。 また、 元の 時 

代の 彼 地の 三絃 一名 コ フジ、 一名 コ フシ、 一名 クヮ フシ、 一名 コハシ など 稱 する ものと 關 係が あ 

る やうな、 またない やうな こと も i! いて ある。 また この ゲン カン は 竹林 七賢 人の 一人の 名 だとの 

說も ある。 

ところが 一 寸 妙な ことに は、 この ゲ ン 力 ン の 文字 を 今の 支那 音で 讀 むと ジャ ン シ H ン となる の 

である。 また この コ ハシ 或は コ フジに 相當 する ものと 思 はれる 類似の 樂 器の 類似の 名前が ョ ー B 

ツバ、 アジア、 アフリカ、 南洋の 處々 に 散在して 居る のが 目につく。 例へば リュ ー ト 類似の 紋樂 

器と して 概括 さるべき ものに、 トルコの コプズ 、ル I マニアの コブサ 、又コ ブズ、 口 シャ、 ハン 

ガリ I 邊の コボズ などが ある。 それから シべ リアの 一 地方で コ ムスと いふの は、 膨れた 胴に 皮が 

張って あるが、 絞 は 二 本で 五 度に 合 はすと ある。 振る つて ゐ るの は ホッテントットの 用 ひる 三敍 

の終樂 器に ガボ ウイと いふの が あり、 ザンジ バルの 胡弓に ガ ブスと いふの が ある。 また 一方で は 

南洋 セ レべ ス にある 金 屬絃唯 一本の カボ シが ある。 それから また アラビアの 四敍の 胡弓に シ ェ ル 

シェ ンク とい ふの が あるの も沙 である。 
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稱 名の 器樂 本日 


(尺八) 支那の 洞簫、 昔の 一節 切、 尺八、 この 三つが 關 係の ある 事 は確實 らしい。 足利時代に 

禪 僧が 輸入した やうな 話が あるかと 思 ふと、 十四 世紀に 或 親王 様が 輸入され た說も ある。 さう か 

と 思 ふと 源氏物語 や 續世繼 などに 尺八の 名が あり、 更に 上宫 太子が 尺八 を 吹かれた とい ふ 話が あ 

る、 支那に は 唐 あたりの 古い 處 にも 鬼に 角 尺八の 名が ある。 しかし それ 等の 名前に 相應 する 品物 

が どこまで 同 一 の もので あつたか は 分らない。 長さが 一 尺八 寸 或は 八 分 だから 尺八 だとい ふとい 

ふの は 如何にも 尤もらし いが、 これに は 十分 疑ふ餘 地が ある。 或 蚩 曰に 尺八 を 十二 作った が 長さが 

いろいろ あると 書いて ある。 正 倉院の 尺八 は 一 尺 一 寸 以下 八 種 ある さう である。 事によると この 

尺八 は 音の 高度 を 示す もの かも 知れな い。 

蘭領 印度の 島に シグ ムバ ヮと いふ 笛が あり。 サ モアに シヴァ オフ H とい ふ 竹 笛が ある。 

、 、 

へ ルシアの し た 笛 に シャク とい ふの が ある 0 また 喇叭、 むしろ トロ ン ボンの 類で シャグ バ ッ ト 

(英) サク ビュト (佛) サ カブ ケ (西) など も 事によると 何 か緣が あるか も 知れない。 

ヒ トヨ ギリ は 「一節 切 一 に 相違ない だら うが、 これが ヒ チリ キの 子音 轉換 とも 見られる のが 面 

白い。 また ボ I ラ ンド のピ ス チャル 力と 稱 する もの は 六 孔の縱 吹の した 笛で あるが、 こ の 品物 自 

身 も その 名前と 共に ヒ チリ キに 類す るの が 不思議で ある。 
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南洋の ゾ 口 モ ン群 島中の 或 島に 存 する 竹製の 縱 笛に ププ ホルと 稱 する のが ある。 長 五 五 . 四デ 

シメ I トルと あるの を 換算す ると 正に 一 丈 八 尺强、 恐ろしく 長い ものである。 唯 穴が 三つし かな 

いらし い。 こ の ププホ ルと 徒然 草の いは ゆる ボ 口  /\ と を 並べ て考 へ て 見る と 誰でも 一 寸 微笑 を 

禁じ 難いで あらう。 

(胡 nt^ 支那の フ キ ン。 朝鮮の コ ク ン。 日本の コキュ I。 乇ハ メダン の ギゲ。 古代 フ ラ ン ス の 

ギグ。 今の ドイツの ガイ ゲ。 アフリカの ゴゲ。 いづれ も 同一 屬の樂 器と して こんな 名前が 並べ 得 

られ る。  . 

これにつ いて 想 ひ 出す の は 古い ァ ッ シリアの 竪琴と 正倉院 にある 箜接 との 類似で ある。 クゴ は 

支那 音ク ンフ ー でハ ー プと緣 が ある。 アラビア の 堅琴ジ ュ ンク。 馬 來のゲ ンゴ ンと稱 する 竹製の 

堅 琴。 シャムの コンヴ オン。 朝鮮の グ ムンゴ また クム ンコ などが 聯想され る。 

中央 アフリカ 北東 コ ンゴ ー の 或 地方の 堅 琴に クン-ディ 又は クン ヅと いふの が ある。 此處 まで 來 

ると 騎 虎の 勢に 乘 じて、 結 13 日本の コ トを 序に これと 同列に 並べ て 見た くなる ので ある。 

堅 琴の 最古の もの はテ ー ぺ の 墓の 壁畫に 描かれた もの ださう で 恐ろしく 古い ものら しい。 ァ ッ 

シリア の もの は 僅かに 極東 日本に その 遠い 子孫 を殘 すに 過ぎない と 思 はれて ゐ たが、 同じ やうな 
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稱 f, の 器樂本 H 


ものが 東 トル キス タンで 發 見され たさう である (紀元 一世紀 ごろの もの)。 これ は 甚だ 意味の 深 

ぃ事實 である。 

昔 は あらゆる 殺樂 器が ハ，' プと いふ 一 つの 名で 呼ばれたら しいと いふ 說が ある。 さう いふ 事 を 

頭に おいて 段々 に 上記の いろ/ \- の絞樂 器の 名前 を！ 》 1 マ 字書き に 直して 平面 的 或は 立體 的に 並 

列 させて 見る とこれ 等 は 殆ど 連續 的な 一 つの 系列 を 作る。 これ は 多分 偶然で あるか も 知れない。 

しかし 萬 一 さう でない かも 知れない。 假 りに 偶然で ない としたと ころで それ はこれ 等の 名が 擬音 

的で ある 爲に 生す る 自然の 一致で あるか、 或は 傳統 因果 的關 係から 来る のか、 多分 兩方 であるか、 

これ は 中々 容易に は 分りに くい 問題で あらう。 

笛の 名で も 一一 ュ ー ギ 一一 ァのム ペイ。 ニュ ー ジ ー ランドの プ 10 マ レイの プ アン。 ミン ダ ナオの 

プア ラ。 マルケ サスの ブイ フ。 ビルマの ブルエ。 ピル ゥ M  0 ス ラヴの フバ 0 フィンランドの フィ 

ル。 ラテンの ピパ 0 など みんな 擬音ら しく も ありまた 關 係が あるら しく も ある。 オボ I など もこ 

れと從 兄弟で ある。 

面白い 事に は 全然ち がった 樂 器の 名前が 同じ やうな 音から 成り立って ゐる 例の かなり 多い こと 

である。 例へば 笛の ピパ に對 して 敍樂 器の ピパ卽 ち ビヮが あり、 敍樂 器の クンブ ー ルに對 して 太 
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鼓の クンブ ー ルが ある やうな 類で ある。 

以上 は 唯 まるで 夢の やうな 話で 結局 これ だけから は 何の 結論 も 出て 來な いので は あるが、 鬼 も 

角 もこれ だけの 片 假名の 名前 を 並べ て、 のどかに 眺めて ゐ ると 一 種 不思議な 氣持 になって 來る。 

今まで 自分 達と は 全く 何の ゆかり もない やうに 思 はれて ゐた 遠い 國々 の 民族が 何 かしら、 全くの 

あかの 他人で ないやうな 氣 がして 來る。 古い 言葉の 四海 兄弟と いふ 文字の 意味が 急に 新しい 光 を 

浴びて 現 はれて 來 るの を 感じる。 

赤道へ 行っても 實際は 地球儀に かいて ある やうな 線 は何處 にも 存在し ない。 地 園の 上で はちが 

つた 鰭 具で くっきりと 塗り 分けられた 二つの 國の國 境へ 行って 見ても、 杭が 一 本 立って る 位の も 

ので ある。 人間の こしら へた 境界線 は 大概 その 程度の ものである。 人間の 歷史の 或 時期に 地球上 

の 或 地 點に發 生した 文化の 産物 は 時間の 經過 と共に 人爲 的の あらゆる 障壁 を 無視して 四方に 擴散 

する の は當然 である。 永代 橋から 一 樽の 酒 を こぼせば、 その 中の 分子の 少 くも 或 部分 はいつ か は、 

世界中の 海の 如何なる 果ま でも 届く であらう やうに、 それと 同じ やうに、 樂器 でも 言語で も、 何 

でも、 不斷に 「擴ュ 散」 を續 けて 來 たもので あらう と 思 はれる。 唯 溶媒 中に おける 溶質 分子の 擴 

散と 比べて 甚だしく 幾重に も 複雜な 方 則に 支配され るで あらう し、 擴散 する 「物」 の 安定 度が 少 
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ないた めに、 事柄が 一層 込み入って 來 るので あらう。  . 

以上 は 畢竟 一 つの 空想に 過ぎない。 唯、 近来 我 邦 固有 文化に 關 する 研究が 急激に 盛に なって 來 

たのに 氣が 付いて、 愉快に 感じる と 同時に 自分 も 知らす/ \ その 趨勢に 刺戟され て、 つい 柄に な 

い 方面にまで さ 想の 翼 を 延ばした くな つた やうな 譯 である。 杜撰な 考 證に對 して 若し 識者の 敎を 

受ける 緣 ともなら ば大 幸で ある。 (ぉ斷 り。 樂 器の 名の 假名 書きに 直し 方に 不穩當 なのが あるか 

も 知れない。 どうか そのつ もりで 讀んで 貰 ひたい。) (昭和 一一 一年 一月、 大阪 朝日 新聞) 


土 佐の 地名 


地名に は 意味の 分らない のが 多い。 此れ は 寧ろ 當然の 事で ある。 地名 は 保存され つ k 永い ハ牛代 

の 間に 轉訛 する、 一方で 吾々 の 通用 語 は 又 此れと 別の 經路を 取って 變遣 する からで ある。 かう い 

ふ譯 であるから 地名の 研究が 民族の 過去の 歷史を 研究す る 上に 重要な 意義 を もつ の は 勿論で ある。 

^しさう いふ 意味から 地名 を 研究す る 場合に は、 現在の 通用 語 を もって 解釋 しょうと する ので は、 

無駄で ない 迄 も有效 でない。 結お 循環 論理の やうな ものに 陷 つてし まふ 恐れが ある。 又舊 ぃ記錄 

例 へ ば 記紀の 如き もの \ 記事に ある やうな 語源 說が 信用 出来ない とい ふ 事 は 旣に學 者の 明白に 認 

めて 居る 處 である。 それで 殆んど 唯一 の 有意義な 方法と 考 へられる の は、 現在 日本人と 隣接す る 

民族の 國 語との 關係を 捜す 事で ある。 

かう いふ 立場から すれば 例 へ ば 土 佐の 地名 を 現在 或は 過去の 日本語で 說 明しょう とする より は、 
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名 地力 佐 土 


寧ろ 此 等の 地名と アイヌ、 朝鮮、 支那、 前 印度、 マ レイ、 ポリネシア 等の 現在 語との 關係 を搜す 

方が 有意義で ある。 

かう いふ 研究 は旣に 其方の 専門家 によって は 追究され て 居る。 自分 は 此方に は 全然 門外漢 で あ 

るが、 自分の 專 門と 多少の 關 係が あるので 少しば かり 土 佐の 地名 を考 へて 見た。 勿論 未だ 何等 纏 

つた 結果 を 得た 譯 ではない が、 少しば かり 考 へた 斷片 的の 結果 を 左に 記して、 專門家 や 又 土 佐の 

歴史に 明るい 先輩 諸氏 の 示教 を 仰ぎ 度 いと 思 ふ。 

誤解 をな くす る 爲に斷 つ て 置き 度い と 思 ふ 事 は、 左に 地名と 對應 させた 外 國語は 要するに こじ 

つけであって、 唯 或る 一 つの 可能性 を 示唆し、 所謂 作業 假說 としての 用 をな す ものに 過ぎない と 

いふ 事で ある。 叉 例へば アイヌ 語との 關係を 示しても、 それだけ では 現在の アイヌと 土 佐と 直接 

の交涉 があった とい ふ 證據に は 決して ならない 事 も 明白で ある。 

最近に 坪 井 博士 は 其 著 「我が 國民國 語の 曙」 に 於て 四國の 地名に 就いても 多少の 考證 をして 居 

られ る。 それ は 主として、 チヤ ム、 モン、 クメ， 'ル、 マラ ョ ポリネシア 系の 言語に よって 解釋を 

試みて 居られる。 併し 自分の 見る ところでは、 アイヌ 語らし い 地名 も 可也に 見受けられ るから 兹 

に は 主に その 方の もの を 並べて 見る 事に する。  . 
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野 仁-  SU 別 * 夜 韮 S 物 萬 マサ 比 孕: 種 

見 西: 役 府須生 7 部々、 島島  崎 


アイヌの 「タン ネ」 は 長い。 「サッ カイ」 は 砂 堆で卽 ち 長い 砂嘴。 (大阪 近くの 境 も 出 

雲の 境 も 砂嘴 か)。  • 

「パラ モイ」 は 廣き靜 處で灣 の 名になる。 併 L チヤ ムで 「ハラム」 は 閉鎖の 義 であるか 

ら その 方 かも 知れぬ。 

「ピ」 は 小の 義、 「シ ュ マ」 は 石。 

「サ ト」 は 乾、 乾 出せる 岩碟 か。 

「メ ム」 は 沼 又 ラグ I ン。 

「ボ n ぺ ッ」 大河。 

「一一 チラ」 高原。 叉 「二」 樹 r ォ 口」 豐 富。 

「ャ シ」 網 を 引く。 

「ぺ ッ ボ」 小 河。 

「ぺ ッ チヤ」 河 「ク ッ」 咽喉。 叉 チヤ ムで 「ポ ク」 は 遮斷、 「チ ョ ク」 は 山。 

「一一 セィ」 絶壁。 

「ス ムィー 豐漁. の灣。 
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^地の 佐 土 


日 权了 和 7 甲了大 力 11*        小 3 與 

下 田ク m 殿ぶ' 河 江' 內？ 篛 3 津 


「エツ ィ J 岬。 

「コム」 は 又 小山。 「コム コム」 か。 

「カウ ン ナイ 一 係 蹄 を かけて 鹿 を 捕る 澤。 石 狩に も此 地名 あり。 

「力 H」 は 岩の 割目。 

「ゥ ー コ ッ」 川の 合流。 (此名 は 諸國に 多い。) 

「コ タ ン J 村。 又 マ レイで 「コ ター は 町、 叉ビ ル マ 語で 「コ ー ンダ ー ン」 は 小さき 山脈- 

「ヮ シ I」 波浪 「ケ プ」 破 かる。 叉 r ケ」 場 lt。 

ース。 フー 頂の 平き 山 一， タブ」 圓頂 丘。 

「クサ ハ」 河 を 渡.^ で 渡る。 勿論 土 佐の 日 下 は 山地で ある、 人名 等より 來た であらう が- 

もとは 渡し かも 知れぬ、 せ； 小 神紀に 「ク スハノ リタ シ J とい ふの が ある。 

十巿 「トン チ」 穴 (十.|&には鍾^^洞がぁる)0 又 「トツ ヱ」 は 沼の 潰れし 處。 又 チヤ ム 「ト」 

は 中央 「テ」 は 場所。 十 市の 地名 は 記紀に も ある。 

アナ ナイ  *  •  •  •  •  •  • 

穴內 「オン ネ ナイ」 は大 川。 併し 又 チヤ. ム語 でも 「ナイ」 は 河 叉 は 河邊の 野で あり、 アイヌ 

ゃサ モア、 マ オリ 語で も 「アナ 一は 穴で も ある。 
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戸波 「ベ ッ パロ」 は 川口。 又モ ン 語で 「ゥ H ァ」 は 平原。 

大西 「ォ 一一 ゥシ」 大きな 森 0 

奈路 此 地名 は 土 佐 各所の 山中に ある。 アイヌで  一 ノル」 は 熊の i! 跡で あるが、 ことによると 

「ナー は 河流と 「26」 又は 「n ッ， 一 上座の 義 かも 知れぬ。 此 地名 は 大抵 河の 昨に ある 

から。 又 朝鮮で r ナル」 は 山で あるが 此れで あるか も 知れない。 

i ：疊瀨 「ピ パ」 牡 i の 種類。 「シ， 一は 在所。 「セ ッ」 巢 。北海道に 地. 名 ビバ ゥシが ある、 バ 

チ ヱ ラ I は 矢 張 「貝の ある 所」 と 解して 居る。 b が m に變 るの は 普通 だから 此れ は 同 

じ ものら し い。 

仁 淀 坪 井 博士： ャム語 「一一 オト」 鹽魚、 鹽肉 として 居る。 ビルマ 「 ュ アジ ョ ー ク」 も 干魚 

である。 併し アイヌと すれば 一. 一一」 樹木 「ォ 口」 豐富。 又 マ レイ 「二 ァタ」 は 用材 樹木- 

仁 淀川と 鹽魚 は緣が 薄い が 材木と は緣が 深い。 

越智 「ォ チ」 は 水の 渦を卷 く義。 

手 結 「タイ」 森。 此れで はない らしい。 或は 「ツイ」 ♦ れ るか。 ビルマで は 「テ —」 砂。 屮： 

雲の 手 結 (タ ュヒ) とは必 しも 同じで ないか も 知れぬ。 
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名 地の 佐 土 


五ィ 安足以 4 津 
百 * 和 權 布ブ P, 


「ツル 一 は 突出る。 二箇所の 津 いづれ も國の 突端に 近い。 (長津 呂のッ D も 同じ か C) 

^ パタク 語で r ィフ ル」 は 前 同様 突端で 此れが 津呂に 近く あるの は 面白い。 

一 アツイ 一 き 一 ッリ」 突出。 卽ち 海中に 突出る 義か。 

「ァ パー 人口。 叉 は 海上より 見た 河口。 阿波 國名も 或は 同じ か。 

藏 「ィ ゥヲ D 一  山。 

斗賀野 「ッ クー 上方に 擴 がる 一， ヌ プ」 平原 丘。 

四 萬 十 川 一， シ」 甚だ。 「マム ター 美しき。 

布師田 北海道に 「スプ ノ ュ シ」 の 地名が ある。 蓬 野の 義 である。 

木 「ィ ォチ - はき か 0^.^ であるか。 又セ マ ング 語で 一 ィォ」 は 森、 「クイン」 は樹 である- 

伊 與木も 伊尾木 も 多分 同じ もの か。 フィ ン 語の 一. ヨキ. 一 は 川で ある。 

或は アイス 一 イォク -I 釣針で 捕る 卽ち 釣魚の 義か。 サ カイ 語で は 一力 ド ー」 で 此れが 門 

谷の カド に關 係す るか も 知れない。 

土 S 門 夾で卽 ち^ 渡の 狹 門に 同じく 狹ぃ海 峽をは ひって 行く 國 だとの 說が ある。 併し アイヌ 

で 「ッサ 一 は 袖の 義 である。 土^の 海岸 何處に 立づて 見ても 東西に 陸地が 兩 袖を擴 げた 
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やうに なって 居る から、 此の 附會 は附會 として 與 味が ある。 若し 此れが アイヌ だとす る 

と、 隣 國讚岐 は 「サ ンノッ ケゥ」 卽ち 顎で あらう。 能 登が アイヌ の 「ノト」 頸で ある 事 

は 多くの 人が 信じて 居る。 

坪 井 博士の 說 では トサは 矢 張 チヤ ム 系の 言葉で 雨 嵐の 國 ださう である。 此れ だと 餘り有 

, 難くない 國 である。 

高 知 此れ は從 來の說 では、 河 內卽ち デルタ ださう である。 坪 井 博士の 說 では チヤ ム 語で 島で 

ある。 倂しァ イス だと 「コ ツチ」 「コ ー チ」 宅地と なる。 此れ は义 マ レイの 「コ ー タ」 堡 

參  . 

噩 との 或る 關係を 思 はせ る。 

以上 は 大部分 唯 偶然の 暗合に 過ぎない かも 知れない。 併し 中には 實際 或る 關係を もつ もの も あ 

るか も 知れない。 關 係が あると しても、 それが どうい ふ關 係で あるか は 分らない。 實際 アイヌの 

先祖の 言葉で あるの か、 义我々 の 先祖の 言葉が 今の アイス の 言語に 混 人して 居る のか、 或は 朝鮮 

支那 前 印度 南洋から 後に 渡来した のが アイヌの 先祖と 吾等の 先祖の 言語に 混合して 居る のか、 そ 

れは 中々 容易に 決定し 難い 問題で ある。 

唯 以上の やうに こじつけ 得られる とい ふ 事 自身に は 何等かの 意義が あるで あらう。 此の 事實が 
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名 地の 佐 土 


もし 我鄕 土の 研究者に 何 かの 暗示 を與 へる 端緖 ともなら ば大 幸で ある。 

(昭和 三年 一 月、 土 佐 及 土 佐 人) 
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比較 言語 學に 於け る 統計的 硏究 法の 可能性に 就て 


言語の 不思議 は 早くから 自分の 頭の 中に 可也 根深い 疑問の 種を梳 付けて 居た もの 、やうで ある _ 

六 七 歳の 頃、 始めて 從；： 化から 英語の 手 ほどき を敎 へられた 時に、 最初に 出^った セン テンス は、 

たしか 「猿が 手 を 持つ」 とい ふので あった。 其 時、 先づ 冠詞と いふ もの、 「存在理由」. が甚 しく 

不可解な ものに 思 はれた。 The  (當時 假名で 書く 通りに ジ，' と發 昔して 居た) が、 到る 處 文章の 

始め 毎に 繰 返されて 出現す る 事が 奇妙に 强ぃ 印象 を與 へた 事 を 記憶す る。 自分の 手の こと を 「持 

つ」 とい ふの も を かしかった が、. 此れが 「手 を」 の 前に 来る 事が 茶し く 不思議であった。 

今にな つて 考 へて 見る と、 此の ジ ー、 ジ ー とい ふ 音の 繰返し は、 當 時の 幼い 頭の 中に、 未だ 夢 

にも 知らなかった、 遠い，^ 所に ある、 一 つの 別な 珍ら しい 世界からの かすかな お とづれ の やう 

に 響いた のか も 知れない。 それ は 鬼に 角、 當 時に 感じた 漠然たる 不思議の 感じ は、 年 を 終て 外國 
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法 究研的 this るけ 於に 學語 a 較比 


語に 對 する 知識の 增す と共に、 次第に 增し はしても、 決して 減り はしなかった。 唯 それが 次第に 

具體 的な 疑問の 形 をと つて 意識され て 来たので ある。 併し 四十 餘年 前に 漠然と 感ぜられた 疑問 は 

今 n に 到っても 依然た る 不可解の 疑問で ある。 そして 少し 計り 言語に 關 する 學 者の 所 說 など を讀 

んで 見ても、 中々 簡單に 此の 疑問の 答 解 は 得られ さう もない やうに 思 はれた。 

英語 ゃ獨逸 語と 段々 に敎 はるう ちに、 屡-、 日本語と よく 似た 昔 を もった 同義の 語に 出逢 ふ 事が 

ある。 此れ は 偶然で あらう と は 思っても、 その 悉くが 偶然の 暗合で あると いふ 事を證 明す る 事 も 

可也に 六 かし さう に 思 はれた。 

自分の まだ 學生 時代に、 或る 舉 者が、 日本の 神話の 舞臺を ギリシア 近邊へ 持って行かう とする 

大膽 な說を 公に して 問題に なった 事が ある。 自分 は 直接に 其 所說の 全部 を讀 んだ譯 ではなかった 

が、 其說の 一部 を何處 かで 瞥見して、 色々 其 所 說に對 する 疑 を 起した 事 もあった。 併し 單に說 の 

奇德 であり、 常識的に 考 へて ありさう もない とい ふだけ の 理由から、 此の 說を 初めから 問題と も 

しないで 徒らに 嘲笑の 的に しょうと する 人の み 多い 事に も 疑を懷 かない 譯には 行かなかった。 少 

くも 東歐の 一 部と 極東 日本との 間に 萬 一 存在した かも 知れない 何等かの 古い 關 係の 可能性と いふ 

事 迄 も、 何の 考察 もな しに 否定 せんとす る 人の 餘 りに 多い のに 驚いた。 勿論 當時 此れに 關 する 言 


569 


語學者 間の 意見が 如何なる もので あつたか 自分 は 知らない。 こ、 で 自分の いふの は、 言語 學 者で 

ない 一 般 有識 階級と 稱 する ものに 就いて ある。 鬼に 角 ギリシア 古代と 日本 古代との 間に 何等の 

交涉 もなかつ たとい ふ 事 を 科 * 的に 證明 する 事 を 果して 誰が 敢 てし 得る であらう と 疑った こと も 

ある。 

十 年 程 前に 少しば かり 露西亞 語の 初歩 を 學んだ 事 もあった。 それが 爲に 一言 語の 不思議」 に對 

する 自分の 好奇心と 疑問と は、 寧ろ 急に 大きな 高い 階段 を 一 っ驅け 上った やうな 氣 がした。 そし 

て、 一方で 新しい 不思議が 多量に 加 はると 同時に、 他方で は 此の 新しい 不思議が、 却って 古い 不 

思議の 迷 を 解く 鍵と なり 得る 可能性 を 暗示す る やうに も 見えた。 それ は單に 語彙 中の 或る もの . - 

みならす、 其の 文法 ゃ措辭 法に、 東西 を 結び付ける 連鎖の やうな もの を 認める、 と 思った からで 

ある。 

最近に 到って 「言語」 に對 する 自分の 好奇心 を 急激な 加速度で 增長 せしめる に 至った 經路は 或 

は 一部の 讀 者に 興味が あるか も 知れない し、 又 自分が 本分 を 忘れて、 他人の 門 戶を覼 ふやうな 不 

倫を敢 てす るに 到った 事の 申譯 にも 幾分 はなる かも 知れない から 一 つ の 懺悔 話と して 玆に 誌して 

見よう。 
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地球 物理 學 上の 近年の 問題と なって 居る 陸 塊の 水平 移動に 關 する 學說、 俗に 大陸 漂 移 論と 稱す 

る ものから 見た 日本 陸地の 成立、 變化、 並に 此れに 聯關 して 問題と なるべき 陸地の 昇降、 地震、 

火山 現象 等 を 追究す るに 當 つて、 遷-、 古い 過去 に 於け る 水陸 分布 の 狀 態と 現在の それとの 異同が 

問題と なり、 その 一 つの 參考 資料と して 色々 な 土地の 地名の 意義が 引合に 出る 場合が ある。 そこ 

で 本邦 地名の 問題に 觸れ ると なれば、 自然の 勢で、 アイヌ 語 や 朝鮮語に 據る 地名 起原 說を參 照し 

なければ ならぬ 事になる。 さうな ると 問題 は 自然々 々 に 推移して 結局 は 日本語の 成立 問題に 迄 も 

多少 は觸れ ない 譯には 行かなくなる ので ある。 

さう かと 云って、 自分で 此の やうな 大 問題 を どうにか しょうと い ふ 非望 を 企てる 譯 にも 行かな 

ぃ譯 であるが、 それでも 唯 止み難い 好奇心から、 餘暇 ある 毎に 少 しづ、、 段々 に 手近い 隣接 國民 

の 語彙 を臀 見す る 事に なり、 それが 次第々々 に 西漸して 所謂 近東から 東歐 方面 迄 も、 極めて 皮相 

的ながら 親いて 見る やうな 行きが、 りに なつ て來 たので ある。 

かう い ふ 素人 遊戲 11 自分で は 眞劍な つもりで あっても、 專 門の * 者の 立場から 見れば 結局 か 

うい ふより 外 はないで あらう —— に 耽って 居る 一方で、 豫 てから、 此れ も道樂 として、 心がけて 

居る 日本 樂 器の 沿革に 關 する 考證は 自然に 界 各地の 樂 器の 比較に 移って 行く、 其 途中で、 遠く 
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懸け離れた 異種 民族の 樂 器が、 其の 樂器 としての 本質に 於ての みならす、 亦 其の 名稱に 於ても、 

一 脈の 連鎖に よって 互につな がって 居る らしく 見える 現象に 逢着して、 奇異の 感に打 たれる 事 も 

屢、、 あった。 勿論 樂 器の 原理 は 物理 學 的に 普遍な ものであるから、 各國に 同一な 樂 器の あるの は 

當然 であり、 叉樂 器の 名稱が 柱々 擬音から 生す ると すれば、 類似の 名稱の あるの は當然 であると 

云って、 簡單に 片付けて 投 出して 仕舞へば それ迄で ある。 ^しそれ で 打 切って しま ふの は 少し 危 

險 であると 思 はせ る 理由が 色々 他の 方面から 供給され る やうで ある。 

少し^ 突で は あるが 地球上に 於け る蚯. ^の 分布 を 調べた 學 者の 研究の 結果に よると、 或 種の 蚯 

蚓は、 東 は 日本から 海 を 越えて 大陸に、 歐亞 大陸 を横斷 して 西 は 西班牙の 果迄擴 がり、 更に 驚く 

ベ き 事 に は 大西洋 を 渡 つ て 北米 合衆國 の 東部に 迄 も 分布 されて 居る ので ある。 大陸 移動 說を唱 へ 

たゥ H 1 ゲナ I は、 此の 事實を もって 歐羅 巴と 北米 大陸と が 往昔 連結して 居た とい ふ 自説の 證據 

の 一 つと して 此れ を 引用して 居る 位で ある。 それ は 兎に角、 あの 運動 遲飩 なみ、 すで さへ、 同じ 

種族と 考 へられる ものが 、「現 時の 大洋」 を 越えて 迄も擴 がって 居る とい ふ 事實を 一 方に：. ：51 いて 考 

へ て 見る。 勿論 此の 蚯^の 先祖と 人間の 先祖と どちらが 古い かとい ふやうな 問題 はあって も それ 

は^として、 此の 事 實は鬼 も C も、 過去の世界屮の人間の間の相".^の交^^は、 普通 想像され て 居 


572 


法 究研的 計統る け 於に 學語言 Itlt 


るよりも、 想像され 得る であらう よりも、 もう 少し 自由な ものではなかった かとい ふ 疑 を 喚起 さ 

せる に は 十分で あらう と 思 ふ。 

世界中の 人間の 元祖が 一 つで あらう とい ふ 事 は單に 確率論 的の 考察から も 一 番考へ 2^ い 事で あ 

るが、 今此處 で輕々 しく さう いふ 大 問題に 觸れ ようと は 思 はない。 唯少 くも 動物 學 上から 見て 同 

種な llomo  Sapiens としての 人間の 世界の 一部に 於て 任意の 時代に 發 生した 文化の 産物の 凡て 

の ものが、 時と 共に 擴 散して 行く の は、 丁度 水の 中に 垂らした 一滴の アル コ ホルの 擴 散して 行く 

過程と、 何處か 類似した もので あらう、 とい ふ 想像 は、 理論 上 それ 程 無稽な もので は あるまい と 

思 はれる。 

昔の 詩人 ルク レチ ウス は、 物質の 原子 は 丁度 アルファベットの 樣な もので、 種々 な 言語が 有限 

な アルファべ ッ トの 組合せに よって 生す る 如く、 各種の 物質が 此等 原子の 各種の 組合せに よって 

生す ると 書き 殘 したが、 此の 考は 近世に なって 化學 式と いふ ものに よって いくらか 科學 的に 實現 

された。 今 此の 考を 逆に 持って行 くと こんな 考も 起し 得られる。 卽ち、 先づ、 言語、 國 語と いふ 

一 つの 體系は 若干の 語根 元素から 組成され て 居る と假定 する。 次に は、 此の 元素が 化合して 種々 

の 言語 や 文章が 組成され て 居る が、 此 等の 間に は その 化合 分解の 平衡に 關 する 極めて 複雜 な方则 
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の 様な ものが あると 想像す る。 尙此 等の 元素 は必 しも 不變な ものではなくて、 例へば 放射性 

物質の 如く、 時と 共に 自然に 崩 壌 し變 遷 する 可 性能 を 有つ ものと 想像す る。 それで 假 

りに 地球 歷史の 或る 一定の 時期に 於て、 或る 特別の 地點に 於て、 特殊の 國 語が 急に 發 生した と假 

定 すると、 それ は 丁度 水中に アル コ ホルの 一 滴 を 投じた と 同様に 四方に 向つ て擴散 を 始める で 

あらう と假 想され る。 卽ち 其の 國 語の 語根の 或る 一 つ だけ を 取って 考へ ると、 それ は アル n ホル 

の 一分 子の やうに、 不規則に 彼方此方と 人から 人 を 傅 はって、 辽 曲した 徑路を 取りながら も、 鬼 

も 角 も、 統計的に は、 其の 出發點 から 次第に 遠く 距れて 行く であらう。 尤も、 此際 問題 を 複雜に 

する の は、 物質 分子の 場合と 異なり、 言語の 一分 子は獨 立の 存在と して 彷徨す るので なく、 その 

周圍に 絶えす 影響 を與 へ、 自分と 同 一 な もの を發生 させて 行く 點 にある。 併し 一 つの 分子の 通過 

した 位で は、 恐らく 其の 徑路 への 影響 は 短時間に 消滅して しま ふで あらう と考 へ、 唯 同種の 分子 

が 種々 の 徑路を 通って 或る 地域に 到着し、 或る時 點に 於け る 其の 密度が 相 當の大 さに 達した 場合 

にの み、 其の 地 點の國 語に 固定 的の 影響 を與 へる であらう とい ふ、 少し 無理で あるが、 又 稍尤ら 

しい 假定を 許容 すれば、 問題 は 或 度 迄 は、 矢 張 物質 分子の 擴 散に 類した ものと なる ので ある。 

此の 如き 假定の 下に、 或る 分子が 時間. -に 於て、 距離.' と、 それより，^ だけ 大きい 距離との 間 
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の 地蒂に 達する プ 口 パビリ ティ は 

であり、 中心から 同時に 出發 した 分子 總數が &i であれば、 此の 時點に 此の 地 帶に來 る もの、 數は 

ivTF(r;)czr である。 併し 此 等の 分子が 放射 物質の やうに 自然 崩壞 をす る ものと すれば、 此の 數は 

, ^に 就 いて 指 數函數 的に 減じる の で 

であると すべきで あらう。 さすれば 距離 r に 於け る 密度 は、 此れ を 2ir で 除した もので、 此 

れを b とすれば 

, i  N 上  一." +さ 

0.  r,t )  =  ^ !-  e  V  §  、 

一 8?5 ュ 

で與 へられる。 

若し 中心から 不斷に 供給が 續 けられて 居れば、 此れ を 時間. - に對 して 積分す る 事になる であら 

う。 叉 中、 いが さ 間 的に 分布され て 存在 すれば、 更に さ 間 的の 積分が 必要になる 事 は 勿論で ある。 
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此の やうな 考を實 際の 場合に 應 用して 具體 的の 數 量的 計算 をす る 事 は、 ベ r の處、 不可能で あり、 

又强 ひて 此れ を 遂行しても、 其の 價値は 疑 はしい ものである。 併し、 唯、 以上の 考察の 中に 含ま 

れた 根本の 考が 幾分で も實 際の 問題に 觸れ た處が あると すれば、 右に 擧 げた 数式に よって 代表 さ 

れた 理想的 過程の 內容 とその 結果と は、 又 幾分 か實 際の 言語の 擴散 過程、 並に 時間 的 空間 的 分布 

の 片影 を 彷彿させる 位の もの は あるで あらう と 思 はれる。 

若しも 此の 考 がいくら か穩當 である 事 を 許容す ると すれば、 そこから 色々 な、 消極的で は ある 

が、 大事な 事柄が 想定され る。 卽 ち先づ 世界中で 互に 遠く 隔 つた 二つの 地 點に互 に 類似した 言語 

が 存在し、 その 中間に は その 連鎖ら しい ものが 見付からない 場合が あっても、 それだけ では、 そ 

れが必 す 偶然の 暗合で あると は斷定 されなくなる。 叉 或る 甲 地方の 古い 昔の 言語が 今でもお し、 

或は 今 は その 地に 消滅して 居て、 其の 隣國民 乙の 間に 現存して 居る とい ふ 場合に 於ても、 それ だ 

けで その 語が から 乙に 移 人され たもの だと 推定す る 事 は 出来なくなる。 何となら ば それ は 嘗て 

^から 乙に 移った 事が あつたと しても、 それが 屮と 前後して 乙で も 死滅し、 すっと 後で 丙から 乙 

に 移った かも 知れない からで ある。 その外 分子 論 的擴散 論に 於て 云 はれる やうな 色々 の 事 は 云 は 

れ るが、 之 を 要するに、 一 つ/ \ 'の 一 百 語の 分子 を 比べる だけで は、 それだけ では 展 史的の 前後 は 
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決定し 難いと いふ 消極的な 結果になる ので ある。 此れ は 丁度 水中の ァ ル コ ホル 分子 を 一 つ/ \ 捕 

へる 事が 出來 たにしても 吾々 は 到底 その 一 つ./ \ の 徑路を 判定し 難いと 同様で ある。 

併し 前の 考察から 一條の 活路が 示唆され る。 それ は、 約言 すれば、 同系 言語の 「統計的 密度」 

の 「勾配」 さ Hgt) によって、 その 系の 言語の 擴散 方向 を 推定 するとい ふ 方法で ある。 

前の 箅式 によって 示さる & 如き 理想的の 場合に 於て は、 一般に 同種 分子の 密度の 勾配 は、 兎 も 

角 も 中心に 對 して 放射 的で ある。 此れ は 勿論 計算 を 待た すと も 明白な事 である。 それで 若し 假り 

に亞細 亞 大陸の 或る 地點 から 或る 種の 分子が 四方に 擴 散した とすれば、 その 系統 或は 同色の 言語 

較 要素の 密度 は 多少 同心 圓形 分布の 形跡 を 生じても よい 譯 である。 假令 此の 要素の 等 密度 線が どの 

首 

|g 樣に變 形しょう とも、 少 くも、 その 密度の 傾度 最大 方向の トラ ヂ H ク トリ I を 追跡して 行け.. H、 

I 遂に は その 源に 到着、 或は 少 くも 近づく 事が 出来さう である。 

る 唯 第一に 問題と なる の は、 如何なる 標準に よって その 所謂 同系 要素なる もの を 識別し 得る かと 

雜 いふ 事で ある。 此れ は 勿論 難問題で ある。 併し 幸に して 從來の 言語 學 者の 努力の 結果 は、 此の方 

^ 法 を 漸進 近似 法 (Method  of  successive  approxili ミと によって 進めん とする 際に 先づ 試みと 

して 置かるべき 第 一 近似の 資料 を豐 富に 供給して くれる ので ある。 
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此の 識別 法 を假定 すれば、 次 は 密度の 統計的 計算が 問題になる。 前記の 理想的の 場合の 「密度」 

が 直接 如何なる 數 に相應 する か は 此れ も 六 かしい 問題で あるが、 少 くも その 一 つの 計量と して、 

それ それの 地方の 國語 中に 於け る、 問題の 語 系 要素の 百分率 を 取って 見る 事 も 一 つの 穏當 な試驗 

的 方法で あらう と考 へ られ る。 そして 此れ は必 しも 不可能な 事と は考 へ られな い。 

勿論 語根 は 言語の 凡て.. - はない、 語辭 構成 や 措 辭法も 亦 言語の 要素と して 重要で ある。 此等を 

如何にして 「分子」 に 分析す るか は 可也 六 かしい 問題で は あるが、 少 くも 原理の 上から は それ も 

不可能な 事と は 思 はれない ので ある。 

以上の やうな 漠然たる 想像 —— 勿論 此れ は 4r の處唯 一 つ の 想像に 過ぎない ，1 ■ に 刺戟され て、 

先づ 手近な 馬來 語の 語彙に 目を通す 事 を 試みた。 さう して 此の 國 語と 邦語との 類似の 甚 しいのに 

驚かされた。 自然現象 や 動植物の 名稱 など は それ 程で もない が、 形容詞と 動詞に 於て 特に 著しい 

類似の あるら しい 事 を 感じた。 面白い 事に は、 今日 我 邦 一般に 行 はれて 居る 極めて 卑俗な 言語 や、 

日本 各地の 方 一一 一一 n と 肖 似す る 現行 馬來 語も少 くない。 又 試に 古事記 を 凝いて 古い 日本語 を當 つて 見 

ると、 例 へ ば 其の 中の 歌詞 11 最も 古い 語の 保存され て 居る らし い —— に 現 はれた 六 かし い 語彙 

などが、 可也に 尤もらしく、 都合よ く馬來 語で 說 明され、 又 古代 神 名 や 人名な どに も、 少 くも 見 
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かけの 上で 尤もらしく 附會 される ものが 存外 多い のに 驚かされた。 滑稽な 例 を 擧げれ ば 稗 田阿禮 

の 名が 一， 博覽强 記の 人. 一 の 意味に こじつけられた りした。 又 他の 方面で 最も 自分の 周 園の 人々 を 

愉快 がらせた の は、 彼の 大 江山の 「酒顚 童子」 が 「恐ろしき 惡 魔」 と譯 されたり する のであった „ 

此れ程 關 係の 深い やうに 吾々 素人に さ へ 思 はれる ものが、 何故に 今 R 迄 言語 學者 によって 高唱さ 

れ なかった か、. - 不思議で ある やうに 思 はれた。 現に 或る 學 者の 書に は、 明に 馬來と 邦語の 關係は 

大した もので ない と 書いて ある。 一方 朝鮮語 や ウラル アルタイ、 チヤ ム モンク メ ー ル、 ォセァ 二 

ッ ク 等の 語 系との 關 係に 就いての 論文 は往々 吾々 の 目に も 入った が、 正面から 馬來 との 關係を 論 

じて、 さう して それが 一 般學界 ひいては 世人の 注意 を ひく 程に 到った もの 、あった 事 は 寡聞に し 

て 未だ 知らなかった ので ある。 

朝鮮語との 語彙の 近似 は、 何人も 懷 くべき 豫期 に反して 案外に 少 いもの、 やうで ある。 ウラル 

アルタイ ック とも、 少 くも 語彙の 點 では それ 程で ない 事 も 論ぜられて 居る やうで ある。 併し 馬來 

は 此の 點に 就いては 恐らく 前 一 一 者に 劣る 事 はなさ さう に 思 はれた ので ある。 

その後に Van  irinloopen  I」ahl§.ton が 一 九 一 一 五 年の 亞細亞 協會學 報に 載せた 論文 を讀ん で、 

自分の 素人 流の 對比 がそれ 程亂 暴な ものでなかった 事 を 知る と 同時に、 外 國の學 者の 間で は 此れ 
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が 可也 前から 問題に なって 居る 事 を 知る に 至った。 又、 Whyiiiaut とい ふ 人の 一 日本語 及 日本人 

の 南洋 起原 說. 一 とい ふのに も 出く はした。 そして 其の 中で 日本人と いふ ものが 甚 しく 低能な 幼稚 

な ものと して 取扱 はれて 居る のに 不快 を 感じる と 同時に 其の 說 がそれ 程の 名論と も 思 はれな い の 

を 奇妙に 思ったり した。 

馬來を 手始めに、 アイヌ や、 蒙古、 支那、 臺灣 など、 當 つて 見る と、 勿論 可也 關 係の ありさう 

な 形迹は 見える が 常識的に 豫 期される 程に 密接と も 思 はれない の を 却って 不思議に 思った。 それ 

から、 ビルマ や、 タミ ー ル、 シン ガリ ー ス などから、 漸次 西に 向って、 ペルシア、 アラビア、 ト 

ルコ、 H ヂプ ト邊を あさって 見る と、 矢 張 幾らかの 關 係らし いものが 認められ ると 思った。 ハン 

ガリ— ゃセ ルボク ロア チア ン から フ ィ ンラ ンド迄 行って 見ても 同樣 である。 

併し 段々 に 此の 調子で 漁って 行く と、 おしま ひに は ギリシア、 ラテン は 勿論 現在 行 はれて 居る 

西 歐諸國 の 語に も 矢 張 同程度の 類似が 認められる。 又 かけ 距れ たァ フ リカ 邊ゃァ イスラ ンド迄 も 

網の 目を擴 げられ る 事に なつ てし まふので ある。 

具體 的の 例 は 此の 序論に 於て は 省略す る 積り であるが、 唯 自分の 意味 を 明に する 爲に、 試に 若 

干の 例 を擧げ ると、 例へば、 最も 緣の遠 さうな 英語です らも、 强 ひて こじつけようと 思へば 可也 
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に こじつけられない 事 はない。 卽ち 


a  ^  ^ 


t 


s 

a  n 

V.  k 
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a  k 


a  a 

k  k 


K  a 

1 t 
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g  t 

1 fl 


o 

o 


V  V. 

a>  t  s 

a  a 


a 

e 1 

c  i 


o  a 


了  o 

マ h 

n  u 

a  a 


t 

o 


此の程 度の もの、 又もつ と 駄洒落ら しい ものなら、 まだ いくらでも ありさう である。 此等 でも、 

歷史も 何も 考へ すに、 子音 轉訛ゃ 同化 や、 字 位轉換 や、 最終 子音 消失 やで 何とか かと か 理窟 をつ 

ければ 付く であらう し、 又 中には 實 際に 因果の 連鎖の ある もの も あるで あらう。 

もっと 思 ひ 切つ て、 例へば アフリカ へ 飛んで chiknruus.a の 語彙 を當 ると、 一 寸當 つた だけで 

h  o  a  n 

^  h  ^  h 

象 魚 鳥 喉  . 


などが 見付かる。 「象」 の 訓キサ と^たのに は 馬來の K-ajah  (サ ンスク リツ ト からと ある •) が あ 
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るが、 ゾ 々といった やうな の は 隨分搜 したが 中々 見當 りに く \ て、 それが、 どうで あらう、 突然 

こんな 意外な 所に 現 はれた ので ある。 「魚」 も 同様であった。 「鳥」 は 寧ろ アイスの chh.i に 近 

いから 妙で ある。 土 佐で 咽喉 を 切つ て 自殺す る 事 を r フ ロヲ ハネル」 と 云 ふが、 此の 「フ 口」 が 

偶然 出て 来たの は 隨分人 を 笑 はせ る。 尤も 萬 一 ことによると、 此れ は アラビアの lialq 其 他 同系 

の 語 を 通じて 結局 は 西歐 の gorge,  throat,  Hds などに もつな がり、 又 一 方 例 へ ば ベ ン ガリの 

gala など を 通して 可 也 東洋 にも 擴 がって 居る のか も 知れない と 想像され る。 もっと 穴ェ想 を？ jjll しく 

すれば 邦語の ゴ 口な ど、 いふの も 少し は 怪しくなる 位で ある。 (鳥の アラビア 語 サー il.- 咽喉の ま 

那語 hou lung)。 

かう いふ 種類ので は 例 へ ばた つつけ 袴の カル サ ンと いふの が 印度 邊 から 来て 居る かと 思 ふと、 

伊太利に も 類似の 名が 出て 来たりす るので ある。 (タミ I ル語 walisau, ィ タリ，' 語 (に llzoui)o 

併し 此 等の 例を擧 げたの は、 決して 此 等の 語が 邦語と 因果 的に 關 係して 居る とい ふ 事を證 明す 

る爲 ではなく、 寧ろ 唯 如何なる 任意の 二つの 國語を 取って 比較しても、 此の 種の 類似が あり 得る 

ものであると いふ 事の 例と して 取った に過ぎない。 それで 例へば、 他方で 「魚」 や 「鳥」 の訓が 

支那！ ゃ臺灣 語で 說 明され ると か、 されない とかい ふ 事 は、 兹 では 問題に ならな いので ある。 
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兎も角も 自分の 皮相 的な 經驗 によると、 如何なる 國 語の 語彙の 比較で も餘 りに 面白い 「發見 一 

が あり •  過ぎる やうな 氣 がする の で、 此れ は 少し 考 へ 方を變 へ なければ ならない とい ふ 事に 氣が付 

いた。 さう 思 はせ るもう 一 つの 根據 に、 AB 兩國 語で 互に 同じ やうな 音 を もって 居ながら 意味の 

方で は 明白に 何の 關係 もない とい ふ 例が、 叉 可也に 多い。 最も 滑稽な 例 を擧げ ると フィンランド 

語で は 鶴が Is-ikara であり、 狼が susi である。 如何に こじつけ 度くても、 芬 蘭の 鳥獸と 東京の 

高 襟 や、 江戸前の 酯とを 速 結すべき 論理の 絲は 見付からない。 ； W しさうな ると 同じ フィン 語の 狐 

が kcttu であり、 小船が veue であり、 樺が koivii であっても、 此 等の 類似の 前 二者の 類似との 

i 間の 本質的の 差を說 明すべき 據り處 が 分らなくなる ので ある。 

濱の眞 砂の 中から 櫻 貝 を 拾 ふ 子供の やうな 好奇心の 追究 を 一時 中止して、 稍冷靜 に立歸 つて 考 

ぎ へて 見る と、 此れ は 寧ろ 何でもない 事の やうで ある、 統計 數學 上の 込み入った 理論 を 持 出す 程で 

^  . なくと も、 簡 單なプ n  ハビリ ティの 考 から、 少 くも 原理の 上から は、 說 明の つく 事で ある、 とい 

I ふ 風に 考 へられて 來た。 

鶴 先づ 試に、 子音に のみ 注目 するとす る。 さう して A の國 語に 於け る 子音の 總數を とする。 次 

法 に 問題 を 出来るだけ 簡單 にす る爲に B 國語の 子音 を も 此れと 同數 だとす る。 更に 一 番簡單 な 場合 
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を考 へ て、 各 子音が それぐ 各國 語に 出現す る 頻度 或は 確率が 一 様で、 皆 " に 等し いとする と、 W 

1  5 

I;n で 均一 になる。 (此れ は 少し 亂 暴に 見える かも 知れない が、 統計的 方法で は 多くの場合 近 

さ 

似の 一 法と して 許される 事で ある。 場合により 頻度の 著しく 小さい もの は 省略す る 事 もやって 見 

てよ い。) 次に 語彙 中で 子音 一つより 成る もの、 二つ、 三つ、 四つより なる ものと いふ 風に 分類 

する。 そして それ 等の 各 ： が人8兩國語に現はれる確率をそれ/^  ::: ん， ；^, ::: で 示す 

とする。 さすれば A 語の 中. * 個の 子音より 成る もの k 中の 或る 一 つ を 取って、 それと 同義の 語が 

B 語で も 同じ. i 個の 子音の 同 順の 排列から なると い ふ 事の 確率 は € であると 考へ る 事が 出來 

る。 (無論 A で. * が 2 の もの を 取る 場合、 B で. * が 2 でない もの は 此の 統計に は 人れ ない 事に す 

るので ある c) 但し 此れ は A 語 一 つに 對 する B 語に 同じ. * 級の シノ 一一  ムが他 にないと 假定 する 場 

合で、 もし シノ 一一  ム がそれ ぐ 侗づ、 あると すれば 此の 確率 は 倍に 增加 する。 若し 此 上に メ 

タセ シス を 許し、 叉 A 語の 一子 音に 對 すべき B 語 子音の 轉訛範 圍を擴 張 すれば 此れ は 更に 增 加す 

る。 それが 如何に 增 加す るか は 計算し ようと 思へば される 害の ものである。 併し 玆 では 最も 簡單 

な 場合と して、 同 數シノ 一一  ムと いふ 迄に 止める と 結局 A  B 兩國 語彙 一 般の 比較に よって 得らる ベ 

き 純 偶然 的 一 致の 確率 は、 
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で與 へられる 害で ある。 此の 中に 出現す る s、 "、わ、 リの各 數は鬼 も 角 も 統計的に 何とかして 

求められ 得る 性質の ものである。 

以上 は 出来るだけ 事柄 を簡 單に考 へた 考へ 方で ある。 此れ 以上に 段々 試驗 的、 近似 的假 定を修 

正して、 少し づ \實 際の 場合に 近づけて 行く 事 も、 原理 上からの 困難 はなく、 唯 次第に 計算が 込 

み 入る だけで ある。 ^し、 今の 處、 餘 りに 込み 人った 計算で は實 用に ならない から、 出来るなら 

ば 簡單な 形で 進み 度い。 

それで 第一 の 試みと して は、 先づ 前記の 一番 簡單な 場合に なるべく 適合す る やうに、 材料の 方 

を 選定し 排列す る 事で ある。 それ は 例へば 兩國 語の 適當な 語彙から 比較に 不適 當な 分子、 例へば 

本質的で ない と 思 はる 、接頭語、 接尾語な ど を 整理し (勿論 此れに は 或る 假定 を耍 する が、 それ 

が tentative  method として 許容され る 事 は、 所謂 精密 科學に 於ても 同様で ある。 そして 此の 假 

定に は從來 言語 學 者の 苦心 研究の 結果が 全部 有效に 利用され る箬 である。) さう して それにつ い 

て 上記の を 出し、 S は 「近似 的 平均値」 を 推定して 導 人す る。 玆で 一 番 困難な は AB の S を 

同一 に 整理す る 事で あるが、 此れに も 色々 の 方法が ある。 例へば A 日本語と B 英語の 場合なら ば- 
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先づ 日本語の 方 を、 假 りに 「日本式 nl マ 字」 で 蚩曰 く、 而 して 英語 子音の 「文字」 の 中で 日本式 

にない もの は假 りに 後者の どれ かで 一 置換」 する。 例へば C や q を 皆 k に 直す 類で ある。 複 子音 

も 同様で ある。 X など は 省いても、 何 かで 置換しても 統計の 結果の 値に は 大した 影響 は與 へない 

事 は 明で ある。 アラビア など \ なると、 大分 此の 置換が 困難な 問題と なる が、 併し 例へば 啦 音の 

或る もの は半數 だけ k かひ；，、 殘り 半數を h で 代用 するとい ふやうな 試驗的 便法 を 取って 第 一 歩 を 

進める 事 も 出来る。 (此處 に 統計的 方法の 長所が あると も 云 はれる。) 又 例へば 馬來 語の 場合な 

らば her,  iiicr, づ CI- などの プ レ フィックスの r を 省いて 見る とか、 中間の ^を 省いて 見る とかす 

る 事 も 試みて よい 譯 である。 

テ ンクチ イヴ 

此の 如き 試驗 的の 整理に よって、 兎も角も 兩國 語の 子音が それ， <\ -假 りに 十四に なった とする。 

次に 假 りに；"， „7 に 卜，， 5 に"^ が いづれ も 1  一 4 で： ia, ^。以上 は 零と し、 0^  c^-  が 平均 皆 4 だと 假 

定 すると 

ム 

PH1P 1 卞〕 卞ぷ 

4,14 14" 14" 14^^ 
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^  =0.0714444.1 

14 

_;,  =0.8510204 

一 =ii44s 

14= 一 

14*:  . 

l^d^o^ss 小 4 1 0.0 1 ! 一に 

g 卽ち、 指定の 如き 比較に よって、 全然 偶然から 来る 暗合の 率が 約ニプ 0 セント は 出来る 事になる * 

g  ^L. 上の 假定で 明に 最も 不都合な の は、 子音 唯一 つ を もつ 語の 割合 を甚 しく 大きく 見過ぎ た 

t 事で ある。 此れ は 支那 語の 場合の 外に は 明に 適用され ない。  > 

^ それで、 假 りに、 單 子音 語の 確率 を 著しく 小さい として 度外視し、 なほ 次の 如く 假定 する 

^  4  —， ー 2 
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n^xo.oooio  .•  0.003-5 

卽ち 僅に 〇、 四プ 口 セン ト弱 位に 減じて しま ふので ある。 

なほ、 若しも、 シノ 一一  ムの數 が、 上記 もの 二倍で あると すれば、 以上の 百 分 値 は 矢 張 二倍に な 

る だけで あるから、 此の方から 結果の 析數に 著しい 影響 は 起らない。 

次に 特別な 場合と して、 邦語 を 假名 一 つ に 切り離し、 其の 一 つ/ \と 音韻の 似た 原語と 同 

義の 支那 文字 を 求め、 其れ を 接合して 說明を するとい ふ、 普通よ く ある 遣り方 をす ると どうなる 

か。 此の 場合 は、 €-,£-5- づれも rl で 他 は 零と なる から 

P  =  s 一  a 一  bj  ^  =S】XP071^ 

i4 

然るに ま那 では 異音 類義の 字が 多い から 此の SI が 大きくな り 得る。 假 りに を 5 とすると、 三 五、 

七プ 口 セ ント とい ふ 多數の 暗合 を 見る 事になる。 此れ は 此の 種の 方法に よる 比較の 價値を 判斷す 

る 際に 參考 になる と 思 ふ。 なほ 此の 場合に 同じ 漢字の 發 音に 對 して、 各地 方的發 音の 異なる もの 

を 材料と して、 其の 中から 都合の い \ もの を 採る となると が 更に 一層 甚 しく 大きくな つて、 結 

局 どうで もなる とい ふ 事に なり、 此の 如き 比較の 言語 學 上の 價値は 極めて 稀薄に なって 來る事 は 

明で ある。 
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次に 比較の 標準 を 少し 下げて、 メタ セ シス を 許容す ると、 P の 展開 式の i 項に. * 一が 乘 ぜられ 

る 事になる が (但し 子音が 皆 異なる として)、 此れで は少 くも S が餘り 小さくない 限り、 明に 最後 

の 結果の 桁 數に變 化 は 起ら な い。 

次に、 子音 轉訛 を擴 張して 行く と、 上記の S が 減少し、 ； -が增 加す るから、 此れ は P に 重大な 

影響を及ぼす 事と なる。 假 りに 濁音 を淸 音と 同じに したり、 k と h、  S と b、  S と t など を 同一 

視 したりい ろくして 行く と、 獨 立した もの、 數 § は 僅々 五つ か 六つに なって しま ふ。 從 つて 最 

後の Bh は 著しく 增大 する。 例へば、 S を. C とすると 

^  H0.2;  ^  =0.04;  一  =0,008;  一  H0.0016. 

ひ  ひも 

であるから 、ク =/ji:=0;  a^N^-na-n^"n  ^ ^-^  a-n^-n  の 場合で も、 P  =  .S  X  0.007744 となり、 

S が 4 ならば、 約 三、 一 ％ を 得る 譯 である。 卽ち、 王 分 位の 符合で は 偶然 だか、 偶然で ないか 分 

ら ない 事になる。 

以上 は 勿論 可也 色々 な 無理な 假定の 下に 行った 計算で ある。 此れ を 逐次 修正して 言語 學 者の 耍 

求に 應 する やうに 近づけて 行く こと は必 しも 困難で はない が、 兹 ではし ばらく 此れ 以上に 立ち入 
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ら ない 事に する。 

要するに 此れ は、 表題に も揭 げた 通り、 比較 言語 學 上に 於け る 統計 學的 研究の 可能性 を 暗示す 

る爲の 一 つの 試みに 過ぎない ので ある。 

學 者の 中には、 二つの 國 語の 間の 少数な 語彙の 近似から、 大膽に 二つの もの、 wffl^ 關係 を歸納 

せんとす る 人 も ある やうで あり、 义 一方に 於て 餘 りに 細心で 潔癖な 爲に、 . 暗合の 惡戲に 欺かれる 

事 を 恐れて 此の 種の 比較に 面 迫す る こと を囘 避す る 人 も あるか も 知れない。 自分に は 此の 一 一つ の 

態度が いつまでも 互に 別々 に 離れて 相對し て 居る と い ふ 事が 斯學の 進歩に 有利で あらう と は 思 は 

れ ない。 寧ろ 進んで、 暗合 的な ものと 因果 的な ものと を 含めた 全體の もの を 取って、 何 かの 合理 

的な 篩に かけて 偶然 的な ものと 必然的な ものと を 篩 ひ 分ける 事に 努力した 方が 有利で は あるまい 

か。 さう して 統計的に 期待 さるべき 暗合の 確率と、 實 際の 統計的 符合 率と を對 照して、 因 關係 

の 「濃度」 を 示すべき 數値を 定め、 其の 値， の 比較的 犬なる ものに 就いて、 更に 最初の 假定 の再呤 

味 を 遂行し、 其の 結果に 基いて 修正され た 新たな 假定を 設け、 逐次 此の 如くして 所謂 漸近 的 近似 

法に よって 進行 すれば、 少 くも 現在より は、 いくらか 科學 的に 研究 を 進められ はしない かと 考へ 

るので ある。 
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法 究研的 計統る け 於に 學語 a 較比 


例へば 子音 轉 訛の 方 則の 如きで も、 獨斷 的の 考を 捨て、、 可能なる もの" 中から 甲乙丙 …… 等 

の 作業 假定を 設けて、 此 等に それぐ 相當 する P を 算出し、 义 一方 此の 假定 による 實 際の 比較 統 

計の 符合の 率 を 算出し、 此の 兩者を 比較して、 その 結果から 甲乙丙 いづれ が 最も 穩當 であるか を 

決定す ベ きで ある。 

統計的 方法の 長所 は、 初めから 偶然 を 認容して か V る點 にある。 色々 な 「間違 ひ」 や 「杜撰」 

でさへ も、 最後の 結果の 桁 數には 影響 しないと いふ 處 にある。 そして、 關係 要素の 數が 多くて、. 

それ 等 相互の 交涉 が複雜 であれば ある 程、 却つ て 此の方 法の 妥當 性が よくなる とい ふ點 である。 

それで、 比の 方法 を眞 に有效 ならしむ るに は、 寧ろ あらゆる 獨斷、 偏見、 臆 說をも 初めから お 

する 事な く、 なるべく ちがった もの を 悉く 一先 づ 取り入れて、 凡ての 可能性 を 一 つ 吟味し な 

け ばなら ない。 輕々 しい 否定 は 早急な 肯定よりも 遙に 有害で あるから である。 此れ は 實驗的 科 

學を 研究す る 者に 周知の 事で ある。 叉往々 にして 忘却され る 事で ある。 尤も かう いふ 丹念の 吟ォ 

をす るに は 可也の 手數と 時間 を 要する。 それ かと 云って、 いつ 迄 も 何等か 此の 種の 方法 を とらな 

ければ、 獨斷 と獨斷 との 間の 討論の 終結す る 見込 は 立たない やうに 思 はれる ので ある。 如何に 面 

倒で も 遂行 すれば する だけ、 後 房り はしない であらう と 信す る。 しかも 其方 專 門の 研究者の 專門 
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の 仕事と して 見る 時 は、 他の 科學 者、 例へば 天文 學者、 物理 學者、 化學 者な どの 仕事に 比して そ 

れ 程に 面倒な 仕事と は 決し て 思 はれな いので ある。 

勿論、 此れ も 他の 科學の 場合と 全く 同様に、 初めから さう うまく は 行かない であらう。 さう し 

て、 凡ての 可能なる ものへの 試みの 「不可能」 を r 證明」 し、 抹殺す る 事に のみ 興味 を もつ 「批 

評 家」 の 批評 を 受けなければ なるまい。 併し あらゆる 「精密 科學」 は その 根抵に 於て、 丁度 此の 

如き 方法 を 取って 進んで 來 たもので ある。 凡てが 其の はじめは 不 精密なる 經驗の 試驗的 整理 を 幾 

重と なく 折返し 繰返し 重ねて、 漸進的に 進んで 來 たもので ある。 その 昔、 獨斷と 畏怖と が對 時し 

て 居た 間 は 今日の 「科 學」 は 存在し なかった。 「自然」 を實驗 窒內に 捕へ 来って あらゆる 稚拙な 

11 試み」 を 「實驗 I 一  の 試練に かけて 篩 ひ 分ける とい ふ 事、 その 刹斷の 標準に 「數 値」 を用ゐ ると 

いふ 事に よって、 はじめて 今日の 科學が 曙光 を 現 はした と 思 はれる。 もし 古来の 科學 者が、 「試 

み」 なしの 臆 斷を績 けたり 、「試み」 の 結果 を判斷 する 合理的の 標準な しに 任意の 結論 を 試みたり、 

或は 「試み」 に 伴 ふ 怪我の チヤ ンスを 恐れて、 誰も 手 を 下す 事を敢 てし なかったら、 現在の 吾々 

の 自然界に 關 する 知識と 利用 收穫は 依然として 復興 期 以前の 狀 態で 足踏み をして 居た であらう。 

そして 叉 現在の 進歩した 時代から 見た 時に 幼稚に 不完全に 見えない ものが 如何なる 初期の 科學の 
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部門に 見出され 得る であらう か。 

餘談は 姑く 措いて、 AB、  Ac、  AD …… の關 係、 なほ 念の 爲に 比較の 主客 を 置換して BA、 

CA、  DA …… の關 係の 濃度に 對 する 大體の 比較的の 數値を 定める 事が 出来た とすれば、 少 くも 

玆に AB とい ふ 一 つの 「鏈の 環」 が、 從來 より は 稍科學 的な 根據の 上に 假設 される。 さすれば 次 

に は、 前に A に 就いて 行った と 同様の 方法 を、 今度 は B に 就いて 行 ふべき である。 さう して 兎 も 

角 も、 BC とい ふ、 「次の 環」 の 見當を 付ける。 順次 此の 如くして、 出来るならば 又、 世界の 各方 

面から 出發 して、 同じ やうに して、 それぐ の鏈を 11 勿論 さう いふ 鏈が 存在す るとの 作業 假說 

較 の 下に 11. 手繰って 行く。 若し 多くの 人の 信す るで あらう 如く、 此の 數々 の鏈が 世界の 何處 かに 

言 

g  , 自然と 集合 すれば 簡單 である。 さすれば その 焦點に 集中した 要素 を 稍 確かに 把握し 得らる \ から、 

牵 

I 今度 は 逆の 順序に よって 此の 焦點 から 發 散し 擴 散した 要素の 各 時代に 於け る 空間 的 分布 を驗 する 

S 事が 出来る、 その 時に 至って はじめて、 此の 篇の 初めに 出した 擴 散に 關 する 數 式が 稍 具體 的の 意 

m 義を 有って 現 はれて 來る であらう。 尤も それ は 出来る としても 甚だ 遠い 未来に 於て 始めて 實 現さ 

魏 れ 得る 事で あらう。 

法 併し 上に 考 へた 鏈は 恐らく 一  點には 集中し ないで あらう、 それが どう 喰 ひ 違 ふか、 其處に 最も 
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興味 ある 將來の 問題の 神祕の 殿堂の 扉が 遠望され る。 此の 殿堂への ； つの 細道、 その 扉 を 開く ベ 

き 一 つの 鍵の、 朧氣 な、 しかも 拙な 詞で 表現され た 暗示と しての み、 此の ー篇の 正當な 存在の 意 

義を 認容され る 事が 出来れば 著者と して 寧 ろ 望外の 幸で ある。 

自分 は 出来るだけ 根據な き 臆斷と 推理 を 無視す る 空想 を 避け たつ もりで ある。 併し 行文の 間 に 

少しで も 臆斷の 句が あれば それ は 不文の 結果で ある。 推理の 誤謬 や 不備が あれば それ は 不敏の 致 

す 所で ある。 此の 甚だ 15 越と 考 へらるべき 門外漢の 一 私案が、 若し 專門學 者に とって 何等かの 參 

考 ともなら ば、 著者と し ての 欣びは 此れに 過ぎる もの はな い。 

想 ふに 此の 私案の 第 一 歩の 試み を 最も 有效に 遂行す る爲に は、 恐らく 一一 一一 n 語學 者と 科學 者との 協 

力が 必要で はない かと 思 はれる。 若し 此の 兩 者が 共同し、 その上に 機械的の 計算 や 統計 を 擔當す 

る 助手の 數 人の 力 を かりる ことが 出来れば、 仕事 は 可也 面白く 進行し さう に 思 はれる。 併し 此の 

方が 寧ろ 恐らく 夢の やうな 穴 H 想で あるか も 知れな い。  ， 

(附記) 以上の 考察に 於て は、 最も 此の 種の 取扱に 便宜 だとい ふだけ の 理由から、 單に 「語彙」 

「單 語」 のみ を 問題と して、 語辭 構成 法 や 文法 上の 問題に は 少しも 觸れ なかった。 併し 自分 は 決 
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法究研 的計統 る け 於に 學語 霄較比 


して 後者の 比較の 重要な 事 を 無視して 居る ので はない 事を斷 つて 置き 度い。 尤も 文法の 如き もの 

でも、 此れ を數理 的の 問題と して 取扱 ふ 事が 必 しも 不可能と は 思 はれない。 事柄が、 見方に よつ 

て は 或る 有限 數の 型式 的 要素の 空間 的 排列の 方式に 關 する ものであると 見る 事が 出來 るからで あ 

る。 輓 近の 數學の 種々 な 方面の 異常な 進歩 は 寧ろ 色々 な 新し い 此方 面の 應用を 暗示す る やうで あ 

る。 叉 「除外例」 とい ふ もの & ある 事から 起る 困難 は、 統計的 方法の 利器に よって、 少 くも 或 度 

迄 救 はれ 得る 見込が ある。 此れに 就いては、 更に、 機會が あったら、 幾分 具體 的に 考を 進めて 見 

たいとい ふ 希望 を もって 居る。 

最後に 誤解の ない 爲に斷 つ て 置く 必要の あるの は、 從來 とても 統計的の やり方 は あるに は ある 

が、 單に數 をかぞ へ て 多い とか 少ぃ とかい ふだけ では 何等の 本當の 統計と しての 意味がない とい 

ふ 事で ある。 全 體に對 する 實 際の 符合 率が 偶然に よる 符合 率に 對 する 比の みが 意味 を もつ、 玆で 

は それ を 問題に したと いふ 事で ある。 (昭和 三年 三月、 思想) 
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「藪柑 子 集」 執筆 當 時の 追憶 


私が 「藪柑 子 集」 の 諸 作 を 書いた の は、 明治 三十 八 年から 四十 一年の 四ケ 年の 間の ことで ある 

が、 何しろ ふた 昔 前の こと &て、 追憶と 言っても 瞭然と 順序立て.^ 浮んで 來 ない。 三十 六 年に 擧 

校 を 卒業して から 大學院 で 勉強して ゐ たが、 四十 二 年に 洋行す るまでの 其 期間に、 千駄 木の 夏 目 

淑石 先生のお 宅に 出 人り して、 當時 r ホトト ギス」 に據 つて ゐた 所謂 寫生文 一派の 人々 と 昵懇に 

なった。 先生のお 宅で は 高濱氏 等が 寄り 集って、 各自の 作品 を讀み 合った もので あつたが 主に 高 

濱 氏が 讀み役 を 勤めた やうに 覺 えて ゐる。 この 會 合が、 其の後に 興った 木曜 會の 濫觴 をな したや 

うな ものであった。 さう いふ 雰圍氣 に 浸って ゐ たこと、 て、 私 も 刺激され て 禿 筆を呵 したわけ だ 

が、 先生 ゃ高濱 氏から 讚辭を 貰って、 得意に なって 書き 繽け たもので ある。 筆 を 執り 初めた の は- 

それより， f つと 以前からで 正 岡 子規 氏 等に よって 「ホ トト ギス」 で、 寫生を 提唱され てゐた 頃、 
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惊 追の 時 赏筆執 「集 子 柑蔽」 


丁度 擧生 時代であった が、 「赤」 とか 「影」 とかい ふ 風な 課題の 下に 短い 文章 や 日記 を 募集して ゐ 

たのに 應 募したり した ものである。 その やうな もの、 中で、 子規 氏に 面白い といって 褒められた 

こと もあった やう だ。 

夏 目先 生の 御宅での 日 を 定めての 集合 は、 別に 大した 意味から ではなく、 面會 日が 定められて 

あつたので 自然に かう いふ 會 合が 形成され たの ぢ やない かと 思 ふ。 初めは、 河 東 碧 梧桐 氏 や 寒 川 

鼠 骨 氏 等の 顏も 見え、 坂 本 四方 太 氏な ど は 盛んに 氣焰を あげられ たやう だ。 

「藪柑 子 集」 の 作品 は、 主に 夏 目先 生の 推薦で 「ホ トト ギス」 に發 表し、 後尾に 收 めた 部分の 

もの は、 洋行して あちらに 行って ゐた 頃に 蚩 曰いた ものである。 

私が 夏 目先 生の 恩顧 を 蒙った 頃の 消息 は、 「漱石 全集」 中の 「書簡文」 を收錄 したと ころ を 見れ 

ばよ くわ かる。 ちょっと 擧げ てみ ると、 先生の こんな 便りが ある。 —— 

明治 三十 八 年 二月 二十 三日、 野間眞 綱へ、 

「明 後 二十 五日 土曜日 食 牛 會を催 ふす 鍋 一 つ、 食 ふ もの E く奇瓢 臼く 傳四 曰く 眞拆 曰く 虚 

子 曰く 四方 太 闩 く寅彥 曰く 漱石。 午後 五 時半 迄に 御來會 希望 致 候」 

明治 三十 八 年 三月 十三 日、 野 間 君 宛に、 
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「寅彥 は 今 H も來て 文章 を朗讀 して ゆきました c」 

明治 三十 八 年 三月 十四日、 傳四 宛に、 

「寅 彦の團 栗 はちよ つと 面白く 出来て ゐる， 一 

と い ふやうな 言葉が 散見 せられる。 

明治 四十 一年 三月 十六 日、 虚子 宛の 手紙に、 

「藪 柑子 先生 『伊太利 人』 と 申す 名作 を 送り 候。 木曜に 御 出なければ 締切に 間に合 ふ樣 取り 

に 御 寄こし か、 此方より 御 送致す 事に 致 候。」 

と、 ひやかして 書かれて ある。 此の頃、 高 濱氏は 一 俳諧師」 を 執筆され てゐ たらしく、 三月 十三 

日、 虚子 宛に、 

r 今日の 俳諧師 は 頗る 上出来に 候。 敢て 一葉 を呈 して 敬意 を 表す」 

とい ふの も ある 0 

私 は、 洋行して から、 筆 現と 遠ざかつ たので 餘り 大して 作 を 物して ない。 想へば、 長い 月日が 

過ぎた もの だ。 

一 藪 柑子集 一 一 卷に收 めた 諸 作 を 書いた あの 思 ひ 出 多い 四ケ 年の 間の ことが 深い 懷 しみ を もつ 
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憶 追の 時 赏筆執 「集 子柑 ^5」 


て JS に きざまれて ゐる。 (昭和 一一 一年 七 H、 春陽 堂 H 報) 
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子規の 追憶 


子規の 追憶に 就いては 數年前 ホトト ギスに 1 マ 字 文 を 掲載して 貰った ことがある。 今度 此れ 

を 書く のに 參考 したいと 思って 搜 したが、 その 頃の 雜 誌が 手許に 見當ら ない。 鬼に 角 同じ やうな 

事 を 一 一度 は II 曰き 度くない から、 前に 圭ョ かなかった と 思 ふこと だけ を 記す ことにする。 

自然 科 學に關 する 話題に も 子規 は 可也の 興味 を 有つ て 居た やうに 思 はれる。 當時 自分 は 訪問し 

て さう いふ 方面の どんな 話 をして 居 たかは 思 ひ 出せない が、 唯一 っ覺 えて 居る ことがある。 或 時 

動 風の 話から 其の H ネル ギ— の 莫大な こと、 それ を どうにかして 人間に 有益な やうに 利用す る や 

うにした いとい ふやうな こと を 話したら、 大變に それ を 面白がった。 暴風の 害 を 避けようと いふ 
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憶 追の 規子 


のでなくて 積極的に 其れ を 利用 するとい ふの は 愉快 だと 云って 喜んで 居た。 

寫生文 を 鼓吹した 子規、 「草花の 一 枝 を 枕元に 置いて、 それ を 正直に 寫 生して 居る と 造化の 祕密 

が 段々 分つ て來る やうな 氣 がする」 と 云った 子規が 自然 科學に 多少 與味を 有つ と い ふ 事 は 當然で 

あつたか も 知れない。 

仰臥 漫錄に 「顯微 鏡に て 見た る 澱粉の 形狀」 の 圖を貼 込んで あるの もさう いふ 意味から 見て 面 

白、 

兎に角、 文學 者と 稱 する 階級の 中で、 科學 的な 事柄に 興味 を 有ち 得る 人と 有ち 得ない 人と を區 

g する 事が 出来る としたら 子規 は その 前者に 屬 する 方であった らし い。 此の 事 は 子規と いふ 人と 

其の 作品 を 研究す る 際に 考慮に 加へ て もい—、 ことで はない かと 思 ふ" 

一一 

舉藝の 純粹な 進展に 對 して 社 會 的の 拘束が 與 へる 障害に 就いて 不滿の 意 を ら すの を 聞かされ 

た 事 も 一 度 や 一 一度ではなかった やうに 記憶す る。 例へば 美術 や 昔樂の 方面に 於て 所謂 官學 派の 民 

間 派に 對 する 壓 迫と いった やうな ことに 就いて、 具體 的の 實例を あげて 所謂 官僚 的 元老の 撗暴を め 


語る のであった が、 それが 唯冷靜 な客觀 的の 嗜話 でなくて、 可也 興奮した 主觀 的な 愤適を 流出 さ 

せる のであった。 どうい ふ 方面から さう いふ 材料 を 得て 居た か 叉 其の 甘 料が どれ だけ 眞に 近い も 

ので あつたか は 自分に は 全然 分らない。 併し 故人が さう いふ 方面の 內幕 話に 興味 を 有ち、 乂 さう 

い ふ 材料の 供給者 を 有つ て 居た 事 はたし かで ある。 

子規 は 世の中 をう まく 渡つ て 行く 藝術 家ゃ學 者に 對 する 反感 を 抱く と 同時に、 又 自分に 親し い 

藝術 家ゃ學 者が 世の中 をう まく 渡る 事が 出来なくて 不遇に 苦しんで ゐ るの を 齒 痒く 思つ て 居た か 

の やうに 私に は 感ぜられる。 

三 

或 時 西洋の 小說の 話から 始まって ゾラの ナナの 筋 も 私に 話して 聞かせた。 それから、 何とい ふ 

表題 の 書物 で ぁづ たか、 若い 僧侶が 古い 壁 畫か何 か の 裸 體畫を 見 て 春の 目 覺めを 感じ ると いふ 場 

面 を 非常に リアルな 表現 を もって 話して 聞かせた 事が あった。 其の 時の 病 子規 は 私に は 非常に 若 

若しく 水々 し い 人の やうに 感ぜられた。 

私 は 「仰臥 漫錄 11 を 織いて、 あの R 々の 食 瞎の獻 立 を讀む 事に 飽きざる 與味を 感じる もので あ 
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憶 追の 規子 


る。 さう して それ を讀 みながら、 又 どうい ふわけ か 時々 此の ゾラの 小 說の話 を 思 ひ 出す ので ある。 

殆んど 腐朽に 瀕した 肉體を 抱へ て あれ だけの 戰鬪と 事業 を 遂行した 巨人の ヴァ イタル フォ ー ス 

の 竈から 迷る 火花の  一 £:： ニ片 として、 かう いふ 些細な 事柄 も いくらかの 意味が あるので はない か 

と 思 はれる ので ある。 

四 

子規の 家から 不折 氏の 家へ 行く 道筋 を畫 いて 敎へ て くれた ものが 唯 一 の 形見と して 私の 手許に 

殘 つて 居る。 それ は 子規 氏の 特有の 原稿用紙 (唐紙？ に 朱 g 卦、 十八 行 二十 四 字) 一杯に 畫 いた 附 

近の 略地圖 である。 右上に 斜に鐵 道 線路が 二 本 引いて ある。 鶯 横町 は 右下 半に 曲線 を 描いて 子規 

庵 は 長さ 一 セ ンチ 位の いびつな 長方形で しるされて ある。 圏の 左 半 は 比較的 込み 人って ゐて、 不 

折 邸 附近の 行 きづまり 横町が 克明に 描かれ r 不 折」 「淺 井」 兩 家の 位置が 記 人され て 居る。 面白い 

こと は 横町の 入口の 兩 脇の 角に 「ュ ャ」 「床 ャ」 と 書いて ある。 それから 不折 邸の 横に 「上 根 岸 四 

十番」 と 記し、 その 右に 大きな 華表 を畫 いて 「三 島 神社」 として ある。 すっと 下の 方に 門 を 書い 

て、 「正門」 として あるの は 前 田 邸の 正門で あらう。 
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脚 腰の 立たない 横に 寝た 切りの 子規 氏の 頭腦の 中に 可也 明確に 保存され て 居た 根 岸の 地理の 一 

つの 映像と して 此れ も 面白い もの、 一 つで あらう と 思 ふ。 此邊も l5il 劃 整理で 昔の 形が 消えて しま 

ふか どうか 知りたい ものである。 

今 久し振りに 此の 圖を取 出して 見て 居る と 三十 年 前の 子規 庵の 光景が あり/ \ と 思 ひ 出される 

御院殿 1% に 鳴く 蜩の聲 や 邸 後 を 通過す る 列車の 騷音を 聞く やうな 心 持が する。 

(昭和 一一 一年 九 H、 日本 及： n 本人) 


ク —ノ. 


スパ ー ク 


一 

當らす さはら すの 事 を 書かう とすると 中々 六 かしい。 眞理は 普遍 だから、 少しで も 眞理に 近い 

こと を 書けば、 凡ての 人が あてられ、 痛い 所 を さ はられる。 優れた 小 說を讀 むと 凡ての 人が 自分 - 

を モデルに したので はない かと 思 ふ。 己が モデル だと 自稱 する 人が 幾人 も 出て 来たりす る。 「坊 

ちゃん」 の モデルの 多 いのは 當 然としても、 自 から 「赤 シャツ」 と稱 する のが 出て 来たりす るか 

ら 面白い。 元來 作者 は 自分自身の 中に 居る 一， 坊ちゃん， 一 「赤 シャ ッ， 一 「の だ」 「強」 「山 あらし」 を 

氣 任せに 取 出して 紙面の 舞臺で 踊らせ 歌 はせ る。 見物人の 讀者は それ を 見て 各自の 中に 居る 「坊 _ 

ちゃん」 「赤 シャツ」 エトセトラ を 共鳴させる。 氣樂 なた ちの 人 は そのうちで 自分に 都合の い、 

氣持 のい、 の だけ を 自由に 振動 させ、 都合の わる いのは そっと ダム プ してお く。 或は 自分の 嫌 ひ 6j 


な 人に それ を プロ ヂ H タトして 一種の 滿足 を享樂 する。 少し 苦勞 性な 素質の 人 だと 自分の 中の 惡 

い 方の をより 强く 共鳴 させて 痛み を感 する。 それが 少し ペル ヴェ ー スな 性質の 人になる と、 わざ 

わざ 其の 痛み を增大 させる 事に 愉快 を感 する。 若し 吾々 が 自分の 中の 凡ての 一人 形」 凡ての 「共 

鳴 器」 を ありの ま、 に 認識す る 事が 出来れば 幸福 だら うと 思 ふが、 それ は 出来ない 相談で も あり、 

それで は餘 りに 世の中が 淋しくな るの かも 知れない。 

新し ぃ學說 が學界 から 喜んで 迎 へ られ るなら ば、 それ は 其の 說が 其の 當 代の 學界の 痛切な 要求 

にうまく 適合す るからで ある こと は 明で ある。 もう 十 年 も 前から 世界中の 學 者が 口 を もぐ-^ さ 

せて 云 はう として 居た が、 適當な 言葉が 出て 來な いので 困って 居た 處へ、 誰か 出て 来て、 はつ 

きりした 言葉で 其れ をす ばりと 云って 返ければ、 世界中の 學者は 一 度に 溜飲が下がつ たやうな 氣 

がする であらう 0 

三 
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ク一 ノ、。 ス 


運慶が 木材の 中に ある 仁王 を 掘り出し たと 云 はれるならば、 プロ， -リ ー ゃシュ レディン ガ I は 

世界中の 物理 學 者の 頭の 中から 波動 カ學を 掘り出し たとい ふこと も出來 るで あらう。 二百 葉， 一 は 

始 から 在る。 それ を 掘り出す だけの ことで ある。 一一 ュ ー トンが 其の 一 つの 破片 を 掘り出し、 フ レ 

ネル、 ホイ ゲン ス等 はもう 一 つの 缺 けら を 掘り出した。 それから それと いろ/ \ の缺 けらが 掘り 

出された が、 缺 けらと 缺 けらが しっくり 合はなくて 困って 居た。 どちらの 缺け らも 「間違」 では 

なくて ー眞」 の 一片であった。 近頃 やっと 二つの 缺 けらが どうやら うまく 繼ぎ合 はされ たやう で 

ある。 

凡ての 破片が 悉く 揃つ て それが 完全に 接合され る 日が 何時か は 有限な 未 來に來 るで あらう と 信 

する か、 或は それに は 無限大の 時間 を 要する と 思 ふか は 任意で ある。 併し どちら を 信す るかで そ 

の科學 者の 科 學觀は 大分ち がふ。 孔子と 老子の ちが ひ 位に はちが ひさう である。 

新し いもの 好きの 學 者が あると する。 新しい おもちゃ を 貰った 子供が 古い 方 を 掃 溜に 投込 でし 

まふ やうに、 新し い 學說の 前に は 凡ての 古い ものが みんな 駄目に なった やうに 思 ふ 人が 萬 一 ある 
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としたら、 それ は 勿論 間違で ある。 尤も さう いふ 人 は何處 にもない であらう が、 1^ も も 古い も 

の も 新しい もの も 矢 張 破片で ある。 今日の 新し い 破片 は 明日の 古い 破片で なければ ならない こと 

は 歷史の H キス トラ ボレ ー ショ ンが證 明す る。 唯 昨日の 破片. よりな 「日の 破片の 方が 一歩 だけ 「全 

體」 に 近づいて 來 ただけ である。 

科學 の 進歩 を 促成す る の は 勿論 科學者 であるが、 科學の 進歩 を 阻害す るの も 亦 科學者 自身 で あ 

る。 學者を 尊敬し ない 世人、 研究費 を 出し 惜 みす. る實業 家、 豫算を 通さない 政府の 官僚、 さう 云 

つた やうな ものが どれ だけ 多く あっても 科學の 進歩す る 時 はちゃん とする ので ある。 

科學 を獎勵 する 目的で 作られた 機關 が、 自己の 意志と は反對 に、 一生懸命 科畢の 進歩 を 妨害し 

て 居る とい ふ 悲しむべき 結果になる 事 も ある やうで ある。 此れが 一 番 困る。 

科學も 草木 ものび，^ と 自由に 生長させる 方が よい やうで ある。 少し 位 雜草も 生えても、 い、 

木 は 矢 張 自然に 延びる。 下手な 植木屋が 良い 木 を 枯らす。 

科學 者が 利口に なると 科學は 進歩 を 中止す る。 科 學者は みんな 永久に 馬鹿で ありたい。 
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六 

理 學；^ 會 委員に 約束 してお いたの を 忘れ て 居て、 今日 最後 の 通牒 を 受け て 驚いて 大急ぎ で 書い 

たので 甚だ 妙な ものに なった。 スパ ー クの やうな トラ ンシ H ントな 現象で ある。 賢明なる 讀 者の 

寛容 を 祈る。 (昭和 三年 九月、 理 學部會 誌) 
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子供の 時代から 現在 迄に 自分 等の 受けた 科學敎 育と いふ もの k 全 體を引 くるめて 追想して 見た 

時に、 其のう ちの 如何なる ものが 現在の 自分 等の 中に 最も 多く 生き 殘っ て 最も 强く活 きて 働いて 

居る かと 考 へて 見る と、 それ は敎科 II 曰 や 講義の ノ I ト の內容 そのものよりも、 寧ろ それ を敎 はつ 

た 先生方から 鼓吹され た 「科學 魂」 と 云った やうな ものである かと 思 はれる。 

或る 先生 達から は 自然の 探究に 對 する 情熱 を 吹き込まれた。 或る 先生方から は 研究に 對 する 根 

氣と 忍耐と 誠 實とを 授けられた。 熱と 根氣さ へ あれば 白痴で ない 限り 誰でも いくらかの 貢 獻を科 

學の 世界に 窗 らし 得る ものであると いふ 確信 を、 先生 や 先輩に 授けられた ことが 一 番 尊い 賜物で 

ある やう に 思 はれる。 

科學の 知識 は それ を 求める 熱さ へ あれば 必 しも 講義 は 問かなくても II 曰 物から も 得られる。 頭が 


良くなくても 根氣さ へ あれば 人が 一日に 一 時間.、 ク k 費して 會 得し 又 仕遂げる 事 を、 一 一時間 三時 間 

づ、 かければ 會 得し 遂行され よう。 

科學敎 育の 根本 は 知識 を 授け る よ り も 寧ろ さ う い ふ 科學魂 の 鼓吹に あると 思 はれる。 併し 此れ 

を 鼓吹す るに は 何よりも 敎育者 自身が 科學 者で ある 事が 必要で ある。 先生 自身が 自然 探究に 對す 

る 熱， 愛 を もって 居れば、 それ は 自然に 生徒に 傳染 しない i 舌 はない。 實 例の 力 は あらゆる 言詞 より 

强 いからで ある。 

凡て の小學 校、 中學 校の 先生が 皆 立派な 科畢 者で なければ ならない とい ふ 事 を 望む の は 無理で 

ある。 實行 不可能で ある。 併し そんな 必要 は 少しもない。 唯 先生 自身が 本當に 自然 研究に 對 する 

熱が あって、 さう して 誤魔化さない 正直な 態度で、 生徒と 共に 根氣 よく 自然と 取込み 合 ふとい ふ 

氣が あれば 十分で ある C 先生の 知識 は必 しも それ 程廣ぃ 必要 はない。 所謂 頭の 良い 必要 はない。 

雜誌 などで 時々 小學 校の 理科の 教案と 稱 する もの を 見る ことがある。 中に よく 綿密に 考へ たも 

の だと 思うて 感心す る。 併し 叉 一方で 何となく 不自然で 人工的な もの だとい ふ 感じ もす る。 此れ 

雜 では 兒 童の 頭が 窮屈な 型に 押し詰められて、 自由な 働きが 妨げられ はしない かとい ふ氣 がする。 

感 かう いふ 敎 案の 作成に 費やす 時間が あれば、 寧ろ 其 時間に 先生が、 先生 自身の 題目の 研究 をした 
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方が よいと 思 ふ。 先生 自身の 研究の 插話は 生きた 實例 として どれ だけ 強く 生徒に 作用す るか 分ら 

ない。 死んだ 借り物の 知識の こせ/ \ とした 羅列に 優る 事 どれ だけ だか 分らない。 そして 更に 生 

徒 を 相手に し 助手に して、 生徒から 材料 を 集めさせ たりして 研究 をす、 めれば よい。 

間違 を敎 へたと しても それ は それ 程恥づ べき 事で はない。 又 生徒の 害に もなら ない。 科 學の歷 

史は 一面から 見れば 間違の 歷史 である。 間違へ る 事な しに は 研究 は 進められない。 誤魔化さない 

こと だけが 必要で ある。 

小學 校で も中學 校で もせめ て 一週間に 一時間で もい、 から、 かう いふ 一 自由 研究」 の 時間 を設 

けて、 先生 も 生徒 も 一緒にな つて、 何でも 手近な 題目 を 取扱 ひ、 さう して、 自然が 如何に 分らな 

い 事 だらけで あるかと いふ 事、 その 分らない 事が、 熱と 根氣で 向って 行けば 少 しづ、/ \ 分って 

行く 事、 その 少し づ 、分って 行く 少 くも 分った やうな 氣 がして 行く 事が 如何に 愉快な ものである 

かと い ふ 事な どを實 習したら い、 だら うと 思 ふ。 先生の 分らない 事 は 大抵 誰に も本當 はよ く 分ら 

ない 事で ある。 分らない 事 は 恥で も 何でもない。 分らない 事 を 分った やうな 顏を する 程恥づ べき 

事 はない。 

手近い 實 例の 人 を 動かす 力 は 偉大な ものである。 さう いふ 意味で、 敎師は 時々 は 我 邦の 科學者 
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感雜 


の 研究 を 生徒に 紹介す るが い、 と 思 ふ。 遠い 西洋の 大學 者の 大 研究よりも 手近い 日本の 小學 者の 

小 研究の 方が 遙に 切實な 印象 を 日本の 生徒の 頭腦に 刻みつ ける であらう。 さう して 生徒 自身の 研 

究慾を 誘發す る であらう。 

日本の 科舉雜 誌が 色々 ある. 中には 科學 の拔殼 だけ を滿 載して 中實 はさ 虚 なの も ある やうで あ 

る。 さう いふ やうな 雜 誌で 西洋人の 研究 發見發 明な ど は 下らぬ もの 迄 紹介して 居る が、 日本の 學 

者の 面白い 研究が 正當に 紹介され る 事 は 極めて 稀で ある。 遇" 紹べハ される と、 それ は 新聞の 三面 

記事の やうな ジャ ー ナ リズ ム の 臭味の 強烈な ものであって、 紹介され た 學者を 赤面させる やうな 

ものである。 

此れと 同じ やうな 傾向が 日本の 科 學敎育 全般に 行き 1 つて 居る、 ので はない かと 疑 ふ。 日本人が 

科學 的頭腦 に 於て 西洋人 に必し も 劣ら ない とい ふ 自信 を 生徒 の 頭に 植ゑ 付ける 事 も 可也 大事な 事 

ではない かと 思 ふ。 

以上 私の 述べた 事 は 少し 亂 暴に 聞こえる かも 知れな い。 併し 若し 理科 敎 育に 從事 される 方々 に 

何等かの 參考 になれば 仕 合せで ある。 (昭和 三年 t  一  w、 理科 敎育 } 
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科 狂 想 行進曲 


一 

古い 傅統 の」 i£ 板 を 踏み， 拔 いて、 落ち込んだ やつば り 中古の 傅統 長屋。 今度の 借家 は 少し 安普請 

で、 家具 は 仕 人れ。 ボ ー ルの 机に ブリキの 時計、 時計 はいつ でも 三十 度 位 傾いて、 そして 二十 五 

時の 處で 止って 居る。 いつ 迄 も 止って 居る、 今度の 大地震の 来る日 迄 は。 

大掃除の 午後の 路地の 交互 點、 こ はれた おもちゃに 葱 大根の 尻尾、 空瓶 さボ ー ルの 交響 樂、 マ 

ルクス、 ムッソ リニの 赤ん坊の 夢 を 買 はない か。 汚 ない もの は 美しく、 美しい もの はきた なく。 

のつ ベり の屮へ 少し こま と金 銀 紫 銅 のモ ー ル。 晝食 か、 そこへ おきな。 
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曲 進行 想 狂 科 二 


三  ； 

黄 は 睨み 朱は吼 える、 プル シアン ブル I はう めく。 錢で 勢よ くき ゆうとな で、、 ちり/, \ ばつ 

とく、 り をつ けて、 パイプ をく はへ て考へ 込んで、 モンパリ—、 チッ ペラリ ー、 ラタ、 パン。 そ 

こで ノア ル で 細筆の フランス 文字、 ブ ル バ ー ルデ トセ トラ。 

,  .  一 

脚 は 一八 〇 プロ セント 位に、 眼と 眼 は うんと くっつけ るか、 思 ひ 切り開いて、 さて 此の 腕 を ど 

うやら う。 寛 永 寺の 鸦 より 近い 處に ビッシ H 1 ル、 ロー ト。 額の 此處ら へ 一寸 一 刷毛、 どうです 一 

此の 色 は 新し いね。 トラ 、イラ、 ララ ー、 搶 具の 拂ひは いつでも よい。  - 

五 

地獄 變相圖 の 世界 國 ノアの 洪水、 ソファの 下から 這 出した 蜘蛛 蟹のお 化け。 埶ー つや 苦し や、 通 一 

51 

風の 惡ぃ殘 暑の 人い きれ。 觀音 様が 流行らないなら、 モガの 一人 も 張り飛ばして、 食堂で アイス ら 


カフ H 1 の 食券 一枚。  . 

六 

大家 は 大家で 小 家 は 小 家、 そして 中 家 は 中 家で 世紀 はめぐ る。 糊の 頭に 孔雀の 尻尾。 動物 11 に 

は 象が 居る よ。 植物園 は 涼しい ね。 マルクスが 何と 云っても 鎗畫 は緣畫 で科學 は科學 です。 ヴォ 

ァラ、 ネスパ、 セ ッサ、 ムシ ュ ー 、 アラマ ディ、 プレン プ アン、 ラタ 、。ハン。 

同じ 人間が 同じ 會の 展覽會 批評 を 毎年つ にけ て 書けば、 結局 同じ やうな 事 を 繰 返す ことにな 

りさう ですから、 少し 趣向 を變へ てと 思った のが 丁度 その 時の 氣 分で こんな ものに なって しま 

ひました。 ^し 鬼に 角 此の 爲に 一 日 わざ/ \ 見に 行った のでした が、 その 日 は 叉 特別に 蒸 暑い 

日だった ので 頭が ぼんやりして、 そして 氣 分が 惡 くな つて 歸 つて 来て、 すぐに 机に 向って 居た 

ら 自然に こんな 「詩」 が 生れました。 自分で も 何の 事 だか 分らない が、 併し その 日の 其の 時刻 

の 私の 或る 感じ だけ は 出て 居る やう だから、 鬼 も 角 も 御 目に かけます。 御 取捨 御 自由に 願 ひま 

す。 (昭和 三；.^ 卜  一 H、 霊山 美術 ：-  . 
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「ァ イン シ ュ タイ ン の敎 育觀」 は 本名 を 以て 大正 十 年 七月 「科學 知識」 第一 卷 第一 號に發 表さ 

れ たもので ある。 隨筆集 「觸 媒」 の附錄 として 收 めら れてゐ る。 

「アイ ンシ ユタ イン」 は 吉村冬 彥の名 を 以て 大正 十 年 十月 「改造」 第三 卷第 十二 號に發 表さ^ 

「冬亲 集」 に收 む。 以下 吉村冬 紊の名 を 以て 發 表された ものに は 此の 旨 記す 煩 を 省く ことと する _ 

「鼠と 猫」 は 大正 十 年 十 一 き 「思想」 第一 一 號に發 表され 「冬彥 集」 に收 む。 改造 社發 行の 「現 

代 日本 文學 全集」 に 再錄。 

「或る日の 經驗」 は 大正 十 年 十一 一月 一. 明星」 第 一 卷 第二 號に發 表され 「冬彥 集」 に收 む。 

r 寫生 紀行」 は 大正 十 一年 一月 一， 中央 公論」 第三 十七 年 第 一 號に發 表され 「冬彥 集」 に收 む。 

後 「笑」 は 大正 十 一年 一月 「思想」 第 四 號に發 表され 「冬彥 集」 に收 む。 「現代 日本 文舉 全集」 

0 に 再錄。 


「案內 者」 は 大正 十 一年 一月 「改造」 第 四卷第 一 號に發 表され 「冬 逢 集」 に收 む。 一 現代 日本 

文學 全集」 に 再錄。 

「斷. ^の 日」 は 大正 十 一年 一月 一日 一 一日 三日， の 「東京 朝日 新聞」 及び 一月 一 日 一 一日の 「大阪 朝 

日 新聞」 に 掲載され r 冬亲 集」 に收 む。 「現代 日本 文學 全集」 に 再錄。 

「夢 一 は 大正 十 一 年 三月 「明星」 第 一 卷 第五 號に發 表され 「冬彥 集」 に收 む。 

「マルコボ 口から」 は 大正 十 一 年 四月 「解放」 第 四 卷第四 號に發 表され r 冬彥 集」 に收 む。 

「蓄音機」 は 大正 十 一 年 四月 五日 六日 七日 八日 九日 十 一 日 十一 一日 十三 日の 「東京 朝日 新聞」 に 

發 表され 「冬 豫集」 に收 む。 「現代 日本 文學 全集」 に 再錄。 

「亮の 追憶」 は 大正 十 一 年 五月 「明星」 第 一 卷第七 猇に發 表され 「冬彥 集」 に收 む。 「現代 日 

本文 學 全集」 に 再錄。 

「一 つの 思考 實驗」 は 大正 十一 年 五月 一 中央 公論」 第三 十七 年 第五 號に發 表され 「冬豫 集」 に 

收む。 

「茶碗の 湯」 は 八條年 也の 名 を 以て 大正 十 一 年 五月 「赤い 鳥」 第八卷 第五 號に發 表された。 同 

誌に は彈丸 飛行の 寫眞 及び 雷雲の 寫 眞が插 人して あるが、 本 全集で は 省略した。 

「塵 と 光」 は 本名 を 以て 大正 十 一 年 五月 「科學 知識」 第一 ー卷 第五 號に發 表された。 
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「斷片 (I). 一  は 「斷 片」 として 大正 十 一年 八月 一明 星. 一 第二 卷 第三 號に發 表され 「績 冬彥 集」 

に收 む。 

「神 田 を 散歩して 一 は 大正 十 一 年 八月 「解放. 一 第 四 卷第八 號に發 表され 「續 冬彥 集」 に收 む。 

「海陸 風と 夕 风」 は 本名 を 以て 大正 十 一 年 八月 「科學 知識」 第一 一 卷第八 號に發 表された。 

「秋の 歌」 は 寺 E 蔽柑 子の 名 を 以て 大正 十 一 年 九月 一， 漉 柳」 第  一 0 一  號に發 表され 「續 冬彥集 一 

に收 む。 

「電車の 混雜に 就て」 は 大正 十 一 年 九月 一 思想」 第士 一 號に發 表され 「萬 華. 鏡 一 に收 む。 

「異 鄕」 は 大正 十 一年 十一月 「明星」 第一 一 卷第六 號に發 表され r 鑌冬彥 集」 に收 む。 

「相對 性 原理 側面 觀ー は 大正 十 一 年士 一月 「改造」 第 四卷第 十一 一 號に發 表され 「萬 華 鏡」 に牧 

む。 

「雜記 (1)」 の 「一 日 比 谷から 鶴 見へ」 から 「三 ノ ー ベル • ブライズ」 まで は 大正 十二 年 

一 月 「中中 公論」 第三 十八 年 第 一 號に、 その 「四 切符の 鋏 穴 一 及び 「五 善行 日と 惡行日 一 は 

大正 十一 年 九月の 同誌 第三 十七 年 第九號 に、 それぞれ 「雜記 二 の 題 を 以て 發 表された ものである _ 

後 此 等は發 表と は 逆の 順序 を 以て 「辏 冬彥 集」 に收 めら れてゐ る。 これ は 著者が 故意に 斯く 配列し 

tn たもので はなく 恐らく 誤と 見られる ので あるが、 本 全集に は 矢張り 單行 本の 形式に 從 つて 收錄す 
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る ことと した。 

「子猫」 は 大正 十一 一年 一 月 「女性， 一 第三 卷第 一 號に發 表され 「繽 冬彥 集」 に收 む。 

「浮世， M の 仙 線」 は 大正 十一 一年 一 月 「解放」 第五 卷第 一 號に發 表され 「繽 冬彥 集」 に收 む。 

「言語と 道具」 は 本名 を 以て 大正 十一 一年 五月 「理 學界」 第廿 一 卷 第五 號に發 表され 「萬 華 鏡. 一 

に收 む。 

一 或る 幻想曲の 序」 は 大正 十二 年 八月 「明星」 第四卷 第二 號に發 表された ものである。 ー橡の 

實」 に收 めら れてゐ る。 

「廿四 年 前」 は 大正 十一 一年 八月 一 思想」 第廿三 號に發 表され 「橡 の實」 に收 む。 

「石油 ラ ムプ」 は 大正 十三 年 一 月 「文化 生活の 基礎」 に發 表され 「繽 冬彥 集」 に收 む。 

「解かれた 象」 は 大正 十三 年 二月 「女性 改造」 第三 卷 第二 號に發 表され 「續 冬彥 集」 に牧 む。 

「雜記 (ffoj は 「雜 記」 として 大正 十三 年 四月 「中央 公論」 第三 十九 年 第 四 號に發 表された も 

ので ある。 

「地震 雜感ー は 本名 を 以て、 大正 十三 年 五月 改造 社發 行の 「大 正大 震 火災 誌」 に發 表された も 

の である。 

ー鑪 滑」 の 「一」 から 「九」 まで は 大正 十一 一年 十月 十日 一 週刊 朝日」 第 四卷第 十七 號に 、「十」 
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から 「十八」 まで は 大正 十三 年 七月 十三 日の 同誌 第六卷 第三 號に發 表された。 兩者を <1 口せ て 「續 

冬彥 集」 に 收む。 

「流言 蜜 語」 は 大正 十三 年 九月 一 日 「東京 日日 新聞」 に發 表され 「績 冬彦 集」 に收 む。 

一二 科會 展覽會 雜感」 は 大正 十三 年 十月 「明星」 第五 卷 第五 號に發 表された。 

「池」 は 本名 を 以て 大正 十三 年 十 一 月 一. 理 學部會 誌. 一 第 一 號に發 表され 「繽 冬彥 集」 に收 む。 

「議會 の 印象」 は從 來未發 表の ものである。 本. 文の はじめに 「去年の 十月だった か、 十 一 月 だ 

つた か、 云々」 と あるが、 日記に 依れば 議會を 見に 行った の は 大正 十二 年 十二月 二十 三日で ある 

から、 此の 文 は 大正 十三 年に 書かれた もので あらう。 - 

「中 村彝 氏の 追憶」 は 大正 十四 年 六月 「木星」 第一 一 卷第六 號に發 表された。 

「一 一 科會其 他」 は 大正 十四 年 十月 「明星」 第 七 卷第四 號に發 表された。 

「路傍の 草」 は 大正 十四 年 十 一 月 「中央 公論」 第 四十 年 第 十一 一 號に發 表され r 鑌冬彥 集」 に牧 

む。 

「書簡 (I). 一  は 「書簡」 として 本名 を 以て 大正 十五 年 十月 「ァ ララ ギ， 一 第 十九 卷第 十號 「島 木 

後 赤彥 追悼 號」 に 掲載され たもので ある。 

記 「斷片 (K ヒ は 「斷片 J として 昭和 一 一年 一 月 「明星」 第 九卷第 一 號に發 表された。 
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「備忘 錄」 は 昭和 一 一年 九月 一思 想」 第 七十 一 號に發 表され 「績 冬彥 集」 に收 む。 

「怪異 考」 は 昭和 一 一年 十 一 月 「思想」 第 七十 三 號に發 表され 「萬 華 鏡」 に收 む。 

「昭和 一 一年の 一 ー科會 と美 術院」 は 昭和 一 一年 十 一 月 「靈山 美術」 第一 一 號に發 表された。 

「人の 言葉 —— 自分の 言葉」 は 健 依 別の 名 を 以て 昭和 一 一年 士 一月 「理 學部會 誌」 第 六 號に發 表 

された。 

「日本 樂 器の 名稱」 は 昭和 三年 一 月 三日 「大阪 朝日 新聞」 に發 表され 「物質と 一一 一一 n 葉」 に收 めら 

れてゐ る。 新聞紙に 揭 載され たと きの 題 は 「日本 樂 器の 名稱と 外國 との 關係」 となって ゐる。 

「土 佐の 地名」 は 本名 を て 昭和 三年 一 月 「土 佐 及 土 佐 人」 創刊 號に發 表され 「物質と 言葉」 

に收 む。  ■ 

「比較 言語 學に 於け る 統計的 研究 法の 可能性に 就て」 は 本名 を 以て 昭和 三年 三月 「思想」 第 七 

十七 號に發 表され 「萬 華 鏡」 に牧 む。 

「『藪 柑子 集』 執筆 當 時の 追憶」 は 昭和 三年 七月 春陽 堂發 行の 「明治 大正 文 拳 全集」 第廿 一 卷附 

錄 「春陽 堂 月報」 に發 表された。 

「子規の 追憶」 は 昭和 三年 九月 「日本 及 日本人」 第 一 六 〇 號、 秋季 增刊正 岡 子規！^ に發 表され 

た。 「橡 の實」 に收 む。 
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「。、 ク」 はチグ リサ ンド レ ス の 名 を 以て 昭和 三年 九月 一理 學部會 誌」 第 七號に 濃され た- 

「雑感」 は 本名 を 以て 昭和 三年 十 一 月 「理科 敎育」 第 十 一 卷第 十一 ^^,^f-n. 

「一 


^感」 は 本名 を 以て 昭和 三 与. 1-  一, - T-f? リ」！  . き，  一、 L  20 

, ,,,1, -<c 召卩三 Hi- 七 一月 「霊山 美術」 第 四 號に發 表された 

一斗 王 想  一 tj 進 曲」 は 寅 日子の 名 をお て昭禾 三年 4 一  月  一 f  ま- -L  I  ¥ 
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